
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 
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【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 

 



ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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本資料に記載の全ての情報は本資料発行時点のものであり、ルネサスエレクトロニクスは、
予告なしに、本資料に記載した製品または仕様を変更することがあります。
ルネサスエレクトロニクスのホームページなどにより公開される最新情報をご確認ください。

改訂一覧
改訂一覧は表紙をクリックして直接ご覧になれます。改訂一覧は改訂箇所をまとめたものであり、詳細については、必ず本文の内容をご確認ください。



 

 

１．  本資料は、お客様に用途に応じた適切な弊社製品をご購入いただくための参考資料であり、本資料
      中に記載の技術情報について弊社または第三者の知的財産権その他の権利の実施、使用を許諾また
      は保証するものではありません。
２．  本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例など全ての情報
      の使用に起因する損害、第三者の知的財産権その他の権利に対する侵害に関し、弊社は責任を負い
      ません。
３．  本資料に記載の製品および技術を大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的、あるいはその他
      軍事用途の目的で使用しないでください。また、輸出に際しては、「外国為替および外国貿易法」
      その他輸出関連法令を遵守し、それらの定めるところにより必要な手続を行ってください。
４．  本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例などの全ての
      情報は本資料発行時点のものであり、弊社は本資料に記載した製品または仕様等を予告なしに変更 
      することがあります。弊社の半導体製品のご購入およびご使用に当たりましては、事前に弊社営業
      窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、弊社ホームページ(http://www.renesas.com)
      などを通じて公開される情報に常にご注意ください。
５．  本資料に記載した情報は、正確を期すため慎重に制作したものですが、万一本資料の記述の誤りに
      起因する損害がお客様に生じた場合においても、弊社はその責任を負いません。
６．  本資料に記載の製品データ、図、表などに示す技術的な内容、プログラム、アルゴリズムその他
      応用回路例などの情報を流用する場合は、流用する情報を単独で評価するだけでなく、システム
      全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してください。弊社は、適用可否に
      対する責任は負いません。
７．  本資料に記載された製品は、各種安全装置や運輸・交通用、医療用、燃焼制御用、航空宇宙用、
      原子力、海底中継用の機器・システムなど、その故障や誤動作が直接人命を脅かしあるいは人体に
      危害を及ぼすおそれのあるような機器・システムや特に高度な品質・信頼性が要求される機器・
      システムでの使用を意図して設計、製造されたものではありません（弊社が自動車用と指定する
      製品を自動車に使用する場合を除きます）。これらの用途に利用されることをご検討の際には、
      必ず事前に弊社営業窓口へご照会ください。なお、上記用途に使用されたことにより発生した損害 
      等について弊社はその責任を負いかねますのでご了承願います。
８．  第７項にかかわらず、本資料に記載された製品は、下記の用途には使用しないでください。これら  
      の用途に使用されたことにより発生した損害等につきましては、弊社は一切の責任を負いません。
        １）生命維持装置。
        ２）人体に埋め込み使用するもの。
        ３）治療行為（患部切り出し、薬剤投与等）を行うもの。
        ４）その他、直接人命に影響を与えるもの。
９．  本資料に記載された製品のご使用につき、特に最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件
      およびその他諸条件につきましては、弊社保証範囲内でご使用ください。弊社保証値を越えて製品
      をご使用された場合の故障および事故につきましては、弊社はその責任を負いません。
１０．弊社は製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、特に半導体製品はある確率で故障が
      発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。弊社製品の故障または誤動作
      が生じた場合も人身事故、火災事故、社会的損害などを生じさせないよう、お客様の責任において
      冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計（含むハードウェアおよびソフトウェ
      ア）およびエージング処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に
      マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システム
      としての安全検証をお願いいたします。
１１．本資料に記載の製品は、これを搭載した製品から剥がれた場合、幼児が口に入れて誤飲する等の
      事故の危険性があります。お客様の製品への実装後に容易に本製品が剥がれることがなきよう、
      お客様の責任において十分な安全設計をお願いします。お客様の製品から剥がれた場合の事故に
      つきましては、弊社はその責任を負いません。
１２．本資料の全部または一部を弊社の文書による事前の承諾なしに転載または複製することを固く
      お断りいたします。
１３．本資料に関する詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点等がございましたら弊社営業
      窓口までご照会ください。

本資料ご利用に際しての留意事項

D039444  



製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意事

項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の記載

が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子を

開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れた

り、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」で

説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の状

態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのかか

る一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのアド

レスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、クロ

ックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（または外

部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切り替え

てください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性が

異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施し

てください。 



  

 



 

このマニュアルの使い方 
 

1. 目的と対象者 
このマニュアルは、本マイコンのハードウェア機能と電気的特性をユーザに理解していただくためのマニ

ュアルです。本マイコンを用いた応用システムを設計するユーザを対象にしています。このマニュアルを使

用するには、電気回路、論理回路、マイクロコンピュータに関する基本的な知識が必要です。 

このマニュアルは、大きく分類すると、製品の概要、CPU、システム制御機能、周辺機能、電気的特性、

使用上の注意で構成されています。 
 

本マイコンは、注意事項を十分確認の上、使用してください。注意事項は、各章の本文中、各章の最後、

注意事項の章に記載しています。 
 
 

改訂記録は旧版の記載内容に対して訂正または追加した主な箇所をまとめたものです。改訂内容すべてを

記録したものではありません。詳細は、このマニュアルの本文でご確認ください。 
 

H8S/2112グループでは次のドキュメントを用意しています。ドキュメントは最新版を使用してください。

最新版はルネサス テクノロジのホームページに掲載されています。 
 

ドキュメントの種類 記載内容 資料名 資料番号 

データシート ハードウェアの概要と電気的

特性 

－ － 

ハードウェアマニュアル ハードウェアの仕様（ピン配

置、メモリマップ、周辺機能の

仕様、電気的特性、タイミング）

と動作説明 

H8S/2112グループハード 

ウェアマニュアル 

本ハードウェアマニュアル

ソフトウェアマニュアル CPU・命令セットの説明 H8S/2600シリーズ、 

H8S/2000シリーズ 

ソフトウェアマニュアル 

RJJ09B0143 

アプリケーションノート 応用例参考プログラムなど 

RENESAS THCHNICAL 

UPDATE 

製品の仕様、ドキュメント等に

関する速報 

ルネサス テクノロジのホームページに掲載されています。

 



 

 

2. 数や記号の表記 
このマニュアルで使用するレジスタ名やビット名、数字や記号の表記の凡例を以下に説明します。 

14.3.

CMCSR_0 _0 CMCSR

2

1

14. CMT

14-6

14.2.2 0 1 CMCSR_0 1

14.3.1

CMCSR

WDTOVF TCNT 0

24

3

CMCSR CKS1 CKS0 CMSTR STR 1

CMCNT CMCNT

CMCOR CMCNT H'0000 CMCSR CMF

1 CKS1 CKS0 B'01 /4

2 B'nnnn 2 B' 16 H'nnnn 0xnnnn

10 nnnn

2 B'11 11

16 H'EFA0 0xEFA0

           10 1234

3

WDTOVF

4

 

 



 

3. レジスタの表記 
各レジスタの説明には、ビットの並びを示すビット図とビットに設定する内容を説明するビット表があり

ます。 

使用する記号、用語を以下に説明します。 

32 31 0 16 15 0

ASID[3:0]

1

2

1 2

0 0

1 1

3

3

R/W 

R/(W) 

R 

 R

W 

4 R/W

4

5

5

15

13 11

10

9

0

0

0

0

1

R

R/W

R

R

0

0

1

14 0 R

ASID2

R/W

[ ]

 



 

 

4. 略語および略称の説明 
以下に本書内で使用されている略語または略称を示します。 

 

• 本製品固有の略語または略称 
略称 英語名 日本語名 

BSC Bus Controller バスコントローラ 

CPG Clock Pulse Generator クロック発振器 

INT Interrupt Controller 割り込みコントローラ 

SCI Serial Communication Interface シリアルコミュニケーションインタフェース 

TMR 8-Bit Timer 8ビットタイマ 

TPU 16-Bit Timer Pulse Unit 16ビットタイマパルスユニット 

WDT Watchdog Timer ウォッチドッグタイマ 

 

• その他の略語または略称 
略語／略称 英語名 日本語名 

ACIA Asynchronous Communication Interface Adapter 調歩同期式通信アダプタ 

bps bits per second 転送速度を表す単位 

CRC Cyclic Redundancy Check 周期的冗長検査 

DMA Direct Memory Access ダイレクトメモリアクセス 

DMAC Direct Memory Access Controller ダイレクトメモリアクセスコントローラ 

GSM Global System for Mobile Communications ジーエスエム 

Hi-Z High Impedance ハイインピーダンス 

IEBus Inter Equipment bus NECエレクトロニクス社提唱の通信方式 

I/O Input/Output 入出力 

IrDA Infrared Data Association 赤外線データアソシエーション 

LSB Least Significant Bit 最下位ビット 

MSB Most Significant Bit 最上位ビット 

NC Non-Connection 未接続端子 

PLL Phase Locked Loop 位相ロックループ 

PWM Pulse Width Modulation パルス幅変調 

SFR Special Function Registers 周辺回路制御用レジスタ群 

SIM Subscriber Identity Module ISO-7816規定の通信方式 

UART Universal Asynchronous Receiver/Transmitter 非同期シリアルインタフェース 

VCO Voltage Controlled Oscillator 電圧制御発振器 

 
 

 

 



 

本版で改訂された箇所 

 

修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

2.1.1 H8S/2600 CPUと H8S/2000 

CPUとの相違点 

2-2 表を修正 

MULXU.B Rs, Rd MULXU

MULXU.W Rs, ERd 

MULXS.B Rs, Rd MULXS

MULXS.W Rs, ERd 

2.6.1 命令の機能別一覧 

表 2.7 ビット操作命令（2） 

2-20 表を修正 
*   

BLD B (< >of<EAd>) C

1

BILD B (< >of<EAd>) C

1

3  

4.5 パワーオンリセット 

図 4.2 パワーオンリセットの動作 

4-9 図を修正 

"L"

 4-10 説明を修正 

RES端子を Lowレベルにした状態（端子リセットの状態）で VCC

を立ち上げた場合、VCCが Vporより高いレベルにある状態で RES

端子が Highレベルに解除されたときは、パワーオンリセット機能

は無効となりパワーオンリセット時間を待たずにリセット例外処

理を開始します。このとき、PORFビットは０にクリアされていま

す。VCCが Vporを下回る状態で RES端子が Highレベルに解除さ

れたときは、パワーオンリセット機能が有効となります。この場合

は VCCが Vpor以上になってパワーオンリセット時間が経過した

後、パワーオンリセットが解除され、リセット例外処理を開始しま

す。… 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

8.2.4 ポート 4 

（2）P46/PWMU4B 

8-16 説明を修正 

PWMU_Bの PWMOUTCRの PWM4Eビット、PWMPCRの

CNTMD45Aビット、および P46DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。表中の PWM4OEは、次の論理式で表

されます。 

PWM4OE=PWM4E・CNTMD45A 

  表を修正 

P46DDR 

PWM4OE 

 
 

（4）P44/TMO1/PWMU2B/TCMCYI2  説明を修正 

TMR_1の TCRの OS3～OS0ビット、PWMU_Bの PWMOUTCR

の PWM2Eビット、PWMPCRの CNTMD23Aビット、および

P44DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。

TCM_2の TCMIER_2の TCMIPEビットを 1にセットすると、

TCMCY2入力端子になります。表中の PWM2OEは、次の論理式

で表されます。 

PWM2OE=PWM2E・CNTMD23A 

  表を修正 

OS3 OS0

P44DDR 

PWM2OE 

 

8.2.8 ポート 8 

（6）P81/GA20 

8-21 表を修正 

FGA20E

P81DDR  

 
 

8.2.11 ポート B 

（6）PB2/RI/PWMU0B 

8-25 説明を修正 

PWMU_Bの PWMOUTCRの PWM0Eビット、PWMMDCRの

CNTMD01Aビット、および PB2DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。表中の PWM0OEは、次の論理式で表

されます。 

PWM0OE=PWM0E・CNTMD01A 

  表を修正 

PB2DDR 

PWM0OE 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

8.2.15 ポート F 

（1）PF7/PWMU5A、 

PF5/PWMU3A  

8-31 説明を修正 

（n＝7、5、m＝5、3） 

（2）PF6/PWMU4A、PF4/PWMU2A  （2）を追加 

（6）PF0/IRQ8/PWMU0A 8-32 説明を修正 

PWMU_Aの PWMOUTCRの PWM0Eビット、PWMMDCRの

CNTMD01Aビット、および PF0DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。 

ISSR16の ISS8ビットを 0にクリアし、割り込みコントローラの

IER16の IRQ8Eビットを 1にセットすると IRQ8入力端子として

使用できます。表中の PWM0OEは、次の論理式で表されます。

PWM0OE=PWM0E・CNTMD01A 

  表を修正 

PF0DDR 

PWM0OE 

 
 

9.3.2 PWM出力コントロールレジ

スタ （PWMOUTCR） 

9-5 タイトルを修正 

9.3.3 PWMモードコントロールレ

ジスタ （PWMMDCR） 

9-7 タイトルを修正 

9.4.2 パルス分割モード 

図 9.8 付加パルスタイミング例

（PWMREG上位 4ビットが

B'1000） 

9-18 図を修正 

図 9.9 PWMUの設定例 9-19 図を修正 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

127/256

128/256

129/256

130/256

PWMREG

H'7F

H'80

H'81

H'82

1

10.3.3 タイマ I/Oコントロールレ

ジスタ（TIOR） 

表 10.15 TIOR_1（チャネル 1） 

10-16 表を修正 

3 2 1 0

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

12.3 レジスタの説明 

表 12.2 レジスタの構成 

12-5 表を修正 
 R/W 

Y _Y TCSR_Y R/W H'00 

12.3.5 タイマコントロール／ステ

ータスレジスタ（TCSR） 

• TCSR_Y 

12-12 表を修正 

4 ICIE  0
 

14.7.6 シリアルデータ送信（ブロ

ック転送モードを除く） 

図 14.26 SCI送信モードの場合の

再転送動作 

14-45 図を修正 

3

3
 

15.3.8 FIFO制御レジスタ（FFCR） 15-8 表を修正 
 R/W    

2 XMITFRST 0 W FIFO

1 FIFO FTSR

1 RCVRFRST 0 W FIFO

1 FIFO FRSR

 

15.4.3 SCIFの初期化 

図 15.3 初期化フローチャートの例 

15-19 図を修正 

FFCR FIFOE 1

FFCR FIFO

6

7

FIFO
Yes

No

15.4.4 フロー制御を行った送受信 

図 15.6 初期化フローチャートの例 

15-22 図を修正 

5

6

FLCR EPS PEN

FLCR STOP

FLCR CLS1 0

FFCR FIFOE 1 FIFO

FFCR RCVRTRIG1 0 FIFO

FIFO
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

15.4.4 フロー制御を行った送受信 

図 15.10 受信フローチャートの例 

15-26 図を修正 

FLSR

FIFO

FLSR

BI 1 or FE 1 or
PE 1 or OE 1

DR 0

No

Yes

2

1

3

4

1

2

3

4

FLSR BI FE PE

OE

FIFO

FLSR DR DR 0

 

図 15.11 受信中断フローチャート

の例 

15-27 図を修正 

FMCR RTS 0

FIFO 1

2

 

15.6.2 シリアル送受信中の FLCR

アクセス 

15-30 15.6.2を追加 

18.3 レジスタの説明 

表 18.2 レジスタ構成 

18-3 表を修正 

 R/W

0 1_0 KBCR1_0 R/W H'00 

2_0 KBCR2_0 R/W H'F0

1 1_1 KBCR1_1 R/W H'00 

2_1 KBCR2_1 R/W H'F0

18.3.2 キーボードバッファコント

ロールレジスタ 2（KBCR2） 

18-5 表を修正 
R/W    

7 4 1 R/W 

1  

18.3.6 キーボードバッファ送信デ

ータレジスタ（KBTR） 

18-9 表を修正 

7 0

H'FF
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

18.4.2 送信動作 

図 18.6 送信タイミング 

18-13 図を修正 

11

9

 

18.5.4 中速モード 18-23 説明を修正 

中速モード時 PS2は中速クロックにて動作します。PS2を正常に

動作させるには、中速クロックを 300kHz以上としてください。 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

19.1 特長 

図 19.1 LPCのブロック図 

19-2 図を修正 

TWR1 15

IDR4

IDR3

IDR2

IDR1

LADR1H/L

LADR2H/L

LADR3H/L

LADR4H/L

SCIFADRH/L

TWR0MW

ODR4

ODR2

ODR3

ODR1

STR4

TWR0SW

LAD0

LAD3

TWR1 15

 

19.3 レジスタの説明 

表 19.2 レジスタ構成 

19-4 表を修正 

 R/W 

0MW TWR0MW R  W

0SW TWR0SW W R 

19.3.2 ホストインタフェースコン

トロールレジスタ 2、3（HICR2、

HICR3） 

• HICR2 

19-12 表を修正 
 R/W    

3 IBFIE3 0 R/W  IDR3 TWR

LSI IBFI3

0 IDR3 TWR

1 LADR3 TWRE 0

IDR3

LADR3 TWRE 1

IDR3 TWR 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

19.3.11 双方向データレジスタ 0～

15（TWR0～TWR15） 

19-20 説明を追加 

ホストとスレーブがライトを開始する場合、それぞれ TWR0にラ

イトした後、そのライトが有効だったかをステータスフラグで確認

することにより同時アクセス時のアクセス権の調停を行います。

ホストにアクセス権がある場合、TWR0には TWR0MWが選択さ

れ、ホストが TWR0SWをリードすると TWR0MWの状態が読み出

されます。スレーブによる TWR0SWへのライトは無効です。 

スレーブにアクセス権がある場合、TWR0には TWR0SWが選択さ

れ、スレーブが TWR0MWをリードすると TWR0SWの状態が読み

出されます。ホストによる TWR0MWへのライトは無効です。 

I/Oアドレスによってホストから選択されるレジスタは、「19.3.7

LPCチャネル 3アドレスレジスタ H、L（LADR3H、LADR3L）」

を参照してください。 

19.3.19 ホストインタフェースセ

レクトレジスタ（HISEL） 

19-38 表を修正 
 R/W    

7 SELSTR3 0 R/W 3

LADR3L TWRE STR3 7

4 STR3 19.3.12 

1 4 STR1 STR4

0

1 TWRE 1

TWRE 0

 

20.4.3 入力サンプリングと A/D変

換時間 

表 20.5 A/D変換時間（スキャンモ

ード） 

20-10 表を修正 

CKS1 CKS0 

1 0 

1 1 
 

22.1 特長 22-1 説明を追加・修正 

• LSI起動モードに合わせた 2種類のフラッシュメモリマット 

内蔵しているフラッシュメモリには、同一アドレス空間に配置

される 2種類のメモリ空間（以下メモリマットと呼びます）が

あり、起動時のモード設定により、どちらかのメモリマットか

ら起動するかを選択できます。 

また、起動後もバンク切り替え方式でマットを切り替えること

も可能です。 

ユーザモードでパワーオンリセット時に起動するユーザメモリ

マット：96Kバイト 

ユーザブートモードでパワーオンリセット時に起動するユーザ

ブートメモリマット：8Kバイト 

• 内蔵プログラムのダウンロードによる書き込み／消去インタフ

ェース 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

22.1 特長 22-1 説明を修正 

• 3種類のオンボードプログラミングモード 

  説明を追加 

ユーザプログラムモード：任意のインタフェースでユーザマットの

書き込み／消去ができます。 

ユーザブートモード：任意のインタフェースのユーザブートプログ

ラム作成が可能で、ユーザマットの書き換え

が可能です。 

22.2 モード遷移図 

表 22.1 ブートモード、ユーザプロ

グラムモード、ライタモードの相違

点 

22-3 注を差し替え 

【注】*1 いったん、全面消去が行われます。その後、特定ブロッ

クの消去を行うことができます。 

   *2 いったん組み込みプログラム格納マットから起動し、フ

ラッシュ関連レジスタのチェックが実行された後、ユー

ザブートマットのリセットベクタから起動します。 

 22-4 説明を追加 

• ユーザブートマットの書き込み／消去は、ブートモードとライ

タモードでのみ可能です。 

• ブートモードでは、いったんユーザマットとユーザブートマッ

トが全面消去されます。その後、コマンド方式でユーザマット

またはユーザブートマットの書き込みができますが、この状態

になるまではマット内容の読み出しはできません。ユーザブー

トマットだけ書き込んでユーザマットの書き換えはユーザブー

トモードで実施する、あるいは、ユーザブートモードは使用し

ないためユーザマットだけ書き換えるなどの使い方が可能で

す。 

• ユーザブートモードでは、ユーザプログラムモードと異なるモ

ード端子設定で、任意のインタフェースのブート動作を実現で

きます。 

22.5 書き込み／消去インタフェー

ス 

22-6 説明を修正 

ユーザプログラムモード／ユーザブートモードでは、これらの一連

の手続きプログラムは、ユーザ側で用意していただきます。図 22.5

に手続きプログラムの作成手順を示します。詳細は「22.8.2 ユー

ザプログラムモード」、「22.8.3 ユーザブートモード」を参照し

てください。 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

22.7.1 書き込み／消去インタフェ

ースレジスタ 

（5）フラッシュマットセレクトレジ

スタ（FMATS） 

22-13 表を修正 

R/W 

7

6

5

4

3

2

1

0

MS7

MS6

MS5

MS4

MS3

MS2

MS1

MS0

0/1*
1

0

0/1*
1

0

0/1*
1

0

0/1*
1

0

R/W*
2

R/W*
2

R/W*
2

R/W*
2

R/W*
2

R/W*
2

R/W*
2

R/W*
2

 

 22-13 注を修正 

【注】*1 ユーザブートモードのときは 1になります。それ以外の

ときは 0となります。 

   *2 ユーザモードで起動した場合は、初期値を変更できませ

ん。ユーザモード以外で起動した場合は、1にセットで

きますが、0にクリアすることはできません。1ライト

のみ有効です。 

（6）フラッシュトランスファデステ

ィネーションアドレスレジスタ

（FTDAR） 

22-13 表を修正 
 R/W    

6

5

4

3

2

1

0

TDA6

TDA5

TDA4

TDA3

TDA2

TDA1

TDA0

0

0

0

0

0

0

0

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

RAM

H'00 H'01 3K RAM

H'FFD080 H'FFE07F RAM

H'00    H’FFD080

H'01    H’FFD880

H'02 H'7F

H'02 H'7F TDER 1
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

22.8.4 内蔵プログラム、書き込み

データの格納可能領域 

22-37 説明を修正 

4.シングルチップモードのように外部空間をアクセスできない動

作モードでは、書き込み／消去前（ダウンロード結果判定）まで

に必要な手続きプログラムを内蔵 RAMに転送してください。 

5.書き込み／消去中は、フラッシュメモリへのアクセスはできませ

ん。内蔵 RAM上にダウンロードされたプログラムで実行します。

そのため起動させる手続きプログラムをフラッシュメモリ以外

の内蔵 RAMに転送してください。 

… 

7.ユーザブートモードでのユーザマットへの書き込み／消去処理

では、FMATSによるマット切り替えが必要です。マット切り替

えの実行は内蔵 RAM上で実施してください（「22.10 ユーザマ

ットとユーザブートマットの切り替え」を参照してください）。

マットの切り替えにおいて、現在どちらのマットが選択されてい

るかにご注意ください。 

… 

これらの条件を考慮し、処理内容、動作モード、マットのバンク構

成の組み合わせで、書き込みデータ格納、および実行が可能なエリ

アを表 22.9～表 22.13に示します。 

表 22.9 実行可能なメモリマット 22-37 表を修正 

*

22.10 22.12

22.11 22.13  

  注を追加 

【注】* ユーザマットに対しての書き込み／消去が可能です。 

表 22.10 ユーザプログラムモード

での書き込み処理で使用可能エリア 

22-38 表を修正 

RAM

 

表 22.11 ユーザプログラムモード

での消去処理で使用可能エリア 

22-39 表を修正 

RAM

 

表 22.12 ユーザブートモードでの

書き込み処理で使用可能エリア 

22-40 表を追加 

表 22.13 ユーザブートモードでの

消去処理で使用可能エリア 

22-41 表を追加 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

22.12 ブートモードの標準シリア

ル通信インタフェース仕様 

2. 問い合わせ選択ステータス 

22-45 説明を修正 

書き込み／消去ステータスに遷移する前にブートプログラムは消

去関連ライブラリを内蔵 RAM上に転送し、ユーザマットとユーザ

ブートマットを消去します。 

図 22.18 ブートプログラムのステ

ータス 

22-46 図を修正 

 

（3）問い合わせ選択ステータス 

（f）動作周波数問い合わせ 

22-52 説明を修正 

• 動作周波数最小値（2バイト）： 分周されたクロックの最小値

… 

• 動作周波数最大値（2バイト）： 分周されたクロックの最大値

（8）書き込み／消去ステータス 

（c）128バイト書き込み 

22-62 説明を追加 

• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

             H'11：サムチェックエラー 

             H'2A：アドレスエラー、アドレスが指

定のマットの範囲にない 

（f）メモリリード 22-64 説明を追加 

• エリア（1バイト） 

     H'00：ユーザブートマット 

（g）ユーザブートマットのサムチェ

ック 

22-65 説明を追加 

（i）ユーザブートマットのブランク

チェック 

 説明を追加 

25.3 各動作モードにおけるレジス

タの状態 

25-28 表を修正 

RSTSR *  

 25-37 注を追加 

【注】* RSTSRの PORFビットは端子リセットのみ初期化可能

です。 

26.2 DC特性 

表 26.2 DC特性（1） 

26-2 表を修正 
  min. typ. max. 

RES NMI MD2 MD1 ETRST 2 VIH VCC 0.9  VCC + 0.3

EXTAL   VCC 0.7  VCC + 0.3

7   AVCC 0.7  AVCC + 0.3

High 
Rev.2.00  2009.09.18  改-12 

RJJ09B0473-0200  



 

修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

26.6 パワーオンリセット特性 

表 26.14 パワーオンリセット回路

の電気的特性 

26-20 表を修正 

 min. typ.  max. 

 Vpor 2.65 2.80 2.95 

 Tpor 20  60 
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1. 概要 

1.1 特長 
H8S/2112グループは、ルネサスオリジナルマイコン H8/300、H8/300H、H8Sの各 CPUに対し上位互換ア

ーキテクチャを持ち、内部 16ビット構成の H8S/2000 CPUをコアとする CISC（Complex Instruction Set 

Computer）マイコンです。 

周辺機能として、FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース、I2Cバスインタフェース、A/D

変換器、豊富なタイマを内蔵しており、低コストでのシステム構築を可能にします。これらは、低消費電力

モードにより、ダイナミックな消費電力制御が可能です。内蔵 ROMは、フラッシュメモリ（F-ZTATTM*）

であり 96Kバイトの容量を持っています。 

【注】 * F-ZTATは（株）ルネサステクノロジの商標です。 
 

1.1.1 用途 

応用分野例：PC周辺機器、OA機器、民生機器など 
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1.1.2 仕様概要 

表1.1に、本マイコンの仕様概要を示します。 
 

表 1.1 仕様概要 

分 類 モジュール／機能 説   明 

メモリ ROM • ROM展開：フラッシュメモリ版 

• H8S/2112 96Kバイト 

 RAM • RAM容量：4Kバイト 

CPU CPU • 16ビット高速 H8S/2000 CPU（CISCタイプ） 

H8/300 CPU、H8/300H CPUおよび H8S CPUに対してオブジェクトレベルで

上位互換 

• 汎用レジスタ方式（汎用レジスタ：16ビット×16本） 

• アドレッシングモード：8種類 

• アドレス空間：4Gバイト（プログラム ：4Gバイト、データ：4Gバイト） 

• 基本命令数 

65種類 （ビット演算、乗除算、ビット操作命令など） 

• 最小命令実行時間（ns） 

40.0ns @システムクロックφ＝25MHz、Vcc=3.0～3.6V（ADD命令） 

動作時 

 動作モード • アドバンスト・シングルチップモード 

 MCU動作モード モード 2：シングルチップモード 

（MD2端子が Lowレベル、MD1端子が Highレベル、MD0端子が Low

レベルのとき） 

モード 4：ブートモード 

（MD2端子が Highレベル、MD1、MD0端子が Lowレベルのとき）

モード 6：オンチップエミュレーションモード 

（MD2、MD1端子が Highレベル、MD0端子が Lowレベルのとき）

ただし、MD0端子はチップ内部で 0に固定されています。 

• 低消費電力状態（SLEEP命令により低消費電力状態に遷移） 

割り込み（要因） 割り込み 

コントローラ 

• 外部割り込み端子：49本（NMI、IRQ15～IRQ0（ExIRQ15～ExIRQ6）、 

KIN15～KIN0、WUE15～WUE0） 

• 内部割り込み要因数：50本 

• 2種類の割り込み制御モード（システムコントロールレジスタで指定） 

• 2レベルの割り込み優先順位を設定可能 

（インタラプトコントロールレジスタで指定） 

• 独立したベクタアドレス 
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分 類 モジュール／機能 説   明 

クロック クロック発振器（CPG） • クロック発生回路：2回路 

• クロック発振器とサブクロック入力回路 

システムクロック（φ）同期：8～25MHz 

• 低消費電力状態：5種類 

中速モード、スリープモード、ウォッチモード、ソフトウェアスタンバイモー

ド、モジュールストップモード 

A/Dコンバータ A/D変換器（ADC） • 分解能（10ビット）×入力チャネル数（12チャネル） 

• サンプル＆ホールド機能付き 

• 変換時間：1チャネル当たり 4μs 

（A/D変換用クロック ADCLK＝10MHz動作時） 

• 動作モード：2種類（シングルモード、スキャンモード） 

• A/D変換開始方法：3種類 

（ソフトウェア、2種類のタイマ（TPU/TMR）のトリガ） 

8ビット PWMタイマ

（PWMU） 

• 8ビット A/B×6チャネル 

• 4種類のクロックを選択可能 

• チャネルごとに周期を設定可能 

• 8ビット単パルスモード、12ビット単パルスモード、16ビット単パルスモー

ド、8ビットパルス分割モードをサポート 

16ビットタイマパルス
ユニット（TPU） 

• 16ビット×3チャネル（汎用パルスタイマユニット） 

• 各チャネルごとに 8種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

• 最大 8本のパルス入出力が可能 

• カウンタクリア動作、複数のタイマカウンタ（TCNT）への同時書き込み、コ
ンペアマッチ／インプットキャプチャによる同時クリア、カウンタの同期動作

による各レジスタの同期入出力、同期動作と組み合わせることによる最大 7
相の PWM出力が可能 

• チャネルによりバッファ動作、位相計数モード（二相エンコーダ入力）を 
サポート 

• インプットキャプチャ機能をサポート 

• アウトプットコンペア機能（コンペアマッチによる波形出力）をサポート 

16ビットサイクル 
メジャーメントタイマ

（TCM） 

• 16ビット×3チャネル 

• 7種類のクロックを選択可能：内部クロック 6種類または外部クロック 

• 入力波形の周期を測定可能 

タイマ 

8ビットタイマ（TMR） • 8ビット×4チャネル（16ビット×2チャネルとしても動作可能） 

• 7種類のクロックを選択可能：内部クロック 6種類または外部クロック 

• 任意のデューティのパルス出力や PWM出力が可能 
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分 類 モジュール／機能 説   明 

ウォッチドッグ

タイマ 
ウォッチドッグタイマ

（WDT） 
• 8ビット×2チャネル（8種類のカウンタ入力クロックを選択可能） 

• ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替えて使用

可能 

FIFO内蔵シリアル 
コミュニケーション 
インタフェース（SCIF） 

• チャネル数：1チャネル（調歩同期式モード） 

• 16段の送受信用 FIFOバッファ構造 

• 全二重通信が可能 

• 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを設定可能 

• LPCホストから直接制御可能 

シリアル 
インタフェース 

シリアルコミュニケー

ションインタフェース

（SCI） 

• チャネル数：1チャネル （非同期式／クロック同期式兼用） 

• 全二重通信が可能 

• 任意のビットレート、LSBファースト／MSBファーストを選択可能 

スマートカード

／SIM 
 • SCIモジュールで、スマートカード（SIM）インタフェースをサポート 

I2Cバスインタフェース
（IIC） 

• チャネル数：2チャネル（うち 1チャネルは入出力端子を切り替え可能） 

• 連続送信／受信が可能 

• 送受信フォーマット：2種類 

• I2Cバスフォーマット：アドレッシングフォーマットでアクノリッジビットあ

り、マスタ、スレーブ動作 

• クロック同期シリアルフォーマット：ノンアドレッシングフォーマットでアク

ノリッジビットなし、マスタ動作専用 

SMBus2.0インタフェ
ース（SMBUS） 

• SMBus2.0インタフェースをサポート 

• IIC_0と通信機能を共有 

• PEC（Packet Error Checking演算器）を内蔵 

キーボードバッファ 
コントロールユニット

（PS2） 

• チャネル数：2チャネル 

• PS/2インタフェースに準拠 

• バスを直接駆動可能 

• 割り込みおよびエラー検出 

• パリティエラー、ストップビットモニタ、受信完了通知モニタ 

高機能通信 

LPCインタフェース
（LPC） 

• チャネル数：4チャネル 

• PCIクロックに同期して、転送の種類、アドレスおよびデータをシリアル転送

• LPCインタフェースの I/Oリードサイクルおよび I/Oライトサイクルに対応 

• LPCインタフェースのシャットダウン機能（LPCPD）に対応 

I/Oポート  • 入力専用：13本 

• 入出力：112本 

• プルアップ抵抗：76本 

• LED駆動可能：40本 

• ノイズキャンセラ内蔵：32本 
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分 類 モジュール／機能 説   明 

パッケージ  • 薄型 144ピン QFPパッケージ（PTQP0144LC-A） 
（旧コード：TFP-144V、ボディサイズ：16×16mm、ピンピッチ：0.40mm）

• 176ピン BGAパッケージ（PLBG0176GA-A） 

（旧コード：BP-176V、ボディサイズ：13×13mm、ピンピッチ：0.80mm）
• 145ピン TLPパッケージ（PTLG0145JB-A） 

（ボディサイズ：9×9mm、ピンピッチ：0.65mm） 
• 鉛フリー版パッケージ 

動作周波数／電源電圧 • 動作周波数：8～25MHz 

• 電源電圧：Vcc＝3.0～3.6V､AVcc＝3.0～3.6V 

• 消費電流：25mA typ.（Vcc＝3.3V､AVcc＝3.3V、φ＝25MHz） 

動作周囲温度（℃） • -20～+75℃（通常仕様品） 
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1.2 製品一覧 
表 1.2に製品一覧表、図 1.1に製品型名の読み方を示します。 

 
表 1.2 製品一覧表 

製品型名 ROM容量 RAM容量 パッケージ 備考 

R4F2112 96Kバイト 4Kバイト PTQP0144LC-A 

PLBG0176GA-A 

PTLG0145JB-A 

フラッシュメモリ版 

 

R 4 F 2112

ROM

H8S/2112

F ROM

 

図 1.1 製品型名の読み方 
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1.3 ブロック図 
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図 1.2 ブロック図 



1. 概要 

Rev.2.00  2009.09.18  1-8 

RJJ09B0473-0200  

1.4 端子説明 

1.4.1 ピン配置図 
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図 1.3 ピン配置図（TFP-144V） 
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1.4.2 動作モード別端子機能一覧 
 

表 1.3 動作モード別端子機能一覧 

ピン番号 端子名 

TFP-144V BP-176V TLP-145V シングルチップモード 

   モード 2（EXPE＝0） 

1 A1 B1 VCC 

2 C3 A1 P43/TMI1/TCMCKI1/TCMMCI1 

3 B1 C2 P44/TMO1/PWMU2B/TCMCYI2 

4 C2 B2 P45/PWMU3B/TCMCKI2/TCMMCI2 

5 D3 C1 P46/PWMU4B 

6 C1 C3 P47/PWMU5B 

7 D2 D2 VSS 

－ E4 － NC 

8 E3 D3 RES 

－ D1 － VSS 

9 E2 D1 MD1 

10 E1 E2 PH0/ExIRQ6 

11 F4 E3 NMI 

12 F3 F2 PH1/ExIRQ7 

13 F1 E1 VCL 

14（N） F2（N） E4（N) P52/SCL0 

15 G4 F3 P51/FRxD 

－ G3 － NC 

16 G1 G2 P50/FTxD 

17（N） G2（N） F1（N） P97/SDA0/IRQ15 

－ H4 － NC 

－ H3 － NC 

18 H1 F4 P96/φ/EXCL 

19 H2 G4 P95/IRQ14 

20 J4 H4 P94/IRQ13 

21 J3 G1 P93/IRQ12 

22 J1 H2 P92/IRQ0 

23 J2 G3 P91/IRQ1 

24 K4 J4 P90/IRQ2 

－ K3 － NC 

25 K1 H1 MD2 
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ピン番号 端子名 

TFP-144V BP-176V TLP-145V シングルチップモード 

   モード 2（EXPE＝0） 

26 K2 J2 PH2 

－ L3 － NC 

27 L1 H3 ETRST 

28（T） L2（T） K4（T） PE4*/ETMS 

29 L4 J1 PE3*/ETDO 

30（T） M1（T） K2（T） PE2*/ETDI 

31（T） M2（T） J3（T） PE1*/ETCK 

32（T） M3（T） K1（T） PE0/ExEXCL 

33（N） N1（N） L2（N） PA7/KIN15 

34（N） M4（N） K3（N） PA6/KIN14 

35（N） N2（N） L1（N） PA5/KIN13/PS2BD 

36 P1 M1 VCC 

－ P2 － VCC 

37（N） R1（N） N2（N） PA4/KIN12/PS2BC 

38（N） N3（N） M2（N） PA3/KIN11/PS2AD 

39（N） R2（N） M3（N） PA2/KIN10/PS2AC 

40（N） P3（N） N1（N） PA1/KIN9 

－ N4 － NC 

41（N） R3（N） N3（N） PA0/KIN8 

42 P4 L3 VSS 

－ M5 － NC 

－ R4 － VSS 

43 N5 M4 PF7/PWMU5A 

44 P5 L4 PF6/PWMU4A 

45 R5 N4 PF5/PWMU3A 

46 M6 M5 PF4/PWMU2A 

47 N6 L5 PF3/IRQ11/TMOX 

48 R6 M6 PF2/IRQ10/TMOY 

49 P6 N5 PF1/IRQ9/PWMU1A 

50 M7 K5 PF0/IRQ8/PWMU0A 

－ N7 － NC 

51（N） R7（N） L6（N） PG7/ExIRQ15/SCLD 

52（N） P7（N） M7（N） PG6/ExIRQ14/SDAD 

53（N） M8（N） N6（N） PG5/ExIRQ13/SCLC 
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ピン番号 端子名 

TFP-144V BP-176V TLP-145V シングルチップモード 

   モード 2（EXPE＝0） 

－ N8 － NC 

54（N） R8（N） K6（N） PG4/ExIRQ12/SDAC 

55（N） P8（N） K7（N） PG3/ExIRQ11/SCLB 

－ M9 － NC 

56（N） N9（N） K8（N） PG2/ExIRQ10/SDAB 

57（N） R9（N） N7（N） PG1/ExIRQ9/TMIY/SCLA 

58（N） P9（N） M8（N） PG0/ExIRQ8/TMIX/SDAA 

59 M10 L7 PD7 

60 N10 K9 PD6 

61 R10 N8 PD5 

62 P10 M9 PD4 

63 N11 L8 PD3/AN11 

64 R11 K10 PD2/AN10 

65 P11 N9 PD1/AN9 

66 M11 M10 PD0/AN8 

67 R12 L9 AVSS 

－ P12 － AVSS 

68 N12 N10 P70/AN0 

69 R13 M11 P71/AN1 

－ M12 － NC 

70 P13 L10 P72/AN2 

71 R14 N11 P73/AN3 

72 P14 N12 P74/AN4 

73 R15 M13 P75/AN5 

74 N13 N13 P76/AN6 

75 P15 L12 P77/AN7 

76 N14 M12 AVCC 

－ M13 － NC 

－ N15 － AVCC 

77 M14 L11 AVref 

－ L12 E5 NC 

－ M15 － AVref 

78 L13 L13 P60/KIN0 

79 L14 K12 P61/KIN1 
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ピン番号 端子名 

TFP-144V BP-176V TLP-145V シングルチップモード 

   モード 2（EXPE＝0） 

80 L15 K11 P62/KIN2 

81 K12 J12 P63/KIN3 

82 K13 K13 P64/KIN4 

－ K15 － NC 

83 K14 J10 P65/KIN5 

84 J12 J11 P66/IRQ6/KIN6 

85 J13 H12 P67/IRQ7/KIN7 

86 J15 H10 VCC 

－ J14 － NC 

87 H12 J13 PC7/TIOCB2/TCLKD/WUE15 

88 H13 H11 PC6/TIOCA2/WUE14 

89 H15 G12 PC5/TIOCB1/TCLKC/WUE13 

90 H14 G10 PC4/TIOCA1/WUE12 

91 G12 H13 PC3/TIOCD0/TCLKB/WUE11 

92 G13 F12 PC2/TIOCC0/TCLKA/WUE10 

93 G15 G13 PC1/TIOCB0/WUE9 

94 G14 G11 PC0/TIOCA0/WUE8 

95 F12 F10 VSS 

－ F13 － VSS 

－ F15 － NC 

96 F14 E10 P27 

97 E13 F13 P26 

98 E15 E12 P25 

99 E14 E13 P24 

100 E12 F11 P23 

101 D15 D12 P22 

102 D14 E11 P21 

103 D13 D13 P20 

104 C15 D10 P17/WUE7 

105 D12 C12 P16/WUE6 

106 C14 C13 P15/WUE5 

107 B15 D11 P14/WUE4 

108 B14 B13 P13/WUE3 

109 A15 A12 P12/WUE2 

 



1. 概要 

Rev.2.00  2009.09.18  1-15

  RJJ09B0473-0200 

ピン番号 端子名 

TFP-144V BP-176V TLP-145V シングルチップモード 

   モード 2（EXPE＝0） 

110 C13 A13 P11/WUE1 

－ A14 － NC 

111 B13 B11 VSS 

－ C12 － NC 

－ A13 － VSS 

112 B12 B12 P10/WUE0 

113 D11 A11 PB7/RTS 

114 A12 C11 PB6/CTS 

115 C11 B10 PB5/DTR 

116 B11 C10 PB4/DSR 

117 A11 A10 PB3/DCD/PWMU1B 

118 D10 B9 PB2/RI/PWMU0B 

－ C10 － NC 

119 A10 C9 PB1/LSCI 

120 B10 B8 PB0/LSMI 

121 D9 A9 P30/LAD0 

122 C9 D9 P31/LAD1 

123 A9 C8 P32/LAD2 

124 B9 B7 P33/LAD3 

125 D8 A8 P34/LFRAME 

126 C8 D8 P35/LRESET 

127 A8 D7 P36/LCLK 

－ B8 － NC 

128 D7 D6 P37/SERIRQ 

129 C7 A7 P80/PME 

130 A7 B6 P81/GA20 

131 B7 C7 P82/CLKRUN 

132 D6 D5 P83/LPCPD 

133 C6 A6 P84/IRQ3/TxD1 

134 A6 B5 P85/IRQ4/RxD1 

135 B6 C6 P86/IRQ5/SCK1 

－ C5 － NC 

136 A5 D4 P40/TMI0/TCMCYI0 

137 B5 A5 P41/TMO0/TCMCKI0/TCMMCI0 
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ピン番号 端子名 

TFP-144V BP-176V TLP-145V シングルチップモード 

   モード 2（EXPE＝0） 

138 D5 B4 P42/TCMCYI1 

139 A4 C5 VSS 

－ B4 － VSS 

140 C4 A4 PH3 

－ A3 － NC 

141 D4 B3 PH4 

142 B3 C4 PH5 

143 A2 A3 XTAL 

144 B2 A2 EXTAL 

【注】 ピン番号の（N）は NMOSプッシュプル／オープンドレイン駆動、5V Tolerant入力端子を表します。 

 ピン番号の（T）は 5V Tolerant入力端子を表します。 

 * システム開発ツール（エミュレータ）ではサポートしません｡ 
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1.4.3 端子機能 
表 1.4 端子機能 

分類 記号 ピン番号 入出力 名称および機能 

  TFP- 
144V 

BP- 
176V 

TLP- 
145V 

  

電源 VCC 1、36､86 A1､J15､
P1､P2 

B1､M1､
H10 

 

入力 電源端子です。システムの電源に接続してくださ

い。また､VSS端子との間にバイパスコンデンサ
を接続してください（端子近くに配置）｡ 

 VCL 13 F1 E1 入力 内部降圧電源用の外付け容量端子です｡内部降圧

電源安定化のための外付けコンデンサを介して

VSSに接続してください（端子近くに配置）｡ 

 VSS 7、42、95、
111、139 

D1､D2､
P4､R4､
F12､F13､
B13､A13､
A4､B4 

D2､L3､
F10､B11､
C5 

入力 グランド端子です。システムの電源（0V）に接続
してください。 

クロック XTAL 143 A2 A3 入力 水晶発振子接続端子です。また、EXTAL端子は、
外部クロック入力することができます。 

 EXTAL 144 B2 A2 入力 接続例については、「第 23章 クロック発振器」
を参照してください。 

 φ 18 H1 F4 出力 外部デバイスにシステムクロックを供給します。

 EXCL 18 H1 F4 入力 

 ExEXCL 32 M3 K1 入力 

32.768kHzの外部サブクロックを入力してくださ
い。EXCLまたは ExEXCLのどちらの端子から入
力するかを選択できます｡ 

動作モード 
コントロール 

MD2 
MD1 

25 
9 

K1 
E2 

H1 
D1 

入力 動作モードを設定します。これらの端子は動作中

には変化させないでください。 

システム制御 RES 8 E3 D3 入力 リセット端子です。この端子が Lowレベルになる
と、リセット状態となります。 

割り込み NMI 11 F4 E3 入力 ノンマスカブル割り込み要求端子です。 

 IRQ15～
IRQ0 

17､ 
19～21､ 
47～50､
85､84、 
135～
133､24～
22 

G2､H2､
J4､J3､
N6､R6､
P6､M7､
J13､J12､
B6､A6､
C6､K4､
J2､J1 

F1､G4､
H4､G1､
L5､M6､
N5､K5､
H12､J11､
C6､B5､
A6､H2､
G3､J4 

入力 マスク可能な割り込みを要求します。 

IRQnまたは ExIRQnのどちらの端子から入力す
るかを選択できます｡（n＝15～6） 

 ExIRQ15～
ExIRQ6 

51～58､
12､10 

R7､P7､
M8､R8､
P8､N9､
R9､P9､
F3､E1 

L6､M7､
N6､K6､
K7､K8､
N7､M8､
F2､E2 

入力  
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分類 記号 ピン番号 入出力 名称および機能 

  TFP- 
144V 

BP- 
176V 

TLP- 
145V 

  

ETRST*2 27 L1 H3 入力 

ETMS 28 L2 K4 入力 

ETDO 29 L4 J1 出力 

ETDI 30 M1 K2 入力 

H-UDI 

ETCK 31 M2 J3 入力 

エミュレータ用インタフェース端子です｡ 

H-UDIを起動する／しないに関わらず､必ず
ETRST端子を Lowレベルにして､リセットしてく
ださい｡このとき､ETRST端子は ETCKに対して
20クロックの間､Lowレベルに保持してください｡
その後 H-UDIを起動する場合は､ETRST端子を
Highレベルにして､ETCK､ETMS､ETDI端子を任
意に設定してください｡H-UDIを起動しない通常
動作の場合は、ETCK､ETMS､ETDI､ETDO端子は
Highレベルにプルアップしてください｡ETRST端
子はチップ内部でプルアップされます｡ 

TMO0 
TMO1 
TMOX 
TMOY 

137 
3 
47 
48 

B5 
B1 
N6 
R6 

A5 
C2 
L5 
M6 

出力 アウトプットコンペア機能による波形出力端子で

す。 
8ビットタイマ 
（TMR_0、TMR_1 
TMR_X、TMR_Y） 

TMI0 
TMI1 
TMIX 
TMIY 

136 
2 
58 
57 

A5 
C3 
P9 
R9 

D4 
A1 
M8 
N7 

入力 カウンタイベント入力およびカウントリセット入

力端子です。 

TCLKA 
TCLKB 
TCLKC 
TCLKD 

92 
91 
89 
87 

G13 
G12 
H15 
H12 

F12 
H13 
G12 
J13 

入力 タイマの外部クロック入力端子です｡ 

TIOCA0 
TIOCB0 
TIOCC0 
TIOCD0 

94 
93 
92 
91 

G14 
G15 
G13 
G12 

G11 
G13 
F12 
H13 

入出力 TGRA_0～TGRD_0のインプットキャプチャ入力
／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子で
す｡ 

TIOCA1 
TIOCB1 

90 
89 

H14 
H15 

G10 
G12 

入出力 TGRA_1～TGRB_1のインプットキャプチャ入力
／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子で
す｡ 

16ビットタイマ 
パルスユニット 

（TPU） 

TIOCA2 
TIOCB2 

88 
87 

H13 
H12 

H11 
J13 

入出力 TGRA_2～TGRB_2のインプットキャプチャ入力
／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子で
す｡ 

TCMCKI2～
TCMCKI0 

4､2､137 C2､C3､
B5 

B2､A1､
A5 

入力 タイマの外部クロック入力端子です｡ 

TCMMCI2～
TCMMCI0 

4、2、137 C2、C3、
B5 

B2､A1､
A5 

入力 周期測定イネーブル入力端子です。 

16ビット 
サイクル 
メジャーメントタ

イマ（TCM） 

TCMCYI2～
TCMCYI0 

3､138､
136 

B1､D5､
A5 

C2､B4､
D4 

入力 タイマのインプットキャプチャ入力端子です｡ 
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分類 記号 ピン番号 入出力 名称および機能 

  TFP- 

144V 

BP- 

176V 

TLP- 

145V 

  

8ビット PWM 

タイマ U（PWMU） 

PWMU5A～

PWMU0A 

PWMU5B～

PWMU0B 

43～46､

49､50､ 

6～3、 

117、118 

N5､P5､

R5､M6､

P6､M7､

C1､D3､

C2､B1､

A11､D10 

M4、L4、

N4、M5、

N5、K5、

C3、C1、

B2、C2、

A10、B9 

出力 PWMタイマのパルス出力端子です。 

TxD1 133 C6 A6 出力 送信データ出力端子です。 

RxD1 134 A6 B5 入力 受信データ入力端子です。 

シリアル 

コミュニケーション 

インタフェース

（SCI_1） 
SCK1 135 B6 C6 入出力 クロック入出力端子です。 

PS2AC 

PS2BC 

39 

37 

R2 

R1 

M3 

N2 

入出力 キーボードバッファコントローラの同期ク

ロック入出力端子です。 

キーボードバッファ

コントロール 

ユニット（PS2） PS2AD 

PS2BD 

38 

35 

N3 

N2 

M2 

L1 

入出力 キーボードバッファコントローラのデータ

入出力端子です。 

キーボード制御 KIN15～

KIN0 

33～35､ 

37～41､ 

85～78 

N1､M4､

N2､R1､

N3､R2､

P3､R3､

J13､J12､

K14､K13､

K12､L15､

L14､L13 

L2､K3､L1､

N2､M2､

M3､N1､

N3､H12､

J11､J10､

K13､J12､

K11､K12､

L13 

入力 マトリクスキーボードのための入力端子で

す。通常は KIN15～KIN0をキースキャン用

入力、P17～P10と P27～P20をキースキャ

ン用出力として使用します。これにより、最

大 16出力×16入力、256キーのマトリクス

が構成できます。 

 WUE15～

WUE0 

87～94 

104～110、

112 

H12､H13､

H15､H14､

G12､G13､

G15､G14、

C15、D12、

C14、B15、

B14、A15、

C13、B12

J13､H11､

G12､G10､

H13､F12､

G13､G11、

D10、C12、

C13、D11、

B13、A12、

A13、B12

入力 ウェイクアップイベントの入力端子です。

種々のソースからキーウェイクアップと同

様のウェイクアップが可能です。 

割り込み要求フラグを備えています。 

FTxD 16 G1 G2 出力 送信データ出力端子です。 

FRxD 15 G4 F3 入力 受信データ入力端子です。 

RI 118 D10 B9 入力 リングインジケータ入力端子です。 

DCD 117 A11 A10 入力 データキャリア検出入力端子です。 

DSR 116 B11 C10 入力 データセットレディ入力端子です。 

DTR 115 C11 B10 出力 データターミナルレディ出力端子です。 

CTS 114 A12 C11 入力 送信許可入力端子です。 

FIFO内蔵 

シリアルコミュニケ

ーション 

インタフェース

（SCIF） 

RTS 113 D11 A11 出力 送信要求出力端子です。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 名称および機能 

  TFP- 

144V 

BP- 

176V 

TLP- 

145V 

  

LAD3～

LAD0 

124～121 B9､A9､

C9､D9 

B7､C8､

D9､A9 

入出力 LPCのコマンド、アドレス、データの入出

力端子です。 

LFRAME 125 D8 A8 入力 LPCサイクルの始まりや異常な LPCサイク

ルの強制終了を示す入力端子です。 

LRESET 126 C8 D8 入力 LPCのリセットを示す入力端子です。 

LCLK 127 A8 D7 入力 LPCのクロック入力端子です。 

SERIRQ 128 D7 D6 入出力 LPCのシリアルホスト割り込み（HIRQ1～

HIRQ15）の入出力端子です。 

LSCI、LSMI、

PME 

119、120、 

129 

A10､B10､

C7 

C9､B8､A7 入出力 LPCの補助出力端子です。機能的には汎用

入出力ポートです。 

GA20 130 A7 B6 入出力 GATE A20コントロール信号出力端子です。

出力状態のモニタ入力が可能です。 

CLKRUN 131 B7 C7 入出力 LCLKの停止状態で、LCLKの動作開始を要

求する入出力端子です。 

LPC 

インタフェース 

（LPC） 

LPCPD 132 D6 D5 入力 LPCモジュールのシャットダウンを制御す

る入力端子です。 

AN11～AN0 63～66､ 

75～68 

N11､R11､

P11､M11､

P15､N13､

R15､P14､

R14､P13､

R13､N12 

L8､K10､

N9､M10､

L12､N13､

M13､N12､

N11､L10､

M11､N10 

入力 アナログ入力端子です。 

AVCC 76 N14､N15 M12 入力 A/D変換器のアナログ電源端子です。A/D変

換器を使用しない場合、システムの電源

（+3V）に接続してください。 

AVref 77 M14､M15 L11 入力 A/D変換器の基準電源端子です。 

A/D変換器を使用しない場合、システムの電

源（+3V）に接続してください。 

A/D変換器 

AVSS 67 R12､P12 L9 入力 A/D変換器のグランド端子です。 

システムの電源（0V）に接続してください。

SCL0 14 F2 E4 入出力 IIC/SMBUSクロック入出力端子です。出力

形式は NMOSオープンドレイン出力です。

I2C/SMBus2.0バス 

インタフェース 

（IIC_0/SMBUS） SDA0 17 G2 F1 入出力 IIC/SMBUSのデータ入出力端子です。出力

形式は NMOSオープンドレイン出力です｡
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分類 記号 ピン番号 入出力 名称および機能 

  TFP- 

144V 

BP- 

176V 

TLP- 

145V 

  

SCLD 

SCLC 

SCLB 

SCLA 

51 

53 

55 

57 

R7 

M8 

P8 

R9 

L6 

N6 

K7 

N7 

入出力 I2Cクロック入出力端子です。出力形式は

NMOSオープンドレイン出力です。 

SCLD～SCLAのどの端子から入出力するか

を選択できます｡ 

I2Cバス 

インタフェース

（IIC_2） 

SDAD 

SDAC 

SDAB 

SDAA 

52 

54 

56 

58 

P7 

R8 

N8 

P9 

M7 

K6 

K8 

M8 

入出力 I2Cのデータ入出力端子です。出力形式は

NMOSオープンドレイン出力です。 

SDAD～SDAAのどの端子から入出力する

かを選択できます｡ 

P17～P10 104～110、

112 

C15､D12､

C14､B15､

B14､A15､

C13､B12 

D10､C12､

C13､D11､

B13､A12､

A13､B12 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

P27～P20 96～103 F14､E13､

E15､E14､

E12､D15､

D14､D13 

E10､F13､

E12､E13､

F11､D12､

E11､D13 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

P37～P30 128～121 D7､A8､

C8､D8､

B9､A9､

C9､D9 

D6､D7､

D8､A8､

B7､C8､

D9､A9 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

P47～P40 6～2、 

138～136 

C1､D3､

C2､B1､

C3､D5､

B5､A5 

C3､C1､

B2､C2､

A1､B4､

A5､D7 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

P52～P50 14～16 F2､G4､G1 E4､F3､G2 入出力 3ビットの入出力端子です。 

（P52は NMOSプッシュプル出力です。）

P67～P60 85～78 J13､J12､

K14､K13､

K12､L15､

L14､L13 

H12､J11､

J10､K13､

J12､K11､

K12､L13 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

P77～P70 75～68 P15､N13､

R15､P14､

R14､P13､

R13､N12 

L12､N13､

M13､N12､

N11､L10､

M11､N10 

入力 8ビットの入力端子です。 

I/Oポート 

P86～P80 135～129 B6､A6､

C6､D6､

B7､A7､C7

C6､B5､

A6､D5､

C7､B6､A7

入出力 7ビットの入出力端子です。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 名称および機能 

  TFP- 

144V 

BP- 

176V 

TLP- 

145V 

  

P97～P90 17～24 G2､H1､

H2､J4､J3､

J1､J2､K4 

F1､F4､

G4､H4､

G1､H2､

G3､J4 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

（P97は NMOSプッシュプル出力です。）

PA7～PA0 33～35、 

37～41 

N1､M4､

N2、R1､

N3､R2、

P3、R3 

L2､K3､L1､

N2､M2､

M3､N1､N3

入出力 8ビットの入出力端子です。 

（PA7～PA0は NMOSプッシュプル出力で

す。） 

PB7～PB0 113～120 D11､A12､

C11､B11､

A11､D10､

A10､B10 

A11､C11､

B10､C10､

A10､B9､

C9､B8 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

PC7～PC0 87～94 H12､H13､

H15､H14､

G12､G13､

G15､G14 

J13､H11､

G12､G10､

H13､F12､

G13､G11 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

PD7～PD0 59～66 M10､N10､

R10､P10､

N11､R11､

P11､M11 

L7､K9､N8､

M9､L8､

K10､N9､

M10 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

PE4～PE0*1 28～32 L2､L4､M1､

M2､M3 

K4､J1､K2､

J3､K1 

入力 5ビットの入力端子です。 

PF7～PF0 43～50 N5､P5､

R5､M6､

N6､R6､

P6､M7 

M4､L4､

N4､M5､

L5､M6､

N5､K5 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

PG7～PG0 51～58 R7､P7､

M8､R8､

P8､N9､

R9､P9 

L6､M7､

N6､K6､

K7､K8､

N7､M8 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

（PG7～PG0はNMOSプッシュプル出力で

す。） 

I/Oポート 

PH5～PH0 142～140､

26､12､10 

B3､D4､

C4､K2､

F3､E1 

C4､B3､

A4､J2､F2､

E2 

入出力 6ビットの入出力端子です。 

【注】 *1 PE4～PE1端子はシステム開発ツール（エミュレータ）ではサポートしません｡ 

 *2 ETRST端子に印加するリセット信号については､以下の注意が必要です｡ 

電源投入時、RES端子入力電圧を"L"にしている場合は、ETRST端子に必ずリセット信号を印加してください｡ 

エミュレータの ETRST端子が LSIのシステム側の動作に影響がないように回路を分離してください｡ 

LSIのシステムリセットがエミュレータの ETRST端子に影響を与えないように回路を分離してください｡ 
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2. CPU 

H8S/2000 CPUは、H8/300 CPUおよび H8/300H CPUと上位互換のアーキテクチャを持つ内部 32ビット構

成の高速 CPUです。H8S/2000 CPUには 16ビットの汎用レジスタが 16本あり、16Mバイト（アーキテクチ

ャ上は 4Gバイト）のリニアなアドレス空間を扱うことができ、リアルタイム制御に最適な CPUです。 

2.1 特長 

• H8/300 CPUおよびH8/300H CPUと上位互換 

H8/300およびH8/300H CPUオブジェクトプログラムを実行可能 

• 汎用レジスタ：16ビット×16本 

8ビット×16本、32ビット×8本としても使用可能 

• 基本命令：65種類 

8/16/32ビット演算命令 

乗除算命令 

強力なビット操作命令 

• アドレッシングモード：8種類 

レジスタ直接（Rn） 

レジスタ間接（@ERn） 

ディスプレースメント付レジスタ間接（@(d:16,ERn)/@(d:32,ERn)） 

ポストインクリメント／プリデクリメントレジスタ間接（@ERn+/@-ERn） 

絶対アドレス（@aa:8/@aa:16/@aa:24/@aa:32） 

イミディエイト（#xx:8/#xx:16/#xx:32） 

プログラムカウンタ相対（@(d:8,PC)/@(d:16,PC)） 

メモリ間接（@@aa:8） 

• アドレス空間：16Mバイト 

プログラム：16Mバイト 

データ：16Mバイト 
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• 高速動作 

頻出命令をすべて1～2ステートで実行 

8/16/32ビットレジスタ間加減算：1ステート 

8×8ビットレジスタ間乗算：12ステート（MULXU.B）、13ステート（MULXS.B） 

16÷8ビットレジスタ間除算 ：12ステート（DIVXU.B） 

16×16ビットレジスタ間乗算 ：20ステート（MULXU.W）、21ステート（MULXS.W） 

32÷16ビットレジスタ間除算 ：20ステート（DIVXU.W） 

• CPU動作モード： 

• アドバンストモード 

• 低消費電力状態 

SLEEP命令により低消費電力状態に遷移 

CPU動作クロックを選択可能 
 

2.1.1 H8S/2600 CPUと H8S/2000 CPUとの相違点 
H8S/2600 CPUおよび H8S/2000 CPUの相違点は以下のとおりです。 

• レジスタ構成 

MACレジスタは、H8S/2600 CPUのみサポートしています。 

• 基本命令 

MAC、CLRMAC、LDMAC、STMACの4命令は、H8S/2600 CPUのみサポートしています。 

• MULXU、MULXS命令の実行ステート数 
 

実行ステート 命令 ニーモニック 

H8S/2600 H8S/2000 

MULXU.B Rs, Rd 3 12 MULXU 

MULXU.W Rs, ERd 4 20 

MULXS.B Rs, Rd 4 13 MULXS 

MULXS.W Rs, ERd 5 21 

 

そのほか、製品によってアドレス空間や CCR、EXRの機能、低消費電力状態などが異なる場合があります。 
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2.2 CPU動作モード 
本 LSIは、アドバンストモードで動作します。サポートするアドレス空間は、16Mバイトです。動作モー

ドは LSIのモード端子によって決まります。 

• アドレス空間 

最大16Mバイトの空間をリニアにアクセス可能です。 

• 拡張レジスタ（En） 

拡張レジスタ（E0～E7）は16ビットレジスタとして、または32ビットレジスタあるいはアドレスレジス

タの上位16ビットとして使用できます。 

• 命令セット 

命令およびアドレッシングモードはすべて使用できます。 

• 例外処理ベクタテーブル、メモリ間接の分岐アドレス 

本LSIでは、H'00000000から始まる先頭領域に32ビット単位で例外処理ベクタテーブル領域が割り当てら

れており、上位8ビットは無視され24ビットの分岐先アドレスを格納します（図2.1参照）。例外処理ベク

タテーブルは「第5章 例外処理」を参照してください。 

H'00000000

H'00000003

H'00000004

H'0000000B

H'0000000C

1

2

3

4

5

H'00000010

H'00000008

H'00000007

 

図 2.1 例外処理ベクタテーブル 
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メモリ間接（@@aa:8）は、JMPおよび JSR命令で使用されます。命令コードに含まれる 8ビット絶対ア

ドレスによりメモリ上のオペランドを指定し、この内容が分岐先アドレスとなります。 

オペランドは 32ビット（ロングワード）となり、この 32ビットが分岐先アドレスとなります。このうち、

上位 8ビットは予約領域となっており H'00と見なされます。なお、分岐先アドレスを格納できるのは、

H'00000000～H'000000FFの領域であり、この範囲の先頭領域は例外処理ベクタテーブルと共通となっていま

すので注意してください。 

• スタック構造 

サブルーチン分岐時のPCのスタック構造と、例外処理時のPCとCCR、EXRのスタックの構造を図2.2に

示します。EXRは割り込み制御モード0ではスタックされません。割り込み制御モードの詳細は｢第5章 

例外処理｣を参照してください。 

a b

PC

24

EXR*1

*1, *3

CCR

PC

24

SP

SP

*1

 *2

*3

EXR

EXR SP

SP*2    

 

図 2.2 スタック構造 
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2.3 アドレス空間 
H8S/2000 CPUのメモリマップを図 2.3に示します。H8S/2000 CPUは、最大 16Mバイト（アーキテクチャ

上は 4Gバイト）のアドレス空間をリニアに使用することができます。詳細は｢第 3章 MCU動作モード｣を

参照してください。 

H'00000000

H'FFFFFFFF

H'00FFFFFF

LSI

16M

 

図 2.3 アドレス空間 
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2.4 レジスタの構成 

H8S/2000 CPUの内部レジスタの構成を図 2.4に示します。これらのレジスタは、汎用レジスタとコントロ

ールレジスタの 2つに分類することができます。コントロールレジスタには、24ビットのプログラムカウン

タ（PC）、8ビットのエクステンドレジスタ（EXR）、8ビットのコンディションコードレジスタ（CCR）が

あります。 

T I2 I1 I0EXR

7 6 5 4 3 2 1 0

PC

23 0

15 0  7 0  7 0

E0

E1

E2

E3

E4

E5

E6

E7

R0H

R1H

R2H

R3H

R4H

R5H

R6H

R7H

R0L

R1L

R2L

R3L

R4L

R5L

R6L

R7L

Rn En

CR

SP

PC

EXR

T

I2 I0

CCR

I

ER0

ER1

ER2

ER3

ER4

ER5

ER6

ER7 (SP)

I UI H U N Z V CCCR

7 6 5 4 3 2 1 0

UI

H

U

N

Z

V

C  

図 2.4 CPU内部レジスタ構成 
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2.4.1 汎用レジスタ 
H8S/2000 CPUは、32ビット長の汎用レジスタを 8本持っています。汎用レジスタは、すべて同じ機能を

持っており、アドレスレジスタまたはデータレジスタとして使用することができます。データレジスタとし

ては 32ビット、16ビットまたは 8ビットレジスタとして使用できます。汎用レジスタの使用方法を図 2.5

に示します。 

アドレスレジスタまたは 32ビットレジスタとして使用する場合は一括して汎用レジスタ ER（ER0～ER7）

として指定します。 

16ビットレジスタとして使用する場合は汎用レジスタ ERを分割して汎用レジスタ E（E0～E7）、汎用レ

ジスタ R（R0～R7）として指定します。これらは同等の機能を持っており、16ビットレジスタを最大 16本

まで使用することができます。なお、汎用レジスタ E（E0～E7）を特に拡張レジスタと呼ぶ場合があります。 

8ビットレジスタとして使用する場合は汎用レジスタ Rを分割して汎用レジスタ RH（R0H～R7H）、汎用

レジスタ RL（R0L～R7L）として指定します。これらは同等の機能を持っており、8ビットレジスタを最大

16本まで使用することができます。 

各レジスタは独立に使用方法を選択できます。 

汎用レジスタ ER7には、汎用レジスタとしての機能に加えて、スタックポインタ（SP）としての機能が割

り当てられており、例外処理やサブルーチン分岐などで暗黙的に使用されます。スタックの状態を図 2.6に

示します。 

 

 32  16  8

ER

ER0 ER7

E

E0 E7

R

R0 R7

RH

R0H R7H

RL

R0L R7L
 

図 2.5 汎用レジスタの使用方法 

SP ER7

 

図 2.6 スタックの状態 
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2.4.2 プログラムカウンタ（PC） 
24ビットのカウンタで、CPUが次に実行する命令のアドレスを示しています。CPUの命令は、すべて 2

バイト（ワード）を単位としているため、最下位ビットは無効です（命令コードのリード時は最下位ビット

は 0とみなされます）。 
 

2.4.3 エクステンドレジスタ（EXR） 
本 LSIでは動作に影響を与えません。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 T 0 R/W トレースビット 

本 LSIでは動作に影響を与えません。 

6～3 － すべて 1 － リザーブビット 

リードすると常に 1がリードされます。 

2 

1 

0 

I2 

I1 

I0 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

割り込み要求マスクレベル（0～7）を指定します。 

本 LSIでは動作に影響を与えません。 

 

2.4.4 コンディションコードレジスタ（CCR） 
8ビットのレジスタで、CPUの内部状態を示しています。割り込みマスクビット（I）とハーフキャリ（H）、

ネガティブ（N）、ゼロ（Z）、オーバフロー（V）、キャリ（C）の各フラグを含む 8ビットで構成されてい

ます。CCRは、LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令で操作することができます。また、N、Z、V、Cの

各フラグは、条件分岐命令（Bcc）で使用されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 I 1 R/W 割り込みマスクビット 

本ビットが 1にセットされると、割り込みがマスクされます。ただし、NMI

は Iビットに関係なく、受け付けられます。例外処理の実行が開始されたとき

に 1にセットされます。詳細は「第 6章 割り込みコントローラ」を参照して

ください。 

6 UI 不定 R/W ユーザビット／割り込みマスクビット 

ソフトウェア（LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令）でリード／ライト

できます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 H 不定 R/W ハーフキャリフラグ 

ADD.B、ADDX.B、SUB.B、SUBX.B、CMP.B、NEG.B命令の実行により、ビ

ット 3にキャリまたはボローが生じたとき 1にセットされ、生じなかったとき

0にクリアされます。また、ADD.W、SUB.W、CMP.W、NEG.W命令の実行

により、ビット 11にキャリまたはボローが生じたとき、もしくは ADD.L、

SUB.L、CMP.L、NEG.L命令の実行により、ビット 27にキャリまたはボロー

が生じたとき 1にセットされ、生じなかったとき 0にクリアされます。 

4 U 不定 R/W ユーザビット 

ソフトウェア（LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令）でリード／ライトで

きます。 

3 N 不定 R/W ネガティブフラグ 

データの最上位ビットを符号ビットとみなし、最上位ビットの値を格納しま

す。 

2 Z 不定 R/W ゼロフラグ 

データがゼロのとき 1にセットされ、ゼロ以外のとき 0にクリアされます。

1 V 不定 R/W オーバフローフラグ 

算術演算命令の実行により、オーバフローが生じたとき 1にセットされます。

それ以外のとき 0にクリアされます。 

0 C 不定 R/W キャリフラグ 

演算の実行により、キャリが生じたとき 1にセットされ、生じなかったとき 0

にクリアされます。キャリには次の種類があります。 

• 加算結果のキャリ 

• 減算結果のボロー 

• シフト／ローテートのキャリ 

また、キャリフラグには、ビットアキュムレータ機能があり、ビット操作命令

で使用されます。 

 

2.4.5 CPU内部レジスタの初期値 
CPU内部レジスタのうち、PCはリセット例外処理によってベクタアドレスからスタートアドレスをロード

することにより初期化されます。また EXRの Tビットは 0にクリアされ、EXR、CCRの Iビットは 1にセッ

トされますが、汎用レジスタと CCRの他のビットは初期化されません。SP（ER7）の初期値も不定です。し

たがって、リセット直後に、MOV.L命令を使用して SPの初期化を行ってください。 
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2.5 データ形式 
H8S/2000 CPUは、1ビット、4ビット BCD、8ビット（バイト）、16ビット（ワード）、および 32ビッ

ト（ロングワード）のデータを扱うことができます。 

1ビットデータはビット操作命令で扱われ、オペランドデータ（バイト）の第 nビット（n＝0,1,2,……,7）

という形式でアクセスできます。 

なお、DAAおよび DASの 10進補正命令では、バイトデータは 2桁の 4ビット BCDデータとなります。 
 

2.5.1 汎用レジスタのデータ形式 
汎用レジスタのデータ形式を図 2.7に示します。 

7 0

7 0

MSB LSB

MSB LSB

7 04 3

Don't care

Don't care

Don't care

7 04 3

7 0

Don't care6 5 4 3 27 1 0

7 0

Don't care 6 5 4 3 27 1 0

Don't care

1

1

4 BCD

4 BCD

RnH

RnL

RnH

RnL

RnH

RnL

 

図 2.7 汎用レジスタのデータ形式（1） 
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15 0

MSB LSB

15 0

MSB LSB

31 16

MSB

15 0

LSBEn Rn

  

Rn

En

ERn

ERn 

En 

Rn

RnH

RnL

MSB 

LSB  

ER

E

R

RH

RL

 

図 2.7 汎用レジスタのデータ形式（2） 
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2.5.2 メモリ上でのデータ形式 
メモリ上でのデータ形式を図 2.8に示します。 

H8S/2000 CPUは、メモリ上のワードデータ／ロングワードデータをアクセスすることができます。これら

は、偶数番地から始まるデータに限定されます。奇数番地から始まるワードデータ／ロングワードデータを

アクセスした場合、アドレスの最下位ビットは 0とみなされ、1番地前から始まるデータをアクセスします。

この場合、アドレスエラーは発生しません。命令コードについても同様です。 

なお、SP（ER7）をアドレスレジスタとしてスタック領域をアクセスするときは、必ずワードサイズまた

はロングワードサイズでアクセスしてください。 

7 0

7 6 5 4 3 2 1 0

MSB LSB

MSB

MSB

LSB

LSB

L

L

2M

2N

2N+1

2N+2

2N+3

1

2M+1

 

図 2.8 メモリ上でのデータ形式 
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2.6 命令セット 
H8S/2000 CPUの命令は合計 65種類あり、各命令の持つ機能によって表 2.1に示すように分類されます。 
 

表 2.1 命令の分類 

分 類 命   令 サイズ 種類 

データ転送命令 MOV B/W/L 5 

 POP*1, PUSH*1 W/L  

 LDM*5, STM*5 L  

 MOVFPE*3, MOVTPE*3 B  

算術演算命令 ADD, SUB, CMP, NEG B/W/L 19 

 ADDX, SUBX, DAA, DAS B  

 INC, DEC B/W/L  

 ADDS, SUBS L  

 MULXU, DIVXU, MULXS, DIVXS B/W  

 EXTU, EXTS W/L  

 TAS*4 B  

論理演算命令 AND, OR, XOR, NOT B/W/L 4 

シフト命令 SHAL, SHAR, SHLL, SHLR, ROTL, ROTR, ROTXL, ROTXR B/W/L 8 

ビット操作命令 BSET, BCLR, BNOT, BTST, BLD, BILD, BST, BIST, BAND, BIAND, 

BOR, BIOR, BXOR, BIXOR 

B 14 

分岐命令 Bcc *2, JMP, BSR, JSR, RTS － 5 

システム制御命令 TRAPA, RTE, SLEEP, LDC, STC, ANDC, ORC, XORC, NOP － 9 

ブロック転送命令 EEPMOV － 1 

合計 65種類 

【注】 B：バイトサイズ W：ワードサイズ L：ロングワードサイズ 

 *1  POP.W Rn、PUSH.W Rnは、それぞれ MOV.W @SP+,Rn、MOV.W Rn,@-SPと同一です。 

   また、POP.L ERn、PUSH.L ERnは、それぞれ MOV.L @SP+,ERn、MOV.L ERn,@-SPと同一です。 

 *2  Bccは条件分岐命令の総称です。 

 *3 本 LSIでは使用できません。 

 *4 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

 *5 STM/LDM命令においては、ER7レジスタはスタックポインタであるため、退避（STM）／復帰（LDM）できる

レジスタとしては使えません。 
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2.6.1 命令の機能別一覧 
各命令の機能について表 2.3～表 2.10に示します。各表で使用しているオペレーションの記号の意味は次

のとおりです。 
 

表 2.2 オペレーションの記号 

記号 説  明 

Rd 汎用レジスタ（デスティネーション側）* 

Rs 汎用レジスタ（ソース側）* 

Rn 汎用レジスタ* 

ERn 汎用レジスタ（32ビットレジスタ） 

(EAd) デスティネーションオペランド 

(EAs) ソースオペランド 

EXR エクステンドレジスタ 

CCR コンディションコードレジスタ 

N CCRの N（ネガティブ）フラグ 

Z CCRの Z（ゼロ）フラグ 

V CCRの V（オーバフロー）フラグ 

C CCRの C（キャリ）フラグ 

PC プログラムカウンタ 

SP スタックポインタ 

#IMM イミディエイトデータ 

disp ディスプレースメント 

＋ 加算 

－ 減算 

× 乗算 

÷ 除算 

∧ 論理積 

∨ 論理和 

⊕ 排他的論理和 

→ 転送 

～ 反転論理（論理的補数） 

:8/:16/:24/:32 8/16/24/32ビット長 

【注】 * 汎用レジスタは、8ビット（R0H～R7H、R0L～R7L）、16ビット（R0～R7、E0～E7）、または 32ビットレジス

タ（ER0～ER7）です。 
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表 2.3 データ転送命令 

命令 サイズ*1 機  能 

MOV B/W/L (EAs)→Rd、Rs→(EAd) 

汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとメモリ間でデータ転送します。また、イ

ミディエイトデータを汎用レジスタに転送します。 

MOVFPE B 本 LSIでは使用できません。 

MOVTPE B 本 LSIでは使用できません。 

POP W/L @SP+→Rn 

スタックから汎用レジスタへデータを復帰します。 

POP.W  Rnは MOV.W  @SP+, Rnと、また、 POP.L  ERnは MOV.L  @SP+, ERnと同一

です。 

PUSH W/L Rn→@-SP 

汎用レジスタの内容をスタックに退避します。 

PUSH.W  Rnは MOV.W  Rn, @-SPと同一です。 

PUSH.L  ERnは MOV.L  ERn, @-SPと同一です。 

LDM*2 L @SP+→Rn（レジスタ群） 

スタックから複数の汎用レジスタへデータを復帰します。 

STM*2 L Rn（レジスタ群）→@-SP 

複数の汎用レジスタの内容をスタックに退避します。 

【注】 *1 サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W：ワード 

  L ：ロングワード 

 *2 STM/LDM命令においては、ER7レジスタはスタックポインタであるため、退避（STM）／復帰（LDM）できる

レジスタとしては使えません。 
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表 2.4 算術演算命令（1） 

命令 サイズ* 機  能 

ADD 

SUB 

B/W/L Rd±Rs→Rd、Rd±#IMM→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の加減算を行い

ます（バイトサイズでの汎用レジスタとイミディエイトデータ間の減算はできません。SUBX

命令または ADD命令を使用してください）。 

ADDX 

SUBX 

B Rd±Rs±C→Rd、Rd±＃IMM±C→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間のキャリ付きの

加減算を行います。 

INC 

DEC 

B/W/L Rd±1→Rd、Rd±2→Rd 

汎用レジスタに 1または 2を加減算します（バイトサイズで 1の加減算のみ可能です）。 

ADDS 

SUBS 

L Rd±1→Rd、Rd±2→Rd、Rd±4→Rd 

32ビットレジスタに 1､2､または 4を加減算します。 

DAA 

DAS 

B Rd(10進補正) →Rd 

汎用レジスタ上の加減算結果を CCRを参照して 4ビット BCDデータに補正します。 

MULXU B/W Rd×Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号なし乗算を行います。 

8ビット×8ビット→16ビット、16ビット×16ビット→32ビットの乗算が可能です。 

MULXS B/W Rd×Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号付き乗算を行います。 

8ビット×8ビット→16ビット、16ビット×16ビット→32ビットの乗算が可能です。 

DIVXU B/W Rd÷Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号なし除算を行います。 

16ビット÷8ビット→商 8ビット余り 8ビット､ 

32ビット÷16ビット→商 16ビット余り 16ビットの除算が可能です。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W：ワード 

  L ：ロングワード 
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表 2.4 算術演算命令（2） 

命令 サイズ*1 機  能 

DIVXS B/W Rd÷Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号付き除算を行います。 

16ビット÷8ビット→商 8ビット余り 8ビット、 

32ビット÷16ビット→商 16ビット余り 16ビットの除算が可能です。 

CMP B/W/L Rd－Rs、Rd－#IMM 

汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の比較を行い、

その結果を CCRに反映します。 

NEG B/W/L 0－Rd→Rd 

汎用レジスタの内容の 2の補数（算術的補数）をとります。 

EXTU W/L Rd(ゼロ拡張) →Rd 

16ビットレジスタの下位 8ビットをワードサイズにゼロ拡張します。または、32ビットレジス

タの下位 16ビットをロングワードサイズにゼロ拡張します。 

EXTS W/L Rd(符号拡張) →Rd 

16ビットレジスタの下位 8ビットをワードサイズに符号拡張します。または、32ビットレジス

タの下位 16ビットをロングワードサイズに符号拡張します。 

TAS*2 B @ERd－0、1 → (＜ビット 7＞of @ERd) 

メモリの内容をテストした後、最上位ビット（ビット 7）を 1にセットします。 

【注】 *1 サイズはオペランドサイズを示します。 

  B：バイト 

   W：ワード 

   L：ロングワード 

 *2 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 
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表 2.5 論理演算命令 

命令 サイズ* 機  能 

AND B/W/L Rd∧Rs→Rd、Rd∧#IMM→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の論理積をとり

ます。 

OR B/W/L Rd∨Rs→Rd、Rd∨#IMM→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の論理和をとり

ます。 

XOR B/W/L Rd⊕Rs→Rd、Rd⊕#IMM→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の排他的論理和

をとります。 

NOT B/W/L ～Rd→Rd 

汎用レジスタの内容の 1の補数（論理的補数）をとります。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B：バイト 

  W：ワード 

  L：ロングワード 
 

表 2.6 シフト命令 

命令 サイズ* 機  能 

SHAL 

SHAR 

B/W/L Rd(シフト処理) →Rd 

汎用レジスタの内容を算術的にシフトします。 

1ビットまたは 2ビットのシフトが可能です。 

SHLL 

SHLR 

B/W/L Rd(シフト処理) →Rd 

汎用レジスタの内容を論理的にシフトします。 

1ビットまたは 2ビットのシフトが可能です。 

ROTL 

ROTR 

B/W/L Rd(ローテート処理) →Rd 

汎用レジスタの内容をローテートします。 

1ビットまたは 2ビットのローテートが可能です。 

ROTXL 

ROTXR 

B/W/L Rd(ローテート処理) →Rd 

汎用レジスタの内容をキャリフラグを含めてローテートします。 

1ビットまたは 2ビットのローテートが可能です。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B：バイト 

  W：ワード 

  L：ロングワード 
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表 2.7 ビット操作命令（1） 

命令 サイズ* 機  能 

BSET B 1→(<ビット番号>of<EAd>) 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを 1にセットします。ビット番

号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビットで指定します。

BCLR B 0→(<ビット番号>of<EAd>) 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを 0にクリアします。ビット番

号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビットで指定します。

BNOT B ～(<ビット番号>of<EAd>)→(<ビット番号>of<EAd>) 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転します。ビット番号は、3

ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビットで指定されます。 

BTST B ～(<ビット番号>of<EAd>)→Z 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットをテストし、ゼロフラグに反映

します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビ

ットで指定されます。 

BAND B C∧(<ビット番号>of<EAd>)→C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグとの論理積をと

り、結果をキャリフラグに格納します。 

BIAND B C∧〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグとの論

理積をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BOR B C∨(<ビット番号>of<EAd>) →C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグとの論理和をと

り、結果をキャリフラグに格納します。 

BIOR B C∨〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグとの論

理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B：バイト 
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表 2.7 ビット操作命令（2） 

命令 サイズ* 機  能 

BXOR B C⊕(<ビット番号>of<EAd>) →C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグとの排他的論理

和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

BIXOR B C⊕〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグとの排

他的論理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BLD B (<ビット番号>of<EAd>) →C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットをキャリフラグに転送します。

BILD B ～(<ビット番号>of<EAd>) →C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグに転送

します。 

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BST B C→(<ビット番号>of<EAd>) 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットに、キャリフラグの内容を転送

します。 

BIST B ～C→(<ビット番号>of<EAd>) 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットに、キャリフラグを反転して転

送します。 

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B：バイト 
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表 2.8 分岐命令 

命令 サイズ 機  能 

Bcc － 指定した条件が成立しているとき、指定されたアドレスへ分岐します。分岐条件を下表に示し

ます。 

      

   ニーモニック 説  明 分岐条件 

   BRA(BT) Always(True) Always 

   BRN(BF) Never(False) Never 

   BHI HIgh CVZ=0 

   BLS Low or Same CVZ=1 

   BCC(BHS) Carry Clear(High or Same)) C=0 

   BCS(BLO) Carry Set(LOw) C=1 

   BNE Not Equal Z=0 

   BEQ EQual Z=1 

   BVC oVerflow Clear V=0 

   BVS oVerflow Set V=1 

   BPL PLus N=0 

   BMI MInus N=1 

   BGE Greater or Equal N⊕V=0 

   BLT Less Than N⊕V=1 

   BGT Greater Than Z∨(N⊕V)=0 

   BLE Less or Equal Z∨(N⊕V)=1 

      

JMP － 指定されたアドレスへ無条件に分岐します。 

BSR － 指定されたアドレスへサブルーチン分岐します。 

JSR － 指定されたアドレスへサブルーチン分岐します。 

RTS － サブルーチンから復帰します。 
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表 2.9 システム制御命令 

命令 サイズ* 機  能 

TRAPA － 命令トラップ例外処理を行います。 

RTE － 例外処理ルーチンから復帰します。 

SLEEP － 低消費電力状態に遷移します。 

LDC B／W (EAs)→CCR、(EAs)→EXR 

汎用レジスタまたはメモリの内容を CCR、EXRに転送します。また、イミディエイトデータを
CCR、EXRに転送します。CCR、EXRは 8ビットですが、メモリと CCR、EXR間の転送はワ
ードサイズで行われ、上位 8ビットが有効になります。 

STC B／W CCR→(EAd)、EXR→(EAd) 

CCR、EXRの内容を汎用レジスタまたはメモリに転送します。CCR、EXRは 8ビットですが、
CCR、EXRとメモリ間の転送はワードサイズで行われ、上位 8ビットが有効になります。 

ANDC B CCR∧#IMM→CCR、EXR∧#IMM→EXR 

CCR、EXRとイミディエイトデータの論理積をとります。 

ORC B CCR∨#IMM→CCR、EXR∨#IMM→EXR 

CCR、EXRとイミディエイトデータの論理和をとります。 

XORC B CCR⊕#IMM→CCR、EXR⊕#IMM→EXR 

CCR、EXRとイミディエイトデータの排他的論理和をとります。 

NOP － PC+2→PC 

PCのインクリメントだけを行います。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B：バイト 

  W：ワード 

表 2.10 ブロック転送命令 

命令 サイズ 機  能 

EEPMOV.B 
 
 
 
 
 

EEPMOV.W 

－ 
 
 
 
 

 
－ 

if R4L≠0 then 
 Repeat @ER5+→@ER6+ 
  R4L－1→R4L 
 Until R4L＝0 
else next; 

 
if R4≠0 then 
 Repeat @ER5+→@ER6+ 
  R4－1→R4 
 Until R4＝0 
else next; 

 
ブロック転送命令です。ER5で示されるアドレスから始まり、R4Lまたは R4で指定されるバ
イト数のデータを、ER6で示されるアドレスのロケーションへ転送します。転送終了後、次の
命令を実行します。 
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2.6.2 命令の基本フォーマット 
H8S/2000 CPUの命令は、2バイト（ワード）を単位にしています。各命令はオペレーションフィールド（op）、

レジスタフィールド（r）、EA拡張部（EA）、およびコンディションフィールド（cc）から構成されていま

す。 

図 2.9に命令フォーマットの例を示します。 

• オペレーションフィールド 

命令の機能を表し、アドレッシングモードの指定、オペランドの処理内容を指定します。命令の先頭4

ビットを必ず含みます。2つのオペレーションフィールドを持つ場合もあります。 

• レジスタフィールド 

汎用レジスタを指定します。アドレスレジスタのとき3ビット、データレジスタのとき3ビットまたは4

ビットです。2つのレジスタフィールドを持つ場合、またはレジスタフィールドを持たない場合もありま

す。 

• EA拡張部 

イミディエイトデータ、絶対アドレスまたはディスプレースメントを指定します。8ビット、16ビット、

または32ビットです。 

• コンディションフィールド 

Bcc命令の分岐条件を指定します。 

op

op rn rm

NOP RTS

ADD.B Rn, Rm

MOV.B @(d:16, Rn), Rm

1

2

3 EA

rn rmop

EA disp

4 EA

op cc EA disp BRA d:16
 

図 2.9 命令フォーマットの例 
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2.7 アドレッシングモードと実効アドレスの計算方法 
H8S/2000 CPUは表 2.11に示すように、8種類のアドレッシングモードをサポートしています。命令ごと

に、使用できるアドレッシングモードが異なります。 

演算命令では、レジスタ直接、およびイミディエイトが使用できます。転送命令では、プログラムカウン

タ相対とメモリ間接を除くすべてのアドレッシングモードが使用できます。また、ビット操作命令では、オ

ペランドの指定にレジスタ直接、レジスタ間接、および絶対アドレスが使用できます。さらに、オペランド

中のビット番号を指定するためにレジスタ直接（BSET、BCLR、BNOT、BTSTの各命令）、およびイミディ

エイト（3ビット）が独立して使用できます。 
 

表 2.11 アドレッシングモード一覧表 

No. アドレッシングモード 記号 

1 レジスタ直接 Rn 

2 レジスタ間接 @ERn 

3 ディスプレースメント付きレジスタ間接 @(d:16,ERn)/@(d:32,ERn) 

4 ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+ 

 プリデクリメントレジスタ間接 @-ERn 

5 絶対アドレス @aa:8/@aa:16/@aa:24/@aa:32 

6 イミディエイト #xx:8/#xx:16/#xx:32 

7 プログラムカウンタ相対 @(d:8,PC)/@(d:16,PC) 

8 メモリ間接 @@aa:8 

 

2.7.1 レジスタ直接 Rn 
命令コードのレジスタフィールドで指定されるレジスタ（8ビット、16ビットまたは 32ビット）がオペラ

ンドとなります。8ビットレジスタとしては R0H～R7H、R0L～R7Lを指定可能です。16ビットレジスタと

しては R0～R7、E0～E7を指定可能です。32ビットレジスタとしては ER0～ER7を指定可能です。 
 

2.7.2 レジスタ間接 @ERn 
命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容をアドレスとしてメモリ

上のオペランドを指定します。プログラム領域としては、下位 24ビットが有効になり、上位 8ビットはすべ

て 0（H'00）とみなされます。 
 

2.7.3 ディスプレースメント付きレジスタ間接 @（d:16,ERn）/@（d:32,ERn） 
命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容に、命令コード中に含ま

れる 16ビットディスプレースメント、または 32ビットディスプレースメントを加算した内容をアドレスと

して、メモリ上のオペランドを指定します。加算に際して、16ビットディスプレースメントは符号拡張され

ます。 
 



2. CPU 

  Rev.2.00  2009.09.18  2-25 

  RJJ09B0473-0200 

2.7.4 ポストインクリメントレジスタ間接@ERn+/ 
プリデクリメントレジスタ間接@-ERn 

（1） ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+ 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容をアドレスとしてメモリ

上のオペランドを指定します。その後、アドレスレジスタの内容に 1、2または 4が加算され、加算結果がア

ドレスレジスタに格納されます。バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロングワードサイズでは 4がそ

れぞれ加算されます。ワードサイズまたはロングワードサイズのとき、アドレスレジスタの内容が偶数とな

るようにしてください。 
 

（2） プリデクリメントレジスタ間接 @-ERn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容から、1、2または 4を減

算した内容をアドレスとしてメモリ上のオペランドを指定します。その後、減算結果がアドレスレジスタに

格納されます。バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロングワードサイズでは 4がそれぞれ減算されま

す。ワードサイズまたはロングワードサイズのとき、アドレスレジスタの内容が偶数になるようにしてくだ

さい。 
 

2.7.5 絶対アドレス @aa:8/@aa:16/@aa:24/@aa:32 
命令コード中に含まれる絶対アドレスで、メモリ上のオペランドを指定します。絶対アドレスは 8ビット

（@aa:8）、16ビット（@aa:16）、24ビット（@aa:24）、または 32ビット（@aa:32）です。絶対アドレスの

アクセス範囲を表 2.12に示します。 

データ領域としては、8ビット（@aa:8）、16ビット（@aa:16）、または 32ビット（@aa:32）を使用しま

す。8ビット絶対アドレスの場合、上位 24ビットはすべて 1（H'FFFF）となります。16ビット絶対アドレス

の場合、上位 16ビットは符号拡張されます。32ビット絶対アドレスの場合、全アドレス空間をアクセスで

きます。 

プログラム領域としては 24ビット（@aa:24）を使用します。上位 8ビットはすべて 0（H'00）となります。 
 

表 2.12 絶対アドレスのアクセス範囲 

絶対アドレス アドバンストモード 

データ領域 8ビット（@aa:8） H'FFFF00～H'FFFFFF 

 16ビット（@aa:16） H'000000～H'007FFF、 

  H'FF8000～H'FFFFFF 

 32ビット（@aa:32） H'000000～H'FFFFFF 

プログラム領域 24ビット（@aa:24）  
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2.7.6 イミディエイト #xx:8/#xx:16/#xx:32 
命令コード中に含まれる 8ビット（#xx:8）、16ビット（#xx:16）、または 32ビット（#xx:32）のデータを

直接オペランドとして使用します。 

なお、ADDS、SUBS、INC、DEC命令では、イミディエイトデータが命令コード中に暗黙的に含まれます。

ビット操作命令では、ビット番号を指定するための 3ビットのイミディエイトデータが、命令コード中に含

まれる場合があります。また、TRAPA命令では、ベクタアドレスを指定するための 2ビットのイミディエイ

トデータが命令コードの中に含まれます。 
 

2.7.7 プログラムカウンタ相対 @（d:8, PC）/@（d:16, PC） 
Bcc、BSR命令で使用されます。PCの内容で指定される 24ビットのアドレスに、命令コード中に含まれる

8ビット、または 16ビットディスプレースメントを加算して 24ビットの分岐アドレスを生成します。加算

に際して、ディスプレースメントは 24ビットに符号拡張されます。加算結果は下位 24ビットが有効になり、

上位 8ビットはすべて 0（H'00）とみなされます。また加算される PCの内容は次の命令の先頭アドレスとな

っていますので、分岐可能範囲は分岐命令に対して－126～＋128バイト（－63～＋64ワード）または－32766

～＋32768バイト 

（－16383～＋16384ワード）です。このとき、加算結果が偶数となるようにしてください。 
 

2.7.8 メモリ間接 @@aa:8 
JMP、JSR命令で使用されます。命令コード中に含まれる 8ビット絶対アドレスでメモリ上のオペランド

を指定し、この内容を分岐アドレスとして分岐します。8ビット絶対アドレスの上位のビットはすべて 0と

なりますので、分岐アドレスを格納できるのは 0～255（H'000000～H'0000FF）番地です。 

メモリ上のオペランドはロングワードサイズで指定します。このうち先頭の 1バイトはすべて 0（H'00）と

みなされます。ただし、分岐アドレスを格納可能なアドレスの先頭領域は、例外処理ベクタ領域と共通にな

っていますので注意してください。詳細は「第 5章 例外処理」を参照してください。 

ワードサイズ、ロングワードサイズでメモリを指定する場合、および分岐アドレスを指定する場合に奇数

アドレスを指定すると、最下位ビットは 0とみなされ、1番地前から始まるデータまたは命令コードをアク

セスします（「2.5.2 メモリ上でのデータ形式」を参照してください）。 
 

@aa:8

 

図 2.10 メモリ間接による分岐アドレスの指定 
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2.7.9 実効アドレスの計算方法 
各アドレッシングモードにおける実効アドレス（EA：Effective Address）の計算法を表 2.13に示します。 

 
表 2.13 実行アドレスの計算方法（1） 

No EA

1

1

2

4

Rn

rop

31 0

31 23

2 @ERn

3

@(d:16,ERn)  @(d:32,ERn)

4

@ERn+

@-ERn

1 2 4

rop disp

rop

rmop rn

31 0

1 2 4

31 0

rop

Don't care

31 2331 0

Don't care

31 0

disp

31 0

31 0

31 2331 0

Don't care

31 2331 0

Don't care

24

24

24

24
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表 2.13 実行アドレスの計算方法（2） 
No EA

5

op

31 2331 0

Don't careabs

@aa:8 7

H'FFFF

op

31 2331 0

Don't care

@aa:16

op

@aa:24

@aa:32

abs

1516

31 2331 0

Don't care

31 2331 0

Don't care

abs

op

abs

6

op IMM

#xx:8 #xx:16 #xx:32

824

24

24

24

31 23

7

@(d:8,PC) @(d:16,PC)

31 0

Don't care

23 0

disp

0

31 2331 0

Don't care

dispop

23

op

8 @@aa:8

*

abs
31 0

absH'000000

78

015 31 2331 0

Don't care

15

H'00

16

op abs
31 0

absH'000000

78

031

PC

24

24

24

 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 
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2.8 処理状態 
H8S/2000 CPUの処理状態には、リセット状態、例外処理状態、プログラム実行状態、およびプログラム停

止状態の 4種類があります。処理状態間の状態遷移図を図 2.11に示します。 

• リセット状態 

CPUおよび内蔵周辺モジュールがすべて初期化され、停止している状態です。リセット端子がLowレベ

ルになると、実行中の処理はすべて中止され、CPUはリセット状態になります。リセット状態ではすべ

ての割り込みが禁止されます。リセット端子をLowレベルからHighレベルにすると、リセット例外処理

を開始します。リセットの詳細は｢第5章 例外処理｣を参照してください。ウォッチドッグタイマのオー

バフローまたは低電圧検出回路の低電圧検知によってもリセットすることもできます。 

• 例外処理状態 

例外処理状態は、リセット、トレース、割り込み、またはトラップ命令の例外処理要因によってCPUが

通常の処理状態の流れを変え、例外処理ベクタテーブルからスタートアドレス（ベクタ）を取り出して

そのスタートアドレスに分岐する過渡的な状態です。詳細は｢第5章 例外処理｣を参照してください。 

• プログラム実行状態 

CPUがプログラムを順次実行している状態です。 

• プログラム停止状態 

CPUが動作を停止し、消費電力を低下させた状態です。SLEEP命令の実行、またはソフトウェアスタン

バイモードへの遷移でCPUはプログラム停止状態になります。詳細は「第24章 低消費電力状態」を参

照してください。 
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図 2.11 状態遷移図 
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2.9 使用上の注意事項 

2.9.1 TAS命令 
TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

なお、ルネサス テクノロジ製 H8S、H8/300シリーズ C/C++コンパイラでは、TAS命令は生成されません。

ユーザ定義の組み込み関数として TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用する

ようにお願いいたします｡ 
 

2.9.2 STM/LDM命令 
STM/LDM命令において、ER7レジスタはスタックポイントであるため、退避（STM）／復帰（LDM）で

きるレジスタとしては、使用できません。一命令で退避（STM）／復帰（LDM）できるレジスタ数は 2本、

3本、4本です。そのとき使用可能なレジスタリストは、以下のとおりです。 

2本：ER0―ER1、ER2―ER3、ER4―ER5 

3本：ER0―ER2、ER4―ER6 

4本：ER0―ER3 
 

また、ルネサス テクノロジ製 H8S、H8S/300シリーズ C/C++コンパイラでは、ER7を含む STM/LDM命令

は生成されません。 
 

2.9.3 ビット操作命令 
BSET、BCLR、BNOT、BST、BISTの各命令は、バイト単位でデータをリードし、ビット操作後に再びバ

イト単位でデータをライトします。したがって、ライト専用ビットを含むレジスタ、またはポートに対して

これらの命令を使用するときは注意が必要です。 

また、内部 I/Oレジスタのフラグを 0にクリアするために、BCLR命令を使用できます。この場合、割り込

み処理ルーチンなどで当該フラグが 1にセットされていることが明らかであれば、事前に当該フラグをリー

ドする必要はありません。 
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2.9.4 EEPMOV命令 

1. EEPMOV命令はブロック転送命令で、R5で示されるアドレスから始まるR4Lで示されるバイト数のデー

タを、R6で示されるアドレスへ転送します。 

R6

R6 R4L

R5

R5 R4L

 

 

2. 転送先の最終アドレス（R6＋R4Lの値）がH'FFFFを超えないように（実行途中にR6の値がH'FFFF→H'0000

とならないように）、R4L、R6を設定してください。 

R6

R6 R4L

R5

R5 R4L
H'FFFF
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3. MCU動作モード 

3.1 動作モードの選択 
本 LSIには、3種類の動作モード（モード 2、4、6）があります。動作モードは、モード端子（MD2、MD1）

の設定で決まります。表 3.1に、MCU動作モードの選択を示します。 
 

表 3.1 MCU動作モードの選択 

MCU 

動作モード 

MD2 MD1 MD0* CPU 

動作モード 

内  容 内蔵 ROM

2 0 1 0 アドバンスト シングルチップモード 有効 

4 1 0 0 － フラッシュ書き込み／消去 － 

6 1 1 0 エミュレーション オンチップエミュレーションモード 有効 

【注】 * MD0は端子として存在せず、チップ内で 0に固定されています。 
 
モード 2は、シングルチップモードで動作します。 

モード 0、1、3、5、7は、本 LSIでは使用できません。モード 4、6は、特殊な動作モードです。したがっ

て、通常のプログラム実行状態では、モード端子は必ずモード 2になるように設定してください。また、モ

ード端子は動作中に変化させないでください。リセット解除後はMDCRレジスタのリードによるモード端子

入力のラッチを行ってください。 

モード 4は、フラッシュメモリの書き込み／消去を行うためのブートモードです。詳細は「第 22章 フラ

ッシュメモリ」を参照してください。 

モード 6は、オンチップエミュレーションモードです。JTAGを用いてオンチップエミュレータ（E10A）

により制御され、オンチップエミュレーションが可能です。 
 

3.2 レジスタの説明 
動作モードに関連するレジスタには以下のものがあります。 

 
表 3.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

モードコントロールレジスタ MDCR R/W － H'FFC5 8 

システムコントロールレジスタ SYSCR R/W H'09 H'FFC4 8 

シリアルタイマコントロールレジスタ STCR R/W H'00 H'FFC3 8 

システムコントロールレジスタ 3 SYSCR3 R/W H'60 H'FE7D 8 
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3.2.1 モードコントロールレジスタ（MDCR） 
MDCRは、動作モードの設定および現在の動作モードをモニタするのに用います。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 EXPE 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

6～3 － すべて 0 R リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

2 

1 

MDS2 

MDS1 

－* 

－* 

R 

R 

モードセレクト 2、1 

モード端子（MD2、MD1）の入力レベルを反映した値（現在の動作モード）

を示しています。MDS2、MDS1ビットは MD2、MD1端子にそれぞれ対応し

ます。これらのビットはリード専用でライトは無効です。 

MDCRをリードすると、モード端子（MD2、MD1）の入力レベルがこれらの

ビットにラッチされます。このラッチはリセットで解除されます。 

0 － 0 R リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

【注】 * MD2、MD1端子により決定されます。 
 

3.2.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR） 
SYSCRは、リセット要因のモニタ、割り込み制御モードの選択、NMI検出エッジの選択、周辺機能のレジ

スタアクセスの制御、RAMのアドレス空間の制御を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

－ 

－ 

0 

0 

R/W 

R/W 

リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

5 

4 

INTM1 

INTM0 

0 

0 

R 

R/W 

割り込み制御選択モード 1、0 

割り込みコントローラの割り込み制御モードを選択します。 

割り込み制御モードについては「6.6 割り込み制御モードと割り込み動作」

を参照してください。 

00：割り込み制御モード 0 

01：割り込み制御モード 1 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

3 XRST 1 R リセット要因 

リセット要因を表すビットです。リセットは、端子リセット、パワーオンリ

セットまたはウォッチドッグタイマオーバフローにより発生できます。 

0：ウォッチドッグタイマオーバフローで発生 

1：リセット（端子リセット、パワーオンリセット）で発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 NMIEG 0 R/W NMIエッジセレクト 

NMI端子の入力エッジ選択を行います。 

0：NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

1：NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

1 KINWUE 0 R/W キーボードコントロールレジスタアクセスイネーブル 

RELOCATEビットが 0にクリアされているときに、キーボードマトリクス割

り込みレジスタ（KMIMRA、KMIMRB）、プルアップ MOSコントロールレジ

スタ（P6PCR）、8ビットタイマ TMR_X、TMR_Yのレジスタ（TCR_X/TCR_Y､

TCSR_X/TCSR_Y､TICRR/TCORA_Y､TICRF/TCORB_Y､TCNT_X/TCNT_Y､

TCORC､TCORA_X、TCORB_X、TCONRI､TCONRS）の CPUアクセスを制

御します。 

0：アドレス H'(FF)FFF0～H'(FF)FFF7、H'(FF)FFFC～H'(FF)FFFFのエリ

アは、TMR_Xおよび TMR_Yのレジスタの CPUアクセスを許可 

1：アドレス H'(FF)FFF0～H'(FF)FFF7、H'(FF)FFFC～H'(FF)FFFFのエリ

アは、キーボードマトリクス割り込みレジスタおよび入力プルアップ

MOSコントロールレジスタの CPUアクセスを許可 

RELOCATEビットが 1にセットされているときは、無効になります。 

詳細は「3.2.4 システムコントロールレジスタ 3（SYSCR3）」、「第 25 

章 レジスタ一覧」を参照してください。 

0 RAME 1 R/W RAMイネーブル 

内蔵 RAMの有効または無効を選択します。 

0：内蔵 RAM無効 

1：内蔵 RAM有効 

 

3.2.3 シリアルタイマコントロールレジスタ（STCR） 
STCRは、レジスタアクセスの制御、IICの動作モードの制御、内蔵フラッシュメモリの制御、タイマカウ

ンタの入力クロックの選択を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 IICX2 0 R/W I2C_2トランスファレートセレクト 

IIC_2の動作を制御するビットです。I2C_2バスモードレジスタ（ICMR_2）

の CKS2～CKS0ビットと組み合わせて、マスタモードでの転送レートを選択

します。 

転送レートについては、表 16.4を参照してください。 

6 － 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 IICX0 0 R/W I2C_0トランスファレートセレクト 

IIC_0の動作を制御するビットです。I2C_0バスモードレジスタ（ICMR_0）

の CKS2～CKS0ビットと組み合わせて、マスタモードでの転送レートを選択

します。 

転送レートについては、表 16.4を参照してください。 

4 IICE 0 R/W I2Cマスタイネーブル 

RELOCATEビットが 0にクリアされているときに、IICのレジスタ（ICCR､
ICSR､ICDR/SARX､ICMR/SAR､ICRES）、SCIのレジスタ（SMR､BRR､SCMR）
の CPUアクセスを制御します。 

0：アドレス H'(FF)FF88～H'(FF)FF89、H'(FF)FF8E～H'(FF)FF8Fのエリア
は、SCI_1のレジスタをアクセス 
アドレス H'(FF)FFD8～H'(FF)FFD9、H'(FF)FFDE～H'(FF)FFDFのエリ
アは、アクセス禁止 

1：アドレス H'(FF)FF88～H'(FF)FF89、H'(FF)FF8E～H'(FF)FF8Fのエリア
は、アクセス禁止 
アドレス H'(FF)FFD8～H'(FF)FFD9、H'(FF)FFDE～H'(FF)FFDFのエリ
アは、IIC_0のレジスタをアクセス 

 アドレス H'(FF)FEE6のエリアは ICRESをアクセス 

RELOCATEビットが 1にセットされているときは、無効になります。 

詳細は「3.2.4 システムコントロールレジスタ 3（SYSCR3）」、「第 25 
章 レジスタ一覧」を参照してください。 

3 FLSHE 0 R/W フラッシュメモリコントロールレジスタイネーブル 

フラッシュメモリのレジスタ（FCCS､FPCS､FECS､FKEY､FMATS､
FTDAR）、低消費電力状態の制御レジスタ（SBYCR､LPWRCR､MSTPCRH､
MSTPCRL）、および周辺モジュールの制御レジスタ（PCSR）の CPUアク
セスを制御します。 

0：RELOCATE＝0のとき、アドレス H'(FF)FF80～H'(FF)FF87のエリアは、
低消費電力状態および周辺モジュールの制御レジスタをアクセス 
アドレス H'(FF)FEA8～H'(FF)FEAEはリザーブエリア 

RELOCATE＝1のとき、アドレス H'(FF)FF80～H'(FF)FF87のエリアは、
低消費電力状態および周辺モジュールの制御レジスタをアクセス 

アドレス H'(FF)FEA8～H'(FF)FEAEはリザーブエリア 

1：RELOCATE＝0のとき、アドレス H'(FF)FF80～H'(FF)FF87のエリアは
リザーブエリア 
アドレスH'(FF)FEA8～H'(FF)FEAEはフラッシュメモリの制御レジスタ
をアクセス 

RELOCATE＝1のとき、アドレス H'(FF)FF80～H'(FF)FF87のエリアは、
低消費電力状態および周辺モジュールの制御レジスタをアクセス 
アドレスH'(FF)FEA8～H'(FF)FEAEはフラッシュメモリの制御レジスタ
をアクセス 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 IICS 0 R/W I2Cエクストラバッファセレクト 

ポート Aのビット 7～4を SCL、SDAと同様の出力バッファとなるように 
設定します。ソフトウェアのみによる I2Cインタフェースを実現する場合に利
用します。 

0：PA7～PA4は通常入出力端子 

1：PA7～PA4はバス駆動可能な入出力端子 

1 

0 

ICKS1 

ICKS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

インターナルクロックソースセレクト 1、0 

TMR_0、TMR_1タイマコントロールレジスタ（TCR）の CKS2～CKS0ビッ
トと組み合わせてタイマカウンタ（TCNT）に入力するクロックとカウント条
件を選択します。詳細は「12.3.4 タイマコントロールレジスタ（TCR）」を
参照してください。 

 

3.2.4 システムコントロールレジスタ 3（SYSCR3） 
SYSCR3は、レジスタマップの選択、割り込みベクタの選択を行います。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

6 EIVS* 1 R/W 拡張割り込みベクタセレクト* 

割り込みベクタテーブルの互換モードか拡張モードを選択します。 

0：H8S/2140Bグループ互換ベクタモード 

1：拡張ベクタモード 

詳細は「第 6章 割り込みコントローラ」を参照してください。 

5 RELOCATE 1 R/W レジスタアドレスマップセレクト 

レジスタマップの互換モードか拡張モードを選択します。 

レジスタマップ拡張モードでは、レジスタの CPUアクセス制御を SYSCRの

KINWUE、STCRの IICEで切り替えることなく使用できます。 

0：H8S/2140Bグループレジスタマップ互換モード 

1：レジスタマップ拡張モード 

詳細は「第 25章 レジスタ一覧」を参照してください。 

4～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

【注】 * 割り込みが発生しない状態で切り替えてください。 
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3.2.5 ポートコントロールレジスタ 2（PTCNT2） 
PTCNT2は、SCI入出力反転の選択およびポートレジスタ仕様を制御します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

4 TxD1RS 0 R/W 0：TxD1直接出力 

1：TxD1反転出力 

3 RxD1RS 0 R/W 0：RxD1直接入力 

1：RxD1反転入力 

2 － 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

1 PORTS 0 R/W 0：従来ポートレジスタ仕様 

1：新規ポートレジスタ仕様 

0 － 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 
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3.3 各動作モードの説明 

3.3.1 モード 2 
CPUはアドバンスト・シングルチップモードで、アドレス空間は 16Mバイトです。内蔵 ROMは有効です。 

 

3.4 アドレスマップ 
アドレスマップを図 3.1に示します。 

2 EXPE 0

H'017FFF

H'0FFFFF

H'000000

H'018000

ROM 

96K

I/O 2

I/O 1

RAM 128

RAM

3968

H'FFE07F

H'FFEFFF

H'FFE080

H'FF0000

H'FFFEFF

H'FFFFFF

H'FFFF7F
H'FFFF80

H'FFFF00

H'FFF800

ROM 96K RAM 4K

 

図 3.1 アドレスマップ 
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4. リセット 

4.1 リセットの種類 
リセットには端子リセット、パワーオンリセット、ウォッチドッグタイマリセットがあります。 

表 4.1にリセットの名称と要因を示します。 

リセットにより、内部状態は初期化され、端子は初期状態になります。図 4.1に各リセットによって初期化

される対象を示します。 
 

表 4.1 リセットの名称と要因 

リセットの名称 要   因 

端子リセット RES端子の入力電圧が"L" 

パワーオンリセット VCCの上昇、VCCの下降 

ウォッチドッグタイマリセット ウォッチドッグタイマのオーバフロー 

 

RSTSR.PORF

SYSCR.XRST

RES

VCC

 

図 4.1 リセット回路のブロック図 
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レジスタの中には、いずれのリセットでも初期化されないものがあります。CPU内部レジスタについて以

下に説明します。 

CPU内部レジスタのうち PCは、リセット例外処理によってベクタアドレスからスタートアドレスをロー

ドすることにより初期化されます。また、EXRの Tビットは 0にクリアされ、EXR、CCRの Iビットは 1に

セットされますが、汎用レジスタ、CCRの他のビットは初期化されません。SP（ER7）の初期値も不定です。

したがって、リセット直後にMOV.L命令を使用して、SPの初期化を行ってください。詳細については、「第

2章 CPU」を参照してください。CPU以外の初期化されないレジスタについては、各章のレジスタ説明を

参照してください。 

リセットが解除されると、リセット例外処理を開始します。リセット例外処理については、「5.3 リセッ

ト」を参照してください。 
 

4.2 入出力端子 
リセットに関連する端子の構成を表 4.2に示します。 

 

表 4.2 端子構成 

名称 記号 入出力 機   能 

リセット RES 入力 リセット入力 
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4.3 レジスタの説明 
リセットに関連するレジスタには以下のものがあります。 

 

表 4.3 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

リセットステータスレジスタ RSTSR R/W H'00 H'FB35 8 

システムコントロールレジスタ SYSCR R/W H'09 H'FFC4 8 

16* タイマコントロール／ステータスレジスタ_0 TCSR_0 R/W H'00 H'FFA8 

8 

16* タイマコントロール／ステータスレジスタ_1 TCSR_1 R/W H'00 H'FFEA 

8 

【注】 * 上段：ライト時、下段：リード時のデータバス幅です。レジスタのアクセス方法は「第 13章 ウォッチドッグタイ

マ（WDT）」を参照してください。 
 

4.3.1 リセットステータスレジスタ（RSTSR） 
RSTSRは、端子リセット／パワーオンリセットの発生状態を示します。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R/W リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。初期値を変更しないでください。 

0 PORF 0 R パワーオンリセットフラグ 

パワーオンリセットが発生したことを示します。 

1：［セット条件］ 

パワーオンリセットが発生したとき 

0：［クリア条件］ 

端子リセットが発生したとき 
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4.3.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR） 
SYSCRは、リセット要因のモニタ、割り込み制御モードの選択、NMI検出エッジの選択、周辺機能のレジ

スタアクセスの制御、RAMのアドレス空間の制御を行います。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

－ 

－ 

0 

0 

R/W 

R/W 

リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

5 

4 

INTM1 

INTM0 

0 

0 

R 

R/W 

割り込み制御選択モード 1、0 

割り込みコントローラの割り込み制御モードを選択します。 

割り込み制御モードについては「6.6 割り込み制御モードと割り

込み動作」を参照してください。 

00：割り込み制御モード 0 

01：割り込み制御モード 1 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

3 XRST 1 R リセット要因 

リセット要因を表すビットです。リセットは、端子リセット、パ

ワーオンリセットまたはウォッチドッグタイマオーバフローによ

り発生できます。 

0：ウォッチドッグタイマオーバフローで発生 

1：リセット（端子リセット、パワーオンリセット）で発生 

2 NMIEG 0 R/W NMIエッジセレクト 

NMI端子の入力エッジ選択を行います。 

0：NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

1：NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 KINWUE 0 R/W キーボードコントロールレジスタアクセスイネーブル 

RELOCATEビットが 0にクリアされているときに、キーボードマ

トリクス割り込みレジスタ（KMIMRA、KMIMR）、プルアップ MOS

コントロールレジスタ（KMPCR）、8ビットタイマ TMR_X、TMR_Y

のレジスタ（TCR_X/TCR_Y､TCSR_X/TCSR_Y､

TICRR/TCORA_Y､TICRF/TCORB_Y､TCNT_X/TCNT_Y､

TCORC､TCORA_X、TCORB_X、TCONRI､CONRS）の CPUア

クセスを制御します。 

0：アドレス H'(FF)FFF0～H'(FF)FFF7、H'(FF)FFFC～

H'(FF)FFFFのエリアは、TMR_Xおよび TMR_Yのレジスタ

の CPUアクセスを許可 

1：アドレス H'(FF)FFF0～H'(FF)FFF7、H'(FF)FFFC～

H'(FF)FFFFのエリアは、キーボードマトリクス割り込みレ

ジスタおよび入力プルアップ MOSコントロールレジスタの

CPUアクセスを許可 

RELOCATEビットが 1にセットされているときは、無効になりま

す。 

詳細は「3.2.4 システムコントロールレジスタ 3（SYSCR3）」、

「第 25章 レジスタ一覧」を参照してください。 

0 RAME 1 R/W RAMイネーブル 

内蔵 RAMの有効または無効を選択します。 

0：内蔵 RAM無効 

1：内蔵 RAM有効 
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4.3.3 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR） 
TCSRは、ウォッチドッグタイマのTCNTに入力するクロック、モードの選択などを行います。 
 

• TCSR_0 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 OVF 0 R/(W)* オーバフローフラグ 

TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したことを示します。 

［セット条件］ 

TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき 

ただし、ウォッチドッグタイマモードで、内部リセット要求を選

択した場合は、セット後、内部リセットにより自動的にクリアさ

れます。 

［クリア条件］ 

• OVF＝1の状態で、TCSRをリード後、OVFに 0をライトした

とき 

• TMEビットに 0をライトしたとき 

6 WT/IT 0 R/W タイマモードセレクト 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマと

して使用するかを選択します。 

0：インターバルタイマモード 

1：ウォッチドッグタイマモード 

5 TME 0 R/W タイマイネーブル 

このビットを 1にセットすると TCNTがカウントを開始します。

クリアすると TCNTはカウント動作を停止し、H'00に初期化され

ます。 

4 － 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

3 RST/NMI 0 R/W リセットまたは NMI 

TCNTがオーバフローしたときに、内部リセットか NMI割り込み

要求かを選択します。 

0：NMI割り込みを要求 

1：内部リセットを要求 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 

1 

0 

CKS2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 2～0 

TCNTに入力するクロックを選択します。（ ）内はφ＝20MHz の

ときのオーバフロー周期を表します。 

000：φ/2（周期 25.6µs） 

001：φ/64（周期 819.2µs） 

010：φ/128（周期 1.6ms） 

011：φ/512（周期 6.6ms） 

100：φ/2048（周期 26.2ms） 

101：φ/8192（周期 104.9ms） 

110：φ/32768（周期 419.4ms） 

111：φ/131072（周期 1.68s） 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 

• TCSR_1 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 OVF 0 R/(W)*1 オーバフローフラグ 

TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したことを示します。 

［セット条件］ 

TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき 

ただし、ウォッチドッグタイマモードで、内部リセット要求を選

択した場合は、セット後、内部リセットにより自動的にクリアさ

れます。 

［クリア条件］ 

• OVF＝1の状態で、TCSRをリード後*2、OVFに 0をライトし

たとき 

• TMEビットに 0をライトしたとき 

6 WT/IT 0 R/W タイマモードセレクト 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマと

して使用するかを選択します。 

0：インターバルタイマモード 

1：ウォッチドッグタイマモード 

5 TME 0 R/W タイマイネーブル 

このビットを 1にセットすると TCNTがカウントを開始します。

クリアすると TCNTはカウント動作を停止し、H'00に初期化され

ます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 PSS 0 R/W プリスケーラセレクト 

TCNTに入力するクロックを選択します。 

0：φベースのプリスケーラ（PSM）の分周クロックをカウント

1：φSUBベースのプリスケーラ（PSS）の分周クロックをカウ

ント 

3 RST/NMI 0 R/W リセットまたは NMI 

TCNTがオーバフローしたときに、内部リセットか NMI割り込み

要求かを選択します。 

0：NMI割り込みを要求 

1：内部リセットを要求 

2 

1 

0 

CKS2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 2～0 

TCNTに入力するクロックを選択します。（ ）内はφ＝20MHz、

φSUB＝32.768kHzのときのオーバフロー周期を表します。 

PSS＝0の場合 

000：φ/2（周期 25.6µs） 

001：φ/64（周期 819.2µs） 

010：φ/128（周期 1.6ms） 

011：φ/512（周期 6.6ms） 

100：φ/2048（周期 26.2ms） 

101：φ/8192（周期 104.9ms） 

110：φ/32768（周期 419.4ms） 

111：φ/131072（周期 1.68s） 

PSS＝1の場合 

000：φSUB/2（周期 15.6ms） 

001：φSUB/4（周期 31.3ms） 

010：φSUB/8（周期 62.5ms） 

011：φSUB/16（周期 125ms） 

100：φSUB/32（周期 250ms） 

101：φSUB/64（周期 500ms） 

110：φSUB/128（周期 1s） 

111：φSUB/256（周期 2s） 

【注】 *1 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 *2 インターバルタイマ割り込みを禁止して OVFをポーリングした場合、OVF＝1の状態を 2回以上リードしてくだ

さい。 
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4.4 端子リセット 
RES端子によるリセットです。 

RES端子が Lowレベルになると、実行中の処理はすべて打ち切られ、本 LSIはリセット状態になります。

端子リセットで本 LSIを確実にリセットするために、電源投入時は最低 20msの間、RES端子を Lowレベル

に保持してください。動作中にリセット入力を行う場合は RES端子を最低 20ステートの間、Lowレベルに

保持してください。リセットによって、CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールの各レジスタが初期化されま

す。 
 

4.5 パワーオンリセット 
パワーオンリセット回路による内部リセットです。 

RES端子を Highレベルにした状態で電源を投入すると、パワーオンリセットが発生します。VCCが Vpor

を超えると、ある一定の時間（パワーオンリセット時間）経過後、パワーオンリセットは解除されます。パ

ワーオンリセット時間は、外部電源および LSIが安定するための時間です。 

RES端子を Highレベルにした状態で電源電圧が低下し VCCが Vpor以下になると、パワーオンリセットが

発生します。次に VCCが上昇し Vporを超えると、パワーオンリセット時間経過後、パワーオンリセットは

解除されます。 

また、パワーオンリセットが発生すると、RSTSRの PORFビットに１がセットされます。PORFビットは

リード専用のレジスタで端子リセットでのみ初期化されます。 

図 4.2にパワーオンリセットの動作を示します。 

Vpor*1

Vcc

Tpor*3 Tpor*3

RES

*2

"L"

"L"

PORF

26

 *1 Vpor

 *2 PORF

 *3 Tpor  

図 4.2 パワーオンリセットの動作 
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RES端子を Lowレベルにした状態（端子リセットの状態）で VCCを立ち上げた場合、VCCが Vporより

高いレベルにある状態で RES端子が Highレベルに解除されたときは、パワーオンリセット機能は無効とな

りパワーオンリセット時間を待たずにリセット例外処理を開始します。このとき、PORFビットは０にクリ

アされています。VCCが Vporを下回る状態で RES端子が Highレベルに解除されたときは、パワーオンリセ

ット機能が有効となります。この場合は VCCが Vpor以上になってパワーオンリセット時間が経過した後、

パワーオンリセットが解除され、リセット例外処理を開始します。このとき、PORFビットは１にセットさ

れています。 
 

4.6 ウォッチドッグタイマリセット 
ウォッチドッグタイマによる内部リセットです。 

TCSRの RST/NMIビットを１にセットしておくと、TCNTがオーバフローしたときに、ウォッチドッグタ

イマリセットが 518システムクロック間発生します。 

ウォッチドッグタイマリセットの詳細は「第 13章 ウォッチドッグタイマ（WDT）」を参照してくださ

い。 
 

4.7 リセット発生要因の判定 
RSTSR、SYSCRをリードすることにより、いずれのリセット発生要因でリセット例外処理が実行されたか

を確認することができます。図 4.3にリセット発生要因の判定フローの例を示します。 

SYSCR.

XRST=0

No

Yes
No

Yes

RSTSR.

PORF=1

 

図 4.3 リセット発生要因判定フロー例 
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5. 例外処理 

5.1 例外処理の種類と優先度 
例外処理要因には表 5.1に示すようにリセット、割り込み、直接遷移、およびトラップ命令があります。

これらの例外処理要因には表 5.1に示すように優先順位が設けられており、複数の例外処理が同時に発生し

た場合は、この優先度に従って受け付けられ処理されます。 

 
表 5.1 例外処理の種類と優先度 

優先度 例外処理の種類 例外処理開始タイミング 

高 リセット RES端子の Lowレベルから Highレベルへの遷移時、ウォッチドッグタイマのオーバフロ

ー、またはパワーオンリセット回路の低電圧検知により開始します。 

割り込み 割り込み要求が発生すると、命令または例外処理の実行終了時に開始します。ただし、

ANDC、ORC、XORC、LDC命令の実行終了時点、またはリセット例外処理の終了時点で

は割り込みの検出を行いません。 

直接遷移 SLEEP命令の実行により、直接遷移が発生すると開始します。 

 

低 

トラップ命令 トラップ（TRAPA）命令の実行により開始します。 

トラップ命令例外処理は、プログラム実行状態で常に受け付けられます。 
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5.2 例外処理要因とベクタテーブル 
例外処理要因には、それぞれ異なるベクタアドレスが割り当てられています。システムコントロールレジ

スタ 3（SYSCR3）の EIVSビットにより、H8S/2140Bグループ互換ベクタモードか、拡張ベクタモードを選

択できます。例外処理要因とベクタアドレスとの対応を表 5.2、表 5.3に示します。 
 

表 5.2 例外処理ベクタテーブル（H8S/2140Bグループ互換ベクタモード） 

例外処理要因 ベクタ番号 ベクタアドレス 

  アドバンストモード 

リセット 0 H'000000～H'000003 

システム予約 1 

｜ 

3 

H'000004～H'000007 

｜ 

H'00000C～H00000F 

システム予約 4 H'000010～H000013 

システム予約 5 H'000014～H000017 

直接遷移 6 H'000018～H00001B 

外部割り込み NMI 7 H'00001C～H'00001F 

トラップ命令（4要因） 8 

9 

10 

11 

H'000020～H'000023 

H'000024～H'000027 

H'000028～H'00002B 

H'00002C～H'00002F 

システム予約 12 

｜ 

15 

H'000030～H'000033 

｜ 

H'00003C～H'00003F 

外部割り込み IRQ0 

外部割り込み IRQ1 

外部割り込み IRQ2 

外部割り込み IRQ3 

外部割り込み IRQ4 

外部割り込み IRQ5 

外部割り込み IRQ6、KIN7～KIN0 

外部割り込み IRQ7、KIN15～KIN8 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

H'000040～H'000043 

H'000044～H'000047 

H'000048～H'00004B 

H'00004C～H'00004F 

H'000050～H'000053 

H'000054～H'000057 

H'000058～H'00005B 

H'00005C～H'00005F 

内部割り込み* 

 

24 

｜ 

29 

H'000060～H'000063 

｜ 

H'000074～H'000077 

システム予約 

システム予約 

外部割り込みWUE7～WUE0 

外部割り込みWUE15～WUE8 

30 

31 

32 

33 

H'000078～H'00007B 

H'00007C～H'00007F 

H'000080～H'000083 

H'000084～H'000087 
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例外処理要因 ベクタ番号 ベクタアドレス 

  アドバンストモード 

内部割り込み* 34 

｜ 

55 

H'000088～H'00008B 

｜ 

H'0000DC～H'0000DF 

外部割り込みIRQ8 

外部割り込みIRQ9 

外部割り込みIRQ10 

外部割り込みIRQ11 

外部割り込みIRQ12 

外部割り込みIRQ13 

外部割り込みIRQ14 

外部割り込みIRQ15 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

H'0000E0～H'0000E3 

H'0000E4～H'0000E7 

H'0000E8～H'0000EB 

H'0000EC～H'0000EF 

H'0000F0～H'0000F3 

H'0000F4～H'0000F7 

H'0000F8～H'0000FB 

H'0000FC～H'0000FF 

内部割り込み* 64 

｜ 

127 

H'000100～H'000103 

｜ 

H'0001FC～H'0001FF 

【注】 * 内部割り込みのベクタテーブルは「6.5 割り込み例外処理ベクタテーブル」を参照してください。 
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表 5.3 例外処理ベクタテーブル（拡張ベクタモード） 

ベクタアドレス 例外処理要因 ベクタ番号 

アドバンストモード 

リセット 0 H'000000～H'000003 

システム予約 1 

｜ 

3 

H'000004～H'000007 

｜ 

H'00000C～H00000F 

システム予約 4 H'000010～H000013 

システム予約 5 H'000014～H000017 

直接遷移 6 H'000018～H00001B 

外部割り込み NMI 7 H'00001C～H'00001F 

トラップ命令（4要因） 8 

9 

10 

11 

H'000020～H'000023 

H'000024～H'000027 

H'000028～H'00002B 

H'00002C～H'00002F 

システム予約 12 

｜ 

15 

H'000030～H'000033 

｜ 

H'00003C～H'00003F 

外部割り込み IRQ0 

外部割り込み IRQ1 

外部割り込み IRQ2 

外部割り込み IRQ3 

外部割り込み IRQ4 

外部割り込み IRQ5 

外部割り込み IRQ6 

外部割り込み IRQ7 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

H'000040～H'000043 

H'000044～H'000047 

H'000048～H'00004B 

H'00004C～H'00004F 

H'000050～H'000053 

H'000054～H'000057 

H'000058～H'00005B 

H'00005C～H'00005F 

内部割り込み* 

 

24 

｜ 

29 

H'000060～H'000063 

｜ 

H'000074～H'000077 

外部割り込み KIN7～KIN0 

外部割り込み KIN15～KIN8 

外部割り込みWUE7～WUE0 

外部割り込みWUE15～WUE8 

30 

31 

32 

33 

H'000078～H'00007B 

H'00007C～H'00007F 

H'000080～H'000083 

H'000084～H'000087 

内部割り込み* 34 

｜ 

55 

H'000088～H'00008B 

｜ 

H'0000DC～H'0000DF 
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ベクタアドレス 例外処理要因 ベクタ番号 

アドバンストモード 

外部割り込みIRQ8 

外部割り込みIRQ9 

外部割り込みIRQ10 

外部割り込みIRQ11 

外部割り込みIRQ12 

外部割り込みIRQ13 

外部割り込みIRQ14 

外部割り込みIRQ15 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

H'0000E0～H'0000E3 

H'0000E4～H'0000E7 

H'0000E8～H'0000EB 

H'0000EC～H'0000EF 

H'0000F0～H'0000F3 

H'0000F4～H'0000F7 

H'0000F8～H'0000FB 

H'0000FC～H'0000FF 

内部割り込み* 64 

｜ 

127 

H'000100～H'000103 

｜ 

H'0001FC～H'0001FF 

【注】 * 内部割り込みのベクタテーブルは「6.5 割り込み例外処理ベクタテーブル」を参照してください。 
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5.3 リセット 
リセットは、最も優先順位の高い例外処理です。RES端子が Lowレベルになると、実行中の処理はすべて

打ち切られ、本 LSIはリセット状態になります。端子リセットで本 LSIを確実にリセットするため、電源投

入時は最低 20msの間、RES端子を Lowレベルに保持してください。また、動作中にリセット入力を行う場

合は RES端子を最低 20ステートの間、Lowレベルに保持してください。リセットによって、CPUの内部状

態と内蔵周辺モジュールの各レジスタが初期化されます。またウォッチドッグタイマのオーバフローまたは

パワーオンリセット回路の低電圧検知によって、リセット状態とすることもできます。詳細は「第 4章 リ

セット」または「第 13章 ウォッチドッグタイマ（WDT）」を参照してください。 
 

5.3.1 リセット例外処理 
RES端子が一定期間 Lowレベルの後 Highレベルになったときおよびパワーオンリセットが解除されたと

き、リセット例外処理を開始し、本 LSIは次のように動作します。 

1. CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールの各レジスタが初期化され、CCRのIビットが1にセットされます。 

2. リセット例外処理ベクタアドレスをリードしてPCに転送した後、PCで示されるアドレスからプログラム

の実行を開始します。 
 
リセットシーケンスの例を図 5.1に示します。 
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RES

1

2

3

4

(1) U (1) L (3)

High

(4)

(1) U H'000000 (1) L H'000002 

(3) (2) U (2) L

(2) L(2) U

 

図 5.1 リセットシーケンス（モード 2） 
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5.3.2 リセット直後の割り込み 
リセット直後、スタックポインタ（SP）を初期化する前に割り込みを受け付けると、PCと CCRの退避が

正常に行われないため、プログラムの暴走につながります。これを防ぐため、リセット例外処理が実行され

た直後は、NMIを含めたすべての割り込み要求が禁止されます。すなわち、リセット直後はプログラムの先

頭 1命令が必ず実行されますので、プログラム先頭命令は SPを初期化する命令としてください（例：MOV.L 

＃xx：32, SP）。 
 

5.3.3 リセット解除後の内蔵周辺機能 
リセット解除後は、モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCRH、MSTPCRL、MSTPCRA、

MSTPCRB）は初期化され、すべてのモジュールがモジュールストップモードになっています。そのため、各

内蔵周辺モジュールのレジスタは、リード／ライトできません。モジュールストップモードを解除すること

により、レジスタのリード／ライトが可能となります。モジュールストップモードについての詳細は「第 24

章 低消費電力状態」を参照してください。 
 

5.4 割り込み例外処理 
割り込みは割り込みコントローラによって制御されます。割り込み例外処理を開始させる要因には、外部

割り込み要因（NMI、IRQ15～IRQ0、KIN15～KIN0、WUE15～WUE0）と、内蔵周辺モジュールからの内部

割り込み要因があります。NMIは最も優先順位の高い割り込みです。割り込みについての詳細は「第 6章 割

り込みコントローラ」を参照してください。 

割り込み例外処理は、次のように動作します。 

1. プログラムカウンタ（PC）とコンディションコードレジスタ（CCR）の内容をスタックに退避します。 

2. 割り込み要因に対応するベクタアドレスを生成し、ベクタテーブルからスタートアドレスをPCにロード

してその番地からプログラムの実行を開始します。 
 

5.5 トラップ命令例外処理 
トラップ命令例外処理は、TRAPA命令を実行すると例外処理を開始します。トラップ命令例外処理はプロ

グラム実行状態で常に実行可能です。 

トラップ命令例外処理は、次のように動作します。 

1. プログラムカウンタ（PC）とコンディションコードレジスタ（CCR）の内容をスタックに退避します。 

2. 割り込み要因に対応するベクタアドレスを生成し、ベクタテーブルからスタートアドレスをPCにロード

してその番地からプログラムの実行を開始します。 

TRAPA命令は、命令コード中で指定した 0～3のベクタ番号に対応するベクタテーブルからスタートアド

レスを取り出します。 
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表 5.4にトラップ命令例外処理実行後の CCRの状態を示します。 
 

表 5.4 トラップ命令例外処理後の CCRの状態 

割り込み制御モード CCR 

 I UI 

0 1にセット 実行前の値を保持 

1 1にセット 1にセット 

 

5.6 例外処理後のスタックの状態 
トラップ命令例外処理および割り込み例外処理後のスタックの状態を図 5.2に示します。 

SP CCR

PC

24

 

図 5.2 例外処理終了後のスタックの状態 
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5.7 使用上の注意事項 
ワードデータまたはロングワードデータをアクセスする場合は、アドレスの最下位ビットは 0とみなされ

ます。スタック領域に対するアクセスは常にワードサイズまたはロングワードサイズで行い、スタックポイ

ンタ（SP：ER7）の内容は奇数にしないでください。 

すなわち、レジスタの退避は 

 PUSH.W Rn （MOV.W Rn, @-SP） 

 PUSH.L ERn （MOV.L ERn, @-SP） 

また、レジスタの復帰は 

 POP.W  Rn （MOV.W @SP+, Rn） 

 POP.L ERn （MOV.L @SP+, ERn） 

を使用してください。 

SPを奇数に設定すると誤動作の原因となります。SPを奇数に設定したときの動作例を図 5.3に示します。 

SP

R1L

H'FFEFFA

H'FFEFFB

H'FFEFFC

H'FFEFFD

H'FFEFFF

R1L

PC

CCR

PC

CCR

PC

R1L

SP

TRAPA MOV.B R1L, -ER7

SP H'FFEFFF SP CCR

0

SP

SP

 

図 5.3 SPを奇数に設定したときの動作 
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6. 割り込みコントローラ 

6.1 特長 

• 2種類の割り込み制御モード 

システムコントロールレジスタ（SYSCR）のINTM1、INTM0ビットにより2種類の割り込み制御モード

を設定できます。 

• ICRにより、優先順位を設定可能 

インタラプトコントロールレジスタ（ICR）により、NMI、アドレスブレーク以外の割り込み要求にはモ

ジュールごとに優先順位を設定できます。 

• 3レベルの割り込みマスク制御 

割り込み制御モード、CCRのI、UIビット、およびICRにより3レベルの割り込みマスク制御を行うことが

できます。 

• 49本の外部割り込み端子 

NMIは最優先の割り込みで常に受け付けられます。NMIは立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジを

選択できます。IRQ15～IRQ0は立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジ、レベルセンスのいず

れかをそれぞれ独立に選択できます。WUE15～WUE0は立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジのいずれ

かをそれぞれ独立に選択できます。システムコントロールレジスタ3（SYSCR3）のEIVSビットが0の場

合、IRQ6割り込みはIRQ6からの割り込みとKIN7～KIN0との兼用になっています。また、IRQ7割り込み

はIRQ7からの割り込みとKIN15～KIN8との兼用になっています。EIVSビットが1の場合、KIN15～KIN0

は立ち下がりエッジで割り込みが要求されます。 

• 2種類の割り込みベクタアドレスの選択が可能 

システムコントロールレジスタ3（SYSCR3）のEIVSビットにより、H8S/2140Bグループ互換のベクタア

ドレスか、拡張した割り込みベクタアドレスを選択できます。割り込みベクタアドレスの拡張モードで

はKIN7～KIN0、KIN15～KIN8にそれぞれ個別のベクタアドレスを割り当てることができます。 

• IRQ15～IRQ6とExIRQ15～ExIRQ6で割り込み入力の兼用ポートの選択が可能 
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SYSCR

SYSCR3

NMI

KIN

WUE

IRQ

WOVI0 IBFI3

NMIEG

EIVS

INTM1 INTM0

NMI

IRQ

ISR

ISCR IER

ICR

I UI
CCR

CPU

ICR

ISCR 

IER 

ISR

KMIMR

WUEMR

SYSCR 

SYSCR3 

IRQ

IRQ

IRQ

3

 KMIMR WUEMR

KIN WUE

 

図 6.1 割り込みコントローラのブロック図 
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6.2 入出力端子 
割り込みコントローラの端子構成を表 6.1に示します。 

 

表 6.1 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

NMI 入力 ノンマスカブル外部割り込み端子 

立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジを選択可能です。 

IRQ15～IRQ0 

ExIRQ15～ExIRQ6 

入力 マスク可能な外部割り込み端子 

立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジ、レベルセンスのいずれかを独立に選

択可能です。IRQ15～IRQ6割り込みは、IRQmまたは ExIRQmのどの端子から入力す

るかを選択できます。                      （m＝15～6）

KIN15～KIN0 入力 マスク可能な外部割り込み端子 

EIVS＝0のとき 

立ち下がりエッジ、レベルセンスのいずれかを選択可能です。 

EIVS＝1のとき 

立ち下がりエッジで割り込みを要求します。 

WUE15～WUE0 入力 マスク可能な外部割り込み端子 

立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジのいずれかを独立に選択可能です。 
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6.3 レジスタの説明 
割り込みコントローラには以下のレジスタがあります。システムコントロールレジスタ（SYSCR）および 

システムコントロールレジスタ 3（SYSCR3）については「3.2.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR）」、

「3.2.4 システムコントロールレジスタ 3（SYSCR3）」を参照してください。 
 

表 6.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

インタラプトコントロールレジスタ A ICRA R/W H'00 H'FEE8 8 

インタラプトコントロールレジスタ B ICRB R/W H'00 H'FEE9 8 

インタラプトコントロールレジスタ C ICRC R/W H'00 H'FEEA 8 

インタラプトコントロールレジスタ D ICRD R/W H'00 H'FE87 8 

アドレスブレークコントロールレジスタ ABRKCR R/W － H'FEF4 8 

ブレークアドレスレジスタ A BARA R/W H'00 H'FEF5 8 

ブレークアドレスレジスタ B BARB R/W H'00 H'FEF6 8 

ブレークアドレスレジスタ C BARC R/W H'00 H'FEF7 8 

IRQセンスコントロールレジスタ 16H ISCR16H R/W H'00 H'FEFA 8 

IRQセンスコントロールレジスタ 16L ISCR16L R/W H'00 H'FEFB 8 

IRQセンスコントロールレジスタ H ISCRH R/W H'00 H'FEEC 8 

IRQセンスコントロールレジスタ L ISCRL R/W H'00 H'FEED 8 

IRQイネーブルレジスタ 16 IER16 R/W H'00 H'FEF8 8 

IRQイネーブルレジスタ IER R/W H'00 H'FFC2 8 

IRQステータスレジスタ 16 ISR16 R/W H'00 H'FEF9 8 

IRQステータスレジスタ ISR R/W H'00 H'FEEB 8 

IRQセンスポートセレクトレジスタ 16 ISSR16 R/W H'00 H'FEFC 8 

IRQセンスポートセレクトレジスタ ISSR R/W H'00 H'FEFD 8 

キーボードマトリクス割り込みマスクレジスタ A KMIMRA R/W H'FF H'FFF3 

H'FE83*1 

8 

キーボードマトリクス割り込みマスクレジスタ B KMIMRB R/W H'BF 

H'FF*2 

H'FFF1 

H'FE81*1 

8 

ウェイクアップイベント割り込みマスクレジスタ A WUEMRA R/W H'FF H'FE45 8 

ウェイクアップイベント割り込みマスクレジスタ B WUEMRB R/W H'FF H'FE44 8 

ウェイクアップセンスコントロールレジスタ A 

（WUE15～WUE8） 

WUESCRA R/W H'00 H'FE84 8 

ウェイクアップセンスコントロールレジスタ B 

（WUE7～WUE0） 

WUESCRB R/W H'00 H'FE96 8 

ウェイクアップ入力割り込みステータスレジスタ A

（WUE15～WUE8） 

WUESRA R/W H'00 H'FE85 8 
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レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

ウェイクアップ入力割り込みステータスレジスタ B

（WUE7～WUE0） 

WUESRB R/W H'00 H'FE97 8 

ウェイクアップイネーブルレジスタ WUEER R/W H'00 H'FE86 8 

【注】 *1 上段：RELOCATE＝0のとき、下段：RELOCATE＝1のときのアドレス 

 *2 上段：EIVS＝0のとき、下段：EIVS＝1のときの初期値 
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6.3.1 インタラプトコントロールレジスタ A～D（ICRA～ICRD） 
ICRは、NMIを除く割り込みのコントロールレベルを設定します。各割り込み要因と ICRA～ICRDの対応

を表 6.3に示します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 ICRn7 

～ 

ICRn0 

すべて 0 R/W 割り込みコントロールレベル 

0：対応する割り込み要因は割り込みコントロールレベル 0（非優先） 

1：対応する割り込み要因は割り込みコントロールレベル 1（優先） 

【注】 n：A～D 
 

表 6.3 各割り込み要因と ICRの対応（H8S/2140Bグループ互換ベクタモード EIVS＝0） 

レジスタ ビット ビット名 

ICRA ICRB ICRC ICRD 

7 ICRn7 IRQ0 A/D変換器 SCIF IRQ8～IRQ11 

6 ICRn6 IRQ1 TCM_0、TCM_1、

TCM_2 

SCI_1 IRQ12～IRQ15 

5 ICRn5 IRQ2、IRQ3 － － － 

4 ICRn4 IRQ4、IRQ5 － IIC_0（SMBUS） WUE0～WUE15 

3 ICRn3 IRQ6、IRQ7 TMR_0 IIC_2 TPU_0 

2 ICRn2 － TMR_1 － TPU_1 

1 ICRn1 WDT_0 TMR_X、TMR_Y LPC TPU_2 

0 ICRn0 WDT_1 PS2 － － 

【注】 n：A～D 

 －：リザーブビットです。初期値を変更しないでください。 
 

表 6.4 各割り込み要因と ICRの対応（拡張ベクタモード EIVS＝1） 

レジスタ ビット ビット名 

ICRA ICRB ICRC ICRD 

7 ICRn7 IRQ0 A/D変換器 SCIF IRQ8～IRQ11 

6 ICRn6 IRQ1 TCM_0、TCM_1、

TCM_2 

SCI_1 IRQ12～IRQ15 

5 ICRn5 IRQ2、IRQ3 － － KIN0～KIN15 

4 ICRn4 IRQ4、IRQ5 － IIC_0（SMBUS） WUE0～WUE15 

3 ICRn3 IRQ6、IRQ7 TMR_0 IIC_2 TPU_0 

2 ICRn2 － TMR_1 － TPU_1 

1 ICRn1 WDT_0 TMR_X 、TMR_Y LPC TPU_2 

0 ICRn0 WDT_1 PS2 － － 

【注】 n：A～D 

 －：リザーブビットです。初期値を変更しないでください。 
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6.3.2 アドレスブレークコントロールレジスタ（ABRKCR） 
ABRKCRは、アドレスブレークの制御を行います。CMFフラグ、BIEフラグがいずれも 1にセットされる

とアドレスブレークが要求されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CMF 不定 R コンディションマッチフラグ 

アドレスブレーク要因フラグです。BARA～BARCで設定したアドレスをプ
リフェッチしたことを示します。 

［クリア条件］ 

• アドレスブレーク割り込みを例外処理を実行したとき 

［セット条件］ 

• BIEフラグが 1のとき、BARA～BARCで設定したアドレスのプリフェッ

チを実行したとき 

6～1 － すべて 0 R リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

0 BIE 0 R/W ブレーク割り込みイネーブル 

アドレスブレークの許可/禁止を選択します。 

0：禁止 
1：許可 

 

6.3.3 ブレークアドレスレジスタ A～C（BARA～BARC） 
BARは、ブレークアドレスを発生させるアドレスを指定します。ブレークアドレスは、命令の第 1バイト

が存在するアドレスに設定してください。 
 

• BARA 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 A23～A16 すべて 0 R/W アドレス 23～16 

A23～A16ビットは、内部アドレスバスの A23～A16と比較されます。 

 

• BARB 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 A15～A8 すべて 0 R/W アドレス 15～8 

A15～A8ビットは、内部アドレスバスの A15～A8と比較されます。 

 

• BARC 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 A7～A1 すべて 0 R/W アドレス 7～1 

A7～A1ビットは、内部アドレスバスの A7～A1と比較されます。 

0 － 0 R リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
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6.3.4 IRQセンスコントロールレジスタ（ISCR16H、ISCR16L、ISCRH、ISCRL） 
ISCRは、IRQ15～IRQ0端子または ExIRQ15～ExIRQ6端子から割り込み要求を発生させる要因を選択しま

す。 
 

• ISCR16H 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

IRQ15SCB 

IRQ15SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

5 

4 

IRQ14SCB 

IRQ14SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

3 

2 

IRQ13SCB 

IRQ13SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

1 

0 

IRQ12SCB 

IRQ12SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

IRQnセンスコントロール B 

IRQnセンスコントロール A 

B A 

0 0：IRQnまたは ExIRQn入力の Lowレベルで割り込み要求を発生 

0 1：IRQnまたは ExIRQn入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生

1 0：IRQnまたは ExIRQn入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生

1 1：IRQnまたは ExIRQn入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで 

割り込み要求を発生 

 （n＝15～12）

【注】 IRQnと ExIRQn端子は、IRQセンスポートセレクトレジスタ 16

（ISSR16）により選択します。 

 

• ISCR16L 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

IRQ11SCB 

IRQ11SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

5 

4 

IRQ10SCB 

IRQ10SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

3 

2 

IRQ9SCB 

IRQ9SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

1 

0 

IRQ8SCB 

IRQ8SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

IRQnセンスコントロール B 

IRQnセンスコントロール A 

B A 

0 0：IRQnまたは ExIRQn入力の Lowレベルで割り込み要求を発生 

0 1：IRQnまたは ExIRQn入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生

1 0：IRQnまたは ExIRQn入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生

1 1：IRQnまたは ExIRQn入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで 

割り込み要求を発生 

 （n＝11～8） 

【注】 IRQnと ExIRQn端子は、IRQセンスポートセレクトレジスタ 16

（ISSR16）により選択します。 
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• ISCRH 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

IRQ7SCB 

IRQ7SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

5 

4 

IRQ6SCB 

IRQ6SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

3 

2 

IRQ5SCB 

IRQ5SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

1 

0 

IRQ4SCB 

IRQ4SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

IRQnセンスコントロール B 

IRQnセンスコントロール A 

B A 

0 0：IRQnまたは ExIRQn入力の Lowレベルで割り込み要求を発生 

0 1：IRQnまたは ExIRQn入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生

1 0：IRQnまたは ExIRQn入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生

1 1：IRQnまたは ExIRQn入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで 

割り込み要求を発生 

 （n＝7～4） 

【注】 IRQnと ExIRQn端子は、IRQセンスポートセレクトレジスタ（ISSR）

により選択します。ExIRQ5、ExIRQ4端子はサポートしません。 

 

• ISCRL 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

IRQ3SCB 

IRQ3SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

5 

4 

IRQ2SCB 

IRQ2SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

3 

2 

IRQ1SCB 

IRQ1SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

1 

0 

IRQ0SCB 

IRQ0SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

IRQnセンスコントロール B 

IRQnセンスコントロール A 

B A 

0 0：IRQn入力の Lowレベルで割り込み要求を発生 

0 1：IRQn入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

1 0：IRQn入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

1 1：IRQn入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み要求を発生

 （n＝3～0） 
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6.3.5 IRQイネーブルレジスタ（IER16、IER） 
IERは、IRQ15～IRQ0割り込み要求をイネーブルにします。 

 

• IER16 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

IRQ15E 

IRQ14E 

IRQ13E 

IRQ12E 

IRQ11E 

IRQ10E 

IRQ9E 

IRQ8E 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

IRQnイネーブル 

このビットが 1のとき IRQn割り込み要求がイネーブルになります。 

 （n＝15～8）

 

• IER 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

IRQ7E 

IRQ6E 

IRQ5E 

IRQ4E 

IRQ3E 

IRQ2E 

IRQ1E 

IRQ0E 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

IRQnイネーブル 

このビットが 1のとき IRQn割り込み要求がイネーブルになります。 

 （n＝7～0）
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6.3.6 IRQステータスレジスタ（ISR16、ISR） 
ISRは、IRQ15～IRQ0割り込み要求フラグレジスタです。 

 

• ISR16 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

IRQ15F 

IRQ14F 

IRQ13F 

IRQ12F 

IRQ11F 

IRQ10F 

IRQ9F 

IRQ8F 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

［セット条件］ 

• ISCR16で選択した割り込み要因が発生したとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• Lowレベル検出設定の状態かつ IRQnまたは ExIRQn入力が Highレベルの

状態で、割り込み例外処理を実行したとき 

• 立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジ検出設定時の状態で IRQn

割り込み例外処理を実行したとき 

 （n＝15～8）

【注】 IRQnと ExIRQn端子は、IRQセンスポートセレクトレジスタ 16

（ISSR16）により選択します。 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 

• ISR 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

IRQ7F 

IRQ6F 

IRQ5F 

IRQ4F 

IRQ3F 

IRQ2F 

IRQ1F 

IRQ0F 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

［セット条件］ 

• ISCRで選択した割り込み要因が発生したとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• Lowレベル検出設定の状態かつ IRQnまたは ExIRQn入力が Highレベルの

状態で、割り込み例外処理を実行したとき 

• 立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジ検出設定時の状態で IRQn

割り込み例外処理を実行したとき 

 （n＝7～0）

【注】 IRQnと ExIRQn端子は、IRQセンスポートセレクトレジスタ（ISSR）

により選択します。ExIRQ5～ExIRQ0端子はサポートしません。 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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6.3.7 IRQセンスポートセレクトレジスタ 16（ISSR16） 
IRQセンスポートセレクトレジスタ（ISSR） 

ISSR16、ISSRは、IRQ15～IRQ0割り込みの外部入力を IRQ15～IRQ7端子と ExIRQ15～ExIRQ7端子から

選択します。 

• ISSR16 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ISS15 0 R/W 0：P97/IRQ15を選択します。 

1：PG7/ExIRQ15を選択します。 

6 ISS14 0 R/W 0：P95/IRQ14を選択します。 

1：PG6/ExIRQ14を選択します。 

5 ISS13 0 R/W 0：P94/IRQ13を選択します。 

1：PG5/ExIRQ13を選択します。 

4 ISS12 0 R/W 0：P93/IRQ12を選択します。 

1：PG4/ExIRQ12を選択します。 

3 ISS11 0 R/W 0：PF3/IRQ11を選択します。 

1：PG3/ExIRQ11を選択します。 

2 ISS10 0 R/W 0：PF2/IRQ10を選択します。 

1：PG2/ExIRQ10を選択します。 

1 ISS9 0 R/W 0：PF1/IRQ9を選択します。 

1：PG1/ExIRQ9を選択します。 

0 ISS8 0 R/W 0：PF0/IRQ8を選択します。 

1：PG0/ExIRQ8を選択します。 

 

• ISSR 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ISS7 0 R/W 0：P67/IRQ7を選択します。 

1：PH1/ExIRQ7を選択します。 

6～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 
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6.3.8 キーボードマトリクス割り込みマスクレジスタ（KMIMRA、KMIMRB） 
ウェイクアップイベント割り込みマスクレジスタ（WUEMRA、WUEMRB） 

KMIMR、WUEMRは、キーセンス割り込み入力（KIN15～KIN0）およびウェイクアップイベント割り込み 

入力（WUE15～WUE0）のマスク制御を行います。 
 

• KMIMRA 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

KMIMR15 

KMIMR14 

KMIMR13 

KMIMR12 

KMIMR11 

KMIMR10 

KMIMR9 

KMIMR8 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

キーボードマトリクス割り込みマスク 

キーセンス入力割り込み要求（KIN15～KIN8）を制御します。 

0：キーセンス入力割り込み要求を許可 

1：キーセンス入力割り込み要求を禁止 

 

• KMIMRB 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

KMIMR7 

KMIMR6 

KMIMR5 

KMIMR4 

KMIMR3 

KMIMR2 

KMIMR1 

KMIMR0 

1 

0/1* 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

キーボードマトリクス割り込みマスク 

キーセンス入力割り込み要求（KIN7～KIN0）を制御します。 

0：キーセンス入力割り込み要求を許可 

1：キーセンス入力割り込み要求を禁止 

KMIMR6はEIVS＝0のとき IRQ6端子割り込み要求のマスク制御も同時に行い

ます。EIVS＝0とすると本ビットは 0にクリアされます。 

【注】 * EIVS＝0のとき初期値 0、EIVS＝1のとき初期値 1 
 

• WUEMRA 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

WUEMR15 

WUEMR14 

WUEMR13 

WUEMR12 

WUEMR11 

WUEMR10 

WUEMR9 

WUEMR8 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

ウェイクアップイベント割り込みマスク 

ウェイクアップイベント入力割り込み要求（WUE15～WUE8）を制御します。

0：ウェイクアップイベント入力割り込み要求を許可 

1：ウェイクアップイベント入力割り込み要求を禁止 
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• WUEMRB 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

WUEMR7 

WUEMR6 

WUEMR5 

WUEMR4 

WUEMR3 

WUEMR2 

WUEMR1 

WUEMR0 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

ウェイクアップイベント割り込みマスク 

ウェイクアップイベント入力割り込み要求（WUE7～WUE0）を制御します。

0：ウェイクアップイベント入力割り込み要求を許可 

1：ウェイクアップイベント入力割り込み要求を禁止 

 

H8S/2140Bグループ互換ベクタモードでの IRQ7、IRQ6割り込み、KMIMRA、KMIMRBとの関係を図 6.2

に示します。また、拡張ベクタモードでの関係を図 6.3に示します。 

KMIMR0 1

KMIMR5 1

KMIMR6 0

KMIMR7 1

P60/KIN0

P65/KIN5

P66/KIN6/IRQ6

P67/KIN7/IRQ7

KMIMR8 1
PA0/KIN8

KMIMR9 1
PA1/KIN9

KMIMR15 1
PA7/KIN15

IRQ6  

IRQ7  

IRQ6

IRQ7

 

 

PH1/ExIRQ7

ISS7 6.3.7 IRQ 16

ISSR16 IRQ ISSR

ISS7

 

図 6.2 IRQ7、IRQ6割り込みと KIN15～KIN0割り込み KMIMRA、KMIMRBとの関係 
（H8S/2140Bグループ互換ベクタモード EIVS＝0） 
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H8S/2140Bグループ互換ベクタモードのときは、KMIMR15～KMKMR8の 1ビットでも 0にクリアされて

いると、IRQ7端子からの割り込み入力が無視されます。また、KIN7～KIN0端子、あるいは KIN15～KIN8

端子を、キーセンス割り込み入力端子として使用する場合は、それぞれ対応する割り込み要因（IRQ6あるい

は IRQ7）の割り込みセンス条件を、必ず Lowレベルセンスまたは立ち下りエッジセンスに設定してくださ

い。また、ExIRQ6端子からの割り込み入力はできません。 

KIN  

KIN7 KIN0

KIN

ISS7

IRQ6  
 

IRQ7  
 

KINA

KIN15 KIN8  

KINA

KMIMR0 1

KMIMR5 1

KMIMR6 1

KMIMR7 1

P60/KIN0

P65/KIN5

P66/KIN6/IRQ6

P67/KIN7/IRQ7

KMIMR8 1
PA0/KIN8

KMIMR15 1
PA7/KIN15

PH0/ExIRQ6

PH1/ExIRQ7

ISS7 6.3.7 IRQ 16

ISSR16 IRQ ISSR  

図 6.3 IRQ7、IRQ6割り込みと KIN15～KIN0割り込み、 
KMIMRA、KMIMRBとの関係（拡張ベクタモード EIVS＝1） 

 

拡張ベクタモードでは KMIMR6の初期値は 1となり IRQ6端子割り込みの制御は行いません。IRQ6割り込

みは ExIRQ6端子からの割り込み入力となります。 
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6.3.9 ウェイクアップセンスコントロールレジスタ（WUESCRA、WUESCRB） 
ウェイクアップ入力割り込みステータスレジスタ（WUESRA、WUESRB） 
ウェイクアップイネーブルレジスタ（WUEER） 

WUESCR、WUESR、WUEERは、ウェイクアップイベント割り込み入力（WUE15～WUE0）の割り込み要

因を選択、割り込み要求フラグレジスタ、割り込み許可／禁止を制御します。 
 

• WUESCRA 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

WUE15SC 

WUE14SC 

WUE13SC 

WUE12SC 

WUE11SC 

WUE10SC 

WUE9SC 

WUE8SC 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

ウェイクアップイベント割り込み要因選択 

ウェイクアップイベント割り込み入力（WUE15～WUE8）の割り込み要求を発

生させる要因を選択します。 

0：WUEn入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

1：WUEn入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

 （n＝15～8） 

 

• WUESCRB 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

WUE7SC 

WUE6SC 

WUE5SC 

WUE4SC 

WUE3SC 

WUE2SC 

WUE1SC 

WUE0SC 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

ウェイクアップイベント割り込み要因選択 

ウェイクアップイベント割り込み入力（WUE7～WUE0）の割り込み要求を発

生させる要因を選択します。 

0：WUEn入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

1：WUEn入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

 （n＝7～0） 

 

• WUESRA 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

WUE15F 

WUE14F 

WUE13F 

WUE12F 

WUE11F 

WUE10F 

WUE9F 

WUE8F 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

ウェイクアップ入力割り込み（WUE15～WUE8）要求フラグレジスタ 

ウェイクアップ入力割り込み（WUE15～WUE8）要求の発生を示すステータス

フラグです。 

［セット条件］ 

• ウェイクアップ入力割り込みが発生したとき。 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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• WUESRB 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

WUE7F 

WUE6F 

WUE5F 

WUE4F 

WUE3F 

WUE2F 

WUE1F 

WUE0F 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

ウェイクアップ入力割り込み（WUE7～WUE0）要求フラグレジスタ 

ウェイクアップ入力割り込み（WUE7～WUE0）要求の発生を示すステータス

フラグです。 

［セット条件］ 

• ウェイクアップ入力割り込みが発生したとき。 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 

• WUEER 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 WUEAE 0 R/W WUE15～WUE8イネーブル 

このビットが 1のときWUE割り込み要求がイネーブルになります。 

0：ウェイクアップ入力割り込み要求を禁止 

1：ウェイクアップ入力割り込み要求を許可 

6 WUEBE 0 R/W WUE7～WUE0イネーブル 

このビットが 1のときWUE割り込み要求がイネーブルになります。 

0：ウェイクアップ入力割り込み要求を禁止 

1：ウェイクアップ入力割り込み要求を許可 

5～0 ─ すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 
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6.4 割り込み要因 

6.4.1 外部割り込み要因 
外部割り込みには、NMI、IRQ15～IRQ0、KIN15～KIN0、WUE15～WUE0の割り込み要因があります。こ

れらは、すべてソフトウェアスタンバイモードからの復帰に使用できます。 

（1） NMI割り込み 

ノンマスカブル割り込み要求 NMIは最優先の外部割り込み要求で、割り込み制御モードや CPUの割り込

みマスクビットの状態にかかわらず常に受け付けられます。NMI端子の立ち上がりエッジと立ち下がりエッ

ジのいずれで割り込み要求を発生させるか、SYSCRの NMIEGビットで選択できます。 
 

（2） IRQ15～IRQ0割り込み 

IRQ15～IRQ0割り込みは IRQ15～IRQ0端子または ExIRQ15～ExIRQ6端子の入力信号により割り込み要求

を発生します。IRQ15～IRQ0割り込みには以下の特長があります。 

• IRQ15～IRQ0割り込み要求により、独立のベクタアドレスで割り込み例外処理を開始できます。 

• IRQ15～IRQ0端子またはExIRQ15～ExIRQ6端子のLowレベル、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジお

よび両エッジのいずれで割り込み要求を発生させるか、ISCRで選択できます。 

• IRQ15～IRQ0割り込み要求はIERによりマスクできます。 

• IRQ15～IRQ0割り込み要求のステータスは、ISRに表示されます。ISRのフラグはソフトウェアで0にクリ

アすることができます。 
 

IRQ15～IRQ0割り込み要求を IRQn入力の Lowレベルで発生するようにした場合、割り込み要求時には当

該 IRQ入力を割り込み処理開始まで Lowレベルに保持してください。その後、割り込み処理ルーチン内で、

当該 IRQ入力を Highレベルに戻し、かつ ISRの IRQnFビット（n＝15～0）を 0にクリアしてください。割

り込み処理開始前に、当該 IRQ入力を Highレベルに戻すと当該割り込みが実行されない場合があります。 

IRQ15～IRQ0割り込みの検出は、当該の端子が入力に設定されているか、出力に設定されているかに依存

しません。したがって、外部割り込み入力端子として使用する場合には、対応するポートの DDRを 0にクリ

アしてそのほかの機能の入出力端子としては使用しないでください。 

IRQ15～IRQ0割り込みのブロック図を図 6.4に示します。 
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IRQn

 

IRQnE

IRQnF

S

R

Q

IRQnSCA IRQnSCB

IRQ6 ExIRQ6 EIVS

n 15 7

m 15 7

IRQn

ISSm

ExIRQn

 

図 6.4 IRQ15～IRQ7割り込みのブロック図 

 

（3） KIN15～KIN0割り込み 

KIN15～KIN0割り込みは、KIN15～KIN0端子の入力信号により要求されます。システムコントロールレジ

スタ 3（SYSCR3）の EIVSビットにより、KIN15～KIN0割り込みは以下のように機能が切り換わります。 

（a） H8S/2140Bグループ互換ベクタモード（SYSCR3の EIVSビットが 0の場合） 

• KIN15～KIN8割り込みはIRQ7割り込み、KIN7～KIN0割り込みはIRQ6割り込みとなります。割り込み要

求の発生の端子条件、割り込み要求の許可、割り込みコントロールレベルの設定、および割り込み要求

のステータス表示は、IRQ7およびIRQ6割り込みの各設定、表示に従います。 

• KIN15～KIN0割り込み要求はKMIMRA、KMIMRBによりマスクできます。 

• KIN7～KIN0端子をキーセンス割り込み入力端子として使用する場合は、それぞれの対応する割り込み要

因（IRQ6あるいはIRQ7）の割り込みセンス条件をLowレベルセンスまたは立ち下がりエッジセンスに設

定する必要があります。 

• IRQ6端子をIRQ6割り込み入力端子として使用する場合は、KMIMR6ビットを0にクリアしてください。

また、IRQ7端子をIRQ7割り込み入力端子として使用する場合は、必ずKMIMR15～KMIMR8の各ビット

をすべて1にセットしてください。いずれか1ビットでも0にクリアされていると、IRQ7端子からのIRQ7

割り込みが無視されます。 
 

（b） 拡張ベクタモード（SYSCR3の EIVSビットが 1の場合） 

• KIN15～KIN8、KIN7～KIN0の各々がひとつのグループとなっています。同一グループの割り込み要求は、

同一のベクタアドレスから割り込み例外処理を開始します。 

• KIN15～KIN0端子の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生します。 

• KIN15～KIN0割り込み要求はKMIMRA、KMIMRBによりマスクできます。 
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• KIN15～KIN0割り込み要求のステータスは表示されません。 

IRQ6割り込みはExIRQ6端子のみ有効となります。IRQ6端子はKIN割り込みのみ有効となりKIN6端子と

なります。またこのとき、KMIMR6の初期値は1となります。IRQ7割り込みはISS7ビットの切り替えによ

りIRQ7端子およびExIRQ7端子の選択ができ、KMIMR15～KMIMR8に依存しません。KIN15～KIN0割り

込みの検出は、当該の端子が入力に設定されているか、出力に設定されているかに依存しません。した

がって、外部割り込み入力端子として使用する場合には、対応するポートのDDRを0にクリアしてそのほ

かの機能の入出力端子としては使用しないでください。 
 

（4） WUE15～WUE0割り込み 

WUE15～WUE0割り込みはWUE15～WUE0端子の入力信号により割り込み要求を発生します。WUE15～

WUE0割り込みには以下の特長があります。 

• WUE15～WUE8、WUE7～WUE0の各々がひとつのグループとなっています。同一グループの割り込み要

求は、同一のベクタアドレスから割り込み例外処理を開始します。 

• WUE15～WUE0端子の立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジのいずれで割り込み要求を発生させるか、

WUESCRで選択できます。 

• WUE15～WUE0割り込み要求はWUEERによりマスクできます。 

• WUE15～WUE0割り込み要求のステータスは、WUESRに表示されます。WUESRのフラグはソフトウェ

アで0にクリアすることができます。 
 

WUE15～WUE0割り込みの検出は、当該の端子が入力に設定されているか、出力に設定されているかに依

存しません。したがって、外部割り込み入力端子として使用する場合には、対応するポートの DDRを 0にク

リアしてそのほかの機能の入出力端子としては使用しないでください。 

WUE15～WUE0割り込みのブロック図を図 6.5に示します。 

WUEn  S

R

Q

WUEMRn

WUEn

n 15 0  

図 6.5 WUE15～WUE0割り込みのブロック図 
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6.4.2 内部割り込み要因 
内蔵周辺モジュールからの内部割り込み要因には以下の特長があります。 

1. 各内蔵周辺モジュールには、割り込み要求のステータスを表示するフラグと、これらの割り込みイネー

ブルビットがあり、独立にマスクすることができます。イネーブルビットが1のとき割り込み要求が割り

込みコントローラに送られます。 

2. ICRによって割り込みのコントロールレベルを設定できます。 
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6.5 割り込み例外処理ベクタテーブル 
表 6.5、表 6.6に割り込み例外処理要因とベクタアドレスおよび割り込み優先順位の一覧を示します。ベク

タアドレスはシステムコントロールレジスタ 3（SYSCR3）の EIVSビットで H8S/2140Bグループ互換モード

と拡張モードを選択可能です。 

デフォルトの優先順位はベクタ番号の小さいものほど高くなっています。同一優先順位に設定されたモジ

ュールはデフォルトの優先順位に従います。モジュール内の優先順位は固定されています。 

ICRのビットが割り当てられているモジュールは、割り込みコントロールレベルを設定することができま

す。割り込みコントロールレベルと CCRの I、UIビットにより、コントロールレベル 1（優先）に設定した

モジュールの割り込みは、コントロールレベル 0（非優先）に設定したモジュールの割り込みより優先して

処理できます。 
 

表 6.5 割り込み要因とベクタアドレスおよび割り込み優先順位一覧 
（H8S/2140Bグループ互換ベクタモード） 

割り込み要因 名  称 ベクタ ベクタアドレス ICR 優先

発生元  番号 アドバンストモード  順位

外部端子 NMI 7 H'00001C － 高 

 IRQ0 16 H'000040 ICRA7  

 IRQ1 17 H'000044 ICRA6  

 IRQ2 

IRQ3 

18 

19 

H'000048 

H'00004C 

ICRA5  

 IRQ4 

IRQ5 

20 

21 

H'000050 

H'000054 

ICRA4  

 IRQ6、KIN7～KIN0 

IRQ7、KIN15～KIN8 

22 

23 

H'000058 

H'00005C 

ICRA3  

－ システム予約 24 H'000060 －  

WDT_0 WOVI0（インターバルタイマ） 25 H'000064 ICRA1  

WDT_1 WOVI1（インターバルタイマ） 26 H'000068 ICRA0  

－ アドレスブレーク 27 H'00006C －  

A/D変換器 ADI（A/D変換終了） 28 H'000070 ICRB7  

 － システム予約 29 

｜ 

31 

H'000074 

｜ 

H'00007C 

－ 

 

外部端子 WUE7～WUE0 

WUE15～WUE8 

32 

33 

H'000080 

H'000084 

ICRD4

低 

 



6. 割り込みコントローラ 

Rev.2.00  2009.09.18  6-23

  RJJ09B0473-0200 

割り込み要因 名  称 ベクタ ベクタアドレス ICR 優先

発生元  番号 アドバンストモード  順位

TPU_0 TGI0A（TGR0Aインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI0B（TGR0Bインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI0C（TGR0Cインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI0D（TGR0Dインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI0V（オーバフロー0） 

34 

35 

36 

37 

38 

H'000088 

H'00008C 

H'000090 

H'000094 

H'000098 

ICRD3 高 

TPU_1 TGI1A（TGR1Aインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI1B（TGR1Bインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI1V（オーバフロー1） 

TGI1U（アンダフロー1） 

39 

40 

41 

42 

H'00009C 

H'0000A0 

H'0000A4 

H'0000A8 

ICRD2  

TPU_2 TGI2A（TGR2Aインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI2B（TGR2Bインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI2V（オーバフロー2） 

TGI2U（アンダフロー2） 

43 

44 

45 

46 

H'0000AC 

H'0000B0 

H'0000B4 

H'0000B8 

ICRD1

－ システム予約 47 H'0000BC － 

 

TCM_0 TICI0（インプットキャプチャ） 

TCMI0（コンペアマッチ） 

TOVMI0（周期オーバフロー） 

TUDI0（周期アンダフロー） 

TOVI0（オーバフロー） 

48 H'0000C0 ICRB6  

 

 

 

 

TCM_1 TICI1（インプットキャプチャ） 

TCMI1（コンペアマッチ） 

TOVMI1（周期オーバフロー） 

TUDI1（周期アンダフロー） 

TOVI1（オーバフロー） 

49 H'0000C4   

 

 

 

 

TCM_2 TICI2（インプットキャプチャ） 

TCMI2（コンペアマッチ） 

TOVMI2（周期オーバフロー） 

TUDI2（周期アンダフロー） 

TOVI2（オーバフロー） 

50 H'0000C8   

 

 

 

－ システム予約 51 

｜ 

55 

H'0000CC 

｜ 

H'0000DC 

－  

 

低 
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割り込み要因 名  称 ベクタ ベクタアドレス ICR 優先

発生元  番号 アドバンストモード  順位

外部端子 IRQ8 

IRQ9 

IRQ10 

IRQ11 

56 

57 

58 

59 

H'0000E0 

H'0000E4 

H'0000E8 

H'0000EC 

ICRD7 高 

 IRQ12 

IRQ13 

IRQ14 

IRQ15 

60 

61 

62 

63 

H'0000F0 

H'0000F4 

H'0000F8 

H'0000FC 

ICRD6

TMR_0 CMIA0（コンペアマッチ A） 

CMIB0（コンペアマッチ B） 

OVI0（オーバフロー） 

64 

65 

66 

H'000100 

H'000104 

H'000108 

ICRB3

－ システム予約 67 H'00010C － 

TMR_1 CMIA1（コンペアマッチ A） 

CMIB1（コンペアマッチ B） 

OVI1（オーバフロー） 

68 

69 

70 

H'000110 

H'000114 

H'000118 

ICRB2

－ システム予約 71 H'00011C － 

TMR_X 

TMR_Y 

CMIAY（コンペアマッチ A） 

CMIBY（コンペアマッチ B） 

OVIY（オーバフロー） 

ICIX（インプットキャプチャ） 

CMIAX（コンペアマッチ A） 

CMIBX（コンペアマッチ B） 

OVIX（オーバフロー） 

72 

73 

74 

75 

76 

77 

78 

H'000120 

H'000124 

H'000128 

H'00012C 

H'000130 

H'000134 

H'000138 

ICRB1

 

 

 

－ システム予約 79 

｜ 

81 

H'00013C 

｜ 

H'000144 

－ 

 

 

SCIF SCIF（SCIF割り込み） 82 H'000148 ICRC7

－ システム予約 83 H'00014C － 

 

 

 

 

低 
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割り込み要因 名  称 ベクタ ベクタアドレス ICR 優先

発生元  番号 アドバンストモード  順位

SCI_1 ERI1（受信エラー1） 

RXI1（受信完了 1） 

TXI1（送信データエンプティ 1） 

TEI1（送信終了 1） 

84 

85 

86 

87 

H'000150 

H'000154 

H'000158 

H'00015C 

ICRC6 高 

－ システム予約 88 

｜ 

91 

H'000160 

｜ 

H'00016C 

－  

IIC_0 

（SMBUS） 

IICI0（1バイト送信／受信完了） 92 H'000170 ICRC4  

－ システム予約 93 

94 

H'000174 

H'000178 

－ 

IIC_2 IICI2（1バイト送信／受信完了） 95 H'00017C ICRC3

PS2 KBIA（受信完了 A） 

KBIB（受信完了 B） 

96 

97 

H'000180 

H'000184 

ICRB0

－ システム予約 98 H'000188 － 

PS2 KBTIA（送信完了 A）／KBCA（1st KCLKA） 

KBTIB（送信完了 B）／KBCB（1st KCLKB） 

99 

100 

H'00018C 

H'000190 

ICRB0

－ システム予約 101 

｜ 

105 

H'000194 

｜ 

H'0001A4 

－ 

LPC OBEI（ODR1～4送信完了） 

IBFI4（IDR4受信完了） 

ERRI（転送エラー他） 

IBFI1（IDR1受信完了） 

IBFI2（IDR2受信完了） 

IBFI3（IDR3受信完了） 

106 

107 

108 

109 

110 

111 

H'0001A8 

H'0001AC 

H'0001B0 

H'0001B4 

H'0001B8 

H'0001BC 

ICRC1

 

－ システム予約 112 

｜ 

127 

H'0001C0 

｜ 

H'0001FC 

－ 

低 
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表 6.6 割り込み要因とベクタアドレスおよび割り込み優先順位一覧（拡張ベクタモード） 

割り込み要因 名  称 ベクタ ベクタアドレス ICR 優先

発生元  番号 アドバンストモード  順位

外部端子 NMI 7 H'00001C － 高 

 IRQ0 16 H'000040 ICRA7  

 IRQ1 17 H'000044 ICRA6  

 IRQ2 

IRQ3 

18 

19 

H'000048 

H'00004C 

ICRA5  

 IRQ4 

IRQ5 

20 

21 

H'000050 

H'000054 

ICRA4  

 IRQ6 

IRQ7 

22 

23 

H'000058 

H'00005C 

ICRA3  

－ システム予約 24 H'000060 －  

WDT_0 WOVI0（インターバルタイマ） 25 H'000064 ICRA1  

WDT_1 WOVI1（インターバルタイマ） 26 H'000068 ICRA0  

－ アドレスブレーク 27 H'00006C －  

A/D変換器 ADI（A/D変換終了） 28 H'000070 ICRB7  

－ システム予約 29 H'000074 －  

外部端子 KIN7～KIN0 

KIN15～KIN8 

30 

31 

H'000078 

H'00007C 

ICRD5  

外部端子 WUE7～WUE0 

WUE15～WUE8 

32 

33 

H'000080 

H'000084 

ICRD4  

TPU_0 TGI0A（TGR0Aインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI0B（TGR0Bインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI0C（TGR0Cインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI0D（TGR0Dインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI0V（オーバフロー0） 

34 

35 

36 

37 

38 

H'000088 

H'00008C 

H'000090 

H'000094 

H'000098 

ICRD3  

TPU_1 TGI1A（TGR1Aインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI1B（TGR1Bインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI1V（オーバフロー1） 

TGI1U（アンダフロー1） 

39 

40 

41 

42 

H'00009C 

H'0000A0 

H'0000A4 

H'0000A8 

ICRD2  

 

 

 

TPU_2 TGI2A（TGR2Aインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI2B（TGR2Bインプットキャプチャ／コンペアマッチ）

TGI2V（オーバフロー2） 

TGI2U（アンダフロー2） 

43 

44 

45 

46 

H'0000AC 

H'0000B0 

H'0000B4 

H'0000B8 

ICRD1

－ システム予約 47 H'0000BC － 

 
 
 
 

 

低 
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割り込み要因 名  称 ベクタ ベクタアドレス ICR 優先

発生元  番号 アドバンストモード  順位

TCM_0 TICI0（インプットキャプチャ） 

TCMI0（コンペアマッチ） 

TOVMI0（周期オーバフロー） 

TUDI0（周期アンダフロー） 

TOVI0（オーバフロー） 

48 H'0000C0 ICRB6 高 

TCM_1 TICI1（インプットキャプチャ） 

TCMI1（コンペアマッチ） 

TOVMI1（周期オーバフロー） 

TUDI1（周期アンダフロー） 

TOVI1（オーバフロー） 

49 H'0000C4   

TCM_2 TICI2（インプットキャプチャ） 

TCMI2（コンペアマッチ） 

TOVMI2（周期オーバフロー） 

TUDI2（周期アンダフロー） 

TOVI2（オーバフロー） 

50 H'0000C8   

－ システム予約 51 

｜ 

55 

H'0000CC 

｜ 

H'0000DC 

－  

外部端子 IRQ8 

IRQ9 

IRQ10 

IRQ11 

56 

57 

58 

59 

H'0000E0 

H'0000E4 

H'0000E8 

H'0000EC 

ICRD7  

 IRQ12 

IRQ13 

IRQ14 

IRQ15 

60 

61 

62 

63 

H'0000F0 

H'0000F4 

H'0000F8 

H'0000FC 

ICRD6  

TMR_0 CMIA0（コンペアマッチ A） 

CMIB0（コンペアマッチ B） 

OVI0（オーバフロー） 

64 

65 

66 

H'000100 

H'000104 

H'000108 

ICRB3

－ システム予約 67 H'00010C － 

 

TMR_1 CMIA1（コンペアマッチ A） 

CMIB1（コンペアマッチ B） 

OVI1（オーバフロー） 

68 

69 

70 

H'000110 

H'000114 

H'000118 

ICRB2

－ システム予約 71 H'00011C － 

 

 

 

低 
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割り込み要因 名  称 ベクタ ベクタアドレス ICR 優先

発生元  番号 アドバンストモード  順位

TMR_X 

TMR_Y 

CMIAY（コンペアマッチ A） 

CMIBY（コンペアマッチ B） 

OVIY（オーバフロー） 

ICIX（インプットキャプチャ） 

CMIAX（コンペアマッチ A） 

CMIBX（コンペアマッチ B） 

OVIX（オーバフロー） 

72 

73 

74 

75 

76 

77 

78 

H'000120 

H'000124 

H'000128 

H'00012C 

H'000130 

H'000134 

H'000138 

ICRB1 高 

 

 

 

 

 

 

－ システム予約 79 

｜ 

81 

H'00013C 

｜ 

H'000144 

－ 

SCIF SCIF（SCIF割り込み） 82 H'000148 ICRC7

－ システム予約 83 H'00014C － 

 

 

 

 

 

SCI_1 ERI1（受信エラー1） 

RXI1（受信完了 1） 

TXI1（送信データエンプティ 1） 

TEI1（送信終了 1） 

84 

85 

86 

87 

H'000150 

H'000154 

H'000158 

H'00015C 

ICRC6  

－ システム予約 88 

｜ 

91 

H'000160 

｜ 

H'00016C 

－  

IIC_0 

（SMBUS） 

IICI0（1バイト送信／受信完了） 92 H'000170 ICRC4  

 － システム予約 93 

94 

H'000174 

H'000178 

－ 

IIC_2 IICI2（1バイト送信／受信完了） 95 H'00017C  ICRC3

PS2 KBIA（受信完了 A） 

KBIB（受信完了 B） 

96 

97 

H'000180 

H'000184 

ICRB0

－ システム予約 98 H'000188 － 

PS2 KBTIA（送信完了 A）／KBCA（1st KCLKA） 

KBTIB（送信完了 B）／KBCB（1st KCLKB） 

99 

100 

H'00018C 

H'000190 

ICRB0

－ システム予約 101 

｜ 

103 

H'000194 

｜ 

H'00019C 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 

 



6. 割り込みコントローラ 

Rev.2.00  2009.09.18  6-29

  RJJ09B0473-0200 

割り込み要因 名  称 ベクタ ベクタアドレス ICR 優先

発生元  番号 アドバンストモード  順位

－ システム予約 104 

105 

H'0001A0 

H'0001A4 

－ 

LPC OBEI（ODR1～4送信完了） 

IBFI4（IDR4受信完了） 

ERRI（転送エラー他） 

IBFI1（IDR1受信完了） 

IBFI2（IDR2受信完了） 

IBFI3（IDR3受信完了） 

106 

107 

108 

109 

110 

111 

H'0001A8 

H'0001AC 

H'0001B0 

H'0001B4 

H'0001B8 

H'0001BC 

ICRC1

高 

－ システム予約 112 

｜ 

127 

H'0001C0 

｜ 

H'0001FC 

－ 

低 
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6.6 割り込み制御モードと割り込み動作 
割り込みコントローラには割り込み制御モード 0と割り込み制御モード 1の 2種類のモードがあり、割り

込み制御モードによって動作が異なります。NMI割り込みおよびアドレスブレーク割り込みは、リセット状

態を除き常に受け付けられます。割り込み制御モードの選択は SYSCRで行います。表 6.7に割り込み制御モ

ードを示します。 
 

表 6.7 割り込み制御モード 

SYSCR 優先順位設 割り込み 説   明 割り込み制御 

モード INTM1 INTM0 定レジスタ マスクビット  

0 0 0 ICR I Iビットにより割り込みマスク制御を行います。ICRに

より優先順位の設定ができます。 

1  1 ICR I、UI I、UIビットにより 3レベルの割り込みマスク制御を行

います。ICRにより優先順位の設定ができます。 

 

図 6.6に優先順位判定回路のブロック図を示します。 

3

ICR
I UI

0 1  

図 6.6 割り込み制御動作のブロック図 
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（1） 割り込み受け付け制御および 3レベル制御 

割り込み制御モード 0、1のとき、CCRの I、UIビット、および ICR（割り込みコントロールレベル）によ

り割り込み受け付け制御、3レベルのマスク制御を行います。 

表 6.8に、割り込み制御モードと選択可能な割り込みについて示します。 
 

表 6.8 割り込み制御モードと選択される割り込み 

割り込み制御モード 割り込みマスクビット 選択される割り込み 

 I UI  

0 0 ＊ すべての割り込み（割り込みコントロールレベル 1を優先） 

 1 ＊ NMI割り込み、アドレスブレーク割り込み 

1 0 ＊ すべての割り込み（割り込みコントロールレベル 1を優先） 

 1 0 NMI、アドレスブレーク割り込みおよび割り込みコントロール 

レベル 1の割り込み 

  1 NMI、アドレスブレーク割り込み 

【記号説明】 

 ＊：Don't care 
 

（2） デフォルト優先順位判定 

選択された割り込みについて優先順位を判定し、ベクタ番号を生成します。 

ICRに対して同じ値を設定した場合には、複数の割り込み要因の受け付けが許可されることになるため、

あらかじめデフォルトで設定した優先順位に従って最も優先順位の高い割り込み要因のみを選択し、ベクタ

番号を生成します。 

受け付けられた割り込み要因よりも低い優先順位をもった割り込み要因は保留されます。 

表 6.9に割り込み制御モードと動作および制御信号機能を示します。 
 

表 6.9 割り込み制御モードと動作および制御信号機能 

割り込み制御

モード 

設  定 割り込み受け付け制御 

3レベル制御 

デフォルト優先順位判定

 INTM1 INTM0  I UI ICR  

0 0 0 ○ IM － PR ○ 

1  1 ○ IM IM PR ○ 

【記号説明】 

 ○： 割り込み動作制御を行います。 

 IM： 割り込みマスクビットとして使用します。 

 PR： 優先順位を設定します。 

 －：使用しません。 
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6.6.1 割り込み制御モード 0 
割り込み制御モード 0では NMIとアドレスブレーク割り込みを除く割り込み要求は、ICRおよび CPUの

CCRの Iビットによってマスク制御されます。割り込み受け付け動作のフローチャートを図 6.7に示します。 
 

1. 割り込みイネーブルビットが1にセットされている割り込み要因が発生すると、割り込み要求が割り込み

コントローラに送られます。 

2. 割り込みコントローラは、ICRに設定された割り込みコントロールレベルに従って優先度の高い割り込み

コントロールレベル1の割り込み要求を選択し、割り込みコントロールレベル0の割り込み要求は保留し

ます。このとき、複数の割り込み要求があるときは割り込みコントローラは優先順位に従って最も優先

度の高い割り込み要求を選択してCPUに対して割り込み処理を要求し、その他は保留します。 

3. CCRのIビットが1にセットされているときは、割り込みコントローラはNMIとアドレスブレーク以外の

割り込み要求を保留します。Iビットが0にクリアされているときは、割り込み要求を受け付けます。 

4. CPUは割り込み要求を受け付けると、実行中の命令の処理が終了した後、割り込み例外処理を開始しま

す。 

5. 割り込み例外処理によって、PCとCCRがスタック領域に退避されます。PCにはリターン後に実行する最

初の命令のアドレスが退避されます。 

6. CCRのIビットを1にセットします。これにより、NMIとアドレスブレーク割り込みを除く割り込みはマ

スクされます。 

7. CPUは受け付けた割り込み要求に対応するベクタアドレスを生成し、ベクタテーブルから割り込みルー

チン開始アドレスを読み取って割り込み処理を開始します。 
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NMI

1

IRQ0

IRQ1

IBFI3 IBFI3

IRQ0

IRQ1

I 0

PC CCR

I 1

Yes

No

Yes

Yes

Yes No

No

Yes

No

Yes No

Yes

Yes

No

No

Yes

Yes

No

 

図 6.7 割り込み制御モード 0の割り込み受け付けまでのフロー 
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6.6.2 割り込み制御モード 1 
割り込み制御モード 1では NMIとアドレスブレーク割り込みを除く割り込み要求は、ICRおよび CPUの

CCRの I、UIビットよって 3レベルのマスク制御を行います。 

• 割り込みコントロールレベル0の割り込み要求は、CCRのIビットが0にクリアされているときは割り込み

要求を受け付けます。Iビットが1にセットされているときは割り込み要求を保留します。 

• 割り込みコントロールレベル1の割り込み要求は、CCRのIビット、またはUIビットが0にクリアされてい

るときは割り込み要求を受け付けます。Iビット、およびUIビットがいずれも1にセットされているとき

は割り込み要求を保留します。 
 

たとえば各割り込み要求に対応する割り込みイネーブルビットを1にセット、ICRA～ICRDをそれぞれH'20、

H'00、H'00、H'00に設定した場合（IRQ2、IRQ3割り込みをコントロールレベル 1に、その他の割り込みをコ

ントロールレベル 0に設定）、次のようになります。このときの状態遷移を図 6.8に示します。 

• I＝0のときはすべての割り込み要求を受け付けます。 

（優先順位：NMI＞IRQ2＞IRQ3＞IRQ0＞IRQ1…） 

• I＝1、UI＝0のときはNMI、IRQ2、IRQ3とアドレスブレークの割り込み要求のみを受け付けます。 

• I＝1、UI＝1のときはNMIとアドレスブレークの割り込み要求のみを受け付けます。 

NMI

I 1 UI 1

I 0

I 1 UI 0

I 0 UI 0

UI 1

NMI

1

 

図 6.8 割り込み制御モード 1の状態遷移 
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割り込み受け付けの動作フローチャートを図 6.9に示します。 
 

1. 割り込みイネーブルビットが1にセットされている割り込み要因が発生すると、割り込み要求が割り込み

コントローラに送られます。 

2. 割り込みコントローラは、ICRに設定された割り込みコントロールレベルに従って優先度の高い割り込み

コントロールレベル1の割り込み要求を選択し、割り込みコントロールレベル0の割り込み要求は保留し

ます。このとき、複数の割り込み要求があるときは割り込みコントローラは優先順位に従って最も優先

度の高い割り込み要求を選択してCPUに対して割り込み処理を要求し、その他は保留します。 

3. 割り込みコントロールレベル1の割り込み要求は、Iビットが0にクリアされているとき、またはIビットが

1にセットされ、UIビットが0にクリアされているときに受け付けます。 

割り込みコントロールレベル0の割り込み要求は、Iビットが0にクリアされているときに受け付けます。

Iビットが1にセットされているときはNMIとアドレスブレークの割り込み要求のみ受け付け、その他は

保留します。 

I、UIビットがいずれも1にセットされているときはNMIとアドレスブレークの割り込み要求のみ受け付

け、その他は保留します。 

Iビットが0にクリアされているときは、UIビットの影響を受けません。 

4. CPUは割り込み要求を受け付けると、実行中の命令の処理が終了した後、割り込み例外処理を開始しま

す。 

5. 割り込み例外処理によって、PCとCCRがスタック領域に退避されます。PCにはリターン後に実行する最

初の命令のアドレスが退避されます。 

6. CCRのI、UIビットを1にセットします。これにより、NMIとアドレスブレークを除く割り込みがマスク

されます。 

7. CPUは受け付けた割り込み要求に対応するベクタアドレスを生成し、ベクタテーブルから割り込みルー

チン開始アドレスを読み取って割り込み処理を開始します。 
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NMI

1

IRQ0

IRQ1

IBFI3

IRQ0
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IBFI3
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PC CCR
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図 6.9 割り込み制御モード 1の割り込み受け付けまでのフロー 

 

6.6.3 割り込み例外処理シーケンス 
図 6.10に割り込み例外処理シーケンスを示します。アドバンストモードで割り込み制御モード 0、プログ

ラム領域およびスタック領域を内蔵メモリの場合の例です。 
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図 6.10 割り込み例外処理 
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6.6.4 割り込み応答時間 
割り込み要求が発生してから、割り込み例外処理ルーチンの先頭命令が実行されるまでの割り込み応答時

間を表 6.10に示します。 
 

表 6.10 割り込み応答時間 

No. 実行状態 アドバンストモード 

1 割り込み優先順位判定*1 3 

2 実行中の命令が終了するまでの待ちステート数*2 1～21 

3 PC、CCRのスタック 2 

4 ベクタフェッチ 2 

5 命令フェッチ*3 2 

6 内部処理*4 2 

合計（内蔵メモリ使用時） 12～32 

【注】 *1 内部割り込みの場合 2ステートとなります。 

 *2 MULXS、DIVXS命令について示しています。 

 *3 割り込み受け付け後のプリフェッチおよび割り込み処理ルーチンのプリフェッチです。 

 *4 割り込み受け付け後の内部処理およびベクタフェッチ後の内部処理です。 
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6.7 アドレスブレーク 

6.7.1 特長 
本 LSIでは、ABRKCR、BARの設定により、CPUによる特定アドレスのプリフェッチを判定し、アドレス

ブレーク割り込みを発生させることができます。このアドレスブレーク割り込みが発生すると、アドレスブ

レーク割り込み例外処理を実行します。 

本機能によりプログラム上、バグの箇所の実行開始を検出し修正プログラムへ分岐するなどの応用が可能

です。 
 

6.7.2 ブロック図 
アドレスブレークのブロック図を図 6.11に示します。 

BAR ABRKCR

 

図 6.11 アドレスブレークのブロック図 
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6.7.3 動作説明 
ABRKCR、BARの設定により、BARに設定されたアドレスを CPUがプリフェッチしたときに、アドレス

ブレーク割り込みを発生させることができます。このアドレスブレーク機能は、プリフェッチした時点で割

り込みコントローラに対して、割り込み要求を発生し、割り込みコントローラで優先順位を判定します。割

り込みが受け付けられると、そのとき実行中の命令が終了した後、割り込み例外処理を起動します。なお、

アドレスブレーク割り込みでは CPUの CCRの I、UIビットによる割り込みマスク制御は無効です。 

アドレスブレークを使用するときは、次のように各レジスタを設定します。 
 

1. ブレークアドレスをBARのA23～A1ビットに設定します。 

2. ABRKCRのBIEビットを1にセットしてアドレスブレークを許可します。 

BIEビットを0にクリアしている場合、アドレスブレークは要求されません。 
 

設定条件が成立すると、ABRKCRの CMFフラグが 1にセットされ、割り込みを要求します。割り込み処

理ルーチンで、必要に応じて要因の判定を行ってください。 
 

6.7.4 使用上の注意事項 

1. アドレスブレークでは、ブレークアドレスを命令の第1バイトが存在するアドレスにしてください。その

他のアドレスでは、条件成立とみなされない場合があります。 

2. BARで設定したアドレスの直前の命令にブランチ命令（Bcc、BSR）、ジャンプ命令（JMP、JSR）、RTS

命令、RTE命令を配置した場合、これらの命令の実行により当該アドレスに対するプリフェッチ信号が

出力され、アドレスブレークが要求される場合があります。これらの命令の直後のアドレスに対するブ

レークアドレスの設定を行わない、あるいは割り込み処理ルーチンで、本来の条件成立による割り込み

処理であったかの判定を行う、などの対策が必要です。 

3. アドレスブレーク割り込みは、内部プリフェッチ信号とアドレスの組み合わせにより発生しますので、

設定したアドレスの命令および直前の命令内容、実行サイクルにより、割り込み例外処理の入るタイミ

ングが異なります。図6.12にアドレスタイミング例を示します。 
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1 1

H'0312 H'0314

NOP

H'0316

NOP NOP NOP

H'0310 NOP 

H'0312 NOP 

H'0314 NOP 

H'0316 NOP 

H'0310 H'0312 H'0314 H'0316 H'0318 SP-2 SP-4 H'0036

H'0310 H'0312 H'0314 H'0316 H'0318 SP-2 SP-4 H'0036

H'0310 H'0312 H'0314 SP-2 SP-4 H'0036

2 2

H'0312 MOV

H'0316 NOP

H'0316

NOP NOV.W

H'0310 NOP 

H'0312 MOV.W xx 16,Rd 

H'0314 NOP 

H'0316 NOP 

3 2 16

1

H'0312 NOP

H'0316

NOP

H'0310 NOP 

H'0312 NOP 

H'0314 NOP 

H'0316 NOP 

 

図 6.12 アドレスブレークタイミング例 
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6.8 使用上の注意事項 

6.8.1 割り込みの発生とディスエーブルとの競合 
割り込みイネーブルビットをクリアして割り込み要求をマスクする場合、割り込みのマスクはその命令実

行終了後に有効になります。BCLR命令、MOV命令等で割り込みイネーブルビットをクリアする場合、命令

実行中にその割り込みが発生すると、命令実行終了時点では当該割り込みはイネーブル状態にあるため、命

令実行終了後にその割り込み例外処理を開始します。ただし、その割り込みより優先順位の高い割り込み要

求がある場合には優先順位の高い割り込み例外処理を実行し、その割り込みは無視されます。割り込み要因

フラグを 0にクリアする場合も同様です。TMRの TCRの CMIEAビットを 0にクリアする場合の例を図 6.13

に示します。なお、割り込みをマスクした状態でイネーブルビットまたは割り込み要因フラグを 0にクリア

すれば、上記の競合は発生しません。 

CMIEA

CMFA

CMIA

CPU TCR
CMIA

TCR

 

図 6.13 割り込みの発生とディスエーブルの競合 

 

6.8.2 割り込みを禁止している命令 
実行直後に割り込み要求を受け付けない命令として、LDC、ANDC、ORC、XORC命令があります。これ

らの命令実行終了後は NMI割り込みを含めて割り込みが禁止され、必ず次の命令を実行します。これらの命

令により Iビットまたは UIビットを設定した場合、命令実行終了の 2ステート後に新しい値が有効になりま

す。 
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6.8.3 EEPMOV命令実行中の割り込み 
EEPMOV.B命令と EEPMOV.W命令では、割り込み動作が異なります。 

EEPMOV.B命令のときは、転送中に NMIを含めた割り込み要求があっても転送終了まで割り込みを受け

付けません。 

EEPMOV.W命令のときは、転送中に割り込み要求があった場合、転送サイクルの切れ目で割り込み例外処

理が開始されます。このときスタックされる PCの値は次の命令のアドレスとなります。このため、

EEPMOV.W命令実行中に割り込みが発生する場合には、以下のプログラムとしてください。 
 

L1: EEPMOV.W 

 MOV.W    R4,R4 

 BNE      L1 

 

6.8.4 ベクタアドレスの切り替え 
H8S/2140Bグループ互換ベクタモードと拡張ベクタモードの切り替えは、割り込みが発生しない状態で行

ってください。 

KIN15～KIN0端子およびWUE15～WUE0端子が Lowレベルで入力許可状態のときに EIVS＝0から EIVS

＝1に切り替えを行うと、立ち下がりエッジを検出し割り込みを入力した状態となります。切り替えは KIN15

～KIN0端子およびWUE15～WUE0端子を Highレベルとし、入力禁止状態で行ってください。 
 

6.8.5 ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード時の外部割り込み端子に 
ついて 

• ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード時に外部割り込み端子（IRQ15～IRQ0、ExIRQ15～

ExIRQ6、KIN15～KIN0、WUE15～WUE0）として使用する場合は端子をフローティングとしないでくだ

さい。 

• ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード時に外部割り込み端子（IRQ7、IRQ6、ExIRQ15～ExIRQ8、

KIN7～KIN0、WUE15～WUE8）を使用する場合、ノイズキャンセラはディスエーブルとしてください。 
 

6.8.6 ノイズキャンセラの切り替え 
ノイズキャンセラの切り替えは外部割り込み端子（IRQ7、IRQ6、ExIRQ15～ExIRQ8、KIN7～KIN0、WUE15

～WUE8）を Highレベルの状態で行ってください。 
 

6.8.7 IRQステータスレジスタ（ISR）について 
リセット後の端子状態により IRQnF＝1となっていることがあるので、リセット後に必ず ISRをリードし、

0をライトしてください。（n＝15～0） 
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7. バスコントローラ（BSC） 

本 LSIには、外部拡張機能がないため、バスコントローラの機能は内蔵していません。しかし、類似製品

とのソフトウェアの流用性などを考慮し、バスコントローラ関連の制御レジスタを不適切な値に設定しない

よう注意する必要があります。 

7.1 レジスタの説明 
BSCには以下のレジスタがあります。 

 
表 7.1 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

バスコントロールレジスタ BCR R/W H'D3 H'FFC6 8 

ウェイトステートコントロールレジスタ WSCR R/W H'F3 H'FFC7 8 

 

7.1.1 バスコントロールレジスタ（BCR） 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

6 ICIS0 1 R/W アイドルサイクル挿入 

初期値を変更しないでください。 

5 BRSTRM 0 R/W バースト ROMイネーブル 

初期値を変更しないでください。 

4 BRSTS1 1 R/W バーストサイクルセレクト 1 

初期値を変更しないでください。 

3 BRSTS0 0 R/W バーストサイクルセレクト 0 

初期値を変更しないでください。 

2 － 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

1 

0 

IOS1 

IOS0 

1 

1 

R/W 

R/W 

IOSセレクト 1、0 

初期値を変更しないでください。 
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7.1.2 ウェイトステートコントロールレジスタ（WSCR） 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

5 ABW 1 R/W バス幅コントロール 

初期値を変更しないでください。 

4 AST 1 R/W アクセスステートコントロール 

初期値を変更しないでください。 

3 

2 

WMS1 

WMS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

ウェイトモードセレクト 1、0 

初期値を変更しないでください。 

1 

0 

WC1 

WC0 

1 

1 

R/W 

R/W 

ウェイトカウント 1、0 

初期値を変更しないでください。 
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8. I/Oポート 

ポート機能一覧を表 8.1に示します。各ポートは周辺モジュールの入出力端子や割り込み入力と端子を兼

用しています。入出力ポートには入出力を制御するデータディレクションレジスタ（DDR）、出力データを

格納するデータレジスタ（DR）、端子の状態をリードするポート入力データレジスタ（PIN）があります。

ポート Eには DDR、DRはありません。 

ポート 1～3、6、9、B～D、F、Hには、入力プルアップMOSが内蔵されており、プルアップMOSコント

ロールレジスタ（PCR）で入力プルアップMOSのオン／オフを制御できます。 

また、ポート 1～3、C、Dは LEDを駆動する（シンク電流 5mA）ことができます。また、P52、P97、ポー

ト A、Gは、NMOSプッシュプル出力、5V Tolerant入力となっています。PE4、PE2～PE0は 5V Tolerant入

力となっています。 

 
表 8.1 ポート機能一覧 

ポート名 概要 ビ 機能 入力プル LED駆動可能 ノイズ 

  ッ

ト

入出力 入力 出力 アップ 

MOS機能 

（シンク電流

5mA） 

キャンセ

ラ内蔵 

7 P17 WUE7 － 

6 P16 WUE6 － 

5 P15 WUE5 － 

4 P14 WUE4 － 

3 P13 WUE3 － 

2 P12 WUE2 － 

1 P11 WUE1 － 

ポート 1 ウェイクアップ入力端

子と兼用汎用入出力ポ

ート 

0 P10 WUE0 － 

○ ○ － 

7 P27 － － 

6 P26 － － 

5 P25 － － 

4 P24 － － 

3 P23 － － 

2 P22 － － 

1 P21 － － 

ポート 2 汎用入出力ポート 

0 P20 － － 

○ ○ － 
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ポート名 概要 ビ 機能 入力プル LED駆動可能 ノイズ 

  ッ

ト

入出力 入力 出力 アップ 

MOS機能 

（シンク電流

5mA） 

キャンセ

ラ内蔵 

7 P37/SERIRQ － － 

6 P36 LCLK － 

5 P35 LRESET － 

4 P34 LFRAME － 

3 P33/LAD3 － － 

2 P32/LAD2 － － 

1 P31/LAD1 － － 

ポート 3 LPC入出力と兼用 

汎用入出力ポート 

0 P30/LAD0 － － 

○ ○ － 

7 P47 － PWMU5B 

6 P46 － PWMU4B 

5 P45 TCMCKI2/TCMMCI2 PWMU3B 

4 P44 TCMCYI2 PWMU2B/TMO1 

3 P43 TMI1/TCMCKI1/TCMMCI1 － 

2 P42 TCMCYI1 － 

1 P41 TCMCKI0/TCMMCI0 TMO0 

ポート 4 PWMU_B出力、 

TCM入力、TMR_0、

TMR_1入出力と兼用

汎用入出力ポート 

0 P40 TMI0/TCMCYI0 － 

－ － ○ 

2 P52/SCL0 － － 

1 P51 FRxD － 

ポート 5 SMBUS/IIC_0、SCIF

入出力と兼用汎用入出

力ポート 
0 P50 － FTxD 

－ － － 

7 P67 IRQ7/KIN7 － 

6 P66 IRQ6/KIN6 － 

5 P65 KIN5 － 

4 P64 KIN4 － 

3 P63 KIN3 － 

2 P62 KIN2 － 

1 P61 KIN1 － 

ポート 6 割り込み入力、 

キーボード入力と兼用

汎用入出力ポート 

0 P60 KIN0 － 

○ － ○ 
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ポート名 概要 ビ 機能 入力プル LED駆動可能 ノイズ 

  ッ

ト

入出力 入力 出力 アップ 

MOS機能 

（シンク電流

5mA） 

キャンセ

ラ内蔵 

7 － P77/AN7 － 

6 － P76/AN6 － 

5 － P75/AN5 － 

4 － P74/AN4 － 

3 － P73/AN3 － 

2 － P72/AN2 － 

1 － P71/AN1 － 

ポート 7 A/D変換器アナログ 

入力と兼用汎用入力 

ポート 

0 － P70/AN0 － 

－ － － 

6 P86/SCK1 IRQ5 － 

5 P85 IRQ4/RxD1 － 

4 P84 IRQ3 TxD1 

3 P83 LPCPD － 

2 P82/CLKRUN － － 

1 P81/GA20 － － 

ポート 8 割り込み入力、 

SCI_1、LPC入出力と

兼用汎用入出力ポート 

0 P80/PME － － 

－ － － 

7 P97/SDA0 IRQ15 － 

6 P96 EXCL φ 

－ 

5 P95 IRQ14 － 

4 P94 IRQ13 － 

3 P93 IRQ12 － 

2 P92 IRQ0 － 

1 P91 IRQ1 － 

ポート 9 外部サブクロック、 

割り込み入力、 

SMBUS/IIC_0入出力、 

システムクロック出力

と兼用汎用入出力 

ポート 

0 P90 IRQ2 － 

○ 

－ － 

7 PA7 KIN15 － 

6 PA6 KIN14 － 

5 PA5/PS2BD KIN13 － 

4 PA4/PS2BC KIN12 － 

3 PA3/PS2AD KIN11 － 

2 PA2/PS2AC KIN10 － 

1 PA1 KIN9 － 

ポート A キーボード入力、 

PS2入出力と兼用汎用

入出力ポート 

0 PA0 KIN8 － 

－ － － 
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ポート名 概要 ビ 機能 入力プル LED駆動可能 ノイズ 

  ッ

ト

入出力 入力 出力 アップ 

MOS機能 

（シンク電流

5mA） 

キャンセ

ラ内蔵 

7 PB7 － RTS 

6 PB6 CTS － 

5 PB5 － DTR 

4 PB4 DSR － 

3 PB3 DCD PWMU1B 

2 PB2 RI PWMU0B 

1 PB1/LSCI － － 

ポート B LPC、SCIF入出力、

PWMU_B出力と兼用 

汎用入出力ポート 

0 PB0/LSMI － － 

○ － － 

7 PC7/TIOCB2 WUE15/TCLKD － 

6 PC6/TIOCA2 WUE14 － 

5 PC5/TIOCB1 WUE13/TCLKC － 

4 PC4/TIOCA1 WUE12 － 

3 PC3/TIOCD0 WUE11/TCLKB － 

2 PC2/TIOCC0 WUE10/TCLKA － 

1 PC1/TIOCB0 WUE9 － 

ポート C ウェイクアップ入力、

TPU入出力と兼用汎用

入出力ポート 

0 PC0/TIOCA0 WUE8 － 

○ ○ ○ 

7 PD7 － － 

6 PD6 － － 

5 PD5 － － 

4 PD4 － － 

3 PD3 AN11 － 

2 PD2 AN10 － 

1 PD1 AN9 － 

ポート D A/D変換アナログ入力

と兼用汎用入出力 

ポート 

0 PD0 AN8 － 

○ ○ － 

4 － PE4*/ETMS － 

3 － PE3* ETDO 

2 － PE2*/ETDI － 

1 － PE1*/ETCK － 

ポート E 外部サブクロック入

力、エミュレータ入出

力と兼用汎用入力ポー

ト 

0 － PE0/ExEXCL － 

－ － － 
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ポート名 概要 ビ 機能 入力プル LED駆動可能 ノイズ 

  ッ

ト

入出力 入力 出力 アップ 

MOS機能 

（シンク電流

5mA） 

キャンセ

ラ内蔵 

7 PF7 － PWMU5A 

6 PF6 － PWMU4A 

5 PF5 － PWMU3A 

4 PF4 － PWMU2A 

3 PF3 IRQ11 TMOX 

2 PF2 IRQ10 TMOY 

1 PF1 IRQ9 PWMU1A 

ポート F 割り込み入力、 

TMR_X、TMR_Y、

PWMU_A出力と兼用

汎用入出力ポート 

0 PF0 IRQ8 PWMU0A 

○ － － 

7 PG7/SCLD ExIRQ15 － 

6 PG6/SDAD ExIRQ14 － 

5 PG5/SCLC ExIRQ13 － 

4 PG4/SDAC ExIRQ12 － 

3 PG3/SCLB ExIRQ11 － 

2 PG2/SDAB ExIRQ10 － 

1 PG1/SCLA ExIRQ9/TMIY － 

ポート G 割り込み、 

TMR_X、TMR_Y入力、

IIC_2入出力と兼用汎

用入出力ポート 

0 PG0/SDAA ExIRQ8/TMIX － 

－ － ○ 

5 PH5 － － 

4 PH4 － － 

3 PH3 － － 

2 PH2 － － 

1 PH1 ExIRQ7 － 

ポート H 割り込み入力と兼用汎

用入出力ポート 

0 PH0 ExIRQ6 － 

○ － － 

【注】 * システム開発ツール（エミュレータ）ではサポートしません。 
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8.1 レジスタの説明 
各ポートのレジスタを表 8.2に示します。 

 
表 8.2 各ポートのレジスタ構成 

レジスタ ポート 端子数 

DDR DR PIN PCR ODR NCE NCMC NCCS NOCR

ポート 1 8 ○ ○ ○* ○ － － － － － 

ポート 2 8 ○ ○ ○* ○ － － － － － 

ポート 3 8 ○ ○ ○* ○ － － － － － 

ポート 4 8 ○ ○ ○* － － ○ ○ ○ － 

ポート 5 3 ○ ○ ○* － － － － － － 

ポート 6 8 ○ ○ ○* ○ － ○ ○ ○ － 

ポート 7 8 － － ○ － － － － － － 

ポート 8 7 ○ ○ ○* － － － － － － 

ポート 9 8 ○ ○ ○* ○ － － － － － 

ポート A 8 ○ － ○ － ○ － － － － 

ポート B 8 ○ － ○ ○* ○ － － － － 

ポート C 8 ○ － ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ 

ポート D 8 ○ － ○ ○* ○ － － － ○ 

ポート E 5 － － ○ － － － － － － 

ポート F 8 ○ － ○ ○* ○ － － － ○ 

ポート G 8 ○ － ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 

ポート H 6 ○ － ○ ○* ○ － － － ○ 

【記号説明】 

 ○：レジスタあり 

 －：レジスタなし 

【注】 * ポートコントロールレジスタ 2（PTCNT2）の PORTSビットが 1のときのみ有効 
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8.1.1 データディレクションレジスタ（PnDDR）（n＝1～6、8、9、A～D、F～H） 
DDRは、ポートの入出力をビットごとに指定するレジスタです。 

P5DDRの上位 5ビット、P8DDRの上位 1ビットと PHDDRの上位 2ビットがそれぞれリザーブビットで

す。 

（1） PORTS＝0の場合 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 Pn7DDR 0 W 

6 Pn6DDR 0 W 

5 Pn5DDR 0 W 

4 Pn4DDR 0 W 

3 Pn3DDR 0 W 

2 Pn2DDR 0 W 

1 Pn1DDR 0 W 

0 Pn0DDR 0 W 

このビットを 1にセットすると、対応する端子は出力ポートとなり、0にクリ

アすると入力ポートになります。 

【注】BSET、BCLR等のビット操作命令での設定はできません。 

 

（2） PORTS＝1の場合 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 Pn7DDR 0 R/W 

6 Pn6DDR 0 R/W 

5 Pn5DDR 0 R/W 

4 Pn4DDR 0 R/W 

3 Pn3DDR 0 R/W 

2 Pn2DDR 0 R/W 

1 Pn1DDR 0 R/W 

0 Pn0DDR 0 R/W 

このビットを 1にセットすると、対応する端子は出力ポートとなり、0にクリ

アすると入力ポートになります。 

 



8. I/Oポート 

Rev.2.00  2009.09.18  8-8 

RJJ09B0473-0200  

8.1.2 データレジスタ（PnDR）（n＝1～6、8、9） 
DRは、汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納するレジスタです。なお、P96DRビット

は P96端子の状態により決定されるため、初期値は不定です。P5DRの上位 5ビットと P8DRの上位 1ビッ

トはそれぞれリザーブビットです。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 Pn7DR 0 R/W 

6 Pn6DR 0 R/W 

5 Pn5DR 0 R/W 

4 Pn4DR 0 R/W 

3 Pn3DR 0 R/W 

2 Pn2DR 0 R/W 

1 Pn1DR 0 R/W 

0 Pn0DR 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

PTCNT2の PORTS＝0の場合、このレジスタをリードすると、PnDDRが 1

にセットされているビットはこのレジスタの値が読み出されます。PnDDRが 0

にクリアされているビットは端子の状態が読み出されます。 

PTCNT2の PORTS＝1の場合、このレジスタをリードすると、PnDDRの値に

関わらず、常にこのレジスタの値が読み出されます。 

 

8.1.3 入力データレジスタ（PnPIN）（n＝1～9、A～H） 
PINは、ポートの端子の状態を反映する 8ビットのリード専用レジスタです。PINのライトは無効です。

P5PINの上位 5ビット、P8PINの上位 1ビット、PEPINの上位 3ビットと PHPINの上位 2ビットはそれぞれ

リザーブビットです。 

なお、P1PIN～P9PINは PTCNT2の PORTS＝1のときのみ有効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 Pn7PIN 不定* R 

6 Pn6PIN 不定* R 

5 Pn5PIN 不定* R 

4 Pn4PIN 不定* R 

3 Pn3PIN 不定* R 

2 Pn2PIN 不定* R 

1 Pn1PIN 不定* R 

0 Pn0PIN 不定* R 

このレジスタをリードすると、端子の状態が読み出されます。 

【注】 * Pn7～Pn0端子の状態により決定されます。 
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8.1.4 プルアップ MOSコントロールレジスタ（PnPCR） 
（n＝1～3、6、9、B～D、F、H） 

PCRは、ポートの入力プルアップMOSのオン／オフを制御するレジスタです。 

端子が入力状態のとき、PCRが 1にセットされているビットに対応する端子の入力プルアップMOSがオ

ンします。表 8.3に入力プルアップMOSの状態を示します。P9PCRの上位 2ビットと PHPCRの上位 2ビッ

トはそれぞれリザーブビットです。 

なお、PBPCR～PDPCR、PFPCR、PHPCRは PTCNT2の PORTS＝1のときのみ有効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 Pn7PCR 0 R/W 

6 Pn6PCR 0 R/W 

5 Pn5PCR 0 R/W 

4 Pn4PCR 0 R/W 

3 Pn3PCR 0 R/W 

2 Pn2PCR 0 R/W 

1 Pn1PCR 0 R/W 

0 Pn0PCR 0 R/W 

端子が入力状態のとき、このレジスタの 1にセットされたビットに対応する 

端子の入力プルアップ MOSがオンします。 

 

• ポート1～3、6、9の場合 
表 8.3 入力プルアップ MOSの状態（1） 

ポート 端子状態 リセット ソフトウェアスタンバイモード その他の動作

ポート出力 OFF ポート 1～3、6、9 

ポート入力 OFF ON/OFF 

【記号説明】 

 OFF：  入力プルアップ MOSは常にオフ状態です。 

 ON/OFF：PnDDR=0かつ PnPCR=1のときオン状態、その他のときはオフ状態です。 
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• ポートB～D、F、Hの場合 
 

表 8.3 入力プルアップ MOSの状態（2） 

ポート 端子状態 リセット ソフトウェア 

スタンバイモード 

その他の動作 

ポート出力 OFF ポート B～D、F、H 

ポート入力 OFF ON/OFF 

【記号説明】 

 OFF：  入力プルアップ MOSは常にオフ状態です。 

 ON/OFF：PTCNT2の PORTS＝0の場合、端子が入力状態で PnDDR＝0かつ PnODR＝1のときオン状態、その他のと

きはオフ状態です。 

  PTCNT2の PORTS＝1の場合、端子が入力状態で PnDDR＝0かつ PnPCR＝1のときオン状態、その他のと

きはオフ状態です。 
 

8.1.5 出力データレジスタ（PnODR）（n＝A～D、F～H） 
ODRは、ポートの出力データを格納するレジスタです。PHODRの上位 2ビットはリザーブビットです。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 Pn7ODR 0 R/W 

6 Pn6ODR 0 R/W 

5 Pn5ODR 0 R/W 

4 Pn4ODR 0 R/W 

3 Pn3ODR 0 R/W 

2 Pn2ODR 0 R/W 

1 Pn1ODR 0 R/W 

0 Pn0ODR 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 
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8.1.6 ノイズキャンセライネーブルレジスタ（PnNCE）（n＝4、6、C、G） 
NCEは、ポート n端子のノイズキャンセル回路のイネーブルとディスエーブルをビットごとに制御します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 Pn7NCE 0 R/W 

6 Pn6NCE 0 R/W 

5 Pn5NCE 0 R/W 

4 Pn4NCE 0 R/W 

3 Pn3NCE 0 R/W 

2 Pn2NCE 0 R/W 

1 Pn1NCE 0 R/W 

0 Pn0NCE 0 R/W 

このビットを 1にセットするとノイズキャンセル回路をイネーブルにして、 

PnNCCSで設定したサンプリング周期で端子設定状態を P4DR、P6DRまたは

PnPINに取り込みます。 

 

8.1.7 ノイズキャンセラ判定制御レジスタ（PnNCMC）（n＝4、6、C、G） 
NCMCは、ポート n端子の入力信号で 1期待か 0期待かをビットごとに制御します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 Pn7NCMC 0 R/W 

6 Pn6NCMC 0 R/W 

5 Pn5NCMC 0 R/W 

4 Pn4NCMC 0 R/W 

3 Pn3NCMC 0 R/W 

2 Pn2NCMC 0 R/W 

1 Pn1NCMC 0 R/W 

0 Pn0NCMC 0 R/W 

1期待：1が安定入力時にポートデータレジスタに 1が格納されます。 

0期待：0が安定入力時にポートデータレジスタに 0が格納されます。 
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8.1.8 ノイズキャンセル周期設定レジスタ（PnNCCS）（n＝4、6、C、G） 
NCCSは、ノイズキャンセラのサンプリング周期を設定します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 

不定 

R/W リザーブビット 

リード値は不定です。ライトするときは 0をライトしてください。 

2 PnNCCK2 0 R/W 

1 PnNCCK1 0 R/W 

0 PnNCCK0 0 R/W 

ノイズキャンセラのサンプリング周期を設定します。 

φ＝10MHz時 

000：0.80us   φ/2 

001：12.8us   φ/32 

010：3.3ms    φ/8192 

011：6.6ms    φ/16384 

100：13.1ms   φ/32768 

101：26.2ms   φ/65536 

110：52.4ms   φ/131072 

111：104.9ms  φ/262144 

 

t

t

Latch Latch Latch Latch

/2 /32 /8192 /16384 /32768 

/65536 /131072 /262144

 

図 8.1 ノイズキャンセル回路 
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PCn
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n 7 0

1
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0

P4n

P6n

PCn
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図 8.2 ノイズキャンセル動作概念図 

 

8.1.9 ポート Nch-ODコントロールレジスタ（PnNOCR）（n＝C、D、F、G、H） 
NOCRは、出力に指定されたときの、ポート nの各端子の出力ドライバタイプをビットごとに指定します。 

PHNOCRの上位 2ビットはリザーブビットです。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 Pn7NOCR 0 R/W 

6 Pn6NOCR 0 R/W 

5 Pn5NOCR 0 R/W 

4 Pn4NOCR 0 R/W 

3 Pn3NOCR 0 R/W 

2 Pn2NOCR 0 R/W 

1 Pn1NOCR 0 R/W 

0 Pn0NOCR 0 R/W 

ポート C、D、F、H 

0：CMOS 

（Pチャネルドライバが有効） 

1：Nチャネルオープンドレイン 

（Pチャネルドライバが無効） 

ポート G 

0：NMOSプッシュプル出力 

（Vcc側 Nチャネルドライバが有効） 

1：Nチャネルオープンドレイン 

（Vcc側 Nチャネルドライバが無効） 
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8.1.10 出力バッファの MOS状態 
PTCNT2の PORTSビットの設定により、端子機能が切り替わります（ポート C、D、F、G、H）。 

（1） PORTS＝0の場合 
 
DDR 0 1 

NOCR － 0 1 

ODR 0 1 0 1 0 1 

Vss側ドライバ OFF ON OFF ON OFF 

Vcc側ドライバ OFF OFF ON OFF 

入力プルアップ MOS* OFF ON OFF 

端子機能 入力端子 出力端子 

【注】 * ポート Gには入力プルアップ MOSはありません。 
 

（2） PORTS＝1の場合 
 
DDR 0 1 

NOCR － 0 1 

ODR － 0 1 0 1 

PCR 0 1 － 

Vss側ドライバ OFF ON OFF ON OFF 

Vcc側ドライバ OFF OFF ON OFF 

入力プルアップ MOS* OFF ON OFF 

端子機能 入力端子 出力端子 

【注】 * ポート Gには入力プルアップ MOSはありません。 
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8.2 端子機能 

8.2.1 ポート 1 

（1） P17/WUE7、P16/WUE6、P15/WUE5、P14/WUE4、P13/WUE3、P12/WUE2、P11/WUE1、P10/WUE0 

P1nDDRビットにより、次のように切り替わります。 

割り込みコントローラのWUEMRBのWUEMRnビットを 0にクリアするとWUEn入力端子になります。 
 
P1nDDR 0 1 

端子機能 P1n入力端子 P1n出力端子 

 WUEn入力端子 

（n＝7～0） 
 

8.2.2 ポート 2 

（1） P27～P20 

P2nDDRビットにより、次のように切り替わります。 
 
P2nDDR 0 1 

端子機能 P2n入力端子 P2n出力端子 

（n＝7～0） 
 

8.2.3 ポート 3 

（1） P37/SERIRQ、P36/LCLK、P35/LRESET、P34/LFRAME、P33/LAD3、P32/LAD2、P31/LAD1、P30/LAD0 

LPCの HICR5の SCIFEビット、HICR4の LPC4Eビット、HICR0の LPC3E～LPC1Eビットと P3nDDRビ

ットの組み合わせにより、次のように切り替わります。表中の LPCENABLEは、次の論理式で表されます。 

LPCENABLE＝1：SCIFE＋LPC4E＋LPC3E＋LPC2E＋LPC1E 
 
LPCENABLE 0 1 

P3nDDR 0 1 － 

端子機能 P3n入力端子 P3n出力端子 LPC入出力端子 

（n＝7～0） 
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8.2.4 ポート 4 

（1） P47/PWMU5B 

PWMU_Bの PWMOUTCRの PWM5Eビットおよび P47DDRビットの組み合わせにより、次のように切り

替わります。 
 
P47DDR 0 1 

PWM5E － 0 1 

端子機能 P47入力端子 P47出力端子 PWMU5B出力端子 
 

（2） P46/PWMU4B 

PWMU_Bの PWMOUTCRの PWM4Eビット、PWMPCRの CNTMD45Aビット、および P46DDRビットの

組み合わせにより、次のように切り替わります。表中の PWM4OEは、次の論理式で表されます。 

PWM4OE=PWM4E・CNTMD45A 
 
P46DDR 0 1 

PWM4OE － 0 1 

端子機能 P46入力端子 P46出力端子 PWMU4B出力端子 
 

（3） P45/PWMU3B/TCMCKI2/TCMMCI2 

PWMU_Bの PWMOUTCRの PWM3Eビットおよび P45DDRビットの組み合わせにより、次のように切り

替わります。TCM_2の TCMCRの CKS2～CKS0ビットで外部クロックを選択すると、TCMCKI2入力端子に

なります。TCM_2の TCMIERの CMMSビットを 1にセットすると、TCMMCI2入力端子になります。 
 

P45DDR 0 1 

PWM3E － 0 1 

P45入力端子 P45出力端子 PWMU3B出力端子 端子機能 

TCMCKI2入力端子/TCMMCI2入力端子 
 

（4） P44/TMO1/PWMU2B/TCMCYI2 

TMR_1の TCRのOS3～OS0ビット、PWMU_Bの PWMOUTCRの PWM2Eビット、PWMPCRの CNTMD23A

ビット、および P44DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。TCM_2の TCMIER_2の

TCMIPEビットを 1にセットすると、TCMCY2入力端子になります。表中の PWM2OEは、次の論理式で表

されます。 

PWM2OE=PWM2E・CNTMD23A 
 
OS3～OS0 すべてが 0 いずれかが 1 

P44DDR 0 1 － 

PWM2OE － 0 1 － 

P44入力端子 P44出力端子 PWMU2B出力端子 TM01出力端子 端子機能 

TCMCYI2入力端子 
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（5） P43/TMI1/TCMCKI1/TCMMCI1 

P43DDRビットにより、次のように切り替わります。TMI1は TMRI1と TMCI1の兼用入力端子です。TMR_1

の TCRの CCLR1、CCLR0ビットをいずれも 1にセットすると TMI1（TMRI1）入力端子になります。TMR_1

の TCRの CKS2～CKS0ビットで外部クロックを選択すると、TMI1（TMCI1）入力端子になります。TCM_1

の TCMCRの CKS2～CKS0ビットで外部クロックを選択すると、TCMCKI1入力端子になります。TCM_1の

TCMIERの CMMSビットを 1にセットすると、TCMMCI1入力端子になります。 
 

P43DDR 0 1 

端子機能 P43入力端子 P43出力端子 

 TMI1入力端子/TCMCKI1入力端子/TCMMCI1入力端子 

 

（6） P42/TCMCYI1 

P42DDRビットにより、次のように切り替わります。TCM_1の TCMIER_1の TCMIPEビットを 1にセット

すると TCMCYI1入力端子になります。 
 
P42DDR 0 1 

端子機能 P42入力端子 P42出力端子 

 TCMCYI1入力端子 

 

（7） P41/TMO0/TCMCKI0/TCMMCI0 

TMR_0の TCSRの OS3～OS0ビットおよび P41DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わりま

す。TCM_0の TCMCRの CKS2～CKS0ビットで外部クロックを選択すると、TCMCKI0入力端子になります。

TCM_0の TCMIERの CMMSビットを 1にセットすると、TCMMCI0入力端子になります。 
 
OS3～OS0 すべてが 0 いずれかが 1 

P41DDR 0 1 － 

P41入力端子 P41出力端子 TMO0出力端子 端子機能 

TCMCKI0入力端子/TCMMCI0入力端子 

 

（8） P40/TMI0/TCMCYI0 

P40DDRビットにより、次のように切り替わります。TMI0は TMRI0と TMCI0の兼用入力端子です。TMR_0

の TCRの CCLR1、CCLR0ビットをいずれも 1にセットすると TMI0（TMRI0）入力端子になります。TMR_0

の TCRの CKS2～CKS0ビットで外部クロックを選択すると、TMI0（TMCI0）入力端子になります。TCM_0

の TCMIER_0の TCMIPEビットを 1にセットすると TCMCYI0入力端子になります。 
 

P40DDR 0 1 

端子機能 P40入力端子 P40出力端子 

 TMI0入力端子/TCMCYI0入力端子 
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8.2.5 ポート 5 

（1） P52/SCL0 

IIC_0の ICCRの ICEビットと P52DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 
ICE 0 1 

P52DDR 0 1 － 

端子機能 P52入力端子 P52出力端子 SCL0入出力端子 

【注】 SCL0の出力形式は、NMOSのみの出力となり、直接バス駆動が可能です。また、P52出力端子に設定した場合の出

力形式は、NMOSプッシュプル出力となります。 
 

（2） P51/FRxD 

SCIFの SCIFCRの SCIFOE1ビット、HICR5の SCIFEビットと P51DDRビットの組み合わせにより、次の

ように切り替わります。 

SCIFENABLE＝1：SCIFOE1＋SCIFE 
 
SCIFENABLE 0 1 

P51DDR 0 1 － 

端子機能 P51入力端子 P51出力端子 FRxD入力端子 

 

（3） P50/FTxD 

SCIFの SCIFCRの SCIFOE1ビット、HICR5の SCIFEビットと P50DDRビットの組み合わせにより、次の

ように切り替わります。 

SCIFENABLE＝1：SCIFOE1＋SCIFE 
 
SCIFENABLE 0 1 

P50DDR 0 1 － 

端子機能 P50入力端子 P50出力端子 FTxD出力端子 
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8.2.6 ポート 6 

（1） P67/IRQ7/KIN7 

割り込みコントローラの KMIMRBの KMIM7ビットを 0にクリアすると、KIN7入力端子になります。ISSR

の ISS7ビットを 0にクリアし、割り込みコントローラの IERの IRQ7Eビットを 1にセットすると IRQ7入力

端子として使用できます。 

P67DDRビットにより、次のように切り替わります。 
 
P67DDR 0 1 

端子機能 P67入力端子 P67出力端子 

 IRQ7入力端子/KIN7入力端子 

 

（2） P66/IRQ6/KIN6 

割り込みコントローラの KMIMRBの KMIM6ビットを 0にクリアすると、KIN6入力端子になります。

SYSCR3の EIVSビットを 0にクリアし、割り込みコントローラの IERの IRQ6Eビットを 1にセットすると

IRQ6入力端子として使用できます。 

P66DDRビットにより、次のように切り替わります。 
 
P66DDR 0 1 

端子機能 P66入力端子 P66出力端子 

 IRQ6入力端子/KIN6入力端子 

 

（3） P65/KIN5､P64/KIN4､P63/KIN3､P62/KIN2､P61/KIN1､P60/KIN0 

割り込みコントローラの KMIMRBの KMIMnビットを 0にクリアすると、KINn入力端子になります。 

P6nDDRビットにより、次のように切り替わります。 
 
P6nDDR 0 1 

端子機能 P6n入力端子 P6n出力端子 

 KINn入力端子 

（n＝5～0） 
 

8.2.7 ポート 7 

（1） P77/AN7､P76/AN6､P75/AN5､P74/AN4､P73/AN3､P72/AN2､P71/AN1､P70/AN0 
 
端子機能 ANn／P7n入力 

（n＝7～0） 
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8.2.8 ポート 8 

（1） P86/IRQ5/SCK1 

SCI_1の SMRの C/Aビット、SCRの CKE0、CKE1ビットと P86DDRビットの組み合わせにより、次のよ

うに切り替わります。ISSRの ISS5ビットを 0にクリアし、割り込みコントローラの IERの IRQ5Eビットを

1にセットすると IRQ5入力端子として使用できます。 
 
CKE1 0 1 

C/A 0 1 － 

CKE0 0 1 － － 

P86DDR 0 1 － － － 

P86 

入力端子 

P86 

出力端子 

SCK1 

出力端子 

SCK1 

出力端子 

SCK1 

入力端子 

端子機能 

IRQ5入力端子 

 

（2） P85/IRQ4/RxD1 

SCI_1の SCRの REビットと P85DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。ISSRの ISS4

ビットを 0にクリアし、割り込みコントローラの IERの IRQ4Eビットを 1にセットすると IRQ4入力端子と

して使用できます。 
 
RE 0 1 

P85DDR 0 1 － 

P85入力端子 P85出力端子 RxD1入力端子 端子機能 

IRQ4入力端子 

 

（3） P84/IRQ3/TxD1 

SCI_1の SCRの TEビットと P84DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。ISSRの ISS3

ビットを 0にクリアし、割り込みコントローラの IERの IRQ3Eビットを 1にセットすると IRQ3入力端子と

して使用できます。 
 

TE 0 1 

P84DDR 0 1 － 

P84入力端子 P84出力端子 TxD1出力端子 端子機能 

IRQ3入力端子 
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（4） P83/LPCPD 

LPCの HICR5の SCIFEビット、HICR4の LPC4Eビット、HICR0の LPC3E～LPC1Eビットと P83DDRビ

ットの組み合わせにより、次のように切り替わります。表中の LPCENABLEは、次の論理式で表されます。 

LPCENABLE＝1：SCIFE＋LPC4E＋LPC3E＋LPC2E＋LPC1E 
 
LPCENABLE 0 1 

P83DDR 0 1 － 

端子機能 P83入力端子 P83出力端子 LPCPD入力端子 

 

（5） P82/CLKRUN 

LPCの HICR5の SCIFEビット、HICR4の LPC4Eビット、HICR0の LPC3E～LPC1Eビットと P82DDRビ

ットの組み合わせにより、次のように切り替わります。表中の LPCENABLEは、次の論理式で表されます。 
 

LPCENABLE＝1：SCIFE＋LPC4E＋LPC3E＋LPC2E＋LPC1E 
 
LPCENABLE 0 1 

P82DDR 0 1 － 

端子機能 P82入力端子 P82出力端子 CLKRUN入出力端子 

 

（6） P81/GA20 

LPCの HICR0の FGA20Eビット、および P81DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わりま

す。 
 
FGA20E 0 1 

P81DDR 0 1 － 

端子機能 P81入力端子 P81出力端子 GA20出力端子 

 

（7） P80/PME 

LPCの HICR0の PMEEビット、および P80DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 
PMEE 0 1 

P80DDR 0 1 － 

端子機能 P80入力端子 P80出力端子 PME出力端子 
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8.2.9 ポート 9 

（1） P97/IRQ15/SDA0 

IIC_0の ICCRの ICEビットと P97DDRの組み合わせにより、次のように切り替わります。ISSR16の ISS15

ビットを 0にクリアし、割り込みコントローラの IER16の IRQ15Eビットを 1にセットすると IRQ15入力端

子として使用できます。 
 
ICE 0 1 

P97DDR 0 1 － 

P97入力端子 P97出力端子 SDA0入出力端子 端子機能 

IRQ15入力端子 

【注】 SDA0の出力形式は、NMOSのみの出力となり、直接バス駆動が可能です。また、P97出力端子に設定した場合の出

力形式は、NMOSプッシュプル出力となります。 
 

（2） P96/φ/EXCL 

PTCNT0の EXCLSビット、LPWRCRの EXCLEビットのレジスタ設定、および P96DDRビットの組み合

わせにより、次のように切り替わります。 
 
P96DDR 0 1 

EXCLS 0 1 － 

EXCLE 0 1 － － 

端子機能 P96入力端子 EXCL入力端子 P96入力端子 φ出力端子 

 

（3） P95/IRQ14､P94/IRQ13､P93/IRQ12､P92/IRQ0､P91/IRQ1､P90/IRQ2 
P9nDDRビットにより、次のように切り替わります。ISSR（ISSR16）の ISSmビットを 0にクリアし、割

り込みコントローラの IER（IER16）の IRQmEビットを 1にすると IRQm入力端子として使用できます。 
 
P9nDDR 0 1 

端子機能 P9n入力端子 P9n出力端子 

 IRQm入力端子 

（n＝5～0） 
（m＝14～12、2～0） 



8. I/Oポート 

Rev.2.00  2009.09.18  8-23

  RJJ09B0473-0200 

8.2.10 ポート A 

（1） PA7/KIN15、PA6/KIN14、PA1/KIN9、PA0/KIN8 
PAnDDRビットにより、次のように切り替わります。割り込みコントローラの KMIMRAの KMIMRmビッ

トを 0にクリアすると KINm入力端子になります。 
 
PAnDDR 0 1 

端子機能 PAn入力端子 PAn出力端子 

 KINm入力端子 

（n＝7、6、1、0、m＝15、14、9、8） 

【注】 PA7、PA6は STCRの IICSビットを 1にセットすると NMOSオープンドレイン出力となり、直接バス駆動が可能で
す。 

 

（2） PA5/KIN13/PS2BD、PA4/KIN12/PS2BC、PA3/KIN11/PS2AD、PA2/KIN10/PS2AC 
PS2の KBCRHの KBIOEビットと PAnDDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
割り込みコントローラの KMIMRAの KMIMRmビットを 0にクリアすると KINm入力端子になります。 

 

KBIOE 0 1 

PAnDDR 0 1 － 

PAn入力端子 PAn出力端子 PS2入出力端子 端子機能 

KINm入力端子 

（n＝5～2、m＝13～10） 

【注】 KBIOEビットを 1にセットすると NMOSオープンドレイン出力となり、直接バス駆動が可能です。 

PA5、PA4は STCRの IICSビットを 1にセットすると NMOSオープンドレイン出力となり、直接バス駆動が可能で

す。 
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8.2.11 ポート B 

（1） PB7/RTS 

LPCの HICR5の SCIFEビットと PB7DDRの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

表中の SCIFOEは、次の論理式で表されます。 

SCIFOE=1:（SCIFE・SCIFOE1・SCIFOE0＋SCIFE・SCIFOE0） 
 
SCIFOE 0 1 

PB7DDR 0 1 － 

端子機能 PB7入力端子 PB7出力端子 RTS出力端子 

 

（2） PB6/CTS 

PB6DDRビットにより、次のように切り替わります。 
 
PB6DDR 0 1 

端子機能 PB6入力端子 PB6出力端子 

 CTS入力端子 

 

（3） PB5/DTR 

LPCの HICR5の SCIFEビットと PB5DDRの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

表中の SCIFOEは、次の論理式で表されます。 

SCIFOE=1:（SCIFE・SCIFOE1・SCIFOE0＋SCIFE・SCIFOE0） 
 
SCIFOE 0 1 

PB5DDR 0 1 － 

端子機能 PB5入力端子 PB5出力端子 DTR出力端子 

 

（4） PB4/DSR 

PB4DDRビットにより、次のように切り替わります。 
 
PB4DDR 0 1 

端子機能 PB4入力端子 PB4出力端子 

 DSR入力端子 
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（5） PB3/DCD/PWMU1B 

PWMU_Bの PWMの PWMIEビット、および PB3DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わり

ます。 
 
PB3DDR 0 1 

PWM1E － 0 1 

PB3入力端子 PB3出力端子 PWMU1B出力端子 端子機能 

DCD入力端子 

 

（6） PB2/RI/PWMU0B 

PWMU_Bの PWMOUTCRの PWM0Eビット、PWMMDCRの CNTMD01Aビット、および PB2DDRビット

の組み合わせにより、次のように切り替わります。表中の PWM0OEは、次の論理式で表されます。 

PWM0OE=PWM0E・CNTMD01A 
 
PB2DDR 0 1 

PWM0OE － 0 1 

PB2入力端子 PB2出力端子 PWMU0B出力端子 端子機能 

RI入力端子 

 

（7） PB1/LSCI 

LPCの HICR0の LSCIEビット、および PB1DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 
LSCIE 0 1 

PB1DDR 0 1 － 

端子機能 PB1入力端子 PB1出力端子 LSCI出力端子 

 

（8） PB0/LSMI 

LPCの HICR0の LSMIEビット、および PB0DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 
LSMIE 0 1 

PB0DDR 0 1 － 

端子機能 PB0入力端子 PB0出力端子 LSMI出力端子 
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8.2.12 ポート C 

（1） PC7/WUE15/TIOCB2/TCLKD 

TPUチャネル 2の設定、TPUの TCR_0の TPSC2～TPSC0ビットと PC7DDRにより次のように切り替わり

ます。 

割り込みコントローラのWUEMRAのWUEMR15ビットを 0にクリアするとWUE15入力端子になります｡ 
 
TPUチャネル 2の設定 入力設定または初期値 出力設定 

PC7DDR 0 1 － 

PC7入力端子 PC7出力端子 端子機能 

TIOCB2入力端子*2 

TIOCB2出力端子 

 WUE15入力端子／TCLKD入力端子*1 

【注】 *1 TCR_0の TPSC2～TPSC0＝B'111のとき､TCLKD入力端子となります｡また､チャネル 2を位相計数モードに設

定すると TCLKD入力端子となります｡ 

 *2 TPUチャネル 2のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIOR_2の IOB3＝1のとき､TIOCB2

入力端子となります｡ 
 

（2） PC6/WUE14/TIOCA2 

TPUチャネル 2の設定と PC6DDRにより次のように切り替わります。 

割り込みコントローラのWUEMRAのWUEMR14ビットを 0にクリアするとWUE14入力端子になります｡ 
 

TPUチャネル 2の設定 入力設定または初期値 出力設定 

PC6DDR 0 1 － 

PC6入力端子 PC6出力端子 端子機能 

TIOCA2入力端子* 

TIOCA2出力端子 

 WUE14入力端子 

【注】 * TPUチャネル 2のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIOR_2の IOA3＝1のとき､TIOCA2

入力端子となります｡ 
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（3） PC5/WUE13/TIOCB1/TCLKC 

TPUチャネル 1の設定､TPUの TCR_0､TCR_2の TPSC2～TPSC0ビットと PC5DDRにより次のように切り

替わります。 

割り込みコントローラのWUEMRAのWUEMR13ビットを 0にクリアするとWUE13入力端子になります｡ 
 

TPUチャネル 1の設定 入力設定または初期値 出力設定 

PC5DDR 0 1 － 

PC5入力端子 PC5出力端子 端子機能 

TIOCB1入力端子*2 

TIOCB1出力端子 

 WUE13入力端子／TCLKC入力端子*1 

【注】 *1 TCR_0､TCR_2のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝B'110のとき､TCLKC入力端子となります｡また､チャネ

ル 1を位相計数モードに設定すると TCLKC入力端子となります｡ 

 *2 TPUチャネル 1のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIOR_1の IOB3～IOB0＝B'10xxのと

き､TIOCB1入力端子となります｡（x：Don't care） 
 

（4） PC4/WUE12/TIOCA1 

TPUチャネル 1の設定と PC4DDRにより次のように切り替わります。 

割り込みコントローラのWUEMRAのWUEMR12ビットを 0にクリアするとWUE12入力端子になります｡ 
 

TPUチャネル 1の設定 入力設定または初期値 出力設定 

PC4DDR 0 1 － 

PC4入力端子 PC4出力端子 端子機能 

TIOCA1入力端子* 

TIOCA1出力端子 

 WUE12入力端子 

【注】 * TPUチャネル 1のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードでTIOR_1の IOA3～IOA0＝B'10xxのとき､ 

  TIOCA1入力端子となります｡（x：Don't care） 
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（5） PC3/WUE11/TIOCD0/TCLKB 

TPUチャネル 0の設定､TPUの TCR_0～TCR_2の TPSC2～TPSC0ビットと PC3DDRにより次のように切

り替わります。 

割り込みコントローラのWUEMRAのWUEMR11ビットを 0にクリアするとWUE11入力端子になります｡ 
 
TPUチャネル 0の設定 入力設定または初期値 出力設定 

PC3DDR 0 1 － 

PC3入力端子 PC3出力端子 端子機能 

TIOCD0入力端子*2 

TIOCD0出力端子 

 WUE11入力端子／TCLKB入力端子*1 

【注】 *1 TCR_0～TCR_2のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝B'101のとき､TCLKB入力端子となります｡また､チャネ

ル 0を位相計数モードに設定すると TCLKB入力端子となります｡ 

 *2 TPUチャネル 0のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIOR_0の IOD3～IOD0＝B'10xxのと

き､TIOCD0入力端子となります｡（x：Don't care） 
 

（6） PC2/WUE10/TIOCC0/TCLKA 

TPUチャネル 0の設定､TPUの TCR_0～TCR_2の TPSC2～TPSC0ビットと PC2DDRにより次のように切

り替わります。 

割り込みコントローラのWUEMRAのWUEMR10ビットを 0にクリアするとWUE10入力端子になります｡ 
 

TPUチャネル 0の設定 入力設定または初期値 出力設定 

PC2DDR 0 1 － 

PC2入力端子 PC2出力端子 端子機能 

TIOCC0入力端子*2 

TIOCC0出力端子 

 WUE10入力端子／TCLKA入力端子*1 

【注】 *1 TCR_0～TCR_2のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝B'100のとき､TCLKA入力端子となります｡また､チャネ

ル 0を位相計数モードに設定すると TCLKA入力端子となります｡ 

 *2 TPUチャネル 0のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIOR_0の IOC3～IOC0＝B'10xxのと

き､TIOCC0入力端子となります｡（x：Don't care） 
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（7） PC1/WUE9/TIOCB0 

TPUチャネル 0の設定と PC1DDRにより次のように切り替わります。 

割り込みコントローラのWUEMRAのWUEMR9ビットを 0にクリアするとWUE9入力端子になります｡ 
 

TPUチャネル 0の設定 入力設定または初期値 出力設定 

PC1DDR 0 1 － 

PC1入力端子 PC1出力端子 端子機能 

TIOCB0入力端子* 

TIOCB0出力端子 

 WUE9入力端子 

【注】 * TPUチャネル 0のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIORH_0の IOB3～IOB0＝B'10xxのと

き､TIOCB0入力端子となります｡（x：Don't care） 
 

（8） PC0/WUE8/TIOCA0 

TPUチャネル 0の設定と PC0DDRにより次のように切り替わります。 

割り込みコントローラのWUEMRAのWUEMR8ビットを 0にクリアするとWUE8入力端子になります｡ 
 
TPUチャネル 0の設定 入力設定または初期値 出力設定 

PC0DDR 0 1 － 

PC0入力端子 PC0出力端子 端子機能 

TIOCA0入力端子* 

TIOCA0出力端子 

 WUE8入力端子 

【注】 * TPUチャネル 0のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIORH_0の IOA3～IOA0＝B'10xxのと

き､TIOCA0入力端子となります｡（x：Don't care） 
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8.2.13 ポート D 

（1） PD7､PD6､PD5､PD4 

PDnDDRビットにより、次のように切り替わります。 
 
PDnDDR 0 1 

端子機能 PDn入力端子 PDn出力端子 

（n＝7～4） 
 

（2） PD3/AN11､PD2/AN10､PD1/AN9､PD0/AN8 

PDnDDRビットにより、次のように切り替わります。 

アナログ入力端子として使用する場合は、出力端子に設定しないでください｡ 
 

PDnDDR 0 1 

端子機能 PDn入力端子 PDn出力端子 

 ANm入力端子 

（n＝3～0） 
（m＝11～8） 

8.2.14 ポート E 

（1） PE4/ETMS､PE3/ETDO､PE2/ETDI､PE1/ETCK 

動作モードにより、次のように切り替わります。 
 

動作モード オンチップエミュレーションモード シングルチップモード 

端子機能 エミュレータ入出力 PEn入力 

（n＝4～1） 

【注】 システム開発ツール（エミュレータ）では PE4～PE1はサポートしていません。 
 

（2） PE0/ExEXCL 

PTCNT0の EXCLSビット、LPWRCRの EXCLEビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

PTCNT0の EXCLSビットを 1にセットし、LPWRCRの EXCLE ビットを 1にセットすると ExEXCL入力

端子になります。 
 

EXCLS 0 1 

EXCLE － 0 1 

端子機能 PE0入力端子 PE0入力端子 ExEXCL入力端子 
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8.2.15 ポート F 

（1） PF7/PWMU5A、PF5/PWMU3A 

PWMU_Aの PWMOUTCRの PWMmEビット、および PFnDDRビットの組み合わせにより、次のように切

り替わります。 
 

PFnDDR 0 1 

PWMmE － 0 1 

端子機能 PFn入力端子 PFn出力端子 PWMUmA出力端子 

（n＝7、5、m＝5、3） 
 

（2） PF6/PWMU4A、PF4/PWMU2A 

PWMU_Aの PWMOUTCRの PWMmEビット、PWMPCRの CNTMDiAビット、PWMOUTCRの CNTMDiB

ビット、および PFnDDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。表中の PWMmOEは、次

の論理式で表されます。 

PWMmOE=PWMmE・CNTMDiA・CNTMDiB 
 

PFnDDR 0 1 

PWMmOE － 0 1 

端子機能 PFn入力端子 PFn出力端子 PWMUmA出力端子 

（i＝45、23、n＝6、4、m＝4、2） 
 

（3） PF3/TMOX/IRQ11 

TMR_Xの TCSRの OS3～OS0ビットと PF3DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

ISSR16の ISS11ビットを 0にクリアし、割り込みコントローラの IER16の IRQ11Eビットを 1にセットす 

ると IRQ11入力端子として使用できます。 
 

OS3～OS0 すべて 0 いずれかが 1 

PF3DDR 0 1 － 

PF3入力端子 PF3出力端子 TMOX出力端子 端子機能 

IRQ11入力端子 
 

（4） PF2/TMOY/IRQ10 

TMR_Yの TCSRの OS3～OS0ビットと PF2DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

ISSR16の ISS10ビットを 0にクリアし、割り込みコントローラの IER16の IRQ10Eビットを 1にセットす 

ると IRQ10入力端子として使用できます。 
 
OS3～OS0 すべて 0 いずれかが 1 

PF2DDR 0 1 － 

PF2入力端子 PF2出力端子 TMOY出力端子 端子機能 

IRQ10入力端子 
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（5） PF1/IRQ9/PWMU1A 

PWMU_Aの PWMOUTCRの PWM1Eビットと PF1DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わ

ります。 

ISSR16の ISS9ビットを 0にクリアし、割り込みコントローラの IER16の IRQ9Eビットを 1にセットする 

と IRQ9入力端子として使用できます。 
 
PF1DDR 0 1 

PWM1E － 0 1 

PF1入力端子 PF1出力端子 PWMU1A出力端子 端子機能 

IRQ9入力端子 
 

（6） PF0/IRQ8/PWMU0A 

PWMU_Aの PWMOUTCRの PWM0Eビット、PWMMDCRの CNTMD01Aビット、および PF0DDRビット

の組み合わせにより、次のように切り替わります。 

ISSR16の ISS8ビットを 0にクリアし、割り込みコントローラの IER16の IRQ8Eビットを 1にセットする

と IRQ8入力端子として使用できます。表中の PWM0OEは、次の論理式で表されます。 

PWM0OE=PWM0E・CNTMD01A 
 
PF0DDR 0 1 

PWM0OE － 0 1 

PF0入力端子 PF0出力端子 PWMU0A出力端子 端子機能 

IRQ8入力端子 

 

8.2.16 ポート G 

（1） PG7/SCLD/ExIRQ15 

IIC_2の ICCRの ICEビット、PTCNT1の IIC2BSと IIC2ASビット、および PG7DDRビットの組み合わせ

により、次のように切り替わります。 

ISSR16の ISS15ビットを 1にセットし、割り込みコントローラの IER16の IRQ15Eビットを 1にセットす

ると ExIRQ15入力端子として使用できます。 

表中の SCLD_ENは、次の論理式で表されます。 

SCLD_EN = ICE・IIC2BS・IIC2AS 
 
SCLD_EN 0 1 

PG7DDR 0 1 － 

PG7入力端子 PG7出力端子 SCLD入出力端子 端子機能 

ExIRQ15入力端子 

【注】 SCLDの出力形式は、NMOSのみの出力となり、直接バス駆動が可能です。また、PG7出力端子に設定した場合の出

力形式は、NMOSプッシュプル出力となります。 
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（2） PG6/SDAD/ExIRQ14 

IIC_2の ICCRの ICEビット、PTCNT1の IIC2BSと IIC2ASビット、および PG6DDRビットの組み合わせ

により、次のように切り替わります。 

ISSR16の ISS14ビットを 1にセットし、割り込みコントローラの IER16の IRQ14Eビットを 1にセットす 

ると ExIRQ14入力端子として使用できます。 

表中の SDAD_ENは、次の論理式で表されます。 

SDAD_EN = ICE・IIC2BS・IIC2AS 
 
SDAD_EN 0 1 

PG6DDR 0 1 － 

PG6入力端子 PG6出力端子 SDAD入出力端子 端子機能 

ExIRQ14入力端子 

【注】 SDADの出力形式は、NMOSのみの出力となり、直接バス駆動が可能です。また、PG6出力端子に設定した場合の出

力形式は、NMOSプッシュプル出力となります。 

（3） PG5/SCLC/ExIRQ13 

IIC_2の ICCRの ICEビット、PTCNT1の IIC2BSと IIC2ASビット、および PG5DDRビットの組み合わせ

により、次のように切り替わります。 

ISSR16の ISS13ビットを 1にセットし、割り込みコントローラの IER16の IRQ13Eビットを 1にセットす 

ると ExIRQ13入力端子として使用できます。 

表中の SCLC_ENは、次の論理式で表されます。 

SCLC_EN = ICE・IIC2BS・IIC2AS 
 
SCLC_EN 0 1 

PG5DDR 0 1 － 

PG5入力端子 PG5出力端子 SCLC入出力端子 端子機能 

ExIRQ13入力端子 

【注】 SCLCの出力形式は、NMOSのみの出力となり、直接バス駆動が可能です。また、PG5出力端子に設定した場合の出

力形式は、NMOSプッシュプル出力となります。 
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（4） PG4/SDAC/ExIRQ12 

IIC_2の ICCRの ICEビット、PTCNT1の IIC2BSと IIC2ASビット、および PG4DDRビットの組み合わせ

により、次のように切り替わります。 

ISSR16の ISS12ビットを 1にセットし、割り込みコントローラの IER16の IRQ12Eビットを 1にセットす 

ると ExIRQ12入力端子として使用できます。 

表中の SDAC_ENは、次の論理式で表されます。 

SDAC_EN = ICE・IIC2BS・IIC2AS 
 
SDAC_EN 0 1 

PG4DDR 0 1 － 

PG4入力端子 PG4出力端子 SDAC入出力端子 端子機能 

ExIRQ12入力端子 

【注】 SDACの出力形式は、NMOSのみの出力となり、直接バス駆動が可能です。また、PG4出力端子に設定した場合の出

力形式は、NMOSプッシュプル出力となります。 
 

（5） PG3/SCLB/ExIRQ11 

IIC_2の ICCRの ICEビット、PTCNT1の IIC2BSと IIC2ASビット、および PG3DDRビットの組み合わせ

により、次のように切り替わります。 

ISSR16の ISS11ビットを 1にセットし、割り込みコントローラの IER16の IRQ11Eビットを 1にセットす 

ると ExIRQ11入力端子として使用できます。 

表中の SCLB_ENは、次の論理式で表されます。 

SCLB_EN = ICE・IIC2BS・IIC2AS 
 
SCLB_EN 0 1 

PG3DDR 0 1 － 

PG3入力端子 PG3出力端子 SCLB入出力端子 端子機能 

ExIRQ11入力端子 

【注】 SCLBの出力形式は、NMOSのみの出力となり、直接バス駆動が可能です。また、PG3出力端子に設定した場合の出

力形式は、NMOSプッシュプル出力となります。 
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（6） PG2/SDAB/ExIRQ10 

IIC_2の ICCRの ICEビット、PTCNT1の IIC2BSと IIC2ASビット、および PG2DDRビットの組み合わせ

により、次のように切り替わります。 

ISSR16の ISS10ビットを 1にセットし、割り込みコントローラの IER16の IRQ10Eビットを 1にセットす 

ると ExIRQ10入力端子として使用できます。 

表中の SDAB_ENは、次の論理式で表されます。 

SDAB_EN = ICE・IIC2BS・IIC2AS 
 
SDAB_EN 0 1 

PG2DDR 0 1 － 

PG2入力端子 PG2出力端子 SDAB入出力端子 端子機能 

ExIRQ10入力端子 

【注】 SDABの出力形式は、NMOSのみの出力となり、直接バス駆動が可能です。また、PG2出力端子に設定した場合の出

力形式は、NMOSプッシュプル出力となります。 
 

（7） PG1/SCLA/ExIRQ9/TMIY 

IIC_2の ICCRの ICEビット、PTCNT1の IIC2BSと IIC2ASビット、および PG1DDRビットの組み合わせ

により、次のように切り替わります。 

TMIYは TMRIYと TMCIYの兼用入力端子です｡TMR_Yの TCRの CCLR1、CCLR0ビットをいずれも 1に 

セットすると TMIY（TMRIY）入力端子になります。TMR_Yの TCRの CKS2～CKS0ビットで外部クロッ

クを選択すると、TMIY（TMCIY）入力端子になります。 

ISSR16の ISS9ビットを 1にセットし、割り込みコントローラの IER16の IRQ9Eビットを 1にセットする

と ExIRQ9入力端子として使用できます。 

表中の SCLA_ENは、次の論理式で表されます。 

SCLA_EN = ICE・IIC2BS・IIC2AS 
 
SCLA_EN 0 1 

PG1DDR 0 1 － 

PG1入力端子 PG1出力端子 SCLA入出力端子 端子機能 

ExIRQ9入力端子/TMIY入力端子 

【注】 SCLAの出力形式は、NMOSのみの出力となり、直接バス駆動が可能です。また、PG1出力端子に設定した場合の出

力形式は、NMOSプッシュプル出力となります。 
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（8） PG0/ExIRQ8/TMIX 

IIC_2の ICCRの ICEビット、PTCNT1の IIC2BSと IIC2ASビット、および PG0DDRビットの組み合わせ

により、次のように切り替わります。 

TMIXは TMRIXと TMCIXの兼用入力端子です｡TMR_Xの TCRの CCLR1、CCLR0ビットをいずれも 1に 

セットすると TMIX（TMRIX）入力端子になります。TMR_Xの TCRの CKS2～CKS0ビットで外部クロッ

クを選択すると、TMIX（TMCIX）入力端子になります。 

ISSR16の ISS8ビットを 1にセットし、割り込みコントローラの IER16の IRQ8Eビットを 1にセットする

と ExIRQ8入力端子として使用できます。 

表中の SDAA_ENは、次の論理式で表されます。 

SDAA_EN = ICE・IIC2BS・IIC2AS 
 
SDAA_EN 0 1 

PG0DDR 0 1 － 

PG0入力端子 PG0出力端子 SDAA入出力端子 端子機能 

ExIRQ8入力端子/TMIX入力端子 

【注】 SDAAの出力形式は、NMOSのみの出力となり、直接バス駆動が可能です。また、PG0出力端子に設定した場合の出 

力形式は、NMOSプッシュプル出力となります。 
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8.2.17 ポート H 

（1） PH5、PH4、PH3、PH2 

PHnDDRビットにより、次のように切り替わります。 
 

PHnDDR 0 1 

端子機能 PHn入力端子 PHn出力端子 

（n＝5～2） 
 

（2） PH1/ExIRQ7 

PH1DDRビットにより、次のように切り替わります。 

ISSRの ISS7ビットを 1にセットし、割り込みコントローラの IERの IRQ7Eビットを 1にセットすると

ExIRQ7入力端子として使用できます。 
 
PH1DDR 0 1 

PH1入力端子 PH1出力端子 端子機能 

ExIRQ7入力端子 

 

（3） PH0/ExIRQ6 

PH0DDRビットにより、次のように切り替わります。 

SYSCR3の EIVSビットを 1にセットし、割り込みコントローラの IERの IRQ6Eビットを 1にセットする

と ExIRQ6入力端子として使用できます。 
 
PH0DDR 0 1 

PH0入力端子 PH0出力端子 端子機能 

ExIRQ6入力端子 
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8.3 周辺機能端子の移動 
外部サブクロック入力、IIC_2入出力では、兼用の入出力ポートを変更することができます。外部割り込み

は、ISSR16および ISSRの設定で変更できます。外部サブクロック入力は PTCNT0の設定で、IIC入出力は

PTCNT1の設定で兼用となる入出力ポートが変更されます。変更先の周辺機能端子名は、元の端子名の先頭

に｢Ex｣を付加して表示します。各周辺機能の説明では元の端子名のみを使用します。 

ポートコントロールレジスタには以下のレジスタがあります。 
 

• ポートコントロールレジスタ0（PTCNT0） 

• ポートコントロールレジスタ1（PTCNT1） 

• ポートコントロールレジスタ2（PTCNT2） 
 

8.3.1 ポートコントロールレジスタ 0（PTCNT0） 
PTCNT0は、外部サブクロック入力の兼用ポートを選択します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7～1 － すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください｡ 

0 EXCLS 0 R/W 0：P96/EXCLを選択します。 

1：PE0/ExEXCLを選択します。 

 

8.3.2 ポートコントロールレジスタ 1（PTCNT1） 
PTCNT1は、IIC_2入出力の兼用ポートを選択します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 

6 

IIC2BS 

IIC2AS 

0 

1 

R/W 

R/W 

IIC_2の入出力端子を選択します｡ 

IIC2BS IIC2AS 

0 0：PG1/SCLA､PG0/SDAAを選択します。 

0 1：PG3/SCLB､PG2/SDABを選択します。 

1 0：PG5/SCLC､PG4/SDACを選択します。 

1 1：PG7/SCLD､PG6/SDADを選択します。 

5～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください｡ 
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8.3.3 ポートコントロールレジスタ 2（PTCNT2） 
PTCNT2は、SCI入出力反転の選択、およびポートレジスタ仕様を制御します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください｡ 

4 TxD1RS 0 R/W 0：TxD1直接出力 

1：TxD1反転出力 

3 RxD1RS 0 R/W 0：RxD1直接入力 

1：RxD1反転入力 

2 － 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください｡ 

1 PORTS 0 R/W 0：従来ポートレジスタ仕様 

1：新規ポートレジスタ仕様 

0 － 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください｡ 
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9. 8ビット PWMタイマ（PWMU） 

本 LSIは 2チャネルの 8ビット PWMタイマ A、B（PWMU_A、PWMU_B）を内蔵しています。この二つ

の PWMUにはそれぞれ 6チャネルの PWM波形を出力します。PWMUの各 PWMチャネルはそれぞれ独立

して動作できます。8ビットの単パルス方式により、6チャネルの長周期の PWM出力が可能です。16ビット

／12ビットの単パルス方式により、3チャネルの長周期の PWM出力も可能です。また、8ビットのパルス分

割方式により、高いキャリア周波数の PWM出力も可能です。LSI外部にローパスフィルタを接続することに

より、8ビット D/A変換器として使用できます。 

9.1 特長 

• 4種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

内部クロック（φ、φ/2、φ/4、φ/8）のうちから選択できます。 

• チャネル毎に独立動作、チャネルごとに周期可変 

2チャネルのカスケード接続が可能 

チャネル1（上位）、チャネル0（下位）とする16/12ビット単パルスPWMタイマとして動作可能 

チャネル3（上位）、チャネル2（下位）とする16/12ビット単パルスPWMタイマとして動作可能 

チャネル5（上位）、チャネル4（下位）とする16/12ビット単パルスPWMタイマとして動作可能 

• 8ビット単パルスモード 

最大98.0kHzのキャリア周波数での動作可能（25MHz動作時） 

デューティ比0/255～255/255のパルス出力設定可能 

PWM出力のイネーブル／ディスエーブルの切り替え、直接出力／反転出力の切り替えが可能 

• 12ビット単パルスモード 

2チャネルをカスケード接続することで動作可能 

最大6.1kHzのキャリア周波数での動作可能（25MHz動作時） 

デューティ比0/4095～4095/4095のパルス出力設定可能 

PWM出力のイネーブル／ディスエーブルの切り替え、直接出力／反転出力の切り替えが可能 

• 16ビット単パルスモード 

2チャネルをカスケード接続することで動作可能 

最大381.6Hzのキャリア周波数での動作可能（25MHz動作時） 

デューティ比0/65535～65535/65535のパルス出力設定可能 

PWM出力のイネーブル／ディスエーブルの切り替え、直接出力／反転出力の切り替えが可能 

• 8ビットパルス分割モード 

最大1.57MHzのキャリア周波数での動作可能（25MHz動作時） 

デューティ比0/16～15/16のパルス出力設定可能 

PWM出力のイネーブル／ディスエーブルの切り替え、直接出力／反転出力の切り替えが可能 
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PWMUのブロック図を図 9.1に示します。 
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図 9.1 PWMUブロック図 
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9.2 入出力端子 

PWMUの端子構成を表 9.1に示します。 
 

表 9.1 端子構成 

チャネル 端子名 入出力 機   能 

0 PWMU0A 出力 PWMパルス出力 

（8ビット単パルス、8ビットパルス分割） 

1 PWMU1A 出力 PWMパルス出力 

（8/12/16ビット単パルス、8ビットパルス分割） 

2 PWMU2A 出力 PWMパルス出力 

（8ビット単パルス、8ビットパルス分割） 

3 PWMU3A 出力 PWMパルス出力 

（8/12/16ビット単パルス、8ビットパルス分割） 

4 PWMU4A 出力 PWMパルス出力 

（8ビット単パルス、8ビットパルス分割） 

チャネル A 

5 PWMU5A 出力 PWMパルス出力 

（8/12/16ビット単パルス、8ビットパルス分割） 

0 PWMU0B 出力 PWMパルス出力 

（8ビット単パルス、8ビットパルス分割） 

1 PWMU1B 出力 PWMパルス出力 

（8/12/16ビット単パルス、8ビットパルス分割） 

2 PWMU2B 出力 PWMパルス出力 

（8ビット単パルス、8ビットパルス分割） 

3 PWMU3B 出力 PWMパルス出力 

（8/12/16ビット単パルス、8ビットパルス分割） 

4 PWMU4B 出力 PWMパルス出力 

（8ビット単パルス、8ビットパルス分割） 

チャネル B 

5 PWMU5B 出力 PWMパルス出力 

（8/12/16ビット単パルス、8ビットパルス分割） 
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9.3 レジスタの説明 

PWMUには以下のレジスタがあります。 
 

表 9.2 レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

チャネル A PWMクロックコントロールレジスタ_A PWMCKCR_A R/W H'00 H'FD0C 8 

 PWM出力コントロールレジスタ_A PWMOUTCR_A R/W H'00 H'FD0D 8 

 PWMモードコントロールレジスタ_A PWMMDCR_A R/W H'00 H'FD0E 8 

 PWM位相コントロールレジスタ_A PWMPCR_A R/W H'00 H'FD0F 8 

 PWMプリスケーラレジスタ 0_A PWMPRE0_A R/W H'00 H'FD01 8 

 PWMプリスケーラレジスタ 1_A PWMPRE1_A R/W H'00 H'FD03 8 

 PWMプリスケーラレジスタ 2_A PWMPRE2_A R/W H'00 H'FD05 8 

 PWMプリスケーラレジスタ 3_A PWMPRE3_A R/W H'00 H'FD07 8 

 PWMプリスケーラレジスタ 4_A PWMPRE4_A R/W H'00 H'FD09 8 

 PWMプリスケーラレジスタ 5_A PWMPRE5_A R/W H'00 H'FD0B 8 

 PWMデューティ設定レジスタ 0_A PWMREG0_A R/W H'00 H'FD00 8 

 PWMデューティ設定レジスタ 1_A PWMREG1_A R/W H'00 H'FD02 8 

 PWMデューティ設定レジスタ 2_A PWMREG2_A R/W H'00 H'FD04 8 

 PWMデューティ設定レジスタ 3_A PWMREG3_A R/W H'00 H'FD06 8 

 PWMデューティ設定レジスタ 4_A PWMREG4_A R/W H'00 H'FD08 8 

 PWMデューティ設定レジスタ 5_A PWMREG5_A R/W H'00 H'FD0A 8 

チャネル B PWMクロックコントロールレジスタ_B PWMCKCR_B R/W H'00 H'FD1C 8 

 PWM出力コントロールレジスタ_B PWMOUTCR_B R/W H'00 H'FD1D 8 

 PWMモードコントロールレジスタ_B PWMMDCR_B R/W H'00 H'FD1E 8 

 PWM位相コントロールレジスタ_B PWMPCR_B R/W H'00 H'FD1F 8 

 PWMプリスケーラレジスタ 0_B PWMPRE0_B R/W H'00 H'FD11 8 

 PWMプリスケーラレジスタ 1_B PWMPRE1_B R/W H'00 H'FD13 8 

 PWMプリスケーラレジスタ 2_B PWMPRE2_B R/W H'00 H'FD15 8 

 PWMプリスケーラレジスタ 3_B PWMPRE3_B R/W H'00 H'FD17 8 

 PWMプリスケーラレジスタ 4_B PWMPRE4_B R/W H'00 H'FD19 8 

 PWMプリスケーラレジスタ 5_B PWMPRE5_B R/W H'00 H'FD1B 8 

 PWMデューティ設定レジスタ 0_B PWMREG0_B R/W H'00 H'FD10 8 

 PWMデューティ設定レジスタ 1_B PWMREG1_B R/W H'00 H'FD12 8 

 PWMデューティ設定レジスタ 2_B PWMREG2_B R/W H'00 H'FD14 8 

 PWMデューティ設定レジスタ 3_B PWMREG3_B R/W H'00 H'FD16 8 

 PWMデューティ設定レジスタ 4_B PWMREG4_B R/W H'00 H'FD18 8 

 PWMデューティ設定レジスタ 5_B PWMREG5_B R/W H'00 H'FD1A 8 

 



9. 8ビット PWMタイマ（PWMU） 

Rev.2.00  2009.09.18  9-5

  RJJ09B0473-0200 

9.3.1 PWMクロックコントロールレジスタ（PWMCKCR） 
PWMCKCRは PWMクロックソースを選択します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 CLK1、CLK0 すべて 0 R/W クロックセレクト 1、0 

PWMカウントクロックソースを選択します。 

CLK1 CLK0 

0 0：内部クロックφを選択 

0 1：内部クロックφ/2を選択 

1 0：内部クロックφ/4を選択 

1 1：内部クロックφ/8を選択 

5～0 － すべて 0 R リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

 

9.3.2 PWM出力コントロールレジスタ（PWMOUTCR） 
PWMOUTCRは PWMのチャネル毎の出力を許可／禁止、カウンタ動作の許可／禁止を制御します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CNTMD45B 0 R/W チャネル 4、5、12ビットカウントセレクト 

0：チャネル 4、5を 8ビットカウント動作モードに設定します。 

1：チャネル 4、5を 12ビットカウント動作モードに設定します。 

12ビットカウント動作モードを選択するときは 16ビットカウント 

動作モードは非選択（CNTMD45A=0）にしてください。 

詳細は、表 9.5を参照してください。 

6 CNTMD23B 0 R/W チャネル 2、3、12ビットカウントセレクト 

0：チャネル 2、3を 8ビットカウント動作モードに設定します。 

1：チャネル 2、3を 12ビットカウント動作モードに設定します。 

12ビットカウント動作モードを選択するときは 16ビットカウント 

動作モードは非選択（CNTMD23A=0）にしてください。 

詳細は、表 9.4を参照してください。 

5 PWM5E 0 R/W PWMU5出力イネーブルビット 

0：PWMU5出力禁止、カウンタ動作禁止 

1：PWMU5出力許可、カウンタ動作許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 PWM4E 0 R/W PWMU4出力イネーブルビット 

• 8ビット単パルス／パルス分割モード時 

0：PWMU4出力禁止、カウンタ動作禁止 

1：PWMU4出力許可、カウンタ動作許可 

• 12/16ビット単パルスモード時 

0：PWMU4出力禁止、カウンタ動作禁止 

1：PWMU4出力禁止、カウンタ動作許可 

3 PWM3E 0 R/W PWMU3出力イネーブルビット 

0：PWMU3出力禁止、カウンタ動作禁止 

1：PWMU3出力許可、カウンタ動作許可 

2 PWM2E 0 R/W PWMU2出力イネーブルビット 

• 8ビット単パルス／パルス分割モード時 

0：PWMU2出力禁止、カウンタ動作禁止 

1：PWMU2出力許可、カウンタ動作許可 

• 12/16ビット単パルスモード時 

0：PWMU2出力禁止、カウンタ動作禁止 

1：PWMU2出力禁止、カウンタ動作許可 

1 PWM1E 0 R/W PWMU1出力イネーブルビット 

0：PWMU1出力禁止、カウンタ動作禁止 

1：PWMU1出力許可、カウンタ動作許可 

0 PWM0E 0 R/W PWMU0出力イネーブルビット 

• 8ビット単パルス／パルス分割モード時 

0：PWMU0出力禁止、カウンタ動作禁止 

1：PWMU0出力許可、カウンタ動作許可 

• 12/16ビット単パルスモード時 

0：PWMU0出力禁止、カウンタ動作禁止 

1：PWMU0出力禁止、カウンタ動作許可 
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9.3.3 PWMモードコントロールレジスタ（PWMMDCR） 
PWMMDCRは PWMのチャネル毎のカウントモードおよび動作モードを選択します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CNTMD01B 0 R/W チャネル 0、1、12ビットカウントセレクト 

0：チャネル 0、1を 8ビットカウント動作モードに設定します。 

1：チャネル 0、1を 12ビットカウント動作モードに設定します。 

12ビットカウント動作モードを選択するときは 16ビットカウント 

動作モードは非選択（CNTMD01A=0）にしてください。 

詳細は、表 9.3を参照してください。 

6 CNTMD01A 0 R/W チャネル 0、1、16ビットカウントセレクト 

0：チャネル 0、1を 8ビットカウント動作モードに設定します。 

1：チャネル 0、1を 16ビットカウント動作モードに設定します。 

16ビットカウント動作モードを選択するときは 12ビットカウント 

動作モードは非選択（CNTMD01B=0）にしてください。 

詳細は、表 9.3を参照してください。 

5 PWMSL5 0 R/W チャネル 5動作モードセレクト 

0：単パルスモード 

1：パルス分割モード（8ビットカウンタモードに設定してください） 

4 PWMSL4 0 R/W チャネル 4動作モードセレクト 

0：単パルスモード 

1：パルス分割モード（8ビットカウンタモードに設定してください） 

3 PWMSL3 0 R/W チャネル 3動作モードセレクト 

0：単パルスモード 

1：パルス分割モード（8ビットカウンタモードに設定してください） 

2 PWMSL2 0 R/W チャネル 2動作モードセレクト 

0：単パルスモード 

1：パルス分割モード（8ビットカウンタモードに設定してください） 

1 PWMSL1 0 R/W チャネル 1動作モードセレクト 

0：単パルスモード 

1：パルス分割モード（8ビットカウンタモードに設定してください） 

0 PWMSL0 0 R/W チャネル 0動作モードセレクト 

0：単パルスモード 

1：パルス分割モード（8ビットカウンタモードに設定してください） 
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9.3.4 PWM位相コントロールレジスタ（PWMPCR） 
PWMPCRは PWMのチャネルごとのカウントモードおよび出力位相を選択します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PH5S 0 R/W チャネル 5出力位相セレクト 

0：PWMU5直接出力 

1：PWMU5反転出力 

6 PH4S 0 R/W チャネル 4出力位相セレクト 

0：PWMU4直接出力 

1：PWMU4反転出力 

5 PH3S 0 R/W チャネル 3出力位相セレクト 

0：PWMU3直接出力 

1：PWMU3反転出力 

4 PH2S 0 R/W チャネル 2出力位相セレクト 

0：PWMU2直接出力 

1：PWMU2反転出力 

3 PH1S 0 R/W チャネル 1出力位相セレクト 

0：PWMU1直接出力 

1：PWMU1反転出力 

2 PH0S 0 R/W チャネル 0出力位相セレクト 

0：PWMU0直接出力 

1：PWMU0反転出力 

1 CNTMD45A 0 R/W チャネル 4、5、16ビットカウントセレクト 

0：チャネル 4、5を 8ビットカウント動作モードに設定します。 

1：チャネル 4、5を 16ビットカウント動作モードに設定します。 

16ビットカウント動作モードを選択するときは 12ビットカウント 

動作モードは非選択（CNTMD45B=0）にしてください。 

詳細は、表 9.5を参照してください。 

0 CNTMD23A 0 R/W チャネル 2、3、16ビットカウントセレクト 

0：チャネル 2、3を 8ビットカウント動作モードに設定します。 

1：チャネル 2、3を 16ビットカウント動作モードに設定します。 

16ビットカウント動作モードを選択するときは 12ビットカウント 

動作モードは非選択（CNTMD23B=0）にしてください。 

詳細は、表 9.4を参照してください。 
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9.3.5 PWMプリスケーララッチレジスタ（PRELAT） 
PRELATは PWMPREのシフトレジスタです。1パルス完了時、PWMPREのデータは自動的に PRELATへ

転送されます。CPUから直接アクセスすることはできません。 
 

9.3.6 PWMデューティ設定ラッチレジスタ（REGLAT） 
REGLATは PWMREGのシフトレジスタです。1パルス完了時、PWMREGのデータは自動的に REGLAT

へ転送されます。CPUから直接アクセスすることはできません。 

 
表 9.3 チャネル 0、1のカウンタ動作 

PWMMDCRの 

CNTMD01A 

PWMMDCRの 

CNTMD01B 

チャネル 0、1のカウンタ動作 

0 0 8ビットカウンタ動作 

0 1 12ビットカウンタ動作  

（上位：チャネル 1、下位：チャネル 0） 

1 0 16ビットカウンタ動作  

（上位：チャネル 1、下位：チャネル 0） 

1 1 設定禁止 

【注】 12/16ビットカウンタを選択した場合は、単パルスモードに設定してください。 
 

表 9.4 チャネル 2、3のカウンタ動作 

PWMPCRの 

CNTMD23A 

PWMOUTCRの 

CNTMD23B 

チャネル 2、3のカウンタ動作 

0 0 8ビットカウンタ動作 

0 1 12ビットカウンタ動作  

（上位：チャネル 3、下位：チャネル 2） 

1 0 16ビットカウンタ動作  

（上位：チャネル 3、下位：チャネル 2） 

1 1 設定禁止 

【注】 12/16ビットカウンタを選択した場合は、単パルスモードに設定してください。 
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表 9.5 チャネル 4、5のカウンタ動作 

PWMPCRの 

CNTMD45A 

PWMOUTCRの 

CNTMD45B 

チャネル 4、5のカウンタ動作 

0 0 8ビットカウンタ動作 

0 1 12ビットカウンタ動作  

（上位：チャネル 5、下位：チャネル 4） 

1 0 16ビットカウンタ動作 

（上位：チャネル 5、下位：チャネル 4） 

1 1 設定禁止 

【注】 12/16ビットカウンタを選択した場合は、単パルスモードに設定してください。 
 

9.3.7 PWMプリスケーラレジスタ 0～5（PWMPRE0～PWMPRE5） 
PWMPREは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。PWM周期を設定します。初期値は、H'00で

す。 

PWMPREの値を nとすると PWM周期は以下のようになります。 

（1） 8ビット単パルスモード 
 

PWM周期＝［255×（n＋1）］/ 内部クロック周波数   （0≦n≦255） 
 

表 9.6 φ＝20MHz時の分解能、PWM変換周期、キャリア周波数（8ビットカウンタ動作） 

キャリア周波数 PWM変換周期 

単パルス方式 

内部 

クロック 

周波数 

分解能 

Min. Max. Min. Max. 

φ 50ns 12.8μs 3.3ms 306.4Hz 78.4kHz 

φ/2 100ns 25.5μs 6.5ms 153.2Hz 39.2kHz 

φ/4 200ns 51.0μs 13.1ms 76.6Hz 19.6kHz 

φ/8 400ns 102.0μs 26.1ms 38.3Hz 9.8kHz 

 



9. 8ビット PWMタイマ（PWMU） 

Rev.2.00  2009.09.18  9-11

  RJJ09B0473-0200 

（2） 12ビット単パルスモード 

12ビット単パルスモードに設定した場合は、PWMPRE0、PWMPRE2、PWMPRE4がそれぞれ有効になりま 

す。PWMPRE1、PWMPRE3、PWMPRE5の設定は無効です。 
 

PWM周期＝［4095×（n＋１）］/ 内部クロック周波数   （0≦n≦255） 
 

表 9.7 φ＝20MHz時の分解能、PWM変換周期、キャリア周波数（12ビットカウンタ動作） 

キャリア周波数 PWM変換周期 

単パルス方式 

内部 

クロック 

周波数 

分解能 

Min. Max. Min. Max. 

φ 50ns 204.8μs 52.4ms 19.1Hz 4.9kHz 

φ/2 100ns 409.5μs 104.8ms 9.5Hz 2.4kHz 

φ/4 200ns 819.0μs 209.7ms 4.8Hz 1.2kHz 

φ/8 400ns 1.6ms 419.3ms 2.4Hz 0.6kHz 

 

（3） 16ビット単パルスモード 

16ビット単パルスモードに設定した場合は、PWMPRE0、PWMPRE2、PWMPRE4がそれぞれ有効になりま

す。PWMPRE1、PWMPRE3、PWMPRE5の設定は無効です。 
 

PWM周期＝［65535×（n＋1）］/ 内部クロック周波数   （0≦n≦255） 
 

表 9.8 φ＝20MHz時の分解能、PWM変換周期、キャリア周波数（16ビットカウンタ動作） 

キャリア周波数 PWM変換周期 

単パルス方式 

内部 

クロック 

周波数 

分解能 

Min. Max. Min. Max. 

φ 50ns 3.3ms 838.8ms 1.2Hz 305.2Hz 

φ/2 100ns 6.6ms 1.7s 0.6Hz 152.6Hz 

φ/4 200ns 13.1ms 3.4s 0.3Hz 76.3Hz 

φ/8 400ns 26.2ms 6.7s 0.1Hz 38.1Hz 
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（4） 8ビットパルス分割モード 
 

PWM周期＝［16×（n＋1）］/ 内部クロック周波数（0≦n≦255） 
PWM変換周期＝［256×（n＋1）］/ 内部クロック周波数（0≦n≦255） 

 
表 9.9 φ＝20MHz時の分解能、PWM変換周期、キャリア周波数（8ビットカウンタ動作） 

PWM変換周期 キャリア周波数 

（1/PWM周期） 

内部クロック周波数 分解能 

Min. Max. Min. Max. 

φ 50ns 12.8μs 3.3ms 4882.8Hz 1250.0kHz 

φ/2 100ns 25.6μs 6.6ms 2441.4Hz 625.0kHz 

φ/4 200ns 51.2μs 13.1ms 1220.7Hz 312.5kHz 

φ/8 400ns 102.4μs 26.2ms 610.4Hz 156.3kHz 

 

9.3.8 PWMデューティ設定レジスタ 0～5（PWMREG0～PWMREG5） 
PWMREGは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。PWM出力パルスの High期間（デューティ）

を設定します。初期値は H'00です。 
 

（1） 8ビット単パルスモード 

PWM出力するパルスの High期間を直接指定します。PWMREGにより PWM出力パルスのデューティ比

0/255～255/255まで 1/255の分解能で指定します。 

PWMREGの値を mとすると出力パルスの High期間は以下のようになります。 
 
出力パルスの High期間＝（PWM周期×m）/ 255   （0≦m≦255） 

 

（2） 12ビット単パルスモード 

PWM出力するパルスの High期間を直接指定します。PWMREGにより、PWM出力パルスのデューティ比

0/4095～4095/4095まで 1/4095の分解能で指定します。 

PWMREGの値を mとすると出力パルスの High期間は以下のようになります。 
 
出力パルスの High期間=（PWM周期×m）/ 4095   （0 ≦m ≦4095） 

 

PWMREG1（上位）と PWMREG0（下位）、PWMREG3（上位）と PWMREG2（下位）、PWMREG5（上

位）と PWMREG4（下位）の組み合わせで、パルスの High期間をそれぞれ設定します。 

【注】 上位レジスタのビット 3～0と下位レジスタの設定が有効です。上位レジスタのビット 7～4は無効です。また、

下位側のレジスタを設定した後で、上位側のレジスタを設定してください。上位側のレジスタを先に設定する

と期待通りの出力にならない場合があります。 
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（3） 16ビット単パルスモード 

PWM出力するパルスの High期間を直接指定します。PWMREGをカスケード接続することで、PWM出力

パルスのデューティ比 0/65535～65535/65535まで 1/65535の分解能で指定します。 

PWMREGの値を mとすると出力パルスの High期間は以下のようになります。 
 
出力パルスの High期間＝（PWM周期×m）/ 65535  （0≦m≦65535） 

 
PWMREG1（上位）と PWMREG0（下位）、PWMREG3（上位）と PWMREG2（下位）、PWMREG5（上

位）と PWMREG4（下位）の組み合わせ（カスケード接続）で、パルスの High期間をそれぞれ設定します。 
 

（4） 8ビットパルス分割モード 

PWM出力する基本パルスのデューティ比および付加パルスの個数を指定します。PWMREGに設定する値

のうち、上位 4ビットは基本パルスのデューティ比を 0/16～15/16まで 1/16の分解能で指定し、下位 4ビッ

トは基本パルスで構成される変換周期内に付加パルスをいくつ付加するかを指定します。 
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9.4 動作説明 

PWMUは、8ビット単パルスモード、12ビット単パルスモード、16ビット単パルスモードおよび 8ビット

分割パルスモードで動作します。 
 

9.4.1 単パルスモード（8ビット、12ビット、16ビット） 
8ビット単パルスモードのブロック図を図 9.2に、12ビット単パルスモードおよび 16ビット単パルスモー

ドのブロック図を図 9.3に示します。 

PRELAT0 CNT0

REGLAT0

0 PWMU00

PRELAT1 CNT1

REGLAT1

1 PWMU01

 

図 9.2 8ビット単パルスモードのブロック図 

PRELAT0 CNT0

REGLAT0

0 PWMU00 

PRELAT1 CNT1

REGLAT1

1 PWMU01

 

図 9.3 12ビット、16ビット単パルスモードのブロック図 
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PWMOUTCRレジスタの PWMnEビット（n＝0～5）を 1にセットすると、PWMUは Highから始まるパル

スを出力します。REGLATには PWMREGの更新値が、PRELATには PWMPREの更新値が書き込まれます。 

REGLATの値がデューティカウンタの値より小さい時、PWMUは Highを出力します（直接出力選択時）。

デューティカウンタは PWMクロックによりカウントアップします。PWMクロックは、PRELATの値をダウ

ンカウントして生成します。クロック生成用カウンタが H'00のとき、PWMクロックが生成されます。 

デューティカウンタとクロック生成用カウンタの動作例を図 9.4に示します。 

H'78

/4

PRELAT

REGLAT

PWMUO

H'79 H'80

H'80

H'81

H'01 H'01

H'01

H'01 H'01H'00 H'00 H'00 H'00

 

図 9.4 デューティカウンタとクロック生成用カウンタの動作例 
（カウントクロックソースにφ/4を選択、PWMPRE＝H'01、PWMREG＝H'80に設定した場合） 

 
デューティカウンタの値と PWMU出力のタイミングを以下に示します。 

H'FF

REGLAT

H'00

PWMUO
 

図 9.5 デューティカウンタの値と PWMU出力のタイミング 
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PWM出力中に PWMREGを変更した場合、デューティカウンタがオーバフローした時（次の PWM周期の

開始時）に PWMREGの値を REGLATにロードします。PWMREGを変更した場合の PWMU出力波形を以下

に示します。 

H'FF

REGLAT

REGLAT'

H'00

PWMUO

PWMREG

 

図 9.6 PWMREGを変更した場合の PWMU出力波形 

 
PWM出力中に PWMPREを変更した場合、次の PWM周期から、PWM周期が変化します。クロック生成

カウンタがアンダフローした時に、PWMPREの値を PRELATにロードします。PWMPREを変更した場合の

PRELAT更新タイミングを以下に示します。 

PRELAT'
PRELAT

PRELAT''

H'00

PWMPRE

PWMPRE'PWMPRE''  

図 9.7 PWMPREを変更した場合の PRELAT更新タイミング 
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9.4.2 パルス分割モード 
パルス分割モードでは、PWMREGの上位 4ビットは、基本パルスのデューティ比を 0/16～15/16まで 1/16

の分解能で指定します。以下に基本パルスのデューティ比を示します。 
 

表 9.10 基本パルスのデューティ比 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

4

B'0000

B'0001

B'0010

B'0011

B'0100

B'0101

B'0110

B'0111

B'1000

B'1001

B'1010

B'1011

B'1100

B'1101

B'1110

B'1111
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PWMREGの下位 4ビットは、16基本パルスに対する付加パルスの付加位置を指定します。付加パルスは、

基本パルスの立ち上がりエッジの前に分解能分の幅の High期間（PHnS＝0の場合）を付加します。PWMREG

の上位 4ビットが B'0000の場合は基本パルスの立ち上がりエッジは存在しませんが、付加パルスの付加タイ

ミングは同様です。以下に基本パルスに対応する付加パルスの位置を、図 9.8に付加パルスタイミング例を

示します。 
 

表 9.11 基本パルスに対する付加パルスの位置 

下位 4ビット 基本パルス No. 

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

B'0000                 

B'0001                ○

B'0010        ○        ○

B'0011        ○    ○    ○

B'0100    ○    ○    ○    ○

B'0101    ○    ○    ○  ○  ○

B'0110    ○  ○  ○    ○  ○  ○

B'0111    ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○

B'1000  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○

B'1001  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○ ○

B'1010  ○  ○  ○ ○ ○  ○  ○  ○ ○ ○

B'1011  ○  ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○

B'1100  ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○

B'1101  ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

B'1110  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

B'1111  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 

 

図 9.8 付加パルスタイミング例（PWMREG上位 4ビットが B'1000） 
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（1） 設定例 

1

0/256 255/256

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

127/256

128/256

129/256

130/256

PWMREG

H'7F

H'80

H'81

H'82

112

128

128

128

15

0

1

2

 

図 9.9 PWMUの設定例 

（2） D/Aとして使用する場合の回路例 

PWMU出力パルスを D/Aとして使用する場合の回路例を示します。ローパスフィルタを接続にすることに

より、リップルの少ないアナログ出力を生成することが可能です。パルス分割方式を使用することで､よりリ

ップルの少ない D/A出力を行うことが出来ます｡ 

LSI

120K

0.1 F

 

図 9.10 D/Aとして使用する場合の回路例 
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9.5 使用上の注意事項 

9.5.1 モジュールストップモードの設定 
モジュールストップコントロールレジスタにより、PWMUの動作停止／許可を設定することが可能です。

初期値では PWMUの動作は停止します。モジュールストップモードを解除することにより、レジスタのアク

セスが可能になります。詳細は「第 24章 低消費電力状態」を参照してください。 
 

9.5.2 16/12ビット単パルス PWMタイマ使用上の注意点 
16/12ビット単パルス PWMタイマとして使用する場合にはデューティ比を切り換えるために PWMREGn 

（n＝0～5）の上位 8ビットと下位 8ビットを個別にライトする必要があります。 

そのため、ライト動作に時間差が発生することから、その期間中のパルス波形のデューティ比が意図しな

い値となる可能性があります。 

また PWMREGnのライト動作中に割り込み処理が入ると異常デューティ比パルスが出続ける可能性がある

ため、割り込み処理が入らないよう注意してください。 
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10. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

本 LSIは、3チャネルの 16ビットタイマにより構成される 16ビットタイマパルスユニット（TPU）を内蔵

しています。16ビットタイマパルスユニットのブロック図を図 10.1に、機能一覧を表 10.1に示します。 

10.1 特長 

• 最大8本のパルス入出力が可能 

• チャネル0、2は8種類、チャネル1は7種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

• 各チャネルとも次の動作を設定可能 

コンペアマッチによる波形出力、インプットキャプチャ機能、カウンタクリア動作、複数のタイマカウ

ンタ（TCNT）への同時書き込み、コンペアマッチ／インプットキャプチャによる同時クリア、カウンタ

の同期動作による各レジスタの同期入出力、任意デューティのPWM出力、同期動作と組み合わせること

による最大7相のPWM出力 

• チャネル0はバッファ動作を設定可能 

• チャネル1、2は各々独立に位相計数モードを設定可能 

• 内部16ビットバスによる高速アクセス 

• 13種類の割り込み要因 

• レジスタデータの自動転送が可能 

• A/D変換器の変換スタートトリガを生成可能 
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図 10.1 TPUのブロック図 
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表 10.1 TPUの機能一覧 

項目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 

カウントクロック 

 

φ／1 

φ／4 

φ／16 

φ／64 

TCLKA 

TCLKB 

TCLKC 

TCLKD 

φ／1 

φ／4 

φ／16 

φ／64 

φ／256 

TCLKA 

TCLKB 

φ／1 

φ／4 

φ／16 

φ／64 

φ／1024 

TCLKA 

TCLKB 

TCLKC 

ジェネラル 

レジスタ（TGR） 

TGRA_0 

TGRB_0 

TGRA_1 

TGRB_1 

TGRA_2 

TGRB_2 

ジェネラルレジスタ／ 

バッファレジスタ 

TGRC_0 

TGRD_0 

－ － 

入出力端子 TIOCA0 

TIOCB0 

TIOCC0 

TIOCD0 

TIOCA1 

TIOCB1 

TIOCA2 

TIOCB2 

カウンタクリア機能 TGRのコンペアマッチ 

または 

インプットキャプチャ 

TGRのコンペアマッチ 

または 

インプットキャプチャ 

TGRのコンペアマッチ 

または 

インプットキャプチャ 

コンペア 0出力 ◯ ◯ ◯ 

マッチ 1出力 ◯ ◯ ◯ 

出力 トグル 

出力 

◯ ◯ ◯ 

インプットキャプチャ機能 ◯ ◯ ◯ 

同期動作 ◯ ◯ ◯ 

PWMモード ◯ ◯ ◯ 

位相計数モード － ◯ ◯ 

バッファ動作 ◯ － － 
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項目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 

A/D変換開始トリガ TGRA_0のコンペアマッチ 

または 

インプットキャプチャ 

TGRA_1のコンペアマッチ 

または 

インプットキャプチャ 

TGRA_2のコンペアマッチ 

または 

インプットキャプチャ 

割り込み要因 5要因 

• コンペアマッチ 

／インプットキャプチャ 0A

• コンペアマッチ 

／インプットキャプチャ 0B

• コンペアマッチ 

／インプットキャプチャ 0C

• コンペアマッチ 

／インプットキャプチャ 0D

• オーバフロー 

4要因 

• コンペアマッチ 

／インプットキャプチャ 1A

• コンペアマッチ 

／インプットキャプチャ 1B

 

 

 

 

• オーバフロー 

• アンダフロー 

4要因 

• コンペアマッチ 

／インプットキャプチャ 2A

• コンペアマッチ 

／インプットキャプチャ 2B

 

 

 

 

• オーバフロー 

• アンダフロー 

【記号説明】 

◯：可能 

－：不可 
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10.2 入出力端子 
 

表 10.2 TPUの端子構成 

チャネル 端子名 入出力 機   能 

TCLKA 入力 外部クロック A入力端子 

（チャネル 1の位相計数モード A相入力） 

TCLKB 入力 外部クロック B入力端子 

（チャネル 1の位相計数モード B相入力） 

TCLKC 入力 外部クロック C入力端子 

（チャネル 2の位相計数モード A相入力） 

共通 

TCLKD 入力 外部クロック D入力端子 

（チャネル 2の位相計数モード B相入力） 

TIOCA0 入出力 TGRA_0のインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

TIOCB0 入出力 TGRB_0のインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

TIOCC0 入出力 TGRC_0のインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

0 

TIOCD0 入出力 TGRD_0のインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

TIOCA1 入出力 TGRA_1のインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

1 

TIOCB1 入出力 TGRB_1のインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

TIOCA2 入出力 TGRA_2のインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

2 

TIOCB2 入出力 TGRB_2のインプットキャプチャ入力／ 

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 
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10.3 レジスタの説明 
TPUには各チャネルに以下のレジスタがあります。 

 
表 10.3 レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

チャネル 0 タイマコントロールレジスタ_0 TCR_0 R/W H'00 H'FE50 8 

 タイマモードレジスタ_0 TMDR_0 R/W H'C0 H'FE51 8 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ H_0 TIORH_0 R/W H'00 H'FE52 8 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ L_0 TIORL_0 R/W H'00 H'FE53 8 

 タイマインタラプトイネーブルレジスタ_0 TIER_0 R/W H'40 H'FE54 8 

 タイマステータスレジスタ_0 TSR_0 R/W H'C0 H'FE55 8 

 タイマカウンタ_0 TCNT_0 R/W H'0000 H'FE56 16 

 タイマジェネラルレジスタ A_0 TGRA_0 R/W H'FFFF H'FE58 16 

 タイマジェネラルレジスタ B_0 TGRB_0 R/W H'FFFF H'FE5A 16 

 タイマジェネラルレジスタ C_0 TGRC_0 R/W H'FFFF H'FE5C 16 

 タイマジェネラルレジスタ D_0 TGRD_0 R/W H'FFFF H'FE5E 16 

チャネル 1 タイマコントロールレジスタ_1 TCR_1 R/W H'00 H'FD40 8 

 タイマモードレジスタ_1 TMDR_1 R/W H'C0 H'FD41 8 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ_1 TIOR_1 R/W H'00 H'FD42 8 

 タイマインタラプトイネーブルレジスタ_1 TIER_1 R/W H'40 H'FD44 8 

 タイマステータスレジスタ_1 TSR_1 R/W H'C0 H'FD45 8 

 タイマカウンタ_1 TCNT_1 R/W H'0000 H'FD46 16 

 タイマジェネラルレジスタ A_1 TGRA_1 R/W H'FFFF H'FD48 16 

 タイマジェネラルレジスタ B_1 TGRB_1 R/W H'FFFF H'FD4A 16 

チャネル 2 タイマコントロールレジスタ_2 TCR_2 R/W H'00 H'FE70 8 

 タイマモードレジスタ_2 TMDR_2 R/W H'C0 H'FE71 8 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ_2 TIOR_2 R/W H'00 H'FE72 8 

 タイマインタラプトイネーブルレジスタ_2 TIER_2 R/W H'40 H'FE74 8 

 タイマステータスレジスタ_2 TSR_2 R/W H'C0 H'FE75 8 

 タイマカウンタ_2 TCNT_2 R/W H'0000 H'FE76 16 

 タイマジェネラルレジスタ A_2 TGRA_2 R/W H'FFFF H'FE78 16 

 タイマジェネラルレジスタ B_2 TGRB_2 R/W H'FFFF H'FE7A 16 

共通 タイマスタートレジスタ TSTR R/W H'00 H'FEB0 8 

 タイマシンクロレジスタ TSYR R/W H'00 H'FEB1 8 
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10.3.1 タイマコントロールレジスタ（TCR） 
TCRは各チャネルの TCNTを制御します。TPUには、チャネル 0～2に各 1本、計 3本の TCRがあります。

TCRの設定は、TCNTの動作が停止した状態で行ってください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

CCLR2 

CCLR1 

CCLR0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

カウンタクリア 2～0 

TCNTのカウンタクリア要因を選択します。詳細は表 10.4表 10.5を参照
してください。 

4 

3 

CKEG1 

CKEG0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックエッジ 1、0 

入力クロックのエッジを選択します。内部クロックを両エッジでカウン

トすると、入力クロックの周期が 1／2になります（例：φ／4の両エッ
ジ＝φ／2の立ち上がりエッジ）。チャネル 1、2で位相計数モードを使
用する場合は、本設定は無視され、位相計数モードの設定が優先されま

す。内部クロックのエッジ選択は、入力クロックがφ／4もしくはそれよ
り遅い場合に有効です。入力クロックにφ／1を選択した場合は本設定は
無視され、立ち上がりエッジカウント選択になります。 

00：立ち上がりエッジでカウント 

01：立ち下がりエッジでカウント 

1X：両エッジでカウント 

【記号説明】X：Don't care 

2 

1 

0 

TPSC2 

TPSC1 

TPSC0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

タイマプリスケーラ 2～0 

TCNTのカウンタクロックを選択します。各チャネル独立にクロックソー
スを選択することができます。詳細は表 10.6～表 10.8 TPSC2～TPSC0
を参照してください。 

 
表 10.4 CCLR2～CCLR0（チャネル 0） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 チャネル 

CCLR2 CCLR1 CCLR0 

説   明 

0 0 0 TCNTのクリア禁止 

0 0 1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア

0 1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア

0 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリア

で TCNTをクリア*1 

1 0 0 TCNTのクリア禁止 

1 0 1 TGRCのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア*2 

1 1 0 TGRDのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア*2 

0 

1 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリア

で TCNTをクリア*1 

【注】 *1 同期動作の設定は、TSYRの SYNCビットを 1にセットすることにより行います。 

 *2 TGRCまたは TGRDをバッファレジスタとして使用している場合は、バッファレジスタの設定が優先され、コン

ペアマッチ／インプットキャプチャが発生しないため、TCNTはクリアされません。 
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表 10.5 CCLR2～CCLR0（チャネル 1、2） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 チャネル 

リザーブ*2 CCLR1 CCLR0 

説   明 

0 0 0 TCNTのクリア禁止 

0 0 1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア

0 1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア

1、2 

 

0 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリア

で TCNTをクリア*1 

【注】 *1 同期動作の設定は、TSYRの SYNCビットを 1にセットすることにより行います。 

 *2 チャネル 1、2ではビット 7はリザーブです。リードすると常に 0が読み出しされます。ライトは無効です。 
 

表 10.6 TPSC2～TPSC0（チャネル 0） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 0 0 内部クロック：φでカウント 

0 0 1 内部クロック：φ／4でカウント 

0 1 0 内部クロック：φ／16でカウント 

0 1 1 内部クロック：φ／64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

1 1 0 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

0 

1 1 1 外部クロック：TCLKD端子入力でカウント 

 
表 10.7 TPSC2～TPSC0（チャネル 1） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説  明 

0 0 0 内部クロック：φでカウント 

0 0 1 内部クロック：φ／4でカウント 

0 1 0 内部クロック：φ／16でカウント 

0 1 1 内部クロック：φ／64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

1 1 0 内部クロック：φ／256でカウント 

1 

1 1 1 設定禁止 

【注】 チャネル 1が位相計数モード時、この設定は無効になります。 
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表 10.8 TPSC2～TPSC0（チャネル 2）  

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 0 0 内部クロック：φでカウント 

0 0 1 内部クロック：φ／4でカウント 

0 1 0 内部クロック：φ／16でカウント 

0 1 1 内部クロック：φ／64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

1 1 0 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

2 

1 1 1 内部クロック：φ／1024でカウント 

【注】 チャネル 2が位相計数モード時、この設定は無効になります。 
 

10.3.2 タイマモードレジスタ（TMDR） 
TMDRは各チャネルの動作モードの設定を行います。TPUには、各チャネル 1本、計 3本の TMDRがあり

ます。TMDRの設定は、TCNTの動作が停止した状態で行ってください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

－ 

－ 

1 

1 

R 

R 

リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

5 BFB 0 R/W バッファ動作 B 

TGRBを通常動作させるか、TGRBと TGRDを組み合わせてバッファ動作させ
るかを設定します。TGRDをバッファレジスタとして使用した場合は、TGRD
のインプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 

TGRDを持たないチャネル 1、2ではこのビットはリザーブビットになります。
リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

0：TGRBは通常動作 

1：TGRBと TGRDはバッファ動作 

4 BFA 0 R/W バッファ動作 A 

TGRAを通常動作させるか、TGRAと TGRCを組み合わせてバッファ動作させ
るかを設定します。TGRCをバッファレジスタとして使用した場合は、TGRC
のインプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 

TGRCを持たないチャネル 1、2ではこのビットはリザーブビットになります。
リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

0：TGRAは通常動作 

1：TGRAと TGRCはバッファ動作 

3 

2 

1 

0 

MD3 

MD2 

MD1 

MD0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

モード 3～0 

MD3～MD0はタイマの動作モードを設定します。 

MD3はリザーブビットです。 ライト時には常に 0としてください。 

詳細は表 10.9を参照してください。 
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表 10.9 MD3～MD0 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

MD3*1 MD2*2 MD1 MD0 

説   明 

0 0 0 0 通常動作 

0 0 0 1 リザーブ 

0 0 1 0 PWMモード 1 

0 0 1 1 PWMモード 2 

0 1 0 0 位相計数モード 1 

0 1 0 1 位相計数モード 2 

0 1 1 0 位相計数モード 3 

0 1 1 1 位相計数モード 4 

1 x x x 設定禁禁止 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 MD3はリザーブビットです。ライト時には常に 0としてください。 

 *2 チャネル 0では、位相計数モードの設定はできません。MD2には常に 0をライトしてください。 
 

10.3.3 タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR） 
TIORは TGRを制御します。TPUには、チャネル 0に 2本、チャネル 1、2に各 1本、計 4本の TIORがあ

ります。TIORは TMDRの設定により影響を受けますので注意してください。 

TIORで指定した初期出力はカウンタ停止した（TSTRの CSTビットを 0にクリアした）状態で有効になり

ます。また、PWMモード 2の場合にはカウンタが 0にクリアされた時点での出力を指定します。 

TGRC、あるいは TGRDをバッファ動作に設定した場合は、本設定は無効となり、バッファレジスタとし

て動作します。 
 

• TIORH_0、TIOR_1、TIOR_2 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

IOB3 

IOB2 

IOB1 

IOB0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

I/Oコントロール B3～0 

TGRBの機能を設定します。 

3 

2 

1 

0 

IOA3 

IOA2 

IOA1 

IOA0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

I/Oコントロール A3～0 

TGRAの機能を設定します。 
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• TIORL_0  
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

IOD3 

IOD2 

IOD1 

IOD0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

I/Oコントロール D3～0 

TGRDの機能を設定します。 

3 

2 

1 

0 

IOC3 

IOC2 

IOC1 

IOC0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

I/Oコントロール C3～0 

TGRCの機能を設定します。 

 
表 10.10 TIORH_0（チャネル 0） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_0の機能 TIOCB0端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCB0端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCB0端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x キャプチャ入力元は TIOCB0端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

設定禁止 

【記号説明】 x: Don't care 
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表 10.11 TIORH_0（チャネル 0） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_0の機能 TIOCA0端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCA0端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCA0端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x キャプチャ入力元は TIOCA0端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

設定禁止 

【記号説明】x：Don't care 
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表 10.12 TIORL_0（チャネル 0） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 TGRD_0の機能 TIOCD0端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ* 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCD0端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCD0端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x キャプチャ入力元は TIOCD0端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ* 

設定禁止 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * TMDR_0の BFBビットを 1にセットして TGRD_0をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効にな

り、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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表 10.13 TIORL_0（チャネル 0） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 TGRC_0の機能 TIOCC0の端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ* 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCC0端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCC0端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x キャプチャ入力元は TIOCC0端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ* 

設定禁止 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * TMDR_0の BFAビットを 1にセットして TGRC_0をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効にな

り、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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表 10.14 TIOR_1（チャネル 1） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_1の機能 TIOCB1端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCB1端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCB1端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x キャプチャ入力元は TIOCB1端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

設定禁止 

【記号説明】x：Don't care 
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表 10.15 TIOR_1（チャネル 1） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_1の機能 TIOCA1端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCA1端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCA1端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x キャプチャ入力元は TIOCA1端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

設定禁止 

【記号説明】x：Don't care 
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表 10.16 TIOR_2（チャネル 2） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_2の機能 TIOCB2端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力  

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 キャプチャ入力元は TIOCB2端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 キャプチャ入力元は TIOCB2端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元は TIOCB2端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 
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表 10.17 TIOR_2（チャネル 2） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_2の機能 TIOCA2端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 キャプチャ入力元は TIOCA2端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 キャプチャ入力元は TIOCA2端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元は TIOCA2端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 
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10.3.4 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER） 
TIERは各チャネルの割り込み要求の許可、禁止を制御します。TPUには、各チャネル 1本、計 3本の TIER

があります。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TTGE 0 R/W A/D変換開始要求イネーブル 

TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチによる A/D変換器開始要求

の発生を許可または禁止します。 

0：A/D変換開始要求の発生を禁止 

1：A/D変換開始要求の発生を許可 

6 － 1 R リザーブビット 

リードすると 1が読み出しされます。ライトは無効です 

5 TCIEU 0 R/W アンダフローインタラプトイネーブル 

チャネル 1、2で TSRの TCFUフラグが 1にセットされたとき、TCFUフラ

グによる割り込み要求（TCIU）を許可または禁止します。 

チャネル 0ではリザーブビットです。 

リードすると常に 0が読み出しされます。ライトは無効です。 

0：TCFUによる割り込み要求（TCIU）を禁止 

1：TCFUによる割り込み要求（TCIU）を許可 

4 TCIEV 0 R/W オーバフローインタラプトイネーブル 

TSRの TCFVフラグが 1にセットされたとき、TCFVフラグによる割り込み

要求（TCIV）を許可または禁止します。 

0：TCFVによる割り込み要求（TCIV）を禁止 

1：TCFVによる割り込み要求（TCIV）を許可 

3 TGIED 0 R/W TGRインタラプトイネーブル D 

チャネル 0で TSRの TGFDビットが 1にセットされたとき、TGFDビットに

よる割り込み要求（TGID）を許可または禁止します。チャネル 1、2では 

リザーブビットです。リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効

です。 

0：TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を禁止 

1：TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を許可 

2 TGIEC 0 R/W TGRインタラプトイネーブル C 

チャネル 0で TSRの TGFCビットが 1にセットされたとき、TGFCビットに

よる割り込み要求（TGIC）を許可または禁止します。 

チャネル 1、2ではリザーブビットです。リードすると常に 0が読み出されま

す。ライトは無効です。 

0：TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を禁止 

1：TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を許可 

 



10. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

Rev.2.00  2009.09.18  10-20 

RJJ09B0473-0200  

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 TGIEB 0 R/W TGRインタラプトイネーブル B 

TSRの TGFBビットが 1にセットされたとき、TGFBビットによる割り込み

要求（TGIB）を許可または禁止します。 

0：TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を禁止 

1：TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を禁止 

0 TGIEA 0 R/W TGRインタラプトイネーブル A 

TSRの TGFAビットが 1にセットされたとき、TGFAビットによる割り込み

要求（TGIA）を許可または禁止します。 

0：TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を禁止 

1：TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を許可 

 

10.3.5 タイマステータスレジスタ（TSR） 
TSRは各チャネルのステータスの表示を行います。TPUには、各チャネル 1本、計 3本の TSRがあります。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TCFD 1 R カウント方向フラグ 

チャネル 1、2の TCNTのカウント方向を示すステータスフラグです。 

チャネル 0ではリザーブビットです。リードすると常に 1が読み出されます。

ライトは無効です。 
0：TCNTはダウンカウント 
1：TCNTはアップカウント 

6 － 1 R リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です 

5 TCFU 0 R/(W)* アンダフローフラグ 

チャネル 1、2が位相計数モードのとき、TCNTのアンダフローの発生を示す

ステータスフラグです。 

チャネル 0ではリザーブビットです。リードすると常に 0が読み出されます。

ライトは無効です。 

［セット条件］ 

• TCNTの値がアンダフロー（H'0000→H'FFFF）したとき 

［クリア条件］ 

• TCFU＝1の状態で TCFUをリード後、TCFUに 0をライトしたとき 

4 TCFV 0 R/(W)* オーバフローフラグ 

TCNTのオーバフローの発生を示すステータスフラグです。 

［セット条件］ 

• TCNTの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 

［クリア条件］ 

• TCFV＝1の状態で TCFVをリード後、TCFVに 0をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 TGFD 0 R/(W)* インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ D 

チャネル 0の TGRDのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示す

ステータスフラグです。 

チャネル 1、2ではリザーブビットです。リードすると常に 0が読み出されます。

ライトは無効です。 

［セット条件］ 

• TGRDがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝

TGRDになったとき 

• TGRDがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ

信号により TCNTの値が TGRDに転送されたとき 

［クリア条件］ 

• TGFD＝1の状態で TGFDをリード後、TGFDに 0をライトしたとき 

2 TGFC 0 R/(W)* インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ C 

チャネル 0の TGRCのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示す

ステータスフラグです。 

チャネル 1、2ではリザーブビットです。リードすると常に 0が読み出されます。

ライトは無効です。 

［セット条件］ 

• TGRCがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝

TGRCになったとき 

• TGRCがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ

信号により TCNTの値が TGRCに転送されたとき 

［クリア条件］ 

• TGFC＝1の状態で TGFCをリード後、TGFCに 0をライトしたとき 

1 TGFB 0 R/(W)* インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ B 

TGRBのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフ

ラグです。 

［セット条件］ 

• TGRBがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝

TGRBになったとき 

• TGRBがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ

信号により TCNTの値が TGRBに転送されたとき 

［クリア条件］ 

• TGFB＝1の状態で TGFBをリード後、TGFBに 0をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 TGFA 0 R/(W) * インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ A 

TGRAのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフ

ラグです。 

［セット条件］ 

• TGRAがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝

TGRAになったとき 

• TGRAがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチ

ャ信号により TCNTの値が TGRAに転送されたとき 

［クリア条件］ 

• TGFA＝1の状態で TGFAをリード後、TGFAに 0をライトしたとき 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 

10.3.6 タイマカウンタ（TCNT） 
TCNTは 16ビットのリード／ライト可能なカウンタです。各チャネルに 1本、計 3本の TCNTがあります。 

TCNTは、リセット時に H'0000に初期化されます。 

TCNTの 8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 
 

10.3.7 タイマジェネラルレジスタ（TGR） 
TGRは 16ビットのリード／ライト可能なアウトプットコンペア／インプットキャプチャ兼用のレジスタ

です。チャネル 0に 4本、チャネル 1、2に各 2本、計 8本のジェネラルレジスタがあります。チャネル 0の

TGRCと TGRDは、バッファレジスタとして動作設定することができます。TRGは、リセット時に H'FFFF

に初期化されます。TGRの 8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16ビット単位でアクセスしてくだ

さい。TGRとバッファレジスタの組み合わせは、TGRA－TGRC、TGRB－TGRDになります。 
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10.3.8 タイマスタートレジスタ（TSTR） 
TSTRはチャネル 0～2の TCNTの動作／停止を選択するレジスタです。対応するビットを 1にセットした

チャネルの TCNTがカウント動作を行います。TMDRへ動作モードを設定する場合や TCRへ TCNTのカウ

ントクロックを設定する場合は、TCNTのカウンタ動作を停止させてから行ってください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

2 

1 

0 

CST2 

CST1 

CST0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

カウンタスタート 2～0 

TCNTの動作または停止を選択します。 

TIOC端子を出力状態で動作中に、CSTビットに 0をライトするとカウンタは

停止しますが、TIOC端子のアウトプットコンペア出力レベルは保持されます。

CSTビットが 0の状態で TIORへのライトを行うと、設定した初期出力値に端

子の出力レベルが更新されます。 

0：TCNTnのカウント動作は停止 

1：TCNTnはカウント動作 （n＝2～0）

 

10.3.9 タイマシンクロレジスタ（TSYR） 
TSYRはチャネル 0～2の TCNTの独立動作または同期動作を選択します。対応するビットを 1にセットし

たチャネルが同期動作を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

2 

1 

0 

SYNC2 

SYNC1 

SYNC0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

タイマ同期 2～0 

他のチャネルとの独立動作または同期動作を選択します。 

同期動作を選択すると、複数の TCNTの同期プリセットや、他チャネルのカウ

ンタクリアによる同期クリアが可能となります。 

同期動作の設定には、最低 2チャネルの SYNCビットを 1にセットする必要が

あります。同期クリアの設定には、SYNCビットの他にTCRのCCLR2～CCLR0

ビットで、TCNTのクリア要因を設定する必要があります。 

0：TCNTnは独立動作（TCNTのプリセット／クリアは他チャネルと無関係）

1：TCNTnは同期動作 TCNTの同期プリセット／同期クリアが可能 

 （n＝2～0）
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10.4 バスマスタとのインタフェース 

10.4.1 16ビットレジスタ 
TCNT、TGRは 16ビットのレジスタです。バスマスタとの間のデータバスは 16ビット幅なので、16ビッ

ト単位での読み出し／書き込みが可能です。 

8ビット単位での読み出し／書き込みはできません。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 

16ビットレジスタのアクセス動作例を図 10.2に示します。 

H

L

TCNTH TCNTL
 

図 10.2 16ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ←→TCNT（16ビット）） 

 

10.4.2 8ビットレジスタ 
TCNT、TGR以外のレジスタは 8ビットのレジスタです。バスマスタとの間のデータバスは 16ビット幅な

ので、16ビット単位での読み出し／書き込みが可能です。また、8ビット単位での読み出し／書き込みもで

きます。 

8ビットレジスタのアクセス動作例を図 10.3～図 10.5に示します。 

H

L

TCR
 

図 10.3 8ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ←→TCR（上位 8ビット）） 
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H

L

TMDR
 

図 10.4 8ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ←→TMDR（下位 8ビット）） 

H

L

TCR TMDR
 

図 10.5 8ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ←→TCR、TMDR（16ビット）） 
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10.5 動作説明 

10.5.1 基本動作 
各チャネルには、TCNTと TGRがあります。TCNTは、アップカウント動作を行い、フリーランニング動

作、周期カウント動作、または外部イベントカウント動作が可能です。 

TGRは、それぞれインプットキャプチャレジスタまたはアウトプットコンペアレジスタとして使用するこ

とができます。 

（1） カウンタの動作 

TSTRの CST0～CST2ビットを 1にセットすると、対応するチャネルの TCNTはカウント動作を開始しま

す。フリーランニングカウンタ動作、周期カウンタ動作などが可能です。 
 

（a）カウント動作の設定手順例 

カウント動作の設定手順例を図 10.6に示します。 

1

2

4

3

5 5

1 TCR TPSC2 TPSC0

TCR CKEG1

CKEG0

2 TCR

CCLR2 CCLR0 TCNT

TGR

3 2 TGR TIOR

4  2 TGR

5 TSTR CST 1

 

図 10.6 カウンタ動作設定手順例 
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（b）フリーランニングカウント動作と周期カウント動作 

TPUの TCNTは、リセット直後はすべてフリーランニングカウンタの設定となっており、TSTRの対応す

るビットを 1にセットするとフリーランニングカウンタとしてアップカウント動作を開始します。TCNTが

オーバフロー（H'FFFF→H'0000）すると、TSRの TCFVビットが 1にセットされます。このとき、対応する

TIERの TCIEVビットが 1ならば、TPUは割り込みを要求します。TCNTはオーバフロー後、H'0000からア

ップカウント動作を継続します。 

フリーランニングカウンタの動作を図 10.7に示します。 

TCNT

H'FFFF

H'0000

CST

TCFV

 

図 10.7 フリーランニングカウンタの動作 

TCNTのクリア要因にコンペアマッチを選択したときは、対応するチャネルの TCNTは周期カウント動作

を行います。周期設定用の TGRをアウトプットコンペアレジスタに設定し、TCRの CCLR2～CCLR0ビット

によりコンペアマッチによるカウンタクリアを選択します。設定後、TSTRの対応するビットを 1にセットす

ると、周期カウンタとしてアップカウント動作を開始します。カウント値が TGRの値と一致すると、TSRの

TGFビットが 1にセットされ、TCNTは H'0000にクリアされます。 

このとき対応する TIERの TGIEビットが 1ならば、TPUは割り込みを要求します。TCNTはコンペアマッ

チ後、H'0000からアップカウント動作を継続します。 

周期カウンタの動作を図 10.8に示します。 

TCNT

TGR

H'0000

CST

TGF

TGR

 

図 10.8 周期カウンタの動作 
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（2） コンペアマッチによる波形出力機能 

TPUは、コンペアマッチにより対応する出力端子から 0出力／1出力／トグル出力を行うことができます。 
 

（a）コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例 

コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例を図 10.9に示します。 

1

2

3

1  TIOR 0 1

0 1

TIOC

2  TGR

3  TSTR CST 1

 

図 10.9 コンペアマッチによる波形出力動作例 

（b）波形出力動作例 

0出力／1出力例を図 10.10に示します。 

TCNTをフリーランニングカウント動作とし、コンペアマッチ Aにより 1出力、コンペアマッチ Bにより

0出力となるように設定した場合の例です。設定したレベルと端子のレベルが一致した場合には、端子のレ

ベルは変化しません。 

TCNT

H'FFFF

H'0000

TIOCA

TIOCB

TGRA

TGRB

1

0
 

図 10.10 0出力／1出力の動作例 
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トグル出力の例を図 10.11に示します。 

TCNTを周期カウント動作（コンペアマッチ Bによりカウンタクリア）に、コンペアマッチ A、Bともト

グル出力となるように設定した場合の例です。 

TCNT

H'FFFF

H'0000

TIOCB

TIOCA

TGRB

TGRA

TGRB

 

図 10.11 トグル出力の動作例 

（3） インプットキャプチャ機能 

TIOC端子の入力エッジを検出して TCNTの値を TGRに転送することができます。 

検出エッジは立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジ／両エッジから選択できます。 
 

（a）インプットキャプチャ動作の設定手順例 

インプットキャプチャ動作の設定手順例を図 10.12に示します。 

1

2

1 TIOR TGR

2 TSTR CST 1

 

図 10.12 インプットキャプチャ動作の設定例 

 



10. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

Rev.2.00  2009.09.18  10-30 

RJJ09B0473-0200  

（b）インプットキャプチャ動作例 

インプットキャプチャ動作例を図 10.13に示します。 

TIOCA端子のインプットキャプチャ入力エッジは立ち上がり／立ち下がりの両エッジ、また TIOCB端子

のインプットキャプチャ入力エッジは立ち下がりエッジを選択し、TCNTは TGRBのインプットキャプチャ

でカウンタクリアされるように設定した場合の例です。 

TCNT

H'0180

H'0000

TIOCA

TGRA

H'0010

H'0005

TIOCB

H'0160

H'0005 H'0160 H'0010

TGRB H'0180

TIOCB

 

図 10.13 インプットキャプチャ動作例 
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10.5.2 同期動作 
同期動作は、複数の TCNTの値を同時に書き換えることができます（同期プリセット）。また、TCRの設

定により複数の TCNTを同時にクリアすることができます（同期クリア）。 

同期動作により、1つのタイムベースに対して TGRを増加することができます。 

チャネル 0～2はすべて同期動作の設定が可能です。 
 

（1） 同期動作の設定手順例 

同期動作の設定手順例を図 10.14に示します。 

TCNT

1

2

3

5

4

5

No

Yes

1

2

3

4

5

TSYR SYNC 1

TCNT TCNT

TCR CCLR2 CCLR0 TCNT

TCR CCLR2 CCLR0

TSTR CST 1

 

図 10.14 同期動作の設定手順例 
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（2） 同期動作の例 

同期動作の例を図 10.15に示します。 

チャネル 0～2を同期動作かつ PWMモード 1に設定し、チャネル 0のカウンタクリア要因を TGRB_0のコ

ンペアマッチ、またチャネル 1、2のカウンタクリア要因を同期クリアに設定した場合の例です。 

3相の PWM波形を TIOCA0、TIOCA1、TIOCA2端子から出力します。このとき、チャネル 0～2の TCNT

は同期プリセット、TGRB_0のコンペアマッチによる同期クリアを行い、TGRB_0に設定したデータが PWM

周期となります。 

PWMモードについては、「10.5.4 PWMモード」を参照してください。 

TCNT0 TCNT2

H'0000

TIOCA0

TIOCA1

TGRB_0

TGR0B 

TGRA_2

TGRA_1

TGRB_2

TGRA_0

TGRB_1

TIOCA2
 

図 10.15 同期動作の動作例 

 

10.5.3 バッファ動作 
バッファ動作は、チャネル 0が持つ機能です。TGRCと TGRDをバッファレジスタとして使用することが

できます。バッファ動作は、TGRをインプットキャプチャレジスタに設定した場合と、コンペアマッチレジ

スタに設定した場合のそれぞれで動作内容が異なります。表 10.18にバッファ動作時のレジスタの組み合わ

せを示します。 
 

表 10.18 レジスタの組み合わせ 

チャネル タイマジェネラルレジスタ バッファレジスタ 

TGRA_0 TGRC_0 0 

TGRB_0 TGRD_0 
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• TGRがアウトプットコンペアレジスタの場合 

コンペアマッチが発生すると、対応するチャネルのバッファレジスタの値がタイマジェネラルレジスタに

転送されます。この動作を図 10.16に示します。 

TCNT

 

図 10.16 コンペアマッチバッファ動作 

• TGRがインプットキャプチャレジスタの場合 

インプットキャプチャが発生すると、TCNTの値を TGRに転送すると同時に、それまで格納されていたタ

イマジェネラルレジスタの値をバッファレジスタに転送します。 

この動作を図 10.17に示します。 

TCNT

 

図 10.17 インプットキャプチャバッファ動作 

 

（1） バッファ動作の設定手順例 

バッファ動作の設定手順例を図 10.18に示します。 

TGR 1

2

3

1 TIOR TGR

2 TMDR BFA BFB TGR

3 TSTR CST 1

 

図 10.18 バッファ動作の設定手順例 
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（2） バッファ動作例 

（a）TGRがアウトプットコンペアレジスタの場合 

チャネル 0を PWMモード 1に設定し、TGRAと TGRCをバッファ動作に設定した場合の動作例を図 10.19

に示します。TCNTはコンペアマッチ Bによりクリア、出力はコンペアマッチ Aで 1出力、コンペアマッチ

Bで 0出力に設定した例です。 

バッファ動作が設定されているため、コンペアマッチ Aが発生すると出力を変化させると同時に、バッフ

ァレジスタ TGRCの値がタイマジェネラルレジスタ TGRAに転送されます。この動作は、コンペアマッチ A

が発生する度に繰り返されます。 

PWMモードについては、「10.5.4 PWMモード」を参照してください。 

TCNT

TGRB_0

H'0000

TGRC_0

TGRA_0

H'0200 H'0520

TIOCA

H'0200

H'0450 H'0520

H'0450

TGRA_0 H'0450H'0200

 

図 10.19 バッファ動作例（1） 

 

（b）TGRがインプットキャプチャレジスタの場合 

TGRAをインプットキャプチャレジスタに設定し、TGRAと TGRCをバッファ動作に設定したときの動作

例を図 10.20に示します。 

TCNTは TGRAのインプットキャプチャでカウンタクリア、TIOCA端子のインプットキャプチャ入力エッ

ジは立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジの両エッジが選択されています。 

バッファ動作が設定されているため、インプットキャプチャ Aにより TCNTの値が TGRAに格納されると

同時に、それまで TGRAに格納されていた値が TGRCに転送されます。 
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TCNT

H'09FB

H'0000

TGRC H'0532

TIOCA

TGRA H'0F07H'0532

H'0F07

H'0532

H'0F07

H'09FB

 

図 10.20 バッファ動作例（2） 

 

10.5.4 PWMモード 
PWMモードは出力端子よりそれぞれ PWM波形を出力するモードです。各 TGRのコンペアマッチによる

出力レベルは 0出力／1出力／トグル出力の中から選択可能です。 

各 TGRの設定により、デューティ 0～100%の PWM波形が出力できます。 

TGRのコンペアマッチをカウンタクリア要因とすることにより、そのレジスタに周期を設定することがで

きます。全チャネル独立に PWMモードに設定できます。同期動作も可能です。 

PWMモードは次に示す 2種類あります。 

（1） PWMモード 1 

TGRAと TGRB、TGRCと TGRDをペアで使用して、TIOCA、TIOCC端子から PWM出力を生成します。

TIOCA、TIOCC端子からコンペアマッチ A、Cによって TIORの IOA3～IOA0、IOC3～IOC0ビットで指定し

た出力を、また、コンペアマッチ B、Dによって TIORの IOB3～IOB0、IOD3～IOD0ビットで指定した出力

を行います。初期出力値は TGRA、TGRCに設定した値になります。ペアで使用する TGRの設定値が同一の

場合、コンペアマッチが発生しても出力値は変化しません。 

PWMモード 1では、最大 4相の PWM出力が可能です。 
 

（2） PWMモード 2 

TGRの 1本を周期レジスタ、他の TGRをデューティレジスタに使用して PWM出力を生成します。コンペ

アマッチによって、TIORで指定した出力を行います。また、同期レジスタのコンペアマッチによるカウンタ

のクリアで各端子の出力値は TIORで設定した初期値が出力されます。周期レジスタとデューティレジスタ

の設定値が同一の場合、コンペアマッチが発生しても出力値は変化しません。 

PWMモード 2では、同期動作と併用することにより最大 7相の PWM出力が可能です。 
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PWM出力端子とレジスタの対応を表 10.19に示します。 
 

表 10.19 各 PWM出力のレジスタと出力端子 

出力端子 チャネル レジスタ 

PWMモード 1 PWMモード 2 

TGRA_0 TIOCA0 

TGRB_0 

TIOCA0 

TIOCB0 

TGRC_0 TIOCC0 

0 

TGRD_0 

TIOCC0 

TIOCD0 

TGRA_1 TIOCA1 1 

TGRB_1 

TIOCA1 

TIOCB1 

TGRA_2 TIOCA2 2 

TGRB_2 

TIOCA2 

TIOCB2 

【注】 PWMモード 2の時、周期を設定した TGRの PWM出力はできません。 
 

（a）PWMモードの設定手順例 

PWMモードの設定手順例を図 10.21に示します。 

PWM

PWM

1

2

3

TGR 4

PWM 5

6

1 TCR TPSC2 TPSC0

TCR

CKEG1 CKEG0

2 TCR CCLR2 CCLR0 TCNT

TGR

3 TIOR

4  2 TGR

TGR

5 TMDR MD3 MD0 PWM

6 TSTR CST 1

 

図 10.21 PWMモードの設定手順例 
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（b）PWMモードの動作例 

PWMモード 1の動作例を図 10.22に示します。 

この図は、TCNTのクリア要因を TGRAのコンペアマッチとし、TGRAの初期出力値と出力値を 0、TGRB

の出力値を 1に設定した場合の例です。 

この場合、TGRAに設定した値が周期となり、TGRBに設定した値がデューティになります。 

TCNT

TGRA

H'0000

TIOCA

TGRB

TGRA

 

図 10.22 PWMモードの動作例（1） 

PWMモード 2の動作例を図 10.23に示します。 

この図は、チャネル 0と 1を同期動作させ、TCNTのクリア要因を TGRB_1のコンペアマッチとし、他の

TGR（TGRA_0～TGRD_0、TGRA_1）の初期出力値を 0、出力値を 1に設定して 5相の PWM波形を出力さ

せた場合の例です。 

この場合、TGRB_1に設定した値が周期となり、他の TGRに設定した値がデューティになります。 

TCNT

TGRB_1

H'0000

TIOCA0

TGRB_1

TGRA_1

TGRD_0

TGRC_0

TGRB_0

TGRA_0

TIOCB0

TIOCC0

TIOCD0

TIOCA1
 

図 10.23 PWMモードの動作例（2） 
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PWMモードで、デューティ 0％、デューティ 100％の PWM波形を出力する例を図 10.24に示します。 

TCNT

TGRA

H'0000

TIOCA

TGRB

0%

TGRB

TGRB
TGRB

TCNT

TGRA

H'0000

TIOCA

TGRB

100%

TGRB

TGRB

TGRB

TCNT

TGRA

H'0000

TIOCA

TGRB

100%

TGRB

TGRB

TGRB

0%
 

図 10.24 PWMモード動作例（3） 



10. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

Rev.2.00  2009.09.18  10-39

  RJJ09B0473-0200 

10.5.5 位相計数モード 
位相計数モードは、チャネル 1、2の設定により、2本の外部クロック入力の位相差を検出し、TCNTをア

ップ／ダウンカウントします。 

位相計数モードに設定すると、TCRの TPSC2～TPSC0ビット、CKEG1、CKEG0ビットの設定にかかわら

ずカウンタ入力クロックは外部クロックを選択し、TCNTはアップ／ダウンカウンタとして動作します。た

だし、TCRの CCLR1、CCLR0ビット、TIOR、TIER、TGRの機能は有効ですので、インプットキャプチャ

／コンペアマッチ機能や割り込み機能は使用することができます。 

TCNTがアップカウント時、オーバフローが発生するとすると TSRの TCFVフラグがセットされます。ま

た、ダウンカウント時にアンダフローが発生すると、TCFUフラグがセットされます。 

TSRの TCFDビットはカウント方向フラグです。TCFDフラグをリードすることにより、TCNTがアップ

カウントしているかダウンカウントしているかを確認することができます。 

表 10.20に外部クロック端子とチャネルの対応を示します。 
 

表 10.20 位相計数モードクロック入力端子 

外部クロック端子 チャネル 

A相 B相 

チャネル 1を位相計数モードとするとき TCLKA TCLKB 

チャネル 2を位相計数モードとするとき TCLKC TCLKD 

 

（1） 位相計数モードの設定手順例 

位相計数モードの設定手順例を図 10.25に示します。 

1

2

1 TMDR MD3 MD0

2 TSTR CST 1

 

図 10.25 位相計数モードの設定手順例 
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（2） 位相計数モードの動作例 

位相計数モードでは、2本の外部クロックの位相差で TCNTがアップ／ダウンカウントします。また、カ

ウント条件により 4つのモードがあります。 
 

（a）位相計数モード 1 

位相計数モード 1の動作例を図 10.26に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 10.21に示します。 

TCNT

TCLKA 1

TCLKC 2

TCLKB 1

TCLKD 2 

 

図 10.26 位相計数モード 1の動作例 

 
表 10.21 位相計数モード 1のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1） 

TCLKC（チャネル 2） 

TCLKB（チャネル 1） 

TCLKD（チャネル 2） 

動作内容 

Highレベル  

Lowレベル  

 Lowレベル 

 Highレベル 

アップカウント 

Highレベル  

Lowレベル  

 Highレベル 

 Lowレベル 

ダウンカウント 

【記号説明】 
：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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（b）位相計数モード 2 

位相計数モード 2の動作例を図 10.27に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 10.22に示します。 

TCNT

TCLKA 1

TCLKC 2

TCLKB 1

TCLKD 2

 

図 10.27 位相計数モード 2の動作例 

 
表 10.22 位相計数モード 2のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1） 

TCLKC（チャネル 2） 

TCLKB（チャネル 1） 

TCLKD（チャネル 2） 

動作内容 

Highレベル  Don't care 

Lowレベル  Don't care 

 Lowレベル Don't care 

 Highレベル アップカウント 

Highレベル  Don't care 

Lowレベル  Don't care 

 Highレベル Don't care 

 Lowレベル ダウンカウント 

【記号説明】 
：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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（c）位相計数モード 3 

位相計数モード 3の動作例を図 10.28に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 10.23に示します。 

TCNT

TCLKA 1

TCLKC 2

TCLKB 1

TCLKD 2

 

図 10.28 位相計数モード 3の動作例 

 
表 10.23 位相計数モード 3のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1） 

TCLKC（チャネル 2） 

TCLKB（チャネル 1） 

TCLKD（チャネル 2） 

動作内容 

Highレベル  Don't care 

Lowレベル  Don't care 

 Lowレベル Don't care 

 Highレベル アップカウント 

Highレベル  ダウンカウント 

Lowレベル  Don't care 

 Highレベル Don't care 

 Lowレベル Don't care 

【記号説明】 
：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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（d）位相計数モード 4 

位相計数モード 4の動作例を図 10.29に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 10.24に示します。 

TCNT

TCLKA 1

TCLKC 2

TCLKB 1

TCLKD 2

 

図 10.29 位相計数モード 4の動作例 

 
表 10.24 位相計数モード 4のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1） 

TCLKC（チャネル 2） 

TCLKB（チャネル 1） 

TCLKD（チャネル 2） 

動作内容 

Highレベル  

Lowレベル  

アップカウント 

 

 Lowレベル 

 Highレベル 

Don't care 

Highレベル  

Lowレベル  

ダウンカウント 

 

 Highレベル 

 Lowレベル 

Don't care 

【記号説明】 
：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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10.6 割り込み要因 

10.6.1 割り込み要因と優先順位 
TPUの割り込み要因には、TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチ、TCNTのオーバフロー、アン

ダフローの 3種類があります。各割り込み要因は、それぞれ専用のステータスフラグと、許可／禁止ビット

を持っているため、割り込み要求信号の発生を独立に許可または禁止することができます。 

割り込み要因が発生すると、TSRの対応するステータスフラグが 1にセットされます。このとき TIERの

対応する許可／禁止ビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。ステータスフラグを 0にク

リアすることで割り込み要求は解除されます。 

チャネル間の優先順位は、割り込みコントローラにより変更可能です。チャネル内の優先順位は固定です。

詳細は「第 6章 割り込みコントローラ」を参照してください。 
 
表 10.25に TPUの割り込み要因の一覧を示します。 

 
表 10.25 TPU割り込み一覧 

チャネル 名称 割り込み要因 割り込み 

フラグ 

優先順位* 

0 TGI0A TGRA_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA 高 

 TGI0B TGRB_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB  

 TGI0C TGRC_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFC  

 TGI0D TGRD_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFD  

 TCI0V TCNT_0のオーバフロー TCFV  

1 TGI1A TGRA_1のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA  

 TGI1B TGRB_1のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB  

 TCI1V TCNT_1のオーバフロー TCFV  

 TCI1U TCNT_1のアンダフロー TCFU  

2 TGI2A TGRA_2のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA  

 TGI2B TGRB_2のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB  

 TCI2V TCNT_2のオーバフロー TCFV  

 TCI2U TCNT_2のアンダフロー TCFU 低 

【注】 * リセット直後の初期状態について示しています。チャネル間の優先順位は割り込みコントローラにより変更可能で

す。 
 

（1） インプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込み 

各チャネルの TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により、TSRの TGFフラグが 1にセ

ットされたとき、TIERの TGIEビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TGFフラグを 0

にクリアすることで割り込み要求は解除されます。TPUには、チャネル 0に各 4本、チャネル 1、2に各 2

本、計 8本のインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みがあります。 
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（2） オーバフロー割り込み 

各チャネルの TCNTのオーバフローの発生により、TSRの TCFVフラグが 1にセットされたとき、TIER

の TCIEVビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TCFVフラグを 0にクリアすることで

割り込み要求は解除されます。TPUには、各チャネルに 1本、計 3本のオーバフロー割り込みがあります。 
 

（3） アンダフロー割り込み 

各チャネルの TCNTのアンダフローの発生により、TSRの TCFUフラグが 1にセットされたとき、TIER

の TCIEUビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TCFUフラグを 0にクリアすることで

割り込み要求は解除されます。TPUには、チャネル 1、2に各 1本、計 2本のアンダフロー割り込みがありま

す。 
 

10.6.2 A/D変換器の起動 
各チャネルの TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチによって、A/D変換器を起動できます。 

各チャネルの TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により、TSRの TGFAフラグが 1に

セットされたとき、TIERの TTGEビットが 1にセットされていれば、A/D変換器に対して A/D変換の開始

を要求します。このとき A/D変換器側で、TPUの変換開始トリガが選択されていれば、A/D変換が開始され

ます。 

TPUでは、各チャネル 1本、計 3本の TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みを A/D変

換器の変換開始要因とすることができます。 
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10.7 動作タイミング 

10.7.1 入出力タイミング 

（1） TCNTのカウントタイミング 

内部クロック動作の場合の TCNTのカウントタイミングを図 10.30に示します。また、外部クロック動作

の場合の TCNTのカウントタイミングを図 10.31に示します。 

TCNT

TCNT

N 1 N N 1 N 2
 

図 10.30 内部クロック動作時のカウントタイミング 

 

TCNT

TCNT

N 1 N N 1 N 2
 

図 10.31 外部クロック動作時のカウントタイミング 
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（2） アウトプットコンペア出力タイミング 

コンペアマッチ信号は、TCNTと TGRが一致した最後のステート（TCNTが一致したカウント値を更新す

るタイミング）で発生します。コンペアマッチ信号が発生したとき、TIORで設定した出力値がアウトプット

コンペア出力端子（TIOC端子）に出力されます。TCNTと TGRが一致した後、TCNT入力クロックが発生

するまで、コンペアマッチ信号は発生しません。 

アウトプットコンペア出力タイミングを図 10.32に示します。 

TGR

TCNT

TCNT

N

N N 1

TIOC
 

図 10.32 アウトプットコンペア出力タイミング 

 

（3） インプットキャプチャ信号タイミング 

インプットキャプチャのタイミングを図 10.33に示します。 

TCNT N N 1 N 2

N N 2TGR  

図 10.33 インプットキャプチャ入力信号タイミング 
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（4） コンペアマッチ／インプットキャプチャによるカウンタクリアタイミング 

コンペアマッチの発生によるカウンタクリアを指定した場合のタイミングを図 10.34に示します。 

インプットキャプチャの発生によるカウンタクリアを指定した場合のタイミングを図 10.35に示します。 

TCNT

TGR N

N H'0000

 

図 10.34 カウンタクリアタイミング（コンペアマッチ） 

 

TCNT

TGR

N H'0000

N
 

図 10.35 カウンタクリアタイミング（インプットキャプチャ） 
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（5） バッファ動作タイミング 

バッファ動作の場合のタイミングを図 10.36、図 10.37に示します。 

TGRA

TGRB

TCNT

TGRC

TGRD

n N

N

n n 1

 

図 10.36 バッファ動作タイミング（コンペアマッチ） 

 

TGRA

TGRB

TCNT

TGRC

TGRD

N

n

n N 1

N

N N 1

 

図 10.37 バッファ動作タイミング（インプットキャプチャ） 
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10.7.2 割り込み信号タイミング 

（1） コンペアマッチ時の TGFフラグのセットタイミング 
コンペアマッチの発生による TSRの TGFフラグのセットタイミングと、TGI割り込み要求信号のタイミン
グを図 10.38に示します。 

TGR

TCNT

TCNT

N

N N 1

TGF

TGI
 

図 10.38 TGI割り込みタイミング（コンペアマッチ） 

（2） インプットキャプチャ時の TGFフラグのセットタイミング 
インプットキャプチャの発生による TSRの TGFフラグのセットタイミングと、TGI割り込み要求信号のタ
イミングを図 10.39に示します。 

TGR

TCNT

N

N

TGF

TGI
 

図 10.39 TGI割り込みタイミング（インプットキャプチャ） 
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（3） TCFVフラグ／TCFUフラグのセットタイミング 

オーバフローの発生による TSRの TCFVフラグのセットタイミングと、TCIV割り込み要求信号のタイミ

ングを図 10.40に示します。 

アンダフローの発生による TSRの TCFUフラグのセットタイミングと、TCIU割り込み要求信号のタイミ

ングを図 10.41に示します。 

  TCNT

TCNT

H'FFFF H'0000

TCFV

TCIV

 

図 10.40 TCIV割り込みのセットタイミング 

  TCNT

TCNT

H'0000 H'FFFF

TCFU

TCIU
 

図 10.41 TCIU割り込みのセットタイミング 
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（4） ステータスフラグのクリアタイミング 

ステータスフラグは CPUが 1の状態をリードした後、0をライトするとクリアされます。CPUによるステ

ータスフラグのクリアタイミングを図 10.42に示します。 
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図 10.42 CPUによるステータスフラグのクリアタイミング 
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10.8 使用上の注意事項 

10.8.1 入力クロックの制限事項 
入力クロックのパルス幅は、単エッジの場合は 1.5ステートクロック以上、両エッジの場合は 2.5ステート

以上が必要です。これ以下のパルス幅では正しく動作しませんのでご注意ください。 

位相計数モードの場合は、2本の入力クロックの位相差およびオーバラップはそれぞれ 1.5ステート以上、

パルス幅は 2.5ステート以上必要です。位相計数モードの入力クロックの条件を図 10.43に示します。 
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図 10.43 位相計数モード時の位相差、オーバラップ、およびパルス幅 

 

10.8.2 周期設定上の注意事項 
コンペアマッチによるカウンタクリアを設定した場合、TCNTは TGRの値と一致した最後のステート

（TCNTが一致したカウント値を更新するタイミング）でクリアされます。このため、実際のカウンタの周

波数は次の式のようになります。 
 

f＝ φ 

 （N＋1） 

 
f ：カウンタ周波数 

φ ：動作周波数 

N ：TGRの設定値 
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10.8.3 TCNTのライトとクリアの競合 
TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウンタクリア信号が発生すると、TCNTへのライトは行われ

ずに TCNTのクリアが優先されます。 

このタイミングを図 10.44に示します。 
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図 10.44 TCNTのライトとクリアの競合 

 

10.8.4 TCNTのライトとカウントアップの競合 
TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウントアップが発生してもカウントアップされず、TCNTへ

のライトが優先されます。 

このタイミングを図 10.45に示します。 
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図 10.45 TCNTのライトとカウントアップの競合 



10. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

Rev.2.00  2009.09.18  10-55

  RJJ09B0473-0200 

10.8.5 TGRのライトとコンペアマッチの競合 
TGRのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチが発生しても TGRのライトが優先され、コンペ

アマッチ信号は禁止されます。前回と同じ値をライトした場合でもコンペアマッチは発生しません。 

このタイミングを図 10.46に示します。 
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図 10.46 TGRのライトとコンペアマッチの競合 

10.8.6 バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合 
TGRのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチが発生すると、バッファ動作によって TGRに転

送されるデータはライトデータとなります。 

このタイミングを図 10.47に示します。 
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図 10.47 バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合 
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10.8.7 TGRのリードとインプットキャプチャの競合 
TGRのリードサイクル中の T1ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、リードされるデータは

インプットキャプチャ転送後のデータとなります。 

このタイミングを図 10.48に示します。 
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図 10.48 TGRのリードとインプットキャプチャの競合 

10.8.8 TGRのライトとインプットキャプチャの競合 
TGRのライトサイクル中の T2ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、TGRへのライトは行

われず、インプットキャプチャが優先されます。 

このタイミングを図 10.49に示します。 
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図 10.49 TGRのライトとインプットキャプチャの競合 
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10.8.9 バッファレジスタのライトとインプットキャプチャの競合 
バッファレジスタのライトサイクル中の T2ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、バッファ

レジスタへのライトは行われず、バッファ動作が優先されます。このタイミングを図 10.50に示します。 
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図 10.50 バッファレジスタのライトとインプットキャプチャの競合 

10.8.10 オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアの競合 
オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアが同時に発生すると、TSRの TCFV／TCFUフラグはセッ

トされず、TCNTのクリアが優先されます。 

TGRのコンペアマッチをクリア要因とし、TGRに H'FFFFを設定した場合の動作タイミングを図 10.51に

示します。 
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図 10.51 オーバフローとカウンタクリアの競合 
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10.8.11 TCNTのライトとオーバフロー／アンダフローの競合 
TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウントアップ／カウントダウンが発生し、オーバフロー／ア

ンダフローが発生しても TCNTへのライトが優先され、TSRの TCFV／TCFUフラグはセットされません。 

TCNTのライトとオーバフロー競合時の動作タイミングを図 10.52に示します。 
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図 10.52 TCNTのライトとオーバフローの競合 

 

10.8.12 入出力端子の兼用 
本 LSIでは、TCLKA入力と TIOCC0入出力、TCLKB入力と TIOCD0入出力、TCLKC入力と TIOCB1入出

力、TCLKD入力と TIOCB2入出力の端子がそれぞれ兼用になっています。外部クロックを入力する場合には、

兼用されている端子からコンペアマッチ出力を行わないでください。 
 

10.8.13 モジュールストップモード時の設定 
モジュールストップコントロールレジスタにより、TPUの動作停止／許可を設定することが可能です。初

期値では TPUの動作は停止します。モジュールストップモードを解除することにより、レジスタのアクセス

が可能になります。詳細は「第 24章 低消費電力状態」を参照してください。 
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11. 16ビットサイクルメジャーメントタイマ（TCM） 

本 LSIは 3チャネルの 16ビットサイクルメジャーメントタイマ（TCM）を内蔵しています。TCMは 16

ビットのカウンタをベースにして、入力波形の周期を測定することができます。 

11.1 特長 

• 入力波形の周期を測定可能 

• 測定エッジを選択可能 

• 16ビットのコンペアマッチ 

• 16ビットの分解能力 

• カウンタのクロックを選択可能 

7種類の内部クロックと、外部クロックのうちから選択可能 

• 5つの割り込み要因 

カウンタオーバフロー 

周期上限オーバフロー 

周期下限アンダフロー 

コンペアマッチ 

インプットキャプチャ発生 
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TCMのブロック図を図 11.1に示します。 
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図 11.1 TCMブロック図 
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11.2 入出力端子 
TCMの端子構成を表 11.1に示します。 

 
表 11.1 端子構成 

チャネル 端子名 入出力 機   能 

0 TCMCKI0 

(TCMMCI0) 

入力 カウンタ外部クロック入力 

周期測定コントロール入力 

 TCMCYI0 入力 外部イベント入力 

1 TCMCKI1 

(TCMMCI1) 

入力 カウンタ外部クロック入力 

周期測定コントロール入力 

 TCMCYI1 入力 外部イベント入力 

2 TCMCKI2 

(TCMMCI2) 

入力 カウンタ外部クロック入力 

周期測定コントロール入力 

 TCMCYI2 入力 外部イベント入力 
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11.3 レジスタの説明 
TCMには以下のレジスタがあります。 

 
表 11.2 レジスタの構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データ

バス幅

チャネル 0 TCMタイマカウンタ_0 TCMCNT_0 R/W H'0000 H'FBC0 16 

 TCM周期上限レジスタ_0 TCMMLCM_0 R/W H'FFFF H'FBC2 16 

 TCM周期下限レジスタ_0 TCMMINCM_0 R/W H'0000 H'FBCC 16 

 TCMインプットキャプチャレジスタ_0 TCMICR_0 R H'0000 H'FBC4 16 

 TCMインプットキャプチャバッファレジスタ_0 TCMICRF_0 R H'0000 H'FBC6 16 

 TCMステータスレジスタ_0 TCMCSR_0 R/W H'00 H'FBC8 8 

 TCMコントロールレジスタ_0 TCMCR_0 R/W H'00 H'FBC9 8 

 TCMインタラプトイネーブルレジスタ_0 TCMIER_0 R/W H'00 H'FBCA 8 

チャネル 1 TCMタイマカウンタ_1 TCMCNT_1 R/W H'0000 H'FBD0 16 

 TCM周期上限レジスタ_1 TCMMLCM_1 R/W H'FFFF H'FBD2 16 

 TCM周期下限レジスタ_1 TCMMINCM_1 R/W H'0000 H'FBDC 16 

 TCMインプットキャプチャレジスタ_1 TCMICR_1 R H'0000 H'FBD4 16 

 TCMインプットキャプチャバッファレジスタ_1 TCMICRF_1 R H'0000 H'FBD6 16 

 TCMステータスレジスタ_1 TCMCSR_1 R/W H'00 H'FBD8 8 

 TCMコントロールレジスタ_1 TCMCR_1 R/W H'00 H'FBD9 8 

 TCMインタラプトイネーブルレジスタ_1 TCMIER_1 R/W H'00 H'FBDA 8 

チャネル 2 TCMタイマカウンタ_2 TCMCNT_2 R/W H'0000 H'FBE0 16 

 TCM周期上限レジスタ_2 TCMMLCM_2 R/W H'FFFF H'FBE2 16 

 TCM周期下限レジスタ_2 TCMMINCM_2 R/W H'0000 H'FBEC 16 

 TCMインプットキャプチャレジスタ_2 TCMICR_2 R H'0000 H'FBE4 16 

 TCMインプットキャプチャバッファレジスタ_2 TCMICRF_2 R H'0000 H'FBE6 16 

 TCMステータスレジスタ_2 TCMCSR_2 R/W H'00 H'FBE8 8 

 TCMコントロールレジスタ_2 TCMCR_2 R/W H'00 H'FBE9 8 

 TCMインタラプトイネーブルレジスタ_2 TCMIER_2 R/W H'00 H'FBEA 8 
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11.3.1 TCMタイマカウンタ（TCMCNT） 
TCMCNTは 16ビットのリード／ライト可能なアップカウンタです。入力クロックは TCMCRの CKS2～

CKS0のビットにより選択します。CKS2～CKS0がB'111にセットされたとき、外部クロックが選択されます。

TCMCSRの CKSEGにより、外部クロックの立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジを選択します。 

TCMCNTは H'FFFFから H'0000にオーバフローすると、TCMCSRの OVFが 1にセットされます。タイマ

モードの場合、TCMCNTは TCMCRの CSTビットが 0にクリアされていると、H'0000に初期化されます。

周期測定モードの場合、TCMCNTは測定周期（1つの入力波形周期が 1つの測定周期になります）の 1番目

のエッジ検出（TCMCRの IEDGビットにより選択可能）によりクリアします。 

タイマモードの場合、TCMCNTは常にライト可能です。周期測定モードの場合、TCMCNTの書き換えは

できません。TCMCNTは 8ビット単位のアクセスはできません。常に 16ビットでアクセスしてください。

TCMCNTの初期値は H'0000です。 
 

11.3.2 TCM周期上限レジスタ（TCMMLCM） 
TCMMLCMは 16ビットのリード／ライト可能なレジスタです。TCMCRの TCMMDSビットを 0に設定（タ

イマモード）した場合、TCMMLCMはコンペアマッチレジスタとして使用可能です。TCMCRの TCMMDS

ビットを 1に設定（周期測定モード）した場合、TCMMLCMは周期上限レジスタとして使用可能です。 

タイマモードでは、TCMMLCMの値は TCMCNTと常に比較され、一致すると TCMCSRの CMFが 1にセ

ットされます。ただし、TCMMLCMへのライトサイクルの後半での比較は禁止されています。 

周期測定モードでは、TCMMLCMは測定周期の上限値を設定可能です。測定周期中の 2番目のエッジ（次

の周期の 1番目のエッジ）を検出すると TCMCNTの値が TCMICRに転送されます。このとき同時に TCMICR

の値と TCMMLCMの値を比較します。TCMICRの値が TCMMLCMの値より大きいと、TCMCSRのMAXOVF

フラグが 1にセットされます。TCMMLCMは 8ビット単位のアクセスはできません。常に 16ビットでアク

セスしてください。TCMMLCMの初期値は H'FFFFです。 
 

11.3.3 TCM周期下限レジスタ（TCMMINCM） 
TCMMINCMは 16ビットのリード／ライト可能なレジスタです。TCMCRの TCMMDSビットを 1に設定

（周期測定モード）した場合、TCMMINCMは周期下限レジスタとして使用可能です。 

周期測定モードでは、TCMMINCMは測定周期の下限値を設定可能です。測定周期中の 2番目のエッジ

（TCMCRの IEDGビットにより選択可能）を検出すると TCMCNTの値が TCMICRに転送されます。このと

き同時に TCMICRの値と TCMMINCMの値を比較します。TCMICRの値が TCMMINCMの値より小さいと、

TCMCSRのMINUDFフラグが 1にセットされます。TCMMLCMは 8ビット単位のアクセスはできません。

常に 16ビットでアクセスしてください。TCMMINCMの初期値は H'0000です。 
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11.3.4 TCMインプットキャプチャレジスタ（TCMICR） 
TCMICRは 16ビットのリード専用のレジスタです。タイマモードの場合、TCMCRの IEDGビットにより

選択したエッジで TCMCNTの値が TCMICRに転送されます。このとき、同時に TCMCSRの ICPFフラグが

1にセットされます。周期測定モードの場合、測定周期中の 2番目のエッジを検出すると TCMCNTの値が

TCMICRに転送されます。このとき同時に TCMCSRの ICPFフラグが 1にセットされます。TCMICRは 8ビ

ット単位のアクセスはできません。常に 16ビットでアクセスしてください。TCMICRの初期値は H'0000で

す。 
 

11.3.5 TCMインプットキャプチャバッファレジスタ（TCMICRF） 
TCMICRFは 16ビットのリード専用のレジスタです。TCMICRのバッファレジスタとして使用します。イ

ンプットキャプチャが発生したとき、TCMICRの値を TCMICRFに転送します。 

TCMICR、TCMICRFは 8ビット単位のアクセスはできません。常に 16ビットでアクセスしてください。

TCMICRFの初期値は H'0000です。 
 

11.3.6 TCMステータスレジスタ（TCMCSR） 
TCMCSRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。割り込み要因の制御を行います。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 OVF 0 R/(W)* タイマオーバフロー 

TCMCNTのオーバフローの発生を示すフラグです。 

［セット条件］ 

• TCMCNTの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 

［クリア条件］ 

• OVF＝1の状態で OVFをリード後、OVFに 0をライトしたとき 

6 MAXOVF 0 R/(W)* 測定周期上限オーバフロー 

周期測定モードで測定した波形の測定周期が TCMMLCMに設定した上限に

対してオーバフロー発生を示すフラグです。 

［セット条件］ 

• TCMICRの値が TCMMLCMの値より大きいとき 

［クリア条件］ 

• MAXOVF＝1の状態で MAXOVFをリード後、MAXOVFに 0をライトし

たとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 CMF 0 R/(W)* コンペアマッチフラグ（タイマモードのみ有効） 

［セット条件］ 

• タイマモードで TCMCNTの値と TCMMLCMの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

• CMF＝1の状態で CMFをリード後、CMFに 0をライトしたとき 

【注】周期測定モードでは、TCMCNTの値と TCMMLCMの値が一致しても
CMFは 1にセットされません。 

4 CKSEG 0 R/W 外部クロックエッジセレクト 

TCMCRの CKS2～CKS0で外部クロック（B'111）にセットされたときの外
部カウントクロックエッジを選択します。 

0：外部クロック立ち下がりエッジでカウント 

1：外部クロック立ち上がりエッジでカウント 

3 ICPF 0 R/(W)* インプットキャプチャ発生 

タイマモードでは、インプットキャプチャ信号により、TCMCNTの値が

TCMICRに転送されたことを示すステータスフラグです。本フラグは、

TCMMDSビットが 0にクリアされているとき、TCMCYI入力端子に IEDG

ビットで選択したインプットキャプチャ信号が発生するとセットされます。

周期測定モードでは、測定周期中の 2番目のエッジ（TCMCRの IEDGビッ

トにより選択可能）を検出し、TCMCNTの値が TCMICRに転送されたこと

を示すフラグです。 

［セット条件］ 

• インプットキャプチャ信号が発生したとき 

［クリア条件］ 

• ICPF＝1の状態で ICPFをリード後、ICPFに 0をライトしたとき 

2 MINUDF 0 R/(W)* 測定周期下限アンダフロー 

周期測定モードで測定した波形の測定周期がTCMMINCMに設定した下限に
対してアンダフロー発生を示すフラグです。 

［セット条件］ 

• TCMICRの値が TCMMINCMの値より小さいとき 

［クリア条件］ 

• MINUDF＝1の状態で MINUDFをリード後、MINUDFに 0をライトした

とき 

1 MCICTL 0 R/W TCMMCI入力極性反転 

0：TCMMCI入力を反転して使用 

1：TCMMCI入力を直接使用 

【注】CST＝0、TCMMDS＝0のときに、本ビットを変更してください。 

0 － 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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11.3.7 TCMコントロールレジスタ（TCMCR） 
TCMCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。インプットキャプチャ入力エッジの選択、

TCMCNTのカウンタ開始またカウンタのクロックの選択、動作モードの切り替えを制御します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CST 0 R/W カウンタスタート 

タイマモードでは、本ビットを 1にセットすると TCMCNTがカウントを開

始します。0にクリアすると TCMCNTはカウント動作を停止し、H'0000に

初期化されて、インプットキャプチャ動作も停止します。 

周期測定モードでは TCMCNTを H'0000に初期化するために 0にクリアし

てください。 

6 POCTL 0 R/W TCMCYI入力極性反転 

0：TCMCYI入力を直接使用 

1：TCMCYI入力を反転して使用 

【注】CST＝0、TCMMDS＝0のときに、本ビットを変更してください。 

5 CPSPE 0 R/W インプットキャプチャ停止イネーブル 

周期測定モードで MAXOVF、MINUDFのいずれか 1つのフラグが 1にセッ

トされたときの TCMCNTのカウントアップおよびインプットキャプチャの

動作／停止を制御します。タイマモードでは動作に影響を与えません。 

0：フラグが 1にセットされたとき、カウントアップおよび 

インプットキャプチャ動作を継続 

1：フラグが 1にセットされたとき、カウントアップおよび 

インプットキャプチャ動作を禁止 

4 IEDG 0 R/W インプットエッジセレクト 

タイマモードでは、POCTLビットとの組み合わせで TCMCYI入力の立ち上

がりエッジまた立ち下がりエッジのどちらのエッジでインプットキャプチ

ャするかを選択します。 

周期測定モードでは、POCTLビットとの組み合わせで、TCMCYI入力の立

ち上がりエッジまた立ち下がりエッジのどちらのエッジで測定するかを選

択します。 

POCTL＝0の場合 

0：TCMCYI入力の立ち上がりエッジを選択 

1：TCMCYI入力の立ち下がりエッジを選択 

POCTL＝1の場合 

0：TCMCYI入力の立ち下がりエッジを選択 

1：TCMCYI入力の立ち上がりエッジを選択 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 TCMMDS 0 R/W TCMモードセレクト 

TCMの動作モードを選択します。 

0：タイマモード 

タイマモードのとき、インプットキャプチャとコンペアマッチとして 

機能します。 

1：周期測定モード 

本ビットを 1にセットすると TCMCNTがカウントを開始します。

TCMCNTを H'0000に初期化するため、周期測定モードに設定する前に、

TCMCRの CSTを 0クリアしてください。 

2 

1 

0 

CKS2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 2、1、0 

TCMCNTに入力するクロックを選択します。 

000：内部クロックφ/2をカウント 

001：内部クロックφ/8をカウント 

010：内部クロックφ/16をカウント 

011：内部クロックφ/32をカウント 

100：内部クロックφ/64をカウント 

101：内部クロックφ/128をカウント 

110：内部クロックφ/256をカウント 

111：外部クロックをカウント 

（TCMCSRの CKSEGにより、外部クロックのエッジを選択してくださ

い。） 

【注】CST＝0、TCMMDS＝0のときに、本ビットを変更してください。 

 

11.3.8 TCMインタラプトイネーブルレジスタ（TCMIER） 
TCMIERは 8ビットリード／ライト可能なレジスタです。割り込み要求の許可／禁止を制御します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 OVIE 0 R/W カウンタオーバフローインタラプトイネーブル 

TCMCSRの OVFフラグが 1にセットされたとき、OVFフラグによる割り

込み要求を許可または禁止します。 

0：OVFによる割り込み要求を禁止 

1：OVFによる割り込み要求を許可 

6 MAXOVIE 0 R/W 周期上限オーバフローインタラプトイネーブル 

TCMCSRの MAXOVFフラグが 1にセットされたとき、MAXOVFフラグに

よる割り込み要求を許可または禁止します。 

0：MAXOVFによる割り込み要求を禁止 

1：MAXOVFによる割り込み要求を許可 

 



11. 16ビットサイクルメジャーメントタイマ（TCM） 

Rev.2.00  2009.09.18  11-10 

RJJ09B0473-0200  

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 CMIE 0 R/W コンペアマッチインタラプトイネーブル 

TCMCSRの CMFが 1にセットされたとき、CMFによる割り込み要求を許

可または禁止します。 

0：CMFによる割り込み要求を禁止 

1：CMFによる割り込み要求を許可 

4 TCMIPE 0 R/W インプットキャプチャ入力イネーブル 

端子入力の無効／有効を設定します。インプットキャプチャおよび周期測定

モードを使用する場合は、本ビットを 1にセットしてください。 

0：無効 

1：有効 

【注】CST＝0、TCMMDS＝0のときに、本ビットを変更してください。 

3 ICPIE 0 R/W インプットキャプチャインタラプトイネーブル 

TCMCSRの ICPFフラグが 1にセットされたとき、ICPFフラグによる割り

込み要求を許可または禁止します。 

0：ICPFによる割り込み要求を禁止 

1：ICPFによる割り込み要求を許可 

2 MINUDIE 0 R/W 周期下限アンダフローインタラプトイネーブル 

TCMCSRのMINUDFフラグが 1にセットされたときの TUDI割り込み要求

を許可または禁止します。 

0：MINUDFによる割り込み要求を禁止 

1：MINUDFによる割り込み要求を許可 

1 CMMS 0 R/W 周期測定モードセレクト 

周期測定モード時に TCMMCI信号を使用／未使用を選択します。 

0：TCMMCI信号は未使用（常に周期測定を行います） 

1：TCMMCI信号を使用 

TCMCSRの MCICTL=0の場合、TCMMCIが Lowの期間のみ周期測

定を行います。MCICTL=1の場合、TCMMCIが Highの期間のみ周期

測定を行います。 

【注】CST＝0、TCMMDS＝0のときに、本ビットを変更してください。 

0 － 0 R リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
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11.4 動作説明 

TCMは、タイマモードおよび周期測定モードで動作します。リセット直後、TCMはタイマモードに設定

されています。 
 

11.4.1 タイマモード 
TCMCRの TCMMDSビットを 0にクリアすると、TCMはタイマモードで動作します。 

（1） カウンタ動作 

タイマモードでは、フリーランニングカウンタとして動作可能です。TCMCRの CSTビットを 1にセット

すると、TCMCNTはカウントアップ動作を開始します。TCMCNTが H'FFFFから H'0000にオーバフローす

ると、TCMCSRの OVFビットが 1にセットされ、TCMIERの OVIEビットが 1であれば割り込み要求を発

生します。フリーランニングカウンタの動作例を図 11.2に示します。また、外部クロック動作の場合の

TCMCNTカウントタイミングを図 11.3に示します。なお外部クロックのパルス幅は、1.5ステート以上必要

です。これ以下のパルス幅では正しく動作しませんので注意してください。 

/4

TCMCNT

TCMCNT N 1 N N 1  

図 11.2 フリーランニングカウンタの動作例 

TCMCKI

TCMCNT

TCMCNT N 1 N N 1  

図 11.3 外部クロック動作時のカウントタイミング（立ち下がりエッジの場合） 

 

（2） インプットキャプチャ 

タイマモードでは、TCMCYI端子の入力エッジを検出して TCMCNTの値を TCMICRに転送します。この

とき同時に TCMCSRの ICPFフラグがセットされます。検出エッジは TCMCRの IEDGビットの設定により、

立ち上がりまたは立ち下がりから選択できます。インプットキャプチャ動作タイミング例を図 11.4に、イン

プットキャプチャのバッファ動作例を図 11.5に示します。 
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TCMCYI

ICPF

TCMCNT N 3N 2N 1NN 1

TCMICR M N

 

図 11.4 インプットキャプチャ動作タイミング例（立ち上がりエッジ選択時） 

TCMCYI

TCMICRF

TCMCNT 0 10NN 1

0NM

NML

TCMICR

 

図 11.5 インプットキャプチャのバッファ動作例 

 

（3） コンペアマッチ時の CMFのセットタイミング 

TCMCSRの CMFフラグのセットは、タイマモードで TCMCNTと TCMMLCMの値が一致した最後のステ

ート（TCMCNTが一致したカウント値を更新するタイミング）で発生します。したがって、TCMCNTと

TCMMLCMの値が一致した後、TCMCNT入力クロックが発生するまでコンペアマッチ信号は発生しません。

詳細は、「11.6.2 TCMMLCMのライトとコンペアマッチの競合」を参照してください。CMFフラグのセッ

トタイミングを図 11.6に示します。 

TCMCNT

TCMMLCM

CMF

N 1N

N

 

図 11.6 コンペアマッチ時の CMFフラグのセットタイミング 
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11.4.2 周期測定モード 
TCMCRの TCMMDSビットを 1にセットすると、TCMは周期測定モードで動作します。 

（1） カウンタ動作 

TCMCRの TCMMDSビットを 1にセットすると、周期測定モードに設定され、TCMCRの CSTビットの設

定に関わらず、カウントアップ動作を行います。測定周期の 1番目のエッジを検出するごとに、TCMCNTは

H'0000にクリアされ、カウントアップ動作を続けます。周期測定モード時のカウンタの動作例を図 11.7に示

します。 

TCMCYI

TCMCNT

TCMCNT

H'0001H'0000 H'0001 H'0002 H'0000H'0003NTCMCNT  

図 11.7 周期測定モード時のカウンタの動作例 

 

（2） 周期測定 

周期測定モードでは、1つの TCM入力波形周期が 1つの測定周期になります。最初に、TCMMDS＝0、CST

＝0に設定して TCMCNTを H'0000にクリアします。次に、TCMMLCM/TCMMINCMレジスタに測定周期の

上限値/下限値を設定します。最後に、TCMCRの TCMMDSビットを 1にセットすると、周期測定モードに

なります。TCMCNTは選択されたクロックに従って、カウントアップします。測定周期の 1番目のエッジ

（TCMCRの IEDGビットにより選択可能）を検出すると TCMCNTは自動的に H'0000にクリアされます。 

2番目のエッジを検出すると TCMCNTの値が TCMICRに転送されます。このとき、同時に TCMICRの値が

TCMMLCM/TCMMINCMの値と比較されます。TCMICRの値が TCMMLCMの値よりも大きい場合は、

TCMCSRのMAXOVFビットが 1にセットされます。TCMICRの値がTCMMINCMの値よりも小さい場合は、

TCMCSRのMINUDFビットが 1にセットされます。TCMIERの設定により対応する割り込み要求を発生す

ることができます。また、2番目のエッジを検出すると TCMCNTは H'0000にクリアされ、次の測定を開始

します。 

TCMCRの CPSPEビットが 0にクリアされている場合、MAXOVF/MINUDFフラグが 1にセットされても、

次の周期測定を開始します。 

TCMCRのCPSPEビットが 1にセットされている場合、MAXOVF/MINUDFが 1にセットされるとTCMCNT

はカウントアップを停止し、周期測定を停止します。MAXOVF/MINUDFを 0にクリアすると TCMCNTは自

動的に H'0000にクリアされて、カウントアップを開始し、周期測定を再開します。 

図 11.8に周期測定のタイミング例を示します。 
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H'0001H'0000 H'0001 N 1 H'0000NM

TCMCNT

TCMCNT

TCMCNT

NML

MLK

TCMCYI

TCMICR

MAXOVF/
MINUDF

TCMICRF  

図 11.8 周期測定のタイミング例 

 
TCMIERの CMMSビットが 1にセットされている場合、TCMMCI信号が High期間のみ（TCMCSRの

MCICTL＝1の場合）周期測定を行います。図 11.9に CMMSビットが 1にセットされているときの周期測定

のタイミング例を示します。 

TCMCYI

TCMMCI

TCMCNT H'0006M 0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B 0 1 2 3 4

M H'0007 H'000BL

5

TCMICR  

図 11.9 CMMSビットが 1にセットされているときの周期測定のタイミング例 
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（3） 外部イベント（TCMCYI）停止判定 

タイマオーバフローフラグを使用して、外部イベント（TCMCYI）停止状態を判定することができます。

外部イベント停止状態は 2種類の条件があります。 

周期測定モードを開始してから、1番目のエッジ（TCMCRの IEDGビットにより選択可能）を検出するま

でに、タイマオーバフローが発生すると外部イベント停止状態と判定することができます。 

図 11.10に外部イベント停止状態のタイミング例（1）を示します。 

TCMCYI

TCMMDS

MAXOVF/
MINUDF

TCMCNT H'0000 H'FFFF H'0000 N H'0000 H'0001 H'0002

OVF

 

図 11.10 外部イベント停止状態のタイミング例（1） 

 
TCMCRの CPSPEビットが 1にセットされている場合に、MAXOVF/MINUDFが 1にセットされると、周

期測定を停止します。その後、MAXOVF/MINUDFを 0にクリアすると、周期測定を再開します。ここで、

周期測定を再開後に 1回目のエッジを検出するまでに、タイマオーバフローが発生すると外部イベント停止

状態と判定することができます。 

図 11.11に外部イベント停止状態のタイミング例（2）を示します。 

TCMCYI

CPSPE

MAXOVF/
MINUDF

TCMCNT H'5555 H'0000 H'FFFF H'0000 N H'0000 H'0001

OVF

 

図 11.11 外部イベント停止状態のタイミング例（2） 
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（4） 周期測定モードの設定例 

周期測定モードを使用する場合のフローチャート例を図 11.12に示します。 

TCMMDS 0

CST 0 TCMCR

TCMMLCM

OVIE 1 MAXOVIE 1

TCMMDS 1

Yes

No

Yes

No

TCMMDS 0

OVF 1?

MAXOVF 1?

MAXOVF 1?

1

2

3

TCMIPE 1 4

5

6

1

2

3

5

6

9

9

7

7

8

8

TCMCNT H'0000

4

 

図 11.12 周期測定モード設定例 
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11.5 割り込み要因 
TCMの割り込み要因はTICI、TCMI、TOVMI、TUDIおよびTOVIの 5つあります。各割り込み要因はTCMIER

の各割り込みイネーブルビットで許可または禁止され、それぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。

各チャネルの割り込み要因は 1つのベクタアドレスに割り付けられているため、フラグによる要因の判別が

必要です。 

表 11.3各割り込み要因と優先順位を示します。 
 

表 11.3 TCM割り込み要因 

チャネル 名称 割り込み要因 割り込みフラグ 優先順位 

TCM_0 TICI0 TCMICR_0のインプットキャプチャ ICPF_0 高 

 TCMI0 TCMMLCM_0のコンペアマッチ CMF_0  

 TOVMI0 TCMMLCM_0のオーバフロー MAXOVF_0  

 TUDI0 TCMMINCM_0のアンダフロー MINUDF_0  

 TOVI0 TCMCNT_0のオーバフロー OVF_0  

TCM_1 TICI1 TCMICR_1のインプットキャプチャ ICPF_1  

 TCMI1 TCMMLCM_1のコンペアマッチ CMF_1  

 TOVMI1 TCMMLCM_1のオーバフロー MAXOVF_1  

 TUDI1 TCMMINCM_1のアンダフロー MINUDF_1  

 TOVI1 TCMCNT_1のオーバフロー OVF_1  

TCM_2 TICI2 TCMICR_2のインプットキャプチャ ICPF_2  

 TCMI2 TCMMLCM_2のコンペアマッチ CMF_2  

 TOVMI2 TCMMLCM_2のオーバフロー MAXOVF_2  

 TUDI2 TCMMINCM_2のアンダフロー MINUDF_2  

 TOVI2 TCMCNT_2のオーバフロー OVF_2 低 
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11.6 使用上の注意事項 

11.6.1 TCMCNTライトとカウントアップの競合 
TCMCNTのライトサイクルの後半でカウントアップが発生すると、TCMCNTのカウントアップは行われ

ず、TCMCNTのライトが優先されます。このタイミングを図 11.13に示します。 

TCMCNT

T1 T2

TCMCNT N 1 N N 1 

図 11.13 TCMCNTライトとカウントアップの競合 

 

11.6.2 TCMMLCMのライトとコンペアマッチの競合 
タイマモードで、TCMMLCMのライトサイクルの後半でコンペアマッチが発生しても、TCMMLCMのラ

イトが優先されコンペアマッチ信号は禁止されます。このタイミングを図 11.14に示します。 

TCMCNT

TCMMLCM

T1 T2

N N 1 N 2

N M

 

図 11.14 TCMMLCMのライトとコンペアマッチの競合 
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11.6.3 インプットキャプチャと TCMICRリードの競合 
タイマモードで TCMICRをリード時に、対応するインプットキャプチャ信号を検出すると、インプットキ

ャプチャ信号は 1システムクロック（φ）遅延されます。このタイミングを図 11.15に示します。 

TCMCYI

TCMICR

TCMICR

ICPF

N 2N 1NN 1

NM

TCMCNT

 

図 11.15 インプットキャプチャと TCMICRリードの競合 

 

11.6.4 周期測定モード時のエッジ検出とレジスタ（TCMMLCM、TCMMINCM） 
ライトの競合 

周期測定モードでレジスタ（TCMMLCM、TCMMINCM）のライトサイクルの後半で TCMCYIのエッジを

検出すると、検出したエッジ信号は 1システムクロック（φ）遅延されます。 

このタイミングを図 11.16に示します。 

TCMICR TCMCNT

TCMCYI

TCMICR

MAXOVF

NM

H'0000NTCMCNT

 

図 11.16 エッジ検出とレジスタライトの競合（周期測定モード） 
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11.6.5 周期測定モードのエッジ検出と TCMCRの TCMMDSビットクリアの競合 
周期測定モードで TCMCRの CSTビットが 1にセットされている場合、TCMCRの TCMMDSビットをク

リアするときに TCMCYIのエッジを検出すると、本タイマは検出したエッジ信号により周期測定モードの動

作を行います。次のエッジ検出によりタイマモードの動作を行います。周期測定モードでは CSTビットを 0

にクリアしてください。 

このタイミングを図 11.17に示します。 

N 1NH'0000M

NML

TCMCYI

TCMCNT TCMCNT

TCMCNT

TCMICR

TCMMDS

 

図 11.17 エッジ検出と TCMMDSクリアの競合（周期測定モードからタイマモードへの切り替え） 

 

11.6.6 TCMCKIと TCMMCIの設定 
本 LSIでは、TCMCKIと TCMMCIは同一端子に割り付けられています。このため、外部クロックの選択と

TCMMCI信号を同時に使用することができません。CKS2～CKS0＝B'111、CMMS＝B'1に設定しないでくだ

さい。 
 

11.6.7 モジュールストップモードの設定 
モジュールストップコントロールレジスタにより、TCMの動作停止／許可を設定することが可能です。初

期値では TCMの動作は停止します。モジュールストップモードを解除することにより、レジスタのアクセス

が可能になります。詳細は「第 24章 低消費電力状態」を参照してください。 
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12. 8ビットタイマ（TMR） 

本 LSIは、8ビットのカウンタをベースにした 4チャネルの 8ビットタイマ（TMR_0、TMR_1、TMR_Y、

TMR_X）を内蔵しています。外部のイベントのカウントが可能なほか、2本のレジスタとのコンペアマッチ

信号により、カウンタのリセット、割り込み要求、任意のデューティ比のパルス出力など、多機能タイマと

して種々の応用が可能です。 

12.1 特長 

• クロックを選択可能 

6種類の内部クロックと、外部クロックのうちから選択できます。 

• カウンタのクリア指定が可能 

コンペアマッチA、コンペアマッチB、または外部リセット信号のうちから選択できます。 

• 2つのコンペアマッチ信号の組み合わせでタイマ出力を制御 

独立に動作可能な2つのコンペアマッチ信号の組み合わせによって、任意のデューティのパルス出力や

PWM出力など種々の応用が可能です。 

• 2チャネルのカスケード接続が可能 

TMR_0、TMR_1のカスケード接続： 

 TMR_0を上位、TMR_1を下位とする16ビットタイマとして動作可能です。（16ビットカウントモード） 

 TMR_1はTMR_0のコンペアマッチをカウント可能です。（コンペアマッチカウントモード） 

TMR_Y、TMR_Xのカスケード接続： 

 TMR_Yを上位、TMR_Xを下位とする16ビットタイマとして動作可能です。 

 （16ビットカウントモード） 

 TMR_XはTMR_Yのコンペアマッチをカウント可能です。（コンペアマッチカウントモード） 

• 複数の割り込み要因 

TMR_0、TMR_1、TMR_Y：コンペアマッチA、コンペアマッチB、オーバフローの3種類があります。 

TMR_X：コンペアマッチA、コンペアマッチB、オーバフロー、インプットキャプチャの4種類があり 

ます。 
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8ビットタイマのブロック図を図 12.1、図 12.2に示します。 

TMR_Xには、インプットキャプチャ機能が追加されています。 
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図 12.1 8ビットタイマ（TMR_0、TMR_1）のブロック図 
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図 12.2 8ビットタイマ（TMR_Y、TMR_X）のブロック図 
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12.2 入出力端子 
TMRの入出力端子を表 12.1に示します。 

 
表 12.1 端子構成 

チャネル 端子名 入出力 機  能 

TMO0 出力 コンペアマッチ出力 TMR_0 

TMI0（TMCI0/TMRI0） 入力 カウンタ外部クロック入力／リセット入力 

TMO1 出力 コンペアマッチ出力 TMR_1 

TMI1（TMCI1/TMRI1） 入力 カウンタ外部クロック入力／リセット入力 

TMR_Y TMIY（TMCIY/TMRIY） 入力 カウンタ外部クロック入力／リセット入力 

 TMOY 出力 コンペアマッチ出力 

TMOX 出力 コンペアマッチ出力 TMR_X 

TMIX（TMCIX/TMRIX） 入力 カウンタ外部クロック入力／リセット入力 

 

12.3 レジスタの説明 
TMRには以下のレジスタがあります。なお、シリアルタイマコントロールレジスタについては｢3.2.3 シ

リアルタイマコントロールレジスタ（STCR）｣を参照してください。 
 

表 12.2 レジスタの構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データ 

バス幅 

チャネル 0 タイマカウンタ_0 TCNT_0 R/W H'00 H'FFD0 16 

 タイムコンスタントレジスタ A_0 TCORA_0 R/W H'FF H'FFCC 16 

 タイムコンスタントレジスタ B_0 TCORB_0 R/W H'FF H'FFCE 16 

 タイマコントロールレジスタ_0 TCR_0 R/W H'00 H'FFC8 8 

 タイマコントロール／ステータスレジスタ_0 TCSR_0 R/W H'00 H'FFCA 8 

チャネル 1 タイマカウンタ_1 TCNT_1 R/W H'00 H'FFD1 16 

 タイムコンスタントレジスタ A_1 TCORA_1 R/W H'FF H'FFCD 16 

 タイムコンスタントレジスタ B_1 TCORB_1 R/W H'FF H'FFCF 16 

 タイマコントロールレジスタ_1 TCR_1 R/W H'00 H'FFC9 8 

 タイマコントロール／ステータスレジスタ_1 TCSR_1 R/W H'10 H'FFCB 8 
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チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データ 

バス幅 

チャネル Y タイマカウンタ_Y TCNT_Y R/W H'00 H'FFF4 

H'FECC 

8 

 タイムコンスタントレジスタ A_Y TCORA_Y R/W H'FF H'FFF2 

H'FECA 

8 

 タイムコンスタントレジスタ B_Y TCORB_Y R/W H'FF H'FFF3 

H'FECB 

8 

 タイマコントロールレジスタ_Y TCR_Y R/W H'00 H'FFF0 

H'FEC8 

8 

 タイマコントロール／ステータスレジスタ_Y TCSR_Y R/W H'00 H'FFF1 

H'FEC9 

8 

 タイマコネクションレジスタ S TCONRS R/W H'00 H'FFFE 8 

チャネル X タイマカウンタ_X TCNT_X R/W H'00 H'FFF4 8 

 タイムコンスタントレジスタ A_X TCORA_X R/W H'FF H'FFF6 8 

 タイムコンスタントレジスタ B_X TCORB_X R/W H'FF H'FFF7 8 

 タイマコントロールレジスタ_X TCR_X R/W H'00 H'FFF0 8 

 タイマコントロール／ステータスレジスタ_X TCSR_X R/W H'00 H'FFF1 8 

 タイムコンスタントレジスタ TCORC R/W H'FF H'FFF5 8 

 インプットキャプチャレジスタ R TICRR R H'00 H'FFF2 8 

 インプットキャプチャレジスタ F TICRF R H'00 H'FFF3 8 

 タイマコネクションレジスタ I TCONRI R/W H'00 H'FFFC 8 

共通 タイマ XYコントロールレジスタ TCRXY R/W H'00 H'FEC6 8 

【注】 TMR_Xと TMR_Yのレジスタは一部同一アドレスです。レジスタの切り替えは TCONRSの TMRX/Yビットで行いま

す。 

 TCNT_Y、TCORA_Y、TCORB_Y、TCR_Yは SYSCR3の RELOCATE＝0、SYSCRの KINWUE＝0、TCONRSの

TMRX/Y＝1のとき、または SYSCR3の RELOCATE＝1のときアクセス可能です。TCNT_X、TCORA_X、TCORB_X、

TCR_Xは SYSCR3の RELOCATE＝0、SYSCRの KINWUE＝0、TCONRSの TMRX/Y＝0のとき、または SYSCR3

の RELOCATE＝1のときアクセス可能です。 
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12.3.1 タイマカウンタ（TCNT） 
TCNTは 8ビットのリード／ライト可能なアップカウンタです。TCNT_0、TCNT_1は 16ビットレジスタ

としてワードアクセスすることも可能です。クロックは、TCRの CKS2～CKS0ビットにより選択します。

TCNTは、外部リセット入力信号またはコンペアマッチ A信号、コンペアマッチ B信号によりクリアするこ

とができます。いずれの信号でクリアするかは、TCRの CCLR1、CCLR0ビットにより選択します。また、

TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）すると、TCSRの OVFが 1にセットされます。TCNTの初期値は H'00

です。 
 

12.3.2 タイムコンスタントレジスタ A（TCORA） 
TCORAは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。TCORA_0、TCORA_1は 16ビットレジスタと
してワードアクセスすることも可能です。TCORAの値は TCNTと常に比較され、一致すると TCSRの CMFA
が 1にセットされます。ただし、TCORAへのライトサイクルの T2ステートでの比較は禁止されています。
また、この一致信号（コンペアマッチ A）と TCSRの OS1、OS0ビットの設定により、TMO端子からのタイ
マ出力を制御することができます。TCORAの初期値は H'FFです。 
 

12.3.3 タイムコンスタントレジスタ B（TCORB） 
TCORBは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。TCORB_0、TCORB_1は 16ビットレジスタと

してワードアクセスすることも可能です。TCORBの値は TCNTと常に比較され、一致すると TCSRの CMFB
が 1にセットされます。ただし、TCORBへのライトサイクルの T2ステートでの比較は禁止されています。
また、この一致信号（コンペアマッチ B）と TCSRの OS3、OS2ビットの設定により、TMO端子からのタイ
マ出力を制御することができます。TCORBの初期値は H'FFです。 
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12.3.4 タイマコントロールレジスタ（TCR） 
TCRは TCNTの入力クロックの選択、TCNTのクリア条件指定、各割り込み要求の制御を行います。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CMIEB 0 R/W コンペアマッチインタラプトイネーブル B 

TCSRの CMFBが 1にセットされたとき、CMFBによる割り込み要求（CMIB）

の許可または禁止を選択します。 

0：CMFBによる割り込み要求（CMIB）を禁止 

1：CMFBによる割り込み要求（CMIB）を許可 

6 CMIEA 0 R/W コンペアマッチインタラプトイネーブル A 

TCSRの CMFAが 1にセットされたとき、CMFAによる割り込み要求（CMIA）

の許可または禁止を選択します。 

0：CMFAによる割り込み要求（CMIA）を禁止 

1：CMFAによる割り込み要求（CMIA）を許可 

5 OVIE 0 R/W タイマオーバフローインタラプトイネーブル 

TCSRの OVFが 1にセットされたとき、OVFによる割り込み要求（OVI）の

許可または禁止を選択します。 

0：OVFによる割り込み要求（OVI）を禁止 

1：OVFによる割り込み要求（OVI）を許可 

4 

3 

CCLR1 

CCLR0 

0 

0 

R/W 

R/W 

カウンタクリア 1、0 

TCNTのクリア条件を指定します。 

00：クリアを禁止 

01：コンペアマッチ Aによりクリア 

10：コンペアマッチ Bによりクリア 

11：外部リセット入力の立ち上がりエッジによりクリア 

2 

1 

0 

CKS2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 2～0 

STCRの ICKS1、ICKS0ビットとの組み合わせで、TCNTに入力するクロック

とカウント条件を選択します。表 12.3を参照してください。 

 



12. 8ビットタイマ（TMR） 

Rev.2.00  2009.09.18  12-8 

RJJ09B0473-0200  

表 12.3 TCNTに入力するクロックとカウント条件（1） 

チャネル TCR STCR 説   明 

 CKS2 CKS1 CKS0 ICKS1 ICKS0  

TMR_0 0 0 0 － － クロック入力を禁止 

 0 0 1 － 0 内部クロックφ／8立ち下がりエッジでカウント 

 0 0 1 － 1 内部クロックφ／2立ち下がりエッジでカウント 

 0 1 0 － 0 内部クロックφ／64立ち下がりエッジでカウント 

 0 1 0 － 1 内部クロックφ／32立ち下がりエッジでカウント 

 0 1 1 － 0 内部クロックφ／1024立ち下がりエッジでカウント

 0 1 1 － 1 内部クロックφ／256立ち下がりエッジでカウント

 1 0 0 － － TCNT_1のオーバフロー信号でカウント* 

TMR_1 0 0 0 － － クロック入力を禁止 

 0 0 1 0 － 内部クロックφ／8立ち下がりエッジでカウント 

 0 0 1 1 － 内部クロックφ／2立ち下がりエッジでカウント 

 0 1 0 0 － 内部クロックφ／64立ち下がりエッジでカウント 

 0 1 0 1 － 内部クロックφ／128立ち下がりエッジでカウント

 0 1 1 0 － 内部クロックφ／1024立ち下がりエッジでカウント

 0 1 1 1 － 内部クロックφ／2048立ち下がりエッジでカウント

 1 0 0 － － TCNT_0のコンペアマッチ Aでカウント* 

共通 1 0 1 － － 外部クロックの立ち上がりエッジでカウント 

 1 1 0 － － 外部クロックの立ち下がりエッジでカウント 

 1 1 1 － － 外部クロックの立ち上がり／立ち下がり両エッジで

カウント 

【注】 * TMR_0のクロック入力を TCNT_1のオーバフロー信号とし、TMR_1のクロック入力を TCNT_0のコンペアマッチ

信号とするとカウントアップクロックが発生しません。これらの設定は行わないでください。 
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表 12.3 TCNTに入力するクロックとカウント条件（2） 

チャネル TCR TCRXY 説   明 

 CKS2 CKS1 CKS0 CKSX CKSY  

TMR_Y 0 0 0 － 0 クロック入力を禁止 

 0 0 1 － 0 φ／4でカウント 

 0 1 0 － 0 φ／256でカウント 

 0 1 1 － 0 φ／2048でカウント 

 1 0 0 － 0 クロック入力を禁止 

 0 0 0 － 1 クロック入力を禁止 

 0 0 1 － 1 φ／4096でカウント 

 0 1 0 － 1 φ／8192でカウント 

 0 1 1 － 1 φ／16384でカウント 

 1 0 0 － 1 TCNT_Xのオーバフローでカウント* 

 1 0 1 － x 外部クロック：立ち上がりエッジカウント 

 1 1 0 － x 外部クロック：立ち下がりエッジカウント 

 1 1 1 － x 外部クロック：両エッジカウント 

TMR_X 0 0 0 0 － クロック入力を禁止 

 0 0 1 0 － φでカウント 

 0 1 0 0 － φ／2でカウント 

 0 1 1 0 － φ／4でカウント 

 1 0 0 0 － クロック入力を禁止 

 0 0 0 1 － クロック入力を禁止 

 0 0 1 1 － φ／2048でカウント 

 0 1 0 1 － φ／4096でカウント 

 0 1 1 1 － φ／8192でカウント 

 1 0 0 1 － TCNT_Yのコンペアマッチ Aでカウント* 

 1 0 1 x － 外部クロック：立ち上がりエッジカウント 

 1 1 0 x － 外部クロック：立ち下がりエッジカウント 

 1 1 1 x － 外部クロック：両エッジカウント 

【注】 * TMR_Yのクロック入力を TCNT_Xのオーバフロー信号とし、TMR_Xのクロック入力を TCNT_Yのコンペアマッ

チ信号とするとカウントアップクロックが発生しません。これらの設定は行わないでください。 

【記号説明】 x：Don't care  

  －：無効 
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12.3.5 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR） 
TCSRはステータスフラグの表示およびコンペアマッチによる出力制御を行います。 

 

• TCSR_0 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CMFB 0 R/(W)* コンペアマッチフラグ B 

［セット条件］ 

TCNT_0の値と TCORB_0の値が一致したとき 

［クリア条件］ 

CMFB＝1の状態で CMFBをリードした後、CMFBに 0をライトしたとき 

6 CMFA 0 R/(W)* コンペアマッチフラグ A 

［セット条件］ 

TCNT_0の値と TCORA_0の値が一致したとき 

［クリア条件］ 

CMFA＝1の状態で CMFAをリードした後、CMFAに 0をライトしたとき 

5 OVF 0 R/(W)* タイマオーバフローフラグ 

［セット条件］ 

TCNT_0の値が H'FFから H'00にオーバフローしたとき 

［クリア条件］ 

OVF＝1の状態で OVFをリードした後、OVFに 0をライトしたとき 

4 ADTE 0 R/W A/Dトリガイネーブル 

コンペアマッチ Aによる A/D変換開始要求の許可または禁止を選択します。

0：コンペアマッチ Aによる A/D変換開始要求を禁止 

1：コンペアマッチ Aによる A/D変換開始要求を許可 

3 

2 

OS3 

OS2 

0 

0 

R/W 

R/W 

アウトプットセレクト 3、2 

TCORB_0と TCNT_0のコンペアマッチ Bによる TMO0端子の出力方法を選

択します。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

1 

0 

OS1 

OS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

アウトプットセレクト 1、0 

TCORA_0と TCNT_0のコンペアマッチ Aによる TMO0端子の出力方法を選

択します。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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• TCSR_1 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CMFB 0 R/(W)* コンペアマッチフラグ B 

［セット条件］ 

TCNT_1の値と TCORB_1の値が一致したとき 

［クリア条件］ 

CMFB＝1の状態で CMFBをリードした後、CMFBに 0をライトしたとき 

6 CMFA 0 R/(W)* コンペアマッチフラグ A 

［セット条件］ 

TCNT_1の値と TCORA_1の値が一致したとき 

［クリア条件］ 

CMFA＝1の状態で CMFAをリードした後、CMFAに 0をライトしたとき 

5 OVF 0 R/(W)* タイマオーバフローフラグ 

［セット条件］ 

TCNT_1の値が H'FFから H'00にオーバフローしたとき 

［クリア条件］ 

OVF＝1の状態で OVFをリードした後、OVFに 0をライトしたとき 

4 － 1 R リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

3 

2 

OS3 

OS2 

0 

0 

R/W 

R/W 

アウトプットセレクト 3、2 

TCORB_1と TCNT_1のコンペアマッチ Bによる TMO1端子の出力方法を選

択します。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

1 

0 

OS1 

OS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

アウトプットセレクト 1、0 

TCORA_1と TCNT_1のコンペアマッチ Aによる TMO1端子の出力方法を選

択します。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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• TCSR_Y 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CMFB 0 R/(W)* コンペアマッチフラグ B 

［セット条件］ 

TCNT_Yの値と TCORB_Yの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

CMFB＝1の状態で CMFBをリードした後、CMFBに 0をライトしたとき 

6 CMFA 0 R/(W)* コンペアマッチフラグ A 

［セット条件］ 

TCNT_Yの値と TCORA_Yの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

CMFA＝1の状態で CMFAをリードした後、CMFAに 0をライトしたとき 

5 OVF 0 R/(W)* タイマオーバフローフラグ 

［セット条件］ 

TCNT_Yの値が H'FFから H'00にオーバフローしたとき 

［クリア条件］ 

OVF＝1の状態で OVFをリードした後、OVFに 0をライトしたとき 

4 ICIE 0 R/W インプットキャプチャインタラプトイネーブル 

TCSR_Xの ICFが 1にセットされたとき、ICFによる割り込み要求（ICIX）の

許可または禁止を選択します。 

0：ICFによる割り込み要求（ICIX）を禁止 

1：ICFによる割り込み要求（ICIX）を許可 

3 

2 

OS3 

OS2 

0 

0 

R/W 

R/W 

アウトプットセレクト 3、2 

TCORB_Yと TCNT_Yのコンペアマッチ Bによる TMOY端子の出力方法を選

択します。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

1 

0 

OS1 

OS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

アウトプットセレクト 1、0 

TCORA_Yと TCNT_Yのコンペアマッチ Aによる TMOY端子の出力方法を選

択します。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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• TCSR_X 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CMFB 0 R/(W)* コンペアマッチフラグ B 

［セット条件］ 

TCNT_Xの値と TCORB_Xの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

CMFB＝1の状態で CMFBをリードした後、CMFBに 0をライトしたとき 

6 CMFA 0 R/(W)* コンペアマッチフラグ A 

［セット条件］ 

TCNT_Xの値と TCORA_Xの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

CMFA＝1の状態で CMFAをリードした後、CMFAに 0をライトしたとき 

5 OVF 0 R/(W)* タイマオーバフローフラグ 

［セット条件］ 

TCNT_Xの値が H'FFから H'00にオーバフローしたとき 

［クリア条件］ 

OVF＝1の状態で OVFをリードした後、OVFに 0をライトしたとき 

4 ICF 0 R/(W)* インプットキャプチャフラグ 

［セット条件］ 

外部リセット信号に立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジの順でエッジを検

出したとき 

［クリア条件］ 

ICF＝1の状態で ICFをリードした後、ICFに 0をライトしたとき 

3 

2 

OS3 

OS2 

0 

0 

R/W 

R/W 

アウトプットセレクト 3、2 

TCORB_Xと TCNT_Xのコンペアマッチ Bによる TMOX端子の出力方法を選

択します。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

1 

0 

OS1 

OS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

アウトプットセレクト 1、0 

TCORA_Xと TCNT_Xのコンペアマッチ Aによる TMOX端子の出力方法を選

択します。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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12.3.6 タイムコンスタントレジスタ C（TCORC） 
TCORCは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。TCORCと TICRの内容を加算した値は TCNT

と常に比較され、一致するとコンペアマッチ C信号が発生されます。ただし、TCORCへのライトサイクル

のT2ステートとTICRのインプットキャプチャサイクルの比較は禁止されています。TCORCの初期値はH'FF

です。 

 

12.3.7 インプットキャプチャレジスタ R、F（TICRR、TICRF） 
TICRR、TICRFは 8ビットのリード専用のレジスタです。TICRR、TICRFは、TCONRIの ICSTビットが 1

にセットされている場合に、外部リセット入力（TMRIX）の立ち上がり、立ち下がりの順で TCNTの内容が

転送されます。1回のキャプチャ動作が終了すると ICSTビットは 0にクリアされます。TICRR、TICRFの初

期値は H'00です。 
 

12.3.8 タイマコネクションレジスタ I（TCONRI） 
TCONRIはインプットキャプチャ機能を制御します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

4 ICST 0 R/W インプットキャプチャスタートビット 

TMR_Xはインプットキャプチャレジスタ（TICRR、TICRF）があります。TICRR

と TICRFは、このビットの制御で 1回限りのキャプチャ動作を行い、パルス

幅を測定することができます。このビットが 1にセットされたとき、TMRIX

に立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジの順でエッジが検出されると、そのと

きの TCNTの内容が TICRR、TICRFにそれぞれキャプチャされ、このビット

はクリアされます。 

［クリア条件］ 

TMRIXに立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジの順でエッジを検出したと

き 

［セット条件］ 

ICST＝0の状態で ICSTリード後、ICSTに 1をライトしたとき 

3～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 
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12.3.9 タイマコネクションレジスタ S（TCONRS） 
TCONRSは TMR_X、TMR_Yのアクセスを選択します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TMRX/Y 0 R/W TMR_X/TMR_Yアクセス選択 

表 12.4を参照してください。 

0：アドレス H'(FF)FFF0～H'(FF)FFF5で TMR_Xのレジスタをアクセスする

1：アドレス H'(FF)FFF0～H'(FF)FFF5で TMR_Yのレジスタをアクセスする

6～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

 
表 12.4 TMR_X/TMR_Yのアクセス可能なレジスタ 

TMRX/Y H'FFF0 H'FFF1 H'FFF2 H'FFF3 H'FFF4 H'FFF5 H'FFF6 H'FFF7 

0 TMR_X 

TCR_X 

TMR_X 

TCSR_X 

TMR_X 

TICRR 

TMR_X 

TICRF 

TMR_X 

TCNT_X 

TMR_X 

TCORC 

TMR_X 

TCORA_X 

TMR_X 

TCORB_X 

1 TMR_Y 

TCR_Y 

TMR_Y 

TCSR_Y 

TMR_Y 

TCORA_Y 

TMR_Y 

TCORB_Y 

TMR_Y 

TCNT_Y 

TMR_Y 

 

  

 

12.3.10 タイマ XYコントロールレジスタ（TCRXY） 
TCRXYは TMR_X、TMR_Yの出力端子および内部クロックを選択します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

－ 

－ 

0 

0 

R/W 

R/W 

リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

5 CKSX 0 R/W TMR_Xクロックセレクト 

選択の詳細は、表 12.3を参照してください。 

4 CKSY 0 R/W TMR_Xクロックセレクト 

選択の詳細は、表 12.3を参照してください。 

3～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 
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12.4 動作説明 

12.4.1 パルス出力 
任意のデューティパルスを出力させる例を図 12.3に示します。 

TCORAのコンペアマッチによりTCNTがクリアされるようにTCRのCCLR1ビットを0にクリア、CCLR0ビ

ットを1にセットします。 

TCORAのコンペアマッチにより1出力、TCORBのコンペアマッチにより0出力になるようにTCSRのOS3

～OS0ビットをB'0110に設定します。 
 
以上の設定により周期が TCORA、パルス幅が TCORBの波形をソフトウェアの介在なしに出力できます。 

TCNT

H'FF

TCORA

TCORB

H'00

TMO
 

図 12.3 パルス出力例 
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12.5 動作タイミング 

12.5.1 TCNTのカウントタイミング 
内部クロック動作の場合の TCNTのカウントタイミングを図 12.4に示します。また、外部クロック動作の

場合の TCNTのカウントタイミングを図 12.5に示します。なお外部クロックのパルス幅は、単エッジの場合

は 1.5ステート以上、両エッジの場合は 2.5ステート以上必要です。これ以下のパルス幅では正しく動作しま

せんので注意してください。 

TCNT

TCNT N 1 N N 1
 

図 12.4 内部クロック動作時のカウントタイミング 

 

TCNT

TCNT N 1 N N 1
 

図 12.5 外部クロック動作時のカウントタイミング（両エッジの場合） 
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12.5.2 コンペアマッチ時の CMFA、CMFBフラグのセットタイミング 
TCSRの CMFA、CMFBフラグは、TCNTと TCORの値が一致したとき出力されるコンペアマッチ信号に

より 1にセットされます。コンペアマッチ信号は、一致した最後のステート（TCNTが一致したカウント値

を更新するタイミング）で発生します。したがって、TCNTと TCORの値が一致した後、TCNT入力クロッ

クが発生するまでコンペアマッチ信号は発生しません。CMFフラグのセットタイミングを図 12.6に示しま

す。 

TCNT N N 1

TCOR N

CMF
 

図 12.6 コンペアマッチ時の CMFフラグのセットタイミング 

 

12.5.3 コンペアマッチ時のタイマ出力タイミング 
コンペアマッチ信号が発生したとき、TCSRの OS3～OS0ビットで設定される出力値がタイマ出力端子に

出力されます。コンペアマッチA信号によるトグル出力の場合のタイマ出力タイミングを図12.7に示します。 

A

 

図 12.7 コンペアマッチ A信号によるトグル出力のタイマ出力タイミング 
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12.5.4 コンペアマッチによるカウンタクリアタイミング 
TCNTは、TCRの CCLR1、CCLR0ビットの選択によりコンペアマッチ Aまたはコンペアマッチ Bでクリ

アされます。コンペアマッチによるカウンタクリアタイミングを図 12.8に示します。 

N H'00TCNT  

図 12.8 コンペアマッチによるカウンタクリアタイミング 

 

12.5.5 TCNTの外部リセットタイミング 
TCNTは、TCRの CCLR1、CCLR0ビットの選択により外部リセット入力の立ち上がりエッジでクリアさ

れます。クリアまでのパルス幅は 1.5ステート以上必要となります。外部リセット入力によるクリアタイミ

ングを図 12.9に示します。 

TCNT N H'00N 1  

図 12.9 外部リセット入力によるクリアタイミング 
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12.5.6 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング 
TCSRの OVFは、TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき出力されるオーバフロー信号により 1に

セットされます。OVFフラグのセットタイミングを図 12.10に示します。 

OVF

TCNT H'FF H'00

 

図 12.10 OVFフラグのセットタイミング 

 

12.6 TMR_0、TMR_1のカスケード接続 
TCR_0、TCR_1のいずれか一方の CKS2～CKS0ビットを B'100に設定すると、2チャネルの 8ビットタイ

マはカスケード接続されます。この場合、16ビットタイマモードか、コンペアマッチカウントモードにする

ことができます。 
 

12.6.1 16ビットカウントモード 
TCR_0の CKS2～CKS0ビットが B'100のとき、タイマは TMR_0を上位 8ビット、TMR_1を下位 8ビット

とする 1チャネルの 16ビットタイマとして動作します。 

（1） コンペアマッチフラグのセット 

• TCSR_0のCMFフラグは、16ビットのコンペアマッチが発生したとき1にセットされます。 

• TCSR_1のCMFフラグは、下位8ビットのコンペアマッチが発生したとき1にセットされます。 
 

（2） カウンタクリア指定 

• TCR_0のCCLR1、CCLR0ビットでコンペアマッチによるカウンタクリアを設定した場合、16ビットのコ

ンペアマッチが発生したとき16ビットカウンタ（TCNT_0、TCNT_1の両方）がクリアされます。また、

TMI0端子によるカウンタクリアを設定した場合も、16ビットカウンタ（TCNT_0、TCNT_1の両方）がク

リアされます。 

• TCR_1のCCLR1、CCLR0ビットの設定は無効になります。下位8ビットのみのカウンタクリアはできませ

ん。 
 

（3） 端子出力 

• TCSR_0のOS3～OS0ビットによるTMO0端子の出力制御は16ビットのコンペアマッチ条件に従います。 

• TCSR_1のOS3～OS0ビットによるTMO1端子の出力制御は下位8ビットのコンペアマッチ条件に従いま

す。 
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12.6.2 コンペアマッチカウントモード 
TCR_1の CKS2～CKS0ビットが B'100のとき、TCNT_1は TMR_0のコンペアマッチ Aをカウントします。

TMR_0、TMR_1の制御はそれぞれ独立に行われます。CMFフラグのセット、割り込みの発生、TMO端子の
出力、カウンタクリアなどは各チャネルの設定に従います。 
 

12.7 TMR_Y、TMR_Xのカスケード接続 
TCR_Y、TCR_Xのいずれか一方の CKS2～CKS0ビットを B'100に設定すると、2チャネルの 8ビットタイ
マはカスケード接続されます。この場合、TCRXYの CKSXおよび CKSYビットの設定により 16ビットカウ
ントモードか、コンペアマッチカウントモードにすることができます。 
 

12.7.1 16ビットカウントモード 
TCR_Yの CKS2～CKS0ビットが B'100かつ TCRXYの CKSYビットが 1のとき、TMR_Yを上位 8ビット、

TMR_Xを下位 8ビットとする 1チャネルの 16ビットタイマとして動作します。 

（1） コンペアマッチフラグのセット 

• TCSR_YのCMFフラグは、上位8ビットのコンペアマッチが発生したとき1にセットされます。 

• TCSR_XのCMFフラグは、下位8ビットのコンペアマッチが発生したとき1にセットされます。 
 

（2） カウンタクリア指定 

• TCR_YのCCLR1、CCLR0ビットでコンペアマッチによるカウンタクリアを設定した場合、TCNT_Yの上

位8ビットのみクリアされます。また、TMRIY端子によるカウンタクリアを設定した場合もTCNT_Yの上

位8ビットのみクリアされます。 

• TCR_XのCCLR1、CCLR0ビットの設定は有効でTCNT_Xの下位8ビットのカウンタクリアができます。 
 

（3） 端子出力 

• TCSR_YのOS3～OS0ビットによるTMOY端子の出力制御は上位8ビットのコンペアマッチ条件に従いま

す。 

• TCSR_XのOS3～OS0ビットによるTMOX端子の出力制御は下位8ビットのコンペアマッチ条件に従いま

す。 
 

12.7.2 コンペアマッチカウントモード 
TCR_Xの CKS2～CKS0ビットが B'100かつ TCRXYの CKSXビットが 1のとき、TCNT_Xは TMR_Yのコ
ンペアマッチ Aをカウントします。TCNT_X、TMR_Yの制御はそれぞれ独立に行われます。CMFフラグの
セット、割り込みの発生、TMO端子の出力、カウンタクリアなどは各チャネルの設定に従います。 
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12.7.3 インプットキャプチャ動作 
TMR_Xには、インプットキャプチャレジスタ（TICRR、TICRF）があります。TICRRと TICRFは、1回
限りのキャプチャ動作をして、短いパルスのパルス幅を測定することができます。TMRIX（TMR_Xのイン
プットキャプチャ入力信号）に立ち上がりエッジ→立ち下がりエッジの順でエッジが検出されると、そのと

きの TCNT_Xの内容が TICRR、TICRFにそれぞれ転送されます。 

（1） インプットキャプチャ入力タイミング 

インプットキャプチャ機能を設定した場合の動作タイミングを図 12.11に示します。 

TMRIX

TCNT_X

TICRR

TICRF

n

n n

n 1 N

N

N 1

m m

M

 

図 12.11 インプットキャプチャ動作タイミング 

 
また、TICRR、TICRFのリード時に、インプットキャプチャ入力を入力すると、インプットキャプチャ信

号は 1システムクロック（φ）遅延されます。このタイミングを図 12.12に示します。 

TMRIX

T1

TICRR TICRF

T2

 

図 12.12 インプットキャプチャ信号タイミング 
（TICRR、TICRFのリード時に、インプットキャプチャ入力を入力した場合） 
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（2） インプットキャプチャ入力信号の選択 

TCONRIレジスタの ICSTビットの設定により、TMRIXを選択することができます。インプットキャプチ

ャ信号の選択を表 12.5に示します。 
 

表 12.5 インプットキャプチャ信号の選択 

TCONRI 説   明 

ビット 4  

ICST  

0 インプットキャプチャ機能を使用しない 

1 TMIX端子の入力信号を選択 

 

12.8 割り込み要因 
TMR_0、TMR_1、TMR_Yの割り込み要因は、CMIA、CMIB、OVIの 3種類があります。TMR_Xの割り

込み要因は、CMIA、CMIB、OVI、ICIXの 4種類があります。があります。表 12.6に各割り込み要因と優先

順位を示します。各割り込み要因は、TCRまたは TCSRの各割り込みイネーブルビットにより許可または禁

止が設定され、それぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。 
 

表 12.6 8ビットタイマ TMR_0、TMR_1、TMR_Y、TMR_Xの割り込み要因 

チャネル 名 称 割り込み要因 割り込みフラグ 優先順位 

TMR_0 CMIA0 TCORA_0のコンペアマッチ CMFA 高 

 CMIB0 TCORB_0のコンペアマッチ CMFB  

 OVI0 TCNT_0のオーバフロー OVF  

TMR_1 CMIA1 TCORA_1のコンペアマッチ CMFA  

 CMIB1 TCORB_1のコンペアマッチ CMFB  

 OVI1 TCNT_1のオーバフロー OVF  

TMR_Y CMIAY TCORA_Yのコンペアマッチ OMFA  

 CMIBY TCORB_Yのコンペアマッチ CMFB  

 OVIY TCNT_Yのオーバフロー OVF  

TMR_X ICIX インプットキャプチャ ICF  

 CMIAX TCORA_Xのコンペアマッチ CMFA  

 CMIBX TCORB_Xのコンペアマッチ CMFB  

 OVIX TCNT_Xのオーバフロー OVF 低 

 



12. 8ビットタイマ（TMR） 

Rev.2.00  2009.09.18  12-24 

RJJ09B0473-0200  

12.9 使用上の注意事項 

12.9.1 TCNTのライトとカウンタクリアの競合 
図 12.13のように TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウンタクリアが発生すると、カウンタへの

ライトは行われずクリアが優先されます。 

TCNT

TCNT N H'00

T1 T2

CPU TCNT

 

図 12.13 TCNTのライトとクリアの競合 

 



12. 8ビットタイマ（TMR） 

Rev.2.00  2009.09.18  12-25

  RJJ09B0473-0200 

12.9.2 TCNTのライトとカウントアップの競合 
図 12.14のように TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウントアップが発生しても、カウントアッ

プされずカウンタライトが優先されます。 

TCNT

TCNT

TCNT N M

T1 T2

CPU TCNT

 

図 12.14 TCNTのライトとカウントアップの競合 
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12.9.3 TCORのライトとコンペアマッチの競合 
図 12.15のように TCORのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチが発生しても、TCORのライ

トが優先されコンペアマッチ信号は禁止されます。TMR_Xでは TICRのインプットキャプチャは、TCORC

へのライトと同様にコンペアマッチと競合します。このときもインプットキャプチャが優先され、コンペア

マッチ信号は禁止されます。 

TCOR

TCNT

TCOR N M

T1 T2

CPU TCOR

TCOR

N N 1

 

図 12.15 TCORのライトとコンペアマッチの競合 

 

12.9.4 コンペアマッチ A、Bの競合 
コンペアマッチ A、コンペアマッチ Bが同時に発生すると、コンペアマッチ Aに対して設定されている出

力状態と、コンペアマッチ Bに対して設定されている出力状態のうち、表 12.7に示すタイマ出力の優先順位

に従って動作します。 
 

表 12.7 タイマ出力の優先順位 

出力設定 優先順位 

トグル出力 高 

1出力  

0出力  

変化しない 低 
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12.9.5 内部クロックの切り替えと TCNTの動作 
内部クロックを切り替えるタイミングによっては、TCNTがカウントアップされてしまう場合があります。

内部クロックの切り替えタイミング（CKS1、CKS0ビットの書き換え）と TCNT動作の関係を表 12.8に示

します。 

内部クロックから TCNTクロックを生成する場合、内部クロックの立ち下がりエッジで検出しています。

そのため表 12.8の No.3のように、High→Lowレベルになるようなクロックの切り替えを行うと、切り替え

タイミングを立ち下がりエッジとみなして TCNTクロックが発生し、TCNTがカウントアップされてしまい

ます。 

また、内部クロックと外部クロックを切り替えるときも、TCNTがカウントアップされることがあります。 
 

表 12.8 内部クロックの切り替えと TCNTの動作 

No CKS1、CKS0ビット 

書き換えタイミング 

TCNTクロックの動作 

1 Low→Lowレベル*1 

の切り替え 

TCNT

TCNT

CKS

N N 1

 

2 Low→Highレベル*2 

の切り替え 

TCNT

TCNT

CKS

N N 1 N 2
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No CKS1、CKS0ビット 

書き換えタイミング 

TCNTクロックの動作 

3 High→Lowレベル*3 

の切り替え 

TCNT

TCNT

CKS

N N 1 N 2

*4

 

4 High→Highレベル 

の切り替え 

TCNT

TCNT

CKS

N N 1 N 2

 

【注】 *1 Lowレベル→停止、および停止→Lowレベルの場合を含みます。 

 *2 停止→Highレベルの場合を含みます。 

 *3 Highレベル→停止を含みます。 

 *4 切り替えのタイミングを立ち下がりエッジとみなすために発生し、TCNTはカウントアップされてしまいます。 
 

12.9.6 カスケード接続時のモード設定 
16ビットカウンタモードとコンペアマッチカウントモードを同時に設定した場合、TCNT_0と TCNT_1、

TCNT_Xと TCNT_Yの入力クロックが発生しなくなるためカウンタが停止して動作しません。この設定は行

わないでください。 
 

12.9.7 モジュールストップモードの設定 
モジュールストップコントロールレジスタにより、TMRの動作停止／許可を設定することが可能です。初

期値では TMRの動作は停止します。モジュールストップモードを解除することにより、レジスタアクセスが

可能になります。詳細は、「第 24章 低消費電力状態」を参照してください。 
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13. ウォッチドッグタイマ（WDT） 

本 LSIは、2チャネルのウォッチドッグタイマ（WDT_0、WDT_1）を内蔵しています。WDTは 8ビット

のタイマで、システムの暴走などによりカウンタの値を CPUが書き換えられずにオーバフローすると、本

LSI内部をリセットするかまたは内部 NMI割り込みを発生させることができます。 

ウォッチドッグタイマとして使用しない場合は、インターバルタイマとして使用することもできます。 

インターバルタイマモードとして使用する場合は、カウンタがオーバフローするごとにインターバルタイマ

割り込みを発生します。WDT_0、WDT_1のブロック図を図 13.1に示します。 

13.1 特長 

• WDT_0は8種類、WDT_1は16種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

• ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替え可能 
 
ウォッチドッグタイマモード 

• カウンタがオーバフローすると、本LSI内部をリセットするかまたは内部NMI割り込みを発生するかを選

択可能 
 
インターバルタイマモード 

• カウンタがオーバフローすると、インターバルタイマ割り込み（WOVI）を発生 
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WOVI0

*
1

*
1

TCNT_0 TCSR_0

2

64

128

512

2048

8192

32768

131072

TCSR_0

TCNT_0

*1

*2
WDT

NMI WDT_0 WDT_1

WDT_0 WDT_1 NMI

0

0

TCSR_1

TCNT_1

1

1

WDT_0

NMI

*
2

WOVI1

TCNT_1 TCSR_1

2

64

128

512

2048

8192

32768

131072

WDT_1

NMI

*
2

SUB 2

SUB 4

SUB 8

SUB 16

SUB 32

SUB 64

SUB 128

SUB 256

 

図 13.1 WDTのブロック図 
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13.2 入出力端子 
WDTの入出力端子を表 13.1に示します。 

 
表 13.1 端子構成 

名  称 端子名 入出力 機  能 

外部サブクロック入力端子 EXCL 入力 WDT_1のプリスケーラのカウンタ入力クロック

 

13.3 レジスタの説明 
WDTにはチャネルごとに以下のレジスタがあります。TCNT、TCSRは容易に書き換えられないように、

ライト方法が一般のレジスタと異なっています。詳細は「13.6.1 レジスタアクセス時の注意事項」を参照

してください。システムコントロールレジスタについては、「3.2.2 システムコントロールレジスタ

（SYSCR）」を参照してください。 
 

表 13.2 レジスタの構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

チャネル 0 タイマカウンタ_0 TCNT_0 R/W H'00 H'FFA8 

H'FFA9* 

16 

8 

 タイマコントロール／ステータスレジスタ_0 TCSR_0 R/W H'00 H'FFA8 

H'FFA8* 

16 

8 

チャネル 1 タイマカウンタ_1 TCNT_1 R/W H'00 H'FFEA 

H'FFEB* 

16 

8 

 タイマコントロール／ステータスレジスタ_1 TCSR_1 R/W H'00 H'FFEA 

H'FFEA* 

16 

8 

【注】 * 上段：ライト時、下段：リード時のアドレス 
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13.3.1 タイマカウンタ（TCNT） 
TCNTは、リード／ライト可能な 8ビットのアップカウンタです。TCNTは、タイマコントロール／ステ

ータスレジスタ（TCSR）の TMEビットが 0のとき、H'00に初期化されます。 
 

13.3.2 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR） 
TCSRは、TCNTに入力するクロック、モードの選択などを行います。 

 

• TCSR_0 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 OVF 0 R/(W)* オーバフローフラグ 

TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したことを示します。 

［セット条件］ 

TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき 

ただし、ウォッチドッグタイマモードで、内部リセット要求を選択した場合

は、セット後、内部リセットにより自動的にクリアされます。 

［クリア条件］ 

• OVF＝1の状態で、TCSRをリード後、OVFに 0をライトしたとき 

• TMEビットに 0をライトしたとき 

6 WT/IT 0 R/W タイマモードセレクト 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用する

かを選択します。 

0：インターバルタイマモード 

1：ウォッチドッグタイマモード 

5 TME 0 R/W タイマイネーブル 

このビットを 1にセットすると TCNTがカウントを開始します。クリアすると

TCNTはカウント動作を停止し、H'00に初期化されます。 

4 － 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

3 RST/NMI 0 R/W リセットまたは NMI 

TCNTがオーバフローしたときに、内部リセットか NMI割り込み要求かを選択

します。 

0：NMI割り込みを要求 

1：内部リセットを要求 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 

1 

0 

CKS2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 2～0 

TCNTに入力するクロックを選択します。（ ）内はφ＝20MHzのときのオー

バフロー周期を表します。 

000：φ/2（周期 25.6μs） 

001：φ/64（周期 819.2μs） 

010：φ/128（周期 1.6ms） 

011：φ/512（周期 6.6ms） 

100：φ/2048（周期 26.2ms） 

101：φ/8192（周期 104.9ms） 

110：φ/32768（周期 419.4ms） 

111：φ/131072（周期 1.68s） 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 

• TCSR_1 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 OVF 0 R/(W)*1 オーバフローフラグ 

TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したことを示します。 

［セット条件］ 

TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき 

ただし、ウォッチドッグタイマモードで、内部リセット要求を選択した場合

は、セット後、内部リセットにより自動的にクリアされます。 

［クリア条件］ 

• OVF＝1の状態で、TCSRをリード後*2、OVFに 0をライトしたとき 

• TMEビットに 0をライトしたとき 

6 WT/IT 0 R/W タイマモードセレクト 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用する

かを選択します。 

0：インターバルタイマモード 

1：ウォッチドッグタイマモード 

5 TME 0 R/W タイマイネーブル 

このビットを 1にセットすると TCNTがカウントを開始します。クリアすると

TCNTはカウント動作を停止し、H'00に初期化されます。 

4 PSS 0 R/W プリスケーラセレクト 

TCNTに入力するクロックを選択します。 

0：φベースのプリスケーラ（PSM）の分周クロックをカウント 

1：φSUBベースのプリスケーラ（PSS）の分周クロックをカウント 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 RST/NMI 0 R/W リセットまたは NMI 

TCNTがオーバフローしたときに、内部リセットか NMI割り込み要求かを選択

します。 

0：NMI割り込みを要求 

1：内部リセットを要求 

2 

1 

0 

CKS2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 2～0 

TCNTに入力するクロックを選択します。（ ）内はφ＝20MHz、 

φSUB＝32.768kHzのときのオーバフロー周期を表します。 

PSS＝0の場合 

000：φ/2（周期 25.6μs） 

001：φ/64（周期 819.2μs） 

010：φ/128（周期 1.6ms） 

011：φ/512（周期 6.6ms） 

100：φ/2048（周期 26.2ms） 

101：φ/8192（周期 104.9ms） 

110：φ/32768（周期 419.4ms） 

111：φ/131072（周期 1.68s） 

PSS＝1の場合 

000：φSUB/2（周期 15.6ms） 

001：φSUB/4（周期 31.3ms） 

010：φSUB/8（周期 62.5ms） 

011：φSUB/16（周期 125ms） 

100：φSUB/32（周期 250ms） 

101：φSUB/64（周期 500ms） 

110：φSUB/128（周期 1s） 

111：φSUB/256（周期 2s） 

【注】 *1 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 *2 インターバルタイマ割り込みを禁止して OVFをポーリングした場合、OVF＝1の状態を 2回以上リードしてくだ

さい。 
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13.4 動作説明 

13.4.1 ウォッチドッグタイマモード 
ウォッチドッグタイマモードとして使用するときは、TCSRのWT/ITビット＝1に、TMEビット＝1に設

定してください。ウォッチドッグタイマとして動作しているとき、システムの暴走などにより TCNTの値が

書き換えられずオーバフローすると、内部リセットまたは NMI割り込み要求を発生します。システムが正常

に動作している間は、TCNTのオーバフローは発生しません。TCNTがオーバフローする前に必ず TCNTの

値を書き換えて（通常は H'00をライトする）、オーバフローを発生させないようにプログラミングしてくだ

さい。 

TCSRの RST/NMIビットを 1にセットしておくと、図 13.2に示すように TCNTがオーバフローしたとき

に、本 LSIの内部をリセットする信号が 518システムクロックの間出力されます。また、RST/NMIビットを

0にクリアしておくと、TCNTがオーバフローしたときに、NMI割り込み要求を発生します。 

ウォッチドッグタイマからの内部リセット要求とRES端子からのリセット入力およびパワーオンリセット

は、同一ベクタで処理されます。リセット要因は SYSCRの XRSTビットの内容によって判別できます。ウ

ォッチドッグタイマからの内部リセット要求と RES端子からのリセット入力が同時に発生したときは、RES

端子からのリセット入力が優先され、SYSCRの XRSTビットは 1にセットされます。 

ウォッチドッグタイマからの NMI割り込み要求と NMI端子からの割り込み要求は、同一ベクタで処理さ

れます。ウォッチドッグタイマからの NMI割り込み要求と NMI端子からの割り込み要求を同時に扱うこと

は避けてください。 

TCNT

H'00

H'FF

WT/IT 1

TME 1

TCNT H'00 WT/IT 1

TME 1

TCNT H'00

518
WT/IT

TME

OVF

OVF 1*

* OVF 1 0

 XRST 0  

図 13.2 ウォッチドッグタイマモード時（RST/NMI＝1）の動作 
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13.4.2 インターバルタイマモード 
インターバルタイマとして動作しているときは、図 13.3に示すように TCNTがオーバフローするごとにイ

ンターバルタイマ割り込み（WOVI）が発生します。したがって、一定時間ごとに、割り込みを発生させる

ことができます。 

インターバルタイマモードで TCNTがオーバフローすると、TCSRの OVFフラグが 1にセットされ、同時

にインターバルタイマ割り込み（WOVI）が要求されます。このタイミングを図 13.4に示します。 

TCNT

H'00

H'FF

WT/IT 0

TME 1

WOVI

WOVI

WOVI WOVI WOVI

 

図 13.3 インターバルタイマモード時の動作 

 

TCNT H'FF H'00

OVF

 

図 13.4 OVFのセットタイミング 
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13.5 割り込み要因 
インターバルタイマモード時、オーバフローによりインターバルタイマ割り込み（WOVI）が発生します。

インターバルタイマ割り込みは、TCSRの OVFフラグが 1にセットされると常に要求されます。割り込み処

理ルーチンで必ず OVFを 0にクリアしてください。 

ウォッチドッグタイマモードで NMI割り込み要求の選択時は、オーバフローにより NMI割り込み要求が

発生します。 
 

表 13.3 WDTの割り込み要因 

名称 割り込み要因 割り込みフラグ 

WOVI TCNTのオーバフロー OVF 

 

13.6 使用上の注意事項 

13.6.1 レジスタアクセス時の注意事項 
TCNT、TCSRは、容易に書き換えられないように、ライト方法が一般のレジスタと異なっています。次の

方法で、リード／ライトを行ってください。 

（1） TCNT、TCSRへのライト（WDT_0の例） 

TCNT、TCSRへライトするときは、必ずワード転送命令を使用してください。バイト転送命令では、ライ

トできません。 

ライト時は、TCNTと TCSRが同一アドレスに割り当てられています。このため、図 13.5に示すようにし

て転送してください。TCNTへライトするときは上位バイトを H'5Aにし、下位バイトをライトデータにして

転送してください。TCSRへライトするときは上位バイトを H'A5にし、下位バイトをライトデータにして転

送してください。 

TCNT

TCSR

 H'FFA8

 H'FFA8

H'5A

15 8 7 0

H'A5

15 8 7 0

 

図 13.5 TCNT、TCSRへのライト（WDT_0の例） 

 

（2） TCNT、TCSRからのリード（WDT_0の例） 

リードは、一般のレジスタと同様の方法で行うことができます。TCSRはアドレス H'FFA8に、TCNTはア

ドレス H'FFA9にそれぞれ割り当てられています。 
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13.6.2 タイマカウンタ（TCNT）のライトとカウントアップの競合 
TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウントアップが発生しても、カウントアップされずに TCNT

へのカウンタライトが優先されます。これを図 13.6に示します。 

TCNT

TCNT N M

T1 T2

TCNT

 

図 13.6 TCNTのライトとカウントアップの競合 

 

13.6.3 CKS2～CKS0ビットの書き換え 
WDTの動作中に TCSRの CKS2～CKS0ビットを書き換えると、カウントアップが正しく行われない場合

があります。CKS2～CKS0ビットを書き換えるときは、必ずWDTを停止させてから（TMEビットを 0にク

リアしてから）行ってください。 
 

13.6.4 PSSビットの書き換え 
WDTの動作中に TCSR_1の PSSビットを書き換えると、正しい動作が行われない場合があります。PSS

ビットを書き換えるときは、必ずWDTを停止させて（TMEビットを 0にクリアして）から行ってください。 
 

13.6.5 ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードの切り替え 
WDTの動作中にウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替えると、正しい動作が

行われない場合があります。タイマモードの切り替えは、必ずWDTを停止させてから（TMEビットを 0に

クリアしてから）行ってください。 
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14. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 

本 LSIは 1チャネルのシリアルコミュニケーションインタフェース（SCI：Serial Communication Interface）

を備えています。SCIは、調歩同期式とクロック同期式の 2方式のシリアル通信が可能です。調歩同期方式

では Universal Asynchronous Receiver/Transmitter（UART）や、Asynchronous Communication Interface Adapter

（ACIA）などの標準の調歩同期式通信用 LSIとのシリアル通信ができます。また、調歩同期式モードでは複

数のプロセッサ間のシリアル通信機能（マルチプロセッサ通信機能）を備えています。このほか、SCIは調

歩同期式モードの拡張機能として、ISO/IEC 7816-3（Identification Card）に準拠したスマートカード（ICカー

ド）インタフェースをサポートしています。 

14.1 特長 

• シリアルデータ通信フォーマットを調歩同期式またはクロック同期式に設定可能 

• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また、送信部と

受信部はともにダブルバッファ構造になっていますので、連続送受信が可能です。 

• 内蔵ボーレートジェネレータで任意のビットレートを選択可能 

送受信クロックソースとして外部クロックの選択も可能です（スマートカードインタフェースを除く）。 

• LSBファースト／MSBファースト選択可能（調歩同期式7ビットデータを除く） 

• 割り込み要因：4種類 

送信終了、送信データエンプティ、受信データフル、受信エラーの割り込み要因があります。 
 
調歩同期式モード 

• データ長：7ビット／8ビット選択可能 

• ストップビット長：1ビット／2ビット選択可能 

• パリティ：偶数パリティ／奇数パリティ／パリティなしから選択可能 

• 受信エラーの検出：パリティエラー、オーバランエラー、フレーミングエラー 

• ブレークの検出：フレーミングエラー発生時、RxD端子のレベルを直接リードすることでブレークを 

検出可能 

• マルチプロセッサ間通信が可能 
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クロック同期式モード 

• データ長：8ビット 

• 受信エラーの検出：オーバランエラー 
 

スマートカードインタフェース 

• 受信時パリティエラーを検出するとエラーシグナルを自動送出 

• 送信時エラーシグナルを受信するとデータを自動再送信 

• ダイレクトコンベンション／インバースコンベンションの両方をサポート 
 

SCIのブロック図を図 14.1に示します。 
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図 14.1 SCIのブロック図 
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14.2 入出力端子 
SCIには、表 14.1の入出力端子があります。 
 

表 14.1 端子構成 

チャネル 端子名* 入出力 機  能 

SCK1 入出力 チャネル 1のクロック入出力端子 

RxD1 入力 チャネル 1の受信データ入力端子 

1 

TxD1 出力 チャネル 1の送信データ出力端子 

【注】 * 本文中ではチャネルを省略し、それぞれ SCK、RxD、TxDと略称します。 
 

14.3 レジスタの説明 
SCIにはチャネルごとに以下のレジスタがあります。シリアルモードレジスタ（SMR）、シリアルステー

タスレジスタ（SSR）、シリアルコントロールレジスタ（SCR）は通常のシリアルコミュニケーションインタ

フェースモードとスマートカードインタフェースモードで一部のビットの機能が異なるため、別々に記載し

てあります。 
 
チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

チャネル 1 シリアルモードレジスタ_1 SMR_1 R/W H'00 H'FF88 8 

 ビットレートレジスタ_1 BRR_1 R/W H'FF H'FF89 8 

 シリアルコントロールレジスタ_1 SCR_1 R/W H'00 H'FF8A 8 

 トランスミットデータレジスタ_1 TDR_1 R/W H'FF H'FF8B 8 

 シリアルステータスレジスタ_1 SSR_1 R/W H'84 H'FF8C 8 

 レシーブデータレジスタ_1 RDR_1 R H'00 H'FF8D 8 

 スマートカードモードレジスタ_1 SCMR_1 R/W H'F2 H'FF8E 8 
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14.3.1 レシーブシフトレジスタ（RSR） 
RSRは RxD端子から入力されたシリアルデータをパラレル変換するための受信用シフトレジスタです。1

フレーム分のデータを受信すると、データは自動的に RDRへ転送されます。CPUから直接アクセスするこ

とはできません。 
 

14.3.2 レシーブデータレジスタ（RDR） 
RDRは受信データを格納するための 8ビットのレジスタです。1フレーム分のデータを受信すると RSRか

ら受信データがこのレジスタへ転送され、RSRは次のデータを受信可能となります。RSRと RDRはダブル

バッファ構造になっているため連続受信動作が可能です。RDRのリードは SSRの RDRFが 1にセットされ

ていることを確認して 1回だけ行ってください。RDRは CPUからライトできません。RDRの初期値は H'00

です。 
 

14.3.3 トランスミットデータレジスタ（TDR） 
TDRは送信データを格納するための 8ビットのレジスタです。TSRに空きを検出すると TDRにライトさ

れた送信データは TSRに転送されて送信を開始します。TDRと TSRはダブルバッファ構造になっているた

め連続送信動作が可能です。1フレーム分のデータを送信したとき TDRにつぎの送信データがライトされて

いれば TSRへ転送して送信を継続します。TDRは CPUから常にリード／ライト可能ですが、シリアル送信

を確実に行うため TDRへの送信データのライトは必ず SSRの TDREが 1にセットされていることを確認し

て 1回だけ行ってください。TDRの初期値は H'FFです。 
 

14.3.4 トランスミットシフトレジスタ（TSR） 
TSRはシリアルデータを送信するためのシフトレジスタです。TDRにライトされた送信データは自動的に

TSRに転送され、TxD端子に送出することでシリアルデータの送信を行います。CPUからは直接アクセスす

ることはできません。 
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14.3.5 シリアルモードレジスタ（SMR） 
SMRは通信フォーマットと内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択するためのレジスタで

す。SMRは通常モードとスマートカードインタフェースモードで一部のビットの機能が異なります。SMR

は、常に CPUによる読み出しが可能です。CPUによる書き込みは初期設定時のみとし、送信、受信、および

送受信動作時は書き込みを行わないでください。 
 

• 通常のシリアルコミュニケーションインタフェースモード（SCMRのSMIF＝0のとき） 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 C/A 0 R/W コミュニケーションモード 

0：調歩同期式モードで動作します。 

1：クロック同期式モードで動作します。 

6 CHR 0 R/W キャラクタレングス（調歩同期式モードのみ有効） 

0：データ長 8ビットで送受信します。 

1：データ長 7ビットで送受信します。LSBファースト固定となり、送信で
は TDRの MSBは送信されません。 

クロック同期式モードではデータ長は 8ビット固定です。 

5 PE 0 R/W パリティイネーブル（調歩同期式モードのみ有効） 

このビットが 1のとき、送信時はパリティビットを付加し、受信時はパリティ
チェックを行います。マルチプロセッサフォーマットではこのビットの設定に

かかわらずパリティビットの付加、チェックは行いません。 

4 O/E 0 R/W パリティモード（調歩同期式モードで PE＝1のときのみ有効） 

0：偶数パリティで送受信します。 

1：奇数パリティで送受信します。 

3 STOP 0 R/W ストップビットレングス（調歩同期式モードのみ有効） 

送信時のストップビットの長さを選択します。 

0：1ストップビット 

1：2ストップビット 

受信時はこのビットの設定にかかわらずストップビットの 1ビット目のみ 

チェックし、2ビット目が 0の場合は次の送信フレームのスタートビットと 

見なします。 

2 MP 0 R/W マルチプロセッサモード（調歩同期式モードのみ有効） 

このビットが 1のときマルチプロセッサ通信機能がイネーブルになります。 

マルチプロセッサモードでは PE、O/Eビットの設定は無効です。 

1 

0 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 1、0 

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。 

00：φクロック（n＝0） 

01：φ/4クロック（n＝1） 

10：φ/16クロック（n＝2） 

11：φ/64クロック（n＝3） 

このビットの設定値とボーレートの関係については、「14.3.9 ビットレート
レジスタ（BRR）」を参照してください。nは設定値の 10進表示で、「14.3.9
ビットレートレジスタ（BRR）」中の nの値を表します。 
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• スマートカードインタフェース（SCMRのSMIF＝1のとき） 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 GM 0 R/W GSMモード 

このビットを 1にセットすると GSMモードで動作します。GSMモードでは

TENDのセットタイミングが先頭から 11.0etu*に前倒しされ、クロック出力制

御機能が追加されます。詳細は「14.7.8 クロック出力制御」を参照してくだ

さい。 

6 BLK 0 R/W このビットを 1にセットするとブロック転送モードで動作します。ブロック転

送モードについての詳細は「14.7.3 ブロック転送モード」を参照してくださ

い。 

5 PE 0 R/W パリティイネーブル（調歩同期式モードのみ有効） 

このビットが 1のとき、送信時はパリティビットを付加し、受信時はパリティ

チェックを行います。スマートカードインタフェースではこのビットは 1に 

セットして使用してください。 

4 O/E 0 R/W パリティモード（調歩同期式モードで PE＝1のときのみ有効） 

0：偶数パリティで送受信します。 

1：奇数パリティで送受信します。 

スマートカードインタフェースにおけるこのビットの使用方法については

「14.7.2 データフォーマット（ブロック転送モード時を除く）」を参照して

ください。 

3 

2 

BCP1 

BCP0 

0 

0 

R/W 

R/W 

基本クロックパルス 1、0 

スマートカードインタフェースモードにおいて 1ビット転送期間中の 

基本クロック数を選択します。 

00：32クロック（S＝32） 

01：64クロック（S＝64） 

10：372クロック（S＝372） 

11：256クロック（S＝256） 

詳細は、「14.7.4 受信データサンプリングタイミングと受信マージン」を参

照してください。Sは「14.3.9 ビットレートレジスタ（BRR）」中の Sの値

を表します。 

1 

0 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 1、0 

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。 

00：φクロック（n＝0） 

01：φ/4クロック（n＝1） 

10：φ/16クロック（n＝2） 

11：φ/64クロック（n＝3） 

このビットの設定値とボーレートの関係については、「14.3.9 ビットレート

レジスタ（BRR）」を参照してください。nは設定値の 10進表示で、「14.3.9

ビットレートレジスタ（BRR）」中の nの値を表します。 

【注】 * etu：Eelment Time Unit 1ビットの転送期間 
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14.3.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR） 
SCRは以下の送受信制御と割り込み制御、送受信クロックソースの選択を行うためのレジスタです。各割

り込み要求については｢14.8 割り込み要因｣を参照してください。SCRは通常モードとスマートカードイン

タフェースモードで一部のビットの機能が異なります。SCRは、常に CPUによる読み出しが可能です。CPU

による書き込みは初期設定時のみとし、送信、受信、および送受信動作時は書き込みを行わないでください。 
 

• 通常のシリアルコミュニケーションインタフェースモード（SCMRのSMIF＝0のとき） 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル 

このビットを 1にセットすると、TXI割り込み要求がイネーブルになります。

6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル 

このビットを 1にセットすると、RXIおよび ERI割り込み要求がイネーブルに
なります。 

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 

このビットを 1にセットすると、送信動作が可能になります。 

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

このビットを 1にセットすると、受信動作が可能になります。 

3 MPIE 0 R/W マルチプロセッサインタラプトイネーブル（調歩同期式モードで SMRの MP
＝1のとき有効） 

このビットを 1にセットすると、マルチプロセッサビットが 0の受信データは
読みとばし、SSRの RDRF、FER、ORERの各ステータスフラグのセットを
禁止します。マルチプロセッサビットが 1のデータを受信すると、このビット
は自動的にクリアされ通常の受信動作に戻ります。詳細は｢14.5 マルチプロ
セッサ通信機能｣を参照してください。 

2 TEIE 0 R/W トランスミットエンドインタラプトイネーブル 

このビットを 1セットすると TEI割り込み要求がイネーブルになります。 

1 

0 

CKE1 

CKE0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックイネーブル 1、0 

クロックソースおよび SCK端子の機能を選択します。 

調歩同期式の場合 

00：内部クロック 

（SCK端子は入出力ポートとして使用できます） 

01：内部クロック 

（SCK端子からビットレートと同じ周波数のクロックを出力します） 

1x：外部クロック 

（ビットレートの 16倍の周波数のクロックを SCK端子に入力して 

ください。） 

クロック同期式の場合 

0x：内部クロック（SCK端子はクロック出力端子となります。） 

1x：外部クロック（SCK端子はクロック入力端子となります。） 

【注】 x：Don't care 
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• スマートカードインタフェース（SCMRのSMIF＝1のとき） 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル 

このビットを 1にセットすると、TXI割り込み要求がイネーブルになります。

6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル 

このビットを 1にセットすると、RXIおよび ERI割り込み要求がイネーブルに

なります。 

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 

このビットを 1にセットすると、送信動作が可能になります。 

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

このビットを 1にセットすると、受信動作が可能になります。 

3 MPIE 0 R/W マルチプロセッサインタラプトイネーブル（調歩同期式モードで SMRの MP

＝1のとき有効） 

スマートカードインタフェースではこのビットには 0をライトして使用してく

ださい。 

2 TEIE 0 R/W トランスミットエンドインタラプトイネーブル 

スマートカードインタフェースではこのビットには 0をライトして使用してく

ださい。 

1 

0 

CKE1 

CKE0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックイネーブル 1、0 

SCK端子からのクロック出力を制御します。GSMモードではクロックの出力

をダイナミックに切り替えることができます。詳細は「14.7.8 クロック出力

制御」を参照してください。 

SMRの GM＝0の場合 

00：出力ディスエーブル（SCK端子は入出力ポートとして使用可） 

01：クロック出力 

1x：リザーブ 

SMRの GM＝1の場合 

00：Low出力固定 

01：クロック出力 

10：High出力固定 

11：クロック出力 

【注】 x：Don't care 
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14.3.7 シリアルステータスレジスタ（SSR） 
SSRは SCIのステータスフラグと送受信マルチプロセッサビットで構成されます。TDRE、RDRF、ORER、

PER、FERはクリアのみ可能です。SSRは通常モードとスマートカードインタフェースモードで一部のビッ

トの機能が異なります。 
 

• 通常のシリアルコミュニケーションインタフェースモード（SCMRのSMIF＝0のとき） 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TDRE 1 R/(W)* トランスミットデータレジスタエンプティ 

TDR内の送信データの有無を表示します。 

［セット条件］ 

• SCRの TEが 0のとき 

• TDRから TSRにデータが転送され、TDRがデータライト可能になったとき

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

6 RDRF 0 R/(W)* レシーブデータレジスタフル 

RDR内の受信データの有無を表示します。 

［セット条件］ 

• 受信が正常終了し、RSRから RDRへ受信データが転送されたとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

SCRの REをクリアしても RDRFは影響を受けず状態を保持します。 

5 ORER 0 R/(W)* オーバランエラー 

［セット条件］ 

• RDRF＝1の状態で次のデータを受信したとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

4 FER 0 R/(W)* フレーミングエラー 

［セット条件］ 

• ストップビットが 0のとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

2ストップのときも 1ビット目のストップビットのみチェックします。 

3 PER 0 R/(W)* パリティエラー 

［セット条件］ 

• 受信中にパリティエラーを検出したとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 TEND 1 R トランスミットエンド 

［セット条件］ 

• SCRの TEが 0のとき 

• 送信キャラクタの最後尾ビットの送信時、TDREが 1のとき 

［クリア条件］ 

• TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに 0をライトしたとき 

1 MPB 0 R マルチプロセッサビット 

受信フレーム中のマルチプロセッサビットの値が格納されます。SCRの REが

0のときは変化しません。 

0 MPBT 0 R/W マルチプロセッサビットトランスファ 

送信フレームに付加するマルチプロセッサビットの値を設定します。 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 

• スマートカードインタフェース（SCMRのSMIF＝1のとき） 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TDRE 1 R/(W)*1 トランスミットデータレジスタエンプティ 

TDR内の送信データの有無を表示します。 

［セット条件］ 

• SCRの TEが 0のとき 

• TDRから TSRにデータが転送され、TDRがデータライト可能になったとき

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

6 RDRF 0 R/(W)*1 レシーブデータレジスタフル 

RDR内の受信データの有無を表示します。 

［セット条件］ 

• 受信が正常終了し、RSRから RDRへ受信データが転送されたとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

SCRの REをクリアしても RDRFは影響を受けず状態を保持します。 

5 ORER 0 R/(W)*1 オーバランエラー 

［セット条件］ 

• RDRF=1の状態で次のデータを受信したとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 ERS 0 R/(W)*1 エラーシグナルステータス 

［セット条件］ 

• エラーシグナル Lowをサンプリングしたとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

3 PER 0 R/(W)*1 パリティエラー 

［セット条件］ 

• 受信中にパリティエラーを検出したとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

2 TEND 1 R トランスミットエンド 

受信側からのエラーシグナルの応答がなく、次の送信データを TDRに転送可

能になったときセットされます。 

［セット条件］ 

• SCRの TE＝0かつ ERS＝0のとき 

• 1バイトのデータを送信して一定期間後、ERS＝0かつ TDRE＝1のとき。

セットされるタイミングはレジスタの設定により以下のように異なります。

GM＝0、BLK＝0のとき、送信開始から 2.5etu*2後 

GM＝0、BLK＝1のとき、送信開始から 1.5etu*2後 

GM＝1、BLK＝0のとき、送信開始から 1.0etu*2後 

GM＝1、BLK＝1のとき、送信開始から 1.0etu*2後 

［クリア条件］ 

• TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに 0をライトしたとき 

1 MPB 0 R マルチプロセッサビット 

スマートカードインタフェースでは使用しません。 

0 MPBT 0 R/W マルチプロセッサビットトランスファ 

スマートカードインタフェースではこのビットには 0をライトして使用してく

ださい。 

【注】 *1 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 *2 etu：Element Time Unit1ビットの転送期間 
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14.3.8 スマートカードモードレジスタ（SCMR） 
SCMRはスマートカードインタフェースおよびそのフォーマットを選択するためのレジスタです。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 1 R  リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

3 SDIR 0 R/W スマートカードデータトランスファディレクション 

シリアル／パラレル変換の方向を選択します。 

0：TDRの内容を LSBファーストで送信 

受信データを LSBファーストとして RDRに格納 

1：TDRの内容を MSBファーストで送信 

受信データを MSBファーストとして RDRに格納 

送受信フォーマットが 8ビットデータの場合のみ有効です。7ビットデータの

場合は LSBファーストに固定されます。 

2 SINV 0 R/W スマートカードデータインバート 

送受信データのロジックレベルの反転を指定します。SINVビットは、パリテ

ィビットのロジックレベルには影響しません。パリティビットを反転させる場

合は SMRの O/Eビットを反転してください。 

0：TDRの内容をそのまま送信、受信データをそのまま RDRに格納 

1：TDRの内容を反転して送信、受信データを反転して RDRに格納 

1 － 1 R リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

0 SMIF 0 R/W スマートカードインタフェースモードセレクト 

スマートカードインタフェースモードで動作させるとき 1をセットします。 

0：通常の調歩同期式またはクロック同期式モード 

1：スマートカードインタフェースモード 
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14.3.9 ビットレートレジスタ（BRR） 
BRRはビットレートを調整するための 8ビットのレジスタです。SCIはチャネルごとにボーレートジェネ

レータが独立しているため、異なるビットレートを設定できます。通常の調歩同期式モード、クロック同期

式モード、スマートカードインタフェースモードにおけるBRRの設定値Nとビットレート Bの関係を表 14.2

に示します。BRRの初期値は H'FFで、常に CPUによる読み出しが可能です。CPUによる書き込みは初期設

定時のみとし、送信、受信、および送受信動作時は書き込みを行わないでください。 
 

表 14.2 BRRの設定値 Nとビットレート Bの関係 

B =
64 2       N+1

2n-1
B 64 2       N+1

-1    100
2n-1

8 2       N+1
2n-1

106

106 106

B =

B =
S 2       N+1

2n+1
B S 2       N+1

-1    100
2n+1

106 106

 

【注】 B：ビットレート（bit/s） 

 N：ボーレートジェネレータの BRRの設定値（0≦N≦255） 

 φ：動作周波数（MHz） 

 nと S：下表のとおり SMRの設定値によって決まります。 
 

SMRの設定値 n SMRの設定値 S 

CKS1 CKS0  BCP1 BCP0  

0 0 0 0 0 32 

0 1 1 0 1 64 

1 0 2 1 0 372 

1 1 3 1 1 256 

 

通常の調歩同期式モードにおける BRRの値 Nの設定例を表 14.3に、各動作周波数における設定可能な最

大ビットレートを表 14.4に示します。また、クロック同期式モードにおける BRRの値 Nの設定例を表 14.6

に、スマートカードインタフェースにおける BRRの値 Nの設定例を表 14.8に示します。スマートカードイ

ンタフェースでは 1ビット転送期間の基本クロック数 Sを選択できます。詳細は「14.7.4 受信データサン

プリングタイミングと受信マージン」を参照してください。また、表 14.5、表 14.7に外部クロック入力時の

最大ビットレートを示します。 
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表 14.3 ビットレートに対する BRRの設定例〔調歩同期式モード〕（1） 

ビットレート 動作周波数φ（MHz） 

（bit/s） 8 9.8304 10 12 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

110 2 141 0.03 2 174 －0.26 2 177 －0.25 2 212 0.03

150 2 103 0.16 2 127 0.00 2 129 0.16 2 155 0.16

300 1 207 0.16 1 255 0.00 2 64 0.16 2 77 0.16

600 1 103 0.16 1 127 0.00 1 129 0.16 1 155 0.16

1200 0 207 0.16 0 255 0.00 1 64 0.16 1 77 0.16

2400 0 103 0.16 0 127 0.00 0 129 0.16 0 155 0.16

4800 0 51 0.16 0 63 0.00 0 64 0.16 0 77 0.16

9600 0 25 0.16 0 31 0.00 0 32 －1.36 0 38 0.16

19200 0 12 0.16 0 15 0.00 0 15 1.73 0 19 －2.34

31250 0 7 0.00 0 9 －1.70 0 9 0.00 0 11 0.00

38400 － － － 0 7 0.00 0 7 1.73 0 9 －2.34

 
ビットレート 動作周波数φ（MHz） 

（bit/s） 12.288 14 14.7456 16 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

110 2 217 0.08 2 248 －0.17 3 64 0.70 3 70 0.03

150 2 159 0.00 2 181 0.16 2 191 0.00 2 207 0.16

300 2 79 0.00 2 90 0.16 2 95 0.00 2 103 0.16

600 1 159 0.00 1 181 0.16 1 191 0.00 1 207 0.16

1200 1 79 0.00 1 90 0.16 1 95 0.00 1 103 0.16

2400 0 159 0.00 0 181 0.16 0 191 0.00 0 207 0.16

4800 0 79 0.00 0 90 0.16 0 95 0.00 0 103 0.16

9600 0 39 0.00 0 45 －0.93 0 47 0.00 0 51 0.16

19200 0 19 0.00 0 22 －0.93 0 23 0.00 0 25 0.16

31250 0 11 2.40 0 13 0.00 0 14 －1.70 0 15 0.00

38400 0 9 0.00 － － － 0 11 0.00 0 12 0.16

【注】 誤差はなるべく 1%以内になるように設定してください。 

【記号説明】－：設定可能ですが誤差がでます。 
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表 14.3 ビットレートに対する BRRの設定例〔調歩同期式モード〕（2） 

ビットレート 動作周波数φ（MHz） 

（bit/s） 17.2032 18 19.6608 20 25 

 n N 誤差

（%） 

n N 誤差

（%）

n N 誤差

（%）

n N 誤差

（%） 

n N 誤差

（%）

110 3 75 0.48 3 79 －0.12 3 86 0.31 3 88 －0.25 3 110 －0.02

150 2 223 0.00 2 233 0.16 2 255 0.00 3 64 0.16 3 80 0.47

300 2 111 0.00 2 116 0.16 2 127 0.00 2 129 0.16 2 162 －0.15

600 1 223 0.00 1 233 0.16 1 255 0.00 2 64 0.16 2 80 0.47

1200 1 111 0.00 1 116 0.16 1 127 0.00 1 129 0.16 1 162 －0.15

2400 0 223 0.00 0 233 0.16 0 255 0.00 1 64 0.16 1 80 0.47

4800 0 111 0.00 0 116 0.16 0 127 0.00 0 129 0.16 0 162 －0.15

9600 0 55 0.00 0 58 －0.69 0 63 0.00 0 64 0.16 0 80 0.47

19200 0 27 0.00 0 28 1.02 0 31 0.00 0 32 －1.36 0 40 －0.76

31250 0 16 1.20 0 17 0.00 0 19 －1.70 0 19 0.00 0 24 0.00

38400 0 16 0.00 0 14 －2.34 0 15 0.00 0 15 1.73 0 19 1.73

【注】 誤差はなるべく 1%以内になるように設定してください。 
 

表 14.4 各動作周波数における最大ビットレート（調歩同期式モード） 

φ（MHz） 最大ビットレート 

（bit/s） 

n N φ（MHz） 最大ビットレート 

（bit/s） 

n N 

8 250000 0 0 14.7456 460800 0 0 

9.8304 307200 0 0 16 500000 0 0 

10 312500 0 0 17.2032 537600 0 0 

12 375000 0 0 18 562500 0 0 

12.288 384000 0 0 19.6608 614400 0 0 

14 437500 0 0 20 625000 0 0 

    25 781250 0 0 
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表 14.5 外部クロック入力時の最大ビットレート（調歩同期式モード） 

φ（MHz） 外部入力クロック

（MHz） 

最大ビットレート

（bit/s） 

φ（MHz） 外部入力クロック

（MHz） 

最大ビットレート

（bit/s） 

8 2.0000 125000 14.7456 3.6864 230400 

9.8304 2.4576 153600 16 4.0000 250000 

10 2.5000 156250 17.2032 4.3008 268800 

12 3.0000 187500 18 4.5000 281250 

12.288 3.0720 192000 19.6608 4.9152 307200 

14 3.5000 218750 20 5.0000 312500 

   25 6.2500 390625 

 

表 14.6 ビットレートに対する BRRの設定例〔クロック同期式モード〕 

ビット 動作周波数φ（MHz） 

レート 8 10 16 20 25 

（bit/s） n N n N n N n N n N 

110           

250 3 124 － － 3 249     

500 2 249 － － 3 124 － － 3 194 

1k 2 124 － － 2 249 － － 3 97 

2.5k 1 199 1 249 2 99 2 124 2 155 

5k 1 99 1 124 1 199 1 249 2 77 

10k 0 199 0 249 1 99 1 124 1 155 

25k 0 79 0 99 0 159 0 199 1 62 

50k 0 39 0 49 0 79 0 99 0 124 

100k 0 19 0 24 0 39 0 49 0 62 

250k 0 7 0 9 0 15 0 19 0 24 

500k 0 3 0 4 0 7 0 9 0 12 

1M 0 1   0 3 0 4 0 5 

2.5M   0  0*   0 1   

5M       0  0* 0 0* 

【記号説明】 

 空欄 ：設定できません。 

 － ：設定可能ですが誤差がでます。 

 * ：連続送信／連続受信はできません。 
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表 14.7 外部クロック入力時の最大ビットレート（クロック同期式モード） 

φ（MHz） 外部入力クロック

（MHz） 

最大ビットレート

（bit/s） 

φ（MHz） 外部入力クロック

（MHz） 

最大ビットレート

（bit/s） 

8 1.3333 1333333.3 16 2.6667 2666666.7 

10 1.6667 1666666.7 18 3.0000 3000000.0 

12 2.0000 2000000.0 20 3.3333 3333333.3 

14 2.3333 2333333.3 25 4.1667 4166666.7 

 

表 14.8 ビットレートに対する BRRの設定例 
（スマートカードインタフェースモードで n＝0、S＝372のとき） 

ビットレート 動作周波数φ（MHz） 

（bit/s） 10.00 13.00 14.2848 16.00 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

9600 0 1 30 0 1 －8.99 0 1 0.00 0 1 12.01

 

ビットレート 動作周波数φ（MHz） 

（bit/s） 18.00 20.00 25.00 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

9600 0 2 －15.99 0 2 －6.65 0 3 －12.49

 

表 14.9 各動作周波数における最大ビットレート 
（スマートカードインタフェースモードで S＝372のとき） 

φ（MHz） 最大ビットレート

（bit/s） 

n N φ（MHz） 最大ビットレート

（bit/s） 

n N 

10.00 13441 0 0 18.00 24194 0 0 

13.00 17473 0 0 20.00 26882 0 0 

14.2848 19200 0 0 25.00 33602 0 0 

16.00 21505 0 0     

 

14.4 調歩同期式モードの動作 
調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図14.2に示します。1フレームは、スタートビット（Low

レベル）から始まり送受信データ、パリティビット、ストップビット（Highレベル）の順で構成されます。

調歩同期式シリアル通信では、通信回線は通常マーク状態（Highレベル）に保たれています。SCIは通信回

線を監視し、スペース（Lowレベル）を検出するとスタートビットとみなしてシリアル通信を開始します。

SCI内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、送信部と

受信部がともにダブルバッファ構造になっていますので、送信および受信中にデータのリード／ライトがで

き、連続送受信が可能です。 
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LSB MSB

0 D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

1 1

1 1

2

7 8 1

1
 

図 14.2 調歩同期式通信のデータフォーマット（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 
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14.4.1 送受信フォーマット 
調歩同期式モードで設定できる送受信フォーマットを、表 14.10に示します。フォーマットは 12種類あり、

SMRの選定により選択できます。マルチプロセッサビットについては｢14.5 マルチプロセッサ通信機能｣を

参照してください。 
 

表 14.10 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード） 

PE

0

0

1

1

0

0

1

1

S 8 STOP

S 7 STOP

S 8 STOP STOP

S 8 P STOP

S 7 STOPP

S 8 MPB STOP

S 8 MPB STOP STOP

S 7 STOPMPB

S 7 STOPMPB STOP

S 7 STOPSTOP

CHR

0

0

0

0

1

1

1

1

0

0

1

1

MP

0

0 

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

STOP

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

SMR

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

STOPS 8 P STOP

S 7 STOPP STOP

 

【記号説明】 

 S ：スタートビット 

 STOP ：ストップビット 

 P ：パリティビット 

 MPB ：マルチプロセッサビット 
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14.4.2 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 
調歩同期式モードでは、SCIはビットレートの 16倍の周波数の基本クロックで動作します。受信時はスタ

ートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして内部を同期化します。また、図 14.3に示すよう

に受信データを基本クロックの 8ヶ目の立ち上がりエッジでサンプリングすることで、各ビットの中央でデ

ータを取り込みます。したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができま

す。 
 

M 0.5                      1 F L 0.5 F 100 1
2N

1

N

D 0.5

 

M：受信マージン（％） 

N：クロックに対するビットレートの比（N＝16） 

D：クロックのデューティ（D＝0.5～1.0） 

L：フレーム長（L＝9～12） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
 

式（1）で、F（クロック周波数の偏差の絶対値）＝0、D（クロックのデューティ）＝0.5とすると、 
 

M＝｛0.5－1/（2×16）｝×100 〔％〕＝46.875％ 
 

となります。ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30％の余裕を

持たせてください。 

16

8

RxD
D0 D1

15 0 7 15 00 7

 

図 14.3 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミング 
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14.4.3 クロック 
SCIの送受信クロックは、SMRの C/Aビットと SCRの CKE1、CKE0ビットの設定により、内蔵ボーレー

トジェネレータの生成する内部クロックまたはSCK端子から入力される外部クロックのいずれかを選択でき

ます。外部クロックを使用する場合は、SCK端子にビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力してくだ

さい。 

内部クロックで動作させるときは SCK端子からクロックを出力することができます。このとき出力される

クロックの周波数はビットレートと等しく、送信時の位相は図 14.4に示すように送信データの中央でクロッ

クが立ち上がります。 

0

1

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

SCK

TxD

 

図 14.4 出力クロックと送信データの位相関係（調歩同期式モード） 
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14.4.4 SCIの初期化（調歩同期式） 
データの送受信前に、SCRの TE、REビットをクリアした後、図 14.5のフローチャートの例に従って初期

化してください。動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合も必ず、TEビットおよび REビッ

トを 0にクリアしてから変更を行ってください。TEを 0にクリアすると、SSRの TDREは 1にセットされま

すが、REを 0にクリアしても、SSRの RDRF、PER、FER、ORERの各フラグ、および RDRは初期化されま

せんので注意してください。調歩同期式モードで外部クロックを使用する場合は、初期化の期間も含めてク

ロックを供給してください。 
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図 14.5 SCIの初期化フローチャートの例 
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14.4.5 シリアルデータ送信（調歩同期式） 
図 14.6に調歩同期式モードの送信時の動作例を示します。データ送信時 SCIは以下のように動作します。 
 

1. SCIはSSRのTDREを監視し、クリアされるとTDRにデータが書き込まれたと認識してTDRからTSRにデ

ータを転送します。 

2. TDRからTSRにデータを転送すると、TDREを1にセットして送信を開始します。このとき、SCRのTIEが

1にセットされているとTXI割り込み要求を発生します。このTXI割り込みルーチンで、前に転送したデ

ータの送信が終了するまでにTDRに次の送信データを書き込むことで連続送信が可能です。 

3. TxD端子からスタートビット、送信データ、パリティビットまたはマルチプロセッサビット（フォーマ

ットによってはない場合もあります）、ストップビットの順に送り出します。 

4. ストップビットを送り出すタイミングでTDREをチェックします。 

5. TDREが0であると次の送信データをTDRからTSRにデータを転送し、ストップビット送出後、次のフレ

ームの送信を開始します。 

6. TDREが1であるとSSRのTENDを1をセットし、ストップビット送出後、1を出力してマーク状態になりま

す。このときSCRのTEIEが1にセットされているとTEI割り込み要求を発生します。 
 

図 14.7にデータ送信のフローチャートの例を示します。 
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TEND
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1

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1
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TDR
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図 14.6 調歩同期式モードの送信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 
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【注】 送信開始から送信終了までの間は、
 SMR、SCR、BRR、SDCRへの
 書き込みは行わないでください。
 ただし[5]の処理は除きます。
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図 14.7 シリアル送信のフローチャートの例 
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14.4.6 シリアルデータ受信（調歩同期式） 
図 14.8に調歩同期式モードの受信時の動作例を示します。データ受信時 SCIは以下のように動作します。 
 

1. 通信回線を監視し、スタートビットを検出すると内部を同期化して受信データをRSRに取り込み、パリ

ティビットとストップビットをチェックします。 

2. オーバランエラーが発生したとき（SSRのRDRFが1にセットされたまま次のデータを受信完了したとき）

はSSRのORERをセットします。このときSCRのRIEが1にセットされているとERI割り込み要求を発生し

ます。受信データはRDRに転送しません。RDRFは1にセットされた状態を保持します。 

3. パリティエラーを検出した場合はSSRのPERをセットし、受信データをRDRに転送します。このときSCR

のRIEが1にセットされているとERI割り込み要求を発生します。 

4. フレーミングエラー（ストップビットが0のとき）を検出した場合はSSRのFERをセットし、受信データ

をRDRに転送します。このときSCRのRIEが1にセットされているとERI割り込み要求を発生します。 

5. 正常に受信したときはSSRのRDRFをセットし、受信データをRDRに転送します。このときSCRのRIEが1

にセットされているとRXI割り込み要求を発生します。このRXI割り込み処理ルーチンでRDRに転送され

た受信データを次のデータ受信完了までにリードすることで連続受信が可能です。 

RDRF

FER

0

1

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 0

1 1

ERI

RXI

RDR

RDRF 0

RXI

 

図 14.8 SCIの受信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

 

受信エラーを検出した場合の SSRの各ステータスフラグの状態と受信データの処理を表 14.11に示します。

受信エラーを検出すると、RDRFはデータを受信する前の状態を保ちます。受信エラーフラグがセットされ

た状態では以後の受信動作ができません。したがって、受信を継続する前に必ず ORER、FER、PER、および

RDRFを 0にクリアしてください。図 14.9にデータ受信のためのフローチャートの例を示します。 
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表 14.11 SSRのステータスフラグの状態と受信データの処理 

SSRのステータスフラグ 

RDRF* ORER FER PER 

受信データ 受信エラーの状態 

1 1 0 0 消失 オーバランエラー 

0 0 1 0 RDRへ転送 フレーミングエラー 

0 0 0 1 RDRへ転送 パリティエラー 

1 1 1 0 消失 オーバランエラー＋フレーミングエラー 

1 1 0 1 消失 オーバランエラー＋パリティエラー 

0 0 1 1 RDRへ転送 フレーミングエラー＋パリティエラー 

1 1 1 1 消失 オーバランエラー＋フレーミングエラー＋パリティエラー 

【注】 * RDRFは、データ受信前の状態を保持します。 
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【注】 受信開始から受信終了までの間は、
 SMR、SCR、BRR、SDCRへの
 書き込みは行わないでください。
 ただし[6]の処理は除きます。

 

図 14.9 シリアル受信データフローチャートの例（1） 
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図 14.9 シリアル受信データフローチャートの例（2） 
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14.5 マルチプロセッサ通信機能 
マルチプロセッサ通信機能を使用すると、マルチプロセッサビットを付加した調歩同期式シリアル通信に

より複数のプロセッサ間で通信回線を共有してデータの送受信を行うことができます。マルチプロセッサ通

信では受信局に各々固有の IDコードを割り付けます。シリアル通信サイクルは、受信局を指定する ID送信

サイクルと指定された受信局に対するデータ送信サイクルで構成されます。ID送信サイクルとデータ送信サ

イクルの区別はマルチプロセッサビットで行います。マルチプロセッサビットが 1のとき ID送信サイクル、

0のときデータ送信サイクルとなります。図 14.10にマルチプロセッサフォーマットを使用したプロセッサ

間通信の例を示します。送信局は、まず受信局の IDコードにマルチプロセッサビット 1を付加した通信デー

タを送信します。続いて、送信データにマルチプロセッサビット 0を付加した通信データを送信します。受

信局は、マルチプロセッサビットが 1の通信データを受信すると自局の IDと比較し、一致した場合は続いて

送信される通信データを受信します。一致しなかった場合は再びマルチプロセッサビットが 1の通信データ

を受信するまで通信データを読みとばします。 

SCIはこの機能をサポートするため、SCRにMPIEビットが設けてあります。MPIEを 1にセットすると、

マルチプロセッサビットが 1のデータを受け取るまで RSRから RDRへの受信データの転送、および受信エ

ラーの検出と SSRの RDRF、FER、ORERの各ステータスフラグのセットを禁止します。マルチプロセッサ

ビットが 1の受信キャラクタを受け取ると、SSRのMPBが 1にセットされるとともにMPIEが自動的にクリ

アされて通常の受信動作に戻ります。このとき SCRの RIEがセットされていると RXI割り込みを発生しま

す。 

マルチプロセッサフォーマットを指定した場合は、パリティビットの指定は無効です。それ以外は通常の

調歩同期式モードと変わりません。マルチプロセッサ通信を行うときのクロックも通常の調歩同期式モード

と同一です。 

A

ID 01
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ID 02

C

ID 03
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ID 04

ID

ID

MPB 1 MPB 0

H'01 H'AA

  MPB  

図 14.10 マルチプロセッサフォーマットを使用した通信例（受信局 Aへのデータ H'AAの送信の例） 
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14.5.1 マルチプロセッサシリアルデータ送信 
図 14.11にマルチプロセッサデータ処理のフローチャートの例を示します。ID送信サイクルでは SSRの

MPBTを 1にセットして送信してください。データ送信サイクルでは SSRのMPBTを 0にクリアして送信し

てください。その他の動作は調歩同期式モードの動作と同じです。 
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【注】 送信開始から送信終了までの間は、
 SMR、SCR、BRR、SDCRへの
 書き込みは行わないでください。
 ただし[5]の処理は除きます。

 

図 14.11 マルチプロセッサシリアル送信のフローチャートの例 
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14.5.2 マルチプロセッサシリアルデータ受信 
図 14.13にマルチプロセッサデータ受信のフローチャートの例を示します。SCRのMPIEを 1にセットす

るとマルチプロセッサビットが 1の通信データを受信するまで通信データを読みとばします。マルチプロセ

ッサビットが 1の通信データを受信すると受信データを RDRに転送します。このとき RXI割り込み要求を

発生します。その他の動作は調歩同期式モードの動作と同じです。図 14.12に受信時の動作例を示します。 
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図 14.12 SCIの受信時の動作例（8ビットデータ／マルチプロセッサビットあり／1ストップビットの例） 
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【注】 送信開始から送信終了までの間は、
 SMR、SCR、BRR、SDCRへの
 書き込みは行わないでください。
 ただし[6]の処理は除きます。

 

図 14.13 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（1） 
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図 14.13 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（2） 
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14.6 クロック同期式モードの動作 
クロック同期式通信の通信データのフォーマットを図 14.14に示します。クロック同期式モードではクロ

ックパルスに同期してデータを送受信します。通信データの 1キャラクタは 8ビットデータで構成されます。

SCIはデータ送信時は同期クロックの立ち下がりから次の立ち下がりまで出力します。データ受信時は同期

クロックの立ち上がりに同期してデータを取り込みます。8ビット出力後の通信回線は最終ビット出力状態

を保ちます。クロック同期式モードでは、パリティビットやマルチプロセッサビットの付加はできません。

SCI内部では送信部と受信部が独立していますので、クロックを共有することで全二重通信を行うことがで

きます。送信部／受信部はともにダブルバッファ構造になっていますので、送信中に次の送信データのライ

ト、受信中に前の受信データのリードを行うことで連続送受信が可能です。 

Don't careDon't care

1

0 1 3 4 5

LSB MSB

2 6 7

**

* High  

図 14.14 クロック同期式通信のデータフォーマット（LSBファーストの場合） 

 

14.6.1 クロック 
SCRの CKE1、CKE0の設定により、内蔵ボーレートジェネレータが生成する内部クロックまたは SCK端

子から入力される外部同期クロックを選択できます。内部クロックで動作させるとき、SCK端子から同期ク

ロックが出力されます。同期クロックは 1キャラクタの送受信で 8パルス出力され、送信および受信を行わ

ないときは Highレベルに固定されます。 
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14.6.2 SCIの初期化（クロック同期式） 
データの送受信前に、SCRの TE、REビットをクリアした後、図 14.15のフローチャートの例に従って初

期化してください。動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合も必ず、TEビットおよび REビ

ットを 0にクリアしてから変更を行ってください。TEを 0にクリアすると、SSRの TDREは 1にセットされ

ますが、REを 0にクリアしても、SSRの RDRF、PER、FER、ORERの各フラグ、および RDRは初期化され

ませんので注意してください。 
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図 14.15 SCIの初期化フローチャートの例 
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14.6.3 シリアルデータ送信（クロック同期式） 
図 14.16にクロック同期式モードの送信時の動作例を示します。データ送信時 SCIは以下のように動作し

ます。 
 

1. SCIはSSRのTDREを監視し、クリアされるとTDRにデータが書き込まれたと認識してTDRからTSRにデ

ータを転送します。 

2. TDRからTSRにデータを転送すると、TDREを1にセットして送信を開始します。このとき、SCRのTIEが

1にセットされているとTXI割り込み要求を発生します。このTXI割り込みルーチンで、前に転送したデ

ータの送信が終了するまでにTDRに次の送信データを書き込むことで連続送信が可能です。 

3. クロック出力モードに設定したときには出力クロックに同期して、外部クロックに設定したときには入

力クロックに同期して、TxD端子から8ビットのデータを出力します。 

4. 最終ビットを送り出すタイミングでTDREをチェックします。 

5. TDREが0であると次の送信データをTDRからTSRにデータを転送し、次のフレームの送信を開始します。 

6. TDREが1であるとSSRのTENDに1をセットし、最終ビット出力状態を保持します。このときSCRのTEIE

が1にセットされているとTEI割り込み要求を発生します。SCK端子はHighレベルに固定されます。 
 

図 14.17にデータ送信のフローチャートの例を示します。受信エラーフラグ（ORER、FER、PER）が 1に

セットされた状態では TDREをクリアしても送信を開始しません。送信開始の前に、必ず受信エラーフラグ

を 0にクリアしておいてください。また、受信エラーフラグは REビットをクリアしただけではクリアされ

ませんので注意してください。 
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図 14.16 クロック同期式モードの送信時の動作例 
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【注】 送信開始から送信終了までの間は、
 SMR、SCR、BRR、SDCRへの
 書き込みは行わないでください。
 ただし[4]の処理は除きます。

 

図 14.17 シリアル送信のフローチャートの例 
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14.6.4 シリアルデータ受信（クロック同期式） 
図 14.18にクロック同期式モードの受信時の動作例を示します。データ受信時 SCIは以下のように動作し

ます。 
 

1. SCIは同期クロックの入力または、出力に同期して内部を初期化して受信を開始し、受信データをRSRに

取り込みます。 

2. オーバランエラーが発生したとき（SSRのRDRFが1にセットされたまま次のデータを受信完了したとき）

はSSRのORERをセットします。このときSCRのRIEが1にセットされているとERI割り込み要求を発生し

ます。受信データはRDRに転送しません。RDRFは1にセットされた状態を保持します。 

3. 正常に受信したときはSSRのRDRFをセットし、受信データをRDRに転送します。このときSCRのRIEが1

にセットされているとRXI割り込み要求を発生します。このRXI割り込み処理ルーチンでRDRに転送され

た受信データを次のデータ受信完了までにリードすることで連続受信が可能です。 

7

1

RDRF

ORER

ERI

RXIRXI

RDR

RDRF

0

RXI

0 7 0 1 6 7

 

図 14.18 SCIの受信時の動作例 
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受信エラーフラグがセットされた状態では以後の受信動作ができません。したがって、受信を継続する前

に必ず ORER、FER、PER、および RDRFを 0にクリアしてください。図 14.19にデータ受信のためのフロ

ーチャートの例を示します。 

Yes

1

No

2

No

Yes

SSR RDRF 4

5

6SCR RE 0

3

RDR

SSR RDRF 0

No

Yes

ORER 1

RDRF 1

SSR ORER

SSR ORER

0

3

1 SCI

RxD

2 3

SSR ORER

ORER 0 ORER

1

4 SCI

SSR RDRF 1

RDR RDRF

0 RDRF 0 1

RXI

5

MSB 7 RDRF

RDR RDRF 0

【注】 送信開始から送信終了までの間は、
 SMR、SCR、BRR、SDCRへの
 書き込みは行わないでください。
 ただし[6]の処理は除きます。

 

図 14.19 シリアルデータ受信フローチャートの例 
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14.6.5 シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式） 
図 14.20にデータ送受信同時動作のフローチャートの例を示します。データ送受信同時動作は SCIの初期

化後、以下の手順に従って行ってください。送信から同時送受信へ切り替えるときには、SCIが送信終了状

態であること、SSRの TDREおよび TENDが 1にセットされていることを確認した後、SCRの TEビットを

0にクリアしてから TEおよび REビットを 1命令で同時に 1にセットしてください。受信から同時送受信

へ切り替えるときには、SCIが受信完了状態であることを確認し、REビットを 0にクリアしてから SSRの

RDRFおよびエラーフラグ（ORER、FER、PER）が 0にクリアされていることを確認した後、TEおよび RE

ビットを 1命令で同時に 1にセットしてください。 
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Yes

1
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5

6

3

RDR

SSR RDRF 0

No

Yes

ORER 1

2SSR TDRE

No

Yes

TDRE 1

TDR

SSR TDRE 0

No

Yes

RDRF 1

SSR ORER

4SSR RDRF

SCR TE RE

0

 1. 送信、または受信動作から同時送受信に切り替えるときには、TEビットとREビットを0にクリアしてから
 TEビットとREビットを同時に1にセットしてください。 
2. 送信開始から送信終了までの間は、 SMR、SCR、BRR、SDCRへの 書き込みは行わないでください。
 ただし[6]の処理は除きます。
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図 14.20 シリアル送受信同時動作のフローチャートの例 
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14.7 スマートカードインタフェースの動作説明 
SCIはシリアルコミュニケーションインタフェースの拡張機能として、ISO/IEC 7816-3（Identification Card）

に準拠した ICカード（スマートカード）とのインタフェースをサポートしています。スマートカードインタ

フェースモードへの切り替えはレジスタにより行います。 
 

14.7.1 接続例 
図 14.21にスマートカードとの接続例を示します。ICカードとは 1本のデータ伝送線で送受信が行われる

ので、TxD端子と RxD端子とを結線し、データ伝送線は抵抗で電源 VCC側にプルアップしてください。ICカ

ードを接続しない状態で SCRの RE、TEビットをそれぞれ 1に設定すると、閉じた送信／受信が可能となり

自己診断をすることができます。SCIで生成するクロックを ICカードに供給する場合は、SCK端子出力を IC

カードの CLK端子に入力してください。リセット信号の出力には本 LSIの出力ポートを使用できます。 

TxD

RxD

LSI

VCC

I/O

IC

CLK

RST

SCK

Rx( )

 

図 14.21 スマートカードインタフェース端子接続概要 

 

14.7.2 データフォーマット（ブロック転送モード時を除く） 
図 14.22にスマートカードインタフェースモードでの送受信フォーマットを示します。 
 

• 調歩同期式で、1フレームは8ビットデータとパリティビットで構成されます。 

• 送信時は、パリティビットの終了から次のフレーム開始まで2etu（Elementary Time Unit：1ビットの転送 

期間）以上のガードタイムをおきます。 

• 受信時はパリティエラーを検出した場合、スタートビットから10.5etu経過後、エラーシグナルLowを1etu 

期間出力します。 

• 送信時はエラーシグナルをサンプリングすると、2etu以上経過後、自動的に同じデータを再送信します。 
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Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp

Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp DE
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D0 D7

Dp

DE

 

図 14.22 通常のスマートカードインタフェースのデータフォーマット 

 

ダイレクトコンベンションタイプとインバースコンベンションタイプの 2種類の ICカードとの送受信は次

のように行ってください。 

Ds

A Z Z A Z Z ZZ AAZ Z

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp
 

図 14.23 ダイレクトコンベンション（SDIR＝SINV＝O/E＝0） 

 

ダイレクトコンベンションタイプは上記開始キャラクタの例のように、論理 1レベルを状態 Zに、論理 0

レベルを状態 Aに対応付け、LSBファーストで送受信します。上記の開始キャラクタではデータは H'3Bと

なります。ダイレクトコンベンションタイプでは SCMRの SDIRビット、SINVビットをともに 0にセットし

てください。また、スマートカードの規程により偶数パリティとなるよう SMRの O/Eビットには 0をセッ

トしてください。 

Ds

A Z Z A A A ZA AAZ Z

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 Dp
 

図 14.24 インバースコンベンション（SDIR＝SINV＝O/E＝1） 
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インバースコンベンションタイプは、論理 1レベルを状態 Aに、論理 0レベルを状態 Zに対応付け、MSB

ファーストで送受信します。上記の開始キャラクタではデータは H'3Fとなります。インバースコンベンショ

ンタイプでは SCMRの SDIRビット、SINVビットをともに 1にセットしてください。パリティビットはスマ

ートカードの規程により偶数パリティで論理 0となり、状態 Zが対応します。本 LSIでは、SINVビットはデ

ータビット D7～D0のみ反転させます。このため、送受信とも SMRの O/Eビットに 1を設定してパリティビ

ットを反転させてください。 
 

14.7.3 ブロック転送モード 
ブロック転送モードは、通常のスマートカードインタフェースと比較して以下の点が異なります。 
 

• 受信時はパリティチェックを行いますが、エラーを検出してもエラーシグナルは出力しません。SSRの

PERはセットされますので、次のフレームのパリティビットを受信する前にクリアしてください。 

• 送信時のパリティビットの終了から次のフレーム開始までのガードタイムは最小1etu以上です。 

• 送信時は再送信を行わないため、SSRのTENDフラグは送信開始から11.5etu後にセットされます。 

• ERSフラグは通常のスマートカードインタフェースと同じで、エラーシグナルのステータスを示します

が、エラーシグナルの送受信を行わないため常に0となります。 
 

14.7.4 受信データサンプリングタイミングと受信マージン 
スマートカードインタフェースで使用できる送受信クロックは内蔵ボーレートジェネレータの生成した内

部クロックのみです。スマートカードインタフェースモードでは、SCIは BCP1、BCP0の設定によりビット

レートの 32倍、64倍、372倍、256倍（通常の調歩同期式モードでは 16倍に固定されています）の周波数

の基本クロックで動作します。受信時はスタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして内

部を同期化します。また、図 14.25に示すように受信データを基本クロックのそれぞれ 16、32、186、128ヶ

目の立ち上がりエッジでサンプリングすることで、各ビットの中央でデータを取り込みます。このときの受

信マージンは次の式で表すことができます。 
 

M 0.5         L 0.5 F                       1 F 100 [ 1
2N

1

N

D 0.5

 

M：受信マージン（%） 

N：クロックに対するビットレートの比（N＝32、64、372、256） 

D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 

L：フレーム長（L＝10） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
 

式（1）で、F＝0、D＝0.5、N＝372とすると、受信マージンは次のようになります。 
 

M＝（0.5－1/2×372）×100 [%] ＝ 49.866% 
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RxD
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図 14.25 スマートカードインタフェースモード時の受信データサンプリングタイミング 
（372倍のクロック使用時） 

14.7.5 初期設定 
データの送受信の前に、以下の手順で SCIを初期化してください。送信モードから受信モードへの切り替

え、受信モードから送信モードへの切り替えにおいても初期化が必要です。 
 

1. SCRのTE、REビットを0にクリアします。 

2. SSRのエラーフラグORER、ERS、PERを0にクリアしてください。 

3. SMRのGM、BLK、O/E、BCP1、BCP0、CKS1、CKS0ビットを設定してください。このとき、PEビット

は 

1に設定してください。 

4. SCMRのSMIF、SDIR、SINVビットを設定してください。 

SMIFビットを1にセットすると、TxD端子およびRxD端子はともにポートからSCIの端子に切り替わり、

ハイインピーダンス状態となります。 

5. ビットレートに対応する値をBRRに設定します。 

6. SCRのCKE1、CKE0ビットを設定してください。このとき、TIE、RIE、TE、RE、MPIE、TEIEビットは、 

0に設定してください。CKE0ビットを1にセットした場合は、SCK端子からクロックを出力します。 

7. 少なくとも、1ビット期間待ってから、SCRのTIE、RIE、TE、REビットを設定してください。自己診断

以外はTEビットとREビットを同時にセットしないでください。 
 

受信モードから送信モードに切り替える場合、受信動作が完了していることを確認した後、初期化から開

始し、RE＝0、TE＝1に設定してください。受信動作の完了は、RDRFフラグ、あるいは PER、ORERフラグ

で確認できます。送信モードから受信モードに切り替える場合、送信動作が完了していることを確認した後、

初期化から開始し、TE＝0、RE＝1に設定してください。送信動作の完了は TENDフラグで確認できます。 
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14.7.6 シリアルデータ送信（ブロック転送モードを除く） 
スマートカードモードにおけるデータ送信ではエラーシグナルのサンプリングと再送信処理があるため、

通常のシリアルコミュニケーションインタフェースとは動作が異なります（ブロック転送モードを除く）。

送信時の再転送動作を図 14.26に示します。 
 

1. 1フレーム分の送信を完了した後、受信側からのエラーシグナルをサンプリングするとSSRのERSビット

が1にセットされます。このとき、SCRのRIEビットがセットされているとERI割り込み要求を発生します。

次のパリティビットのサンプリングまでにERSをクリアしてください。 

2. エラーシグナルを受信したフレームでは、SSRのTENDはセットされません。TDRからTSRに再度データ

が転送され、自動的に再送信を行います。 

3. 受信側からエラーシグナルが返ってこない場合は、SSRのERSビットはセットされません。再転送を含む

1フレームの送信が完了したと判断して、SSRのTENDがセットされます。このときSCRのTIEがセットさ

れていれば、TXI割り込み要求を発生します。送信データをTDRに書き込むことにより次のデータが送信

されます。 
 

送信処理フローの例を図 14.28に示します。送信動作では、SSRの TENDフラグが 1にセットされると同

時に TDREフラグもセットされ、SCRの TIEをセットしておくと TXI割り込み要求を発生します。エラーが

発生した場合は SCIが自動的に同じデータを再送信します。この間 TENDは 0のまま保持されます。したが

って、エラー発生時の再送信を含め、SCIが指定されたバイト数を自動的に送信します。ただし、エラー発

生時、ERSフラグは自動的にはクリアされませんので、RIEビットを 1にセットしておき、エラー発生時に

ERI割り込み要求を発生させ、ERSをクリアしてください。 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp DE Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp

(DE)
Ds D0 D1 D2 D3 D4Ds

n 1
n

TDRE

TEND

1

FER/ERS

TDR TSR TDR TSR TDR TSR

2 3

3  

図 14.26 SCI送信モードの場合の再転送動作 
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なお、SMRの GMビットの設定により、TENDフラグのセットタイミングが異なります。図 14.27に TEND

フラグ発生タイミングを示します。 

Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DpI/O

12.5etu

TXI

TEND

11.0etu

DE

GM 0

GM 1

 

Element Time Unit 1

Ds

D0 D7

Dp

DE 

etu

 

図 14.27 送信動作時の TENDフラグ発生タイミング 
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図 14.28 送信処理フローの例 
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14.7.7 シリアルデータ受信（ブロック転送モードを除く） 
スマートカードインタフェースモードにおけるデータ受信は、通常のシリアルコミュニケーションインタ

フェースモードと同様の処理手順になります。受信モードの場合の再転送動作を図 14.29示します。 
 

1. 受信データにパリティエラーを検出するとSSRのPERビットが1にセットされます。このとき、SCRのRIE

がセットされているとERI割り込み要求を発生します。次のパリティビットのサンプリングタイミングま

でにPERビットをクリアしてください。 

2. パリティエラーを検出したフレームではSSRのRDRFビットはセットされません。 

3. パリティエラーが検出されない場合は、SSRのPERビットはセットされません。正常に受信を完了したと

判断して、SSRのRDRFが1にセットされます。このときSCRのRIEビットがセットされていれば、RXI割

り込み要求を発生します。 
 

受信フローの例を図 14.30に示します。受信動作では、RIEビットを 1にセットしておくと RDRFフラグ

が 1にセットされると RXI要求を発生します。また、受信時にエラーが発生し ORER、PERフラグのいずれ

かが 1にセットされると、送受信エラー割り込み（ERI）要求を発生しますのでエラーフラグをクリアしてく

ださい。なお、受信時にパリティエラーが発生し PERが 1にセットされた場合でも、受信したデータは RDR

に転送されるのでこのデータをリードすることは可能です。 
 

【注】 ブロック転送モードの場合は「14.4 調歩同期式モードの動作」を参照してください。 
 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp DE Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp
(DE)

Ds D0 D1 D2 D3 D4Ds

n 1
n

RDRF

1

PER 

2

3

3

 

図 14.29 SCI受信モードの場合の再転送動作 
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図 14.30 受信フローの例 

 

14.7.8 クロック出力制御 
SMRの GMビットが 1にセットされているとき、SCRの CKE1、CKE0ビットによってクロック出力を固

定することができます。このときクロックパルスの最小幅を指定の幅とすることができます。 

図 14.31にクロック出力の固定タイミングを示します。GM＝1、CKE1＝0とし、CKE0ビットを制御した

場合の例です。 

SCK

CKE0

 

図 14.31 クロック出力固定タイミング 
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電源投入時およびソフトウェアスタンバイモードへの遷移またはソフトウェアスタンバイモードからの復

帰の際は、クロックのデューティを確保するため、以下の手順で処理してください。 
 

• 電源投入時 

電源投入時からクロックデューティを確保するため、下記の切り替え手順で処理をしてください。 

1. 初期状態は、ポート入力でありハイインピーダンスです。電位を固定するには、プルアップ抵抗／プル

ダウン抵抗を使用してください。 

2. SCRのCKE1ビットでSCK端子を指定の出力に固定してください。 

3. SMRとSCMRをセットし、スマートカードモードの動作に切り替えてください。 

4. SCRのCKE0ビットを1に設定して、クロック出力を開始させてください。 
 

• スマートカードインタフェースモードからソフトウェアスタンバイモードに遷移するとき 

1. SCK端子に対応するポートのデータレジスタ（DR）とデータディレクションレジスタ（DDR）をソフト

ウェアスタンバイモード時の出力固定状態の値に設定してください。 

2. SCRのTEビットとREビットに0をライトし、送信／受信動作を停止させてください。 

同時に、CKE1ビットをソフトウェアスタンバイ時の出力固定状態の値に設定してください。 

3. SCRのCKE0ビットに0をライトし、クロックを停止させてください。 

4. シリアルクロックの1クロック周期の間、待ってください。 

この間にデューティを守って、指定のレベルでクロック出力は固定されます。 

5. ソフトウェアスタンバイ状態に遷移させてください。 
 

• ソフトウェアスタンバイモードからスマートカードインタフェースモードに戻すとき 

1. ソフトウェアスタンバイ状態を解除してください。 

2. SCRのCKE0ビットに1をライトし、クロックを出力させてください。正常なデューティにて信号発生を

開始します。 

1 2 3 4 5 21  

図 14.32 クロック停止・再起動手順 
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14.8 割り込み要因 

14.8.1 通常のシリアルコミュニケーションインタフェースモードにおける割り込み 
表 14.12に通常のシリアルコミュニケーションインタフェースモードにおける割り込み要因を示します。

各割り込み要因には異なる割り込みベクタが割り当てられており、SCRのイネーブルビットにより独立にイ

ネーブルにすることができます。 

SSRの TDREフラグが 1にセットされると、TXI割り込み要求が発生します。また、SSRの TENDフラグ

が 1にセットされると、TEI割り込み要求が発生します。 

SSRの RDRFフラグが 1にセットされると RXI割り込み要求が発生します。SSRの ORER、PER、FERフ

ラグのいずれかが 1にセットされると、ERI割り込み要求が発生します。 

TEI割り込みは TEIEビットが 1にセットされた状態で TENDフラグが 1にセットされたとき発生します。

TEI割り込みと TXI割り込みが同時に発生している状態では TXI割り込みが先に受け付けられ、TXI割り込

みルーチンで TDREフラグと TENDフラグを同時にクリアする場合は TEI割り込みルーチンへ分岐できなく

なりますので注意してください。 
 

表 14.12 SCI割り込み要因 

チャネル 名称 割り込み要因 割り込みフラグ 優先順位 

1 ERI1 受信エラー ORER、FER、PER 高 

 RXI1 受信データフル RDRF  

 TXI1 送信データエンプティ TDRE  

 TEI1 送信終了 TEND 低 
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14.8.2 スマートカードインタフェースモードにおける割り込み 
スマートカードインタフェースモードでは、表 14.13の割り込み要因があります。送信終了割り込み（TEI）

要求は使用できません。 
 

表 14.13 SCI割り込み要因 

チャネル 名称 割り込み要因 割り込みフラグ 優先順位 

1 ERI1 受信エラー、エラーシグナル検出 ORER、PER、ERS 高 

 RXI1 受信データフル RDRF  

 TXI1 送信データエンプティ TEND 低 

 

送信動作では、SSRの TENDフラグが 1にセットされると同時に TDREフラグもセットされ、TXI割り込

み要求が発生します。エラーが発生した場合は SCIが自動的に同じデータを再送信します。この間 TENDは

0のまま保持されます。したがって、エラー発生時の再送信を含め、SCIが指定されたバイト数を自動的に送

信します。ただし、エラー発生時、SSRの ERSフラグは自動的にクリアされませんので、SCRの RIEビット

を 1にセットしておき、エラー発生時に ERI割り込み要求を発生させ、ERSをクリアしてください。 

また、受信動作では、SSRの RDRFフラグが 1にセットされると RXI割り込み要求が発生します。エラー

が発生した場合は、RDRFフラグはセットされずエラーフラグがセットされます。CPUに対し ERI割り込み

要求を発生しますのでエラーフラグをクリアしてください。 
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14.9 使用上の注意事項 

14.9.1 モジュールストップモードの設定 
モジュールストップコントロールレジスタにより、SCIの動作停止／許可を設定することが可能です。初

期値では SCIの動作は停止します。モジュールストップモードを解除することにより、レジスタのアクセス

が可能になります。詳細は、｢第 24章 低消費電力状態｣を参照してください。 
 

14.9.2 ブレークの検出と処理 
フレーミングエラー検出時に、RxD端子の値を直接リードすることでブレークを検出できます。ブレーク

では RxD端子からの入力がすべて 0になりますので、SSRの FERがセットされ、また PERもセットされる

可能性があります。SCIは、ブレークを受信した後も受信動作を続けます。したがって FERを 0にクリアし

てもふたたび FERが 1にセットされますので注意してください。 
 

14.9.3 マーク状態とブレークの送り出し 
SCRの TEが 0のとき、TxD端子はポートの DRと DDRにより入出力方向とレベルが決まる I/Oポートに

なります。これを利用して TxD端子をマーク状態にしたりデータ送信時にブレークの送出をすることができ

ます。TEを 1にセットするまで、通信回線をマーク状態（1の状態）にするためには、DDR＝1、DR＝1を

設定します。このとき、TEが 0にクリアされていますので、TxD端子は I/Oポートとなっており 1が出力さ

れます。一方、データ送信時にブレークを送り出したいときは、DDR＝1、DR＝0に設定した後 TEを 0にク

リアします。TEを 0にクリアすると現在の送信状態とは無関係に送信部は初期化され、TxD端子は I/Oポー

トになり、TxD端子から 0が出力されます。 
 

14.9.4 受信エラーフラグと送信動作（クロック同期式モードのみ） 
SSRの受信エラーフラグ（ORER、FER、PER）が 1にセットされた状態では、SSRの TDREを 0にクリア

しても送信を開始できません。必ず送信開始時には受信エラーフラグを 0にクリアしておいてください。ま

た、SCRの REを 0にクリアしても受信エラーフラグは 0にクリアできませんので注意してください。 
 

14.9.5 TDRへのライトと TDREフラグの関係 
TDRへのデータのライトは SSRの TDREフラグの状態にかかわらず行うことができます。しかし、TDRE

フラグが 0の状態で新しいデータを TDRにライトすると、TDRに格納されていたデータはまだ TSRに転送

されていないため失われてしまいます。したがって、TDRへの送信データのライトは必ず TDREフラグが 1

にセットされていることを確認してから行ってください。 
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14.9.6 モード遷移時の動作 

（1） 送信 

モジュールストップモードまたはソフトウェアスタンバイモードへ遷移するときは、動作を停止（TE＝TIE

＝TEIE＝0）してから行ってください。TSR、TDRおよび SSRはリセットされます。モジュールストップモ

ードまたはソフトウェアスタンバイモード期間中の出力端子の状態はポートの設定に依存し、モード解除後

に TE＝1に再設定すると High出力となります。送信中に遷移すると送信中のデータは不確定になります。 

モード解除後、送信モードを変えないで送信する場合は、TE＝1に設定し、SSRリード→TDRライト→TDRE

を 0にクリアで送信を開始してください。送信モードを変えて送信する場合は、初期設定から行ってくださ

い。 

図 14.33に送信時のモード遷移フローチャートの例を示します。図 14.34、図 14.35に送信時の端子状態

を示します。 

1

No

No

No

Yes

Yes

Yes

SSR TEND

TE 0

TE=1

2

3

TEND 1

 

TE=1 SSR

TDR TDRE=0

CPU

TIE TEIE 1 0

1

2

3

 

図 14.33 送信時のモード遷移フローチャートの例 
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TE

SCK

TxD
HighHigh

SCI TxD SCI

TxD  

図 14.34 調歩同期式モード送信時（内部クロック）の端子状態 

TE

SCK

TxD
High *

SCI TxD SCI

TxD

TxD

*  

図 14.35 クロック同期式モード送信時（内部クロック）の端子状態 

 

（2） 受信 

モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモードまたはウォッチモードへ遷移するときには、

受信動作を停止（RE＝0）してから行ってください。RSR、RDRおよび SSRはリセットされます。受信中に

遷移すると、受信中のデータは無効になります。 

モード解除後、受信モードを変えないで受信する場合は、RE＝1に設定してから受信を開始してください。

受信モードを変えて受信する場合は、初期設定から行ってください。 

図 14.36に受信時のモード遷移フローチャートの例を示します。 
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図 14.36 受信時のモード遷移フローチャートの例 

 

14.9.7 SCK端子からポート端子への切り替え 
送信終了状態で SCK端子をポート端子に切り替えるとき、図 14.37に示すように半サイクルの Low出力

後にポート出力となります。 

SCK/

CKE0

CKE1

C/A

TE

1. 

2. TE 0

3. C/A 0

4. Low

6 7

Low

 

図 14.37 SCK端子からポート端子へ切り替える時の動作 
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SCK端子をポート端子に切り替えるときに発生する Low出力を回避するためには、SCK端子を入力状態

にして（SCK/ポート端子を外部回路で Pull-up）、DDR＝1、DR＝1、C/A＝1、CKE1＝0、CKE0＝0、TE＝1

の状態で次の 1～5の順で設定してください。 

1. シリアルデータ送信終了 

2. TEビット＝0 

3. CKE1ビット＝1 

4. C/Aビット＝0 （ポート出力に切り替え） 

5. CKE1ビット＝0 

SCK

CKE0

CKE1

C/A

TE

1. 

2. TE 0

4. C/A 0

3. CKE1 1
5. CKE1 0

6 7

High

 

図 14.38 SCK端子からポート端子へ切り替え時の Low出力の回避例 

 

14.9.8 送信、受信、送受信中のレジスタ書き込みの注意事項 
送信、受信、送受信を開始するために、SCRの TE、REビットを 1にした後は、SMR、SCR、BRR、SDCR

への書き込みは行わないでください。レジスタ値と同値の上書きも行わないでください。ただし、送信、受

信、送受信終了時の SCRの TE、REビットの 0クリアのための書き込みはのぞきます。 

読み出しについては常に可能です。 
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15. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース
（SCIF） 

本 LSIは、1チャネルの FIFOバッファ内蔵のシリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF: Serial 

Communication Interface with FIFO）を内蔵しています。SCIFは調歩同期式のシリアル通信が可能です。 

調歩同期式では Universal Asynchronous Receiver/Transmitter（UART）などの標準の調歩同期式通信用 LSI

とのシリアル通信ができます。送受信に FIFOバッファを各々16段内蔵しており、効率の良い高速連続通信

を行うことができます。 

また、SCIFは LPCインタフェースと接続しており、LPCホストから直接制御することができます。 
 

15.1 特長 

• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また、送信部お

よび受信部ともに16段のFIFOバッファ構造になっており、シリアルデータを連続で送受信できます。 

• 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

• モデムコントロール機能内蔵 

• データ長：5、6、7、8ビットから選択可能 

• パリティ：偶数パリティ／奇数パリティ／パリティなしから選択可能 

• ストップビット長：1、1.5、2ビットから選択可能 

• 受信エラーの検出：パリティエラー、オーバランエラー、フレーミングエラー 

• ブレークの検出 
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SCIFのブロック図を以下に示します。 
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図 15.1 SCIFのブロック図 
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15.2 入出力端子 
SCIFの入出力端子を表 15.1に示します。 

 
表 15.1 端子構成 

端子名 ポート 入出力 機  能 

FTxD P50 出力 送信データ出力端子 

FRxD P51 入力 受信データ入力端子 

RI PB2 入力 リングインジケータ入力端子 

DCD PB3 入力 データキャリア検出入力端子 

DSR PB4 入力 データセットレディ入力端子 

DTR PB5 出力 データターミナルレディ出力端子 

CTS PB6 入力 送信許可入力端子 

RTS PB7 出力 送信要求出力端子 

 

15.3 レジスタの説明 
SCIFには以下のレジスタがあります。SCIFのレジスタ構成を以下に示します。HICR5の SCIFEビットと

MSTPCRBのビット 3によりレジスタへのアクセスが切り替わります。詳細は表 15.3を参照してください。

なお、SCIFアドレスレジスタ H、L（SCIFADRH、SCIFADRL）およびシリアル IRQコントロールレジスタ

4（SIRQCR4）については「第 19章 LPCインタフェース（LPC）」を参照してください。 

 
表 15.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

ホストインタフェースコントロールレジスタ 5 HICR5 R/W H'00 H'FE33 8 

モジュールストップコントロールレジスタ B MSTPCRB R/W H00 H'FE7F 8 

レシーブバッファレジスタ FRBR R H'00 H'FC20 8 

トランスミッタホールディングレジスタ FTHR W －   

ディバイザラッチ L FDLL R/W H'00   

割り込みイネーブルレジスタ FIER R/W H'00 H'FC21 8 

ディバイザラッチ H FDLH R/W H'00   

割り込み識別レジスタ FIIR R H'01 H'FC22 8 

FIFO制御レジスタ FFCR W H'00   

ライン制御レジスタ FLCR R/W H'00 H'FC23 8 

モデム制御レジスタ FMCR R/W H'00 H'FC24 8 

ラインステータスレジスタ FLSR R H'60 H'FC25 8 

モデムステータスレジスタ FMSR R － H'FC26 8 

スクラッチパッドレジスタ FSCR R/W H'00 H'FC27 8 
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レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

SCIFコントロールレジスタ SCIFCR R/W H'00 H'FC28 8 

SCIFアドレスレジスタ H SCIFADRH R/W H'03 H'FDC4 8 

SCIFアドレスレジスタ L SCIFADRL R/W H'F8 H'FDC5 8 

シリアル IRQコントロールレジスタ 4 SIRQCR4 R/W H'00 H'FE3B 8 

 
表 15.3 レジスタアクセス 

HICR5の SCIFEビット 0 1 

MSTPCRBのビット 3 0 1 0 1 

SCIFCR H8S CPUアクセス*2 アクセス不可 H8S CPUアクセス*2 アクセス不可 

SCIFCR以外 H8S CPUアクセス*2 アクセス不可 LPCアクセス*1 LPCアクセス*1 

【注】 *1 LPCアクセスに設定時は H8S CPUからの書き込みは禁止されます。また、読み出し時は H'FFが読み出されま

す。 

 *2 H8S CPUアクセスに設定時は LPCからの書き込みは禁止されます。また、読み出し時は H'00が読み出されま

す。 
 

15.3.1 レシーブシフトレジスタ（FRSR） 
FRSRは FRxD端子から入力されたシリアルデータをパラレルデータに変換するための受信用レジスタで

す。シリアルデータは LSB（ビット 0）から受信したデータを格納します。1フレーム分のシリアルデータを

受信すると、データは FRBRに転送されます。 

FRSRは CPU/LPCインタフェースからはリードできません。 
 

15.3.2 レシーブバッファレジスタ（FRBR） 
FRBRは受信したシリアルデータを格納するための 8ビットのリード専用レジスタです。FLSRの DRビッ

トがセットされているとき、正しいデータをリードすることができます。 

FIFOディスエーブル時は、次のデータを受信する前に FRBRのデータをリードしなければなりません。リ

ードする前にデータを受信すると上書きされ、オーバランエラーになります。 

FIFOイネーブル時はレジスタをリードしたとき、受信 FIFOの先頭をリードします。受信 FIFOがいっぱ

いになると、それ以降の受信データは失われオーバランエラーになります。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 bit7～bit0 すべて 0 R 受信したシリアルデータを格納します。 

FIFOイネーブル時は 16バイトになります。 
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15.3.3 トランスミッタシフトレジスタ（FTSR） 
FTSRは FTxD端子からパラレルデータをシリアルデータに変換して送信するレジスタです。1フレーム分

のシリアルデータを送信すると、データは FTHRから転送されます。シリアルデータは LSB（ビット 0）か

ら送信されます。 

FTSRは H8S CPU/LPCインタフェースからはライトできません。 
 

15.3.4 トランスミッタホールディングレジスタ（FTHR） 
FTHRは送信するシリアルデータを格納するための 8ビットのライト専用レジスタで、FLCRの DLABビ

ットが 0のときアクセス可能です。FLSRの THREビットがセットされているときに送信データをライトし

てください。 

FIFOディスエーブルで THREビットがセットされているとき、FTHRにデータをライトすることができま

す。THREビットがセットされていないときに FTHRにデータをライトすると、データは上書きされます。 

FIFOイネーブルで THREビットがセットされているとき、16バイトまでデータをライトすることができ

ます。FIFOが満杯の状態でデータをライトすると、ライトしたデータは無効になります。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 bit7～bit0 － W 送信するシリアルデータを格納します。 

FIFOイネーブル時は 16バイトになります。 

 

15.3.5 ディバイザラッチ H、L（FDLH、FDLL） 
FDLH、FDLLはボーレートを設定するためのレジスタで、FLCRの DLABビットが 1のときアクセス可能

です。分周は 1～（216―1）の範囲が設定可能で、FDLH、FDLLが 0（初期値）のとき分周回路は停止します。 

• FDLH 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 bit7～bit0 すべて 0 R/W ディバイザラッチの上位 8ビット 

 

• FDLL 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 bit7～bit0 すべて 0 R/W ディバイザラッチの下位 8ビット 

 
ボーレート＝（ボーレートジェネレータに入力するクロックの周波数）/（16×ディバイザ値） 
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15.3.6 割り込みイネーブルレジスタ（FIER） 
FIERは割り込みの許可／禁止を設定するためのレジスタで、FLCRの DLABビットが 0のときアクセス可

能です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

3 EDSSI 0 R/W モデムステータス割り込みイネーブル 

0：モデムステータス割り込み禁止 

1：モデムステータス割り込み許可 

2 ELSI 0 R/W 受信ラインステータス割り込みイネーブル 

0：受信ラインステータス割り込み禁止 

1：受信ラインステータス割り込み許可 

1 ETBEI 0 R/W FTHRエンプティ割り込みイネーブル 

0：FTHRエンプティ割り込み禁止 

1：FTHRエンプティ割り込み許可 

0 ERBFI 0 R/W 受信データレディ割り込みイネーブル 

FIFOイネーブル時はキャラクタタイムアウト割り込みを含みます。 

0：受信データレディ割り込み禁止 

1：受信データレディ割り込み許可 

 

15.3.7 割り込み識別レジスタ（FIIR） 
FIIRは割り込み要因を識別するビットで構成されます。詳細は表 15.4を参照してください。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

FIFOE1 

FIFOE0 

0 

0 

R 

R 

FIFOイネーブル 1、0 

送信、受信 FIFOの設定状態を示します。 

00：送信、受信 FIFOディスエーブル 

11：送信、受信 FIFOイネーブル 

5～4 － すべて 0 R リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

3 

2 

1 

INTID2 

INTID1 

INTID0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

インタラプト ID2、1、0 

実行待ちの割り込みの中でもっとも優先順位の高い割り込みを示します。 

000：モデムステータス 

001：FTHRエンプティ 

010：受信データレディ 

011：受信ラインステータス 

110：キャラクタタイムアウト（FIFOイネーブル時） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 INTPEND 1 R インタラプトペンディング 

実行待ちの割り込みの有無を示すビットです。 

0：実行待ちの割り込みあり 

1：実行待ちの割り込みなし 

 
表 15.4 割り込み制御機能 

FIIR 割り込みセット／クリア 

INTID 

2 1 0 

INTPEND 優先 

順位 

割り込み種類 割り込み要因 割り込みクリア 

0 0 0 1 － 割り込みなし なし － 

0 1 1 0 1（高） 受信ラインステータス オーバランエラー、 

パリティエラー、 

フレーミングエラー、 

ブレーク割り込み 

FLSRリード 

0 1 0 0 2 受信データレディ 受信データあり、 

FIFOトリガレベル 

FRBRリードまたは受

信 FIFOがトリガレベル

以下 

1 1 0 0 2 キャラクタタイムアウト

（FIFOイネーブル時） 

受信 FIFOにデータが 1

キャラクタ以上ある状

態で、4キャラクタタイ

ム間受信 FIFOにデータ

の入出力がない 

FRBRリード 

0 0 1 0 3 FTHRエンプティ FTHRエンプティ FIIRリードまたは

FTHRライト 

0 0 0 0 4（低） モデムステータス CTS、DSR、RI、DCD FMSRリード 
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15.3.8 FIFO制御レジスタ（FFCR） 
FFCRは送信、受信 FIFOを制御するためのライト専用レジスタです。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

RCVRTRIG1 

RCVRTRIG0 

0 

0 

W 

W 

受信 FIFO割り込みトリガレベル 1、0 

受信 FIFO割り込みのトリガレベルを設定します。 

00：1バイト 

01：4バイト 

10：8バイト 

11：14バイト 

5～4 － － － リザーブビット 

ライトは無効です。 

3 DMAMODE 0 － DMAモード 

サポートしていません。ライトは無効です。 

2 XMITFRST 0 W 送信 FIFOリセット 

1をライトすると送信 FIFOのデータがクリアされます。ただし、FTSRのデ

ータはクリアされません。 

このビットは自動的にクリアされます。 

1 RCVRFRST 0 W 受信 FIFOリセット 

1をライトすると受信 FIFOのデータがクリアされます。ただし、FRSRのデ

ータはクリアされません。 

このビットは自動的にクリアされます。 

0 FIFOE 0 W FIFOイネーブル 

0：送信、受信 FIFOディスエーブル 

送信、受信 FIFOの全バイトがクリアされます。 

1：送信、受信 FIFOイネーブル  

 

15.3.9 ライン制御レジスタ（FLCR） 
FLCRは送受信データのフォーマットを設定します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 DLAB 0 R/W ディバイザラッチアドレスビット 

FDLL、FDLHは FRBR/FTHR、FIERと同一アドレスに配置されています。DLAB

はどちらのレジスタをアクセスするかを選択します。 

0：FRBR/FTHR、FIERのアクセスを許可 

1：FDLL、FDLHのアクセスを許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 BREAK 0 R/W ブレークコントロール 

シリアル出力信号 FTxDを Lowレベルにしてブレークを発生させます。ブレー

ク状態はビットをクリアすることにより解除されます。 

0：ブレーク解除 

1：ブレーク発生 

5 STICK 

PARITY 

0 R スティックパリティ 

本 LSIではサポートしていません。 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

4 EPS 0 R/W パリティセレクト 

PENビットが 1のとき、パリティの偶数/奇数を選択します。 

0：奇数パリティ 

1：偶数パリティ 

3 PEN 0 R/W パリティイネーブル 

送信時のパリティビットの付加、受信時のパリティチェックあり/なしの選択を

行います。 

0：パリティビットの付加／チェックなし 

1：パリティビットの付加／チェックあり 

2 STOP 0 R/W ストップビット 

送信時のストップビットの長さを選択します。受信時は設定にかかわらず、最

初のストップビットのみをチェックします。 

0：1ストップビット 

1：1.5ストップビット（データ長：5ビット） 

2ストップビット（データ長：6～8ビット） 

1 

0 

CLS1 

CLS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

キャラクタレングスセレクト 1、0 

送受信キャラクタのデータ長を設定します。 

00：データ長 5ビット 

01：データ長 6ビット 

10：データ長 7ビット 

11：データ長 8ビット 
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15.3.10 モデム制御レジスタ（FMCR） 
FMCRは出力信号を制御します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

4 LOOP 

BACK 

0 R/W ループバックテスト 

送信データ出力と受信データ入力が内部接続され、送信データ出力端子 

（FRxD）＝1、受信入力端子は外部との接続が切り離されます。また、モデム

制御入力の 4端子（DSR、CTS、RI、DCD）は外部との接続が切り離され、そ

れぞれモデム制御出力の 4信号（DTR、RTS、OUT1、OUT2）に内部で接続さ

れます。ループバックモード時に送信データは直ちに受信されます。また、割

り込みの許可／禁止は SCIFCRの OUT2LOOPビットと FIERで設定します。

0：ループバック機能を禁止 

1：ループバック機能を許可 

3 OUT2 0 R/W OUT2 

• 通常動作時 

SCIF割り込みの許可／禁止を設定します。 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

• ループバックテスト時 

DCD入力端子に内部接続されます。 

2 OUT1 0 R/W OUT1 

• 通常動作時 

動作に影響しません。 

• ループバックテスト時 

RI入力端子に内部接続されます。 

1 RTS 0 R/W リクエストトゥーセンド 

RTS出力を制御します。 

0：RTS出力ハイレベル 

1：RTS出力はロウレベル 

0 DTR 0 R/W データターミナルレディ 

DTR出力を制御します。 

0：DTR出力はハイレベル 

1：DTR出力はロウレベル 
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15.3.11 ラインステータスレジスタ（FLSR） 
FLSRはデータ転送のステータス情報を示すリード専用レジスタです。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RXFIFOERR 0 R 受信 FIFOエラー 

FIFOイネーブル時に、パリティエラー、フレーミングエラー、ブレーク割り

込みのデータエラーが少なくとも一つ発生したことを示します。 

0：受信 FIFOエラーなし 

［クリア条件］ 

FRBRをリードするかまたは、FIFOクリアによってエラー要因となるデー

タが FIFOになくなった状態で FLSRをリードしたとき 

1：受信 FIFOエラーあり 

［セット条件］ 

FIFO内にパリティエラー、フレーミングエラー、ブレーク割り込みのデー

タエラーが少なくとも一つ発生 

6 TEMT 1 R トランスミッタエンプティ 

送信データがあるかどうかを示します。 

• FIFOディスエーブル時 

0：FTHRまたは FTSRに送信データあり 

［クリア条件］ 

FTHRに送信データライト 

1：FTHRと FTSRに送信データなし 

［セット条件］ 

FTHRと FTSRの送信データがなくなったとき 

 
• FIFOイネーブル時 

0：送信 FIFOまたは FTSRに送信データあり 

［クリア条件］ 

FTHRに送信データライト 

1：送信 FIFOと FTSRに送信データなし 

［セット条件］ 

送信 FIFOと FTSRの送信データがなくなったとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 THRE 1 R FTHRエンプティ 

送信のための新しいデータの受け入れ準備ができていることを示します。 

• FIFOイネーブル時 

0：送信 FIFOに 1バイト以上の送信データあり 

［クリア条件］ 

FTHRに送信データライト 

1：送信 FIFOに送信データなし 

［セット条件］ 

送信 FIFOが空になったとき 

• FIFOディスエーブル時 

0：FTHRに送信データあり 

［クリア条件］ 

FTHRに送信データライト 

1：FTHRに送信データなし 

［セット条件］ 

FTHRのデータを FTSRに転送完了 

4 BI 0 R ブレーク割り込み 

受信データのブレーク信号検出を示します。FIFOイネーブル時は、FIFO内の

個々の受信データにより発生しこの受信データが FIFOの先頭にあるときにセ

ットされます。また、次のデータ受信は、受信データ入力がマーク状態に遷移

し有効なスタートビットを受信した後に開始します。 

0：ブレーク信号未検出 

［クリア条件］ 

FLSRリード 

1：ブレーク信号検出 

［セット条件］ 

1フレーム長以上の受信時間を超えて受信データ入力がスペース（Lowレベ

ル）状態に保持 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 FE 0 R フレーミングエラー 

受信データのストップビットが有効でないことを示します。FIFOイネーブル

時は、FIFO内の個々の受信データにより発生しこの受信データが FIFOの先頭

にあるときにセットされます。フレーミングエラー後、UARTは再同期化を試

みます。この際フレーミングエラーは次のスタートビットによるものと想定

し、このスタートビットをサンプリングしてスタートビットとします。 

0：フレーミングエラーなし 

［クリア条件］ 

FLSRリード 

1：フレーミングエラーあり 

［セット条件］ 

受信データのストップビットが無効 

2 PE 0 R パリティエラー 

FLCRの PENビットが 1のとき、受信したデータにパリティエラーがあるこ

とを示します。FIFOイネーブル時は FIFO内の個々の受信データにより発生

し、この受信データが FIFOの先頭にあるときにセットされます。 

0：パリティエラーなし 

［クリア条件］ 

FLSRリード 

ただし、オーバランエラー時にセットされた場合は FLSRを 2回リード 

1：パリティエラーあり 

［セット条件］ 

受信データがパリティエラー 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 OE 0 R オーバランエラー 

オーバランエラーが発生したことを示すビットです。 

• FIFOディスエーブル時 

FRBRの受信データがリードされずに次のデータを受信完了したときにオー

バランエラーが発生し、前のデータは失われます。 

• FIFOイネーブル時 

FIFOが満杯になり、次のデータを受信完了したときにオーバランエラーが発

生します。FIFO内のデータは保持されますが、最後に受信したデータは失わ

れます。 

0：オーバランエラーなし 

［クリア条件］ 

FLSRリード 

1：オーバランエラー 

［セット条件］ 

オーバランエラー発生時 

0 DR 0 R データレディ 

FRBRまたは FIFOに受信データが格納されたことを示します。 

0：受信データなし 

［クリア条件］ 

FRBRをリード、または FIFO内のデータをすべてリード 

1：受信データあり 

［セット条件］ 

データを受信 

 

15.3.12 モデムステータスレジスタ（FMSR） 
FMSRは、モデム制御端子の状態または変化を示すリード専用レジスタです。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 DCD 不定 R データキャリアディテクト 

DCD入力端子の反転した状態を示します。 

6 RI 不定 R リングインジケータ 

RI入力端子の反転した状態を示します。 

5 DSR 不定 R データセットレディ 

DSR入力端子の反転した状態を示します。 

4 CTS 不定 R クリアトゥセンド 

CTS入力端子の反転した状態を示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 DDCD 0 R デルタデータキャリアインジケータ 

DDCDビットをリード後に DCD入力信号が変化したことを示します。 

0：FMSRリード後に DCD入力信号変化なし 

［クリア条件］ 

FMSRをリード 

1：FMSRリード後、DCD入力信号が変化 

［セット条件］ 

DCD入力信号が変化 

2 TERI 0 R トレイリングエッジリングインジケータ 

TERIビットをリード後に RI入力信号が立ち上がったことを示します。 

0：FMSRリード後に RI入力信号変化なし 

［クリア条件］ 

FMSRをリード 

1：FMSRリード後、RI入力信号の立ち上り 

［セット条件］ 

RI入力端子の立ち上り 

1 DDSR 0 R デルタデータセットレディインジケータ 

DDSRビットをリード後に DSR入力信号が変化したことを示します。 

0：FMSRリード後に DSR入力信号変化なし 

［クリア条件］ 

FMSRをリード 

1：FMSRリード後、DSR入力信号が変化 

［セット条件］ 

DSR入力信号が変化 

0 DCTS 0 R デルタクリアトゥーセンドインジケータ 

DCTSビットをリード後に CTS入力信号が変化していることを示します。 

0：FMSRリード後に CTS入力信号変化なし 

［クリア条件］ 

FMSRをリード 

1：FMSRリード後、CTS入力信号が変化 

［セット条件］ 

CTS入力信号が変化 
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15.3.13 スクラッチパッドレジスタ（FSCR） 
FSCRは SCIFの制御には使用しません。プログラムの一時的なデータ保持に使用することができます。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 bit7～bit0 すべて 0 R/W プログラムの一時データ保持に使用します。 

 

15.3.14 SCIFコントロールレジスタ（SCIFCR） 
SCIFCRは SCIFの各種動作を制御します。SCIFCRは CPUからのみアクセスが可能です。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

SCIFOE1 

SCIFOE0 

0 

0 

R/W 

R/W 

SCIFの PORT出力の許可／禁止を設定します 

詳細は表 15.5を参照してください。 

5 － 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください 

4 OUT2LOOP 0 R/W ループバックテスト時の割り込みを許可／禁止します。 

0：割り込み許可 

1：割り込み禁止 

3 

2 

CKSEL1 

CKSEL0 

0 

0 

R/W 

R/W 

ボーレートジェネレータへ入力するクロック（SCLK）を選択します。 

00：LCLKを 18分周したクロック 

01：システムクロックを 11分周したクロック 

10：リザーブ（選択禁止）（LCLK） 

11：リザーブ（選択禁止）（システムクロック） 

1 SCIFRST 0 R/W ボーレートジェネレータ、FRSR、FTSRをリセットします。 

0：通常動作 

1：リセット 

0 REGRST 0 R/W SCIFCR以外で H8S CPU又は LPCインタフェースからアクセス可能なレジ

スタをリセットします。 

0：通常動作 

1：リセット 

 
表 15.5 SCIF出力設定 

HICR5ビット 3 0 1 

SCIFCRビット 7 0 1 0 1 

SCIFCRビット 6 0 1 0 1 0 1 0 1 

PB7、PB5端子 PORT PORT SCIF PORT SCIF PORT SCIF PORT 

P50端子 PORT PORT SCIF SCIF SCIF SCIF SCIF SCIF 

【注】 PB7、PB5、P50端子の出力を PORTに設定した場合でも P51、PB2～PB4、PB6は SCIFへ入力されます。 
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15.4 動作説明 

15.4.1 ボーレート 
SCIFはボーレートジェネレータを内蔵しており、FDLH、FDLLと SCIFCRの CKSELビットにより、任意

のボーレートを設定できます。表 15.6にボーレートの設定例を示します。 
 

表 15.6 ボーレートの設定例 

00 01 01 01 CKSEL1、0 

LCLK 

（33MHz）の 18分周 

システムクロック 

（25MHz）の 11分周 

システムクロック 

（20MHz）の 11分周 

システムクロック 

（10MHz）の 11分周 

ボーレート FDLH、 

FDLL 

（Hex） 

エラー（%） FDLH、 

FDLL 

（Hex） 

エラー（%） FDLH、 

FDLL 

（Hex） 

エラー（%） FDLH、 

FDLL 

（Hex） 

エラー（%）

50 08F4 0.01% 0B19 0.00% 08E1 0.01% 0470 0.03% 

75 05F8 0.01% 0766 0.00% 05EB 0.01% 02F6 0.06% 

110 0412 0.03% 050B 0.02% 0409 0.01% 0205 0.09% 

300 017E 0.01% 01D9 0.10% 017B 0.06% 00BD 0.21% 

600 00BF 0.01% 00ED 0.11% 00BD 0.21% 005F 0.32% 

1200 005F 0.51% 0076 0.31% 005F 0.32% 002F 0.74% 

1800 0040 0.54% 004F 0.11% 003F 0.21% 0020 1.36% 

2400 0030 0.54% 003B 0.31% 002F 0.74% 0018 1.36% 

4800 0018 0.54% 001E 1.36% 0018 1.36% 000C 1.36% 

9600 000C 0.54% 000F 1.36% 000C 1.36% 0006 1.36% 

14400 0008 0.54% 000A 1.36% 0008 1.36% 0004 1.36% 

19200 0006 0.54% － － 0006 1.36% 0003 1.36% 

38400 0003 0.54% － － 0003 1.36% － － 

57600 0002 0.54% － － 0002 1.36% 0001 1.36% 

115200 0001 0.54% － － 0001 1.36% － － 
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15.4.2 調歩同期式通信の動作 
調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図15.2に示します。1フレームは、スタートビット（Low

レベル）から始まり送受信データ（LSBファースト：最下位ビットから）、パリティビット、ストップビッ

ト（Highレベル）の順で構成されます。調歩同期式シリアル通信では、通信回線は通常マーク状態（Highレ

ベル）に保たれています。SCIFは通信回線を監視し、スペース（Lowレベル）を検出するとスタートビット

とみなしてシリアル通信を開始します。SCIF内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信

を行うことができます。また、送信部と受信部がともに 16段の FIFOバッファ構造になっていますので、送

信および受信中にデータのリード／ライトができ、連続送受信が可能です。 

1 1

0 D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

1

1
1.5
2

1 15 6 7 8

 

図 15.2 シリアル送信/受信データフォーマット 
（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 
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15.4.3 SCIFの初期化 

（1） SCIFの初期化 

データ送受信前に図 15.3のフローチャート例に従って初期化を行ってください。 

SCIFCR

FLCR DLAB 1

FDLH FDLL

FLCR DLAB 0

FLCR

FIER

FFCR FIFOE 1

FFCR FIFO

FFCR XMITFRST RCVRFRST

1 FIFO

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

9

9

6

7

8

6

7

8

FIFO
Yes

No

SCIFCR CKSEL1 0

SCIFCR SCIFOE1 0 SCIF

FLCR DLAB 1 FDLL FDLH

FDLH FDLL 0 1 65535

FLCR DLAB 0 FDLL FDLH

FLCR EPS PEN

FLCR STOP

FLCR CLS1 0

FIFO FFCR FIFOE 1

FFCR RCVRTRIG1 0 FIFO

FFCR XMITFRST RCVRFRST 1

FIFO

FIER EDSSI ELSI ETBEI ERBFI

FMCR OUT2

 

図 15.3 初期化フローチャートの例 
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（2） シリアルデータ送信 

図 15.4に送信フローチャートの例を示します。 

FLSR THRE

FTHR

FLSR TEMT

THRE 1?

Yes

No

No

No

Yes

Yes

TEMT 1

No

Yes

Yes

FLCR BREAK 1

FLCR BREAK 0

1

2

3

1

2

3

FLSR THRE 1 FTHR

FIFO

16 FMCR OUT2

1 FIER ETBEI 1

FTHR

FTHR FTSR

FTxD

FLSR TEMT TEMT 1

FLCR

BREAK 1

FLCR BREAK 0

 

図 15.4 データ送信フローチャートの例 
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（3） シリアルデータ受信  

図 15.5に受信フローチャートの例を示します。 

FLSR DR

FLSR

FRBR

FLSR

DR 1

RXFIFOERR 1or
BI 1 or FE 1 or
PE 1 or OE 1

Yes

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

1

2

3

4

1

2

3

4

DR 0

FLSR DR 1

FMCR OUT2 1

FIER ERBFI 1

FLSR RXFIFOERR BI FE PE OE

FMCR

OUT2 1 FIER ELSI 1

FRBR

FLSR DR DR 0

 

図 15.5 データ受信フローチャートの例 
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15.4.4 フロー制御を行った送受信 
CTS/RTSを使用したフロー制御を行う場合の送受信の例を示します。 

（1） 初期化 

図 15.6に初期化フローチャートの例を示します。 

SCIFCR

FLCR DLAB 1

FDLH FDLL

FLCR DLAB 0

FLCR

FFCR FIFO

FIER

FMCR RTS 1

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

4

5

6

7

8

SCIFCR CKSEL1 0

SCIFCR SCIFOE1 0 SCIF

FLCR DLAB 1 FDLL FDLH

FDLH FDLL 0 1 65535

FLCR DLAB 0 FDLL FDLH

FLCR EPS PEN

FLCR STOP

FLCR CLS1 0

FFCR FIFOE 1 FIFO

FFCR RCVRTRIG1 0 FIFO

FIFO

FIER EDSSI ERBFI 1

FMCR RTS 1

 

図 15.6 初期化フローチャートの例 
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（2） 送受信待機 

図 15.7に送受信待機フローチャートの例を示します。 

No

No

Yes

Yes

1

2

1

2

 

図 15.7 送受信待機フローチャートの例 
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（3） 送信 

図 15.8に送信フローチャートの例を示します。 

FMSR CTS

FLSR THRE

i  0

i  i 1

FIFO

CTS 1

THRE 1

Yes

No

No

No No

Yes

Yes

Yes

1

2

3

4

1

2

3

4

i 16?

FMSR CTS

FLSR THRE 1 FIFO

FIFO 16

17 [2]

FIFO

 

図 15.8 送信フローチャートの例 
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（4） 送信中断 

図 15.9に送信中断フローチャートの例を示します。 

FMSR DCTS

FIFO

FFCR XMITFRST

1

DCTS 1
No

Yes

1

2

3

4

1

2

3

4

FMSR DCTS DCTS

1

FIFO

FFCR XMITFRST 1

 

図 15.9 送信中断フローチャートの例 
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（5） 受信 

図 15.10に受信フローチャートの例を示します。 

FLSR

FIFO

FLSR

BI 1 or FE 1 or
PE 1 or OE 1

DR 0

No

Yes

2

1

3

4

1

2

3

4

FLSR BI FE PE

OE

FIFO

FLSR DR DR 0

 

図 15.10 受信フローチャートの例 
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（6） 受信中断 

図 15.11に受信中断フローチャートの例を示します。 

FMCR RTS 0

FIFO

FIFO

FLSR

FMCR RTS 1

DR 0
No

Yes

1

2

3

4

1

2

3

4

FIFO

FIFO

 

FMCR RTS

DR 0 FIFO

FMCR RTS

 

図 15.11 受信中断フローチャートの例 
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15.4.5 LPCインタフェースからのデータ送受信 
表 15.3に示すように HICR5の SCIFEビットを 1にセットすると SCIFCR以外のレジスタが LPCインタフ

ェースからアクセス可能となります。CPUから SCIFCRの初期設定を行い HICR5の SCIFEビットを 1にセ

ットすることによって図 15.3～図 15.5に示す初期設定、データ送信、データ受信のフロー設定が、LPCイ

ンタフェースから可能となります。LPCインタフェースの I/Oアドレスと SCIFレジスタのアクセス対応を表

15.7に示します。なお、LPCインタフェースの詳細な設定方法は「第 19章 LPCインタフェース（LPC）」

を参照してください。 
 

表 15.7 SCIFのレジスタと LPC I/Oアドレス対応 

LPCインタフェース I/Oアドレス 

ビット 15～3 ビット 2 ビット 1 ビット 0

R/W 条件 SCIFのレジスタ

R FLCR[7]=0 FRBR 

W FLCR[7]=0 FTHR 

SCIFADR（bit15～3） 0 0 0 

R/W FLCR[7]=1 FDLL 

R/W FLCR[7]=0 FIER SCIFADR（bit15～3） 0 0 1 

R/W FLCR[7]=1 FDLH 

R - FIIR SCIFADR（bit15～3） 0 1 0 

W - FFCR 

SCIFADR（bit15～3） 0 1 1 R/W - FLCR 

SCIFADR（bit15～3） 1 0 0 R/W - FMCR 

SCIFADR（bit15～3） 1 0 1 R - FLSR 

SCIFADR（bit15～3） 1 1 0 R - FMSR 

SCIFADR（bit15～3） 1 1 1 R/W - FSCR 
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また、LPCインタフェースからのデータ送受信に関連するレジスタの各モードで初期化される範囲を表

15.8に示します。 
 

表 15.8 レジスタの各モードで初期化される範囲 

レジスタ名 システム 

リセット 

SCIFRST REGRST LPC 

リセット 

LPC 

シャット 

ダウン 

LPC 

アボート 

SCIFADRH bit15～8 初期化 保持 保持 保持 保持 保持 

SCIFADRL bit7～0 初期化 保持 保持 保持 保持 保持 

HICR5 SCIFE 初期化 保持 保持 保持 保持 保持 

SIRQCR4 bit7～4、SCSIRQ3～

SCSIRQ0 

初期化 保持 保持 保持 保持 保持 

SCIFCR SCIFOE1、SCIFOE0、

OUT2LOOP、CKSEL1、

CKSEL0、SCIFRST、

REGRST 

初期化 保持 保持 保持 保持 保持 

FRBR bit7～0 初期化 保持 初期化 初期化 保持 保持 

FTHR bit7～0 初期化 保持 初期化 初期化 保持 保持 

FDLL bit7～0 初期化 保持 初期化 初期化 保持 保持 

FDLH bit7～0 初期化 保持 初期化 初期化 保持 保持 

FIIR FIFOE1、FIFOE0、INTID2

～INTID0、INTPEND 

初期化 保持 初期化 初期化 保持 保持 

FFCR RCVRTRIG1、

RCVRTRIG0、XMITFRST、

RCVRFRST、FIFOE 

初期化 保持 初期化 初期化 保持 保持 

FLCR DLAB、BREAK、EPS、

PEN、STOP、CLS1、CLS0 

初期化 保持 初期化 初期化 保持 保持 

FMCR LOOP BACK、OUT2、

OUT1、RTS、DTR 

初期化 保持 初期化 初期化 保持 保持 

FLSR RXFIFOERR、TEMT、

THRE、BI、FE、PE、OE、

DR 

初期化 保持 初期化 初期化 保持 保持 

FMSR DDCD、TERI、DDSR、

DCTS 

初期化 保持 初期化 初期化 保持 保持 

FSCR bit7～0 初期化 保持 初期化 初期化 保持 保持 

SCIF転送 

シーケンサ 

（内部状態） 

－ 初期化 初期化 保持 初期化 保持 保持 
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15.5 割り込み要因 
表 15.9に割り込み要因を示します。各割り込み要因には共通の 1つの割り込みベクタが割り当てられてい

ます。 

LPCで SCIFを使用する場合、H8S CPUに対して割り込みを要求しません。LPCインタフェースの SERIRQ

によりホストへ割り込みが要求されます。 
 

表 15.9 割り込み要因 

名称 割り込み要因 優先順位

受信ラインステータス オーバランエラー、パリティエラー、フレーミングエラー、ブレーク割り込み 

受信データレディ 受信データあり、FIFOトリガレベル 

キャラクタタイムアウト 

（FIFOイネーブル時） 

受信 FIFOにデータが 1キャラクタ以上ある状態で、4キャラクタタイム間受信

FIFOにデータの入出力がない 

FTHRエンプティ FTHRエンプティ 

モデムステータス CTS、DSR、RI、DCD 

高 

 

 

 

 

低 

 
表 15.10に割り込み要因とベクタアドレスおよび優先順位一覧を示します。 

 
表 15.10 割り込み要因とベクタアドレスおよび優先順位一覧 

割り込み 割り込み名称 

要因発生元  

ベクタ番号 ベクタアドレス ICR 

SCIF SCIF（SCIF割り込み） 82 H'000148 ICRC7 

 

15.6 使用上の注意事項 

15.6.1 SCLKに LCLKを選択した場合の低消費電力モード 
SCLKに LCLKの 18分周クロックを選択している場合でウォッチモード、ソフトウェアスタンバイモード

の各モードに遷移する場合は、LPCインタフェースのシャットダウン機能を使用して LCLKをストップして

ください。 
 

15.6.2 シリアル送受信中の FLCRアクセス 
FLCRは初期設定で設定し、シリアル送受信中にライトしないでください。 
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16. I2Cバスインタフェース（IIC） 

本 LSIは、2チャネルの I2Cバスインタフェースを内蔵しています。I2Cバスインタフェースは、Philips社

の提唱している I2Cバス（Inter IC Bus）インタフェース方式に準拠しており、サブセット機能を備えていま

す。ただし､I2Cバスを制御するレジスタの構成が一部 Philips社と異なりますので注意してください。 

16.1 特長 

• アドレッシングフォーマット、ノンアドレッシングフォーマットを選択可能 

I2Cバスフォーマット：アドレッシングフォーマットでアクノリッジビットあり、 マスタ、スレーブ動作 

クロック同期式シリアルフォーマット：ノンアドレッシングフォーマットでアクノリッジビットなし、 

 マスタ動作専用 

• I2Cバスフォーマットは、Philips社提唱のI2Cバスインタフェースに準拠 

• I2Cバスフォーマットで、スレーブアドレスを2通り設定可能 

• I2Cバスフォーマットで、マスタモード時、開始、停止条件の自動生成 

• I2Cバスフォーマットで、受信時、アクノリッジの出力レベルを選択可能 

• I2Cバスフォーマットで、送信時、アクノリッジビットの自動ロード機能 

• I2Cバスフォーマットで、マスタモード時のウェイトビット機能 

アクノリッジを除くデータ転送後、SCLをLowレベルにしてウェイト状態にすることが可能。ウェイト状

態は、割り込みフラグを0にクリアすることで解除。 

• I2Cバスフォーマットでのウェイト機能 

データ転送後、SCLをLowレベルにしてウェイト要求を発生することが可能。ウェイト要求は、次の転送

が可能になった時点で解除。 

• 割り込み要因 

データ転送終了時（I2Cバスフォーマットで送信モード遷移時、ICDR内データ転送発生時、およびウェ

イト時を含む） 

アドレス一致時：I2Cバスフォーマット、スレーブ受信モードで、いずれかのスレーブアドレスが一致し

たとき、またはゼネラルコールアドレスを受信したとき（マスタ競合負け後のアドレス受信を含む） 

アービトレーションロスト発生時 

開始条件検出時（マスタモード） 

停止条件検出時（スレーブモード時） 

• マスタモード時、15種類の内部クロック選択可能 
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• バスを直接駆動（SCL/SDA端子） 

P52/SCL0、P97/SDA0、PG0/SDAA、PG1/SCLA、PG2/SDAB､PG3/SCLB､PG4/SDAC、PG5/SCLC、PG6/SDAD、

PG7/SCLDの10端子は、通常時はNMOSプッシュプル出力、バス駆動機能選択時はNMOSオープンドレイ

ン出力。 
 

【注】 本 IICモジュールを使用する場合は、必ず初期設定として ICXRレジスタの HNDSビットを 1に、FNC1、FNC0

ビットをおのおの 1に設定してください。これ以外の設定を行った場合は本マニュアルに記載されている項目

以外の動作制約が発生します。 
 

I2Cバスインタフェースのブロック図を図 16.1に示します。 

入出力端子の外部回路接続例を、図 16.2に示します。I2Cバスインタフェースの入出力端子は通常ポート

と端子構造が違うため、端子に印加可能な電圧仕様が異なっています。 

詳細は「第 26章 電気的特性」を参照してください。 
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図 16.1 I2Cバスインタフェースのブロック図 
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図 16.2 I2Cバスインタフェース接続例（本 LSIがマスタの場合） 

16.2 入出力端子 
I2Cバスインタフェースで使用する端子を表 16.1に示します。 

IIC_2における SCL、SDA入出力端子は 4つの端子から 1つを選択して使用することができます。1つのチ

ャネルに 2つ以上の入出力端子を設定しないでください。 

端子の設定方法は「8.3.2 ポートコントロールレジスタ 1（PTCNT1）」を参照してください。 
 

表 16.1 端子構成 

チャネル 記号* 入出力 機  能 

SCL0 入出力 IIC_0シリアルクロック入出力端子 0 

SDA0 入出力 IIC_0シリアルデータの入出力端子 

SCLA 入出力 IIC_2シリアルクロック入出力端子 

SDAA 入出力 IIC_2シリアルデータの入出力端子 

SCLB 入出力 IIC_2シリアルクロック入出力端子 

SDAB 入出力 IIC_2シリアルデータの入出力端子 

SCLC 入出力 IIC_2シリアルクロック入出力端子 

SDAC 入出力 IIC_2シリアルデータの入出力端子 

SCLD 入出力 IIC_2シリアルクロック入出力端子 

2 

SDAD 入出力 IIC_2シリアルデータの入出力端子 

【注】 * 本文中ではチャネルを省略し、それぞれ SCL、SDAと略称します。 
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16.3 レジスタの説明 
IICにはチャネルごとに以下のレジスタがあります｡ICDRと SARX、ICMRと SARは同じアドレスに割り

付けられており､ICCRの ICEビットによりアクセスできるレジスタが変わります｡ICE＝0のとき SARと

SARX、ICE＝1のとき ICMRと ICDRがアクセスできます｡なお､シリアルタイマコントロールレジスタにつ

いては「3.2.3 シリアルタイマコントロールレジスタ（STCR）」を参照してください｡ 
 

表 16.2 レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

チャネル 0 I2Cバスコントロール拡張レジスタ_0 ICXR_0 R/W H'00 H'FED4 8 

 I2Cバスコントロールレジスタ_0 ICCR_0 R/W H'01 H'FFD8 8 

 I2Cバスステータスレジスタ_0 ICSR_0 R/W H'00 H'FFD9 8 

 I2Cバスデータレジスタ_0 ICDR_0 R/W － H'FFDE 8 

 第 2スレーブアドレスレジスタ_0 SARX_0 R/W H'01 H'FFDE 8 

 I2Cバスモードレジスタ_0 ICMR_0 R/W H'00 H'FFDF 8 

 スレーブアドレスレジスタ_0 SAR_0 R/W H'00 H'FFDF 8 

 I2Cバスコントロール初期化レジスタ_0 ICRES_0 R/W H'0F H'FEE6 8 

チャネル 2 I2Cバスコントロール拡張レジスタ_2 ICXR_2 R/W H'00 H'FE8C 8 

 I2Cバスコントロールレジスタ_2 ICCR_2 R/W H'01 H'FE88 8 

 I2Cバスステータスレジスタ_2 ICSR_2 R/W H'00 H'FE89 8 

 I2Cバスデータレジスタ_2 ICDR_2 R/W － H'FE8E 8 

 第 2スレーブアドレスレジスタ_2 SARX_2 R/W H'01 H'FE8E 8 

 I2Cバスモードレジスタ_2 ICMR_2 R/W H'00 H'FE8F 8 

 スレーブアドレスレジスタ_2 SAR_2 R/W H'00 H'FE8F 8 

 I2Cバスコントロール初期化レジスタ_2 ICRES_2 R/W H'0F H'FE8A 8 
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16.3.1 I2Cバスデータレジスタ（ICDR） 
ICDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、送信時は送信用データレジスタとして、受信時は

受信用データレジスタとして機能します。ICDRは、内部的に、シフトレジスタ（ICDRS）、受信バッファ

（ICDRR）および送信バッファ（ICDRT）に分かれています。3本のレジスタ間のデータ転送は、バス状態

の変化に関連付けられて自動的に行われ、ICXRの ICDRFフラグ、ICDREフラグなどの状態に影響を与えま

す。 

ICDRへの送信データライトは、I2Cバスフォーマットのマスタ送信モードでは開始条件検出後に行ってく

ださい。開始条件を検出すると、それ以前のライトデータは無視されます。また、スレーブ送信モードでは、

スレーブアドレスが一致し TRSビットが 1に自動的に切り替わった後にライトしてください。 

送信モード（TRS＝1）では ICDREフラグが 1のときに ICDRTに送信データをライトすることができます。 

ICDRTに送信データをライトすると ICDREフラグは 0にクリアされます。このとき送信動作の終了で

ICDRSが空になると自動的に ICDRTから ICDRSへデータが転送され、ICDREフラグが 1にセットされます。

ICDRSに送信待ちまたは送信中のデータがある場合はライトされたデータは ICDRTに保持されます。 

受信モード（TRS＝0）では ICDRTから ICDRSへのデータ転送は行われませんので、受信モードでの ICDRT

へのライトは行わないでください。 

受信モード（TRS＝0）では ICDRFフラグが 1のときに ICDRRの受信データをリードすることができます。 

ICDRRの受信データをリードすると ICDRFフラグは 0にクリアされます。このとき受信動作の終了で

ICDRSに受信データが格納されると自動的に ICDRSから ICDRRへデータが転送され、ICDRFフラグが 1に

セットされます。ICDRRに未読の受信データがある場合は新たに受信したデータは ICDRSに保持されます。 

送信モード（TRS＝1）では ICDRSから ICDRRへのデータ転送は行われませんので、送信モードでの 

ICDRRへのリードは行わないでください。（マスタ受信モード推奨動作フローの最終受信データリードのケ

ースは除きます） 

1フレームのアクノリッジを除いたビット数が 8ビットに満たない場合、送受信データの格納される位置

が異なります。送信データは、MLSビットが 0のときMSB側に、MLSビットが 1のとき LSB側に詰めて書

き込んでください。受信データは、MLSビットが 0のとき LSB側に、MLSビットが 1のときMSB側に詰め

て格納されます。 

ICDRは ICCRの ICEビットを 1に設定したときのみアクセス可能です。ICDRのリセット時の値は不定で

す。 
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16.3.2 スレーブアドレスレジスタ（SAR） 
SARは転送フォーマットの設定およびスレーブアドレスを格納します。I2Cバスフォーマットでスレーブ

モードの場合、開始条件後に送られてきた第 1フレームの上位 7ビットと SARの上位 7ビットを比較して一

致したとき、FSビットに 0が設定されていると、マスタデバイスに指定されたスレーブデバイスとして動作

します。SARは ICCRの ICEビットを 0に設定したときのみアクセス可能です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

SVA6 

SVA5 

SVA4 

SVA3 

SVA2 

SVA1 

SVA0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

スレーブアドレス 6～0 

スレーブアドレスを設定します。 

0 FS 0 R/W フォーマットセレクト 

SARXの FSXビットとの組み合わせで転送フォーマットを選択します｡ 

表 16.3を参照してください｡ 

なお、ゼネラルコールアドレスの認識を行う場合は、必ず本ビットを 0に設定

してください。 

 

16.3.3 第 2スレーブアドレスレジスタ（SARX） 
SARXは転送フォーマットの設定および第 2スレーブアドレスを格納します。I2Cバスフォーマットでスレ

ーブモードの場合、開始条件後に送られてきた第 1フレームの上位 7ビットと SARXの上位 7ビットを比較
して一致したとき、FSXビットに 0が設定されていると、マスタデバイスに指定されたスレーブデバイスと
して動作します。SARXは ICCRの ICEビットを 0に設定したときのみアクセス可能です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

SVAX6 

SVAX5 

SVAX4 

SVAX3 

SVAX2 

SVAX1 

SVAX0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

第 2スレーブアドレス 6～0 

第 2スレーブアドレスを設定します｡ 

0 FSX 1 R/W フォーマットセレクト X 

SARの FSビットとの組み合わせで転送フォーマットを選択します｡ 

表 16.3を参照してください｡ 
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表 16.3 転送フォーマット 

SAR SARX 動作モード 

FS FSX  

0 0 I2Cバスフォーマット 

• SARと SARXのスレーブアドレスを認識 

• ゼネラルコールアドレスを認識 

 1 I2Cバスフォーマット 

• SARのスレーブアドレスを認識 

• SARXのスレーブアドレスを無視 

• ゼネラルコールアドレスを認識 

1 0 I2Cバスフォーマット 

• SARのスレーブアドレスを無視 

• SARXのスレーブアドレスを認識 

• ゼネラルコールアドレスを無視 

 1 クロック同期式シリアルフォーマット 

• SARと SARXのスレーブアドレスを無視 

• ゼネラルコールアドレスを無視 

 

• I2Cバスフォーマット： 

アドレッシングフォーマットでアクノリッジビットあり 

• クロック同期式シリアルフォーマット： 

ノンアドレッシングフォーマットでアクノリッジビットなし、マスタモード専用 
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16.3.4 I2Cバスモードレジスタ（ICMR） 
ICMRは転送フォーマットと転送レートを設定します。ICCRの ICEビットを 1に設定したときのみアクセ

ス可能です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 MLS 0 R/W MSBファースト／LSBファースト選択 

0：MSBファースト 

1：LSBファースト 

I2Cバスフォーマットで使用するときは、本ビットを 0に設定してください。 

6 WAIT 0 R/W ウェイト挿入ビット 

I2Cバスフォーマットでマスタモードのときのみ有効｡ 

0：ウェイト状態は挿入されず、データとアクノリッジを連続して転送します。

1：データの最終ビットのクロック（8クロック目）が立ち下がった後、ICCR

の IRICフラグは 1にセットされ、ウェイト状態（SCL＝Lowレベル）とな

ります。ICCRの IRICフラグを 0にクリアすることでウェイト状態を解除

しアクノリッジの転送を行います。 

詳細は｢16.4.7 IRICセットタイミングと SCL制御｣を参照してください。 

5 

4 

3 

CKS2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

転送クロック選択 2～0 

STCRレジスタの IICX2ビット（IIC_2）、IICX0ビット（IIC_0）との組み合わ

せで転送クロックの周波数を選択します｡マスタモード時に使用します。 

表 16.4を参照してください｡ 

2 

1 

0 

BC2 

BC1 

BC0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

ビットカウンタ 2～0 

次に転送するフレームのビット数を指定します。設定は転送フレーム間で行って

ください。また、B'000以外を設定する場合は、SCLが Low状態のときに行っ

てください。 

ビットカウンタは、開始条件検出時 B'000に初期化されます。また、データ転送

終了後、再び B'000に戻ります。 

I2Cバスフォーマット             クロック同期式シリアルフォーマット 

000：9ビット                   000：8ビット 

001：2ビット                   001：1ビット 

010：3ビット                   010：2ビット 

011：4ビット                   011：3ビット 

100：5ビット                   100：4ビット 

101：6ビット                   101：5ビット 

110：7ビット                   110：6ビット 

111：8ビット                   111：7ビット 
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表 16.4 転送レート 

STCR 

ビット 

5、7 

ビット 5 ビット 4 ビット 3 クロック 転送レート 

IICXn CKS2 CKS1 CKS0  φ＝8MHz φ＝10MHz φ＝16MHz φ＝20MHz φ＝25MHz

0 0 0 0 φ/28 286kHz 357kHz 571kHz* 714kHz* 893kHz* 

   1 φ/40 200kHz 250kHz 400kHz 500kHz* 625kHz* 

  1 0 φ/48 167kHz 208kHz 333kHz 417kHz* 521kHz* 

   1 φ/64 125kHz 156kHz 250kHz 313kHz 391kHz 

 1 0 0 φ/80 100kHz 125kHz 200kHz 250kHz 313kHz 

   1 φ/100 80.0kHz 100kHz 160kHz 200kHz 250kHz 

  1 0 φ/112 71.4kHz 89.3kHz 143kHz 179kHz 223kHz 

   1 φ/128 62.5kHz 78.1kHz 125kHz 156kHz 195kHz 

1 0 0 0 φ/56 143kHz 179kHz 286kHz 357kHz 446kHz* 

   1 φ/80 100kHz 125kHz 200kHz 250kHz 313kHz 

  1 0 φ/96 83.3kHz 104kHz 167kHz 208kHz 260kHz 

   1 φ/128 62.5kHz 78.1kHz 125kHz 156kHz 195kHz 

 1 0 0 φ/160 50.0kHz 62.5kHz 100kHz 125kHz 156kHz 

   1 φ/200 40.0kHz 50.0kHz 80.0kHz 100kHz 125kHz 

  1 0 φ/224 35.7kHz 44.6kHz 71.4kHz 89.3kHz 112kHz 

   1 φ/256 31.3kHz 39.1kHz 62.5kHz 78.1kHz 97.7kHz 

（n＝0、2） 

【注】 * I2Cバスインタフェース仕様（通常モード：最大 100kHz、高速モード：最大 400kHz）の範囲外となりますので、 

動作は保証できません。 
 

16.3.5 I2Cバスコントロールレジスタ（ICCR） 
ICCRは I2Cバスインタフェースの制御、および割り込みフラグの確認を行います。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ICE 0 R/W I2Cバスインタフェースイネーブル 

0：本モジュールは機能を停止し、内部状態をクリアします。 

SARおよび SARXがアクセス可能になります｡ 

1：本モジュールは転送動作可能状態となり、ポートは SCL、SDA入出力端子

となります。ICMRおよび ICDRがアクセス可能になります。 

6 IEIC 0 R/W I2Cバスインタフェース割り込みイネーブル 

0：I2Cバスインタフェースから CPUに対する割り込み要求を禁止 

1：I2Cバスインタフェースから CPUに対する割り込み要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 

4 

MST 

TRS 

0 

0 

R/W 

R/W  

マスタ／スレーブ選択 

送信／受信選択 

MST TRS 

0 0：スレーブ受信モード 

0 1：スレーブ送信モード 

1 0：マスタ受信モード 

1 1：マスタ送信モード 

I2Cバスフォーマットのマスタモードでバス競合負けをするとMST、TRSビッ

トはともにハードウェアによってリセットされ、スレーブ受信モードに変わりま

す。また、I2Cバスフォーマットのスレーブ受信モードのとき、開始条件直後の

第 1フレームの R/Wビットにより、ハードウェアで自動的に受信／送信モード

が設定されます。 

転送中の TRSビットの変更は、データ転送終了時まで保留され、転送終了後（9

クロック目の立ち上がり時）に切り替わります。 

[MSTクリア条件] 

(1) ソフトウェアにより 0をライトしたとき 

(2) I2Cバスフォーマットのマスタモードで、バス競合負けしたとき 

[MSTセット条件] 

(1) ソフトウェアにより 1をライトしたとき（MSTクリア条件(1)の場合） 

(2) MST＝0をリード後、1をライトしたとき（MSTクリア条件(2)の場合）

[TRSクリア条件] 

(1) ソフトウェアにより 0をライトしたとき（TRSセット条件(3)以外の場合）

(2) TRS＝1をリード後、0をライトしたとき（TRSセット条件(3)の場合）

(3) I2Cバスフォーマットのマスタモードで、バス競合負けしたとき 

[TRSセット条件] 

(1) ソフトウェアにより 1をライトしたとき（TRSクリア条件(3)以外の場合）

(2) TRS＝0をリード後、1をライトしたとき（TRSクリア条件(3)の場合）

(3) I2Cバスフォーマットのスレーブモードで第 1フレームのアドレス一致後

に R/Wビットとして 1を受信したとき 

3 ACKE 0 R/W アクノリッジビット判定選択 

0：受信したアクノリッジビットの内容を無視して連続的に転送を行います。

受信したアクノリッジビットの内容は ICSRの ACKBビットに反映されず、

常に 0となります。 

1：I2Cバスフォーマットで受信したアクノリッジビットが 1ならば転送を 

中断します。 

アクノリッジビットは、受信デバイスによって、受信したデータの処理完了 

などの意味をもたせる場合と、意味をもたず 1固定の場合があります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 

0 

BBSY 

SCP 

0 

1 

R/W* 

W 

バスビジー 

開始条件／停止条件発行禁止ビット 

マスタモード時 

• BBSY＝0かつ SCP＝0ライト：停止条件発行 

• BBSY＝1かつ SCP＝0ライト：開始条件、再送開始条件発行 

スレーブモード時 

• BBSYフラグのライトは無効 

 
[BBSYセット条件] 

• SCL＝Highレベルの状態で SDAが Highレベルから Lowレベルに変化し､ 

開始条件が発行されたと認識したとき 

[BBSYクリア条件] 

• SCL＝Highレベルの状態で SDAが Lowレベルから Highレベルに変化し､ 

停止条件が発行されたと認識したとき 

 
開始条件／停止条件の発行は、MOV命令を用います。 

開始条件の発行に先立って、I2Cバスインタフェースをマスタ送信モードに設定

する必要があります。BBSY＝1かつ SCP＝0をライトする以前に、MST＝1 

かつ TRS＝1を設定してください。 

BBSYフラグをリードすることにより、I2Cバス（SCL､SDA）が占有されている

か開放されているかを確認できます。 

SCPビットは、リードすると常に 1が読み出されます。また、0をライトして

もデータは格納されません。 

【注】 * BBSYフラグはライトしてもフラグの値は変化しません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 IRIC 0 R/(W)* I2Cバスインタフェース割り込み要求フラグ 

I2Cバスインタフェースが CPUに対して割り込み要求を発生させたことを示し

ます。 

SARの FSビットと SARXの FSXビットおよび､ICMRのWAITビットの組み合

わせにより IRICフラグのセットタイミングが異なりますので、「16.4.7 IRIC

セットタイミングと SCL制御」を参照してください。また、ICCRの ACKEビ

ットの設定によっても、IRICフラグがセットされる条件が異なります。 

［セット条件］ 

• すべての動作モード 

(1) 送信モードで開始条件を検出し ICDREフラグが 1にセットされたとき 

(2) 送信モードで ICDRTから ICDRSにデータが転送され ICDREフラグに 1

がセットされたとき 

(3) 受信モードで ICDRSから ICDRRにデータが転送され ICDRFフラグに 1

がセットされたとき 

(4) 送信モードで ACKE＝1のとき、データ転送終了時にアクノリッジビット

として 1を受信し、ACKBフラグに 1がセットされたとき。 
 

• I2Cバスフォーマットマスタモード 

(1)WAIT＝1のとき、データとアクノリッジの間にウェイトが挿入されたとき

(2)ALIE＝1のとき、バス競合負けが発生し ALフラグに 1がセットされたとき
 

• I2Cバスフォーマットスレーブモード 

(1) 開始条件に続く第 1フレーム受信終了時、スレーブアドレス（SVAまた

は SVAX）が一致し AASまたは AASXフラグが 1にセットされたとき。

(2) 開始条件に続く第 1フレーム受信終了時、ゼネラルコールアドレスを検

出し ADZフラグが 1にセットされたとき。(SARレジスタの FSビットが

0の場合) 

(3) STOPIM＝0のとき、停止条件を検出し STOPまたは ESTPフラグが 1

にセットされたとき 

【注】スレーブアドレスが一致せず、かつゼネラルコールアドレスも検出されな

い場合(AAS、AASX、ADZフラグが全て 0の状態)、送受信動作は行われま

せん。したがって、ICDRE、ICDRFフラグはセットされず、それに伴う IRIC

フラグのセットも発生しません。ただしこの場合でも STOPIM＝0に設定

されていれば(3)の要因で IRICフラグはセットされます。もし停止条件の

検出が不要な場合はSTOPIM＝1に設定して IRICフラグがセットされない

ようにしてください。 

［クリア条件］ 

IRIC＝1の状態でリードした後、0をライトしたとき 

【注】 * フラグを 0にクリアするための 0ライトのみ可能です｡ 
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I2Cバスフォーマットで IRIC＝1となり割り込みが発生した場合には、IRIC＝1となった要因を調べるため

に、他のフラグを調べる必要があります。各要因には、それぞれ対応するフラグがありますが、データ転送

終了時に関しては注意が必要です。 

ICDREまたは ICDRFフラグがセットされたとき、IRTRフラグがセットされる場合とされない場合があり

ます。 

IRTRフラグがデータ転送終了時にセットされないのは、I2Cバスフォーマットでスレーブモードの場合に、

スレーブアドレス（SVA）またはゼネラルコールアドレスが一致した後の再送開始条件または停止条件検出

までの期間です。各フラグと転送状態の関係を表 16.5と表 16.6に示します。 
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表 16.5 フラグと転送状態の関係（マスタモード） 

MST TRS BBSY ESTP STOP IRTR AASX AL AAS ADZ ACKB ICDRF ICDRE 状態 

1 1 0 0 0 0 0↓ 0 0↓ 0↓ 0 － 0 アイドル状態 

（フラグクリア要） 

1 1 1↑ 0 0 1↑ 0 0 0 0 0 － 1↑ 開始条件検出 

1 － 1 0 0 － 0 0 0 0 － － － ウェイト状態 

1 1 1 0 0 － 0 0 0 0 1↑ － － 送信終了（ACKE＝1かつ

ACKB＝1） 

1 1 1 0 0 1↑ 0 0 0 0 0 － 1↑ ICDRE＝0の状態から 

送信終了 

1 1 1 0 0 － 0 0 0 0 0 － 0↓ 上記状態から ICDR 

ライト 

1 1 1 0 0 － 0 0 0 0 0 － 1 ICDRE＝1の状態から 

送信終了 

1 1 1 0 0 － 0 0 0 0 0 － 0↓ 上記状態から、または 

開始条件検出後の ICDR

ライト 

1 1 1 0 0 1↑ 0 0 0 0 0 － 1↑ 上記状態から ICDRT→

ICDRSデータ転送 

（自動） 

1 0 1 0 0 1↑ 0 0 0 0 － 1↑ － ICDRF＝0の状態から 

受信終了 

1 0 1 0 0 － 0 0 0 0 － 0↓ － 上記状態から ICDR 

リード 

1 0 1 0 0 － 0 0 0 0 － 1 － ICDRF＝1の状態から 

受信終了 

1 0 1 0 0 － 0 0 0 0 － 0↓ － 上記状態から ICDR 

リード 

1 0 1 0 0 1↑ 0 0 0 0 － 1↑ － 上記状態から ICDRS→

ICDRRデータ転送 

（自動） 

0↓ 0↓ 1 0 0 － 0 1↑ 0 0 － － － アービトレーション 

ロスト 

1 － 0↓ 0 0 － 0 0 0 0 － － 0↓ 停止条件検出 

【注】 0：0状態保持  1：1状態保持  －：以前の状態を保持  0↓：0にクリア  1↑：1にセット 
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表 16.6 フラグと転送状態の関係（スレーブモード） 
MST TRS BBSY ESTP STOP IRTR AASX AL AAS ADZ ACKB ICDRF ICDRE 状態 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 アイドル状態 
（フラグクリア要） 

0 0 1↑ 0 0 0 0↓ 0 0 0 0 － 1↑ 開始条件検出 

0 1↑/0 

(*1) 

1 0 0 0 0 － 1↑ 0 0 1↑ 1 第 1フレームでSARに
一致（SARX≠SAR）

0 0 1 0 0 0 0 － 1↑ 1↑ 0 1↑ 1 第 1フレームでゼネラ
ルコールアドレスに 
一致（SARX≠H'00）

0 1↑/0 

(*1) 

1 0 0 1↑ 1↑ － 0 0 0 1↑ 1 第 1フレームで SARX
に一致（SAR≠SARX）

0 1 1 0 0 － － － － 0 1↑ － － 送信終了（ACKE＝1 
かつ ACKB＝1） 

0 1 1 0 0 1↑/0 

(*2) 

－ － － 0 0 － 1↑ ICDRE＝0の状態から
送信終了 

0 1 1 0 0 － － 0↓ 0↓ 0 0 － 0↓ 上記状態から ICDR 
ライト 

0 1 1 0 0 － － － － 0 0 － 1 ICDRE＝1の状態から
送信終了 

0 1 1 0 0 － － 0↓ 0↓ 0 0 － 0↓ 上記状態から ICDR 
ライト 

0 1 1 0 0 1↑/0 

(*2) 

－ 0 0 0 0 － 1↑ 上記状態から ICDRT→
ICDRSデータ転送 
（自動） 

0 0 1 0 0 1↑/0 

(*2) 

－ － － － － 1↑ － ICDRF＝0の状態から
受信終了 

0 0 1 0 0 － － 0↓ 0↓ 0↓ － 0↓ － 上記状態から ICDR 
リード 

0 0 1 0 0 － － － － － － 1 － ICDRF＝1の状態から
受信終了 

0 0 1 0 0 － － 0↓ 0↓ 0↓ － 0↓ － 上記状態から ICDR 
リード 

0 0 1 0 0 1↑/0 

(*2) 

－ 0 0 0 － 1↑ － 上記状態から ICDRS→
ICDRRデータ転送 
（自動） 

0 － 0↓ 1↑/0 

(*3) 

0/1↑ 

(*3) 

－ － － － － － － 0↓ 停止条件検出 

【注】 0：0状態保持  1：1状態保持  －：以前の状態を保持  0↓：0にクリア  1↑：1にセット 

 *1 アドレスに続く R/Wビットとして 1を受信した場合に 1にセット 

 *2 AASXビットに 1がセットされている場合に 1にセット 

 *3 ESTP＝1のとき STOP＝0、または STOP＝1のとき ESTP＝0 
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16.3.6 I2Cバスステータスレジスタ（ICSR） 
ICSRはステータスフラグで構成されます。表 16.5、表 16.6を併せて参照してください｡ 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ESTP 0 R/(W)* エラー停止条件検出フラグ 

I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき有効 

［セット条件］ 

• フレームの転送の途中で停止条件を検出したとき 

［クリア条件］ 

• ESTP＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• IRICフラグが 0にクリアされたとき 

6 STOP 0 R/(W)* 正常停止条件検出フラグ 

I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき有効 

［セット条件］ 

• フレームの転送の完了後に停止条件を検出したとき 

［クリア条件］ 

• STOP＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• IRICフラグが 0にクリアされたとき 

5 IRTR  0 R/(W)* I2Cバスインタフェース連続送受信割り込み要求フラグ 

I2Cバスインタフェースが CPUに対して割り込み要求を発生させており、その

要因が 1フレームデータ送受信の終了であることを示します。 

IRTRフラグが 1にセットされると、同時に IRICフラグも 1にセットされます。

［セット条件］ 

• I2Cバスインタフェースでスレーブモードのとき 

AASX＝1の状態で、ICDREまたは ICDRFフラグが 1にセットされたとき

• I2Cバスインタフェースでマスタモード、クロック同期式シリアルフォーマ

ットのとき 

ICDREまたは ICDRFフラグが 1にセットされたとき 

［クリア条件］ 

• IRTR＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• ICE＝1の状態で IRICフラグが 0にクリアされたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 AASX 0 R/(W)* 第 2スレーブアドレス認識フラグ 

I2Cバスフォーマットのスレーブ受信モードで、開始条件直後の第 1フレーム

が SARXの SVAX6～SVAX0と一致したことを示します｡ 

［セット条件］ 

• スレーブ受信モードでかつ FSX＝0で第 2スレーブアドレスを検出したとき

［クリア条件］ 

• AASX＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• 開始条件を検出したとき 

• マスタモードのとき 

3 AL 0 R/(W)* アービトレーションロストフラグ 

マスタモード時にバス競合負けをしたことを示します。 

［セット条件］ 

ALSL＝0時 

• マスタ送信モードで SCLの立ち上がりで内部 SDAと SDA端子が不一致の

とき 

• マスタモードで SCLの立ち下がりで内部 SCLが Highレベルのとき 

ALSL＝1時 

• マスタ送信モードで SCLの立ち上がりで内部 SDAと SDA端子が不一致の

とき 

• マスタ送信モードで開始条件命令実行後、自分が SDA端子を Lowに立ち下

げる前に他デバイスにより SDA端子が Lowに立ち下げられたとき 

［クリア条件］ 

• ICDRにデータをライト（送信時）、データをリード（受信時）したとき 

• AL＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

2 AAS 0 R/(W)* スレーブアドレス認識フラグ 

I2Cバスフォーマットのスレーブ受信モードで、開始条件直後の第 1フレーム

が SARの SVA6～SVA0と一致した場合、またはゼネラルコールアドレス

（H'00）を検出したことを示します｡ 

［セット条件］ 

• スレーブ受信モードかつ FS＝0でスレーブアドレスまたはゼネラルコール

アドレス（R/Wビットも含めた 1フレームが H'00）を検出したとき 

［クリア条件］ 

• ICDRにデータをライト（送信時）、または ICDRのデータをリード（受信

時）したとき 

• AAS＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• マスタモードのとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 ADZ 0 R/(W)* ゼネラルコールアドレス認識フラグ 

I2Cバスフォーマットのスレーブ受信モードで、開始条件直後の第 1フレーム

でゼネラルコールアドレス（H'00）を検出したことを示します｡ 

［セット条件］ 

• スレーブ受信モードかつ、FSX＝0または FS＝0でゼネラルコールアドレス

（R/Wビットも含めた 1フレームが H'00）を検出したとき 

［クリア条件］ 

• ICDRにデータをライト（送信時）、または ICDRのデータをリード（受信

時）したとき 

• ADZ＝1の状態をリード後、0をライトしたとき 

• マスタモードのとき 

FS＝1かつ FSX＝0でゼネラルコールアドレスを検出した場合、ADZフラグは

1にセットされますが、ゼネラルコールアドレスは認識されません（AASフラ

グは 1にセットされません）。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 ACKB 0 R/W アクノリッジビット 

アクノリッジデータを格納するビットです。 

送信モードと受信モードでビットの機能が異なります。 

 
送信モード 

受信デバイスから返送されたアクノリッジデータが格納されます。 

［セット条件］ 

• 送信モードかつ ACKE＝1でアクノリッジビットとして 1を受信したとき 

［クリア条件］ 

• 送信モードかつ ACKE＝1でアクノリッジビットとして 0を受信したとき 

• ACKEビットに 0をライトしたとき 

 
受信モード 

送信デバイスに返送するアクノリッジデータを設定します。 

0：データを受信した後、アクノリッジデータとして 0を送出します。 

1：データを受信した後、アクノリッジデータとして 1を送出します。 

 
本ビットをリードすると、送信時（TRS＝1のとき）にはロードした値（受信

デバイスから返ってきた値）が読み出され、受信時（TRS＝0のとき）には設

定した値が読み出されます。 

本ビットをライトすると TRSの値にかかわらず受信時に送信するアクノリッ

ジデータの設定値を書き換えます。 

【注】送信モードのとき、ICSRレジスタの ACKBフラグ以外のビットをビッ

ト操作命令によって書き換えた場合は、ACKBビットにロードされた値

で受信モードで使用するアクノリッジデータの設定値を書き換えますの

で、受信モードに切り替えた際は再度アクノリッジデータを設定し直し

てください。 

マスタモードで送信動作を終了して停止条件を発行する場合､もしくは

スレーブモードで送信動作を終了してマスタデバイスが停止条件を発行

できるように SDAを開放する場合は、その前に ACKEビットに 0をライ

トして ACKBフラグを 0にクリアしてください｡ 

【注】 * フラグを 0にクリアするための 0ライトのみ可能です｡ 
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16.3.7 I2Cバスコントロール初期化レジスタ（ICRES） 
ICRESは IICの内部ラッチクリアの制御を行います。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

4 － 0 R リザーブビット 

3 

2 

1 

0 

CLR3 

CLR2 

CLR1 

CLR0 

1 

1 

1 

1 

W* 

W* 

W* 

W* 

IICクリア 3～0 

IIC_0の内部状態の初期化を制御します。 

00 - -：設定禁止 

0100：設定禁止 

0101：IIC_0内部ラッチクリア 

0110：設定禁止 

0111：IIC_0内部ラッチクリア 

1- - -：設定無効 

IIC_2の内部状態の初期化を制御します。 

00 - -：設定禁止 

0100：設定禁止 

0101：IIC_2内部ラッチクリア 

0110：設定禁止 

0111：IIC_2内部ラッチクリア 

1- - -：設定無効 

本ビットのライト動作により対応するモジュールの内部ラッチ回路へのクリ

ア信号が発生し、IICモジュールの内部状態が初期化されます。 

本ビットはライト動作のみ可能で、リードすると常に 1が読み出されます。な

お、本ビットへのライトデータは保持されません。 

IIC内部状態の初期化を行う場合は、必ず MOV命令を使用し、CLR3～CLR0

ビットを同時に書き込んでください。CLR3～CLR0ビットに対する BCLRな

どのビット操作命令は使用しないでください。 

再度クリアが必要な場合は、すべてのビットとも設定に従い書き込みする必要

があります。 

【注】 * リードすると常に 1が読み出されます。 
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16.3.8 I2Cバスコントロール拡張レジスタ（ICXR） 
ICXRは I2Cバスインタフェースの割り込み動作の許可／禁止、ハンドシェーク制御の有効／無効、受信や

送信状態の確認を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 STOPIM 0 R/W 停止条件割り込み要因マスク 

スレーブモード動作時に停止条件検出での割り込み発生の許可／禁止を選択

します。 

0：スレーブモード動作時、停止条件検出（STOP＝1または ESTP＝1）で

の IRICフラグセットおよび割り込み発生を許可 

1：停止条件検出での IRICフラグセットおよび割り込み発生を禁止 

6 HNDS 0 R/W ハンドシェーク受信動作選択受信モードでのハンドシェーク制御の有効／無

効を選択します。 

0：ハンドシェーク制御が無効 

1：ハンドシェーク制御が有効 

【注】IICモジュールを使用する場合は必ず 1に設定してください。 

 

HNDSビットが 0にクリアされている場合は、ICDRRが空（ICDRFフラグが

0）の状態で受信動作を終了すると、連続して次の受信動作を行います。この

とき、SCLには連続的にクロックが出力されます。 

この場合、最終データの受信後に不要なクロックがバスに出力されないように

動作シーケンスを組む必要があります。 

 

HNDSビットが 1にセットされている場合は、受信動作を終了すると SCLを

Lowレベルに固定してクロックの出力を停止します。ICDRの受信データをリ

ードすると SCLが開放され、次フレームの受信動作を開始します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 ICDRF 0 R  受信データ読み出し要求フラグ 

受信モードでの ICDR（ICDRR）の状態を示すフラグです。 

0：ICDR（ICDRR）にあるデータは既にリードされている、あるいは初期状

態であることを示します。 

1：正常に受信が完了し、データが ICDRSから ICDRRへ転送され、受信完

了後にまだ読み出されていないことを示します。 

 

［セット条件］ 

データが正常に受信され、ICDRSから ICDRRへデータが転送されたとき 

(1) ICDRF＝0状態でデータ受信完了したとき（9クロック目立ち上がり）

(2) ICDRF＝1状態でデータ受信完了後、受信モードで ICDRをリードしたと

き 

［クリア条件］ 

• ICDR（ICDRR）をリードしたとき 

• ICEビットに 0をライトしたとき 

• ICRESレジスタ CLR3～CLR0ビットで内部状態を初期化したとき 

 

［セット条件］(2)の場合、ICDR（CDRR）をリードしたときに一度 ICDRFは

0クリアされますが、直ちに ICDRSから ICDRRへデータが転送されるため再

び ICDRFは 1にセットされます。 

なお、送信モード（TRS＝1）で ICDRをリードしたときは、ICDRSから ICDRR

へのデータ転送が行われませんので、正常なデータの読み出しができません｡

ICDRのデータを読み出すときは受信モード（TRS＝0）で ICDRをリードして

ください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 ICDRE 0 R 送信データ書き込み要求フラグ 

送信モードでの ICDR（ICDRT）の状態を示すフラグです。 

0：ICDR（ICDRT）に次に送信するデータが書き込まれている、あるいは 

初期状態であることを示します。 

1：送信データが ICDRTから ICDRSへ転送され送信中である、あるいは 

開始条件を検出または送信完了しており、次の送信データをライトするこ

とが可能な状態であることを示します。 

［セット条件］ 

• I2Cバスフォーマット、シリアルフォーマットでバスラインの状態から開始

条件成立を検出したとき 

• ICDRTから ICDRSにデータが転送されたとき 

(1) ICDRE＝0状態でデータ送信完了したとき（9クロック目立ち上がり）

(2) ICDRE＝1状態でデータ送信完了後、送信モードで ICDRをライトしたと

き 

［クリア条件］ 

• ICDR（ICDRT）に送信データをライトしたとき 

• I2Cバスフォーマットまたはシリアルフォーマットで停止条件を検出したと

き 

• ICEビットに 0をライトしたとき 

• ICRESレジスタ CLR3～CLR0ビットで内部状態を初期化したとき 

 
I2Cバスフォーマットで ACKEビットを 1に設定し、アクノリッジビット判定

を有効にしている場合、アクノリッジビットが 1でデータ送信が完了した場合､

ICDREはセットされません。 

[セット条件］(2)の場合、ICDR（ICDRT）にライトしたときに一度 ICDREは 0

クリアされますが、直ちに ICDRTから ICDRSへデータが転送されるため再び

ICDREは 1にセットされます。 

なお、TRS＝0のときは ICDREフラグの値は無効ですので、ICDRへのライト

動作は行わないでください。 

3 ALIE 0 R/W アービトレーションロスト割り込みイネーブル 

アービトレーションロスト発生時に IRICフラグを 1にセットし、割り込み発

生を許可するかどうかを選択します。 

0：アービトレーションロスト発生時の割り込み要求を禁止 

1：アービトレーションロスト発生時の割り込み要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 ALSL 0 R/W アービトレーションロスト条件セレクト 

アービトレーションロスト発生条件を選択します。 

0：SCL立ち上がり時に、SDA端子の状態が自分の出力したデータと不一致

または、SCL端子が他デバイスにより立ち下げられたとき 

1：SCL立ち上がり時に、SDA端子の状態が自分の出力したデータと不一致

または、アイドル状態または開始条件命令実行後、他デバイスにより SDA

端子を立ち下げられたとき 

1 

0 

FNC1 

FNC0 

0 

0 

R/W 

R/W 

ファンクションビット 1、0 

一部の使用上の制限事項を解除するためのビットです。 

FNC0  FNC1 

0      0：動作制限対策無効 

0      1：設定禁止 

1      0：設定禁止 

1      1：動作制限対策有効 
【注】IICモジュールを使用する場合は必ず両方を 1に設定してください。 

 

16.4 動作説明 
I2Cバスインタフェースには、I2Cバスフォーマットとシリアルフォーマットがあります。 

 

16.4.1 I2Cバスデータフォーマット 
I2Cバスフォーマットは、アドレッシングフォーマットでアクノリッジビットありです。これを図 16.3に

示します。開始条件に続く第 1フレームは必ず 9ビット構成となります。 

シリアルフォーマットは、ノンアドレッシングフォーマットでアクノリッジビットなしです。これを図 16.4

に示します。また、I2Cバスのタイミングを図 16.5に示します。 

図 16.3～図 16.5の記号説明を表 16.7に示します。 

S ASLA

7 n

R/W DATA A

1

1 m

1 11

A/A

1

P

1

n 1 8

m 1

S SLA

7 n1 7

R/W A DATA

1 1

1 m1

1

A/A

1

S

1

SLA R/W

1

1 m2

A

1

DATA

n2

A/A

1

P

1

n1 n2 1 8

m1 m2 1

a FS 0 FSX 0

b FS 0 FSX 0

 

図 16.3 I2Cバスデータフォーマット（I2Cバスフォーマット） 
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S DATA

8 n

DATA

1

1 m

P

1

n 1 8

m 1

FS 1 FSX 1

 

図 16.4 I2Cバスデータフォーマット（シリアルフォーマット） 

 

SDA

SCL

S SLA R/W A

981-7 981-7 981-7

DATA A DATA A/A P  

図 16.5 I2Cバスタイミング 

 
表 16.7 I2Cバスデータフォーマット記号説明 

S 開始条件を示します。マスタデバイスが SCL＝Highレベルの状態で SDAを Highレベルから Lowレベルに変

化させます。 

SLA スレーブアドレスを示します。マスタデバイスがスレーブデバイスを選択します。 

R/W 送信／受信の方向を示します。R/Wビットが 1の場合スレーブデバイスからマスタデバイス、R/Wビットが

0の場合マスタデバイスからスレーブデバイスへデータを転送します。 

A アクノリッジを示します。受信デバイスが SDAを Lowレベルにします（マスタ送信モード時スレーブが、 

マスタ受信モード時マスタがアクノリッジを返します）。 

DATA 送受信データを示します。送受信するデータのビット長は ICMRの BC2～BC0ビットで設定します。 

また MSBファースト／LSBファーストの切り替えは ICMRのMLSビットで選択します。 

P 停止条件を示します。マスタデバイスが SCL＝Highレベルの状態で SDAを Lowレベルから Highレベルに 

変化させます。 
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16.4.2 初期設定 
データ送信／受信を開始するとき、以下の手順に従い IICを初期化してください。 

 ICMR

  ICMR

 BC2 BC0

MSTP4 0 IIC_0  

MSTPCRL  

MSTPB4 0 IIC_2  

MSTPCRB

IICE 1 STCR

ICE 0 ICCR

SAR SARX

ICE 1 ICCR

ICSR

STCR

ICMR

ICXR

ICCR

IIC CPU

ACKB

IICX

SAR SARX

ICMR ICDR  
SCL/SDA IIC

MLS WAIT CKS2 CKS0

IEIC MST TRS ACKE

1 2
IIC  

SVA6 SVA0 FS SVAX6 SVAX0 FSX

STOPIM HNDS ALIE ALSL FNC1 FNC0
HNDS 1 FNC1 1 FNC0 1

 

図 16.6 IICの初期化フローチャートの例 

 

16.4.3 マスタ送信動作 
I2Cバスフォーマットによるマスタ送信モードでは、マスタデバイスが送信クロック、送信データを出力し、

スレーブデバイスがアクノリッジを返します。 

図 16.7にマスタ送信モードのフローチャート例を示します。 
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ICCR BBSY

ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICSR ACKB

ICDR

ICCR IRIC

ICSR ACKB

ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICDR

MST 1 TRS 1
ICCR

BBSY 0 SCP 0
ICCR

BBSY 1 SCP 0
ICCR

BBSY 0
No

IRIC 1

ACKB 0

No

No

Yes

Yes

IRIC 1
No

Yes

Yes

IRIC 1

ACKB 1

No

No

No

Yes

Yes

Yes

2 SCL SDA

3

4

6 +R/W
  

ICDR IRIC

1

8
  

5

7 1

10 1

11

12

9 2
ICDR IRIC

 

図 16.7 マスタ送信モードフローチャート例 
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以下にマスタモード送信手順と動作を示します。 
 

1. 「16.4.2 初期設定」に従い初期設定を行います。 

2. ICCRのBBSYフラグをリードし、バスがフリー状態であることを確認します。 

3. ICCRのMST、TRSビットをそれぞれ1にセットしてマスタ送信モードに設定します。 

4. ICCRにBBSY＝1かつSCP＝0をライトします。これにより、SCLがHighレベルのときSDAをHighレベルか

らLowレベルに変化させ、開始条件を生成します。 

5. 開始条件の生成に伴いIRIC、IRTRフラグが1にセットされます。このとき、ICCRのIEICビットが1にセッ

トされているとCPUに対して割り込み要求を発生します。 

6. 開始条件を検出後、ICDRにデータ（スレーブアドレス+R/W）をライトします。 

I2Cバスフォーマット（SARのFSビットまたはSARXのFSXビットが0のとき）では、開始条件に続く第1

フレームデータは7ビットのスレーブアドレスと送信／受信の方向（R/W）を示します。 

次に転送終了を判断するためIRICフラグを0にクリアします。 

ここでICDRのライトとIRICフラグのクリアは連続的に行い、他の割り込み処理が入らないようにしてく

ださい。もしIRICフラグのクリアまでに1バイト分の転送時間が経過した場合には転送終了を判定するこ

とができなくなります。 

マスタデバイスは送信クロックとICDRにライトされたデータを順次送出します。選択された（スレーブ

アドレスが一致した）スレーブデバイスは、送信クロックの9クロック目にSDAをLowレベルにし、アク

ノリッジを返します。 

7. 1フレームのデータ送信が終了し、送信クロックの9クロック目の立ち上がりでIRICフラグが1にセットさ

れます。 

SCLは1フレーム転送終了後、次の送信データをライトするまで内部クロックに同期して自動的にLowレ

ベルに固定されます。 

8. ICSRのACKBビットをリードしてACKB＝0であることを確認します。 

スレーブデバイスがアクノリッジを返さずACKB＝1となっている場合は、12.の送信終了処理を行い、再

度送信動作をやり直してください。 

9. ICDRに送信データをライトします。 

次に転送終了を判断するためIRICフラグを0にクリアします。 

ここで6.同様にICDRのライトとIRICフラグのクリアは連続的に行ってください。 

次フレームの送信は内部クロックに同期して行われます。 

10. 1フレームのデータ送信が終了し、送信クロックの9クロック目の立ち上がりでIRICフラグが1にセットさ

れます。 

SCLは1フレーム転送終了後、次の送信データをライトするまで内部クロックに同期して自動的にLowレ

ベルに固定されます。 
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11. ICSRのACKBビットをリードします。 

スレーブデバイスがアクノリッジを返しACKB＝0となっていることを確認します。引き続きデータを送

信する場合には、9.に戻り次の送信動作に移ります。スレーブデバイスがアクノリッジを返さずACKB＝

1となっている場合は、12.の送信終了処理を行います。 

12. IRICフラグを0にクリアします。 

ICCRのACKEビットに0をライトし､受信したACKBビットの内容を0にクリアします｡ 

ICCRにBBSY＝0かつSCP＝0をライトします。これにより、SCLがHighレベルのときSDAをLowレベルか

らHighレベルに変化させ、停止条件を生成します。 

SDA

SDA

21

R/W

43 65 87 1 29

A

7 6 5 4 3 2 1 0 7 6

ICDRE

IRTR

ICDRT

SCL

1

1

1

9 ICDR 9 IRIC6 ICDR 6 IRIC4 BBSY=1

         SCP=0

+R/W

IRIC

7

5

ICDRS +R/W

ICDR

 

図 16.8 マスタ送信モード動作タイミング例（MLS＝WAIT＝0のとき） 
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SDA

SDA

21 43 65 87 98 9

A

7 6 5 4 3 2 1 00

ICDRE

IRTR

ICDR

SCL

2

9 ICDR 9 IRIC

12 IRIC

11 ACKB 12 BBSY=0

           SCP=0

IRIC

A

1071

1 2

 

図 16.9 マスタ送信モード停止条件発行動作タイミング例（MLS＝WAIT＝0のとき） 
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16.4.4 マスタ受信動作 
I2Cバスフォーマットによるマスタ受信モードでは、マスタデバイスが受信クロックを出力し、データを受

信し、アクノリッジを返します。スレーブデバイスはデータを送信します。 

マスタデバイスは、マスタ送信モードにて開始条件発行後の第一フレームでスレーブアドレス＋R/W（1：

リード）のデータを送信し、スレーブデバイスを選択した後、受信動作に切り替えます。 
 
図 16.10にマスタ受信モードのフローチャート例を示します。 

TRS 0 ICCR

ACKB 1 ICSR

ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICCR IRIC

BBSY 0 SCP 0

ICCR

IRIC 1
No

Yes

Yes

ICDR

No

4 IRIC

1

2 1

5 2

3 1  

9

IRIC

6

10

9 IRIC

7

1

11

ICCR IRIC

IRIC 1
No

Yes

8 1

ACKB 0 ICSR

ICDR

ICDR

TRS 1 ICCR

 

図 16.10 マスタ受信モードフローチャート例 
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以下にマスタモード受信手順と動作を示します。 
 

1. ICCRのTRSビットを0にクリアし、送信モードから受信モードに切り替えます。 

ICSRのACKBビットを0にクリアします。（アクノリッジデータの設定） 

受信完了を判断するためIRICフラグを0にクリアします。 

受信の1フレーム目が最後の受信データの場合は、6.以降の終了処理を行ってください。 

2. ICDRをリード（ダミーリード）すると受信を開始し、内部クロックに同期して受信クロックを出力し、

データを受信します。（受信クロックの立ち上がりに同期してSDA端子のデータをICDRSに順次格納し

ます。） 

3. 受信フレームの9クロック目でマスタデバイスはSDAをLowレベルにし、アクノリッジを返します。受信

データは9クロック目の立ち上がりでICDRSからICDRRに転送され、ICDRF、IRIC、IRTRの各フラグが1

にセットされます。このとき、IEICビットが1にセットされていると、CPUに対し割り込み要求を発生し

ます。 

マスタデバイスは受信クロックの9クロック目の立ち下がりからICDRのデータをリードするまでSCLを

Lowレベルにします。 

4. 次の割り込みを判断するためIRICフラグを0にクリアします。 

次のフレームが最後の受信データの場合は、6.以降の終了処理を行ってください。 

5. ICDRの受信データをリードします。このときICDRFフラグが0にクリアされ、マスタデバイスは次のデ

ータ受信のため、引き続き受信クロックを出力します。 
 

3.から5.を繰り返し行うことにより、データを受信することができます。 
 

6. ACKBビットを1にセットします。（最後の受信用アクノリッジデータの設定） 

7. ICDRの受信データをリードします。このときICDRFフラグが0にクリアされ、マスタデバイスはデータ

受信のため、受信クロックを出力します。 

8. 1フレームのデータ受信が終了し、受信クロックの9クロック目の立ち上がりでICDRF、IRIC、IRTRの各

フラグが1にセットされます。 

9. IRICフラグを0にクリアします。 

10. TRSビットを1にセット後、ICDRの受信データをリードします。このとき、ICDRFフラグが0にクリアさ

れます。 

11. 停止条件生成のため、ICCRにBBSY＝0かつSCP＝0をライトします。 

これによりSCLがHighレベルのときSDAをLowレベルからHighレベルに変化させ、停止条件を生成しま

す。 
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SDA

SDA

21 43 65 87 1 299

A

A 7 6 5 4 3 2 1 0 7 6

IRTR

ICDRF

ICDRR

SCL

1

1 2

1 TRS=0 2 ICDR

1 IRIC

ICDR SCL Low ICDR SCL Low

4 IRIC

IRIC

3

5 ICDR

1

 

図 16.11 マスタ受信モード動作タイミング例（MLS＝WAIT＝0のとき） 

SDA

SDA

21 43 65 87 997 8

AA

71 6 5 4 3 2 1

IRIC

ICDRF

ICDRR

SCL

3

2

1 2

3

9 IRIC

IRTR

83

0

11 BBSY=0

SCP=0

4 IRIC 7 ICDR

2
10 ICDR

3
6 ACKB=1

0

ICDR SCL Low SCL Low

 

図 16.12 マスタ受信モード動作停止条件発行タイミング例（MLS＝WAIT＝0のとき） 



16. I2Cバスインタフェース（IIC） 

Rev.2.00  2009.09.18  16-35

  RJJ09B0473-0200 

16.4.5 スレーブ受信動作 
I2Cバスフォーマットによるスレーブ受信モードでは、マスタデバイスが送信クロック、送信データを出力

し、スレーブデバイスがアクノリッジを返します。 

スレーブデバイスは、マスタが発行する開始条件後の第 1フレームのスレーブアドレスと自分のアドレス

を比較し、一致したときにマスタデバイスに指定されたスレーブデバイスとして動作します。 

図 16.13にスレーブ受信モードのフローチャート例を示します。 
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ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICCR IRIC
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ICCR TRS

ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICDR

ICDR

ACKB 0 ICSR
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IRIC 1
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ICCR IRIC

ICCR IRIC
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STOP 1
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Yes
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Yes

No
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2
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図 16.13 スレーブ受信モードのフローチャート例 
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以下にスレーブモード受信手順と動作を示します。 
 

1. 「16.4.2 初期設定」に従い初期設定を行います。 

MST、TRSビットをそれぞれ0にクリアしてスレーブ受信モードに設定します。また、ACKBビットを0

に設定します。受信完了を判断するため、ICCRのIRICフラグを0にクリアします。 

2. ICDRFフラグが0であることを確認します。もしICDRFフラグが1にセットされているときは、ICDRをリ

ードし、その後でIRICフラグを0にクリアしておきます。 

3. マスタデバイスの出力した開始条件を検出すると、ICCRのBBSYフラグが1にセットされます。マスタデ

バイスは、開始条件に引き続き7ビットのスレーブアドレスと送受信の方向（R/W）のデータを送信クロ

ックに合せ順次出力します。 

4. 開始条件後の第1フレームでスレーブアドレスが一致したとき、マスタデバイスに指定されたスレーブデ

バイスとして動作します。8ビット目のデータ（R/W）が0のときTRSビットは0のまま変化せず、スレー

ブ受信動作を行います。8ビット目のデータ（R/W）が1のときTRSビットは1にセットされ、スレーブ送

信動作を行います。 

なお、アドレスが一致しなかった場合は、次の開始条件の検出までデータ受信動作は行いません。 

5. 受信フレームの9クロック目でスレーブデバイスはACKBビットに設定したデータをアクノリッジとし

て返します。 

6. 9クロック目の立ち上がりでIRICフラグが1にセットされます。このとき、IEICビットが1にセットされて

いると、CPUに対し割り込み要求を発生します。 

また、AASXビットが1にセットされているとIRTRフラグも1にセットされます。 

7. 9クロック目の立ち上がりで、受信データはICDRSからICDRRに転送され、ICDRFフラグが1にセットさ

れます。スレーブデバイスは受信クロックの9クロック目の立ち下がりからICDRのデータをリードする

までSCLをLowレベルにします。 

8. STOPビットが0にクリアされていることを確認し、IRICフラグを0にクリアします。 

9. 次のフレームが最後の受信フレームのときはACKBビットを1にセットしておきます。 

10. ICDRをリードすると、ICDRFフラグが0にクリアされ、SCLバスラインを開放します。これによりマスタ

デバイスは次のデータの転送が可能となります。 
 

5.から10.を繰り返し行うことにより、受信動作を継続できます。 
 

11. 停止条件（SCLがHighレベルのとき、SDAがLowレベルからHighレベルに変化）が検出されると、BBSY

フラグが0にクリアされます。また、STOPビットが1にセットされます。このときSTOPIMビットが0にク

リアされているとIRICフラグは1にセットされます。 

12. STOPビットが1にセットされていることを確認し、IRICフラグを0にクリアします。 
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図 16.14 スレーブ受信モード動作タイミング例 1（MLS＝0のとき） 
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図 16.15 スレーブ受信モード動作タイミング例 2（MLS＝0のとき） 
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16.4.6 スレーブ送信動作 
スレーブ送信動作は、スレーブ受信モードで開始条件検出後の第 1フレーム（アドレス受信フレーム）に

てマスタが送信したアドレスと自分のアドレスが一致し、かつ 8ビット目のデータ（R/W）が 1（リード）の

ときに ICCRの TRSビットが自動的に 1にセットされ、スレーブ送信モードになります。 

図 16.16にスレーブ送信モードのフローチャート例を示します。 
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図 16.16 スレーブ送信モードのフローチャート例 
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スレーブ送信モードでは、スレーブデバイスが送信データを出力し、マスタデバイスが受信クロックを出

力し、アクノリッジを返します。以下にスレーブ送信モードの送信手順と動作を示します。 
 

1. スレーブ受信モードの初期設定を行い、自分のアドレス受信を待ちます。 

2. 開始条件を検出後の第1フレームでスレーブアドレスが一致したとき、9クロック目でスレーブデバイス

はSDAをLowレベルにし、アクノリッジを返します。また、8ビット目のデータ（R/W）が1のときTRS

ビットが1にセットされ、自動的にスレーブ送信モードになります。9クロックの立ち上がりのタイミン

グでIRICフラグが1にセットされます。このとき、IEICビットが1にセットされているとCPUに対し割り

込み要求を発生します。このとき、ICDREフラグは1にセットされています。スレーブデバイスは送信ク

ロックの9クロック目の立ち下がりからICDRにデータをライトするまでSCLをLowレベルにしマスタデ

バイスが次の転送クロックを出力できないようにします。 

3. IRICフラグを0にクリア後、ICDRに送信データをライトします。このときICDREフラグは0にクリアされ

ます。ライトされたデータはICDRSに転送され、ICDREフラグとIRICフラグが再び1にセットされます。

スレーブデバイスはマスタデバイスが出力するクロックに従い、ICDRSに転送されたデータを順次送出

します。 

送信完了を検知するためにIRICフラグを0にクリアします。ICDRレジスタライトからIRICフラグクリア

までは連続的に行い､この間に他の処理が入らないようにしてください。 

4. マスタデバイスは転送フレームの9クロック目にSDAをLowレベルにし、アクノリッジを返します。この

アクノリッジはICSRのACKBビットに格納されるので転送動作が正常に行われたかどうか確認すること

ができます。1フレームのデータ送信が終了し、送信クロックの9クロック目の立ち上がりでIRICフラグ

が1にセットされます。ICDREフラグが0のときは、ICDRにライトされたデータはICDRSに転送され送信

を開始し、ICDREフラグとIRICフラグが再び1にセットされます。ICDREフラグが1にセットされている

と、送信クロックの9クロック目の立ち下がりからICDRにデータライトするまでSCLをLowレベルにしま

す。 

5. 送信を続ける場合は、次に送信するデータをICDRにライトします。このときICDREフラグは0にクリア

されます。送信完了を検知するためにIRICフラグを0にクリアします。ICDRライトからIRICフラグクリ

アまでは連続的に行い､この間に他の処理が入らないようにしてください。 
 

4.から5.を繰り返し行うことにより、送信動作を継続できます。 
 

6. IRICフラグを0にクリアします。 

7. 送信を終了する場合は、ICCRのACKEビットを0にクリアし､ACKBビットに格納されているアクノリッ

ジビットの値を0にクリアします｡ 

8. 次のアドレス受信動作のため、TRSビットを0にクリアし、スレーブ受信モードに設定します。 

9. スレーブ側でSCLを開放するためにICDRをダミーリードします。 

10. SCLがHighレベルのときSDAがLowレベルからHighレベルに変化して停止条件を検出すると、ICCRの

BBSYフラグが0にクリアされ、ICSRのSTOPフラグが1にセットされます。ICXRのSTOPIMビットが0の

場合は、IRICフラグが1にセットされます｡IRICフラグがセットされているときは､IRICフラグを0にクリ

アします。 
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図 16.17 スレーブ送信モード動作タイミング例（MLS＝0のとき） 
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16.4.7 IRICセットタイミングと SCL制御 
割り込み要求フラグ（IRIC）セットタイミングは ICMRのWAITビット、SARの FSビットおよび SARX

の FSXビットの組み合わせにより異なります。また SCLは、ICDREや ICDRFフラグが 1にセットされてい

ると、1フレーム転送終了後内部クロックに同期して自動的に Lowレベルに固定します。図 16.18～図 16.20

に IRICセットタイミングと SCL制御を示します。 

SCL

SDA

IRIC

IRIC

2 31A87

321987

WAIT 0 FS 0 FSX 0 I2C

a ICDRE 0 ICDRF 0

b ICDRE 1 ICDRF 1

SCL

SDA

IRIC

IRIC IRICICDR

ICDR

1A87

1987

 

図 16.18 IRICフラグセットタイミングと SCL制御（1） 
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図 16.19 IRICフラグセットタイミングと SCL制御（2） 
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図 16.20 IRICフラグセットタイミングと SCL制御（3） 
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16.4.8 ノイズ除去回路 
SCL端子および SDA端子の状態はノイズ除去回路を経由して内部に取り込まれます｡図 16.21にノイズ除

去回路のブロック図を示します。 

ノイズ除去回路は 2段直列に接続されたラッチ回路と一致検出回路で構成されます。SCL端子入力信号（ま

たは SDA端子入力信号）がシステムクロックでサンプリングされ、2つのラッチ出力が一致したときはじめ

て後段へそのレベルを伝えます。一致しない場合は前の値を保持します。 

SCL

SDA

SCL

SDA

C

QD

C

QD

 

図 16.21 ノイズ除去回路のブロック図 

16.4.9 内部状態の初期化 
本 IICモジュールは、通信動作中のデッドロック発生時に、強制的に IIC内部状態を初期化させる機能をも

っています。 

初期化は、（1）ICRESレジスタの CLR3～CLR0ビットの設定、または（2）ICEビットのクリアにより実

行されます。CLR3～CLR0ビットの設定の詳細は、「16.3.7 I2Cバスコントロール初期化レジスタ（ICRES）」

を参照してください。 

（1） 初期化の範囲 

本機能により初期化されるのは、次の範囲となります。 

• ICDRE、ICDRF内部フラグ 

• 送信／受信シーケンサ、内部動作クロックのカウンタ 

• SCL、SDA端子出力状態を保持するための内部ラッチ（ウェイト、クロック、データ出力など） 
 
なお、以下の内容は初期化されません。 

• レジスタ自体の値（ICDR、SAR、SARX、ICMR、ICCR、ICSR、ICXR（ICDRE、ICDRFフラグ以外）） 

• ICMR、ICCR、ICSR各レジスタのフラグのセット／クリアのためのレジスタリード情報保持用内部ラッ

チ 

• ICMRのビットカウンタ（BC2～BC0）の値 

• 発生した割り込み要因（割り込みコントローラに転送された割り込み要因） 
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（2） 初期化における注意事項 

• 割り込みフラグ、割り込み要因はクリアされませんので、必要に応じてフラグを0にクリアする処置が必

要です。 

• その他のレジスタフラグも基本的にクリアされませんので、必要に応じてフラグを0にクリアする処置が

必要です。 

• ICRESにより初期化を行う場合、CLR3～CLR0ビットのライトデータは保持されません。IICクリアを行

う場合は、必ずMOV命令を使用し、CLR3～CLR0ビットを同時に書き込んでください。BCLRなどのビ

ット操作命令は使用しないでください。 

• また、再度クリアが必要な場合は、同様にすべてのビットとも設定に従い、同時に書き込みする必要が

あります。 

• 送受信中にフラグのクリア設定を行うと、その時点でIICモジュールは送受信を中止しSCL、SDA端子を

開放します。再度送受信を開始する際には、システムとして正しく通信できるよう、必要に応じてレジ

スタの初期化などを行ってください。 
 
なお、本モジュールクリア機能により直接 BBSYビットの値を書き換えませんが、SCL、SDA端子の状態、

開放するタイミングにより、停止条件の端子波形が生成され、結果的に BBSYビットをクリアする場合があ

ります。また、他のビット、フラグも同様に、状態の切り替わりに伴い影響が発生する場合があります。 

これらによる問題を回避するため、IICの状態を初期化するときは、以下の手順に従ってください。 
 

1. CLR3～CLR0ビットの設定、またはICEビットによる内部状態の初期化実行 

2. BBSYビットを0にクリアするための、停止条件発行命令実行（BBSY＝0かつSCP＝0ライト）および、転

送レートの2クロック分の期間ウェイト 

3. CLR3～CLR0ビットの設定、またはICEビットによる内部状態の初期化の再実行 

4. IICの各レジスタの初期化（再設定） 
 

16.5 割り込み要因 
IICの割り込み要因は、IICIがあります。表 16.8に各割り込み要因と優先順位を示します。各割り込み要

因は、ICCR割り込みイネーブルビットにより許可または禁止が設定され、それぞれ独立に割り込みコントロ

ーラに送られます。 
 

表 16.8 IIC割り込み要因 

チャネル 名称 イネーブルビット 割り込み要因 割り込みフラグ 優先順位

0 IICI0 IEIC I2Cバスインタフェース割り込み要求 IRIC 高 

2 IICI2 IEIC I2Cバスインタフェース割り込み要求 IRIC 低 
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16.6 使用上の注意事項 

1. マスタモードで、開始条件生成のための命令を発行した際に、実際に開始条件がI2Cバスに出力される前

に停止条件生成のための命令を発行すると、開始条件も停止条件も正常に出力されなくなります。 

2. 次転送のスタート条件が次の2条件となっています。ICDRをリード／ライトする場合は注意してくださ

い。 

• ICE＝1かつTRS＝1かつICDRにライトしたとき（ICDRT→ICDRSの自動転送を含む） 

• ICE＝1かつTRS＝0かつICDRをリードしたとき（ICDRS→ICDRRの自動転送を含む） 

3. SCL、SDA出力は、内部クロックに同期して表16.9に示すタイミングで出力されます。バス上でのタイ

ミングは、バスの負荷容量、直列抵抗、および並列抵抗に影響される信号の立ち上がり／立ち下がり時

間によって定まります。 
 

表 16.9 I2Cバスタイミング（SCL、SDA出力） 

項 目 記号 出力タイミング 単位 備考 

SCL出力サイクル時間 tSCLO 28tcyc～256tcyc ns 図 26.21（参考）

SCL出力 Highパルス幅 tSCLHO 0.5tSCLO ns  

SCL出力 Lowパルス幅 tSCLLO 0.5tSCLO ns  

SDA出力バスフリー時間 tBUFO 0.5tSCLO -1tcyc ns  

開始条件出力ホールド時間 tSTAHO 0.5tSCLO -1tcyc ns  

再送開始条件出力セットアップ時間 tSTASO 1tSCLO ns  

停止条件出力セットアップ時間 tSTOSO 0.5tSCLO+2tcyc ns  

データ出力セットアップ時間（マスタ時） tSDASO 1tSCLLO -3tcyc ns  

データ出力セットアップ時間（スレーブ時）  1tSCLL-（6tcycまたは 12tcyc*） ns  

データ出力ホールド時間 tSDAHO 3tcyc ns  

【注】 * IICXが 0のとき 6 tcyc、IICXが 1のとき 12 tcyc となります。 
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4. SCLの立ち上がり時間tSrは、I2Cバスインタフェースの仕様で1000ns（高速モード時は300ns）以内と定め

られています。本I2Cバスインタフェースは、マスタモード時SCLをモニタし、ビットごとに同期をとり

ながら通信を行います。そのためSCLの立ち上がり時間tSr（LowレベルからVIHまで変化する時間）が、

I2Cバスインタフェースの入力クロックで決まる時間を超えた場合、SCLのHigh期間が延ばされます。SCL

の立ち上がり時間は、SCLラインのプルアップ抵抗、負荷容量で決定されますので、設定した転送レー

トで動作させるためには、表16.10に示す時間以下になるようにプルアップ抵抗、負荷容量を設定してく

ださい。 
 

表 16.10 SCL立ち上がり時間（tSr）の許容範囲 

IICX tcyc表示 時間表示 [ns] 

   I2Cバス仕様（max.） φ＝8MHz φ＝10MHz φ＝16MHz φ＝20MHz φ＝25MHz

0 7.5tcyc 標準モード 1000 937 750 468 375 300 

  高速モード 300 ← ← ← ← ← 

1 17.5tcyc 標準モード 1000 ← ← ← 875 700 

  高速モード 300 ← ← ← ← ← 

 

5. SCL、SDAの立ち上がり、立ち下がり時間は、I2Cバスインタフェースの仕様で1000nsおよび300ns以内と

定められています。一方、本I2CバスインタフェースのSCL、SDA出力タイミングは、表16.11に示すよう

にtcycによって規定されますが、立ち上がり、立ち下がり時間の影響で最大の転送レートではI2Cバスイン

タフェースの仕様を満足しない場合があります。表16.11は出力タイミングを各動作周波数で計算し、ワ

ーストケースの立ち上がり、立ち下がり時間の影響を加えたものです。 

tBUFOはどの周波数でもI2Cバスインタフェースの仕様を満足しません。これに対しては、（a）停止条件

発行後、開始条件の発行まで必要なインターバル（1μs程度）を確保するようプログラムする必要があ

ります。あるいは、（b）I2Cバスに接続されるスレーブデバイスとして、入力タイミングがこの出力タ

イミングを許容するものを選択してください。 

高速モード時のtSCLLO、標準モード時のtSTASOでは、tSr／tSfをワーストケースとして計算した場合にI2Cバス

インタフェースの仕様を満足しません。（a）プルアップ抵抗、容量負荷により立ち上がり、立ち下がり

時間を調整するか、（b）転送レートを下げて仕様を満足するよう調整するなどの対応を検討してくださ

い。あるいは、（c）I2Cバスに接続されるスレーブデバイスとして、入力タイミングがこの出力タイミ

ングを許容するものを選択してください。 
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表 16.11 I2Cバスタイミング（tSr/tSf影響最大の場合） 

項目 tcyc表示 時間表示（最大転送レート時）[ns] 

   tSr/tSf 

影響（max.） 

I2Cバス 

仕様（min.）

φ＝8MHz φ＝10MHz φ＝16MHz φ＝20MHz φ＝25MHz 

tSCLHO 0.5tSCLO 標準モード -1000 4000 4000 4000 4000 4000 4000 

 ( -tSr ) 高速モード -300 600 950 950 950 950 950 

tSCLLO 0.5tSCLO 標準モード -250 4700 4750 4750 4750 4750 4750 

 ( -tSf ) 高速モード -250 1300 1000*1 1000*1 1000*1 1000*1 1000*1 

tBUFO 0.5tSCLO-1tcyc 標準モード -1000 4700 3875*1 3900*1 3939*1 3950*1 3960*1 

 ( -tSr ) 高速モード -300 1300 825*1 850*1 888*1 900*1 910*1 

tSTAHO 0.5tSCLO-1tcyc 標準モード -250 4000 4625 4650 4688 4700 4710 

 ( -tSf ) 高速モード -250 600 875 900 938 950 960 

tSTASO 1tSCLO 標準モード -1000 4700 9000 9000 9000 9000 9000 

 ( -tSr ) 高速モード -300 600 2200 2200 2200 2200 2200 

tSTOSO 0.5tSCLO+2tcyc 標準モード -1000 4000 4250 4200 4125 4100 4080 

 ( -tSr ) 高速モード -300 600 1200 1150 1075 1050 1030 

tSDASO 1tSCLLO*3-3tcyc 標準モード -1000 250 3325 3400 3513 3550 3580 

マスタ時 ( -tSr ) 高速モード -300 100 625 700 813 850 850 

tSDASO 1tSCLL*3-12tcyc*2 標準モード -1000 250 2200 2500 2950 3100 3220 

スレーブ時 ( -tSr ) 高速モード -300 100 -500*1 -200*1 250 400 400 

tSDAHO 3tcyc 標準モード 0 0 375 300 188 150 520 

  高速モード 0 0 375 300 188 150 120 

【注】 *1 I2Cバスインタフェースの仕様を満足しません。以下の 4つの対応などが必要です。 

（1）開始／停止条件発行のインターバルを確保する。 

（2）プルアップ抵抗・容量負荷により、立ち上がり、立ち下がり時間を調整する。 

（3）転送レートを下げて調整する。 

（4）入力タイミングが本出力タイミングを許容するスレーブデバイスを選択する。 

なお、上記表の値は、IICXビット、CKS2～CKS0ビットの設定値により変わります。周波数により最大転送レ

ートを実現できない場合もありますので、実際の設定条件に合せ、I2Cバスインタフェースの仕様を満足するか

検討してください。 

 *2 IICXビットが 1のときです。IICXビットを 0に設定すると、（tSCLL-6tcyc）となります。 

 *3 I2Cバス仕様値（標準モード：4700ns min.、高速モード：1300ns min.）で計算しています。 
 



16. I2Cバスインタフェース（IIC） 

Rev.2.00  2009.09.18  16-50 

RJJ09B0473-0200  

6. 送信モードでのICDRリードと受信モードでのICDRライトの注意事項 

送信モード（TRS＝1）でのICDRリード動作または、受信モード（TRS＝0）でのICDRライト動作を行っ

た場合、条件によっては送受信動作終了後のSCL端子のLow固定が行われず､正規のICDRのアクセス動作

以前にクロックがSCLバスラインに出力される場合があります。 

ICDRをアクセスするときは､受信モードに設定した後にリード動作を行うか、または送信モードに設定

した後にライト動作を行うようにしてください。 

7. スレーブモードでのACKEビットとTRSビットの注意事項 

I2Cバスインタフェースにおいて、送信モード（TRS＝1）でアクノリッジビットとして1を受信（ACKB

＝1）した後に、その状態のままスレーブモードでアドレスを受信すると、アドレス不一致のときも9ク

ロック目の立ち上がりで、割り込み動作が発生することがあります。 

また､スレーブモードで送信モード（TRS＝1）の状態でマスタデバイスから開始条件およびアドレスが

送信された場合、ICDREフラグセットおよびアクノリッジビットとして1を受信（ACKB＝1）すること

でIRICフラグがセットされ、アドレス不一致のときも割り込み要因が発生することがあります｡ 

I2Cバスインタフェースモジュールでスレーブモード動作を行う際は、下記処置を行ってください。 

• 一連の送信動作の終了時、最終送信データに対するアクノリッジビットとして1を受信した場合には、

ICCRのACKEビットをいったん0にクリアすることで、ACKBビットを0に初期化してください。 

• スレーブモードで次の開始条件が入力される前に受信モード（TRS＝0）にセットしてください｡ 

スレーブ送信モードから確実にスレーブ受信モードに切り替えるために、図16.16に従って送信を終了し

てください｡ 
 

16.6.1 モジュールストップモードの設定 
モジュールストップコントロールレジスタにより、IICの動作停止／許可を設定することが可能です。初期

値では IICの動作は停止します。モジュールストップモードを解除することより、レジスタのアクセスが可

能になります。詳細は、「第 24章 低消費電力状態」を参照してください。 
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17. SMBus 2.0インタフェース（SMBUS） 

本 LSIは、1チャネルの SMBus 2.0インタフェース（SMBUS）を内蔵しています。SMBUSは、通信モジ

ュールを I2Cバスインタフェース（IIC）モジュールのチャネル 0と兼用しています。 

SMBUSには、PEC（Packet Error Checking）演算を行うハードウェアモジュールを内蔵しています。 

本章では PEC演算モジュールについて説明します。通信機能の詳細については「第 16章 I2Cバスインタ

フェース（IIC）」を参照してください。 
 

17.1 特長 

• SMBus 2.0インタフェースに準拠。PEC付き送受信フォーマットに対応 

• 通信モジュールを I2Cバスモジュールのチャネル0と兼用 

• PEC演算モジュールを内蔵し、ハードウェアによるCRC-8の高速演算が可能 

CRC-8（8bit Cyclic Redundancy Check）：C(x) = x^8 + x^2 + x +1 
 

PECX : PEC

PECY : PEC

PECZ : PEC

SDA0

SCL0
PECX

PEC

IIC 0

PEC

PECY

PECZ

 

図 17.1 SMBus バスインタフェースのブロック図 
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17.2 入出力端子 
SMBUSで使用する端子を表 17.1に示します。 

 

表 17.1 端子構成 

チャネル 端子名* 入出力 機   能 

SCL0 入出力 SMBUSシリアルクロック入出力端子 0 

SDA0 入出力 SMBUSシリアルデータの入出力端子 

【注】 * 本文中ではチャネルを省略し、それぞれ SCL、SDAと略称します。 
 

17.3 レジスタの説明 
SMBUSのPEC演算モジュールには以下のレジスタがあります｡SMBUSのレジスタ構成を以下に示します。

なお、通信機能モジュールのレジスタの詳細については「第 16章 I2Cバスインタフェース（IIC）」を参照

してください。 
 

表 17.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅 

PEC演算データ入力レジスタ PECX R/W H'00 H'FD60 8 

PEC演算データ再入力レジスタ PECY R/W H'00 H'FD61 8 

PEC演算結果出力レジスタ PECZ R H'00 H'FD63 8 

 

17.3.1 PEC演算データ入力レジスタ（PECX） 
PECXは PEC演算対象のデータを格納します。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 PECX7～ 

PECX0 

すべて 0 R/W PEC演算入力データ 7～0 

PEC演算対象のデータを格納します。 

 

17.3.2 PEC演算データ再入力レジスタ（PECY） 
PECYは PEC演算を複数バイト数のデータに対して行うために、直前の PECZの内容を再入力するための

レジスタです。 

PECXにデータをライトすると、同時に PECZの内容が PECYに転送されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 PECY7～ 

PECY0 

すべて 0 R/W PEC演算再入力データ 7～0 

PECZから転送された PEC演算対象のデータを格納します。 
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17.3.3 PEC演算結果出力レジスタ（PECZ） 
PECZは PECXと PECYの内容に対し CRC-8の演算を行った結果が格納されます。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 PECZ7～ 

PECZ0 

すべて 0 R PEC演算出力データ 7～0 

PEC演算結果を格納します。 

 

17.4 動作説明 
SMBUSは I2Cバスインタフェースと共通のフォーマットを使用しています。転送データの最終バイトの後

に PECの送受信を行い、受信データの誤り検出を行うことができます。 
 

17.4.1 SMBus 2.0データフォーマット 
SMBus 2.0フォーマットの模式図を図 17.2に示します。 

図 17.2の記号説明を表 17.3に示します。 

S ASLA

7 n

R/W DATA A

1

1 m

1 11

A/A

1

PEC

8

P

1

n 1 8

m 1

n1 n2 1 8

m1 m2 1

a FS 0 FSX 0

b FS 0 FSX 0

S SLA

7 n1 7

R/W A DATA

1 1

1 m1

1

A/A

1

S

1

SLA R/W

1

1 m2

A

1

DATA

n2

A/A

11 8

P

1

PECA

 

図 17.2 SMBus 2.0データフォーマット 

SDA

SCL

S SLA R/W A

981-7 981-7 981-7

DATA A PEC A/A P  

図 17.3 SMBus 2.0バスタイミング 

 



17. SMBus 2.0インタフェース（SMBUS）  

Rev.2.00  2009.09.18  17-4   

RJJ09B0473-0200  

表 17.3 SMBus 2.0データフォーマット記号説明 

S 開始条件を示します。マスタデバイスが SCL＝Highレベルの状態で SDAを Highレベルから Lowレベルに変

化させます。 

SLA スレーブアドレスを示します。マスタデバイスがスレーブデバイスを選択します。 

R/W 送信／受信の方向を示します。R/Wビットが 1の場合スレーブデバイスからマスタデバイス、R/Wビットが

0の場合マスタデバイスからスレーブデバイスへデータを転送します。 

A アクノリッジを示します。受信デバイスが SDAを Lowレベルにします（マスタ送信モード時スレーブが、 

マスタ受信モード時マスタがアクノリッジを返します）。 

DATA 送受信データを示します。 

PEC PECデータを示します。 

P 停止条件を示します。マスタデバイスが SCL＝Highレベルの状態で SDAを Lowレベルから Highレベルに 

変化させます。 

 

17.4.2 PEC演算モジュールの使用方法 
PEC演算は PECXと PECYへのライト動作によって行われます。演算結果は PECZよりリードします。 

SMBUSのデータ送信／受信で PEC演算を行う場合は以下の手順で行ってください。 

PECX

No

Yes

PECZ

PEC

1  PECX PECY H'0000

2  PECX PEC

 

3  PEC

 PECZ

4  PECZ

5  PEC

PECZ  

図 17.4 PEC演算のフローチャート例 
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1. 送受信動作を開始する前にPEC演算モジュールの初期化を行います。PECX、PECYに対してワードサイ

ズでH'0000をライトしてください。またはバイトサイズのH'00をPECX、PECYの順番でライトしてくだ

さい。 

2. アドレスおよびデータの送受信ごとに送信データまたは受信データをバイトサイズでPECXレジスタに

ライトしてください。ただし、PEC演算の途中で、PECYに対しライト動作を行わないでください。 

3. 最終送信／受信データをPECXにライトした後にPECZをリードし、PEC演算結果を読み出します。 

4. データ送信の場合はPEC演算結果の送信を行います。 

5. データ受信の場合は、受信したPECデータとPEC演算結果の比較を行います。データが一致することでデ

ータを正常に受信できたことを確認することができます。 
 

17.5 使用上の注意事項 

17.5.1 モジュールストップモードの設定 
モジュールストップコントロールレジスタにより、SMBUSの動作停止／許可を設定することが可能です。

初期値では SMBUSの動作は停止します。モジュールストップモードを解除することより、レジスタのアク

セスが可能になります。詳細は、「第 24章 低消費電力状態」を参照してください。 
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18. キーボードバッファコントロールユニット（PS2） 

本 LSIは、2チャネルのキーボードバッファコントロールユニット（PS2）を内蔵しています。PS2は、PS/2

インタフェースに準拠した機能を備えています。 

PS2を用いたデータ転送は、データライン（KD）一本、クロックライン（KCLK）一本で構成され、コネ

クタやプリント基盤の面積などを経済的に使用できます。図 18.1に PS2のブロック図を示します。 

18.1 特長 

• PS/2インタフェースに準拠 

• バスを直接駆動（KCLK、KD端子） 

• 割り込み要因：データ受信完了時、データ送信完了時、クロックの立ち下がりエッジ検出時、 

1stクロックの立ち下がりエッジ検出時 

• エラー検出：パリティエラー、ストップビットモニタ、受信完了通知モニタ 

KD

KDI

KCLKI

KDO

KCLKO

KBI

KCI

KTI

KCLK

KD

KCLK

KBBR

KBCRH

KBCRL

PS2

PS2

H

L

KBTR

KBCR1

KBCR2

1

2

KBBR

KBCRH

KBCRL

KBTR

KBCR1

KBCR2

PS2AD 

PS2BD

PS2AC

PS2BC

 

図 18.1 PS2のブロック図 
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PS2の接続方法を図 18.2に示します。 

LSI

KCLK in

KCLK out

KD in

KD out

KCLK in

KCLK out

KD in

KD out

Vcc

 

図 18.2 PS2接続方法 

 

18.2 入出力端子 
キーボードバッファコントロールユニットで使用する端子を表 18.1に示します。 

 
表 18.1 端子構成 

チャネル 名  称 略称* 入出力 機  能 

0 PS2クロック入出力端子（KCLK0） PS2AC 入出力 PS2クロック入出力 

 PS2データ入出力端子（KD0） PS2AD 入出力 PS2データ入出力 

1 PS2クロック入出力端子（KCLK1） PS2BC 入出力 PS2クロック入出力 

 PS2データ入出力端子（KD1） PS2BD 入出力 PS2データ入出力 

【注】 * 外部入出力端子名です。本文中ではチャネルを省略し、クロック入出力端子を KCLK、データ入出力端子を KDと

記載します。 
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18.3 レジスタの説明 
PS2にはチャネルごとに以下のレジスタがあります。 

 
表 18.2 レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

チャネル 0 キーボードコントロールレジスタ 1_0 KBCR1_0 R/W H'00 H'FEC0 8 

 キーボードコントロールレジスタ 2_0 KBCR2_0 R/W H'F0 H'FEDB 8 

 キーボードバッファ送信データレジスタ_0 KBTR_0 R/W H'FF H'FEC1 8 

 キーボードコントロールレジスタ H_0 KBCRH_0 R/W H'70 H'FED8 8 

 キーボードコントロールレジスタ L_0 KBCRL_0 R/W H'70 H'FED9 8 

 キーボードデータバッファレジスタ_0 KBBR_0 R H'00 H'FEDA 8 

チャネル 1 キーボードコントロールレジスタ 1_1 KBCR1_1 R/W H'00 H'FEC2 8 

 キーボードコントロールレジスタ 2_1 KBCR2_1 R/W H'F0 H'FEDF 8 

 キーボードバッファ送信データレジスタ_1 KBTR_1 R/W H'FF H'FEC3 8 

 キーボードコントロールレジスタ H_1 KBCRH_1 R/W H'70 H'FEDC 8 

 キーボードコントロールレジスタ L_1 KBCRL_1 R/W H'70 H'FEDD 8 

 キーボードデータバッファレジスタ_1 KBBR_1 R H'00 H'FEDE 8 
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18.3.1 キーボードコントロールレジスタ 1（KBCR1） 
KBCR1は送信制御、割り込みの制御、パリティの選択および送信エラーの検出を行います。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 KBTS 0 R/W 送信開始 

データの送信を開始、または禁止を選択します。 

0：データの送信を禁止 

［クリア条件］ 

• 0をライト 

• KBTEが 1にセットされたとき 

• KBIOEが 0にクリアされたとき 

1：データの送信を開始 

［セット条件］ 

• KBTS＝0をリードした後、1をライトしたとき 

6 PS 0 R/W 送信パリティ選択 

奇数パリティ／偶数パリティを選択します。 

0：奇数パリティを選択 

1：偶数パリティを選択 

5 KCIE 0 R/W 1st KCLK立ち下がり割り込みイネーブル 

1st KCLK立ち下がり割り込みの禁止／許可を選択します。 

0：1st KCLK立ち下がり割り込みを禁止 

1：1st KCLK立ち下がり割り込みを許可 

4 KTIE 0 R/W 送信完了割り込みイネーブル 

送信完了割り込みの禁止／許可を選択します。 

0：送信完了割り込みを禁止 

1：送信完了割り込みを許可 

3 － 0 － リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

2 KCIF 0 R/(W)* 1st KCLK立ち下がり割り込みフラグ 

1st KCLK立ち下がりを検出したことを示します。また、KCIE＝1で KCIF＝1

になると CPUに割り込みを要求します。 

0：［クリア条件］ 

KCIF＝1をリードした後、0をライト 

1：［セット条件］ 

1st KCLK立ち下がりを検出したとき 

ただし、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードからの解除時はセッ

トされません（内部フラグはセットされます）。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 KBTE 0 R/(W)* 送信完了フラグ 

データの送信が完了したことを示します。また、KTIE＝1で KBTE＝1になる

と CPUに割り込みを要求します。 

0：［クリア条件］ 

KBTE＝1をリードした後、0をライト 

1：［セット条件］ 

KBTRのデータすべて送信完了したとき（11th KCLKの立ち上がりで 

セット） 

0 KTER 0 R 送信エラー 

受信完了通知を格納します。KBTE＝1のときのみ有効です。 

0：受信完了通知として 0を受信したとき 

1：受信完了通知として 1を受信したとき 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 

18.3.2 キーボードバッファコントロールレジスタ 2（KBCR2） 
KBCR2は 4ビットのカウンタで、KCLKの立ち下がりに同期してカウントアップします。送信データは、

送信カウンタに同期し、KBTRのデータを LSBより順次 KDに出力します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 1 R/W リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。初期値を変更しないでください。 

3 

2 

1 

0 

TXCR3 

TXCR2 

TXCR1 

TXCR0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

トランスミットカウンタ 

送信データのビットを示します。KCLKの立ち下がりでカウントアップします。

トランスミットカウンタはリセット時、KBTSが 0にクリアされたとき、KBIOE

が 0にクリアされたとき、KBTEが 1にセットされたときに初期化されます。

0000：クリア 

0001：KBT0 

0010：KBT1 

0011：KBT2 

0100：KBT3 

0101：KBT4 

0110：KBT5 

0111：KBT6 

1000：KBT7 

1001：パリティビット 

1010：ストップビット 

1011：送信完了通知 
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18.3.3 キーボードコントロールレジスタ H（KBCRH） 
KBCRHは、キーボードバッファコントロールユニットの動作状態を示します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 KBIOE 0 R/W キーボードインアウトイネーブル 

キーボードバッファコントロールユニットを使用するか、使用しないかを選択

します。 

0：本モジュールは非動作（KCLK、KD信号端子はポート機能状態） 

1：本モジュールは送受信可能（KCLK、KD信号端子はバス駆動状態） 

6 KCLKI 1 R キーボードクロックイン 

KCLK入出力端子をモニタするビットです。ライトは無効です。 

0：KCLK入出力端子は Lowレベル 

1：KCLK入出力端子は Highレベル 

5 KDI 1 R キーボードデータイン 

KDI入出力端子をモニタするビットです。ライトは無効です。 

0：KD入出力端子は Lowレベル 

1：KD入出力端子は Highレベル 

4 KBFSEL 1 R/W キーボードバッファレジスタフルセレクト 

KBFビットをキーボードバッファレジスタフルフラグとして使用するか、

KCLKの立ち下がりによる割り込みフラグとして使用するかを選択します。

KCLKの立ち下がりによる割り込みフラグとして使用する場合には、KBCRL

の KBEビットを 0にして受信禁止状態にしてください。 

0：KBFビットを KCLKの立ち下がりによる割り込みフラグとして使用する

1：KBFビットをキーボードバッファフルフラグとして使用する 

3 KBIE 0 R/W キーボードインタラプトイネーブル 

キーボードバッファコントロールユニットから CPUに対する、割り込みの許

可または禁止を選択します。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 KBF 0 R/(W)* キーボードバッファレジスタフル 

データの受信が完了し、受信したデータが KBBRに入っていることを示しま

す。また、KBIE＝1で KBF＝1になると CPUに割り込みを要求します。 

0：［クリア条件］ 

 KBF＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1：［セット条件］ 

  ・KBFSEL＝1の状態でデータが正常に受信され、KBBRへデータが転

   送されたとき（キーボードバッファレジスタフルフラグ） 

  ・KBFSEL＝0の状態で KCLKの立ち下がりエッジを検出したとき 

   （KCLK割り込みフラグ） 

1 PER 0 R/(W)* パリティエラー 

奇数パリティのエラーが発生したことを示します。 

0：［クリア条件］ 

  PER＝1の状態でリードした後、0をライトしたとき 

1：［セット条件］ 

  奇数パリティのエラーが発生したとき 

0 KBS 0 R キーボードストップ 

受信データのストップビットを示します。KBF＝1のときのみ有効です。 

0：ストップビット 0を受信 

1：ストップビット 1を受信 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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18.3.4 キーボードコントロールレジスタ L（KBCRL） 
KBCRLは、受信カウンタのカウント許可、キーボードバッファコントロールユニット端子出力の制御を行

います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 KBE 0 R/W キーボードイネーブル 

KBBRへの受信データのロードの許可、または禁止を選択します。 

0：KBBRへの受信データのロードを禁止 

1：KBBRへの受信データのロードを許可 

6 KCLKO 1 R/W キーボードクロックアウト 

PS2クロック入出力端子の出力を制御します。 

0：PS2クロック入出力端子は Lowレベル 

1：PS2クロック入出力端子は Highレベル 

5 KDO 1 R/W キーボードデータアウト 

PS2データ入出力端子の出力を制御します。 

0：PS2データ入出力端子は Lowレベル 

1：PS2データ入出力端子は Highレベル 

自動送信を使用しスタートビット（KDO＝0）が自動クリア（KDO＝1）され

た場合は、1をリード後 0ライトとなります。 

4 － 1 － リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

3 

2 

1 

0 

RXCR3 

RXCR2 

RXCR1 

RXCR0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

レシーブカウンタ 

受信したデータのビットを示します。KCLKの立ち下がりでカウントアップし

ます。ライトは無効です。 

レシーブカウンタはリセット時および KBEの 0ライト時に初期化されます。

また、ストップビット受信後、B'0000に戻ります。 

0000：－ 

0001：スタートビット 

0010：KB0 

0011：KB1 

0100：KB2 

0101：KB3 

0110：KB4 

0111：KB5 

1000：KB6 

1001：KB7 

1010：パリティビット 

1011：－ 

11xx：－ 
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18.3.5 キーボードデータバッファレジスタ（KBBR） 
KBBRは、受信データを格納します。KBBRの値は、KBF＝1のときのみ有効です。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

KB7 

KB6 

KB5 

KB4 

KB3 

KB2 

KB1 

KB0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

キーボードデータ 7～0 

8ビットの読み出し専用のデータです。 

リセット時、または KBIOEビットが 0にクリアされたときに、H'00に初期化

されます。 

 

18.3.6 キーボードバッファ送信データレジスタ（KBTR） 
KBTRは、送信データを格納します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

KBT7 

KBT6 

KBT5 

KBT4 

KBT3 

KBT2 

KBT1 

KBT0 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

キーボードバッファ送信データレジスタ 7～0 

リセット時、H'FFに初期化されます。 
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18.4 動作説明 

18.4.1 受信動作 
受信動作では、KCLK（クロック）、KD（データ）とも、キーボード側が出力し、本 LSI（システム側）

は、入力となります。KDは、スタートビット、データ 8ビット（LSBから）、奇数パリティ、ストップビ

ットの順で受信します。KDの値は、KCLKが Lowレベルのとき有効です。受信処理フローチャートの例を

図 18.3、受信タイミングを図 18.4に示します。 

KBCRH KBIOE 1

KCLK

KCLK Low I/O

KBCRH KBIE 1

CPU

KBCRL KBF

KCLK igh

3 6

KBCRH KCLKI KDI

1 KBE

1

1

22

3

3
4

4

5

5

6

6

KBIOE

KCLKI KDI

1

KBE

KBF

KBCRH

KBF 1

PER 0

KBS 1

KBBR

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

Yes

 

図 18.3 受信処理フローチャートの例 



18. キーボードバッファコントロールユニット（PS2） 

Rev.2.00  2009.09.18  18-11

  RJJ09B0473-0200 

KB1KB0

I/O

1 2 3 9

710

10 11KCLK

KCLK

KCLK

KB7 KB0

KBF

KBS

PER

KD

1 2 3 4 5 6  

図 18.4 受信タイミング 
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18.4.2 送信動作 
送信動作では、KCLK（クロック）は、キーボード側が出力し、KD（データ）は、本デバイス（システム

側）が出力します。KDは、スタートビット、データ 8ビット（LSBから）、パリティ、ストップビットの

順で、出力します。KDの値は、KCLKが Highレベルのとき、有効です。送信処理フローチャートの例を図

18.5、送信タイミングを図 18.6に示します。 

KBIOE 1

KBE

KBCRH KCLKI KDI 1

KCLKO 0 I/O

I/O 60µs

KBCRH KDI 1

KDO 0

KBTS 1

D(0) D(7)

KCLK

KBTR

1

2

3

4

KCLKO 1

I/O

5

6

7

8

11th KCLK KBTE 1

KTIE 1 CPU
9

KTER 0

KBTE 0

10

4

3

2

1

5

6

7

8

9

10

11

11

KBIOE

KBTR

KBCRH

No

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes

KBCRH

KCLKO 0

KDO 0
I/O

KCLKO 1

* KDO 0

KDO 1

KDO 0 1 0

KBTS

KBTS 1

KBTE 1

KTER 0

KBE

KBTE

KDO 0 *

KDI 1

KCLKI KDI

1

I/O

KCLKO 0 KDO 1

 

図 18.5 送信処理フローチャートの例 
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1 2 8 9

0 1 7

10 11
KCLK

KCLK

KCLK

KBTE

KTER

KBTS

KD

1 3

6 7 8
9

4

5

I/O

I/O

 

図 18.6 送信タイミング 

 

18.4.3 受信中断動作 
本 LSI（システム側）は、プロトコル異常発生時などに、本 LSIに接続されている LSI（キーボード側）か

らの送信を強制的に中断させることができます。この場合、システムはクロックを Lowレベルに保持します。

受信動作中は、キーボード側も同期用のクロックを出力していますが、キーボードからの出力クロックがHigh

レベルのタイミングで、クロックを監視しています。このタイミングでクロックが Lowレベルの場合、キー

ボードはシステムからの中断要求であると判断し、キーボード側からのデータ送信を中断します。このよう

に、システムが一定期間クロックを Lowレベルに保持することによって、受信動作を中断させることができ

ます。受信中断処理フローチャートの例を図 18.7、受信中断タイミングを図 18.8に示します。 
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Yes

No

KBCRL KBF 1

1

RXCR3 RXCR0 B'1001

PS2

KBF

KBCRH RXCR3 0

B'1001 KCLKO

0

RXCR3 RXCR0 B'1001

1

1

Yes

No

No

Yes

2

2

3

3

1

KBE 0

KBBR

KBE 1

KB

I/O

KCLKO 1

KCLKO 0 

KBE 0

KBBR

KDO 0

I/O

KCLKO 1

KBCRL

KBF 0

KBCRH

RXCR3 0

 B'1001

 

図 18.7 受信中断処理フローチャートの例（1） 

KCLK Low

I/O

1

1

1

KBF

KCLK High

 

図 18.7 受信中断処理フローチャートの例（2） 
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KCLK

KD

KCLK

KCLK

KD

KD

 

図 18.8 受信中断および送信開始（送信／受信切り替え）タイミング 

 

18.4.4 KCLKI、KDIリードタイミング 
KCLKI、KDIリードタイミングを図 18.9に示します。 

T1

*

KCLK KD

KCLKI KDI

T2

 *   1/N  

図 18.9 KCLKI、KDIのリードタイミング 
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18.4.5 KCLKO、KDOライトタイミング 
KCLKO、KDOライトタイミングと KCLK、KD端子状態を図 18.10に示します。 

T1

*

KCLKO KDO

KCLK KD

T2

 *   1/N  

図 18.10 KCLKO、KDOのライトタイミング 

 

18.4.6 KBFセットタイミングと KCLK制御 
KBFセットタイミングと KCLK端子状態を図 18.11に示します。 

11

  *   1/N

*

I/O

B'0000B'1010

KCLK  

KCLK

RXCR3
RXCR0

KBF

KCLK

 

図 18.11 KBFセットと KCLK自動 I/Oインヒビット生成のタイミング 
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18.4.7 受信タイミング 
受信タイミングを図 18.12に示します。 

  *   1/N

*

KCLK

KD

KCLK

KCLKI

RXCR3

RXCR0 N 1 N 2

KD

KDI

KBBR7

KBBR0

 

図 18.12 受信カウンタと KBBRへのデータロードのタイミング 

 

18.4.8 データ受信中の動作 
KBCRHの KBSビットを 1にセットした場合、他のキーボードバッファコントロールユニット受信時*は自

動的に KCLKをプルダウンします。図 18.13に受信タイミングと KCLKを示します。 

【注】 * 1st KCLK立ち下がりから受信完了（KBF＝1）までの期間。 

KD

KCLK

1

0 1 7

2 8 9 10 11

I/O

KBF

PS2
KCLK  

図 18.13 受信タイミングと KCLK 
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18.4.9 KCLK立ち下がり割り込みの動作 
本 LSIは KBCRHの KBFSELビットを 0にクリアすることにより、KBCRHの KBFビットを KCLK入力の

立ち下がりによる割り込みフラグとして使用できます。 

図 18.14に設定方法、および動作例を示します。 

KBIOE

KBF 1

KBE 0

KBBR

KBF

KCLK

KBFSEL 0

KBIE 1

KCLK

Yes

No

KCLK

KBF

KBF 18.11 KBF KCLK I/O

KBF KCLK

I/O  

図 18.14 KCLK入力の立ち下がりによる割り込み動作例 
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18.4.10 1st KCLK立ち下がり割り込みの動作 
受信および送信時に 1st KCLK立ち下がりを検出し、割り込みの発生が可能です。また、ソフトウェアスタ

ンバイモード、ウォッチモードの解除が可能です。 

• 受信動作時 

KBIOE＝1かつKBE＝1のときに1st KCLK立ち下がりを検出した場合、KCIFがセットされます。 

このときKCIE = 1の場合CPUに割り込みを要求します。 

KCIFはKBCRLのRXCR3～RXCR0がB'0000→B'0001にカウントアップするタイミングでセットされま

す。 
 

• 送信動作時 

KBIOE＝1かつKBTS = 1のときに1st KCLK立ち下がりを検出した場合、KCIFがセットされます。 

このときKCIE = 1の場合CPUに割り込みを要求します。 

KCIFはKBCR2のTXCR3～TXCR0がB'0000→B'0001にカウントアップするタイミングでセットされます。 
 

• 割り込みの判別 

1st KCLK立ち下がり割り込みが受信中か送信中のどちらで発生したかは、KBEビット、KBTSビット、

KBTEビットにて判別できます。 

受信中：KBE＝1 

送信中：KBTS＝1またはKBTE＝1（KBTSは送信完了後自動クリアされるためKBTE＝1を確認） 

KD

KCLK
1

0 1

2 3

0000 0001 0010
RXCR3

RXCR0

KD

KCLK
1I/O

0 1

2

0000 0001 0010
TXCR3

TXCR0

a b  

図 18.15 1st KCLK割り込みタイミング 
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• ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードの解除 

1st KCLK立ち下がり割り込みでソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードの解除が可能です。ただ

しこの場合、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード遷移後の最初の KCLKにて割り込みが発生し

ます（図 18.17参照）。 
 
解除動作についての注意事項を示します。 

 

• KBIOE＝1、KCIE＝1でソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードに遷移した場合、1st KCLK立ち

下がり割り込みでの解除が可能になります（KBE、KBTSは影響しません）。 
 

• 1st KCLK立ち下がり割り込みでソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードを解除した場合、KCIF

フラグはセットされません（内部フラグのみセットされます）。 

1st KCLK割り込み処理ルーチンでは、KCIFビットを確認しKCIF＝0である場合ソフトウェアスタンバイ

モード、ウォッチモードの解除後の割り込みであることを確認できます。 
 

• ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード時に受信クロックを受け、解除した場合、受信は無効
です。割り込み処理ルーチンで受信中断処理を行い、再送要求を行ってください。 

• 送信中にソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードに遷移し1st KCLK立ち下がり割り込みで解除

した場合、解除直後はソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード遷移前の状態が保持されていま

す。割り込み処理ルーチンで初期化の処理が必要です。また、割り込み発生について図18.17の（b）、

（c）のような注意が必要です。 
 

• ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード解除時の割り込み優先順位はICRの設定に従います。 
 

• 1st KCLKの割り込みは、通常のオペレーション時とソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード時

の割り込み経路およびフラグのセットが異なります。1st KCLKの割り込み経路の概略を図18.16に示しま

す。 

 信号A：通常オペレーション時の割り込み信号経路 

 信号B：ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード時の割り込み信号経路 

ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード時はPS2を介さず直接割り込みコントロールブロックへ

KCLKを入力し、立ち下がりエッジを検出して割り込みを発生します。このため、KCIFのフラグはセッ

トされません。また、この場合割り込みコントロールブロック内部にフラグを持っておりこれがセット

されます。内部フラグはCPUに割り込みを要求後自動的にクリアされます。セットおよびクリアタイミ

ングを図18.18に示します。 
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PS2KCLK

B

A
CPU

 

図 18.16 1st KCLK割り込み経路図 

KCLK

1 2

a

KCLK

4 5 6

b KCLK High

KCLK

4 5 6

c KCLK Low

 

図 18.17 ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード時の割り込みタイミング 
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1st KCLK 

KCLK

1 2 3

 

図 18.18 ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード時の 
1st KCLK立ち下がり割り込み内部フラグ 

18.5 使用上の注意事項 

18.5.1 KBIOEセットと KCLK立ち下がりエッジ検出 
KBIOEが 0のとき、内部 KCLK、内部 KDは 1に固定されています。したがって、KBIOEビットを 1にセ

ットするときに、KCLK端子が Lowの場合、エッジ検出回路が動作し、KCLK立ち下がりエッジを検出しま

す。 

このとき、KBFSELビットが 0、KBEビットが 0の場合、KBFビットがセットされます。図 18.19に KBIOE

セットタイミングと KCLK立ち下がりエッジ検出のタイミングを示します。 

T1 T2

KCLK

KCLK

KCLKI

KBIOE

KBFSEL

KBE

KBF

 

図 18.19 KBIOEセットと KCLK立ち下がりエッジ検出のタイミング 
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18.5.2 KDOビット（KBCRL）による KD出力と自動送信による KD出力の関係 
図 18.20に KDOビット（KBCRL）による KD出力と自動送信による KD出力の関係を示します。KBTS＝

1で TXCRが 0でない場合は自動送信による KD出力に切り替わります。この場合は、KDOビット（KBCRL）

による KD出力はマスクされます。 

KBTS TXCR0 TXCR1 TXCR2 TXCR3

KDO KBCRL

KD

 

図 18.20 KDO出力の関係 

 

18.5.3 モジュールストップモードの設定 
モジュールストップコントロールレジスタにより、キーボードバッファコントロールユニットの動作 

停止／許可を設定することが可能です。初期値ではキーボードバッファコントロールユニットの動作は停止

します。モジュールストップモードを解除することより、レジスタのアクセスが可能になります。詳細は、

「第 24章 低消費電力状態」を参照してください。 
 

18.5.4 中速モード 
中速モード時 PS2は中速クロックにて動作します。PS2を正常に動作させるには、中速クロックを 300kHz

以上としてください。 
 

18.5.5 送信完了フラグ（KBTE）について 
TXCR3～TXCR0ビットが B'1011（送信完了通知）のときに KBIOE＝0または KBTS＝0として TXCRを初

期化した場合送信完了フラグ（KBTE）がセットされます。また、そのときの KTERは無効です。 
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19. LPCインタフェース（LPC） 

本 LSIは、LPCインタフェースを内蔵しています。 

LPCは、データレジスタとステータスレジスタからなるレジスタセットを 4セットと、コントロールレジ

スタと高速 GATE A20ロジックおよびホスト割り込み要求回路から構成されています。 

LPCは、33MHzの PCIクロックに同期して、転送の種類、アドレスおよびデータをシリアルに転送します。

アドレス／データ用に 4本、ホスト割り込み要求用に 1本の信号線を用い、I/Oリードサイクルと I/Oライト

サイクルの転送に対応します。そのほか、低消費電力機能として、PCIクロックを制御する機能や LPCイン

タフェースをシャットダウンする機能があります。 

19.1 特長 

• LPCインタフェースのI/OリードサイクルおよびI/Oライトサイクルに対応 

転送の種類／アドレス／データを、4本の信号線（LAD3～LAD0）で転送します。 

制御信号として、クロック（LCLK）、リセット（LRESET）、フレーム（LFRAME）信号を用います。 

• データレジスタとステータスレジスタからなるレジスタセットを4セットで構成 

基本のレジスタセットは、入力レジスタ（IDR）、出力レジスタ（ODR）、ステータスレジスタ（STR）

の3バイトからなります。 

チャネル1～4は、I/OアドレスをH'0000～H'FFFFに設定可能です。 

チャネル1は、高速GATE A20機能があります。 

チャネル3は、基本レジスタセットのほか双方向レジスタ16バイトを操作可能です。 

• SCIFに対応 

LPCインタフェースはSCIFと接続しており、LPCホストからSCIFを直接制御することができます。 

• SERIRQに対応 

ホスト割り込み要求を、1本の信号線（SERIRQ）でシリアルに転送します。 

チャネル1は、HIRQ1、HIRQ12を生成可能です。 

チャネル2、3、4は、SMI、HIRQ6、HIRQ9～HIRQ11をそれぞれ生成可能です。 

SCIFは、HIRQ1、SMI、HIRQ3～HIRQ15をそれぞれ生成可能です。 

クワイエットモードとコンティニュアスモードの切り替えに対応します。 

CLKRUN信号を操作し、PCIクロック（LCLK）の再起動を要求可能です。 

• 低消費電力機能、割り込みほか 

LPCPD信号を入力し、LPCモジュールをシャットダウンすることができます。 

汎用入出力としてPME、LSMI、LSCIの3端子があります。 
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LPCのブロック図を図 19.1に示します。 
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図 19.1 LPCのブロック図 
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19.2 入出力端子 
LPCの入出力端子を表 19.1に示します。 

 
表 19.1 端子構成 

名称 略 称 ポート 入出力 機   能 

LPCアドレス／ 

データ 3～0 

LAD3～

LAD0 

P33～

P30 

入出力 LCLKに同期した、シリアル（4信号線）の、転送サイクル

種類／アドレス／データ信号 

LPCフレーム LFRAME P34 入力*1 転送サイクルの開始および強制終了信号 

LPCリセット LRESET P35 入力*1 LPCインタフェースのリセット信号 

LPCクロック LCLK P36 入力 33MHzの PCIクロック信号 

シリアルインタラプト 

リクエスト 

SERIRQ P37 入出力*1 LCLKに同期した、シリアルホスト割り込み要求信号 

LSCI汎用出力 LSCI PB1 出力*1*2 汎用出力 

LSMI汎用出力 LSMI PB0 出力*1*2 汎用出力 

PME汎用出力 PME P80 出力*1*2 汎用出力 

GATE A20 GA20 P81 出力*1*2 GATE A20コントロール信号出力 

LPCクロックラン CLKRUN P82 入出力*1*2 シリアルホスト割り込み要求時の、LCLK再起動要求信号 

LPCパワーダウン LPCPD P83 入力*1 LPCモジュールのシャットダウン信号 

【注】 *1 LPCインタフェースの制御入出力機能以外に、端子状態をモニタする入力が可能です。 

 *2 0出力のみ可能です。1出力時はハイインピーダンスとなるため、Vccへのプルアップ抵抗を外付けする必要があ

ります。 
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19.3 レジスタの説明 
LPCのレジスタ構成を以下に示します。 

 
表 19.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

  スレーブ ホスト    

ホストインタフェースコントロールレジスタ 0 HICR0 R/W － H'00 H'FE40 8 

ホストインタフェースコントロールレジスタ 1 HICR1 R/W － H'00 H'FE41 8 

ホストインタフェースコントロールレジスタ 2 HICR2 R/W － － H'FE42 8 

ホストインタフェースコントロールレジスタ 3 HICR3 R － － H'FE43 8 

ホストインタフェースコントロールレジスタ 4 HICR4 R/W － H'00 H'FDD9 8 

ホストインタフェースコントロールレジスタ 5 HICR5 R/W － H'00 H'FE33 8 

LPCチャネル 1アドレスレジスタ H LADR1H R/W － H'00 H'FDC0 8 

LPCチャネル 1アドレスレジスタ L LADR1L R/W － H'60 H'FDC1 8 

LPCチャネル 2アドレスレジスタ H LADR2H R/W － H'00 H'FDC2 8 

LPCチャネル 2アドレスレジスタ L LADR2L R/W － H'62 H'FDC3 8 

LPCチャネル 3アドレスレジスタ H LADR3H R/W － H'00 H'FE34 8 

LPCチャネル 3アドレスレジスタ L LADR3L R/W － H'00 H'FE35 8 

LPCチャネル 4アドレスレジスタ H LADR4H R/W － H'00 H'FDD4 8 

LPCチャネル 4アドレスレジスタ L LADR4L R/W － H'00 H'FDD5 8 

入力データレジスタ 1 IDR1 R W H'00 H'FE38 8 

入力データレジスタ 2 IDR2 R W H'00 H'FE3C 8 

入力データレジスタ 3 IDR3 R W H'00 H'FE30 8 

入力データレジスタ 4 IDR4 R W H'00 H'FDD6 8 

出力データレジスタ 1 ODR1 R/W R H'00 H'FE39 8 

出力データレジスタ 2 ODR2 R/W R H'00 H'FE3D 8 

出力データレジスタ 3 ODR3 R/W R H'00 H'FE31 8 

出力データレジスタ 4 ODR4 R/W R H'00 H'FDD7 8 

ステータスレジスタ 1 STR1 R/W R H'00 H'FE3A 8 

ステータスレジスタ 2 STR2 R/W R H'00 H'FE3E 8 

ステータスレジスタ 3 STR3 R/W R H'00 H'FE32 8 

ステータスレジスタ 4 STR4 R/W R H'00 H'FDD8 8 

双方向レジスタ 0MW TWR0MW R W H'00 H'FE20 8 

双方向レジスタ 0SW TWR0SW W R H'00 H'FE20 8 
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レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

  スレーブ ホスト    

双方向レジスタ 1 TWR1 R/W R/W H'00 H'FE21 8 

双方向レジスタ 2 TWR2 R/W R/W H'00 H'FE22 8 

双方向レジスタ 3 TWR3 R/W R/W H'00 H'FE23 8 

双方向レジスタ 4 TWR4 R/W R/W H'00 H'FE24 8 

双方向レジスタ 5 TWR5 R/W R/W H'00 H'FE25 8 

双方向レジスタ 6 TWR6 R/W R/W H'00 H'FE26 8 

双方向レジスタ 7 TWR7 R/W R/W H'00 H'FE27 8 

双方向レジスタ 8 TWR8 R/W R/W H'00 H'FE28 8 

双方向レジスタ 9 TWR9 R/W R/W H'00 H'FE29 8 

双方向レジスタ 10 TWR10 R/W R/W H'00 H'FE2A 8 

双方向レジスタ 11 TWR11 R/W R/W H'00 H'FE2B 8 

双方向レジスタ 12 TWR12 R/W R/W H'00 H'FE2C 8 

双方向レジスタ 13 TWR13 R/W R/W H'00 H'FE2D 8 

双方向レジスタ 14 TWR14 R/W R/W H'00 H'FE2E 8 

双方向レジスタ 15 TWR15 R/W R/W H'00 H'FE2F 8 

SERIRQコントロールレジスタ 0 SIRQCR0 R/W － H'00 H'FE36 8 

SERIRQコントロールレジスタ 1 SIRQCR1 R/W － H'00 H'FE37 8 

SERIRQコントロールレジスタ 2 SIRQCR2 R/W － H'00 H'FDDA 8 

SERIRQコントロールレジスタ 3 SIRQCR3 R/W － H'00 H'FDDB 8 

SERIRQコントロールレジスタ 4 SIRQCR4 R/W － H'00 H'FE3B 8 

ホストインタフェースセレクトレジスタ HISEL R/W － H'03 H'FE3F 8 

SCIFアドレスレジスタ H SCIFADRH R/W － H'03 H'FDC4 8 

SCIFアドレスレジスタ L SCIFADRL R/W － H'F8 H'FDC5 8 

【注】 レジスタ構成に記載している「R/W」の表記方法は下記のとおりです。 

 1. 「R/W スレーブ」は、スレーブ（本 LSI）からのアクセスを表示しています。 

 2. 「R/W ホスト」は、ホストからのアクセスを表示しています。 
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19.3.1 ホストインタフェースコントロールレジスタ 0、1（HICR0、HICR1） 
HICR0、HICR1には、LPCインタフェースの機能を許可／禁止する制御ビット、端子出力および LPCイン

タフェースの内部状態を決める制御ビット、および LPCインタフェースの内部状態をモニタするステータス

フラグがあります。 
 

• HICR0 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 

6 

5 

LPC3E 

LPC2E 

LPC1E 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

－ 

－ 

－ 

LPCイネーブル 3～1 

LPCインタフェース機能を許可または禁止します。許可時（3ビッ

トのうち、いずれかが 1にセット）は、LAD3～LAD0、LFRAME、

LRESET、LCLK、SERIRQ、CLKRUN、LPCPD端子を利用して、

スレーブ（本 LSI）とホスト間のデータ転送処理を行います。 

• LPC3E 

0：LPCチャネル 3の動作を禁止 

IDR3、ODR3、STR3、TWR0～TWR15に関してアドレス 

（LADR3）一致発生なし 

1：LPCチャネル 3の動作を許可 

• LPC2E 

0：LPCチャネル 2の動作を禁止 

IDR2、ODR2、STR2に関してアドレス LADR2 

一致発生なし 

1：LPCチャネル 2の動作を許可 

• LPC1E 

0：LPCチャネル 1の動作を禁止 

IDR1、ODR1、STR1に関してアドレス LADR1 

一致発生なし 

1：LPCチャネル 1の動作を許可 

4 FGA20E 0 R/W － 高速 GATE A20イネーブル 

高速 GATE A20の機能を許可または禁止します。高速 GATE A20

が禁止された場合、通常の GATE A20は P81出力をファームウェ

アで操作することで実現できます。 

0：高速 GATE A20機能を禁止 

端子の兼用機能の入出力を許可 

GA20出力の内部状態を 1に初期化 

1：高速 GATE A20機能を許可 

GA20端子出力はオープンドレイン（VCCへプルアップ抵抗 

外付け要） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

3 SDWNE 0 R/W － LPCソフトウェアシャットダウンイネーブル 

LPCインタフェースのシャットダウンを制御します。LPCシャット

ダウン機能の詳細、および LPCリセットおよび LPCシャットダウ

ンで初期化される範囲は、「19.4.4 LPCインタフェースのシャッ

トダウン機能（LPCPD）」を参照してください。 

0：通常状態、LPCソフトウェアシャットダウンの設定許可 

［クリア条件］ 

• 0ライト 

• LPCハードウェアリセットおよび LPCソフトウェアリセット 

• LPCハードウェアシャットダウン解除（LPCPD信号立ち上がり

エッジ） 

1：LPCハードウェアシャットダウン状態の設定許可 

LPCPD信号ローレベル時にハードウェアシャットダウン状態

［セット条件］ 

SDWNE＝0リード後の 1ライト 

2 PMEE 0 R/W － PME出力イネーブル 

HICR1のPMEBビットとの組み合わせによりPME出力を制御しま

す。PME端子出力はオープンドレインであり、Vccへのプルアップ

抵抗の外付けが必要です。 

PMEE PMEB 

0 x：PME出力を禁止、端子の兼用機能の入出力を許可 

1 0：PME出力を許可、PME端子出力は 0レベル 

1 1：PME出力を許可、PME端子出力はハイインピー 

  ダンス 

1 LSMIE 0 R/W － LSMI出力イネーブル 

HICR1の LSMIBビットとの組み合わせにより LSMI出力を制御し

ます。LSMI端子出力はオープンドレインであり、Vccへのプルア

ップ抵抗の外付けが必要です。 

LSMIE LSMIB 

0 x：LSMI出力を禁止、端子の兼用機能の入出力を許可 

1 0：LSMI出力を許可、LSMI端子出力は 0レベル 

1 1：LSMI出力を許可、LSMI端子出力はハイインピー 

ダンス 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

0 LSCIE 0 R/W － LSCI出力イネーブル 

HICR1の LSCIBビットとの組み合わせにより LSCI出力を制御しま

す。LSCI端子出力はオープンドレインであり、Vccへのプルアップ

抵抗の外付けが必要です。 

LSCIE LSCIB 

0 x：LSCI出力を禁止、端子の兼用機能の入出力を許可 

1 0：LSCI出力を許可、LSCI端子出力は 0レベル 

1 1：LSCI出力を許可、LSCI端子出力はハイインピー 

ダンス 

【注】x：Don't care 
 

• HICR1 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 LPCBSY 0 R － LPCビジー 

LPCインタフェースが、転送サイクルを処理中であることを示しま

す。 

0：LPCインタフェースが転送サイクル待ち状態 

バスアイドル、または処理対象外の転送サイクル中 

転送サイクル中、転送の種類またはアドレスが未確定の状態 

［クリア条件］ 

• LPCハードウェアリセットまたは LPCソフトウェアリセット 

• LPCハードウェアシャットダウンまたは LPCソフトウェアシャ

ットダウン 

• 処理対象転送サイクルの強制終了（アボート） 

• 処理対象転送サイクルの正常終了 

1：LPCインタフェースが転送サイクル処理中 

［セット条件］ 

転送の種類およびアドレスの一致 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

6 CLKREQ 0 R － LCLKリクエスト 

LPCインタフェースの SERIRQが、LCLKの再起動を要求中である

ことを示します。 

0：LCLKの再起動要求なし 

［クリア条件］ 

• LPCハードウェアリセットまたは LPCソフトウェアリセット 

• LPCハードウェアシャットダウンまたは LPCソフトウェアシャ

ットダウン 

• SERIRQがコンティニュアスモードに設定されたクワイエット

モード時に、新たにホストに転送する割り込みがなくなった 

1：LCLKの再起動要求あり 

［セット条件］ 

クワイエットモード時・LCLK停止中に SERIRQ割り込み出力の

必要が生じた 

5 IRQBSY 0 R － SERIRQビジー 

LPCインタフェースの SERIRQが、転送処理中であることを示し

ます。 

0：SERIRQの転送フレーム開始待ち状態 

［クリア条件］ 

• LPCハードウェアリセットまたは LPCソフトウェアリセット 

• LPCハードウェアシャットダウンまたは LPCソフトウェアシャ

ットダウン 

• SERIRQの転送フレーム終了 

1：SERIRQの転送処理中 

［セット条件］ 

SERIRQの転送フレーム開始 

4 LRSTB 0 R/W － LPCソフトウェアリセットビット 

LPCインタフェースをリセットします。LPCリセットで初期化され

る範囲は、「19.4.4 LPCインタフェースのシャットダウン機能

（LPCPD）」を参照してください。 

0：通常状態 

［クリア条件］ 

• 0ライト 

• LPCハードウェアリセット 

1：LPCソフトウェアリセット状態 

［セット条件］ 

LRSTB＝0リード後の 1ライト 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

3 SDWNB 0 R/W － LPCソフトウェアシャットダウンビット 

LPCインタフェースのシャットダウンを制御します。LPCシャット

ダウン機能の詳細、LPCリセットおよび LPCシャットダウンで初

期化される範囲は、「19.4.4 LPCインタフェースのシャットダウ

ン機能（LPCPD）」を参照してください。 

0：通常状態 

［クリア条件］ 

• 0ライト 

• LPCハードウェアリセットおよび LPCソフトウェアリセット 

• LPCハードウェアシャットダウン 

（SDWNE＝1のとき、LPCPD信号立ち下がりエッジ） 

• LPCソフトウェアシャットダウン解除 

（SDWNE＝0のとき、LPCPD信号立ち上がりエッジ） 

1：LPCソフトウェアシャットダウン状態 

［セット条件］ 

SDWNB＝0リード後の 1ライト 

2 PMEB 0 R/W － PME出力ビット 

PMEEビットとの組み合わせにより PME出力を制御します。 

詳細は HICR0の PMEEビットを参照してください。 

1 LSMIB 0 R/W － LSMI出力ビット 

LSMIEビットとの組み合わせにより LSMI出力を制御します。 

詳細は HICR0の LSMIEビットを参照してください。 

0 LSCIB 0 R/W － LSCI出力ビット 

HICR0の LSCIEビットとの組み合わせにより LSCI出力を制御しま

す。詳細は LSCIEビットを参照してください。 
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19.3.2 ホストインタフェースコントロールレジスタ 2、3（HICR2、HICR3） 
HICR2は、LPCインタフェースのスレーブ（本 LSI）に対する割り込みを制御します。HICR3および HICR2

のビット 7は、LPCインタフェースの端子状態をモニタします。HICR2のビット 6～0は、リセット時に H'00

に初期化されます。それ以外のビットの状態は、端子の状態によって決定されます。端子モニタビットは、

LPCインタフェースの動作状態や端子を兼用する機能の動作状態にかかわらず、端子の状態をモニタするこ

とができます。 
 

• HICR2 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 GA20 不定 R － GA20端子モニタ 

6 LRST 0 R/(W)* － LPCリセット割り込みフラグ 

LPCハードウェアリセット発生時にERRI割り込みを発生させるフ

ラグです。 

0：［クリア条件］ 

LRST＝1リード後の 0ライト 

1：［セット条件］ 

LRESET端子の立ち下がりエッジ検出 

5 SDWN 0 R/(W)* － LPCシャットダウン割り込みフラグ 

LPCハードウェアシャットダウン要求発生時に ERRI割り込みを発

生させる割り込みフラグです。 

0：［クリア条件］ 

SDWN＝1リード後の 0ライト 

LPCハードウェアリセット 

（LRESET端子の立ち下がりエッジ検出） 

LPCソフトウェアリセット（LRSTB＝1） 

1：［セット条件］ 

LPCPD端子の立ち下がりエッジ検出 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

4 ABRT 0 R/(W)* － LPCアボート割り込みフラグ 

LPC転送サイクルの強制終了（アボート）発生時に ERRI割り込み
を発生させる割り込みフラグです。 

0：［クリア条件］ 

• ABRT＝1リード後の 0ライト 

• LPCハードウェアリセット 
（LRESET端子の立ち下がりエッジ検出） 
LPCソフトウェアリセット（LRSTB＝1） 

• LPCハードウェアシャットダウン 
（SDWNE＝1かつ LPCPD端子の立ち下がりエッジ検出）

• LPCソフトウェアシャットダウン（SDWNB＝1） 

1：［セット条件］ 

LPC転送サイクル中の LFRAME端子の立ち下がりエッジ 
検出 

3 IBFIE3 0 R/W － IDR3、TWR受信完了割り込みイネーブル 

スレーブ（本 LSI）に対して IBFI3割り込みを許可または禁止しま
す。 

0：入力データレジスタ（IDR3）および TWRの受信完了割り込
み要求を禁止 

1：［LADR3の TWRE＝0の場合］ 

入力データレジスタ（IDR3）受信完了割り込み要求を許可

［LADR3の TWRE＝1の場合］ 
入力データレジスタ（IDR3）および TWR 受信完了割り込
み要求を許可 

2 IBFIE2 0 R/W － IDR2受信完了割り込みイネーブル 

スレーブ（本 LSI）に対して IBFI2割り込みを許可または禁止しま
す。 

0：入力データレジスタ（IDR2）受信完了割り込み要求を禁止 

1：入力データレジスタ（IDR2）受信完了割り込み要求を許可 

1 IBFIE1 0 R/W － IDR1受信完了割り込みイネーブル 

スレーブ（本 LSI）に対して IBFI1割り込みを許可または禁止しま
す。 

0：入力データレジスタ（IDR1）受信完了割り込み要求を禁止 

1：入力データレジスタ（IDR1）受信完了割り込み要求を許可 

0 ERRIE 0 R/W － エラー割り込みイネーブル（ERRIE） 

スレーブ（本 LSI）に対して ERRI割り込みを許可または禁止しま

す。 

0：エラー割り込み要求を禁止 

1：エラー割り込み要求を許可 

【注】 * ビット 6～4はフラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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• HICR3 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 LFRAME 不定 R － LFRAME端子モニタ 

6 CLKRUN 不定 R － CLKRUN端子モニタ 

5 SERIRQ 不定 R － SERIRQ端子モニタ 

4 LRESET 不定 R － LRESET端子モニタ 

3 LPCPD 不定 R － LPCPD端子モニタ 

2 PME 不定 R － PME端子モニタ 

1 LSMI 不定 R － LSMI端子モニタ 

0 LSCI 不定 R － LSCI端子モニタ 

 

19.3.3 ホストインタフェースコントロールレジスタ 4（HICR4） 
HICR4は、LPCインタフェースのスレーブ（本 LSI）のチャネル 4に対する動作を許可／禁止、割り込み

を制御します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 － 0 R/W － リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

6 LPC4E 0 R/W － LPCイネーブル 4 

0：LPCチャネル 4の動作を禁止 

IDR4、ODR4、STR4に関してアドレス（LADR4）一致 

発生なし 

1：LPCチャネル 4の動作を許可 

5 IBFIE4 0 R/W － IDR4受信完了割り込みイネーブル 

スレーブ（本 LSI）に対して IBFI4割り込みを許可または禁止し

ます。 

0：入力データレジスタ（IDR4）受信完了割り込み要求を禁止

1：入力データレジスタ（IDR4）受信完了割り込み要求を許可

4～0 － すべて 0 R/W － リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 
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19.3.4 ホストインタフェースコントロールレジスタ 5（HICR5） 
HICR5は、SCIFインタフェースに対する動作を許可／禁止、OBEI割り込みを制御します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 OBEIE 0 R/W － アウトプットバッファエンプティ割り込みイネーブル 

スレーブ（本 LSI）に対して OBEI割り込みを許可または禁止し

ます。 

0：アウトプットバッファエンプティ割り込み要求を禁止 

1：アウトプットバッファエンプティ割り込み要求を許可 

6 OBEI 0 R/W － アウトプットバッファエンプティ割り込みフラグ 

0：［クリア条件］ 

   OBEI＝1リード後の 0ライト 

   LPCハードウェアリセットおよび LPCソフトウェアリセット

1：［セット条件］ 

   OBF1、OBF2、OBF3A、OBF3Bおよび OBF4のいずれか

がクリアされたとき 

5～4 － すべて 0 R/W － リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

3 SCIFE 0 R/W － SCIFイネーブル 

SCIFの LPCホストからのアクセスを許可または禁止を設定しま

す。 

0：SCIFの LPCホストからのアクセスを禁止 

1：SCIFの LPCホストからのアクセスを許可 

2～0 － すべて 0 R/W － リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 
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19.3.5 LPCチャネル 1アドレスレジスタ H、L（LADR1H、LADR1L） 
LADR1は LPCチャネル 1のホストアドレスの設定を行います。LADR1は、チャネル 1動作時（LPC1Eを

1にセットした状態）では、内容を変更しないでください。 
 

• LADR1H 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

bit15 

bit14 

bit13 

bit12 

bit11 

bit10 

bit9 

bit8 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

チャネル 1アドレスビット 15～8 

LPCチャネル 1のホストアドレスの設定を行います。 

 

• LADR1L 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 

6 

5 

4 

3 

bit7 

bit6 

bit5 

bit4 

bit3 

0 

1 

1 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

チャネル 1アドレスビット 7～3 

LPCチャネル 1のホストアドレスの設定を行います。 

2 bit2 0 R/W － リザーブビット 

アドレス一致判定では無視されます。 

1 bit1 0 R/W － 

0 bit0 0 R/W － 

チャネル 1アドレスビット 1、0 

LPCチャネル 1のホストアドレスの設定を行います。 

 

• ホスト選択レジスタ 
I/Oアドレス 転送サイクル ホスト選択レジスタ 

bit15～3 bit2 bit1、0   

LADR1（bit15～3） 0 LADR1（bit1、0） I/Oライト IDR1ライト（データ） 

LADR1（bit15～3） 1 LADR1（bit1、0） I/Oライト IDR1ライト（コマンド） 

LADR1（bit15～3） 0 LADR1（bit1、0） I/Oリード ODR1リード 

LADR1（bit15～3） 1 LADR1（bit1、0） I/Oリード STR1リード 

【注】 チャネル 1を使用する場合は、LADR1をチャネル 2、3、4、および SCIFと異なるアドレスに設定にしてください。 
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19.3.6 LPCチャネル 2アドレスレジスタ H、L（LADR2H、LADR2L） 
LADR2は LPCチャネル 2のホストアドレスの設定を行います。LADR2は、チャネル 2動作時（LPC2Eを

1にセットした状態）では、内容を変更しないでください。 
 

• LADR2H 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

bit15 

bit14 

bit13 

bit12 

bit11 

bit10 

bit9 

bit8 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

チャネル 2アドレスビット 15～8 

LPCチャネル 2のホストアドレスの設定を行います。 

 

• LADR2L 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 

6 

5 

4 

3 

bit7 

bit6 

bit5 

bit4 

bit3 

0 

1 

1 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

チャネル 2アドレスビット 7～3 

LPCチャネル 2のホストアドレスの設定を行います。 

2 bit2 0 R/W － リザーブビット 

アドレス一致判定では無視されます。 

1 bit1 1 R/W － 

0 bit0 0 R/W － 

チャネル 2アドレスビット 1、0 

LPCチャネル 2のホストアドレスの設定を行います。 

 

• ホスト選択レジスタ 
I/Oアドレス 転送サイクル ホスト選択レジスタ 

bit15～3 bit2 bit1、0   

LADR2（bit15～3） 0 LADR2（bit1、0） I/Oライト IDR2ライト（データ） 

LADR2（bit15～3） 1 LADR2（bit1、0） I/Oライト IDR2ライト（コマンド） 

LADR2（bit15～3） 0 LADR2（bit1、0） I/Oリード ODR2リード 

LADR2（bit15～3） 1 LADR2（bit1、0） I/Oリード STR2リード 

【注】 チャネル 2を使用する場合は、LADR2をチャネル 1、3、4、および SCIFと異なるアドレスに設定にしてください。 
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19.3.7 LPCチャネル 3アドレスレジスタ H、L（LADR3H、LADR3L） 
LADR3は LPCチャネル 3のホストアドレスの設定、および、双方向レジスタの動作の制御を行います。

LADR3のアドレス部分は、チャネル 3動作時（LPC3Eを 1にセットした状態）では、内容を変更しないでく

ださい。 
 

• LADR3H 
R/W ビット ビット名 初期値 

スレーブ ホスト

説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

bit15 

bit14 

bit13 

bit12 

bit11 

bit10 

bit9 

bit8 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

チャネル 3アドレスビット 15～8 

LPCチャネル 3のホストアドレスの設定を行います。 

 

• LADR3L 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 

6 

5 

4 

3 

bit7 

bit6 

bit5 

bit4 

bit3 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

チャネル 3アドレスビット 7～3 

LPCチャネル 3のホストアドレスの設定を行います。 

2 ― 0 R/W － リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

1 bit1 0 R/W － チャネル 3アドレスビット 1 

LPCチャネル 3のホストアドレスの設定を行います。 

0 TWRE 0 R/W － 双方向レジスタイネーブル 

双方向レジスタの動作を許可または禁止します。 

0：TWRの動作を禁止 

   TWRに関して I/Oアドレスの一致判定を停止 

1：TWRの動作を許可 
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LPC3E＝1の場合、LPCの I/Oサイクルで受信した I/Oアドレスは、LADR3の内容と比較されます。IDR3、

ODR3、STR3のアドレス一致判定時には、LADR3のビット 0を 0とみなし、ビット 2の内容は無視します。

TWR0～TWR15のアドレス一致判定時には、LADR3のビット 4を反転し、ビット 3～0の内容は無視します。 
 

• ホスト選択レジスタ 
  I/Oアドレス   転送 ホスト選択レジスタ 

ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 サイクル  

bit4 bit3 0 bit1 0 I/Oライト IDR3ライト、C/D3←0 

bit4 bit3 1 bit1 0 I/Oライト IDR3ライト、C/D3←1 

bit4 bit3 0 bit1 0 I/Oリード ODR3リード 

bit4 bit3 1 bit1 0 I/Oリード STR3リード 

bit4 0 0 0 0 I/Oライト TWR0MWライト 

bit4 0 0 0 1 I/Oライト TWR1ライト 

 ： ： ： ：  ～ 

 1 1 1 1  TWR15ライト 

bit4 0 0 0 0 I/Oリード TWR0SWリード 

bit4 0 0 0 1 I/Oリード TWR1リード 

 ： ： ： ：  ～ 

 1 1 1 1  TWR15リード 

【注】 チャネル 3を使用する場合は、LADR3の設定をチャネル 1、2、4、および SCIFと異なるアドレスに設定にしてくだ

さい。 
 

19.3.8 LPCチャネル 4アドレスレジスタ H、L（LADR4H、LADR4L） 
LADR4は、LPCチャネル 4のホストアドレスの設定を行います。LADR4は、チャネル 4動作時（LPC4E

を 1にセットした状態）では、内容を変更しないでください。 
 

• LADR4H 
R/W ビット ビット名 初期値 

スレーブ ホスト

説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

bit15 

bit14 

bit13 

bit12 

bit11 

bit10 

bit9 

bit8 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

チャネル 4アドレスビット 15～8 

LPCチャネル 4のホストアドレスの設定を行います。 
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• LADR4L 
R/W ビット ビット名 初期値

スレーブ ホスト

説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

bit7 

bit6 

bit5 

bit4 

bit3 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

チャネル 4アドレスビット 7～3 

LPCチャネル 4のホストアドレスの設定を行います。 

2 bit2 0 R/W － リザーブビット 

アドレス一致判定では無視されます。 

1 

0 

bit1 

bit0 

0 

0 

R/W 

R/W 

－ 

－ 

チャネル 4アドレスビット 1、0 

LPCチャネル 4のホストアドレスの設定を行います。 

 

• ホスト選択レジスタ 
I/Oアドレス 

ビット 15～3 ビット 2 ビット 1、0 

転送サイクル ホスト選択レジスタ 

LADR4（bit15～3） 0 LADR4（bit1、0） I/Oライト IDR4ライト（データ） 

LADR4（bit15～3） 1 LADR4（bit1、0） I/Oライト IDR4ライト（コマンド） 

LADR4（bit15～3） 0 LADR4（bit1、0） I/Oリード ODR4リード 

LADR4（bit15～3） 1 LADR4（bit1、0） I/Oリード STR4リード 

【注】 チャネル 4を使用する場合は、LADR4をチャネル 1、2、3、および SCIFと異なるアドレスに設定にしてください。 
 

19.3.9 入力データレジスタ 1～4（IDR1～IDR4） 
IDR1～IDR4は 8ビットの、スレーブ（本 LSI）に対してはリード専用の、ホストに対してはライト専用の

レジスタです。I/Oアドレスによってホストから選択されるレジスタは以下のようになります。LPCの I/Oラ

イトサイクルで転送されたデータが、選択されたレジスタにライトされます。I/Oアドレスのビット 2は STR

の C/Dビットに反映され、コマンドライトとデータライトの識別に用いられます。IDR1～IDR4の初期値は

H'00です。 
 

I/Oアドレス 転送 ホスト選択レジスタ 

ビット 15～4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 サイクル  

bit15～4 bit3 0 bit1 bit0 I/Oライト IDRnライト、C/Dn←0 

bit15～4 bit3 1 bit1 bit0 I/Oライト IDRnライト、C/Dn←1 

（n＝1～4） 
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19.3.10 出力データレジスタ 1～4（ODR1～ODR4） 
ODR1～ODR4は 8ビットの、スレーブ（本 LSI）に対してはリード／ライト可能な、ホストに対してはリ

ード専用のレジスタです。I/Oアドレスによってホストから選択されるレジスタは以下のようになります。

LPCの I/Oリードサイクルで、選択されたレジスタのデータがホストに転送されます。ODR1～ODR4の初期

値は H'00です。 
 

I/Oアドレス 転送 ホスト選択レジスタ 

ビット 15～4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 サイクル  

bit15～4 bit3 0 bit1 bit0 I/Oリード ODRnリード 

（n＝1～4） 
 

19.3.11 双方向データレジスタ 0～15（TWR0～TWR15） 
TWR0～TWR15は、スレーブ（本 LSI）とホストで、どちらからもリード／ライト可能な 16バイトの 8ビ

ットレジスタです。ただし、TWR0は、ホストアドレス、スレーブアドレスとも同一のアドレスにふたつの

レジスタ（TWR0MW、TWR0SW）が割り当てられています。TWR0MWは、ホストからはライト専用、スレ

ーブからはリード専用のレジスタです。TWR0SWは、スレーブからはライト専用、ホストからはリード専用

のレジスタです。ホストとスレーブがライトを開始する場合、それぞれ TWR0にライトした後、そのライト

が有効だったかをステータスフラグで確認することにより同時アクセス時のアクセス権の調停を行います。 

ホストにアクセス権がある場合、TWR0には TWR0MWが選択され、ホストが TWR0SWをリードすると

TWR0MWの状態が読み出されます。スレーブによる TWR0SWへのライトは無効です。 

スレーブにアクセス権がある場合、TWR0には TWR0SWが選択され、スレーブが TWR0MWをリードす

ると TWR0SWの状態が読み出されます。ホストによる TWR0MWへのライトは無効です。 

I/Oアドレスによってホストから選択されるレジスタは、「19.3.7 LPCチャネル 3アドレスレジスタ H、

L（LADR3H、LADR3L）」を参照してください。 

LPCの I/Oライトサイクルで転送されたデータが、選択されたレジスタにライトされ、LPCの I/Oリード

サイクルで、選択されたレジスタのデータがホストに転送されます。TWR0～TWR15の初期値は H'00です。 
 

19.3.12 ステータスレジスタ 1～4（STR1～STR4） 
STR1～STR4は、8ビットのレジスタで、LPCインタフェース処理中の状態を表示します。I/Oアドレスに

よってホストから選択されるレジスタは以下のようになります。LPCの I/Oリードサイクルで、選択された

レジスタのデータがホストに転送されます。 
 

I/Oアドレス 転送 ホスト選択レジスタ 

ビット 15～4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 サイクル  

bit15～4 bit3 1 bit1 bit0 I/Oリード STRnリード 

（n＝1～4） 
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• STR1 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 

6 

5 

4 

DBU17 

DBU16 

DBU15 

DBU14 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R 

R 

R 

R 

ユーザ定義ビット 

ユーザが必要に応じて使用できるビットです。 

3 C/D1 0 R R コマンド／データ 

ホストが IDR1に対してライトを行ったときの、I/Oアドレスのビッ

ト 2の状態がライトされ、IDR1の内容がデータかコマンドかを識

別します。 

0：入力データレジスタ（IDR1）の内容はデータ 

1：入力データレジスタ（IDR1）の内容はコマンド 

2 DBU12 0 R/W R ユーザ定義ビット 

ユーザが必要に応じて使用できるビットです。 

1 IBF1 0 R R 入力データレジスタフル 

スレーブ（本 LSI）に対しての内部割り込み要因の 1つとなります。

なお、高速 GATE A20を使用しているときは IBF1フラグのセット

／クリア条件が変わります。詳細は表 19.5を参照してください。

0：［クリア条件］ 

スレーブが IDR1をリード  

1：［セット条件］ 

I/Oライトサイクルにより IDR1にホストライト 

0 OBF1 0 R/(W)* R 出力データレジスタフル 

0：［クリア条件］ 

I/Oリードサイクルにより ODR1をホストリード、またはス

レーブが OBF1ビットに 0ライト 

1：［セット条件］ 

スレーブが ODR1にライト 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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• STR2 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 

6 

5 

4 

DBU27 

DBU26 

DBU25 

DBU24 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R 

R 

R 

R 

ユーザ定義ビット 

ユーザが必要に応じて使用できるビットです。 

3 C/D2 0 R R コマンド／データ 

ホストが IDR2に対してライトを行ったときの、I/Oアドレスのビッ

ト 2の状態がライトされ、IDR2の内容がデータかコマンドかを識

別します。 

0：入力データレジスタ（IDR2）の内容はデータ 

1：入力データレジスタ（IDR2）の内容はコマンド 

2 DBU22 0 R/W R ユーザ定義ビット 

ユーザが必要に応じて使用できるビットです。 

1 IBF2 0 R R 入力データレジスタフル 

スレーブ（本 LSI）に対しての内部割り込み要因の 1つとなります。

0：［クリア条件］ 

スレーブが IDR2をリード  

1：［セット条件］ 

I/Oライトサイクルにより IDR2にホストライト 

0 OBF2 0 R/(W)* R 出力データレジスタフル 

0：［クリア条件］ 

I/Oリードサイクルにより ODR2をホストリード、またはス

レーブが OBF2ビットに 0ライト 

1：［セット条件］ 

スレーブが ODR2にライト 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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• STR3（TWRE＝1またはSELSTR3＝0のとき） 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 IBF3B 0 R R 双方向レジスタ入力データフルフラグ 

スレーブ（本 LSI）に対しての内部割り込み要因の 1つとなります。

0：［クリア条件］ 

スレーブが TWR15をリード 

1：［セット条件］ 

ホストが I/Oライトサイクルにより TWR15にライト 

6 OBF3B 0 R/(W)* R 双方向レジスタ出力データフルフラグ 

0：［クリア条件］ 

ホストが I/Oリードサイクルにより TWR15をリード、また

はスレーブが OBF3Bビットに 0ライト 

1：［セット条件］ 

スレーブが TWR15にライト 

5 MWMF 0 R R マスタライトモードフラグ 

0：［クリア条件］ 

スレーブが TWR15をリード 

1：［セット条件］ 

ホストが SWMF＝0の状態で、I/Oライトサイクルにより

TWR0にライト 

4 SWMF 0 R/(W)* R スレーブライトモードフラグ 

マスタとスレーブの同時ライト時にはマスタのライトが優先され

ます。 

0：［クリア条件］ 

ホストが I/Oリードサイクルにより TWR15をリード、また

はスレーブが SWMFビットに 0ライト 

1：［セット条件］ 

MWMF＝0の状態で、スレーブが TWR0にライト 

3 C/D3 0 R R コマンド／データフラグ 

ホストが IDR3に対してライトを行ったときの、I/Oアドレスのビッ

ト 2の状態がライトされ、IDR3の内容がデータかコマンドかを識

別します。 

0：入力データレジスタ（IDR3）の内容はデータ 

1：入力データレジスタ（IDR3）の内容はコマンド 

2 DBU32 0 R/W R ユーザ定義ビット 

ユーザが必要に応じて使用できるビットです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

1 IBF3A 0 R R 入力データレジスタフル 

スレーブ（本 LSI）に対しての内部割り込み要因の 1つとなります。

0：［クリア条件］ 

スレーブが IDR3をリード 

1：［セット条件］ 

ホストが I/Oライトサイクルにより IDRにライト 

0 OBF3A 0 R/(W)* R 出力データレジスタフル 

0：［クリア条件］ 

I/Oリードサイクルにより ODR3をホストリード、またはス

レーブが OBF3ビットに 0ライト 

1：［セット条件］ 

スレーブが ODR3にライト 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 

• STR3（TWRE＝0でSELSTR3＝1のとき） 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 

6 

5 

4 

DBU37 

DBU36 

DBU35 

DBU34 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R 

R 

R 

R 

ユーザ定義ビット 

ユーザが必要に応じて使用できるビットです。 

3 C/D3 0 R R コマンド／データ 

ホストが IDR3に対してライトを行ったときの、I/Oアドレスのビッ

ト 2の状態がライトされ、IDR3の内容がデータかコマンドかを識

別します。 

0：入力データレジスタ（IDR3）の内容はデータ 

1：入力データレジスタ（IDR3）の内容はコマンド 

2 DBU32 0 R/W R ユーザ定義ビット 

ユーザが必要に応じて使用できるビットです。 

1 IBF3 0 R R 入力データレジスタフル 

スレーブ（本 LSI）に対しての内部割り込み要因の 1つとなります。

0：［クリア条件］ 

スレーブが IDR3をリード  

1：［セット条件］ 

I/Oライトサイクルにより IDR3にホストライト 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

0 OBF3 0 R/(W)* R 出力データレジスタフル 

0：［クリア条件］ 

I/Oリードサイクルにより ODR3をホストリード、またはス

レーブが OBF3ビットに 0ライト 

1：［セット条件］ 

スレーブが ODR3にライト 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 

• STR4 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 

6 

5 

4 

DBU47 

DBU46 

DBU45 

DBU44 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R 

R 

R 

R 

ユーザ定義ビット 

ユーザが必要に応じて使用できるビットです。 

3 C/D4 0 R R コマンド／データ 

ホストが IDR4に対してライトを行ったときの、I/Oアドレスのビッ

ト 2の状態がライトされ、IDR4の内容がデータかコマンドかを識

別します。 

0：入力データレジスタ（IDR4）の内容はデータ 

1：入力データレジスタ（IDR4）の内容はコマンド 

2 DBU42 0 R/W R ユーザ定義ビット 

ユーザが必要に応じて使用できるビットです。 

1 IBF4 0 R R 入力データレジスタフル 

スレーブ（本 LSI）に対しての内部割り込み要因の 1つとなります。

0：［クリア条件］ 

スレーブが IDR4をリード  

1：［セット条件］ 

I/Oライトサイクルにより IDR4にホストライト 

0 OBF4 0 R/(W)* R 出力データレジスタフル 

0：［クリア条件］ 

I/Oリードサイクルにより ODR4をホストリード、またはス

レーブが OBF4ビットに 0ライト 

1：［セット条件］ 

スレーブが ODR4にライト 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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19.3.13 SERIRQコントロールレジスタ 0（SIRQCR0） 
SIRQCR0には、SERIRQの動作モードを示すステータスビットと、SERIRQの割り込みソースを指定する

ビットがあります。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 Q/C 0 R － クワイエット／コンティニュアスモードフラグ 

SERIRQの転送サイクルの最後で、ホストにより指定されたモード
を示します。 

0：コンティニュアスモード  

［クリア条件］ 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• SERIRQ転送サイクルのストップフレームによる指定 

1：クワイエットモード 

［セット条件］ 

SERIRQ転送サイクルのストップフレームによる指定 

6 SELREQ 0 R/W － スタートフレーム起動要求選択 

クワイエットモードでホスト割り込み要求がクリアされた場合の

スタートフレーム起動の条件を選択します。 

0：すべての割り込み要求がクリアされたとき 

1：1つ以上の割り込み要求がクリアされたとき 

5 IEDIR2 0 R/W － 割り込みイネーブルダイレクトモード 2 

LPCチャネル 2の SERIRQの割り込み要因の発生を、OBFに関連
付けて行うか、ホスト割り込み許可ビットのみで行うかを制御しま

す。 

0：ホスト割り込みは、ホスト割り込み許可ビットと、対応する
OBFが両方とも 1にセットされたときに要求 

1：ホスト割り込みは、ホスト割り込み許可ビットが 1にセット
されたときに要求 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

4 SMIE3B 0 R/W － ホスト SMI割り込みイネーブル 3B 

TWR15ライトにより OBF3Bがセットされた場合の、SMI割り込
み要求を許可または禁止します。 

0：OBF3Bおよび SMIE3Bによる SMI割り込みの要求を禁止 

［クリア条件］ 

• SMIE3Bへの 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF3Bの 0クリア（IEDIR3＝0の場合） 

1：［IEDIR3＝0の場合］ 

OBF3Bの 1セットによる SMI割り込み要求を許可 

［IEDIR3＝1の場合］ 

SMI割り込みを要求 

［セット条件］ 
SMIE3B＝0リード後の 1ライト 

3 SMIE3A 0 R/W － ホスト SMI割り込みイネーブル 3A 

ODR3ライトにより OBF3Aがセットされた場合の、SMI割り込み

要求を許可または禁止します。 
0：OBF3Aおよび SMIE3Aによる SMI割り込みの要求を禁止 

［クリア条件］ 

• SMIE3Aへの 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF3Aの 0クリア（IEDIR3＝0の場合） 

1：［IEDIR3＝0の場合］ 

OBF3Aの 1セットによる SMI割り込み要求を許可 

［IEDIR3＝1の場合］ 

SMI割り込みを要求 

［セット条件］ 

SMIE3A＝0リード後の 1ライト 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

2 SMIE2 0 R/W － ホスト SMI割り込みイネーブル 2 

ODR2ライトにより OBF2がセットされた場合の、SMI割り込み要

求を許可または禁止します。 
0：OBF2および SMIE2による SMI割り込みの要求を禁止 
［クリア条件］ 

• SMIE2への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF2の 0クリア（IEDIR2＝0の場合） 
1：［IEDIR2＝0の場合］ 

OBF2の 1セットによる SMI割り込み要求を許可 
［IEDIR2＝1の場合］ 
SMI割り込みを要求 
［セット条件］ 
SMIE2＝0リード後の 1ライト 

1 IRQ12E1 0 R/W － ホスト IRQ12割り込みイネーブル 1 

ODR1ライトにより OBF1がセットされた場合の、HIRQ12割り込

み要求を許可または禁止します。 

0：OBF1および IRQ12E1による HIRQ12割り込みの要求を禁止

［クリア条件］ 

• IRQ12E1への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF1の 0クリア 

1：OBF1の 1セットによる HIRQ12割り込み要求を許可 

［セット条件］ 

IRQ12E1＝0リード後の 1ライト 

0 IRQ1E1 0 R/W － ホスト IRQ1割り込みイネーブル 1 

ODR1ライトにより OBF1がセットされた場合の、HIRQ1割り込

み要求を許可または禁止します。 

0：OBF1および IRQ1E1による HIRQ1割り込みの要求を禁止 

［クリア条件］ 

• IRQ1E1への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF1の 0クリア 

1：OBF1の 1セットによる HIRQ1割り込み要求を許可 

［セット条件］ 

IRQ1E1＝0リード後の 1ライト 
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19.3.14 SERIRQコントロールレジスタ 1（SIRQCR1） 
SIRQCR1には、SERIRQの割り込み要求の許可または禁止を指定するビットがあります。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 IRQ11E3 0 R/W － ホスト IRQ11割り込みイネーブル 3 

ODR3ライトにより OBF3Aがセットされた場合の、HIRQ11割り

込み要求を許可または禁止します。 
0：OBF3Aおよび IRQ11E3によるHIRQ11割り込みの要求を禁止

［クリア条件］ 

• IRQ11E3への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF3Aの 0クリア（IEDIR3＝0の場合） 
1：［IEDIR3＝0の場合］ 

OBF3Aの 1セットによる HIRQ11割り込み要求を許可 

［IEDIR3＝1の場合］ 

HIRQ11割り込みを要求 

［セット条件］ 

IRQ11E3＝0リード後の 1ライト 

6 IRQ10E3 0 R/W － ホスト IRQ10割り込みイネーブル 3 

ODR3ライトにより OBF3Aがセットされた場合の、HIRQ10割り

込み要求を許可または禁止します。 

0：OBF3Aおよび IRQ10E3による HIRQ10割り込みの要求を禁

止 

［クリア条件］ 

• IRQ10E3への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF3Aの 0クリア（IEDIR3＝0の場合） 

1：［IEDIR3＝0の場合］ 

OBF3Aの 1セットによる HIRQ10割り込み要求を許可 

［IEDIR3＝1の場合］ 

HIRQ10割り込みを要求 

［セット条件］ 

IRQ10E3＝0リード後の 1ライト 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

5 IRQ9E3 0 R/W － ホスト IRQ9割り込みイネーブル 3 

ODR3ライトにより OBF3Aがセットされた場合の、HIRQ9割り込

み要求を許可または禁止します。 

0：OBF3Aおよび IRQ9E3による HIRQ9割り込みの要求を禁止

［クリア条件］ 

• IRQ9E3への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF3Aの 0クリア（IEDIR3＝0の場合） 

1：［IEDIR3＝0の場合］ 

OBF3Aの 1セットによる HIRQ9割り込み要求を許可 

［IEDIR3＝1の場合］ 

HIRQ9割り込みを要求 

［セット条件］ 

IRQ9E3＝0リード後の 1ライト 

4 IRQ6E3 0 R/W － ホスト IRQ6割り込みイネーブル 3 

ODR3ライトにより OBF3Aがセットされた場合の、HIRQ6割り込

み要求を許可または禁止します。 

0：OBF3Aおよび IRQ6E3による HIRQ6割り込みの要求を禁止

［クリア条件］ 

• IRQ6E3への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF3Aの 0クリア（IEDIR3＝0の場合） 

1：［IEDIR3＝0の場合］ 

OBF3Aの 1セットによる HIRQ6割り込み要求を許可 

［IEDIR3＝1の場合］ 

HIRQ6割り込みを要求 

［セット条件］ 

IRQ6E3＝0リード後の 1ライト 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

3 IRQ11E2 0 R/W － ホスト IRQ11割り込みイネーブル 2 

ODR2ライトにより OBF2がセットされた場合の、HIRQ11割り込
み要求を許可または禁止します。 

0：OBF2および IRQ11E2による HIRQ11割り込みの要求を禁止

［クリア条件］ 

• IRQ11E2への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF2の 0クリア（IEDIR2＝0の場合） 

1：［IEDIR2＝0の場合］ 

OBF2の 1セットによる HIRQ11割り込み要求を許可 

［IEDIR2＝1の場合］ 

HIRQ11割り込みを要求 

［セット条件］ 

IRQ11E2＝0リード後の 1ライト 

2 IRQ10E2 0 R/W － ホスト IRQ10割り込みイネーブル 2 
ODR2ライトにより OBF2がセットされた場合の、HIRQ10割り込
み要求を許可または禁止します。 

0：OBF2および IRQ10E2による HIRQ10割り込みの要求を禁止

［クリア条件］ 

• IRQ10E2への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF2の 0クリア（IEDIR2＝0の場合） 

1：［IEDIR2＝0の場合］ 

OBF2の 1セットによる HIRQ10割り込み要求を許可 

［IEDIR2＝1の場合］ 

HIRQ10割り込みを要求 

［セット条件］ 

IRQ10E2＝0リード後の 1ライト 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

1 IRQ9E2 0 R/W － ホスト IRQ9割り込みイネーブル 2 
ODR2ライトにより OBF2がセットされた場合の、HIRQ9割り込
み要求を許可または禁止します。 

0：OBF2および IRQ9E2による HIRQ9割り込みの要求を禁止 

［クリア条件］ 

• IRQ9E2への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF2の 0クリア（IEDIR2＝0の場合） 

1：［IEDIR2＝0の場合］ 

OBF2の 1セットによる HIRQ9割り込み要求を許可 

［IEDIR2＝1の場合］ 

HIRQ9割り込みを要求 

［セット条件］ 

IRQ9E2＝0リード後の 1ライト 

0 IRQ6E2 0 R/W － ホスト IRQ6割り込みイネーブル 2 

ODR2ライトにより OBF2がセットされた場合の、HIRQ6割り込

み要求を許可または禁止します。 

0：OBF2および IRQ6E2による HIRQ6割り込みの要求を禁止 

［クリア条件］ 

• IRQ6E2への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF2の 0クリア（IEDIR2＝0の場合） 

1：［IEDIR2＝0の場合］ 

OBF2の 1セットによる HIRQ6割り込み要求を許可 

［IEDIR2＝1の場合］ 

HIRQ6割り込みを要求 

［セット条件］ 

IRQ6E2＝0リード後の 1ライト 

 



19. LPCインタフェース（LPC） 

Rev.2.00  2009.09.18  19-33

  RJJ09B0473-0200 

19.3.15 SERIRQコントロールレジスタ 2（SIRQCR2） 
SIRQCR2には、SERIRQの割り込み要求の許可または禁止を指定するビットがあります。また、ホスト割

り込み要求信号の出力を選択するビットがあります。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 IEDIR3 0 R/W － 割り込みイネーブルダイレクトモード 3 

LPCチャネル 3の SERIRQの割り込み要因の発生を、OBFに関連

づけて行うか、ホスト割り込み許可ビットのみで行うかを制御しま

す。 

0：ホスト割り込みは、ホスト割り込み許可ビットと、対応する

OBFが両方とも 1にセットされたときに要求 

1：ホスト割り込みは、ホスト割り込み許可ビットが 1にセット

されたときに要求 

6 IEDIR4 0 R/W － 割り込みイネーブルダイレクトモード 4 

LPCチャネル 4の SERIRQの割り込み要因の発生を、OBFに関連

づけて行うか、ホスト割り込み許可ビットのみで行うかを制御しま

す。 

0：ホスト割り込みは、ホスト割り込み許可ビットと、対応する

OBFが両方とも 1にセットされたときに要求 

1：ホスト割り込みは、ホスト割り込み許可ビットが 1にセット

されたときに要求 

5 IRQ11E4 0 R/W － ホスト IRQ11割り込みイネーブル 4 

ODR4ライトにより OBF4がセットされた場合の、HIRQ11の割り

込み要求を許可または禁止します。 

0：OBF4および IRQ11E4による HIRQ11割り込みの要求を禁止

［クリア条件］ 

• IRQ11E4への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF4の 0クリア（IEDIR4＝0の場合） 

1：［IEDIR4＝0の場合］ 

OBF4の 1セットによる HIRQ11割り込み要求を許可 

［IEDIR4＝1の場合］ 

HIRQ11割り込みを要求 

［セット条件］ 

IRQ11E4＝0リード後の 1ライト 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

4 IRQ10E4 0 R/W － ホスト IRQ10割り込みイネーブル 4 

ODR4ライトにより OBF4がセットされた場合の、HIRQ10の割り

込み要求を許可または禁止します。 

0：OBF4および IRQ10E4による HIRQ10割り込みの要求を禁止

［クリア条件］ 

• IRQ10E4への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF4の 0クリア（IEDIR4＝0の場合） 
1：［IEDIR4＝0の場合］ 

OBF4の 1セットによる HIRQ10割り込み要求を許可 

［IEDIR4＝1の場合］ 

HIRQ10割り込みを要求 
［セット条件］ 

IRQ10E4＝0リード後の 1ライト 

3 IRQ9E4 0 R/W － ホスト IRQ9割り込みイネーブル 4 

ODR4ライトにより OBF4がセットされた場合の、HIRQ9の割り込

み要求を許可または禁止します。 

0：OBF4および IRQ9E4による HIRQ9割り込みの要求を禁止 

［クリア条件］ 

• IRQ9E4への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF4の 0クリア（IEDIR4＝0の場合） 

1：［IEDIR4＝0の場合］ 

OBF4の 1セットによる HIRQ9割り込み要求を許可 

［IEDIR4＝1の場合］ 

HIRQ9割り込みを要求 

［セット条件］ 

IRQ9E4＝0リード後の 1ライト 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

2 IRQ6E4 0 R/W － ホスト IRQ6割り込みイネーブル 4 

ODR4ライトにより OBF4がセットされた場合の、HIRQ6の割り込

み要求を許可または禁止します。 

0：OBF4および IRQ6E4による HIRQ6割り込みの要求を禁止 

［クリア条件］ 

• IRQ6E4への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF4の 0クリア（IEDIR4＝0の場合） 

1：［IEDIR4＝0の場合］ 

OBF4の 1セットによる HIRQ6割り込み要求を許可 

［IEDIR4＝1の場合］ 

HIRQ6割り込みを要求 

［セット条件］ 

IRQ6E4＝0リード後の 1ライト 

1 SMIE4 0 R/W － ホスト SMI割り込みイネーブル 4 

ODR4ライトにより OBF4がセットされた場合の、SMIの割り込み

要求を許可または禁止します。 

0：OBF4および SMIE4による SMI割り込みの要求を禁止 

［クリア条件］ 

• SMIE4への 0ライト 

• LPCハードウェアリセット、LPCソフトウェアリセット 

• OBF4の 0クリア（IEDIR4＝0の場合） 

1：［IEDIR4＝0の場合］ 

OBF4の 1セットによる SMI割り込み要求を許可 

［IEDIR4＝1の場合］ 

SMI割り込みを要求 

［セット条件］ 

SMIE4＝0リード後の 1ライト 

0 ― 0 R/W － リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 
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19.3.16 SERIRQコントロールレジスタ 3（SIRQCR3） 
SIRQCR3には、ホスト割り込み要求信号の出力を選択するビットがあります。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

SELIRQ15 

SELIRQ14 

SELIRQ13 

SELIRQ8 

SELIRQ7 

SELIRQ5 

SELIRQ4 

SELIRQ3 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

ホスト IRQ割り込み選択 

SERIRQ出力を選択するビットです。 

0：SERIRQ端子出力はハイインピーダンス 

1：SERIRQ端子出力はローレベル 

 

19.3.17 SERIRQコントロールレジスタ 4（SIRQCR4） 
SIRQCR4には、SCIFの SERIRQ割り込み要求を選択するレジスタです。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7～4 － すべて 0 R/W － リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

3 

2 

1 

0 

SCSIRQ3 

SCSIRQ2 

SCSIRQ1 

SCSIRQ0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

－ 

－ 

－ 

－ 

SCIF SERIRQ要求 

SCIFのホスト割り込み要求を選択します。 

0000：ホスト割り込み要求なし 

0001：HIRQ1 

0010：SMI 

0011：HIRQ3 

0100：HIRQ4 

0101：HIRQ5 

0110：HIRQ6 

0111：HIRQ7 

1000：HIRQ8 

1001：HIRQ9 

1010：HIRQ10 

1011：HIRQ11 

1100：HIRQ12 

1101：HIRQ13 

1110：HIRQ14 

1111：HIRQ15 
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19.3.18 SCIFアドレスレジスタ（SCIFADRH、SCIFADRL） 
SCIFADRは、SCIFのホストアドレスの設定を行います。SCIFADRは、SCIF動作時（SCIFEを 1にセット

した状態）では、内容を変更しないでください。 
 

• SCIFADRH 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 － 0 R/W － 

6 － 0 R/W － 

5 － 0 R/W － 

4 － 0 R/W － 

3 － 0 R/W － 

2 － 0 R/W － 

1 － 1 R/W － 

0 － 1 R/W － 

SCIFアドレスビット 15～8 

SCIFのホストアドレスの設定を行います。 

 

• SCIFADRL 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 － 1 R/W － 

6 － 1 R/W － 

5 － 1 R/W － 

4 － 1 R/W － 

3 － 1 R/W － 

2 － 0 R/W － 

1 － 0 R/W － 

0 － 0 R/W － 

SCIFアドレスビット 7～0 

SCIFのホストアドレスの設定を行います。 

【注】 SCIFを使用する場合は、SCIFADRの設定をチャネル 1、2、3、4と異なるアドレスにして設定してください。 
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19.3.19 ホストインタフェースセレクトレジスタ（HISEL） 
HISELは、STR3レジスタのビット 7～4の機能を選択することができます。また、各フレームのホスト割

り込み要求信号の出力を選択することができます。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

   スレーブ ホスト  

7 SELSTR3 0 R/W － ステータスレジスタ 3の選択 

LADR3Lの TWREビットとの組み合わせにより、STR3のビット 7

～4の機能を選択します。STR3についての詳細は、「19.3.12 ス

テータスレジスタ 1～4（STR1～STR4）」を参照してください。

0：ホストインタフェース処理中の状態を表示します。 

1：［TWRE＝1］のとき 

ホストインタフェース処理中の状態を表示します。 

［TWRE＝0］のとき 

ユーザが必要に応じて使用できるリード／ライト可能なビ

ットになります。 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

SELIRQ11 

SELIRQ10 

SELIRQ9 

SELIRQ6 

SELSMI 

SELIRQ12 

SELIRQ1 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

ホスト IRQ割り込み選択 

SERIRQ出力を選択するビットです。 

0：［ホスト割り込み要求がクリアされている場合］ 

SERIRQ端子出力はハイインピーダンス 

［ホスト割り込み要求がセットされている場合］ 

SERIRQ端子出力はローレベル 

1：［ホスト割り込み要求がクリアされている場合］ 

SERIRQ端子出力はローレベル 

［ホスト割り込み要求がセットされている場合］ 

SERIRQ端子出力はハイインピーダンス 
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19.4 動作説明 

19.4.1 LPCインタフェースの起動 
HICR0の LPC3E～LPC1Eビット、HICR4の LPC4Eビットのいずれかひとつを 1にセットすることにより、

LPCインタフェースが起動します。LPCインタフェースを起動することにより、関連する I/Oポート（P37

～P30、P83、P82）は LPCインタフェース専用入出力となります。さらに HICR0の FGA20E、PMEE、LSMIE

および LSCIEビットを 1にセットすることにより、関連する I/Oポート（P81、P80、PB1、PB0）が LPCイ

ンタフェースの入出力に加わります。 

リセット解除後の LPCインタフェースの起動は、以下の手順に従ってください。 
 

1. 信号線の状態をリードして、LPCを接続可能であることを確認します。 

また、LPCの内部状態が初期状態であることを確認します。 

2. チャネル1、2、4を使用する場合は、LADR1、LADR2、LADR4を設定してI/Oアドレスを決定します。 

3. チャネル3を使用する場合は、LADR3を設定してチャネル3のI/Oアドレスおよび双方向レジスタの使用の

有無を決定します。 

4. 使用するチャネルのイネーブルビット（LPC4E～LPC1E）をセットします。 

5. 使用する付加機能のイネーブルビット（FGA20E、PMEE、LSMIE、LSCIE）をセットします。 

6. その他の機能の選択ビット（SDWNE、IEDIR）を設定します。 

7. 念のため、割り込みフラグ（LRST、SDWN、ABRT、OBF、OBEI）をクリアします。IBFをクリアする

ために、IDRやTWR15をリードします。 

8. 受信完了割り込みが必要なときは、受信完了割り込みイネーブルビット（IBFIE4～IBFIE1、ERRIE、

OBEIE）を設定します。 
 

19.4.2 LPCの I/Oサイクル 
LPCの転送サイクルには、LPCメモリリード、LPCメモリライト、I/Oリード、I/Oライト、DMAリード、

DMAライト、バスマスタメモリリード、バスマスタメモリライト、バスマスタ I/Oリード、バスマスタ I/O

ライト、FWメモリリード、FWメモリライトの、合計 12種類が存在します。本 LSIの LPCは、このうち I/O

リード、I/Oライトをサポートします。 

LPCの転送サイクルは、バスアイドル状態で LFRAME信号が Lowレベルになることにより起動されます。

バスアイドルでない状態で LFRAME信号が Lowレベルになると、その LPC転送サイクルの強制終了（アボ

ート）が要求されたことを表します。 

I/Oリードサイクルおよび I/Oライトサイクルでは、LCLKに同期して、次の順番で LAD3～LAD0を用い

て転送が行われます。スレーブからの同期返送サイクルは、B'0000以外の値を返送してホストを待たせるこ

とが可能ですが、本 LSIの LPCでは必ず B'0000を返送します。 
 

LPCインタフェースは、受信したアドレスが LPCのレジスタ（IDR、ODR、STR、TWR）のホストアドレ

スに一致した場合にビジーとなり、ステートカウント 12のターンアラウンドを出力することによりアイドル

状態に戻ります。レジスタおよびフラグの変更は、このタイミングで行われるため、転送サイクルの強制終
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了（アボート）があった場合にはレジスタおよびフラグの内容の変更は行われません。 

LFRAME、LCLK、LAD信号のタイミングを図 19.2、図 19.3に示します。 
 

表 19.3 LPC I/Oサイクル 

ステート I/Oリードサイクル I/Oライトサイクル 

カウント 内容 駆動元 値（3～0） 内容 駆動元 値（3～0）

1 スタート ホスト 0000 スタート ホスト 0000 

2 サイクル種類／方向 ホスト 0000 サイクル種類／方向 ホスト 0010 

3 アドレス 1 ホスト bit15～12 アドレス 1 ホスト bit15～12

4 アドレス 2 ホスト bit11～8 アドレス 2 ホスト bit11～8

5 アドレス 3 ホスト bit7～4 アドレス 3 ホスト bit7～4 

6 アドレス 4 ホスト bit3～0 アドレス 4 ホスト bit3～0 

7 ターンアラウンド（リカバー） ホスト 1111 データ 1 ホスト bit3～0 

8 ターンアラウンド なし ZZZZ データ 2 ホスト bit7～4 

9 同期 スレーブ 0000 ターンアラウンド（リカバー） ホスト 1111 

10 データ 1 スレーブ bit3～0 ターンアラウンド なし ZZZZ 

11 データ 2 スレーブ bit7～4 同期 スレーブ 0000 

12 ターンアラウンド（リカバー） スレーブ 1111 ターンアラウンド（リカバー） スレーブ 1111 

13 ターンアラウンド なし ZZZZ ターンアラウンド なし ZZZZ 

 

ADDR

LFRAME

LAD3 LAD0

LCLK

TAR Sync Data TAR

1 1 4 12 2 2 1  

図 19.2 LFRAMEのタイミング例 
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ADDR

LFRAME
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LCLK
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SYNC

High

 

図 19.3 アボートメカニズム 

 

19.4.3 GATE A20 
GATE A20は 8086*系CPUを使用したパソコンのアドレッシングモードをエミュレートするための機能で、

アドレス A20をマスクすることができます。本出力は通常 GATE A20としてファームウェアで制御されます

が、HICR0の FGA20Eビットを 1にセットすることによりハードウェアで処理速度を上げた､高速 GATE A20

機能を使用することが可能です。 

【注】 * 米国インテル社のマイクロプロセッサの名称です。 
 

（1） 通常の GATE A20の動作 

H'D1コマンドとデータの組み合わせで GATE A20の出力を制御することができます。スレーブ（本 LSI）

がデータを受信するときは、通常は IBFI1割り込みによる割り込みルーチン使用して IDR1をリードします。

このとき、ファームウェアにより H'D1コマンドに続くデータのビット 1の値をコピーして GATE A20端子

に出力します。 
 

（2） 高速 GATE A20の動作 

GA20出力の内部状態は、FGA20E＝0であることにより 1に初期化されます。FGA20Eビットを 1にセッ

トすると、GA20は高速 GA20信号の出力端子となります。GA20端子の状態をモニタする場合は、HICR2の

GA20ビットをリードしてください。 

端子は、最初に初期値である 1を出力します。その後ホストはコマンド／データを送ることにより本端子

の出力を操作することができます。本機能は IDR1によってのみ使用できます。この場合、ホストインタフ

ェースはホストから入力されてくるコマンドをデコードします。ホストコマンド H'D1が検出されると、この

ホストコマンドに続くデータのビット 1が GA20出力端子から出力されます。本動作は、ファームウェアや

割り込みに依存しないため、通常の割り込みを使用した処理よりも高速です。表 19.4に GA20のセット／ク

リアの条件を、図 19.4に GA20出力のフローを示します。また、表 19.5に GA20出力信号の値を示します。 
 

表 19.4 GA20のセット／クリアタイミング 

端子名 セット条件 クリア条件 

GA20 H'D1ホストコマンドに続くデータのビット 1が 

1のとき 

H'D1ホストコマンドに続くデータのビット 1が 0のとき
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GA20 DR

1

H'D1

Yes

No

Yes

No

 

図 19.4 GA20出力 

 
表 19.5 高速 GATE A20出力信号 

C/D1 データ／コマンド 内部 CPU 

割り込みフラグ（IBF）

GA20 

 

備  考 

1 

0 

1 

H'D1コマンド 

1データ*1 

H'FFコマンド 

0 

0 

0 

Q 

1 

Q（1） 

ターンオンシーケンス 

1 

0 

1 

H'D1コマンド 

0データ*2 

H'FFコマンド 

0 

0 

0 

Q 

0 

Q（0） 

ターンオフシーケンス 

1 

0 

1／0 

H'D1コマンド 

1データ*1 

H'FF・H'D1コマンド以外 

0 

0 

1 

Q 

1 

Q（1） 

ターンオンシーケンス 

（短縮形） 

1 

0 

1／0 

H'D1コマンド 

0データ*2 

H'FF・H'D1コマンド以外 

0 

0 

1 

Q 

0 

Q（0） 

ターンオフシーケンス 

（短縮形） 

1 

1 

H'D1コマンド 

H'D1以外のコマンド 

0 

1 

Q 

Q 

シーケンスの取消し 

1 

1 

H'D1コマンド 

H'D1コマンド 

0 

0 

Q 

Q 

シーケンスの再トリガ 

1 

0 

1 

H'D1コマンド 

任意のデータ 

H'D1コマンド 

0 

0 

0 

Q 

1／0 

Q（1／0） 

シーケンスの連続実行 

【注】 *1 ビット 1が 1の任意のデータ 

 *2 ビット 1が 0の任意のデータ 
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19.4.4 LPCインタフェースのシャットダウン機能（LPCPD） 

LPCPD端子の状態により、LPCインタフェースをシャットダウン状態にすることができます。LPCインタ

フェースのシャットダウン状態には、LPCハードウェアシャットダウン状態と LPCソフトウェアシャットダ

ウン状態の 2種類があります。LPCハードウェアシャットダウン状態は LPCPD端子で、LPCソフトウェア

シャットダウン状態は SDWNBビットで制御されます。いずれの状態でも、LPCインタフェースは部分的に

リセット状態となり、LRESET信号および LPCPD信号以外の外部信号の影響を受けなくなります。 

シャットダウン状態での消費電流を低減するためには、スレーブをスリープモードまたはソフトウェアス

タンバイモードに設定することが有効です。ソフトウェアスタンバイモードに設定した場合には、LPCPD信

号によるシャットダウン状態の解除の前にソフトウェアスタンバイモードを解除しておく手段が必要です。 

SDWNEビットをあらかじめ 1にセットしておくと、LPCPD信号の立ち下がりと同時に LPCハードウェア

シャットダウン状態になり、事前の準備ができません。一方、SDWNBビットによって LPCソフトウェアシ

ャットダウン状態に設定すると、LPCPD信号の立ち上がりと同時に LPCソフトウェアシャットダウン状態

の解除ができません。これを考慮して、LPCソフトウェアシャットダウンと LPCハードウェアシャットダウ

ンを組み合わせた操作手順を以下に示します。 
 

1. SDWNEビットは0にクリアしておきます。 

2. ERRIEビットを1にセットしておき、SDWNフラグによる割り込みを待ちます。 

3. SDWNフラグによるERRI割り込みが発生したら、LPCインタフェースの内部状態フラグを確認し、処理

すべき事項があれば処理します。 

4. SDWNBビットを1にセットしてLPCソフトウェアスタンバイモードを設定します。 

5. SDWNEビットを1にセットしてLPCハードウェアスタンバイモードに移行します。SDWNBビットは自動

的にクリアされます。 

6. LPCPD信号の状態を確認して、3～5の操作中にLPCPD信号が立ち上がっていないことを確認します。も

し立ち上がっていれば、SDWNEを0にクリアして（1）の状態に戻ります。 

7. ソフトウェアスタンバイモードを設定した場合は、LPCと関係のない手段でソフトウェアスタンバイモ

ードを解除します。 

8. LPCPD信号の立ち上がりエッジを検出すると、SDWNEビットが自動的に0にクリアされます。スレーブ

がスリープモードに設定されている場合は、LRESET信号入力やLPCの転送サイクルの完了などによって

解除されます。 
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表 19.6に LPCインタフェース端子シャットダウン範囲を示します。 
 

表 19.6 LPCインタフェース端子シャットダウン範囲 

略 称 ポート シャット 

ダウン範囲 

入出力 備  考 

LAD3～LAD0 P33～P30 ○ 入出力 Hi-Z 

LFRAME P34 ○ 入力 Hi-Z 

LRESET P35 × 入力 LPCハードウェアリセット機能はアクティブ 

LCLK P36 ○ 入力 Hi-Z 

SERIRQ P37 ○ 入出力 Hi-Z 

LSCI PB1 △ 入出力 Hi-Z、LSCIE＝1のときのみ 

LSMI PB0 △ 入出力 Hi-Z、LSMIE＝1のときのみ 

PME P80 △ 入出力 Hi-Z、PMEE＝1のときのみ 

GA20 P81 △ 入出力 Hi-Z、FGA20E＝1のときのみ 

CLKRUN P82 ○ 入力 Hi-Z 

LPCPD P83 × 入力 シャットダウン状態解除に必要 

【記号説明】 

 ○：シャットダウン機能によりシャットダウンされる端子 

 △：レジスタの設定による LPC機能選択時のみシャットダウンされる端子 

 ×：シャットダウンされない端子 
 

LPCシャットダウン状態では、LPCの内部状態および一部のレジスタビットが初期化されます。LPCリセ

ット状態との優先順位は以下のようになっています。 
 

1. システムリセット（RES端子入力、パワーオンリセット、およびWDTオーバフローによるリセット） 

LPC4E～LPC1Eビットをはじめ、すべてのレジスタビットを初期化します。 

2. LPCハードウェアリセット（LRESET端子入力によるリセット） 

LRSTB、SDWNE、SDWNBビットを0にクリアします。 

3. LPCソフトウェアリセット（LRSTBによるリセット） 

SDWNE、SDWNBビットを0にクリアします。 

4. LPCハードウェアシャットダウン 

SDWNBビットを0にクリアします。 

5. LPCソフトウェアシャットダウン 
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各モードで初期化される範囲を表 19.7に示します。 
 

表 19.7 LPCインタフェースの各モードで初期化される範囲 

初期化対象 システムリセット LPCリセット LPCシャットダウン

LPC転送サイクルシーケンサ（内部状態） 

および LPCBSYフラグ、ABRTフラグ 

初期化 初期化 初期化 

SERIRQ転送サイクルシーケンサ（内部状態） 

および CLKREQ、IRQBSYフラグ 

初期化 初期化 初期化 

LPCインタフェースフラグ 

（IBF1、IBF2、IBF3A、IBF3B、IBF4、MWMF、C/D1、C/D2、

C/D3、C/D4、OBF1、OBF2、OBF3A、OBF3B、OBF4、

SWMF、DBU、OBEI）および GA 20（内部状態） 

初期化 初期化 保持 

ホスト割り込みイネーブル 

（IRQ1E1、IRQ12E1、SMIE2、IRQ6E2、 

IRQ9E2～IRQ11E2、SMIE3B、SMIE3A、IRQ6E3、 

IRQ9E3～IRQ11E3、SELREQ、SMIE4、IRQ6E4、 

IRQ9E4～IRQ11E4、IEDIR2～IEDIR4）および Q/Cフラグ

初期化 初期化 保持 

LRSTフラグ 初期化（0） セット／クリア可能 セット／クリア可能

SDWNフラグ 初期化（0） 初期化（0） セット／クリア可能

LRSTBビット 初期化（0） HR：0 

SR：1 

0（セット可能） 

SDWNBビット 初期化（0） 初期化（0） HS：0 

SS：1 

SDWNEビット 初期化（0） 初期化（0） HS：1 

SS：0または 1 

LPCインタフェース動作制御ビット 

（LPC4E～LPC1E、FGA20E、LADR1～LADR4、 

IBFIE1～IBFIE4、PMEE、PMEB、LSMIE、LSMIB、LSCIE、

LSCIB、TWRE、SELSTR3、SELIRQ1、SELSMI、 

SELIRQ3～SELIRQ15、OBEIE、SCIFE、IDR1～IDR4、ODR1

～ODR4、TWR0～TWR15、SCSIRQ0～SCSIRQ3、

SCIFADRH/L） 

初期化 保持 保持 

LRESET信号 入力（ポート機能） 入力 入力 

LPCPD信号  入力 入力 

LAD3～LAD0、LFRAME、LCLK、SERIRQ、CLKRUN信号  入力 Hi-Z 

PME、LSMI、LSCI、GA20信号（機能選択時）  出力 Hi-Z 

PME、LSMI、LSCI、GA20信号（機能非選択時）  ポート機能 

【注】 システムリセット：RES端子入力、パワーオンリセットおよびWDTオーバフローによるリセット 

 LPCリセット：LPCハードウェアリセット（HR）、LPCソフトウェアリセット（SR）によるリセット 

 LPCシャットダウン：LPCハードウェアシャットダウン（HS）、LPCソフトウェアシャットダウン（SS）によるリ

セット  



19. LPCインタフェース（LPC） 

Rev.2.00  2009.09.18  19-46 

RJJ09B0473-0200  

LPCPD、LRESET信号のタイミングを図 19.5に示します。 

LPCPD

LRESET

LAD3 LAD0

LFRAME

LCLK

30 s

100 s

60 s

 

図 19.5 パワーダウン状態の終了タイミング 

 

19.4.5 LPCインタフェースのシリアル割り込み動作（SERIRQ） 
SERIRQ端子により、LPCインタフェースからホスト割り込み要求をすることができます。SERIRQ端子

によるホスト割り込み要求は、ホストまたは周辺機能から発生されるシリアル割り込み転送サイクルの開始

フレームから起算して LCLKをカウントし、当該割り込みに対応するフレームで要求信号を発生します。こ

のタイミングを図 19.6に示します。 

IRQ1 IRQ1

SERIRQ

LCLK

START

 IRQ0  IRQ1 IRQ2SL

H H R T RS T RS T RS T

H SL R T S

IRQ15

SERIRQ

LCLK

STARTSTOP

IOCHCKIRQ14 IRQ15

RS T RS TRS T R THI

H R T S I

 

図 19.6 SERIRQタイミング 
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シリアル割り込み転送サイクルのフレームの配列は次の通りです。各フレームのステート数のうち 2ステ

ートは、フレームの終わりに SERIRQ信号を 1レベルに戻すリカバーステートと、SERIRQ信号をドライブ

しないターンアラウンドステートです。リカバーステートは、直前のステートをドライブしていたホストま

たはスレーブがドライブする必要があります。 
 

表 19.8 シリアル割り込み転送サイクルのフレームの配列 

フレーム シリアル割り込み転送サイクル 備  考 

カウント 内 容 駆動元 ステート数  

0 スタート スレーブ 

ホスト 

6 クワイエットモード時のみ、先頭ステートのスレーブ駆動可能 

続く 3ステートをホストが 0駆動 

1 IRQ0 スレーブ 3  

2 IRQ1 スレーブ 3 LPCチャネル 1、SCIFで駆動可能 

3 SMI スレーブ 3 LPCチャネル 2、3、4、SCIFで駆動可能 

4 IRQ3 スレーブ 3 SCIFで駆動可能 

5 IRQ4 スレーブ 3 SCIFで駆動可能 

6 IRQ5 スレーブ 3 SCIFで駆動可能 

7 IRQ6 スレーブ 3 LPCチャネル 2、3、4、SCIFで駆動可能 

8 IRQ7 スレーブ 3 SCIFで駆動可能 

9 IRQ8 スレーブ 3 SCIFで駆動可能 

10 IRQ9 スレーブ 3 LPCチャネル 2、3、4、SCIFで駆動可能 

11 IRQ10 スレーブ 3 LPCチャネル 2、3、4、SCIFで駆動可能 

12 IRQ11 スレーブ 3 LPCチャネル 2、3、4、SCIFで駆動可能 

13 IRQ12 スレーブ 3 LPCチャネル 1、SCIFで駆動可能 

14 IRQ13 スレーブ 3 SCIFで駆動可能 

15 IRQ14 スレーブ 3 SCIFで駆動可能 

16 IRQ15 スレーブ 3 SCIFで駆動可能 

17 IOCHCK スレーブ 3  

18 ストップ ホスト 不定 先頭に 1ステート以上のアイドルステート 

その後ホストが 2または 3ステート 0駆動 

2ステート：次はクワイエットモード 

3ステート：次はコンティニュアスモード 
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シリアル割り込みには、コンティニュアスモードとクワイエットモードがあり、次の転送サイクルがいず

れのモードで起動されるかは、ひとつ前に終了したシリアル割り込み転送サイクルの停止フレームで選択さ

れています。 

コンティニュアスモードでは、ホストが定期的にホスト割り込み転送サイクルを起動します。クワイエッ

トモードでは、ホストの他に、要求すべき割り込み要因をもつスレーブが割り込み転送サイクルを起動する

ことができます。クワイエットモードでは、必ずしもホストが割り込み転送サイクルを起動する必要がない

ため、クロック（LCLK）供給を中断して低消費電力状態に入ることが可能です。このときスレーブが割り込

み要求を転送するためには、事前にクロックの再起動をホストに要求する必要があります。詳細は「19.4.6 

LPCインタフェースのクロック起動要求」を参照してください。 
 

19.4.6 LPCインタフェースのクロック起動要求 

CLKRUN端子により、ホストにクロック（LCLK）の再起動を要求することができます。LPCのデータ転

送およびコンティニュアスモードの SERIRQでは、転送サイクルはホストにより起動されるため、クロック

の再起動を要求することはありません。クワイエットモードの SERIRQでは、ホスト割り込み要求が発生す

ると CLKRUN信号を駆動し、ホストにクロック（LCLK）の再起動を要求します。このタイミングを図 19.7

に示します。 

LCLK

CLKRUN

1 2 3 4 5 6

 

図 19.7 クロック起動要求タイミング 

 
クワイエットモードの SERIRQ以外の場合でクロックの再起動が必要な場合は、PME信号等を用いた別プ

ロトコルによる対応が必要です。 
 

19.4.7 LPCインタフェースから SCIF制御 
HICR5の SCIFEビットを 1にセットすると、LPCホストは SCIFと通信することができます。モジュール

SCIFのレジスタ SCIFCRを除いて、LPCインタフェースは SCIFのレジスタにアクセス可能となります。詳

細送受信動作は｢第 15章 FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）」を参照してく

ださい。 
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19.5 割り込み要因 

19.5.1 IBFI1、IBFI2、IBFI3、IBFI4、OBEI、ERRI 
LPCインタフェースはスレーブ（本 LSI）に対して IBF1、IBF2、IBF3、IBF4、OBEI、ERRIの 6つの割り

込み要求があります。IBFI1、IBFI2、IBFI3、IBFI4はそれぞれ入力データレジスタ IDR1、IDR2、IDR3、IDR4

および TWRについての受信完了割り込みです。ERRIは、LPCリセット、LPCシャットダウン、転送サイク

ルのアボートなど、特別な状態が発生したことを示す割り込みです。OBEIは、アウトプットバッファエンプ

ティ割り込みです。割り込み要求は対応するイネーブルビットをセットすることにより許可されます。 
 

表 19.9 受信完了割り込みおよびエラー割り込み 

割り込み 説   明 

IBFI1 IBFIE1が 1にセットされ、IDR1が受信完了になったとき 

IBFI2 IBFIE2が 1にセットされ、IDR2が受信完了になったとき 

IBFI3 IBFIE3が 1にセットされ、IDR3が受信完了になったときまたは、TWREと IBFIE3が 1にセットされ、 

TWR15まで受信完了になったとき 

IBFI4 IBFIE4が 1にセットされ、IDR4が受信完了になったとき 

OBEI OBEIEが 1にセットされ、OBEIが 1にセットされたとき 

ERRI ERRIEが 1にセットされ、LRST、SDWN、ABRTのいずれかが 1にセットされたとき 

 

19.5.2 SMI、HIRQ1、HIRQ3、HIRQ4、HIRQ5、HIRQ6、HIRQ7、HIRQ8、HIRQ9、
HIRQ10、HIRQ11、HIRQ12、HIRQ13、HIRQ14、HIRQ15 

LPCインタフェースは、SERIRQにより 15種類のホスト割り込みを要求することができます。HIRQ1と

HIRQ12は LPCチャネル 1、SCIFで要求できます、SMI、HIRQ6、HIRQ9、HIRQ10および HIRQ11は LPC

チャネル 2、チャネル 3、チャネル 4および SCIFのどちらからでも要求できます、HIRQ3、HIRQ4、HIRQ5、

HIRQ7、HIRQ8、HIRQ13、HIRQ14および HIRQ15は SCIF専用です。 

LPCチャネルを使用する時、ホスト割り込み要求のクリアにはふたつの方法があります。 

SIRQCRの IEDIRビットが 0にクリアされている場合は、ホスト割り込み要因と LPCチャネルは、すべて

ホスト割り込み要求イネーブルビットで関連付けられています。対応する LPCチャネルの ODRまたは

TWR15がホストにリードされることにより OBFフラグが 0にクリアされると、対応するホスト割り込みイ

ネーブルビットが自動的に 0にクリアされ、ホスト割り込み要求がクリアされます。 

SIRQCRの IEDIRビットが 1にセットされていると、ホスト割り込み要求は、ホスト割り込みイネーブル

ビットのみによって要求されます。また、OBFがクリアされても、ホスト割り込みイネーブルビットはクリ

アされません。したがって、SMIE1、SMIE2、SMIE3A、SMIE3Bと SMIE4、IRQ6En、IRQ9En、IRQ10En、IRQ11En

は、それぞれ機能上の違いはなくなります。ホスト割り込み要求をクリアするには、ホスト割り込みイネー

ブルビットをクリアする必要があります。（n＝2～4） 

SCIFチャネルを使用する時、SCIFのレジスタ FMSRのビット DDCDがクリアされると、ホスト割り込み

要求がクリアされます。 
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表 19.10に、LPCチャネルを使用する時、これらのビットのセットとクリアの方法を示します。表 19.11

に、SCIFチャネルを使用する時、これらのビットのセットとクリアの方法を示します。また、図 19.8に処

理フローを示します。 
 

表 19.10 LPCチャネルを使用する場合の HIRQのセット／クリア 

ホスト割り込み セット条件 クリア条件 

HIRQ1 内部CPUが、ODR1にライトした後、IRQ1E1

ビットの 0リード後、1をライト 

IRQ1E1ビットに内部 CPUから 0ライト、

または ODR1をホストリード 

HIRQ12 内部 CPUが、ODR1にライトした後、

IRQ12E1ビットの 0リード後、1をライト

IRQ12E1ビットに内部 CPUから 0ライト、

ODR1をホストリード 

SMI 

（IEDIR2＝0または IEDIR3＝0

または IEDIR4＝0） 

内部 CPUが、 

ODR2にライトした後、SMIE2ビットの 

0リード後、1をライト 

ODR3にライトした後、SMIE3Aビットの 

0リード後、1をライト 

TWR15にライトした後、SMIE3Bビットの

0リード後、1をライト 

ODR4にライトした後、SMIE4ビットの 

0リード後、1をライト 

 

SMIE2ビットに内部 CPUから 0ライト、 

または ODR2をホストリード 

SMIE3Aビットに内部 CPUから 0ライト、

または ODR3をホストリード 

SMIE3Bビットに内部 CPUから 0ライト、

または TWR15をホストリード 

SMIE4ビットに内部 CPUから 0ライト、 

または ODR4をホストリード 

SMI 

（IEDIR2＝1または IEDIR3＝1

または IEDIR4＝1） 

内部 CPUが、 

SMIE2ビットの 0リード後、1をライト 

SMIE3Aビットの 0リード後、1をライト 

SMIE3Bビットの 0リード後、1をライト 

SMIE4ビットの 0リード後、1をライト 

 

SMIE2ビットに内部 CPUから 0ライト 

SMIE3Aビットに内部 CPUから 0ライト 

SMIE3Bビットに内部 CPUから 0ライ 

SMIE4ビットに内部 CPUから 0ライト 

HIRQi 

（i＝6、9、10、11） 

（IEDIR2＝0または IEDIR3＝0

または IEDIR4＝0） 

内部 CPUが、 

ODR2にライトした後、IRQiE2ビットの 

0リード後、1をライト 

ODR3にライトした後、IRQiE3ビットの 

0リード後、1をライト 

ODR4にライトした後、IRQiE4ビットの 

0リード後、1をライト 

 

IRQiE2ビットに内部 CPUから 0ライト、 

または ODR2をホストリード 

IRQiE3ビットに内部 CPUから 0ライト、 

または ODR3をホストリード 

IRQiE4ビットに内部 CPUから 0ライト、 

または ODR4をホストリード 

HIRQi 

（i＝6、9、10、11） 

（IEDIR2＝1または IEDIR3＝1

または IEDIR4＝1） 

内部 CPUが、 

IRQiE2ビットの 0リード後、1をライト 

IRQiE3ビットの 0リード後、1をライト 

IRQiE4ビットの 0リード後、1をライト 

 

IRQiE2ビットに内部 CPUから 0ライト 

IRQiE3ビットに内部 CPUから 0ライト 

IRQiE4ビットに内部 CPUから 0ライト 
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表 19.11 SCIFチャネルを使用する場合の HIRQのセット／クリア 

ホスト割り込み セット条件 クリア条件 

HIRQi 

（i＝1～15） 

内部 CPUが SIRQCR4で SCIFの該当 SERIRQ

ホスト割り込み要求を設定（詳細設定は、レジス

タ SIRQCR4を参照してください）。 

SCIF入力信号 DCD変化を検出 

FMSRをリード、レジスタ FMSRのビッ

ト DDCDをクリア 

 

SERIRQ IRQ1

CPU CPU

SERIRQ IRQ1

ODR1

OBF1 0

Yes

Yes

No

No

ODR1

IRQ1E1 1

 

図 19.8 HIRQの処理フロー（チャネル 1の例） 

19.6 使用上の注意事項 

19.6.1 データアクセスの競合 
LPCインタフェースはホストとスレーブ（本 LSI）からの非同期データのバッファリングを提供していま

す。データアクセスの競合を防ぐためには、STR中のフラグを利用したインタフェースのプロトコルが必要

です。 

たとえば、ホストとスレーブ（本 LSI）が同時に IDRや ODRをアクセスしようとすると、正しいデータが

得られません。同時アクセスを防ぐためには、IBFや OBFを利用して、書き込みの終わったデータのみをア

クセスする必要があります。 

双方向レジスタ（TWR）では、IDRや ODRと異なり、転送の方向が固定されていません。これを解決す

るために、STR中にMWMFと SWMFがあります。TWR0にライトした後、TWR1～TWR15の書き込み権を

得られたのをMWMFと SWMFを利用して確認する必要があります。 
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LADR3と IDR3、ODR3、STR3、TWR0MW、TWR0SW、TWR1～TWR15レジスタのホストアドレス例を

表 19.12に示します。 
 

表 19.12 ホストアドレス 

レジスタ LADR3＝H'A24Fの場合のホストアドレス LADR3＝H'3FD0の場合のホストアドレス 

IDR3 H'A24Aと H'A24E H'3FD0と H'3FD4 

ODR3 H'A24A H'3FD0 

STR3 H'A24E H'3FD4 

TWR0MW H'A250 H'3FC0 

TWR0SW H'A250 H'3FC0 

TWR1 H'A251 H'3FC1 

TWR2 H'A252 H'3FC2 

TWR3 H'A253 H'3FC3 

TWR4 H'A254 H'3FC4 

TWR5 H'A255 H'3FC5 

TWR6 H'A256 H'3FC6 

TWR7 H'A257 H'3FC7 

TWR8 H'A258 H'3FC8 

TWR9 H'A259 H'3FC9 

TWR10 H'A25A H'3FCA 

TWR11 H'A25B H'3FCB 

TWR12 H'A25C H'3FCC 

TWR13 H'A25D H'3FCD 

TWR14 H'A25E H'3FCE 

TWR15 H'A25F H'3FCF 
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20. A/D変換器 

本 LSIは、逐次比較方式の 10ビットの A/D変換器を 1ユニット（ユニット 0）内蔵しており、最大 12 

チャネルのアナログ入力を選択することができます。ユニット 0のブロック図を図 20.1に示します。 

20.1 特長 

• 分解能：10ビット 

• 入力チャネル：12チャネル 

• 変換サイクル：40サイクル（A/D変換用クロック） 

• 動作モード：2種類 

シングルモード：1チャネルのA/D変換 

スキャンモード：1～4チャネルの連続A/D変換または1～8チャネルの連続A/D変換 

• A/D変換用クロックを設定可能（φ、φ/2、φ/4、φ/8） 

• データレジスタ：8本 

A/D変換結果は各チャネルに対応した16ビットデータレジスタに保持 

• サンプル＆ホールド機能付き 

• A/D変換開始方法：3種類 

ソフトウェア 

16ビットタイマパルスユニット（TPU）または8ビットタイマ（TMR）による変換開始トリガ 

• 割り込み要因 

A/D変換終了割り込み要求（ADI）を発生 
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図 20.1 A/D変換器のブロック図 
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20.2 入出力端子 
A/D変換器で使用する入力端子を表 20.1に示します。 

AVCC、AVSS端子は、A/D変換器内部のアナログ部の電源です。AVref端子は、A/D変換基準電圧端子で

す。 

12本のアナログ入力端子は 2チャネルセットに分類されておりアナログ入力端子 0～7（AN0～AN7）がチ

ャネルセット 0、アナログ入力端子 8～11（AN8～AN11）がチャネルセット 1になっています。 
 

表 20.1 端子構成 

端子名 記号 入出力 機   能 

アナログ電源端子 AVcc 入力 アナログ部の電源端子 

アナロググランド端子 AVss 入力 アナログ部のグランド端子 

リファレンス電圧端子 AVref 入力 A/D変換器の基準電圧端子 

アナログ入力端子 0 AN0 入力 チャネルセット 0のアナログ入力 

アナログ入力端子 1 AN1 入力  

アナログ入力端子 2 AN2 入力  

アナログ入力端子 3 AN3 入力  

アナログ入力端子 4 AN4 入力  

アナログ入力端子 5 AN5 入力  

アナログ入力端子 6 AN6 入力  

アナログ入力端子 7 AN7 入力  

アナログ入力端子 8 AN8 入力 チャネルセット 1のアナログ入力 

アナログ入力端子 9 AN9 入力  

アナログ入力端子 10 AN10 入力  

アナログ入力端子 11 AN11 入力  
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20.3 レジスタの説明 
A/D変換器には以下のレジスタがあります。 

 
表 20.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

A/Dデータレジスタ A ADDRA R H'0000 H'FC00 16 

A/Dデータレジスタ B ADDRB R H'0000 H'FC02 16 

A/Dデータレジスタ C ADDRC R H'0000 H'FC04 16 

A/Dデータレジスタ D ADDRD R H'0000 H'FC06 16 

A/Dデータレジスタ E ADDRE R H'0000 H'FC08 16 

A/Dデータレジスタ F ADDRF R H'0000 H'FC0A 16 

A/Dデータレジスタ G ADDRG R H'0000 H'FC0C 16 

A/Dデータレジスタ H ADDRH R H'0000 H'FC0E 16 

A/Dコントロール／ステータスレジスタ ADCSR R/W H'00 H'FC10 8 

A/Dコントロールレジスタ ADCR R/W H'00 H'FC11 8 

 

20.3.1 A/Dデータレジスタ A～H（ADDRA～ADDRH） 
ADDRは、A/D変換された結果を格納するための 16ビットのリード専用レジスタで、ADDRA～ADDRH

の 8本があります。各アナログ入力チャネルの変換結果が格納される ADDRは表 20.3のとおりです。 

10ビットの変換データは ADDRのビット 15からビット 6に格納されます。下位 6ビットはリードすると

常に 0がリードされます。 

CPU間のデータバスは 16ビット幅です。常に CPUから直接リードできます。ADDRをアクセスする場合

16ビット単位でアクセスしてください。8ビット単位でのアクセスは禁止です。 
 

表 20.3 アナログ入力チャネルと ADDRの対応 

アナログ入力チャネル 変換結果が格納される A/Dデータレジスタ 

チャネルセット 0（CH3＝0） チャネルセット 1（CH3＝1）  

AN0 AN8 ADDRA 

AN1 AN9 ADDRB 

AN2 AN10 ADDRC 

AN3 AN11 ADDRD 

AN4 － ADDRE 

AN5 － ADDRF 

AN6 － ADDRG 

AN7 － ADDRH 
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20.3.2 A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR） 
ADCSRは A/D変換動作を制御します。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ADF 0 R/(W)* A/Dエンドフラグ 

A/D変換の終了を示すステータスフラグです。 

［セット条件］ 

• シングルモードで A/D変換が終了したとき 

• スキャンモードで選択されたすべてのチャネルの A/D変換が終了したとき

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

6 ADIE 0 R/W A/Dインタラプトイネーブル 

1にセットすると ADFによる ADI割り込みがイネーブルになります。 

5 ADST 0 R/W A/Dスタート 

0にクリアすると A/D変換を中止し、待機状態になります。ソフトウェア、TPU、

TMRの変換開始トリガによって 1にセットし A/D変換を開始します。A/D変

換中は 1を保持します。シングルモードでは選択したチャネルの A/D変換が終

了すると自動的にクリアされます。スキャンモードではリセット、ソフトウェ

アによってクリアされるまで選択されたチャネルを順次連続変換します。 

4 － 0 － リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 

2 

1 

0 

CH3 

CH2 

CH1 

CH0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

チャネルセレクト 3～0 

ADCRSの SCANEビット、SCANSビットとともに、アナログ入力を選択し

ます。 

入力チャネルの設定は変換停止中（ADST＝0）に行ってください。 

SCANE＝0、      SCANE＝1、       SCANE＝1、 

SCANS＝xのとき    SCANS＝0のとき     SCANS＝1のとき 

0000：AN0 0000：AN0 0000：AN0 

0001：AN1 0001：AN0、AN1 0001：AN0、AN1 

0010：AN2 0010：AN0～AN2 0010：AN0～AN2 

0011：AN3 0011：AN0～AN3 0011：AN0～AN3 

0100：AN4 0100：AN4  0100：AN0～AN4 

0101：AN5 0101：AN4、AN5  0101：AN0～AN5 

0110：AN6 0110：AN4～AN6  0110：AN0～AN6 

0111：AN7 0111：AN4～AN7  0111：AN0～AN7 

1000：AN8 1000：AN8 1000：AN8 

1001：AN9 1001：AN8、AN9 1001：AN8、AN9 

1010：AN10 1010：AN8～AN10 1010：AN8～AN10 

1011：AN11 1011：AN8～AN11 1011：AN8～AN11 

11xx：設定禁止 11xx：設定禁止 11xx：設定禁止 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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20.3.3 A/Dコントロールレジスタ（ADCR） 
ADCRは外部トリガによる A/D変換開始をイネーブルにします。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

TRGS1 

TRGS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

タイマトリガセレクト 1、0 

トリガ信号による A/D変換開始をイネーブルにします。 

00：外部トリガによる A/D変換開始を禁止 

01：TPUからの変換トリガによる A/D変換開始 

10：TMRからの変換トリガによる A/D変換開始 

11：設定禁止 

5 

4 

SCANE 

SCANS 

0 

0 

R/W 

R/W 

スキャンモード 

A/D変換の動作モードを選択します。 

0x：シングルモード 

10：スキャンモード。1～4チャネルの連続 A/D変換 

11：スキャンモード。1～8チャネルの連続 A/D変換 

3 

2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 1、0 

A/D変換時に使用するクロック（ADCLK）を選択します。* 

本ビットの設定は ADCSRの ADSTビットが 0のときに行い、その後変換モー

ドの設定を行うようにしてください。 

00：φ 

01：φ/2 

10：φ/4 

11：φ/8 

1 ADSTCLR 0 R/W A/Dスタートクリア 

スキャンモード時に ADSTビットの自動クリアの設定をします。 

0：スキャンモードの時、ADSTビットの自動的なクリアを禁止 

1：スキャンモードの時、選択された全てのチャネルの A/D変換が終了する

と自動的にクリアされます。 

0 － 0 R リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * ADCLK≦10MHzとなるよう設定してください。 
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20.4 動作説明 
A/D変換器は逐次比較方式で分解機能は 10ビットです。動作モードにはシングルモードとスキャンモード

があります。最初に A/D変換に使用するクロックの設定を行ってください。動作モードやアナログ入力チャ

ネルの切り替えは、誤動作を避けるため ADCSRの ADSTビットが 0の状態で行ってください。動作モード

やアナログ入力チャネルの変更と ADSTビットのセットは同時に行うことができます。 
 

20.4.1 シングルモード 
シングルモードは、指定された 1チャネルのアナログ入力を以下のように 1回 A/D変換します。 

1. ソフトウェア、TMRまたはTPUによってADCSRのADSTビットが1にセットされると、選択されたチャネ

ルのA/D変換を開始します。 

2. A/D変換が終了すると、A/D変換結果がそのチャネルに対応するA/Dデータレジスタに転送されます。 

3. A/D変換終了後、ADCSRのADFビットが1にセットされます。このとき、ADIEビットが1にセットされて

いると、ADI割り込み要求を発生します。 

4. ADSTビットはA/D変換中は1を保持し、変換が終了すると自動的にクリアされてA/D変換器は待機状態に

なります。A/D変換中にADSTビットを0にクリアすると変換を中止し、A/D変換器は待機状態になります。 
 

20.4.2 スキャンモード 
スキャンモードは指定された最大 4チャネルまたは最大 8チャネルのアナログ入力を以下のように順次連

続して A/D変換します。 

1. ソフトウェア、TPUまたはTMRによってADCSRのADSTビットが1にセットされると、選択されたチャネ

ルセットの第1チャネルからA/D変換を開始します。 

2. 最大4チャネルの連続A/D変換（SCANE＝1、SCANS＝0）または最大8チャネルの連続A/D変換（SCANE

＝1、SCANS＝1）を選択できます。4チャネルの連続A/D変換の場合は、CH3＝0、CH2＝0のときAN0、

CH3＝0、CH2＝1のときAN4、CH3＝1、CH2＝0のときAN8からA/D変換を開始します。8チャネル連続

A/D変換の場合は、CH3＝0、CH2＝0のときAN0からA/D変換を開始します。 

3. それぞれのチャネルのA/D変換が終了するとA/D変換結果は順次そのチャネルに対応するA/Dデータレジ

スタに転送されます。 

4. 選択されたすべてのチャネルのA/D変換が終了するとADCSRのADFビットが1にセットされます。このと

きADIEビットが1にセットされていると、ADI割り込み要求を発生します。A/D変換器は再びチャネルセ

ットの第一チャネルからA/D変換を開始します。 

5. ADSTビットは自動的にクリアされず、1にセットされている間は2.～3.を繰り返します。ADSTビットを

0にクリアするとA/D変換を中止し、A/D変換器は待機状態になります。その後、ADSTビットを1にセッ

トすると再び第1チャネルからA/D変換を開始します。 

6. ADCRのADSTCLRビットが1にセットされている場合、ADSTビットは選択されたすべてのチャネルの

A/D変換が終了すると自動的にクリアされ、A/D変換を中止し、A/D変換器は待機状態になります。 
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20.4.3 入力サンプリングと A/D変換時間 
A/D変換器には、サンプル＆ホールド回路が内蔵されています。A/D変換器は、ADCSRの ADSTビットが

1にセットされてから A/D変換開始遅延時間（tD）時間経過後、入力のサンプリングを行い、その後変換を

開始します。A/D変換のタイミングを図 20.2に示します。また、A/D変換時間を表 20.4に示します。 

A/D変換時間（tCONV）は、図 20.2に示すように、tDと入力サンプリング時間（tSPL）を含めた時間となり

ます。ここで tDは、ADCSRへのライトタイミングにより決まり、一定値とはなりません。そのため、変換

時間は表 20.4に示す範囲で変化します。 

スキャンモードの変換時間は、表 20.4に示す値が 1回目の変換時間となります。2回目以降の変換時間は

表 20.5に示す値となります。いずれの場合も、変換時間は A/D変換特性に示す範囲となるように ADCRの

CKS1、CKS0ビットを設定してください。 

ADF

1

2

tD tSPL

tCONV

1

2

   tD  

   tSPL     

   tCONV       

ADCSR

ADCSR

A/D

A/D
 

図 20.2 A/D変換タイミング 
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表 20.4 A/D変換時間（シングルモード） 

項目 記号 CKS1＝0 CKS1＝1 

  CKS0＝0 CKS0＝1 CKS0＝0 CKS0＝1 

  min typ max min typ max min typ max min typ max

A/D変換開始遅延時間 tD (4) － (5) (6) － (9) (10) － (17) (18) － (33)

入力サンプリング時間 tSPL － 15 － － 30 － － 60 － － 120 － 

A/D変換時間 tCONV 44 － 45 8x － 8x 16x － 16x 32x － 32x

【注】 表中の数値の単位はステートです。 
 

表 20.5 A/D変換時間（スキャンモード） 

CKS1 CKS0 変換時間（ステート） 

0 0 40（固定） 

0 1 80（固定） 

1 0 160（固定） 

1 1 320（固定） 

 

20.5 割り込み要因 
A/D変換器は、A/D変換が終了すると、A/D変換終了割り込み（ADI）を発生します。ADI割り込み要求

は、A/D変換終了後 ADCSRの ADFが 1にセットされ、このとき ADIEビットが 1にセットされるとイネー

ブルになります。 
 

表 20.6 A/D変換器の割り込み要因 

名   称 割り込み要因 割り込みフラグ 

ADI A/D変換終了 ADF 
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20.6 A/D変換精度の定義 
本 LSIの A/D変換精度の定義は以下のとおりです。 

• 分解能 

A/D変換器のデジタル出力コード数 

• 量子化誤差 

A/D変換器が本質的に有する偏差であり、1/2 LSBで与えられる（図20.3） 

• オフセット誤差 

デジタル出力が最小電圧値B'0000000000（H'000）からB'0000000001（H'001）に変化するときのアナログ

入力電圧値の理想A/D変換特性からの偏差（図20.4） 

• フルスケール誤差 

デジタル出力がB'1111111110（H'3FE）からB'1111111111（H'3FF）に変化するときのアナログ入力電圧

値の理想A/D変換特性からの偏差（図20.4） 

• 非直線性誤差 

ゼロ電圧からフルスケール電圧までの間の理想A/D変換特性からの誤差。ただし、オフセット誤差、フ

ルスケール誤差、量子化誤差を含まない（図20.4）。 

• 絶対精度 

デジタル値とアナログ入力値との偏差。オフセット誤差、フルスケール誤差、量子化誤差および非直線

誤差を含む。 

H'3FF

H'3FE

H'3FD

H'004

H'003

H'002

H'001

H'000
1

1024

2

1024

1022

1024

1023

1024

FS

 A/D 

 

図 20.3 A/D変換精度の定義 
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FS

A/D 

 A/D

 

図 20.4 A/D変換精度の定義 
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20.7 使用上の注意事項 

20.7.1 モジュールストップモードの設定 
モジュールストップコントロールレジスタにより、A/D変換器の動作禁止／許可を設定することが可能で

す。初期値では、A/D変換器の動作は停止します。モジュールストップモードを解除することにより、レジ

スタのアクセスが可能になります。詳細は、｢第 24章 低消費電力状態｣を参照してください。 
 

20.7.2 許容信号源インピーダンスについて 
本 LSIのアナログ入力は、信号源インピーダンスが 5kΩ以下の入力信号に対し、変換精度が保証される設

計となっています。これは A/D変換器のサンプル＆ホールド回路の入力容量をサンプリング時間内に充電す

るための規格で、センサの出力インピーダンスが 5kΩを超える場合は、充電不足が生じて、A/D変換精度が

保証できなくなります。シングルモードで変換を行うときに外部に大容量を設けている場合は、入力の負荷

は実質的に内部入力抵抗の 10kΩだけになりますので、信号源インピーダンスは不問となります。ただし、

ローパスフィルタとなりますので、微分係数の大きなアナログ信号（たとえば 5mV/μs以上）には追従でき

ないことがあります（図 20.5）。高速のアナログ信号を変換する場合や、スキャンモードで変換を行う場合

には、低インピーダンスのバッファを入れてください。 

A/D
LSI

20pF
Cin =
10pF

10k 5k

C
0.1 F

 

図 20.5 アナログ入力回路の例 

 

20.7.3 絶対精度への影響 
容量を付加することにより、GNDとのカップリングを受けることになります。GNDにノイズがあると絶

対精度が悪化する可能性がありますので、必ず AVSS等の電気的に安定な GNDに接続してください。 

またフィルタ回路が実装基板上でデジタル信号と交渉したり、アンテナとならないように注意してくださ

い。 
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20.7.4 アナログ電源端子他の設定範囲 
以下に示す電圧の設定範囲を超えて LSIを使用した場合、LSIの信頼性に悪影響を及ぼすことがあります。 

• アナログ入力電圧の設定範囲 

A/D変換中、アナログ入力端子（AN0～AN11）に印加する電圧はAVss≦ANn≦AVrefの範囲としてくだ

さい（n＝0～11）。 

• AVcc、AVssとVcc、Vssの関係 

AVCC、AVSSとVCC、VSSとの関係はAVCC＝VCC±0.3VかつAVSS＝VSSとしてください。A/D変換器を使用しな

い場合、AVCC＝VCC、AVSS＝VSSとしてください。 

• AVrefの設定範囲 

AVref端子によるリファレンス電圧の設定範囲は、AVref≦AVccにしてください。 
 

20.7.5 ボード設計上の注意事項 
ボード設計時には、デジタル回路とアナログ回路をできるだけ分離してください。また、デジタル回路の

信号線とアナログ回路の信号配線を交差させたり、近接させないでください。誘導によりアナログ回路が誤

動作し、A/D変換値に悪影響を及ぼします。アナログ入力端子（AN0～AN11）、アナログ基準電源（AVref）、

アナログ電源電圧（AVcc）は、アナロググランド（AVss）で、デジタル回路と分離してください。さらに、

アナロググランド（AVss）は、ボード上の安定したグランド（Vss）に一点接続してください。 
 

20.7.6 ノイズ対策上の注意事項 
過大なサージなど異常電圧によるアナログ入力端子（AN0～AN11）の破壊を防ぐために、図 20.6に示す

ように AVcc－AVss間に保護回路を接続してください。AVccに接続するバイパスコンデンサ、AN0～AN11

に接続するフィルタ用のコンデンサは、必ず AVssに接続してください。 

なお、フィルタ用のコンデンサを接続すると、AN0～AN11の入力電流が平均化されるため、誤差を生じる

ことがあります。また、スキャンモードなどで A/D変換を頻繁に行う場合、A/D変換器内部のサンプル&ホ

ールド回路の容量に充放電される電流が入力インピーダンス（Rin）を経由して入力される電流を上回ると、

アナログ入力端子の電圧に誤差を生じます。したがって、回路定数は充分ご検討の上決定してください。 
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AVCC

*1 AN0 AN11

AVSS

 

 *1

*2  Rin

Rin*2 100

0.1µF

0.01µF10µF

*1

AVref

 

図 20.6 アナログ入力保護回路の例 

 
表 20.7 アナログ端子の規格 

項   目 min. max. 単位 

アナログ入力容量 － 20 pF 

許容信号源インピーダンス － 5 kΩ 

 

20 pF

 A/DAN0  AN11

10 k

 

図 20.7 アナログ入力端子等価回路 

 

20.7.7 モジュールストップモードの設定 
A/D変換を許可した状態で本 LSIがソフトウェアスタンバイモードになると A/D変換は保持され、アナロ

グ電源電流は A/D変換中と同等になります。ソフトウェアスタンバイモードでアナログ電源電流を低減する

必要がある場合は、ADST、TRGS1、TRGS0ビットをすべて 0にクリアして A/D変換を禁止してください。 
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21. RAM 

本 LSIは 4Kバイトの高速スタティック RAMを内蔵しています。RAMは、CPUと 16ビット幅のデータ

バスで接続されており、バイトデータ、ワードデータにかかわらず、1ステートでアクセスできます。 

RAMは、システムコントロールレジスタ（SYSCR）の RAMイネーブルビットにより有効または無効の制

御が可能です。SYSCRについては「3.2.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR）」を参照してくださ

い。 
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22. フラッシュメモリ 

フラッシュメモリの特長を以下に示します。フラッシュメモリのブロック図を図 22.1に示します。 

22.1 特長 

• 容量 
製品区分 ROM容量 ROMアドレス 

H8S/2112 R4F2112 96Kバイト H'000000～H'017FFF 

 

• LSI起動モードに合わせた2種類のフラッシュメモリマット 

内蔵しているフラッシュメモリには、同一アドレス空間に配置される2種類のメモリ空間（以下メモリマ

ットと呼びます）があり、起動時のモード設定により、どちらかのメモリマットから起動するかを選択

できます。 

また、起動後もバンク切り替え方式でマットを切り替えることも可能です。 

ユーザモードでパワーオンリセット時に起動するユーザメモリマット：96Kバイト 

ユーザブートモードでパワーオンリセット時に起動するユーザブートメモリマット：8Kバイト 

• 内蔵プログラムのダウンロードによる書き込み／消去インタフェース 

書き込み／消去プログラムを内蔵しています。このプログラムを内蔵RAMにダウンロードすると、パラ

メータの設定で書き込み／消去が可能です。 

• 書き込み／消去時間 

書き込み時間：128バイト同時書き込み1ms（typ）、1バイトあたり換算7.8μs 

消去時間  ：1ブロック（32Kバイト）あたり300ms（typ） 

• 書き換え回数 

100回（min.回数）まで書き換え可能です（保証は1～100回）。 

• 3種類のオンボードプログラミングモード 

ブートモード     ：内蔵SCI_1を使用して、ユーザマットの書き込み／消去ができます。 

            ブートモードでは、ホストと本LSI間のビットレートを自動で合わせることが 

            できます。 

ユーザプログラムモード：任意のインタフェースでユーザマットの書き込み／消去ができます。 

ユーザブートモード  ：任意のインタフェースのユーザブートプログラム作成が可能で、ユーザマッ

トの書き換えが可能です。 

• オフボードプログラミングモード 

ライタモード：PROMライタを使用して、ユーザマットの書き込み／消去ができます。 

• 書き込み／消去プロテクト 

ハードウェアプロテクト、ソフトウェアプロテクト、エラープロテクトによりフラッシュメモリの書き

込み／消去に対するプロテクトを設定できます。 
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FCCS

FPCS

FECS

FKEY

FTDAR

FMATS

96K

8K

16

FCCS

FPCS

FECS

FKEY

FMATS

FTDAR

STCR FLSHE 1  

図 22.1 フラッシュメモリのブロック図 
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22.2 モード遷移図 
リセット状態でモード端子を設定しリセットスタートすると、本 LSIは図 22.2に示すような動作モードへ

遷移します。ユーザモードではフラッシュメモリの読み出しはできますが、書き込み／消去はできません。

フラッシュメモリの書き込み／消去を行えるモードとして、ブートモード、ユーザプログラムモード、ユー

ザブートモード、およびライタモードがあります。表 22.1にブートモード、ユーザプログラムモード、ユー

ザブートモード、ライタモードの相違点を示します。 

RES
0

R
E
S

0 R
E

S
0

RES
0

RES 0

 

図 22.2 フラッシュメモリに関する状態遷移 

 
表 22.1 ブートモード、ユーザプログラムモード、ライタモードの相違点 

 ブートモード ユーザプログラム 

モード 

ユーザブート 

モード 

ライタモード 

書き込み／消去環境  オンボード  PROMライタ 

書き込み／消去可能マット ユーザマット 

ユーザブートマット 

ユーザマット ユーザマット ユーザマット 

ユーザブートマット

全面消去 ○（自動） ○ ○ ○（自動） 

ブロック分割消去 ○*1 ○ ○ × 

書き込みデータ転送 ホストから SCI経由 任意のデバイス経由 任意のデバイス経由 ライタ経由 

リセット起動マット 組み込みプログラム 

格納マット 

ユーザマット ユーザブート 

マット*2 

－ 

ユーザモードへの遷移 モード設定変更 

＆リセット 

FLSHEビット設定変更 モード設定変更 

＆リセット 

－ 

【注】 *1 いったん、全面消去が行われます。その後、特定ブロックの消去を行うことができます。 

 *2 いったん組み込みプログラム格納マットから起動し、フラッシュ関連レジスタのチェックが実行された後、ユー

ザブートマットのリセットベクタから起動します。 
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• ユーザブートマットの書き込み／消去は、ブートモードとライタモードでのみ可能です。 

• ブートモードでは、いったんユーザマットとユーザブートマットが全面消去されます。その後、コマン

ド方式でユーザマットまたはユーザブートマットの書き込みができますが、この状態になるまではマッ

ト内容の読み出しはできません。ユーザブートマットだけ書き込んでユーザマットの書き換えはユーザ

ブートモードで実施する、あるいは、ユーザブートモードは使用しないためユーザマットだけ書き換え

るなどの使い方が可能です。 

• ユーザブートモードでは、ユーザプログラムモードと異なるモード端子設定で、任意のインタフェース

のブート動作を実現できます。 
 

22.3 フラッシュメモリマット構成 
本 LSIのフラッシュメモリは、96Kバイトのユーザマットと 8Kバイトのユーザブートマットから構成され

ています。 
ユーザマットとユーザブートマットは先頭アドレスが同じアドレスに割り当てられていますので、2つの
マット間でプログラム実行またはデータアクセスがまたがる場合は、FMATSによるマット切り替えが必要で
す。 
ユーザマット／ユーザブートマットの読み出しはどのモードでも可能ですが、ユーザブートマットの書き

換えはブートモードとライタモードでのみ可能です。 

 H'000000

 H'017FFF

 H'000000

 H'001FFF

96K

8K

 

図 22.3 フラッシュメモリ構成図 

ユーザマットとユーザブートマットはメモリサイズが異なります。8Kバイト空間以上のユーザブートマッ

トをアクセスしないようにしてください。8Kバイト空間以上のユーザブートマットを読み出した場合、不定

値が読み出されます。 
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22.4 ブロック構成 
図 22.4に 96Kバイトのブロック構成を示します。太線枠は消去ブロックを表します。細罫線は書き込みの

単位を表し、枠内の数値はアドレスを示します。96Kバイトのユーザマットは、32Kバイト（2ブロック）、

4Kバイト（8ブロック）に、分割されていて、消去はこのブロック単位で行います。書き込みは下位アドレ

スが H'00または H'80で始まる 128バイト単位で行います。 
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図 22.4 ユーザマットのブロック構成 
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22.5 書き込み／消去インタフェース 
フラッシュメモリの書き込み／消去は、内蔵されている書き込み／消去プログラムを内蔵 RAMにダウン

ロードし、書き込み／消去インタフェースレジスタおよび書き込み／消去インタフェースパラメータで、書

き込み先の先頭アドレス、書き込みデータ、および消去ブロック番号を指定して行います。 

ユーザプログラムモード／ユーザブートモードでは、これらの一連の手続きプログラムは、ユーザ側で用

意していただきます。図 22.5に手続きプログラムの作成手順を示します。詳細は「22.8.2 ユーザプログラ

ムモード」、「22.8.3 ユーザブートモード」を参照してください。 

FKEY FCCS.SCO

Yes

No

( )

(128 ) 

(1 )

( )

 

図 22.5 手続きプログラムの作成手順 



22. フラッシュメモリ 

Rev.2.00  2009.09.18  22-7

  RJJ09B0473-0200 

（1） ダウンロードする内蔵プログラムの選択 

本 LSIには、書き込み／消去プログラムが内蔵されており、内蔵 RAMへのダウンロードが可能です。ダ

ウンロードする内蔵プログラムの選択は、書き込み／消去インタフェースレジスタで行います。また、ダウ

ンロードする内蔵 RAM上の先頭アドレスは、フラッシュトランスファデスティネーションアドレスレジス

タ（FTDAR）で指定します。 
 

（2） 内蔵プログラムのダウンロード 

内蔵プログラムのダウンロードは、フラッシュキーレジスタ（FKEY）と、フラッシュコードコントロール

ステータスレジスタ（FCCS）の SCOビットの設定により自動的に行われます。ダウンロード中はメモリマ

ットが組み込みプログラム格納領域と入れ替わります。また、書き込み／消去中はメモリマットの読み出し

はできないため、ユーザ手続きプログラムはフラッシュメモリ以外（内蔵 RAMなど）で実行してください。

ダウンロードの結果は、書き込み／消去インタフェースパラメータに戻されます。このパラメータで正常に

ダウンロードできたかを確認できます。 
 

（3） 書き込み／消去の初期化 

書き込み／消去を行うためには決められた時間幅のパルス印加が必要で、ウェイトループを CPU命令で構

成する方法で規定のパルス幅を作成しています。そのため書き込み／消去前に CPUの動作周波数を設定する

必要があります。CPUの動作周波数の設定は、書き込み／消去インタフェースパラメータで行います。 
 

（4） 書き込み／消去の実行 

書き込みは書き込み先の先頭アドレス、書き込みデータの指定を 128バイト単位で行います。消去は消去

ブロック番号の指定を消去ブロック単位で行います。書き込み先の先頭アドレス、書き込みデータ、消去ブ

ロック番号の指定は書き込み／消去インタフェースパラメータで行い、内蔵プログラムを起動します。内蔵

プログラムは、内蔵 RAM上の特定アドレスを JSR命令または BSR命令でサブルーチンコールすることで実

行します。実行結果は、書き込み／消去インタフェースパラメータに戻されます。 

フラッシュメモリへの書き込みは、事前に対象領域のデータを消去してください。また、書き込み／消去

中は、割り込み要求が発生しないようにしてください。 
 

（5） 引き続き書き込み／消去を実行する場合 

128バイトの書き込み、1ブロックの消去で書き込み／消去が終了しない場合は、書き込み先の先頭アドレ

ス、書き込みデータ、消去ブロック番号を更新して引き続き書き込み／消去を行うことができます。ダウン

ロードした内蔵プログラムは書き込み／消去終了後も内蔵 RAM上に残っていますので、引き続き書き込み

／消去を実行する場合は内蔵プログラムのダウンロードと初期化の必要はありません。 
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22.6 入出力端子 
フラッシュメモリは、表 22.2に示す入出力端子により制御されます。 

 
表 22.2 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

RES 入力 リセット 

MD2、MD1 入力 本 LSIの動作モードを設定 

TxD1 出力 シリアル送信データ出力（ブートモードで使用） 

RxD1 入力 シリアル受信データ入力（ブートモードで使用） 

 

22.7 レジスタの説明 
フラッシュメモリには以下のレジスタ／パラメータがあります。 

 
表 22.3 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

フラッシュコードコントロールステータスレジスタ FCCS R/W* H'80 H'FEA8 8 

フラッシュプログラムコードセレクトレジスタ FPCS R/W H'00 H'FEA9 8 

フラッシュイレースコードセレクトレジスタ FECS R/W H'00 H'FEAA 8 

フラッシュキーコードレジスタ FKEY R/W H'00 H'FEAC 8 

フラッシュマットセレクトレジスタ FMATS R/W H'00 H'FEAD 8 

フラッシュトランスファデスティネーション 

アドレスレジスタ 

FTDAR R/W H'00 H'FEAE 8 

【注】 * SCOビット以外はリード専用です。SCOビットはライト専用です（リードは常に 0） 
 

表 22.4 パラメータ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 割り当て データバス幅

ダウンロードパスフェイルリザルトパラメータ DPFR R/W 不定 内蔵 RAM* 8、16、32 

フラッシュパス／フェイルパラメータ FPFR R/W 不定 CPUの R0L 8、16、32 

フラッシュプログラム／イレース周波数パラメータ FPEFEQ R/W 不定 CPUの ER0 8、16、32 

フラッシュマルチパーパスアドレスエリアパラメータ FMPAR R/W 不定 CPUの ER1 8、16、32 

フラッシュマルチパーパスデータデスティネーション 

パラメータ 

FMPDR R/W 不定 CPUの ER0 8、16、32 

フラッシュイレースブロックセレクトパラメータ FEBS R/W 不定 CPUの ER0 8、16、32 

【注】 * FTDARで指定した内蔵 RAM上の先頭アドレスの 1バイト 
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フラッシュメモリのアクセスには、いくつかの動作モードがあります。また、ユーザマットに動作モード、

レジスタ、パラメータが割り当てられています。動作モードと使用レジスタ／パラメータの対応を表 22.5に

示します。 
 

表 22.5 使用レジスタ／パラメータと対象モード 

レジスタ／パラメータ ダウンロード 初期化 書き込み 消去 読み出し 

書き込み／ FCCS ○ － － － － 

消去インタ FPCS ○ － － － － 

フェース FECS ○ － － － － 

レジスタ FKEY ○ － ○ ○ － 

 FMATS － － ○*1 ○*1 ○*2 

 FTDAR ○ － － － － 

書き込み／ DPFR ○ － － － － 

消去インタ FPFR － ○ ○ ○ － 

フェース FPEFEQ － ○ － － － 

パラメータ FMPAR － － ○ － － 

 FMPDR － － ○ － － 

 FEBS － － － ○ － 

【注】 *1 ユーザブートモードでの、ユーザマットへの書き込み／消去時に設定が必要です。 

 *2 起動モードと読み出し対象マットの組み合わせで設定が必要な場合があります。 
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22.7.1 書き込み／消去インタフェースレジスタ 
書き込み／消去インタフェースレジスタは、8ビットのレジスタでバイトアクセスのみ可能です。これら

のレジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 

（1） フラッシュコードコントロールステータスレジスタ（FCCS） 

FCCSは、フラッシュメモリの書き込み／消去中のエラー発生のモニタ、および内蔵 RAMに内蔵プログラ

ムのダウンロードを要求します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

－ 

－ 

－ 

1 

0 

0 

R 

R 

R 

リザーブビット 

これらのビットはリードのみ有効で、ライトは無効です。 

4 FLER 0 R フラッシュメモリエラー 

フラッシュメモリへの書き込み／消去中にエラーが発生したことを示しま

す。このビットが 1にセットされると、フラッシュメモリはエラープロテク

ト状態に遷移します。なお、このビットが 1にセットされるとフラッシュメ

モリ内部に高電圧が印加されるので、フラッシュメモリへのダメージを低減

するために 100μs以上のリセット入力期間（RES＝0の期間）の後にリセ

ットリリースしてください。 

0：フラッシュメモリは正常に動作 

 （エラープロテクトは無効） 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセットのとき 

1：フラッシュメモリへの書き込み／消去中にエラーが発生 

 （エラープロテクトは有効） 

［セット条件］ 

• 書き込み／消去中に NMIなどの割り込み要求が発生したとき 

• 書き込み／消去中にフラッシュメモリを読み出したとき 

（ベクタリードおよび命令フェッチを含む） 

• 書き込み／消去中に SLEEP命令を実行したとき 

（ソフトウェアスタンバイを含む） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

これらのビットはリードのみ有効で、ライトは無効です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 SCO 0 (R)/W* ソースプログラムコピーオペレーション 

内蔵 RAMに書き込み／消去プログラムのダウンロードを要求するビットで

す。このビットを 1にセットすると、FPCS、FECSで選択したプログラム

を FTDARで指定した内蔵 RAM領域にダウンロードします。 

このビットを 1にセットするには、FKEY＝H'A5、および SCOビットの設

定が内蔵 RAM上で実行されていることが必要です。このビットを 1にセッ

トした直後は、FCCSのダミーリードを必ず 2回実行してください。また、

ダウンロード中は、すべての割り込み要求が発生しないようにしてくださ

い。ダウンロードが終了すると、このビットは 0にクリアされます。 

このビットによるプログラムのダウンロードは、プログラム格納領域のバン

ク切り替えを伴う特殊な処理を行います。 

0：書き込み／消去プログラムのダウンロードを要求しない 

［クリア条件］ 

• ダウンロードが終了したとき 

1：書き込み／消去プログラムのダウンロードを要求する 

［セット条件］（以下の条件をすべて満足しているとき） 

• FKEY に H'A5 が書き込まれているとき 

• FCCS の SCO ビットの設定を内蔵 RAM上で実行 

【注】 * ライトのみ可能です。リードすると常に 0が読み出されます。 
 

（2） フラッシュプログラムコードセレクトレジスタ（FPCS） 

FPCSは、ダウンロードする書き込みプログラムを選択します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

これらのビットはリードのみ有効で、ライトは無効です。 

0 PPVS 0 R/W プログラムパルスベリファイ 

ダウンロードする書き込みプログラムを選択します。 

0：書き込みプログラムを選択しない 

［クリア条件］ 

• 転送が終了したとき 

1：書き込みプログラムを選択する 
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（3） フラッシュイレースコードセレクトレジスタ（FECS） 

FECSは、ダウンロードする消去プログラムを選択します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

これらのビットはリードのみ有効で、ライトは無効です。 

0 EPVB 0 R/W イレースパルスベリファイブロック 

ダウンロードする消去プログラムを選択します。 

0：消去プログラムを選択しない 

［クリア条件］ 

• 転送が終了したとき 

1：消去プログラムを選択する 

 

（4） フラッシュキーコードレジスタ（FKEY） 

FKEYは、内蔵プログラムのダウンロード、およびフラッシュメモリへの書き込み／消去を許可するソフ

トウェアプロテクトのレジスタです。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

K7 

K6 

K5 

K4 

K3 

K2 

K1 

K0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

キーコード 

FKEYに H'A5を書き込むと、FCCSの SCOビットの書き込みが有効になり

ます。H'A5以外の値が書き込まれている場合は、SCOビットを 1にセット

できないため、内蔵 RAMに内蔵プログラムをダウンロードできません。 

また、H'5Aを書き込んだ場合のみフラッシュメモリへの書き込み／消去が

可能になります。H'5A以外の値が書き込まれている場合は、書き込み／消

去プログラムを実行しても書き込み／消去できません。 

H'A5：SCOビットへの書き込みを許可 

（H'A5以外では SCOビットを 1にセットできません） 

H'5A：フラッシュメモリへの書き込み／消去を許可 

（H'5A以外ではソフトウェアプロテクト状態） 

H'00：初期値 
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（5） フラッシュマットセレクトレジスタ（FMATS） 

FMATSは、ユーザマット／ユーザブートマットのどちらを選択するかを指定するレジスタです。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

MS7 

MS6 

MS5 

MS4 

MS3 

MS2 

MS1 

MS0 

0/1*1 

0 

0/1*1 

0 

0/1*1 

0 

0/1*1 

0 

R/W*2 

R/W*2 

R/W*2 

R/W*2 

R/W*2 

R/W*2 

R/W*2 

R/W*2 

マットセレクト 

H'AA以外の場合はユーザマット選択状態、H'AAが書かれている状態はユーザ

ブートマット選択状態です。FMATSに値を書き込むことによりマット切り替え

が発生します。マット切り替えは、必ず「22.10 ユーザマットとユーザブート

マットの切り替え」に従ってください（ユーザプログラミングモードでのユーザ

ブートマットの書き換えは、FMATSでユーザブートマットを選択してもできま

せん。ユーザブートマットの書き換えは、ブートモードかライタモードで実施し

てください）。 

［書き込み可能条件］内蔵 RAM上での実行状態であること 

【注】 *1 ユーザブートモードのときは 1になります。それ以外のときは 0となります。 

 *2 ユーザモードで起動した場合は、初期値を変更できません。ユーザモード以外で起動した場合は、1にセットで

きますが、0にクリアすることはできません。1ライトのみ有効です。 
 

（6） フラッシュトランスファデスティネーションアドレスレジスタ（FTDAR） 

FTDARは、内蔵プログラムをダウンロードする内蔵 RAM上の先頭アドレスを指定します。FCCSの SCO

ビットを 1にセットする前に FTDARの設定を行ってください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TDER 0 R/W トランスファデスティネーションアドレス設定エラー 

TDA6～TDA0ビットで設定された先頭アドレス指定にエラーがあると、この

ビットが 1にセットされます。 

先頭アドレス指定のエラー判定は、FCCSの SCOビットを 1にセットして

ダウンロードが実行されたときに、TDA6～TDA0ビットの値が H'00～H'01

の範囲にあるかを判定します。SCOビットを 1にセットする前に、このビッ

トを 0にクリアして、FTDARの値をH'00～H'01の範囲に設定してください。

0：TDA6～TDA0の設定値は正常 

1：TDER、TDA6～TDA0の設定値が H'02～H'FFで、ダウンロードは中断

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

TDA6 

TDA5 

TDA4 

TDA3 

TDA2 

TDA1 

TDA0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

トランスファデスティネーションアドレス 

ダウンロード先の内蔵 RAMの先頭アドレスを指定します。設定可能な値は

H'00～H'01で、3Kバイト以内で内蔵 RAM上の先頭アドレスを指定できま

す。H'FFD080～H'FFE07Fは、内蔵プログラム格納領域の RAMとして設定

されています。 

H'00   ：先頭アドレスを H’FFD080に設定 

H'01   ：先頭アドレスを H’FFD880に設定 

H'02～H'7F：設定禁止 

（H'02～H'7Fの値が設定されると、TDERビットが 1にセットされ、 

 内蔵プログラムのダウンロードが中断されます。） 
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22.7.2 書き込み／消去インタフェースパラメータ 
書き込み／消去インタフェースパラメータは、ダウンロードした内蔵プログラムに対して動作周波数、書

き込みデータの格納場所、書き込み先の先頭アドレス、消去ブロック番号の指定、および実行結果の受け渡

しを行います。このパラメータは、CPUの汎用レジスタ（ER0、ER1）や内蔵 RAM領域に設定します。書き

込み／消去インタフェースパラメータは、パワーオンリセット、ソフトウェアスタンバイでの初期値は不定

です。 

内蔵プログラムのダウンロード、初期化、書き込み、消去の実行中は、R0L以外の CPUのレジスタはスタ

ック領域に保存されるため、実行前にスタック領域を確保してください（使用スタック領域サイズは、最大

128バイトです）。R0Lは処理結果の戻り値が書き込まれます。書き込み／消去インタフェースパラメータ

は、ダウンロードの制御、書き込み／消去の初期化、書き込み、消去の実行で使用します。表 22.6に使用パ

ラメータと対象モードを示します。フラッシュパス／フェイルパラメータ（FPFR）は、初期化、書き込み、

消去の実行結果が戻されますが、実行内容によってビットの意味が異なります。 
 

表 22.6 使用パラメータと対象モード 

パラメータ ダウンロード 初期化 書き込み 消去 R/W 初期値 割り当て 

DPFR ○ － － － R/W 不定 内蔵 RAM*

FPFR － ○ ○ ○ R/W 不定 CPUの R0L

FPEFEQ － ○ － － R/W 不定 CPUの ER0

FMPAR － － ○ － R/W 不定 CPUの ER1

FMPDR － － ○ － R/W 不定 CPUの ER0

FEBS － － － ○ R/W 不定 CPUの ER0

【注】 * FTDARで指定した内蔵 RAM上の先頭アドレスの 1バイト 
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（a）ダウンロードの制御 

内蔵プログラムのダウンロードは、FCCSの SCOビットを 1にセットすると自動的に行われます。ダウン

ロードする内蔵 RAM領域は、FTDARで指定した先頭アドレスから 3Kバイト分です。ダウンロードは書き

込み／消去インタフェースレジスタで設定し、戻り値はダウンロードパスフェイルリザルトパラメータ

（DPFR）に渡されます。 
 

（b）書き込み／消去の初期化 

内蔵プログラムには、初期化プログラムも含まれています。書き込み／消去を行うためには決められた時

間幅のパルス印加が必要で、ウェイトループをCPU命令で構成する方法で規定のパルス幅を作成しています。

そのため CPUの動作周波数を設定する必要があります。これらの設定を行うためにダウンロードした書き込

み／消去プログラムのパラメータとして設定するのが初期化プログラムです。 
 

（c）書き込みの実行 

フラッシュメモリへの書き込みは、ユーザマット上の書き込み先の先頭アドレスと書き込みデータを書き

込みプログラムに渡すことが必要です。 

ユーザマット上の書き込み先の先頭アドレスは、汎用レジスタ ER1に設定してください。このパラメータ

をフラッシュマルチパーパスアドレスエリアパラメータ（FMPAR）と呼びます。 

書き込みデータは常に 128バイト単位です。書き込みデータが 128バイトに満たない場合でもダミーコー

ド（H'FF）を埋め込んで、128バイトの書き込みデータを準備してください。ユーザマット上の書き込み先

の先頭アドレスの境界は、アドレスの下位 8ビット（A7～A0）が H'00または H'80のいずれかにしてくださ

い。 

ユーザマットへの書き込みデータを連続領域に準備してください。書き込みデータは、CPUのMOV.B命

令でアクセス可能な連続空間で、フラッシュメモリ空間以外としてください。 

ユーザマットに書き込むデータが格納されている領域の先頭アドレスを、汎用レジスタ ER0に設定してく

ださい。このパラメータをフラッシュマルチパーパスデータデスティネーションエリアパラメータ（FMPDR）

と呼びます。 

書き込み手順については「22.8.2 ユーザプログラムモード」を参照してください。 
 

（d）消去の実行 

フラッシュメモリの消去は、ユーザマット上の消去ブロック番号を消去プログラムに渡すことが必要です。 

ユーザマット上の消去ブロック番号は、汎用レジスタ ER0に設定してください。このパラメータをフラッ

シュイレースブロックセレクトパラメータ（FEBS）と呼びます。 

消去ブロック番号は、0～9のブロック番号から 1ブロックを指定します。 

消去手順については「22.8.2 ユーザプログラムモード」を参照してください。 
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（1） ダウンロードパスフェイルリザルトパラメータ（DPFR） 

（FTDARで指定した内蔵 RAM上の先頭アドレスの 1バイト） 

ダウンロード結果の戻り値です。ダウンロード結果を DPFRの値で判断します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － － － 未使用ビット 

値 0が戻されます。 

2 SS － R/W ソースセレクトエラー検出ビット 

ダウンロード可能なプログラムは 1種類のみです。ダウンロードするプログ

ラムが選択されていない場合、2種類以上のプログラムが選択されている場

合、またはマッピングされていないプログラムを選択した場合には、エラー

となります。 

0：ダウンロードするプログラムの選択は正常 

1：ダウンロードするプログラムの選択エラー 

1 FK － R/W フラッシュキーレジスタエラー検出ビット 

FKEYの値（H’A5）を検出し、その結果を戻します。 

0：FKEYの設定値は正常（H’A5） 

1：FKEYの設定値エラー（H’A5以外の値） 

0 SF － R/W サクセス／フェイルビット 

ダウンロード結果を戻します。内蔵 RAM上にダウンロードしたプログラム

をリードバックし、内蔵 RAM上に転送できたかを判定します。 

0：プログラムのダウンロードは正常終了 

1：プログラムのダウンロードが異常終了（エラーの発生） 

 

（2） フラッシュパス／フェイルパラメータ（FPFR） 

（CPUの汎用レジスタ R0L） 

FPFRは、書き込み／消去の初期化、書き込み、および消去の結果が戻されますが、実行内容によってビッ

トの意味が異なります 

（a）書き込み／消去の初期化 

初期化結果の戻り値です。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～2 － － － 未使用ビット 

値 0が戻されます。 

1 FQ － R/W 周波数エラー検出ビット 

設定された CPUの動作周波数と本 LSIがサポートしている動作周波数を比

較し、その結果を戻します。 

0：動作周波数の設定は正常値 

1：動作周波数の設定が異常値 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 SF － R/W サクセス／フェイルビット 

初期化結果を戻します。 

0：初期化は正常終了（エラーなし） 

1：初期化が異常終了（エラー発生） 

 

（b）書き込みの実行 

書き込み結果の戻り値です。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － － － 未使用ビット 

値 0が戻されます。 

6 MD － R/W 書き込みモード関連設定エラー検出ビット 

エラープロテクト状態を検出し、その結果を戻します。エラープロテクト状

態のとき、このビットに 1が書き込まれます。エラープロテクト状態である

か、ないかは、FCCSの FLERビットで確認できます。エラープロテクト状

態への遷移条件については、「22.9.3 エラープロテクト」を参照してくだ

さい。 

0：正常に動作（FLER＝0） 

1：エラープロテクト状態で、書き込みできない（FLER＝1） 

5 EE － R/W 書き込み実行時エラー検出ビット 

ユーザマットが消去されていないために指定データを書き込めなかった場

合、このビットには 1が書き込まれます。このとき、ユーザマットは途中ま

で書き換えられている可能性があるため、エラーになった原因を取り除いて

消去からやり直してください。また、FMATSの値が H’AAとなっており、

ユーザブートマット選択状態のときに書き込みを実施しても、書き込み実行

時エラーとなります。この場合は、ユーザマット／ユーザブートマットとも

に、書き換えられません。 

ユーザブートマットへの書き込みはブートモードまたはライタモードで実

施してください。 

0：書き込みは正常終了 

1：書き込みが異常終了（書き込み内容は保証できない） 

4 FK － R/W フラッシュキーレジスタエラー検出ビット 

書き込み開始前の FKEYの値（H’5A）を検出し、その結果を戻します。 

0：FKEYの設定値は正常（H’5A） 

1：FKEYの設定値エラー（H’5A以外の値） 

3 － － － 未使用ビット 

値 0が戻されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 WD － R/W ライトデータアドレス検出ビット 

書き込みデータの格納先の先頭アドレスに、フラッシュメモリ以外の領域が

指定された場合はエラーになります。 

0：書き込みデータの格納先の先頭アドレス設定は正常値 

1：書き込みデータの格納先の先頭アドレス設定は異常値 

1 WA － R/W ライトアドレスエラー検出ビット 

書き込み先の先頭アドレスに、次の領域が指定された場合はエラーになりま

す。 

• フラッシュメモリ以外の領域のとき 

• 指定されたアドレスが 128バイト境界でないとき 

（アドレスの下位 8ビットが H’00 か H’80以外） 

0：書き込み先の先頭アドレス設定は正常値 

1：書き込み先の先頭アドレス設定が異常値 

0 SF － R/W サクセス／フェイルビット 

書き込み結果を戻します。 

0：書き込みは正常終了（エラーなし） 

1：書き込みが異常終了（エラー発生） 

 

（c）消去の実行 

消去結果の戻り値です。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － － － 未使用ビット 

値 0が戻されます。 

6 MD － R/W 消去モード関連設定エラー検出ビット 

エラープロテクト状態を検出し、その結果を戻します。エラープロテクト状

態のとき、このビットに 1が書き込まれます。エラープロテクト状態である

か、ないかは、FCCSの FLERビットで確認できます。エラープロテクト状

態への遷移条件については、「22.9.3 エラープロテクト」を参照してくだ

さい。 

0：正常に動作（FLER＝0） 

1：エラープロテクト状態で、消去できない（FLER＝1） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 EE － R/W 消去実行時エラー検出ビット 

ユーザマットの消去ができない、またはフラッシュメモリの関連レジスタの

一部が書き換えられていると、このビットに 1が戻されます。このとき、ユ

ーザマットは途中まで消去されている可能性があるため、エラーになった原

因を取り除いて消去からやり直してください。また、FMATSの値が H’AA

となっており、ユーザブートマット選択状態のときに消去を実施しても、消

去実行時にエラーとなります。この場合は、ユーザマット／ユーザブートマ

ットともに、消去されてはいません。 

ユーザブートマットの消去はブートモードまたはライタモードで実施して

ください。 

0：消去は正常終了 

1：消去が異常終了 

4 FK － R/W フラッシュキーレジスタエラー検出ビット 

消去開始前の FKEYの値（H’5A）を検出し、その結果を戻します。 

0：FKEYの設定値は正常（H’5A） 

1：FKEYの設定値エラー（H’5A以外の値） 

3 EB － R/W イレースブロックセレクトエラー検出ビット 

指定された消去ブロック番号が、ユーザマットのブロック範囲内であるかを

検出し、その結果を戻します。 

0：消去ブロック番号の設定は正常値 

1：消去ブロック番号の設定が異常値 

2 

1 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

未使用ビット 

値 0が戻されます。 

0 SF － R/W サクセス／フェイルビット 

消去結果を戻します。 

0：消去は正常終了（エラーなし） 

1：消去が異常終了（エラー発生） 

 

（3） フラッシュプログラム／イレース周波数パラメータ（FPEFEQ） 

（CPUの汎用レジスタ ER0） 

CPUの動作周波数を設定するパラメータです。本 LSIがサポートしている動作周波数範囲は 8～25MHzで

す。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － － － 未使用ビット 

値 0を設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 F15～F0 － R/W 周波数設定ビット 

CPUの動作周波数を設定します。設定値の算出は次のようにしてください。

• MHz単位で表現した動作周波数を小数点第 3位で四捨五入し、小数点第 2

位までとする。 

• 100倍した値を 2進数に変換し、FPEFEQ（汎用レジスタ ER0）に書き込

む。 

具体例としてCPUの動作周波数が 20.000MHzの場合には次のようになりま

す。 

• 20.000の小数点第 3位を四捨五入し、20.00。 

• 20.00×100＝2000を 2進数変換し、B'0000 0111 1101 0000 （H'07D0）

を ER0に設定する。 

 

（4） フラッシュマルチパーパスアドレスエリアパラメータ（FMPAR） 

（CPU の汎用レジスタ ER1） 

ユーザマット上の書き込み先の先頭アドレスを設定します。 

フラッシュメモリ領域外にアドレスが指定されている場合、または書き込み先の先頭アドレスが 128バイ

ト境界でない場合は、エラーとなります。これらのエラーは、FPFRのWAビットに反映されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 MOA31 

～ 

MOA0 

－ R/W ユーザマット上の書き込み先の先頭アドレスを設定します。ここで指定され

たユーザマットの先頭アドレスから連続 128バイトの書き込みが行われま

す。指定した書き込み先の先頭アドレスは 128バイト境界となり、MOA6～

MOA0は常に 0になります。 
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（5） フラッシュマルチパーパスデータデスティネーションパラメータ（FMPDR） 

（CPUの汎用レジスタ ER0） 

ユーザマットに書き込むデータが格納されている領域の先頭アドレスを設定します。 

書き込みデータの格納先がフラッシュメモリ領域内の場合は、エラーとなります。このエラーは FPFRの

WDビットに反映されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 MOD31～ 

MOD0 

－ R/W ユーザマットに書き込むデータが格納されている領域の先頭アドレスを設

定します。ここで指定された先頭アドレスから連続 128バイトのデータが、

ユーザマットに書き込まれます。 

 

（6） フラッシュイレースブロックセレクトパラメータ（FEBS） 

（CPUの汎用レジスタ ER0） 

消去ブロック番号を指定します。0～9（H'00000000～H'00000009）の範囲で消去ブロック番号を数値で設

定します。0は EB0ブロック、9は EB9ブロックに対応します。0～9以外の設定にはしないでください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 不定 R/W 未使用ビット 

値 0を設定してください。 

7～0 EBS7～EBS0 不定 R/W 0～9の範囲で消去ブロック番号を設定します。0は EB0ブロック、9は EB9

ブロックに対応します。0～9（H'00～H'09）以外の設定にはしないでくださ

い。 
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22.8 オンボードプログラミング 
モード端子（MD2、MD1）をオンボードプログラミングモードに設定し、リセットスタートすると、内蔵

フラッシュメモリへの書き込み／消去を行うことができるオンボードプログラミングモードへ遷移します。

オンボードプログラミングモードには、ブートモード、ユーザブートモード、およびユーザプログラムモー

ドの 3種類の動作モードがあります。 

各動作モードへの設定方法を表 22.7に示します。フラッシュメモリに対する各モードへの状態遷移は、図

22.2を参照してください。 
 

表 22.7 オンボードプログラミングモードの設定方法 

モード設定 MD2 MD1 NMI 

ブートモード 1 0 1 

ユーザプログラムモード 0 1 0/1 

ユーザブートモード 1 0 0 

 

22.8.1 ブートモード 
ブートモードは、SCI_1を経由して外部に接続されたホストから制御コマンドや書き込みデータを送信し、

ユーザマットやユーザブートマットへの書き込み／消去を行うモードです。 

ブートモードでは、制御コマンドや書き込みデータを送信するツールと、書き込みデータをホスト側に準

備しておく必要があります。使用するシリアル通信は調歩同期式モードです。図 22.6にブートモードのシス

テム構成を示します。ブートモードで割り込み要求が発生した場合は、無視されます。システム側で割り込

み要求が発生しないようにしてください。 

RxD1

TxD1

 

( )
  

RAMSCI_1

LSI

 

図 22.6 ブートモードのシステム構成図 
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（1） ホストのシリアルインタフェース設定 

SCI_1は調歩同期式モードに設定され、シリアル送信／受信フォーマットは「8ビットデータ、1ストップ

ビット、パリティなし」です。 

ブートモードに遷移すると、本 LSI内部に組み込まれているブートプログラムが起動します。 

本LSIはブートプログラムが起動すると、ホストから連続送信される調歩同期式シリアル通信データ（H'00）

の Low期間を測定してビットレートを計算し、SCI_1のビットレートをホストのビットレートに合わせ込み

ます。 

ビットレートの合わせ込みが終了すると、調整終了の合図としてホストへ H'00を 1バイト送信します。ホ

ストは調整終了の合図を正常に受信したら、本 LSIへ H'55を 1バイト送信してください。正常に受信できな

かった場合は、ブートモードを再起動してください。ホスト側のビットレートと本 LSIのシステムクロック

周波数の組み合わせによっては許容範囲内にビットレートを合わせ込めない場合があります。このため、ホ

ストの転送ビットレートと本 LSIのシステムクロック周波数を表 22.8の範囲としてください。 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

Low 9 H'00 1

High  

図 22.7 ビットレートの自動合わせ込み 

 

表 22.8 ビットレート自動合わせ込みが可能なシステムクロック周波数 

ホストのビットレート 本 LSIのシステムクロック周波数範囲 

9,600 bps 8～25MHz 

19,200 bps 8～25MHz 
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（2） 状態遷移 

ブートモード起動後の状態遷移を図 22.8に示します。 

 

( )

H'00,..,H'00

H'00

( )

( )

 

( )

( )

( )

( )
( )

( )

H'55

1.

2.

3.

4.

 

図 22.8 ブートモードの状態遷移図 
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1. ブートモード起動後、SCI_1のビットレートをホストのビットレートに合わせ込みます。 

2. ユーザマットのサイズ、構成、先頭アドレス、サポート状況などの問い合わせ情報をホストに送信しま

す。 

3. 問い合わせが終了するとすべてのユーザマットおよびユーザブートマットを自動消去します。 

4. 「書き込み準備通知」を受信すると、書き込みデータ待ち状態に遷移します。書き込みコマンド送信後、

書き込み先の先頭アドレス、書き込みデータを送信してください。書き込み終了後、書き込み先の先頭

アドレスをH'FFFFFFFFに設定して送信してください。これにより書き込みデータ待ち状態から、書き込

み／消去コマンド待ち状態に戻ります。いったん、書き込み終了コマンドを発行した、書き込み終了エ

リアが含まれる消去ブロック内に、再度書き込みを行う場合、対応する消去ブロックを消去してから実

施してください。図22.9に書き込みが終了したエリアが含まれる消去ブロックの例を示します。「消去

準備通知」を受信すると、消去ブロックデータ待ち状態に遷移します。消去コマンド送信後、消去ブロ

ック番号を送信してください。消去終了後、消去ブロック番号をH'FFに設定して送信してください。こ

れにより消去ブロックデータ待ち状態から、書き込み／消去コマンド待ち状態に戻ります。なお、消去

の実行は、ブートモードでいったん書き込んだ後に、リセットスタートせずに特定のブロックのみを書

き換えるときに使用してください。1回の操作で書き込みができる場合は、書き込み／消去コマンド、そ

れ以外のコマンド待ち状態の遷移前に全ブロックの消去が行われていますので本消去操作は必要ありま

せん。書き込み／消去コマンド以外に、ユーザマット／ユーザブートマットのサムチェック、ブランク

チェック（消去チェック）、メモリリード、および現在のステータス情報取得のコマンドがあります。 
 
ユーザマット／ユーザブートマットのメモリ読み出しは、すべてのユーザマット／ユーザブートマットを

自動消去後に書き込んだデータについてのみ読み出しができます。それ以外は読み出しができません。 

EB6/7

EB6/7

EB5

EB6

EB7

EB8

 

図 22.9 書き込みが終了したエリアが含まれる消去ブロック例 
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22.8.2 ユーザプログラムモード 
内蔵されているプログラムをダウンロードしてユーザマットの書き込み／消去を行います。書き込み／消

去フローを図 22.10に示します。 

書き込み／消去中はフラッシュメモリ内部に高電圧が印加されていますので、リセットへの遷移は行わな

いでください。書き込み／消去中にリセットへ遷移すると、フラッシュメモリにダメージを与える可能性が

あります。リセット入力した場合は、100μs以上のリセット入力期間（RES＝0の期間）の後にリセットリ

リースしてください。 

 

 

RAM 

RAM1  

2  

FTDAR3  

 

図 22.10 書き込み／消去フロー 
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（1） 書き込み／消去実行時の内蔵 RAMのアドレスマップ 

ユーザ側で作成するダウンロード要求、書き込み／消去手順、結果判定などの手続きプログラムの一部は、

必ず内蔵 RAM上で実行してください。また、ダウンロードする内蔵プログラムは内蔵 RAMに組み込まれて

いるため、内蔵プログラムと手続きプログラムが重複しないように注意してください。図 22.11にダウンロ

ードする内蔵プログラムの領域を示します。 

H'FFEFFF

15

DPFR 1
FTDAR

FTDAR +32

FTDAR +3K

FTDAR +16

3K

 

図 22.11 書き込み／消去実行時の RAMマップ 
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（2） ユーザプログラムモードでの書き込み手順 

内蔵プログラムのダウンロード、初期化、および書き込み手順を図 22.12に示します。 

FTDAR

FKEY H'A5

SCO 1

DPFR=0

Yes

No

  FPEFEQ

JSR FTDAR +32

Yes
 

FPFR=0
No

CPU

FKEY

ER1,ER0

  (FMPAR,FMPDR)

JSR FTDAR +16

Yes

FPFR=0
No

FKEY

Yes

No

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

2.

FKEY

FKEY H'5A

1

1
 

 

図 22.12 ユーザプログラムモードでの書き込み手順 

 
手続きプログラムは、書き込み対象のフラッシュメモリ以外の領域で実行してください。ダウンロードを

要求する FCCSの SCOビットの設定は、必ず内蔵 RAM上で実行してください。手続きプログラムのステッ

プごとの実行可能な領域（内蔵 RAM、ユーザマット、外部空間）は「22.8.4 内蔵プログラム、書き込みデ

ータの格納可能領域」を参照してください。以下の説明は、ユーザマットの書き込み対象領域は消去されて

おり、書き込みデータも連続領域に準備できたという前提です。 

1回の書き込みデータは常に 128バイト単位です。128バイトを超える場合は、書き込み先の先頭アドレス、

書き込みデータのパラメータを 128バイト単位で更新して書き込みを繰り返します。書き込みデータが 128

バイトに満たない場合も無効データを埋め込んで、128バイトの書き込みデータを準備してください。埋め

込む無効データを H'FFにすると書き込み処理時間を短縮できます。 
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1. ダウンロードする内蔵プログラムとダウンロード先を選択します。FPCSのPPVSビットを1にセットする

と書き込みプログラムが選択されます。書き込み／消去プログラムは複数選択することができません。

複数選択するとDPFRパラメータのSSビットにダウンロードエラーが報告されます。FTDARでダウンロ

ード先の内蔵RAMの先頭アドレスを指定します。 

2. FKEYにH'A5を書き込みます。FKEYにH'A5を書き込まないと、ダウンロードを要求するFCCSのSCOビ

ットを1にセットすることができません。 

• FKEYにH'A5が書き込まれている 

• SCOビットの設定が内蔵RAM上で実行されている 

SCOビットが1にセットされると自動的にダウンロードが開始され、ユーザの手続きプログラムに戻って

きたときにはSCOビットが0にクリアされているため、手続きプログラムではSCOビットが1にセットさ

れていることを確認できません。ダウンロード結果はDPFRパラメータの戻り値で確認するため、SCOビ

ットを1にセットする前に、DPFRパラメータとなるFTDARで指定した内蔵RAMの先頭1バイトを戻り値

以外（H'FFなど）に設定して誤判定を防いでください。ダウンロードの実行は、次に示すようなバンク

切り替えを伴った特殊な処理を行います。また、SCOビットを1にセットした直後は、必ずFCCSのダミ

ーリードを2回実行してください。 

・ユーザマット空間を内蔵プログラム格納領域に切り替えます。 

・ダウンロードするプログラムとFTDARで指定した内蔵RAMの先頭アドレスをチェック後、内蔵RAM

へ転送します。 

・FPCS、FECSおよびFCCSのSCOビットを0にクリアします。 

・DPFRパラメータに戻り値を設定します。 

・CPUの汎用レジスタの値は保存されます。 

・ダウンロード中はすべての割り込み要求は受け付けられませんが、割り込み要求は保持されています

ので、手続きプログラムに戻ったときに割り込み要求が発生します。 

・レベル検出割り込み要求を保持したい場合は、ダウンロード終了まで割り込み要求の発生が必要です。 

・SCOビットを1にセットする前に最大128バイトのスタック領域を内蔵RAM上に確保してくだい。 

3. プロテクトのためにFKEYをH'00にクリアします。 

4. DPFRパラメータの値でダウンロード結果を確認します。DPFRパラメータ（FTDARで指定したダウンロ

ード先の先頭アドレスの1バイト）の値をチェックします。DPFRパラメータの値がH'00であればダウン

ロードが正常に終了しています。H'00以外のときは、ダウンロードできなかった原因を次の手順で調べ

ることができます。 

• DPFRパラメータの値がダウンロード実行前に設定した値と同じであった場合は、FTDARのダウンロー

ド先の先頭アドレス設定に異常が考えられますので、FTDARのTDERビットを確認してください。 

• DPFRパラメータの値がダウンロード実行前の設定値と異なっている場合は、DPFRパラメータのSSビッ

トやFKビットでダウンロードするプログラムの選択やFKEYの設定値を確認してください。 
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5. 初期化のためにFPEFEQパラメータにCPUの動作周波数を設定します。FPEFEQパラメータに設定できる

動作周波数は8～25MHzです。この範囲以外の周波数を設定すると、初期化プログラムのFPFRパラメー

タにエラーが報告され初期化は行われません。周波数の設定方法は「22.7.2（3） フラッシュプログラ

ム／イレース周波数パラメータ（FPEFEQ）（CPUの汎用レジスタER0）」を参照してください。 

6. 初期化を実行します。初期化プログラムは書き込みプログラムのダウンロードと一緒に内蔵RAMにダウ

ンロードされます。FTDARで指定したダウンロード先の先頭アドレスを#DLTOPとしたとき、#DLTOP

＋32バイトからの領域に、初期化プログラムのエントリーポイントがありますので、次のような方法で

サブルーチンコールして実行してください。 
 

MOV.L   #DLTOP+32,ER2        ; エントリアドレスを ER2に設定 

JSR      @ER2                  ; 初期化ルーチンをコール 

NOP 

 

• 初期化プログラムではR0L以外の汎用レジスタは保存されます。 

• R0LはFPFRパラメータの戻り値です。 

• 初期化プログラムではスタック領域を使用しますので、最大128バイトのスタック領域をRAM上に確保

してください。 

• 初期化プログラム実行中の割り込み要求受け付けは可能です。ただし、内蔵RAM上のプログラム格納領

域やスタック領域、レジスタの値を破壊しないように注意してください。 

7. 初期化プログラムの戻り値FPFRパラメータを判定します。 

8. 書き込み／消去中は、すべての割り込み要求とCPU以外のバスマスタの使用を禁止してください。書き

込み／消去中は、規定電圧が規定時間幅で印加されています。書き込み／消去中に割り込み要求が発生、

またはCPU以外にバス権が移行するなどで規定以上の電圧が印加されると、フラッシュメモリにダメー

ジを与える可能性があります。割り込み要求は、割り込み制御モード0のときコンディションコードレジ

スタ（CCR）のビット7（I）をB'1に、割り込み制御モード2のときエクステンドレジスタ（EXR）のビッ

ト2～0（I2～I0）をB'111に設定することで禁止され、NMI以外の割り込み要求は保持されて実行されま

せん。NMI割り込みは、ユーザシステム上で発生しないようにしてください。保持した割り込み要求は、

すべての書き込み終了後に実行してください。 

9. FKEYにH'5Aを設定し、ユーザマットへの書き込みができるようにしてください。 
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10. 書き込みに必要なパラメータの設定を行います。ユーザマットの書き込み先の先頭アドレス（FMPARパ

ラメータ）を汎用レジスタER1に、書き込むデータが格納されている領域の先頭アドレス（FMPDRパラ

メータ）を汎用レジスタER0に設定します。 

• FMPARパラメータ設定例：ユーザマットエリア以外に書き込み先の先頭アドレスが指定された場合、書

き込みプログラムを実行しても書き込みは行われずに、FPFRパラメータにエラーが報告されます。また、

1回の書き込みデータは常に128バイト単位であるため、アドレスの下位8ビットはH'00かH'80の128バイ

ト境界である必要があります。 

• FMPDR設定例：書き込みデータの格納先がフラッシュメモリ上の場合、書き込みルーチンを実行しても

書き込みは行われずに、FPFRパラメータにエラーが報告されます。この場合は、いったん、内蔵RAMに

転送して、書き込むようにしてください。 

11. 書き込みを実行します。FTDARで指定したダウンロード先の先頭アドレスを#DLTOPとしたとき、

#DLTOP＋16バイトからの領域に、書き込みプログラムのエントリーポイントがありますので、次のよ

うな方法でサブルーチンコールして実行してください。 
 

MOV.L   #DLTOP+16,ER2        ; エントリ－アドレスを ER2に設定 

JSR      @ER2                  ; 書き込みルーチンをコール 

NOP 

 

• 書き込みプログラムではR0L以外の汎用レジスタは保存されます。 

• R0LはFPFRパラメータの戻り値です。 

• 書き込みプログラムではスタック領域を使用しますので、最大128バイトのスタック領域をRAM上に確

保してください。 

12. 書き込みプログラムの戻り値FPFRパラメータを判定します。 

13. 必要データの書き込みが終了したかを判断します。128バイトを超えるデータを書き込む場合、128バイ

ト単位でFMPAR、FMPDRパラメータを更新して上記11.～14.の処理を繰り返します。書き込み先アドレ

スの128バイトのインクリメント、書き込みデータポインタの更新を正しく行ってください。書き込み終

了のアドレスへの重複書き込みになると、書き込みエラーとなりフラッシュメモリにもダメージを与え

ます。 

14. 書き込みが終了するとFKEYをクリアして、ソフトウェアプロテクト状態にしてください。書き込み終了

直後にリセットで再起動する場合は、100μs以上のリセット入力期間（RES＝0の期間）を設けてくださ

い。 
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（3） ユーザプログラムモードでの消去手順 

内蔵プログラムのダウンロード、初期化、消去の手順を図 22.13に示します。 
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図 22.13 ユーザプログラムモードでの消去手順 

 

手続きプログラムは、消去対象のユーザマット以外の領域で実行してください。ダウンロードを要求する

FCCSの SCOビットの設定は、必ず内蔵 RAM上で実行してください。手続きプログラムのステップごとの

実行可能な領域（内蔵 RAM、ユーザマット）は「22.8.4 内蔵プログラム、書き込みデータの格納可能領域」

を参照してください。ダウンロードする内蔵プログラムの領域は図 22.11を参照してください。 

1回の消去は 1ブロックです。ブロック分割については図 22.4を参照してください。2ブロック以上の消

去を行う場合は、消去ブロック番号を更新して消去を繰り返します。 
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1. ダウンロードする内蔵プログラムを選択します。FECSのEPVBビットを1にセットするとダウンロードす

る消去プログラムが選択されます。書き込み／消去プログラムは複数選択することはできません。複数

選択するとDPFRパラメータのSSビットにダウンロードエラーが報告されます。FTDARでダウンロード

先の内蔵RAMの先頭アドレスを指定します。 
 

FKEYへの書き込み以降の手続きは、「22.8.2（2） ユーザプログラムモードでの書き込み手順」を参

照してください。 
 

2. 消去に必要なFEBSパラメータの設定を行います。ユーザマットの消去ブロック番号（FEBSパラメータ）

を汎用レジスタER0に設定します。ユーザマットの消去ブロック番号以外の値が設定された場合、消去

プログラムを実行しても消去されずに、FPFRパラメータにエラーが報告されます。 

3. 消去を実行します。書き込みと同様にFTDARで指定したダウンロード先の先頭アドレスを#DLTOPとし

たときも、#DLTOP＋16バイトからの領域に、消去プログラムのエントリーポイントがありますので、

次のような方法でサブルーチンコールして実行してください。 
 

MOV.L   #DLTOP+16,ER2        ; エントリアドレスを ER2に設定 

JSR      @ER2                  ; 消去ルーチンをコール 

NOP 

 

• 消去プログラムではR0L以外の汎用レジスタは保存されます。 

• R0LはFPFRパラメータの戻り値です。 

• 消去プログラムではスタック領域を使用しますので、最大128バイトのスタック領域をRAM上に確保し

てください。 

4. 消去プログラムの戻り値FPFRパラメータを判定します。 

5. 必要ブロックの消去が終了したかを判断します。複数ブロックを消去する場合、FEBSパラメータを更新

して上記2.～5.の処理を繰り返します。 

6. 消去が終了するとFKEYをクリアして、ソフトウェアプロテクト状態にしてください。消去終了直後にリ

セットで再起動する場合は、100μs以上のリセット入力期間（RES＝0の期間）を設けてください。 
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22.8.3 ユーザブートモード 
本 LSIにはブートモード、ユーザプログラムモードとは異なるモード端子設定で起動するユーザブートモ

ードがあります。内蔵 SCIを使用するブートモードとは異なるユーザ任意のブートモードが実現できます。 

ユーザブートモードで書き込み／消去が可能なマットはユーザマットだけです。ユーザブートマットの書

き込み／消去は、ブートモードまたはライタモードで行ってください。 

（1） ユーザブートモードでの起動 

ユーザブートモード起動のためのモード端子の設定は表 22.7を参照してください。 

ユーザブートモードでリセットスタートすると、いったん組み込みのチェックルーチンが走行します。こ

こではユーザマット、ユーザブートマットの状態チェックが行われます。 

この間の NMIおよびその他の割り込みは受け付けられません。 

その後、ユーザブートマット上のリセットベクタの実行開始アドレスから処理を開始します。この時点で、

実行マットはユーザブートマットになっていますので、FMATSレジスタには H'AAが設定されています。 
 

（2） ユーザブートモードでのユーザマットの書き込み 

ユーザブートモードでユーザマットへの書き込みを行う手続きでは、FMATSによるユーザブートマット選

択状態からユーザマット選択状態への切り替えが必要です。ただし、書き込み終了後にユーザマット選択状

態から再びユーザブートマット選択状態へ切り替えることはできません。 

ユーザブートモードでのユーザマットの書き込み手続きを図 22.14に示します。 
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図 22.14 ユーザブートモードでのユーザマットへの書き込み手順 

図 22.14に示したように、ユーザプログラムモードとユーザブートモードでの書き込み手続きの違いは、

マット切り替えを行うか否かです。 

ユーザブートモードでは、フラッシュメモリ空間にユーザブートマットが見えていて、ユーザマットは「裏」

に隠れている状態です。ユーザマットに書き込む処理の間、ユーザマットとユーザブートマットを切り替え

ます。書き込み処理中は、ユーザブートマットは隠れており、かつユーザマットは書き込み状態ですので、

手続きプログラムはフラッシュメモリ以外の領域で走行させる必要があります。ユーザマット書き込み後、

再びユーザブートマットを選択することはできません。 

マット切り替えは、FMATSへ規定の値を書き込むことで実現できますが、完全にマット切り替えが完了す

るまではアクセスできず、また、割り込みが発生した場合に割り込みベクタをどちらのマットから読み出す

かなど不安定状態が存在します。マット切り替えについては、「22.10 ユーザマットとユーザブートマット

の切り替え」の説明に従ってください。 

マット切り替え以外の書き込み手順は、ユーザプログラムモードの手順と同じです。 

ユーザ手続きプログラムのステップごとの、実行可能な領域（内蔵 RAM、ユーザマット）については「22.8.4 

内蔵プログラム、書き込みデータの格納可能領域」に示します。 
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（3） ユーザブートモードでのユーザマットの消去 
ユーザブートモードでユーザマットの消去を行う手続きでは、FMATSによるユーザブートマット選択状態

からユーザマット選択状態への切り替えが必要です。ただし、消去終了後にユーザマット選択状態から再び

ユーザブートマット選択状態へ切り替えることはできません。 
ユーザブートモードでのユーザマットの消去手続きを図 22.15に示します。 
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図 22.15 ユーザブートモードでのユーザマットの消去手順 

図 22.15に示したように、ユーザプログラムモードとユーザブートモードでの消去手続きの違いは、マッ

ト切り替えを行うか否かです。 

マット切り替えは、FMATSへ規定の値を書き込むことで実現できますが、完全にマット切り替えが完了す

るまではアクセスできず、また、割り込みが発生した場合に割り込みベクタをどちらのマットから読み出す

かなど不安定状態が存在します。マット切り替えについては、「22.10 ユーザマットとユーザブートマット

の切り替え」の説明に従ってください。 

マット切り替え以外の消去手順は、ユーザプログラムモードの手順と同じです。 

ユーザ手続きプログラムのステップごとの、実行可能な領域（内蔵 RAM、ユーザマット）については「22.8.4 

内蔵プログラム、書き込みデータの格納可能領域」に示します。 
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22.8.4 内蔵プログラム、書き込みデータの格納可能領域 
本文中での内蔵プログラムおよび書き込みデータの格納領域は内蔵 RAM上に準備する例で示しましたが、

次の条件により書き込み／消去対象外のフラッシュメモリ領域でも実行することができます。 

1. 内蔵プログラムは、FTDARで指定された内蔵RAMへダウンロードされ実行されるため、この内蔵RAM

領域は使用できません。 

2. 内蔵プログラムはスタック領域を使用しますので、最大128バイトのスタック領域を確保してください。 

3. FCCSのSCOビットを1にセットしてダウンロードの要求を行う処理は、メモリマットの切り替えが発生

するため内蔵RAM上で行ってください。 

4. シングルチップモードのように外部空間をアクセスできない動作モードでは、書き込み／消去前（ダウ

ンロード結果判定）までに必要な手続きプログラムを内蔵RAMに転送してください。 

5. 書き込み／消去中は、フラッシュメモリへのアクセスはできません。内蔵RAM上にダウンロードされた

プログラムで実行します。そのため起動させる手続きプログラムをフラッシュメモリ以外の内蔵RAMに

転送してください。 

6. 書き込み／消去開始からFKEYのクリアまでの期間は、フラッシュメモリへのアクセスは禁止します。書

き込み／消去終了後に動作モードを変更してリセットスタートさせる場合には、100μs以上のリセット

入力期間（RES＝0の期間）を設けてください。なお、書き込み／消去中のリセット状態への遷移は禁止

です。リセット入力した場合は、100μs以上のリセット入力期間の後にリセットリリースしてください。 

7. ユーザブートモードでのユーザマットへの書き込み／消去処理では、FMATSによるマット切り替えが必

要です。マット切り替えの実行は内蔵RAM上で実施してください（「22.10 ユーザマットとユーザブ

ートマットの切り替え」を参照してください）。マットの切り替えにおいて、現在どちらのマットが選

択されているかにご注意ください。 

8. 通常の書き込みデータであっても、書き込みデータの格納先がフラッシュメモリ上であるとエラーとな

るため、いったん、内蔵RAMに転送してFMPDRパラメータの示すアドレスをフラッシュメモリ以外に設

定してください。 

これらの条件を考慮し、処理内容、動作モード、マットのバンク構成の組み合わせで、書き込みデータ格

納、および実行が可能なエリアを表 22.9～表 22.13に示します。 
 

表 22.9 実行可能なメモリマット 

処理内容 動作モード 

 ユーザプログラムモード ユーザブートモード* 

書き込み 表 22.10参照 表 22.12参照 

消去 表 22.11参照 表 22.13参照 

【注】 * ユーザマットに対しての書き込み／消去が可能です。 
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表 22.10 ユーザプログラムモードでの書き込み処理で使用可能エリア 

項  目 格納／実行が可能なエリア 選択されているマット 

 内蔵 RAM ユーザマット ユーザマット 組み込み 

プログラム 

格納マット 

書き込みデータの格納領域 ○ ×* － － 

ダウンロードする内蔵 

プログラムの選択処理 

○ ○ ○  

FKEYへの H'A5書き込み処理 ○ ○ ○  

FCCSの SCO＝1書き込み実行 

（ダウンロード） 

○ ×  ○ 

FKEYクリア処理 ○ ○ ○  

ダウンロード結果の判定 ○ ○ ○  

ダウンロードエラー処理 ○ ○ ○  

初期化パラメータの設定処理 ○ ○ ○  

初期化実行 ○ × ○  

初期化結果の判定 ○ ○ ○  

初期化エラー処理 ○ ○ ○  

割り込み禁止処理 ○ ○ ○  

FKEYへの H'5A書き込み処理 ○ ○ ○  

書き込みパラメータの設定処置 ○ × ○  

書き込み実行 ○ × ○  

書き込み結果の判定 ○ × ○  

書き込みエラー処理 ○ × ○  

FKEYクリア処理 ○ × ○  

【注】 * 事前に内蔵 RAMに転送しておけば可能です。 
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表 22.11 ユーザプログラムモードでの消去処理で使用可能エリア 

項  目 格納／実行が可能なエリア 選択されているマット 

 内蔵 RAM ユーザマット ユーザマット 組み込み 

プログラム 

格納マット 

ダウンロードする内蔵 

プログラムの選択処理 

○ ○ ○  

FKEYへの H'A5書き込み処理 ○ ○ ○  

FCCSの SCO＝1書き込み実行 

（ダウンロード） 

○ ×  ○ 

FKEYクリア処理 ○ ○ ○  

ダウンロード結果の判定 ○ ○ ○  

ダウンロードエラー処理 ○ ○ ○  

初期化パラメータの設定処理 ○ ○ ○  

初期化実行 ○ × ○  

初期化結果の判定 ○ ○ ○  

初期化エラー処理 ○ ○ ○  

割り込み禁止処理 ○ ○ ○  

FKEYへの H'5A書き込み処理 ○ ○ ○  

消去パラメータの設定処置 ○ × ○  

消去実行 ○ × ○  

消去結果の判定 ○ × ○  

消去エラー処理 ○ × ○  

FKEYクリア処理 ○ × ○  
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表 22.12 ユーザブートモードでの書き込み処理で使用可能エリア 

項  目 格納／実行が可能なエリア 選択されているマット 

 内蔵 RAM ユーザブート

マット 

ユーザマット ユーザブート 

マット 

組み込み 

プログラム 

格納マット 

書き込みデータの格納領域 ○ ×*1 － － － 

ダウンロードする内蔵 

プログラムの選択処理 

○ ○  ○  

FKEYへの H'5A書き込み処理 ○ ○  ○  

FCCSの SCO＝1書き込み実行 

（ダウンロード） 

○ ×   ○ 

FKEYクリア処理 ○ ○  ○  

ダウンロード結果の判定 ○ ○  ○  

ダウンロードエラー処理 ○ ○  ○  

初期化パラメータの設定処理 ○ ○  ○  

初期化実行 ○ ×  ○  

初期化結果の判定 ○ ○  ○  

初期化エラー処理 ○ ○  ○  

割り込み禁止処理 ○ ○  ○  

FMATSによるマット切り替え ○ × ○   

FKEYへの H'5A書き込み処理 ○ × ○   

書き込みパラメータの設定処置 ○ × ○   

書き込み実行 ○ × ○   

書き込み結果の判定 ○ × ○   

書き込みエラー処理 ○ ×*2 ○   

FKEYクリア処理 ○ × ○   

FMATSによるマット切り替え ○ ×  ○  

【注】 *1 事前に内蔵 RAMに転送しておけば可能です。 

 *2 内蔵 RAM上で FMATSを切り替えた後なら可能です。 
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表 22.13 ユーザブートモードでの消去処理で使用可能エリア 

項  目 格納／実行が可能なエリア 選択されているマット 

 内蔵 RAM ユーザブート

マット 

ユーザマット ユーザブート 

マット 

組み込み 

プログラム 

格納マット 

ダウンロードする内蔵 

プログラムの選択処理 

○ ○  ○  

FKEYへの H'A5書き込み処理 ○ ○  ○  

FCCSの SCO＝1書き込み実行 

（ダウンロード） 

○ ×   ○ 

FKEYクリア処理 ○ ○  ○  

ダウンロード結果の判定 ○ ○  ○  

ダウンロードエラー処理 ○ ○  ○  

初期化パラメータの設定処理 ○ ○  ○  

初期化実行 ○ ×  ○  

初期化結果の判定 ○ ○  ○  

初期化エラー処理 ○ ○  ○  

割り込み禁止処理 ○ ○  ○  

FMATSによるマット切り替え ○ ×  ○  

FKEYへの H'5A書き込み処理 ○ × ○   

消去パラメータの設定処置 ○ × ○   

消去実行 ○ × ○   

消去結果の判定 ○ × ○   

消去エラー処理 ○ ×* ○   

FKEYクリア処理 ○ × ○   

FMATSによるマット切り替え ○ × ○   

【注】 * 内蔵 RAM上で FMATSを切り替えた後なら可能です。 
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22.9 プロテクト 
フラッシュメモリに対する書き込み／消去プロテクト状態には、ハードウェアプロテクトによるもの、ソ

フトウェアプロテクトによるものとエラープロテクトによるものの 3種類あります。 
 

22.9.1 ハードウェアプロテクト 
ハードウェアプロテクトは、フラッシュメモリに対する書き込み／消去が強制的に禁止、中断された状態

をいいます。内蔵プログラムのダウンロードと初期化はできますが、書き込み／消去プログラムを起動して

もユーザマットへの書き込み／消去はできず、書き込み／消去エラーが FPFRパラメータに報告されます。 
 

表 22.14 ハードウェアプロテクト 

項  目 説   明 プロテクトが 

有効な機能 

  ダウン 

ロード 

書き込みと

消去 

リセット 

プロテクト 

• リセット（WDTによるリセットも含む）時は、書き込み／消去インタ 

フェースレジスタが初期化され、書き込み／消去プロテクト状態になりま

す。 

• RES端子によるリセットでは、電源投入後発振が安定するまで RES端子

を Lowレベルに保持しないとリセット状態になりません。また、動作中の

リセットは AC特性に規定したRESパルス幅の間 RES端子を Lowレベル

に保持してください。書き込み／消去中のフラッシュメモリの値は、保証

しません。この場合は、消去を実施してから再度書き込みを実施してくだ

さい。 

○ ○ 

 

22.9.2 ソフトウェアプロテクト 
ソフトウェアプロテクトには、書き込み／消去プログラムのダウンロードからのプロテクトおよびキーコ

ードによるプロテクトがあります。 
 

表 22.15 ソフトウェアプロテクト 

項  目 説   明 プロテクトが 

有効な機能 

  ダウン 

ロード 

書き込みと

消去 

SCOビット 

プロテクト 

FCCSの SCOビットを 0にクリアすると、書き込み／消去プログラムの 

ダウンロードができないため、書き込み／消去プロテクト状態になります。 

○ ○ 

FKEY 

プロテクト 

FKEYにキーコードを書き込まないと、ダウンロードと書き込み／消去が 

できないため、書き込み／消去プロテクト状態になります。 

○ ○ 
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22.9.3 エラープロテクト 
エラープロテクトは、フラッシュメモリへの書き込み／消去中に CPUの暴走や書き込み／消去手順に沿っ

ていない動作を検出し、強制的に書き込み／消去を中断した状態です。書き込み／消去動作を中断すること

で過剰書き込みや過剰消去によるフラッシュメモリへのダメージを防止します。 

フラッシュメモリへの書き込み／消去中にエラーを検出すると、FCCSの FLERビットが 1にセットされ、

エラープロテクト状態となります。 

• 書き込み／消去中にNMIなどの割り込み要求発生 

• 書き込み／消去中にフラッシュメモリ読み出し（ベクタリードおよび命令フェッチを含む） 

• 書き込み／消去中にSLEEP命令実行（ソフトウェアスタンバイを含む） 
 
エラープロテクト状態は、リセットで解除できます。なお、この場合は 100μs以上のリセット入力期間の

後にリセットリリースしてください。フラッシュメモリには書き込み／消去中は高電圧が印加されているた

め、エラープロテクト状態への遷移時に印加電圧が抜けきれていないことがあります。このため、リセット

入力期間を延長してチャージを抜くことにより、フラッシュメモリへのダメージを低減する必要があります。 

図 22.16にエラープロテクト状態への状態遷移図を示します。 

( ) 

 
( )

 FLER=0

 

  FLER=0

 

  FLER=1

 

  FLER=1

RES=0

(

)

RES=0

RES=0

 

図 22.16 エラープロテクト状態への状態遷移図 
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22.10 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え 
ユーザマットとユーザブートマットを切り替えて使うことができます。ただし、同じ 0番地からのアドレ

スに割り当てられているため、以下の手順が必要です。 

（ユーザブートマットに切り替えた状態での書き込み／消去はできません。ユーザブートマットの書き換

えは、ブートモードまたはライタモードで実施してください。） 

1. FMATSによるマット切り替えは、必ず内蔵RAM上で実行してください。 

2. 確実に切り替えを行った後で切り替え後のマットのアクセスをするために内蔵RAM上でのFMATS書き

換えの直後には、同じく内蔵RAM上で4個のNOP命令を実行してください。 

（切り替えを行っている最中のフラッシュメモリをアクセスしないためです） 

3. 切り替えの最中に割り込みが発生した場合、どちらのメモリマットがアクセスされるか保証できません。 

必ずマット切り替え実行前に、マスク可能な割り込みはマスクするようにしてください。また、マット

切り替え中には、NMI割り込みが発生しないようなシステムとしてください。 

4. マット切り替え完了後は、各種割り込みのベクタテーブルも切り替わっていますので注意してください。 

5. ユーザマットとユーザブートマットはメモリサイズが異なります。8Kバイト以上の空間のユーザブート

マットをアクセスしないようにしてください。8Kバイト空間以上をアクセスした場合、不定値が読み出

されます。 

RAM

 

 

  

 
(1) 

(2) FMATS  H'AA

(3) 4 NOP

(1) 

(2) FMATS  H'AB H'FF

(3) 4 NOP  

図 22.17 ユーザマット／ユーザブートマットの切り替え 
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22.11 ライタモード 
プログラム、およびデータの書き込み／消去が可能なモードとして、オンボードプログラミングモードの

他にライタモードがあります。ライタモードでは表 22.16のデバイスタイプをサポートしている汎用 PROM

ライタを用いて内蔵 ROMに自由にプログラムを書き込むことができます。 
 

表 22.16 ライタモードでサポートするデバイスタイプ 

対象マット 容量 デバイスタイプ 

ユーザマット 128Kバイト* FZTAT128V3A 

ユーザブートマット 8Kバイト FZTATUSBTV3A 

【注】 * R4F2112のユーザマットにおける ROM容量は 96Kバイトです。ライタモードでの書き込み時、アドレス H'18000

～H'1FFFFエリアのデータは H'FFとして、128Kバイト容量の設定で書き込みを行ってください。 
 

22.12 ブートモードの標準シリアル通信インタフェース仕様 
ブートモードで起動するブートプログラムは、ホストと LSI内蔵の SCI_1を使ってシリアル通信を行いま

す。ホストとブートプログラムのシリアル通信インタフェース仕様を以下に示します。 

ブートプログラムは 3つのステータスを持ちます。 

1. ビットレート合わせ込みステータス 

ホストとシリアル通信を行うためにビットレートを合わせ込みます。ブートモードで起動するとブート

プログラムが起動しビットレート合わせ込みステータスになり、ホストからのコマンドを受信しビット

レートの合わせ込みを行います。合わせ込みが終了すると問い合わせ選択ステータスに遷移します。 

2. 問い合わせ選択ステータス 

ホストからの問い合わせコマンドに応答するステータスです。このステータスでデバイス、クロックモ

ードとビットレートを選択します。選択終了後、書き込み／消去ステータス遷移コマンドで書き込み／

消去ステータスに遷移します。書き込み／消去ステータスに遷移する前にブートプログラムは消去関連

ライブラリを内蔵RAM上に転送し、ユーザマットとユーザブートマットを消去します。 

3. 書き込み／消去ステータス 

書き込み／消去を行うステータスです。ホストからのコマンドに従って書き込み／消去プログラムを内

蔵RAMに転送し、書き込み／消去を行います。コマンドによりサムチェック、ブランクチェックを行い

ます。 
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ブートプログラムのステータスを図 22.18に示します。 

 

図 22.18 ブートプログラムのステータス 
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（1） ビットレート合わせ込みステータス 

ビットレート合わせ込みは、ホストから送信された H'00の Low期間を測定してビットレートを計算しま

す。このビットレートは新ビットレート選択コマンドで変更することができます。ビットレート合わせ込み

が終了すると、ブートプログラムは問い合わせ選択ステータスに遷移します。ビットレート合わせ込みのシ

ーケンスを図 22.19に示します。 

H'00 max30

H'E6

1

H'00

H'55

H'FF

 

図 22.19 ビットレート合わせ込みのシーケンス 

 

（2） 通信プロトコル 

ビットレート合わせ込み終了後のホストとブートプログラムとのシリアル通信プロトコルは次のとおりで

す。 

1. 1文字コマンドまたは1文字レスポンス 

1文字のコマンドまたはレスポンスで、問い合わせと正常終了のACKがあります。 

2. n文字コマンドまたはn文字レスポンス 

コマンド、レスポンスにnバイトのデータを必要とするもので、選択コマンドと問い合わせに対応するレ

スポンスがあります。書き込みデータについては、データ長を別に決めるので、データサイズは省略し

ます。 

3. エラーレスポンス 

コマンドに対するエラーレスポンスです。エラーレスポンスとエラーコードの2バイトです。 

4. 128バイト書き込み 

サイズのないコマンドです。データのサイズは書き込みサイズ問い合わせのレスポンスで知ることがで

きます。 

5. メモリリードのレスポンス 

サイズが4バイトのレスポンスです。 



22. フラッシュメモリ 

Rev.2.00  2009.09.18  22-48 

RJJ09B0473-0200  

n

n

1

1

n128

 

図 22.20 通信プロトコルフォーマット 

 

• コマンド（1バイト）：問い合わせ、選択、書き込み、消去、チェックなどのコマンド 

• レスポンス（1バイト）：問い合わせに対する応答 

• サイズ（1バイト）：コマンド、サイズ、サムチェックを除いた送受信データのサイズ 

• データ（nバイト）：コマンド、レスポンスの詳細データ 

• チェックサム（1バイト）：コマンドからSUMまで加算し、H'00となるように設定 

• エラーレスポンス（1バイト）：コマンドに対するエラーレスポンス 

• エラーコード（1バイト）：発生したエラーの種類 

• アドレス（4バイト）：書き込みアドレス 

• データ（nバイト）：書き込みデータ、nは書き込みサイズ問い合わせコマンドのレスポンスで知る 

• データのサイズ（4バイト）：メモリリードのレスポンスで4バイト長 
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（3） 問い合わせ選択ステータス 

問い合わせ選択ステータスでは、ブートプログラムはホストからの問い合わせコマンドに対してフラッシ

ュ ROMの情報で応答し、選択コマンドに対してデバイス、クロックモード、ビットレートを選択します。 

問い合わせ選択コマンド一覧を表 22.17に示します。 
 

表 22.17 問い合わせ選択コマンド一覧 

コマンド コマンド名 機   能 

H'20 サポートデバイス問い合わせ デバイスコードと品名の問い合わせ 

H'10 デバイス選択 デバイスコードの選択 

H'21 クロックモード問い合わせ クロックモード数とそれぞれの値の問い合わせ 

H'11 クロックモード選択 選択されているクロックモードの通知 

H'22 分周比問い合わせ 分周比または分周比の種類数とそれぞれの個数とその値

の問い合わせ 

H'23 動作周波数問い合わせ メインクロックとペリフェラルクロックの最小値最大値

の問い合わせ 

H'24 ユーザブートマット情報問い合わせ ユーザマットの個数とそれぞれの先頭アドレスと最終ア

ドレスの問い合わせ 

H'25 ユーザマット情報問い合わせ ユーザマットの個数とそれぞれの先頭アドレスと最終ア

ドレスの問い合わせ 

H'26 消去ブロック情報問い合わせ ブロック数とそれぞれの先頭アドレスと最終アドレスの

問い合わせ 

H'27 書き込みサイズ問い合わせ 書き込み時のデータ長の問い合わせ 

H'3F 新ビットレート選択 新ビットレートの選択 

H'40 書き込み／消去ステータス遷移 ユーザマットを消去し、書き込み／消去ステータスに遷移

H'4F ブートプログラムステータス問い合わせ ブートの処理状態の問い合わせ 

 

選択コマンドはデバイス選択（H'10）、クロックモード選択（H'11）、新ビットレート選択（H'3F）の順

に、ホストから送信してください。選択コマンドが 2つ以上送信されたときは、後に送信された選択コマン

ドが有効になります。 

これらのコマンドは、ブートプログラムステータス問い合わせ（H'4F）を除いて、書き込み／消去ステー

タス遷移（H'40）を受け付けるまで有効です。ホスト側は上記のコマンド送信中、ホストが必要なものを選

択して問い合わせを行うことができます。H'4Fは、H'40受付け後も有効です。 
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（a）サポートデバイス問い合わせ 

サポートデバイス問い合わせに対して、ブートプログラムはサポート可能なデバイスのデバイスコードと

製品名を応答します。 
コマンド H'20        

• コマンド「H'20」（1バイト）：サポートデバイス問い合わせ 
レスポンス H'30 サイズ デバイス数      

 文字数 デバイスコード 品名     

 ...       

 SUM        

• レスポンス「H'30」（1バイト）：サポートデバイス問い合わせに対する応答 

• サイズ（1バイト）：コマンド、サイズ、チェックサムを除いた送受信データのサイズ、ここでは 

          デバイス数、文字数、デバイスコード、品名の合計サイズ 

• デバイス数（1バイト）：マイコン内のブートプログラムがサポートする品種数 

• 文字数（1バイト）：デバイスコードとブートプログラム品名の文字数 

• デバイスコード（4バイト）：サポートする品名のASCIIコード 

• 品名（nバイト）：ブートプログラム型名、ASCIIコード 

• SUM（1バイト）：サムチェック、コマンドからSUMまで加算し、H'00となるように設定 
 

（b）デバイス選択 

デバイス選択に対して、ブートプログラムはサポートデバイスを指定されたサポートデバイスに設定しま

す。その後の問い合わせに対して選択されたデバイスの情報を応答します。 
コマンド H'10 サイズ デバイスコード SUM    

• コマンド「H'10」（1バイト）：デバイス選択 

• サイズ.（1バイト）：デバイスコードの文字数、固定値で4 

• デバイスコード（4バイト）：サポートデバイス問い合わせで応答したデバイスコード（ASCIIコード） 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：デバイス選択に対する応答、デバイスコードが一致したときACK 
エラーレスポンス        

 H'90 ERROR       

• エラーレスポンス「H'90」（1バイト）：デバイス選択に対するエラー応答 

• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

           H'11：サムチェックエラー 

           H'21：デバイスコードエラー、デバイスコードが一致しない 
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（c）クロックモード問い合わせ 

クロックモード問い合わせに対して、ブートプログラムは選択可能なクロックモードを応答します。 
コマンド H'21        

• コマンド「H'21」（1バイト）：クロックモード問い合わせ 
レスポンス H'31 サイズ モード数 モード . . .  SUM   

• レスポンス「H'31」（1バイト）：クロックモード問い合わせに対する応答 

• サイズ（1バイト）：モード数、モードの合計サイズ 

• クロックモード数（1バイト）：デバイスで選択可能なクロックモード数 

               H'00の場合はクロックモードなし、またはデバイスがクロックモード 

               読み取り可を示す 

• モード（1バイト）：選択可能なクロックモード（例：H'01 クロックモード1） 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
 

（d）クロックモード選択 

クロックモード選択に対して、ブートプログラムはクロックモードを指定されたモードに設定します。そ

の後の問い合わせに対して、選択されたクロックモードの情報を応答します。 

クロックモード選択コマンドはデバイス選択コマンド送信後に送信してください。 
コマンド H'11 サイズ モード SUM    

• コマンド「H'11」（1バイト）：クロックモード選択 

• サイズ.（1バイト）：モードの文字数、固定値で1 

• モード（1バイト）：クロックモード問い合わせで応答されたクロックモード 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：クロックモード選択に対する応答、クロックモードが一致したときACK 
エラーレスポンス        

 H'91 ERROR       

• エラーレスポンス「H'91」（1バイト）：クロックモード選択に対するエラー応答 

• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

           H'11：サムチェックエラー 

           H'22：クロックモードエラー、クロックモードが一致しない 

クロックモード問い合せでクロックモード数がH'00、H'01の場合もそれぞれその値で、クロックモード

選択をしてください。 
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（e）分周比問い合わせ 

分周比問い合わせに対して、ブートプログラムは選択可能な分周比を応答します。 
コマンド H'22        

• コマンド「H'22」（1バイト）：分周比問い合わせ 
レスポンス H'32 サイズ 種別数      

 分周比 分周比 . . .       

 . . .         

 SUM        

• レスポンス「H'32」（1バイト）：分周比問い合わせに対する応答 

• サイズ（1バイト）：種別数、分周比数、分周比の合計サイズ 

• 種別数（1バイト）：デバイスで選択可能な分周比の種別の数 

         （メイン動作周波数と周辺モジュール動作周波数の2種類ならH'02） 

• 分周比数（1バイト）：各動作周波数で選択可能な分周比数 

           メインモジュール、周辺モジュールで選択可能な分周比数 

• 分周比（1バイト） 

   ･ 分周比： 分周する数値、負の数（例 2分周：H'FE[－2]） 

     分周比を分周比数の数だけ繰り返し、分周比数と分周比の組み合わせを種別数の数だけ繰り 

     返す。 

• SUM（1バイト）：サムチェック 

（f）動作周波数問い合わせ 

動作周波数問い合わせに対して、ブートプログラムは動作周波数の数とその最小値、最大値を応答します。 
コマンド H'23        

• コマンド「H'23」（1バイト）：動作周波数問い合わせ 
レスポンス H'33 サイズ 周波数の数  

 動作周波数最小値 動作周波数最大値 

 . . .   

 SUM   

• レスポンス「H'33」（1バイト）：動作周波数問い合わせに対する応答 

• サイズ（1バイト）：動作周波数の数、動作周波数最小値、動作周波数最大値の合計サイズ 

• 周波数の数 （1バイト）：デバイスで必要な動作周波数の種類数 

            たとえば、メイン動作周波数と周辺モジュール動作周波数の場合は2 

• 動作周波数最小値（2バイト）：分周されたクロックの最小値 

               動作周波数最小値、最大値は周波数（MHz）の小数点2位までの値を 

               100倍した値（たとえば、20.00MHzのときは100倍して2000とし、H'07D0 

               とする） 

• 動作周波数最大値（2バイト）：分周されたクロックの最大値 

               動作周波数最大値、動作周波数最大値のデータが周波数の数だけ続く 
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•  SUM（1バイト）：サムチェック 
 

（g）ユーザブートマット情報問い合わせ 

ユーザブートマット情報問い合わせに対して、ブートプログラムはユーザブートマットのエリア数とアド

レスを応答します。 
コマンド H'24        

• コマンド「H'24」（1バイト）：ユーザブートマット情報問い合わせ 
レスポンス H'34 サイズ エリア数  

 エリア先頭アドレス エリア最終アドレス 

 ．．．   

 SUM   

• レスポンス「H'34」（1バイト）：ユーザブートマット情報問い合わせに対する応答 

• サイズ（1バイト）：エリア数、エリア先頭アドレス、エリア最終アドレスの合計サイズ 

• エリア数（1バイト）：連続したユーザブートマットのエリアの数、 

           ユーザブートマットのエリアが連続の場合はH'01  

• エリア先頭アドレス（4バイト）：エリアの先頭アドレス 

• エリア最終アドレス（4バイト）：エリアの最終アドレス、 

                エリア先頭アドレス、エリア最終アドレスのデータがエリア数分続く 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
 

（h）ユーザマット情報問い合わせ 

ユーザマット情報問い合わせに対して、ブートプログラムはユーザマットのエリア数とアドレスを応答し

ます。 
コマンド H'25        

• コマンド「H'25」（1バイト）：ユーザマット情報問い合わせ 
レスポンス H'35 サイズ エリア数      

 エリア先頭アドレス エリア最終アドレス 

 . . .   

 SUM        

• レスポンス「H'35」（1バイト）：ユーザマット情報問い合わせに対する応答 

• サイズ（1バイト）：エリア数、エリア先頭アドレス、エリア最終アドレスの合計サイズ 

• エリア数（1バイト）：連続したユーザマットのエリアの数 

           ユーザマットのマットエリアが連続の場合はH'01 

• エリア先頭アドレス（4バイト）：エリアの先頭アドレス 

• エリア最終アドレス（4バイト）：エリアの最終アドレス 

                エリア先頭アドレス、エリア最終アドレスのデータがエリア数分続く 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
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（i） 消去ブロック情報問い合わせ 

消去ブロック情報問い合わせに対して、ブートプログラムは消去ブロックのブロック数とそのアドレスを

応答します。 
コマンド H'26        

• コマンド「H'26」（1バイト）：消去ブロック情報問い合わせ 
レスポンス H'36 サイズ ブロック数      

 ブロック先頭アドレス ブロック最終アドレス 

 . . .        

 SUM        

• レスポンス「H'36」（1バイト）：消去ブロック情報問い合わせに対する応答 

• サイズ（2バイト）：ブロック数、ブロック先頭アドレス、ブロック最終アドレスの合計サイズ 

• ブロック数（1バイト）：フラッシュメモリ消去ブロック数 

• ブロック先頭アドレス（4バイト）：ブロックの先頭アドレス 

• ブロック最終アドレス（4バイト）：ブロックの最終アドレス 

                 ブロック先頭アドレス、ブロック最終アドレスのデータがブロック 

                 数分続く 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
 

（j） 書き込みサイズ問い合わせ 

書き込みサイズ問い合わせに対して、ブートプログラムは書き込みデータの書き込み単位を応答します。 
コマンド H'27        

• コマンド「H'27」（1バイト）：書き込みサイズ問い合わせ 
レスポンス H'37 サイズ 書き込みサイズ SUM    

• レスポンス「H'37」（1バイト）：書き込みサイズ問い合わせに対する応答 

• サイズ（1バイト）：書き込み単位のサイズの文字数、固定値で2 

• 書き込みサイズ（2バイト）：書き込み単位のサイズ 

              このサイズで書き込みデータを受け取る 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
 

（k）新ビットレート選択 

新ビットレート選択に対して、ブートプログラムは指定されたビットレートに選択変更し、確認に対して

新ビットレートで応答します。 

新ビットレート選択コマンドはクロックモード選択コマンド送信後に送信してください。 
コマンド H'3F サイズ ビットレート 入力周波数   

 分周比数 分周比 1 分周比 2      

 SUM        

•  
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• コマンド「H'3F」（1バイト）：新ビットレート選択 

• サイズ（1バイト）：ビットレート、入力周波数、分周比数、分周比の合計サイズ 

• ビットレート（2バイト）：新ビットレート 

             1/100の値とする（たとえば、19200bpsのときは192とし、H'00C0とする） 

• 入力周波数（2バイト）：ブートプログラムに入力されるクロック周波数 

            周波数（MHz）の小数点2位までの値とする 

           （たとえば、20.00MHzのときは100倍して2000とし、H'07D0とする） 

• 分周比数（1バイト）：デバイスで選択可能な分周比数 

           通常はメイン動作周波数と周辺モジュール動作周波数で2 

• 分周比1（1バイト）：メイン動作周波数の分周比 

          分周比：分周する数値、負の数値（例 2分周：H'FE[－2]） 

• 分周比2（1バイト）：周辺動作周波数の分周比 

          分周比：分周する数値、負の数値（例 2分周：H'FE[－2]） 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：新ビットレート選択に対する応答、選択可能なときACK 
エラーレスポンス        

 H'BF ERROR       

         

• エラーレスポンス「H'BF」（1バイト）：新ビットレート選択に対するエラー応答 

• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

           H'11：サムチェックエラー 

           H'24：ビットレート選択不可エラー、指定されたビットレートが選択できない 

           H'25：入力周波数エラー、入力周波数が最小値と最大値の範囲にない 

           H'26：分周比エラー、分周比が一致しない 

           H'27：動作周波数エラー、動作周波数が最小値と最大値の範囲にない 
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（4） 受信データのチェック 

受信したデータのチェック方法を以下に示します。 

1. 入力周波数 

受信した入力周波数の値が、すでに選択されたデバイスのクロックモードに対する入力周波数の最小値

と最大値の範囲内にあるかどうかをチェックします。範囲内になければ入力周波数エラーです。 

2. 分周比 

受信した分周比の値が、すでに選択されたデバイスのクロックモードに対する分周比と一致するかどう

かをチェックします。一致しなければ分周比エラーです。 

3. 動作周波数 

受信した入力周波数と分周比とから動作周波数を計算します。入力周波数はLSIに供給される周波数で、

動作周波数は実際にLSIが動作する周波数です。計算式を以下に示します。 

動作周波数＝入力周波数÷分周比 

この計算した動作周波数が、すでに選択されたデバイスのクロックモードに対する動作周波数の最小値

と最大値の範囲内にあるかどうかをチェックします。範囲内になければ動作周波数エラーです。 

4. ビットレート 

ペリフェラル動作周波数（φ）とビットレート（B）から、シリアルモードレジスタ（SMR）のクロッ

クセレクト（CKS）の値（n）とビットレートレジスタ（BRR）の値（N）を求め、誤差を計算し、誤差

が4％未満であるかどうかをチェックします。誤差が4％以上ならばビットレート選択エラーです。誤差

の計算は下記のとおりです。 
 

誤差（％）＝｛[
φ×106

（N＋1）×B×64×2（2×n－1） ]－1｝×100 

 
新ビットレート選択が可能な場合は、ACKを応答した後で、新ビットレートの値にレジスタを選択します。

新ビットレートでホストが ACKを送信し、ブートプログラムが新ビットレートで応答します。 
確認 H'06        

• 確認「H'06」（1バイト）：新ビットレートの確認 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：新ビットレートの確認に対する応答 

新ビットレート選択のシーケンスを図 22.21に示します。 
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H'06(ACK)

1 WAIT

H'06 ACK

H'06 ACK

 

図 22.21 新ビットレート選択のシーケンス 

（5） 書き込み／消去ステータス遷移 

書き込み／消去ステータス遷移に対して、ブートプログラムは消去プログラムを転送し、ユーザマット、

ユーザブートマットの順にデータを消去します。消去が完了すると ACKを応答し、書き込み／消去ステータ

スになります。 

ホストは、書き込み選択コマンドと書き込みデータを送る前に、デバイス選択コマンド、クロックモード

選択コマンド、新ビットレート選択コマンドで LSIのデバイス、クロックモード、新ビットレートを選択し、

書き込み消去ステータス遷移コマンドをブートプログラムへ送ってください。 
コマンド H'40        

• コマンド「H'40」（1バイト）：書き込み消去ステータス遷移 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：書き込み消去ステータス遷移に対する応答 

                消去プログラムを転送した後、ユーザマット、ユーザブートマットが 

                正常にデータを消去できたときACK 
エラーレスポンス        

 H'C0 H'51       

         

• エラーレスポンス「H'C0」（1バイト）：ユーザブートマットのブランクチェックに対するエラー応答 

• エラーコード「H'51」（1バイト）：消去エラー、エラーが発生し消去できなかった 
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（6） コマンドエラー 

コマンドが未定義のとき、コマンドの順序が正しくないとき、あるいはコマンドを受け付けることができ

ないとき、コマンドエラーとなります。たとえば、デバイス選択の前のクロックモード選択コマンド、書き

込み消去ステータス遷移コマンドの後での問い合わせコマンドは、コマンドエラーになります。 
エラーレスポンス        

 H'80 H'xx       

         

• エラーレスポンス「H'80」（1バイト）：コマンドエラー 

• コマンド「H'xx」（1バイト）：受信したコマンド 
 

（7） コマンドの順序 

問い合わせ選択ステータスでのコマンドの順序の例は以下のとおりです。 
 

1. サポートデバイス問い合わせ（H'20）で、サポートデバイスを問い合わせてください。 

2. 応答されたデバイス情報からデバイスを選んで、デバイス選択（H'10）をしてください。 

3. クロックモード問い合わせ（H'21）で、クロックモードを問い合わせてください。 

4. 応答されたクロックモードからクロックモードを選んで、クロックモード選択をしてください。 

5. デバイス選択、クロックモード選択終了後、分周比問い合わせ（H'22）、動作周波数問い合わせ（H'23）

で新ビットレート選択に必要な情報を問い合わせてください。 

6. 分周比、動作周波数の情報に従って、新ビットレート選択（H'3F）をしてください。 

7. デバイス選択、クロックモード選択が終了後、ユーザブートマット情報問い合わせ（H'24）、ユーザマ

ット情報問い合わせ（H'25）、消去ブロック情報問い合わせ（H'26）、書き込みサイズ問い合わせ（H'27）

で、ユーザマット／ユーザブートマットへの書き込み消去情報を問い合わせてください。 

8. 問い合わせと新ビットレート選択が終了後、書き込み消去ステータス遷移（H'40）を実行してください。

書き込み消去ステータスに遷移します。 
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（8） 書き込み／消去ステータス 

書き込み／消去ステータスでは、ブートプログラムは書き込み選択コマンドで書き込み方法を選択し、128

バイト書き込みコマンドでデータを書き込み、消去選択コマンドとブロック消去コマンドでブロックを消去

します。書き込み／消去コマンド一覧を表 22.18に示します。 
 

表 22.18 書き込み／消去コマンド一覧 

コマンド コマンド名 機能 

H'42 ユーザブートマット書き込み選択 ユーザブートマット書き込みプログラムの転送 

H'43 ユーザマット書き込み選択 ユーザマット書き込みプログラムの転送 

H'50 128バイト書き込み 128バイト書き込み 

H'48 消去選択 消去プログラムの転送 

H'58 ブロック消去 ブロックデータの消去 

H'52 メモリリード メモリの読み出し 

H'4A ユーザブートマットのサムチェック ユーザブートマットのサムチェック 

H'4B ユーザマットのサムチェック ユーザマットのサムチェック 

H'4C ユーザブートマットのブランクチェック ユーザブートマットのブランクチェック 

H'4D ユーザマットのブランクチェック ユーザマットのブランクチェック 

H'4F ブートプログラムステータス問い合わせ ブートの処理状態の問い合わせ 

 

1. 書き込み 

書き込みは書き込み選択コマンドと128バイト書き込みコマンドで行います。 

最初に、ホストはユーザマット書き込み選択コマンドを送信します。 
 

次に128バイト書き込みコマンドを送信します。選択コマンドに続く128バイト書き込みコマンドはそれ

ぞれ選択コマンドで指定された書き込み方式の書き込みデータと解釈します。128バイトを超えるデータ

を書き込むときは128バイトコマンドを繰り返してください。書き込みを終了させたいときはアドレスが

H'FFFFFFFFの128バイト書き込みコマンドをホストから送信してください。書き込みが終了すると書き

込み消去選択待ちになります。 

続けて他の方式、他のマットの書き込みを行うときは書き込み選択コマンドから開始します。 

書き込み選択コマンドとに128バイト書き込みコマンドのシーケンスを図22.22に示します。 
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H'42 H'43

ACK

128

ACK

128 H'FFFFFFFF)

ACK

 

図 22.22 書き込みシーケンス 

2. 消去 

消去は消去選択コマンドとブロック消去コマンドで行います。 

最初に消去選択コマンドで消去を選択し、次にブロック消去コマンドで指定されたブロックを消去しま

す。消去ブロックが複数あるときはブロック消去コマンドを繰り返します。消去処理を終了するときは

ブロック番号H'FFのブロック消去コマンドをホストから送信してください。消去が終了すると書き込み

消去選択待ちになります。 

消去選択コマンドと消去データのシーケンスを図22.23に示します。 

(H'48)

ACK

H'FF)

ACK

ACK

 

図 22.23 消去シーケンス 
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3. 書き込み／消去ステータス情報 

（a）ユーザブートマット書き込み選択 

ユーザブートマット書き込み選択に対して、ブートプログラムは、書き込みプログラムを転送します。書

き込みは転送した書き込みプログラムで、ユーザブートマットに書き込みます。 
コマンド H'42        

• コマンド「H'42」（1バイト）：ユーザブートマット書き込み選択 
レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：ユーザブートマット書き込み選択に対する応答、書き込みプログラ

 ムを転送したときACK 
エラー         

レスポンス H'C2 ERROR       

• エラーレスポンス「H'C2」（1バイト）：ユーザブートマット書き込み選択に対するエラー応答 

• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

          H'54：選択処理エラー（転送エラーが発生し処理が完了しない） 
 

（b）ユーザマット書き込み選択 

ユーザマット書き込み選択に対して、ブートプログラムは、書き込みプログラムを転送します。書き込み

は転送した書き込みプログラムで、ユーザマットに書き込みます。 
コマンド H'43        

• コマンド「H'43」（1バイト）：ユーザプログラム書き込み選択 
レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：ユーザプログラム書き込み選択に対する応答、書き込みプログラム 

                 を転送したときACK 
エラーレスポンス        

 H'C3 ERROR       

• エラーレスポンス「H'C3」（1バイト）：ユーザプログラム書き込み選択に対するエラー応答 

• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

          H'54：選択処理エラー（転送エラーが発生し処理が完了しない） 
 

（c）128 バイト書き込み 

nバイト書き込みに対して、ブートプログラムは書き込み選択で転送した書き込みプログラムで、ユーザ

マットに書き込みます。 
コマンド H'50 アドレス    

 データ . . .        

 . . .         

 SUM        

• コマンド「H'50」（1バイト）：128バイト書き込み 



22. フラッシュメモリ 

Rev.2.00  2009.09.18  22-62 

RJJ09B0473-0200  

• 書き込みアドレス（4バイト）：書き込み先頭アドレス、｢書き込みサイズ問い合わせ｣で応答したサイズ 

  の倍数 例）H'00,H'01,H'00,H'00：H'01000000 

• 書き込みデータ（128バイト）：書き込みデータ、書き込みデータのサイズは｢書き込みサイズ問い 

  合わせ｣で応答したサイズ 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：128バイト書き込みに対する応答、書き込みが完了したときACK 
エラーレスポンス        

 H'D0 ERROR       

         

•  エラーレスポンス「H'D0」（1バイト）：128バイト書き込みに対するエラー応答 

• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

           H'11：サムチェックエラー 

           H'2A：アドレスエラー、アドレスが指定のマットの範囲にない 

           H'53：書き込みエラー、書き込みエラーが発生し書き込めない 

データ書き込みサイズに従った境界のアドレスを指定してください。たとえば、データ書き込みサイズが

128バイトのときは、アドレスの下位 8ビットを H'00か H'80にしてください。 

ホストは、128バイト中に書き込みデータが無い部分を H'FFに埋めて送信してください。 
 

書き込み処理を終了するときは、アドレス H'FFFFFFFFの 128バイト書き込みコマンドを送信してくださ

い。アドレス H'FFFFFFFFの 128バイト書き込みコマンドに対して、ブートプログラムはデータが終了した

と判断し、書き込み消去選択コマンド待ちになります。 
コマンド H'50 アドレス SUM   

• コマンド「H'50」（1バイト）：128バイト書き込み 

• 書き込みアドレス（4バイト）：終了コード（H'FF,H'FF,H'FF,H'FF） 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：128バイト書き込みに対する応答、書き込み処理が完了したときACK 
 

エラーレスポンス        

 H'D0 ERROR       

         

• エラーレスポンス「H'D0」（1バイト）：128バイト書き込みに対するエラー応答 

• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

     H'11：サムチェックエラー 

     H'53：書き込みエラー、書き込みエラーが発生し書き込めない 
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（d）消去選択 

消去選択に対して、ブートプログラムは、消去プログラムを転送します。消去は転送した消去プログラム

で、ユーザマットのデータを消去します。 
コマンド H'48        

• コマンド「H'48」（1バイト）：消去選択 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：消去選択に対する応答、消去プログラムを転送したときACK 
エラーレスポンス        

 H'C8 ERROR       

• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

          H'54：選択処理エラー（転送エラーが発生し処理が完了しない） 
 

（e）ブロック消去 

消去に対して、ブートプログラムは指定されたブロックを消去します。 
コマンド H'58 サイズ ブロック番号 SUM    

• コマンド「H'58」（1バイト）：消去 

• サイズ.（1バイト）：消去ブロック番号の文字数、固定値で1 

• ブロック番号（1バイト）：データを消去する消去ブロック番号 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：消去に対する応答、消去が完了したときACK 
エラーレスポンス        

 H'D8 ERROR       

• エラーレスポンス「H'D8」（1バイト）：消去に対するエラー応答 

• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

    H'11：サムチェックエラー 

    H'29：ブロック番号エラー、ブロック番号が正しくない 

    H'51：消去エラー、消去中にエラー発生 
 

ブロック番号が H'FFに対して、ブートプログラムは消去処理を終了し、選択コマンド待ち状態になります。 
コマンド H'58 サイズ ブロック番号 SUM    

• コマンド「H'58」（1バイト）：消去 

• サイズ（1バイト）：消去ブロック番号の文字数、固定値で1 

• ブロック番号（1バイト）：H'FF、消去処理の終了コード 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：消去終了に対する応答、ACK 
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ブロック番号を H'FFで指定した後、再度、消去を行う場合は、消去選択から実行します。 
 

（f）メモリリード 

メモリリードに対して、ブートプログラムは指定されたアドレスのデータを応答します。 
コマンド H'52 サイズ エリア 読み出しアドレス    

 読み出しサイズ   SUM    

• コマンド「H'52」（1バイト）：メモリリード 

• サイズ（1バイト）：エリア、読み出しアドレス、読み出しサイズの合計サイズ（固定値で9） 

• エリア（1バイト） 

    H'00：ユーザブートマット 

    H'01：ユーザマット 

    エリアの指定が正しくないときはアドレスエラー 

• 読み出しアドレス（4バイト）：読み出す先頭アドレス 

• 読み出しサイズ（4バイト）：読み出すデータのサイズ 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
レスポンス H'52 読み出しアドレス     

 データ . . .        

 SUM       

• レスポンス「H'52」（1バイト）：メモリリードに対する応答 

• 読み出しサイズ（4バイト）：読み出すデータのサイズ 

• データ（nバイト）読み出しアドレスからの読み出しサイズ分のデータ 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
エラーレスポンス        

 H'D2 ERROR       

• エラーレスポンス「H'D2」（1バイト）：メモリリードに対するエラー応答 

• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

    H'11：サムチェックエラー 

    H'2A：アドレスエラー 

       読み出しアドレスがマットの範囲にない 

    H'2B：サイズエラー 

       読み出しサイズがマットの範囲を超えている 
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（g）ユーザブートマットのサムチェック 

ユーザブートマットのサムチェックに対して、ブートプログラムはユーザブートマットのデータを加算し

てその結果を応答します。 
コマンド H'4A        

• コマンド「H'4A」（1バイト）：ユーザブートマットのサムチェック 
レスポンス H'5A サイズ マットのサムチェック SUM 

• レスポンス「H'5A」（1バイト）：ユーザブートマットのサムチェックに対する応答 

• サイズ（1バイト）：サムチェックデータの文字数、固定値で4 

• マットのサムチェック（4バイト）：ユーザブートマットのサムチェック値、バイト単位で加算 

• SUM（1バイト）：サムチェック（送信データの） 
 

（h）ユーザプログラムのサムチェック 

ユーザプログラムのサムチェックに対して、ブートプログラムはユーザプログラムのデータを加算してそ

の結果を応答します。 
コマンド H'4B        

• コマンド「H'4B」（1バイト）：ユーザプログラムのサムチェック 
レスポンス H'5B サイズ マットのサムチェック SUM  

• レスポンス「H'5B」（1バイト）：ユーザプログラムのサムチェックに対する応答 

• サイズ（1バイト）：サムチェックデータの文字数、固定値で4 

• サムチェック（4バイト）：ユーザマットのサムチェック値、バイト単位で加算 

• SUM（1バイト）：サムチェック（送信データの） 
 

（i） ユーザブートマットのブランクチェック 

ユーザブートマットのブランクチェックに対して、ブートプログラムはユーザブートマットがすべてブラ

ンクであることをチェックしその結果を応答します。 
コマンド H'4C        

• コマンド「H'4C」（1バイト）：ユーザブートマットのブランクチェック 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：ユーザブートマットのブランクチェックに対する応答、エリアがす

べてブランク（H'FF）のときACK 
エラーレスポンス        

 H'CC H'52       

• エラーレスポンス「H'CC」（1バイト）：ユーザブートマットのブランクチェックに対するエラー応答 

• エラーコード「H'52」（1バイト）：未消去エラー 
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（j） ユーザマットのブランクチェック 

ユーザマットのブランクチェックに対して、ブートプログラムはユーザマットがすべてブランクであるこ

とをチェックしその結果を応答します。 
コマンド H'4D        

• コマンド「H'4D」（1バイト）：ユーザマットのブランクチェック 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：ユーザマットのブランクチェックに対する応答、エリアがすべてブラ

ンク（H'FF）のときACK 
エラー 

レスポンス 

        

 H'CD H'52       

         

• エラーレスポンス「H'CD」（1バイト）：ユーザマットのブランクチェックに対するエラー応答 

• エラーコード「H'52」（1バイト）：未消去エラー 
 

（k）ブートプログラムステータス問い合わせ 

ブートプログラムステータス問い合わせに対して、ブートプログラムは現在のステータスとエラー状態を

応答します。この問い合わせは、問い合わせ選択ステータス、書き込み消去ステータス、いずれも有効です。 
コマンド H'4F        

• コマンド「H'4F」（1バイト）：ブートプログラムステータス問い合わせ 
レスポンス H'5F サイズ STATUS ERROR SUM    

• レスポンス「H'5F」（1バイト）：ブートプログラムステータス問い合わせに対する応答 

• サイズ（1バイト）：データの文字数、固定値で2 

• STATUS （1バイト）：標準ブートプログラムのステータス 

• ERROR（1バイト）：エラー状態 

 ERROR＝0で正常 

 ERRORが0以外で異常 

• SUM（1バイト）：サムチェック 
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表 22.19 ステータスコード 

コード 内   容 

H'11 デバイス選択待ち 

H'12 クロックモード選択待ち 

H'13 ビットレート選択待ち 

H'1F 書き込み消去ステータス遷移待ち（ビットレート選択完了） 

H'31 書き込みステータス消去中 

H'3F 書き込み消去選択待ち（消去完了） 

H'4F 書き込みデータ受信待ち（書き込み完了） 

H'5F 消去ブロック指定待ち（消去完了） 

 

表 22.20 エラーコード 

コード 内   容 

H'00 エラーなし 

H'11 サムチェックエラー 

H'12 プログラムサイズエラー 

H'21 デバイスコード不一致エラー 

H'22 クロックモード不一致エラー 

H'24 ビットレート選択不可エラー 

H'25 入力周波数エラー 

H'26 分周比エラー 

H'27 動作周波数エラー 

H'29 ブロック番号エラー 

H'2A アドレスエラー 

H'2B データ長エラー 

H'51 消去エラー 

H'52 未消去エラー 

H'53 書き込みエラー 

H'54 選択処理エラー 

H'80 コマンドエラー 

H'FF ビットレート合わせ込み確認エラー 
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22.13 使用上の注意事項 

1. 出荷品の初期状態は消去状態です。消去来歴不明チップに対しては初期化（消去）レベルをチェック、

補正するために自動消去実施を推奨します。 

2. 本LSIのライタモードに適合するPROMライタおよびそのプログラムバージョンについては、ソケットア

ダプタの取り扱い説明書を参照してください。 

3. PROMライタのソケット、ソケットアダプタ、および製品のインデックスが一致していないと、過剰電

流が流れ製品が破壊することがあります。 

4. PROMライタは、128Kバイトフラッシュメモリ内蔵マイコンデバイスタイプの書き込み電圧3.3Vをサポ

ートしているものを使用してください。また、規定したソケットアダプタ以外は使用しないでください。 

5. 書き込み／消去中はフラッシュメモリに高電圧が印加されているため、書き込み／消去中にVcc電源の切

断（マイコンチップのPROMライタからの取り外しを含む）は行わないでください。フラッシュメモリ

の永久破壊の可能性があります。リセット入力した場合は、100μs以上のリセット入力期間の後にリセ

ットリリースしてください。 

6. 書き込み／消去開始からのFKEYのクリアまでの期間は、フラッシュメモリのアクセスは禁止します。書

き込み／消去終了直後に、LSIモードを変更してリセット動作させる場合には、100μs以上のリセット入

力期間（RES＝0期間）を設けてください。なお、書き込み／消去処理中のリセット状態への遷移は禁止

です。誤ってリセット入力した場合は、100μs以上のリセット入力期間の後にリセットリリースしてく

ださい。 

7. オンボードプログラミングでは、128バイトの書き込み単位ブロックへの書き込みは1回のみとしてくだ

さい。ライタモードでの128バイトの書き込み単位ブロックへの書き込みも1回のみとしてください。書

き込みは、書き込み単位ブロックがすべて消去された状態で行ってください。 

8. オンボードプログラミングモードで書き込み／消去を行ったチップに対して、ライタを用いて書き換え

を行う場合には、自動消去を行った後に自動書き込みを行うことを推奨します。 

9. フラッシュメモリへの書き込みを行う場合は、書き込みデータおよびプログラムは外部割り込みベクタ

テーブル以降に配置して、例外処理ベクタテーブルのシステム予約エリアには必ずall H'FFを配置してく

ださい。 

10. フラッシュメモリのキーコードエリア（H'00003C～3F）にall H'FF（4バイト）以外のデータを書き込む

と、ライタモードでの読み出しができなくなります（H'00が読み出される。消去→書き換えは可能）。

ライタモードによる読み出しを行う場合は、必ずキーコードエリアにall H'FFを書き込むようにしてくだ

さい。 

11. ライタモードでキーコードエリアにall H'FF以外のデータを書き込む場合、PROMライタおよびプログラ

ムバージョンが対応されていないと書き込み時にベリファイエラーになります。 
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12. 初期化ルーチンを含む書き込みプログラム、または初期化ルーチンを含む消去プログラムのコードサイ

ズはそれぞれ3Kバイト以内です。したがって、CPUクロック周波数が20MHzの場合、それぞれ最大で200

μsのダウンロード時間となります。 

13. FCCSのSCOビット設定による内蔵プログラムのダウンロード方式をサポートしていない従来のF-ZTAT 

H8/H8Sマイコンで使用していたフラッシュメモリの書き込み／消去プログラムは、本LSIでは動作しま

せん。本LSIでのフラッシュメモリへの書き込み／消去は、必ず内蔵プログラムをダウンロードして実施

してください。 

14. 従来のF-ZTAT H8/H8Sマイコンと異なり、書き込み／消去中または書き込み／消去プログラムのダウン

ロードはWDTによる暴走などへの対応は実施していません。必要に応じて、書き込み／消去の実行時間

を考慮したWDTでの対応を実施してください（定期的なタイマ割り込みの使用など）。 

15. 書き込み／消去プログラムのダウンロード時、SCOビットを1にセットした直後にSCOビットを0にクリ

アしないでください。正常なダウンロードができません。SCOビットを1にセットする命令実行の直後に

は、FCCSのバイトのダミーリードを必ず2回実行してください。 

16. 書き込み／書き込み終了／消去プログラムでは、保存されない汎用レジスタがあります。保存したい汎

用レジスタは手続きプログラムで退避してください。 
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23. クロック発振器 

本 LSIは、クロック発振器を内蔵しており、システムクロック（φ）、内部クロック、バスマスタクロッ

ク、およびサブクロック（φSUB）を生成します。クロック発振器は、発振回路、デューティ補正回路、シ

ステムクロック選択回路、サブクロック入力回路、サブクロック波形成形回路で構成されます。クロック発

振器のブロック図を図 23.1に示します。 

EXTAL

XTAL

EXCL

ExEXCL

SUB

WDT_1

CPU

 

図 23.1 クロック発振器のブロック図 

 

サブクロック入力は、ローパワーコントロールレジスタの EXCLEビット、ポートコントロールレジスタ 0

の EXCLSビットの設定によりソフトウェアで制御します。ローパワーコントロールレジスタについては

「24.1.2 ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR）」を、ポートコントロールレジスタ 0については

「8.3.1 ポートコントロールレジスタ 0（PTCNT0）」を参照してください。 
 



23. クロック発振器 

Rev.2.00  2009.09.18  23-2 

RJJ09B0473-0200  

23.1 発振回路 
クロックを供給する方法には、水晶発振子を接続する方法と外部クロックを入力する方法があります。 

23.1.1 水晶発振子を接続する方法 
水晶発振子を接続する場合の接続例を図 23.2に示します。ダンピング抵抗 Rdは、表 23.1に示すものを使

用してください。水晶発振子は、ATカット並列共振形を使用してください。 

水晶発振子の等価回路を図 23.3に示します。水晶発振子は表 23.2に示す特性のものを使用してください。 

水晶発振子は、システムクロック（φ）と同一周波数のものを使用してください。 

EXTAL

XTAL

Rd CL2

CL1

CL1 CL2 10 22pF
 

図 23.2 水晶発振子の接続例 

 

表 23.1 ダンピング抵抗値 

周波数（MHz） 8 10 12 16 20 25 

Rd（Ω） 200 0 0 0 0 0 

 

XTAL

CL

AT

EXTAL

C0

L Rs

 

図 23.3 水晶発振子の等価回路 

 

表 23.2 水晶発振子の特性 

周波数（MHz） 8 10 12 16 20 25 

Rs max（Ω） 80 70 60 50 40 30 

C0 max（pF） 7 
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23.1.2 外部クロックを入力する方法 
外部クロック入力の接続例を図23.4に示します。XTAL端子をオープン状態にする場合は、寄生容量を10pF

以下にしてください。XTAL端子に逆相クロックを入力する場合、スタンバイモードおよびウォッチモード

時は外部クロックを Highレベルにしてください。外部クロックの入力条件を表 23.3に示します。外部クロ

ックは、システムクロック（φ）と同一周波数としてください。 

EXTAL

XTAL

a XTAL

EXTAL

XTAL

b XTAL  

図 23.4 外部クロックの接続例 

 

表 23.3 外部クロック入力条件 

項  目 記号 VCC＝3.0～3.6V 単位 測定条件 

  min. max.   

外部クロック入力パルス幅 Lowレベル tEXL 12 － ns 図 23.5 

外部クロック入力パルス幅 Highレベル tEXH 12 － ns  

外部クロック立ち上がり時間 tEXr － 5 ns  

外部クロック立ち下がり時間 tEXf － 5 ns  

クロックパルス幅 Lowレベル tCL 0.4 0.6 tcyc 図 26.4 

クロックパルス幅 Highレベル tCH 0.4 0.6 tcyc  
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tEXH tEXL

tEXr tEXf

VCC 0.5EXTAL

 

図 23.5 外部クロック入力タイミング 

 

発振器とデューティ補正回路は、EXTAL端子に入力した外部クロックの入力の波形を調整する機能を持っ

ています。 

EXTAL端子に規定のクロック信号を入力すると、外部クロック出力安定遅延時間（tDEXT）経過後に内部ク

ロック信号出力が確定します。tDEXT期間中はクロック信号出力が確定していないので、リセット信号を Low

レベルにしリセット状態を保持してください。表 23.4に外部クロック出力安定遅延時間、図 23.6に外部ク

ロック出力安定遅延時間タイミングを示します。 
 

表 23.4 外部クロック出力安定遅延時間 
条件：VCC＝3.0V～3.6V、AVCC＝3.0V～3.6V、VSS＝AVSS＝0V 

項 目 記号 min. max. 単位 備考 

外部クロック出力安定遅延時間 tDEXT* 500 － μs 図 23.6 

【注】 * tDEXTは、RESパルス幅（tRESW）を含みます。 
 

tDEXT*

RES

EXTAL

VCC
3.0V

* tDEXT RES tRESW  

図 23.6 外部クロック出力安定遅延時間タイミング 
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23.2 デューティ補正回路 
デューティ補正回路は発振器の出力するクロックのデューティを補正してシステムクロック（φ）を生成

します。 
 

23.3 サブクロック入力回路 
EXCL端子または ExEXCL端子からのサブクロック入力を制御します。サブクロックを使用する場合は、

EXCL端子または ExEXCL端子から 32.768kHzの外部クロックを入力してください。 

EXCL端子入力と ExEXCL端子入力の関係を図 23.7に示します。 

サブクロック入力を使用する場合は、入力に使用する端子の DDRビットを 0にクリアし、入力端子状態に

してください。PTCNT0の EXCLSビットを 0にクリアすることで EXCL端子入力、1にセットすることで

ExEXCL端子入力が選択されます。さらに、LPWRCRの EXCLEビットを 1にセットすることでサブクロッ

ク入力がイネーブルになります。 

P96/EXCL

EXCLS

PTCNT0

EXCLE 

LPWRCR

PE0/ExEXCL
 

図 23.7 EXCL端子、ExEXCL端子からのサブクロック入力 

 

サブクロックの入力条件を表 23.5に示します。サブクロックを必要としない場合には、サブクロック入力

をイネーブルにしないでください。 
 

表 23.5 サブクロック入力条件 

項  目 記号 VCC＝3.0～3.6V 単位 測定条件

  min. typ. max.   

サブクロック入力パルス幅 Lowレベル tEXCLL － 15.26 － μs 図 23.8 

サブクロック入力パルス幅 Highレベル tEXCLH － 15.26 － μs  

サブクロック入力立ち上がり時間 tEXCLr － － 10 ns  

サブクロック入力立ち下がり時間 tEXCLf － － 10 ns  
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tEXCLH tEXCLL

tEXCLr tEXCLf

VCC 0.5EXCL

 

図 23.8 サブクロック入力タイミング 

 

23.4 サブクロック波形成形回路 
EXCL（ExEXCL）端子から入力されたサブクロックのノイズ除去のため、φクロックの分周クロックでサ

ンプリングします。サンプリング周波数は、LPWRCRの NESELビットで設定します。 

ウォッチモードではサンプリングされません。 
 

23.5 クロック選択回路 
LSI内部で使用するシステムクロックを選択します。 

高速モード、スリープモード、リセット状態、スタンバイモードからの復帰時には XTAL、EXTAL端子の

発振器で生成されるクロックをシステムクロック（φ）として選択します。 

ウォッチモードでは、LPWRCRの EXCLE＝1のときは、EXCL（ExEXCL）端子から入力されるサブクロ

ックをシステムクロックとして選択します。このとき、WDT_1、割り込みコントローラなどのモジュールお

よび機能はφSUBにより動作し、各タイマのカウントクロックやサンプリングクロックもφSUBを分周した

クロックとなります。 
 

23.6 使用上の注意事項 

23.6.1 発振子に関する注意事項 
発振子に関する諸特性は、ユーザのボード設計に密接に関係しますので本書で案内する発振子の接続例を

参考に、ユーザ側での十分な評価を実施してご使用願います。発振子の回路定格は発振子、実装回路の浮遊

容量などにより異なるため、発振子メーカーと十分ご相談の上決定してください。発振端子に印加される電

圧が最大定格を超えないようにしてください。 
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23.6.2 ボード設計上の注意事項 
水晶発振子を使用する場合は、発振子および負荷容量はできるだけ XTAL、EXTAL端子の近くに配置して

ください。また、図 23.9に示すように発振回路の近くには他の信号線を通過させないでください。誘導によ

り正しい発振ができなくなることがあります。 

CL2

A B

CL1

LSI

XTAL

EXTAL

 

図 23.9 発振回路部のボード設計に関する注意事項 
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24. 低消費電力状態 

リセット解除後の動作モードには、通常の高速モードでのプログラム実行状態のほかに消費電力を著しく

低下させる 4種類の低消費電力動作モードがあります。このほか、内蔵周辺モジュールを選択的に停止させ

て消費電力を低下させるモジュールストップモードがあります。 
 

• 中速モード 

CPUを動作させるシステムクロックの周波数はφ/2、φ/4、φ/8、φ/16、φ/32の中から選択できます。 

• スリープモード 

CPUは動作を停止します。内蔵周辺モジュールは動作します。 

• ウォッチモード 

CPUは動作を停止します。内蔵周辺モジュールはWDT_1のみ動作します。 

• ソフトウェアスタンバイモード 

クロック発振器が停止し、CPUおよび内蔵周辺モジュールは動作を停止します。 

• モジュールストップモード 

上記動作モードとは独立に、使用しない内蔵周辺モジュールの動作をモジュール単位で停止させること

ができます。 
 

24.1 レジスタの説明 
低消費電力モードに関連するレジスタには以下のものがあります。なお、シリアルタイマコントロールレ

ジスタについては「3.2.3 シリアルタイマコントロールレジスタ（STCR）」を参照してください。TSCR_1

（WDT_1）の PSSビットについては「12.3.5 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）」の TCSR_1

を参照してください。 
 

表 24.1 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス データバス幅

スタンバイコントロールレジスタ SBYCR R/W H'00 H'FF84 8 

ローパワーコントロールレジスタ LPWRCR R/W H'00 H'FF85 8 

モジュールストップコントロールレジスタ H MSTPCRH R/W H'3F H'FF86 8 

モジュールストップコントロールレジスタ L MSTPCRL R/W H'FF H'FF87 8 

モジュールストップコントロールレジスタ A MSTPCRA R/W H'FC H'FE7E 8 

モジュールストップコントロールレジスタ B MSTPCRB R/W H'FF H'FE7F 8 
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24.1.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR） 
SBYCRは低消費電力モードの制御を行います。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 SSBY 0 R/W ソフトウェアスタンバイ 

SLEEP命令実行後の遷移先を指定します。 

高速モードまたは中速モードで SLEEP命令を実行したとき 

0：スリープモードに遷移 

1：ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードに遷移 

割り込みなどによってモード間遷移をした場合でも SSBYビットの内容は変

わりません。 

6 

5 

4 

STS2 

STS1 

STS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

スタンバイタイマセレクト 2～0 

ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードを解除する際に、クロック発

振器が発振を開始してからクロックが安定するまでの待機ステート数を設定

します。動作周波数に応じて待機時間が 8ms（発振安定時間）以上となるよう

に設定してください。設定値と待機ステート数の関係は表 24.2のとおりです。

外部クロックを使用する場合は任意の選択が可能です。通常の場合は最小値を

推奨します。 

3 － 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

2 

1 

0 

SCK2 

SCK1 

SCK0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

システムクロックセレクト 2~0 

高速モードおよび中速モードでのバスマスタのクロックを選択します。 

なお、ウォッチモードに遷移して動作させる場合には SCK2~SCK0を B'000

にしてください。 

000：高速モード 

001：中速クロックはφ/2 

010：中速クロックはφ/4 

011：中速クロックはφ/8 

100：中速クロックはφ/16 

101：中速クロックはφ/32 

11X：設定しないでください 

【注】 X：Don't care 
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表 24.2 動作周波数と待機時間 

STS2 STS1 STS0 待機時間 25MHz 10MHz 8MHz 単位 

0 0 0 8192ステート 0.3 0.8 1.0 ms 

0 0 1 16384ステート 0.6 1.6 2.0  

0 1 0 32768ステート 1.3 3.3 4.1  

0 1 1 65536ステート 2.6 6.6 8.2  

1 0 0 131072ステート 5.2 13.1 16.4  

1 0 1 262144ステート 10.4 26.2 32.8  

1 1 0/1 リザーブ* － － － － 

  ： 推奨設定時間 

【注】 * 本設定は使用しないでください。 
 

24.1.2 ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR） 
LPWRCRは低消費電力モードの制御を行います。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 DTON 0 R/W ダイレクトトランスファオンフラグ 

初期値を変更しないでください。 

6 LSON 0 R/W ロースピードオンフラグ 

初期値を変更しないでください。 

5 NESEL 0 R/W ノイズ除去サンプリング周波数選択 

EXCL端子または ExEXCL端子から入力されたサブクロック（φSUB）を、シ

ステムクロック発振器で生成されたクロック（φ）により、サンプリングする

周波数を選択します。初期値を変更しないでください。 

0：φの 32分周クロックでサンプリング 

1：φの 4分周クロックでサンプリング（設定禁止） 

4 EXCLE 0 R/W サブクロック入力イネーブル 

EXCL端子または ExEXCL端子からのサブクロック入力を制御します。 

0：EXCL端子または ExEXCL端子からのサブクロック入力禁止 

1：EXCL端子または ExEXCL端子からのサブクロック入力許可 

3～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 
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24.1.3 モジュールストップコントロールレジスタ H、L、A、B 
（MSTPCRH、MSTPCRL、MSTPCRA、MSTPCRB） 

MSTPCRは内蔵周辺モジュールをモジュール単位でモジュールストップモードにします。各モジュールに

対応したビットを 1にセットするとそのモジュールはモジュールストップモードになります。 
 

• MSTPCRH 
ビット ビット名 初期値 R/W 対象モジュール 

7 MSTP15 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

6 MSTP14 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

5 MSTP13 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

4 MSTP12 1 R/W 8ビットタイマ（TMR_0、TMR_1） 

3 MSTP11 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

2 MSTP10 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

1 MSTP9 1 R/W A/D変換器 

0 MSTP8 1 R/W 8ビットタイマ（TMR_X、TMR_Y） 

 

• MSTPCRL 
ビット ビット名 初期値 R/W 対象モジュール 

7 MSTP7 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

6 MSTP6 1 R/W シリアルコミュニケーションインタフェース_1（SCI_1） 

5 MSTP5 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

4 MSTP4 1 R/W I2Cバスインタフェース_0（IIC_0/SMBUS） 

3 MSTP3 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

2 MSTP2 1 R/W キーボードバッファコントロールユニット_0（PS2_0） 

キーボードバッファコントロールユニット_1（PS2_1） 

1 MSTP1 1 R/W 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

0 MSTP0 1 R/W LPCインタフェース（LPC） 
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• MSTPCRA 
ビット ビット名 初期値 R/W 対象モジュール 

7 MSTPA7 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

6 MSTPA6 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

5 MSTPA5 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

4 MSTPA4 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

3 MSTPA3 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

2 MSTPA2 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

1 MSTPA1 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

0 MSTPA0 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

 

• MSTPCRB 
ビット ビット名 初期値 R/W 対象モジュール 

7 MSTPB7 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

6 MSTPB6 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

5 MSTPB5 1 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

4 MSTPB4 1 R/W I2Cバスインタフェース_2（IIC_2） 

3 MSTPB3 1 R/W FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

2 MSTPB2 1 R/W サイクルメジャーメントタイマ_2（TCM_2） 

1 MSTPB1 1 R/W サイクルメジャーメントタイマ_0（TCM_0） 

サイクルメジャーメントタイマ_1（TCM_1） 

0 MSTPB0 1 R/W 8ビット PWMUタイマ_A（PWMU_A） 

8ビット PWMUタイマ_B（PWMU_B） 
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24.2 モード間遷移と LSIの状態 
図 24.1に可能なモード間遷移を示します。プログラム実行状態からプログラム停止状態へは SLEEP命令

の実行によって遷移します。プログラム停止状態からプログラム実行状態へは割り込みによって復帰します。

また、リセット入力によりすべてのモードからリセット状態に遷移します。リセットの種類については、「第

4章 リセット」を参照してください。表 24.3に各動作モードでの LSIの内部状態を示します。 

SLEEP

SLEEP

SCK2
SCK0 0

SCK2
SCK0 0

SLEEP

*2

*1

LSON 0

RES Low

SSBY 0  LSON 0

SSBY 1  

PSS 0  LSON 0

SSBY 1

PSS 1 DTON 0

*1
*2

NMI IRQ0 IRQ15 KIN0 KIN15 WUE0 WUE15 WDT_1 PS2
NMI IRQ0 IRQ15 KIN0 KIN15 WUE0 WUE15 PS2  

図 24.1 モード遷移図 
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表 24.3 各動作モードでの LSIの内部状態 

 

 

高速 中速 スリープ モジュール

ストップ 

ウォッチ ソフトウェア

スタンバイ

システムクロック発振器 動作 動作 動作 動作 停止 停止 

サブクロック入力 動作 動作 動作 動作 動作 停止 

CPU動作 命令実行 動作 中速動作 停止 動作 停止 停止 

 レジスタ   保持  保持 保持 

外部 NMI 動作 動作 動作 動作 動作 動作 

割り込み IRQ0～15       

 KIN0～15       

 WUE0～15       

周辺 

モジュール 

WDT_1 動作 動作 動作 動作 サブクロック 

動作 

停止 

（保持） 

 WDT_0     停止  

 TMR_0、1    動作／停止 （保持）  

TPU  

TCM_0～2 

   （保持）   

 TMR_X、Y       

 SCIF       

 IIC_0（SMBUS）、

IIC_2 

      

 LPC       

 PS2_0、1  中速動作／動作     

 PWMUA、B  動作  動作／停止 停止 停止 

 SCI_1    （リセット） （リセット） （リセット）

 A/D変換器       

 RAM 動作 動作 動作 動作 保持 保持 

 I/O 動作 動作 動作 動作 保持 保持 

【注】 停止（保持）は、内部レジスタ値保持、内部状態は動作停止。 

 停止（リセット）は、内部レジスタおよび内部状態を初期化。 

 モジュールストップモードは、対象モジュールのみ停止（リセットまたは保持）。 
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24.3 中速モード 
SBYCRの SCK2～SCK0ビットの設定により，そのバスサイクルの終了時点で中速モードになります。動

作クロックはφ/2、φ/4、φ/8、φ/16、φ/32から選択できます。バスマスタ、PS2以外の内蔵周辺機能はシ

ステムクロック（φ）で動作します。 

中速モードではバスマスタの動作クロックに対して、指定されたステートでバスアクセスを行います。例

えば、動作クロックとしてφ/4を選択した場合、内蔵メモリは 4ステートアクセス、内部 I/Oレジスタは 8

ステートアクセスになります。 

中速モードは，SCK2～SCK0ビットをいずれも 0にクリアすると、そのバスサイクルの終了時点で高速モ

ードに遷移します。 

SBYCRの SSBYビットが 0、LPWRCRの LSONビットが 0のとき SLEEP命令を実行すると、スリープモ

ードに遷移します。スリープモードが割り込みによって解除されると中速モードに復帰します。SSBYビッ

トが 1、LPWRCRの LSONビットが 0、TCSR（WDT_1）の PSSビットが 0の時 SLEEP命令を実行すると、

ソフトウェアスタンバイモードに遷移します。ソフトウェアスタンバイモードが外部割り込みによって解除

されると、中速モードに復帰します。 

RES端子を Lowレベルにすると中速モードは解除されリセット状態に遷移します。ウォッチドッグタイマ

のオーバフローによるリセットについても同様です。 

図 24.2に中速モードのタイミングを示します。 

SBYCR SBYCR

 

図 24.2 中速モードのタイミング 
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24.4 スリープモード 
SBYCRの SSBYビットが 0、LPWRCRの LSONビットが 0の状態で SLEEP命令を実行すると、スリープ

モードに遷移します。スリープモードでは CPUの動作は停止しますが、内蔵周辺モジュールは動作します。

CPUの内部レジスタの内容は保持されます。 

スリープモードは、割り込み、RES端子によって解除されます。 

割り込みが発生すると、スリープモードは解除され、割り込み例外処理を開始します。割り込みが禁止さ

れているとき、または NMI以外の割り込みが CPUでマスクされているとスリープモードは解除できません。 

RES端子を Lowレベルにすると、スリープモードは解除されリセット状態になります。規定のリセット入

力期間経過後 RES端子を Highレベルにすると、CPUはリセット例外処理を開始します。 
 

24.5 ソフトウェアスタンバイモード 
SBYCRの SSBYビットが 1、LPWRCRの LSONビットが 0、TCSR（WDT_1）の PSSが 0のとき SLEEP

命令を実行すると、ソフトウェアスタンバイモードに遷移します。ソフトウェアスタンバイモードでは、ク

ロック発振器が停止し、CPUおよび内蔵周辺機能が停止します。ただし、規定の電圧が与えられているかぎ

り、CPUと一部の内蔵周辺レジスタ、内蔵 RAMの内容は保持され、I/Oポートは遷移前の状態を保持します。 

ソフトウェアスタンバイモードは、外部割り込み（NMI、IRQ0～IRQ15、KIN0～KIN15、WUE0～WUE15）、

PS2割り込み、RES入力によって解除されます。 

外部割り込み要求信号が入力されると、システムクロック発振器が発振を開始します。SBYCRの STS2～

STS0ビットによって設定された時間が経過するとソフトウェアスタンバイモードが解除され、割り込み例外

処理を開始します。IRQ0～IRQ15割り込みでソフトウェアスタンバイモードを解除するときには対応するイ

ネーブルビットを 1にセットし KIN0～KIN15、WUE0～WUE15割り込みでソフトウェアスタンバイモードを

解除するときには入力を許可し、かつ IRQ0～IRQ15割り込みより高い優先順位の割り込みが発生しないよう

にしてください。なお、IRQ0～IRQ15割り込みについては対応するイネーブルビットが 0にクリアされてい

る場合、KIN0～KIN15、WUE0～WUE15割り込みについては入力が許可されていない場合、または割り込み

が CPUでマスクされている場合には、ソフトウェアスタンバイモードは解除されません。 

RES端子を Lowレベルにすると、クロック発振器が発振を開始します。システムクロックの発振開始と同

時に、本 LSI全体にシステムクロックが供給されます。RES端子は必ずクロックの発振が安定するまで Low

レベルに保持してください。発振安定時間経過後 RES端子を Highレベルにすると、CPUはリセット例外処

理を開始します。 

NMI端子の立ち下がりエッジでソフトウェアスタンバイモードに遷移し、NMI端子の立ち上がりエッジで

ソフトウェアスタンバイモードの解除を行う例を示します。 

この例では、SYSCRの NMIEGビットが 0にクリアされている（立ち下がりエッジ指定）状態で、NMI割

り込みを受け付けた後、NMIEGビットを 1にセット（立ち上がりエッジ指定）、SSBYビットを 1にセット

した後、SLEEP命令を実行してソフトウェアスタンバイモードに遷移しています。 

その後、NMI端子の立ち上がりエッジでソフトウェアスタンバイモードが解除されます。 
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図 24.3 ソフトウェアスタンバイモードの応用例 

 

24.6 ウォッチモード 
高速モードにおいて、SBYCRの SSBYビットが 1、LPWRCRの DTONビットが 0、TCSR（WDT_1）の

PSSビットが 1のとき SLEEP命令を実行すると、CPUはウォッチモードに遷移します。 

ウォッチモードでは、CPUおよびWDT_1以外の周辺機能は動作を停止します。規定の電圧が与えられて

いる限り、CPUと一部の内蔵周辺レジスタ、内蔵 RAMの内容は保持され、I/Oポートは遷移前の状態を保持

します。 

ウォッチモードは、割り込み（WOVI1、NMI、IRQ0～IRQ15、KIN0～KIN15、WUE0～WUE15）、PS2割

り込み、RES入力によって解除されます。 

割り込みが発生するとウォッチモードは解除され、高速モードあるいは中速モードに遷移します。高速モ

ードに遷移するときは、SBYCRの STS2～STS0により設定された時間が経過した後、安定したクロックが

LSI全体に供給され、割り込み例外処理を開始します。なお、IRQ0～IRQ15割り込みについては対応するイ

ネーブルビットが 0にクリアされている場合、KIN0～KIN15、WUE0～WUE15割り込みについては入力が許

可されていない場合、内蔵周辺機能による割り込みについては割り込み許可レジスタにより当該割り込みの

受付が禁止されている場合、または CPUでマスクされている場合には、ウォッチモードは解除されません。 

RES端子を Lowレベルにすると、クロック発振器が発振を開始します。システムクロックの発振開始と同

時に、本 LSI全体にシステムクロックが供給されます。RES端子は必ずクロックの発振が安定するまで Low

レベルに保持してください。発振安定時間経過後 RES端子を Highレベルにすると、CPUはリセット例外処

理を開始します。 
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24.7 モジュールストップモード 
モジュールストップモードは内蔵周辺モジュール単位で設定できます。 

MSTPCRの各モジュールに対応したMSTPビットを 1にセットすると、そのモジュールはバスサイクルの

終了時点でモジュールストップモードへ遷移します。0にクリアするとモジュールストップモードは解除さ

れ、バスサイクルの終了時点で動作を再開します。モジュールストップモードでは、一部の周辺モジュール

の内部状態は保持されています。 

リセット解除後は、すべてのモジュールがモジュールストップモードになっています。 

モジュールストップモードに設定されたモジュールのレジスタは、リード／ライトできません。 
 

24.8 使用上の注意事項 

24.8.1 I/Oポートの状態 
ソフトウェアスタンバイモードでは、I/Oポートの状態が保持されます。したがって、Highレベルを出力

している場合、またはプルアップMOSがオン状態では出力電流分の消費電流は低減されません。 
 

24.8.2 発振安定待機中の消費電流 
発振安定待機中は消費電流が増加します。 
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25. レジスタ一覧 

レジスタ一覧では、内蔵レジスタのアドレス、ビット構成、動作モード別の状態、選択条件およびモジュ

ール別のアドレスに関する情報をまとめています。表記方法は下記のとおりです。 
 

1. レジスタアドレス一覧（アドレス順） 

• 割り付けアドレスの小さいレジスタから順に記載します。 

• アドレスは、16ビットの場合、MSB側のアドレスを記載しています。 

• モジュール名称による分類をしています。 

• アクセスサイズを表示しています。 

• システムコントロールレジスタ3（SYSCR3）のRELOCATEビットにより、H8S/2140Bグループ互換のレ

ジスタアドレスと拡張レジスタアドレスを選択できます。 
拡張レジスタアドレス選択時、TMR_YおよびPORTの一部レジスタのアドレスが移動します。このため、
これらと同じアドレスに割り当てられている他のモジュールレジスタとの選択は不用になります。 

2. レジスタビット一覧 

• 「25.1 レジスタアドレス一覧（アドレス順）」の順序で、ビット構成を記載しています。 

• リザーブビットは、ビット名称部に「－」で表記しています。 

• ビット番号が表示されているものは、そのレジスタ全体がカウンタやデータに割り付けられていること

を示します。 

• 16ビットのレジスタの場合、8ビットずつ2段で記載しています。 

3. 各動作モードにおけるレジスタの状態 

• 「25.1 レジスタアドレス一覧（アドレス順）」の順序で、レジスタの状態を記載しています。 

• 基本的な動作モードにおけるレジスタの状態を示しており、内蔵モジュール固有のリセットなどがある

場合は、内蔵モジュールの章を参照してください。 

4. レジスタ選択条件 

• 「25.1 レジスタアドレス一覧（アドレス順）」の順序で、レジスタの選択条件を記載しています。 

• レジスタの選択条件については「3.2.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR）」、「3.2.3 シリ

アルタイマコントロールレジスタ（STCR）」、「24.1.3 モジュールストップコントロールレジスタH、

L、A、B（MSTPCRH、MSTPCRL、MSTPCRA、MSTPCRB）」および各モジュールのレジスタ説明を

参照してください。 

5. 各モジュール別レジスタアドレス一覧 

• 各モジュールごとにアドレスを記載しています。 

• 複数のチャネルを持つモジュールは、チャネル順に記載しています。 
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25.1 レジスタアドレス一覧（アドレス順） 
データバス幅は、ビット数を示します。 

アクセスステート数は、指定の基準クロックのステート数を示します。 
 

レジスタ名称 略称 ビット

数 

アドレス モジュール データ 

バス幅 

アクセス

ステート数

ポート 1データディレクションレジスタ P1DDR 8 H'F900 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 2データディレクションレジスタ P2DDR 8 H'F901 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 1データレジスタ P1DR 8 H'F902 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 2データレジスタ P2DR 8 H'F903 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 1入力データレジスタ P1PIN 8 H'F904（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 2入力データレジスタ P2PIN 8 H'F905（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 1プルアップ MOSコントロールレジスタ P1PCR 8 H'F906 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 2プルアップ MOSコントロールレジスタ P2PCR 8 H'F907 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 3データディレクションレジスタ P3DDR 8 H'F910 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 4データディレクションレジスタ P4DDR 8 H'F911 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 3データレジスタ P3DR 8 H'F912 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 4データレジスタ P4DR 8 H'F913 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 3入力データレジスタ P3PIN 8 H'F914（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 4入力データレジスタ P4PIN 8 H'F915（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 3プルアップ MOSコントロールレジスタ P3PCR 8 H'F916 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 4ノイズキャンセライネーブルレジスタ P4NCE 8 H'F91B PORT 8 2 

ポート 4ノイズキャンセラ判定制御レジスタ P4NCMC 8 H'F91D PORT 8 2 

ポート 4ノイズキャンセル周期設定レジスタ P4NCCS 8 H'F91F PORT 8 2 

ポート 5データディレクションレジスタ P5DDR 8 H'F920 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 
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レジスタ名称 略称 ビット

数 

アドレス モジュール データ 

バス幅 

アクセス

ステート数

ポート 6データディレクションレジスタ P6DDR 8 H'F921 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 5データレジスタ P5DR 8 H'F922 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 6データレジスタ P6DR 8 H'F923 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 5入力データレジスタ P5PIN 8 H'F924（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 6入力データレジスタ P6PIN 8 H'F925（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 6プルアップ MOSコントロールレジスタ P6PCR 8 H'F927 

（RELOCATE＝0、

PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 6ノイズキャンセライネーブルレジスタ P6NCE 8 H'F92B 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 6ノイズキャンセラ判定制御レジスタ P6NCMC 8 H'F92D 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 6ノイズキャンセル周期設定レジスタ P6NCCS 8 H'F92F 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 8データディレクションレジスタ P8DDR 8 H'F931 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 8データレジスタ P8DR 8 H'F933 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 7入力データレジスタ P7PIN 8 H'F934（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 8入力データレジスタ P8PIN 8 H'F935（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 9データディレクションレジスタ P9DDR 8 H'F940 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 9データレジスタ P9DR 8 H'F942 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 9入力データレジスタ P9PIN 8 H'F944（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート 9プルアップ MOSコントロールレジスタ P9PCR 8 H'F946 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Aデータディレクションレジスタ PADDR 8 H'F950 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Bデータディレクションレジスタ PBDDR 8 H'F951 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート A出力データレジスタ PAODR 8 H'F952 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 
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レジスタ名称 略称 ビット

数 

アドレス モジュール データ 

バス幅 

アクセス

ステート数

ポート B出力データレジスタ PBODR 8 H'F953 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート A入力データレジスタ PAPIN 8 H'F954（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート B入力データレジスタ PBPIN 8 H'F955（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Bプルアップ MOSコントロールレジスタ PBPCR 8 H'F957 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Cデータディレクションレジスタ PCDDR 8 H'F960 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Dデータディレクションレジスタ PDDDR 8 H'F961 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート C出力データレジスタ PCODR 8 H'F962 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート D出力データレジスタ PDODR 8 H'F963 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート C入力データレジスタ PCPIN 8 H'F964（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート D入力データレジスタ PDPIN 8 H'F965（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Cプルアップ MOSコントロールレジスタ PCPCR 8 H'F966 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Dプルアップ MOSコントロールレジスタ PDPCR 8 H'F967 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート C Nch-ODコントロールレジスタ PCNOCR 8 H'F968 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート D Nch-ODコントロールレジスタ PDNOCR 8 H'F969 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Cノイズキャンセライネーブルレジスタ PCNCE 8 H'F96A 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Cノイズキャンセラ判定制御レジスタ PCNCMC 8 H'F96C 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Cノイズキャンセル周期設定レジスタ PCNCCS 8 H'F96E 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Fデータディレクションレジスタ PFDDR 8 H'F971 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート F出力データレジスタ PFODR 8 H'F973 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート E入力データレジスタ PEPIN 8 H'F974（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 
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レジスタ名称 略称 ビット

数 

アドレス モジュール データ 

バス幅 

アクセス

ステート数

ポート F入力データレジスタ PFPIN 8 H'F975（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Fプルアップ MOSコントロールレジスタ PFPCR 8 H'F977 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート F Nch-ODコントロールレジスタ PFNOCR 8 H'F979 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Gデータディレクションレジスタ PGDDR 8 H'F980 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Hデータディレクションレジスタ PHDDR 8 H'F981 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート G出力データレジスタ PGODR 8 H'F982 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート H出力データレジスタ PHODR 8 H'F983 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート G入力データレジスタ PGPIN 8 H'F984（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート H入力データレジスタ PHPIN 8 H'F985（リード時）

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Hプルアップ MOSコントロールレジスタ PHPCR 8 H'F987 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート G Nch-ODコントロールレジスタ PGNOCR 8 H'F988 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート H Nch-ODコントロールレジスタ PHNOCR 8 H'F989 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポートGノイズキャンセライネーブルレジスタ PGNCE 8 H'F98A 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Gノイズキャンセラ判定制御レジスタ PGNCMC 8 H'F98C 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

ポート Gノイズキャンセル周期設定レジスタ PGNCCS 8 H'F98E 

（PORTS＝1時） 

PORT 8 2 

リセットステータスレジスタ RSTSR 8 H'FB35 SYSTEM 8 2 

TCMタイマカウンタレジスタ_0 TCMCNT_0 16 H'FBC0 TCM_0 16 2 

TCMタイマ周期上限レジスタ_0 TCMMLCM_0 16 H'FBC2 TCM_0 16 2 

TCMインプットキャプチャレジスタ_0 TCMICR_0 16 H'FBC4 TCM_0 16 2 

TCMインプットキャプチャバッファレジスタ_0 TCMICRF_0 16 H'FBC6 TCM_0 16 2 

TCMステータスレジスタ_0 TCMCSR_0 8 H'FBC8 TCM_0 8 2 

TCMコントロールレジスタ_0 TCMCR_0 8 H'FBC9 TCM_0 8 2 

TCMインタラプトイネーブルレジスタ_0 TCMIER_0 8 H'FBCA TCM_0 8 2 

TCM周期下限レジスタ_0 TCMMINCM_0 16 H'FBCC TCM_0 16 2 

TCMタイマカウンタレジスタ_1 TCMCNT_1 16 H'FBD0 TCM_1 16 2 

TCMタイマ周期上限レジスタ_1 TCMMLCM_1 16 H'FBD2 TCM_1 16 2 
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レジスタ名称 略称 ビット

数 

アドレス モジュール データ 

バス幅 

アクセス

ステート数

TCMインプットキャプチャレジスタ_1 TCMICR_1 16 H'FBD4 TCM_1 16 2 

TCMインプットキャプチャバッファレジスタ_1 TCMICRF_1 16 H'FBD6 TCM_1 16 2 

TCMステータスレジスタ_1 TCMCSR_1 8 H'FBD8 TCM_1 8 2 

TCMコントロールレジスタ_1 TCMCR_1 8 H'FBD9 TCM_1 8 2 

TCMインタラプトイネーブルレジスタ_1 TCMIER_1 8 H'FBDA TCM_1 8 2 

TCM周期下限レジスタ_1 TCMMINCM_1 16 H'FBDC TCM_1 16 2 

TCMタイマカウンタレジスタ_2 TCMCNT_2 16 H'FBE0 TCM_2 16 2 

TCM周期上限レジスタ_2 TCMMLCM_2 16 H'FBE2 TCM_2 16 2 

TCMインプットキャプチャレジスタ_2 TCMICR_2 16 H'FBE4 TCM_2 16 2 

TCMインプットキャプチャバッファレジスタ_2 TCMICRF_2 16 H'FBE6 TCM_2 16 2 

TCMステータスレジスタ_2 TCMCSR_2 8 H'FBE8 TCM_2 8 2 

TCMコントロールレジスタ_2 TCMCR_2 8 H'FBE9 TCM_2 8 2 

TCMインタラプトイネーブルレジスタ_2 TCMIER_2 8 H'FBEA TCM_2 8 2 

TCM周期下限レジスタ_2 TCMMINCM_2 16 H'FBEC TCM_2 16 2 

A/Dデータレジスタ A ADDRA 16 H'FC00 A/D変換器 16 2 

A/Dデータレジスタ B ADDRB 16 H'FC02 A/D変換器 16 2 

A/Dデータレジスタ C ADDRC 16 H'FC04 A/D変換器 16 2 

A/Dデータレジスタ D ADDRD 16 H'FC06 A/D変換器 16 2 

A/Dデータレジスタ E ADDRE 16 H'FC08 A/D変換器 16 2 

A/Dデータレジスタ F ADDRF 16 H'FC0A A/D変換器 16 2 

A/Dデータレジスタ G ADDRG 16 H'FC0C A/D変換器 16 2 

A/Dデータレジスタ H ADDRH 16 H'FC0E A/D変換器 16 2 

A/Dコントロール／ステータスレジスタ ADCSR 8 H'FC10 A/D変換器 8 2 

A/Dコントロールレジスタ ADCR 8 H'FC11 A/D変換器 8 2 

レシーブバッファレジスタ FRBR 8 H'FC20 SCIF 8 2 

トランスミッタホールディングレジスタ FTHR 8 H'FC20 SCIF 8 2 

ディバイザラッチ L FDLL 8 H'FC20 SCIF 8 2 

割り込みイネーブルレジスタ FIER 8 H'FC21 SCIF 8 2 

ディバイザラッチ H FDLH 8 H'FC21 SCIF 8 2 

割り込み識別レジスタ FIIR 8 H'FC22 SCIF 8 2 

FIFO制御レジスタ FFCR 8 H'FC22 SCIF 8 2 

ライン制御レジスタ FLCR 8 H'FC23 SCIF 8 2 

モデム制御レジスタ FMCR 8 H'FC24 SCIF 8 2 

ラインステータスレジスタ FLSR 8 H'FC25 SCIF 8 2 

モデムステータスレジスタ FMSR 8 H'FC26 SCIF 8 2 

スクラッチパッドレジスタ FSCR 8 H'FC27 SCIF 8 2 

SCIFコントロールレジスタ SCIFCR 8 H'FC28 SCIF 8 2 
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PWMデューティ設定レジスタ 0_A PWMREG0_A 8 H’FD00 PWMU_A 8 2 

PWMプリスケーラレジスタ 0_A PWMPRE0_A 8 H’FD01 PWMU_A 8 2 

PWMデューティ設定レジスタ 1_A PWMREG1_A 8 H’FD02 PWMU_A 8 2 

PWMプリスケーラレジスタ 1_A PWMPRE1_A 8 H’FD03 PWMU_A 8 2 

PWMデューティ設定レジスタ 2_A PWMREG2_A 8 H’FD04 PWMU_A 8 2 

PWMプリスケーラレジスタ 2_A PWMPRE2_A 8 H’FD05 PWMU_A 8 2 

PWMデューティ設定レジスタ 3_A PWMREG3_A 8 H’FD06 PWMU_A 8 2 

PWMプリスケーラレジスタ 3_A PWMPRE3_A 8 H’FD07 PWMU_A 8 2 

PWMデューティ設定レジスタ 4_A PWMREG4_A 8 H’FD08 PWMU_A 8 2 

PWMプリスケーラレジスタ 4_A PWMPRE4_A 8 H’FD09 PWMU_A 8 2 

PWMデューティ設定レジスタ 5_A PWMREG5_A 8 H’FD0A PWMU_A 8 2 

PWMプリスケーラレジスタ 5_A PWMPRE5_A 8 H’FD0B PWMU_A 8 2 

PWMクロックコントロールレジスタ_A PWMCKCR_A 8 H’FD0C PWMU_A 8 2 

PWM出力コントロールレジスタ_A PWMOUTCR_A 8 H’FD0D PWMU_A 8 2 

PWMモードコントロールレジスタ_A PWMMDCR_A 8 H’FD0E PWMU_A 8 2 

PWM位相コントロールレジスタ_A PWMPCR_A 8 H’FD0F PWMU_A 8 2 

PWMデューティ設定レジスタ 0_B PWMREG0_B 8 H’FD10 PWMU_B 8 2 

PWMプリスケーラレジスタ 0_B PWMPRE0_B 8 H’FD11 PWMU_B 8 2 

PWMデューティ設定レジスタ 1_B PWMREG1_B 8 H’FD12 PWMU_B 8 2 

PWMプリスケーラレジスタ 1_B PWMPRE1_B 8 H’FD13 PWMU_B 8 2 

PWMデューティ設定レジスタ 2_B PWMREG2_B 8 H’FD14 PWMU_B 8 2 

PWMプリスケーラレジスタ 2_B PWMPRE2_B 8 H’FD15 PWMU_B 8 2 

PWMデューティ設定レジスタ 3_B PWMREG3_B 8 H’FD16 PWMU_B 8 2 

PWMプリスケーラレジスタ 3_B PWMPRE3_B 8 H’FD17 PWMU_B 8 2 

PWMデューティ設定レジスタ 4_B PWMREG4_B 8 H’FD18 PWMU_B 8 2 

PWMプリスケーラレジスタ 4_B PWMPRE4_B 8 H’FD19 PWMU_B 8 2 

PWMデューティ設定レジスタ 5_B PWMREG5_B 8 H’FD1A PWMU_B 8 2 

PWMプリスケーラレジスタ 5_B PWMPRE5_B 8 H'FD1B PWMU_B 8 2 

PWMクロックコントロールレジスタ_B PWMCKCR_B 8 H'FD1C PWMU_B 8 2 

PWM出力コントロールレジスタ_B PWMOUTCR_B 8 H'FD1D PWMU_B 8 2 

PWMモードコントロールレジスタ_B PWMMDCR_B 8 H'FD1E PWMU_B 8 2 

PWM位相コントロールレジスタ_B PWMPCR_B 8 H'FD1F PWMU_B 8 2 

タイマコントロールレジスタ_1 TCR_1 8 H'FD40 TPU_1 8 2 

タイマモードレジスタ_1 TMDR_1 8 H'FD41 TPU_1 8 2 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_1 TIOR_1 8 H'FD42 TPU_1 8 2 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_1 TIER_1 8 H'FD44 TPU_1 8 2 

タイマステータスレジスタ_1 TSR_1 8 H'FD45 TPU_1 8 2 

タイマカウンタ_1 TCNT_1 16 H'FD46 TPU_1 16 2 
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タイマジェネラルレジスタ A_1 TGRA_1 16 H'FD48 TPU_1 16 2 

タイマジェネラルレジスタ B_1 TGRB_1 16 H'FD4A TPU_1 16 2 

PEC演算データ入力レジスタ PECX 8 H'FD60 SMBUS 8 2 

PEC演算データ再入力レジスタ PECY 8 H'FD61 SMBUS 8 2 

PEC演算結果出力レジスタ PECZ 8 H'FD63 SMBUS 8 2 

LPCチャネル 1アドレスレジスタ H LADR1H 8 H'FDC0 LPC 8 2 

LPCチャネル 1アドレスレジスタ L LADR1L 8 H'FDC1 LPC 8 2 

LPCチャネル 2アドレスレジスタ H LADR2H 8 H'FDC2 LPC 8 2 

LPCチャネル 2アドレスレジスタ L LADR2L 8 H'FDC3 LPC 8 2 

SCIFアドレスレジスタ H SCIFADRH 8 H'FDC4 LPC 8 2 

SCIFアドレスレジスタ L SCIFADRL 8 H'FDC5 LPC 8 2 

LPCチャネル 4アドレスレジスタ H LADR4H 8 H'FDD4 LPC 8 2 

LPCチャネル 4アドレスレジスタ L LADR4L 8 H'FDD5 LPC 8 2 

入力データレジスタ 4 IDR4 8 H'FDD6 LPC 8 2 

出力データレジスタ 4 ODR4 8 H'FDD7 LPC 8 2 

ステータスレジスタ 4 STR4 8 H'FDD8 LPC 8 2 

ホストインタフェースコントロールレジスタ 4 HICR4 8 H'FDD9 LPC 8 2 

SERIRQコントロールレジスタ 2 SIRQCR2 8 H'FDDA LPC 8 2 

SERIRQコントロールレジスタ 3 SIRQCR3 8 H'FDDB LPC 8 2 

ポート 6ノイズキャンセライネーブルレジスタ P6NCE 8 H'FE00 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 6ノイズキャンセラ判定制御レジスタ P6NCMC 8 H'FE01 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 6ノイズキャンセル周期設定レジスタ P6NCCS 8 H'FE02 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート Cノイズキャンセライネーブルレジスタ PCNCE 8 H’FE03 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート Cノイズキャンセラ判定制御レジスタ PCNCMC 8 H’FE04 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート Cノイズキャンセル周期設定レジスタ PCNCCS 8 H’FE05 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポートGノイズキャンセライネーブルレジスタ PGNCE 8 H’FE06 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート Gノイズキャンセラ判定制御レジスタ PGNCMC 8 H’FE07 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート Gノイズキャンセル周期設定レジスタ PGNCCS 8 H’FE08 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート H入力データレジスタ PHPIN 8 H’FE0C 

（リード時） 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 
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ポート Hデータディレクションレジスタ PHDDR 8 H’FE0C 

（ライト時） 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート H出力データレジスタ PHODR 8 H’FE0D 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート H Nch-ODコントロールレジスタ PHNOCR 8 H’FE0E 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポートコントロールレジスタ 0 PTCNT0 8 H’FE10 PORT 8 2 

ポートコントロールレジスタ 1 PTCNT1 8 H’FE11 PORT 8 2 

ポートコントロールレジスタ 2 PTCNT2 8 H’FE12 PORT 8 2 

ポート 9プルアップ MOSコントロールレジスタ P9PCR 8 H’FE14 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート G Nch-ODコントロールレジスタ PGNOCR 8 H’FE16 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート F Nch-ODコントロールレジスタ PFNOCR 8 H’FE19 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート C Nch-ODコントロールレジスタ PCNOCR 8 H’FE1C 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート D Nch-ODコントロールレジスタ PDNOCR 8 H’FE1D 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

双方向データレジスタ 0MW TWR0MW 8 H’FE20 LPC 8 2 

双方向データレジスタ 0SW TWR0SW 8 H’FE20 LPC 8 2 

双方向データレジスタ 1 TWR1 8 H’FE21 LPC 8 2 

双方向データレジスタ 2 TWR2 8 H’FE22 LPC 8 2 

双方向データレジスタ 3 TWR3 8 H’FE23 LPC 8 2 

双方向データレジスタ 4 TWR4 8 H’FE24 LPC 8 2 

双方向データレジスタ 5 TWR5 8 H’FE25 LPC 8 2 

双方向データレジスタ 6 TWR6 8 H'FE26 LPC 8 2 

双方向データレジスタ 7 TWR7 8 H'FE27 LPC 8 2 

双方向データレジスタ 8 TWR8 8 H'FE28 LPC 8 2 

双方向データレジスタ 9 TWR9 8 H'FE29 LPC 8 2 

双方向データレジスタ 10 TWR10 8 H'FE2A LPC 8 2 

双方向データレジスタ 11 TWR11 8 H'FE2B LPC 8 2 

双方向データレジスタ 12 TWR12 8 H'FE2C LPC 8 2 

双方向データレジスタ 13 TWR13 8 H'FE2D LPC 8 2 

双方向データレジスタ 14 TWR14 8 H'FE2E LPC 8 2 

双方向データレジスタ 15 TWR15 8 H'FE2F LPC 8 2 

入力データレジスタ 3 IDR3 8 H'FE30 LPC 8 2 

出力データレジスタ 3 ODR3 8 H'FE31 LPC 8 2 

ステータスレジスタ 3 STR3 8 H'FE32 LPC 8 2 



25. レジスタ一覧 

Rev.2.00  2009.09.18  25-10 

RJJ09B0473-0200  

レジスタ名称 略称 ビット

数 

アドレス モジュール データ 

バス幅 

アクセス

ステート数

ホストインタフェースコントロールレジスタ 5 HICR5 8 H'FE33 LPC 8 2 

LPCチャネル 3アドレスレジスタ H LADR3H 8 H'FE34 LPC 8 2 

LPCチャネル 3アドレスレジスタ L LADR3L 8 H'FE35 LPC 8 2 

SERIRQコントロールレジスタ 0 SIRQCR0 8 H'FE36 LPC 8 2 

SERIRQコントロールレジスタ 1 SIRQCR1 8 H'FE37 LPC 8 2 

入力データレジスタ 1 IDR1 8 H'FE38 LPC 8 2 

出力データレジスタ 1 ODR1 8 H'FE39 LPC 8 2 

ステータスレジスタ 1 STR1 8 H'FE3A LPC 8 2 

入力データレジスタ 2 IDR2 8 H'FE3C LPC 8 2 

SERIRQコントロールレジスタ 4 SIRQCR4 8 H'FE3B LPC 8 2 

出力データレジスタ 2 ODR2 8 H'FE3D LPC 8 2 

ステータスレジスタ 2 STR2 8 H'FE3E LPC 8 2 

ホストインタフェースセレクトレジスタ HISEL 8 H'FE3F LPC 8 2 

ホストインタフェースコントロールレジスタ 0 HICR0 8 H'FE40 LPC 8 2 

ホストインタフェースコントロールレジスタ 1 HICR1 8 H'FE41 LPC 8 2 

ホストインタフェースコントロールレジスタ 2 HICR2 8 H'FE42 LPC 8 2 

ホストインタフェースコントロールレジスタ 3 HICR3 8 H'FE43 LPC 8 2 

ウェイクアップイベント割り込みマスクレジスタ B WUEMRB 8 H'FE44 INT 8 2 

ウェイクアップイベント割り込みマスクレジスタ A WUEMRA 8 H’FE45 INT 8 2 

ポート G出力データレジスタ PGODR 8 H’FE46 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート G入力データレジスタ PGPIN 8 H’FE47 

（リード時） 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート Gデータディレクションレジスタ PGDDR 8 H’FE47 

（ライト時） 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート F出力データレジスタ PFODR 8 H’FE49 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート E入力データレジスタ PEPIN 8 H’FE4A 

（リード時） 

（ライト禁止） 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート F入力データレジスタ PFPIN 8 H’FE4B 

（リード時） 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート Fデータディレクションレジスタ PFDDR 8 H’FE4B 

（ライト時） 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート C出力データレジスタ PCODR 8 H’FE4C 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 
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ポート D出力データレジスタ PDODR 8 H’FE4D 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート C入力データレジスタ PCPIN 8 H’FE4E 

（リード時） 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート Cデータディレクションレジスタ PCDDR 8 H’FE4E 

（ライト時） 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート D入力データレジスタ PDPIN 8 H’FE4F 

（リード時） 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート Dデータディレクションレジスタ PDDDR 8 H’FE4F 

（ライト時） 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

タイマコントロールレジスタ_0 TCR_0 8 H’FE50 TPU_0 8 2 

タイマモードレジスタ_0 TMDR_0 8 H’FE51 TPU_0 8 2 

タイマ I/OコントロールレジスタH_0 TIORH_0 8 H’FE52 TPU_0 8 2 

タイマ I/Oコントロールレジスタ L_0 TIORL_0 8 H’FE53 TPU_0 8 2 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_0 TIER_0 8 H’FE54 TPU_0 8 2 

タイマステータスレジスタ_0 TSR_0 8 H’FE55 TPU_0 8 2 

タイマカウンタ_0 TCNT_0 16 H’FE56 TPU_0 16 2 

タイマジェネラルレジスタ A_0 TGRA_0 16 H’FE58 TPU_0 16 2 

タイマジェネラルレジスタ B_0 TGRB_0 16 H’FE5A TPU_0 16 2 

タイマジェネラルレジスタ C_0 TGRC_0 16 H’FE5C TPU_0 16 2 

タイマジェネラルレジスタ D_0 TGRD_0 16 H'FE5E TPU_0 16 2 

タイマコントロールレジスタ_2 TCR_2 8 H'FE70 TPU_2 8 2 

タイマモードレジスタ_2 TMDR_2 8 H'FE71 TPU_2 8 2 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_2 TIOR_2 8 H'FE72 TPU_2 8 2 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_2 TIER_2 8 H'FE74 TPU_2 8 2 

タイマステータスレジスタ_2 TSR_2 8 H'FE75 TPU_2 8 2 

タイマカウンタ_2 TCNT_2 16 H'FE76 TPU_2 16 2 

タイマジェネラルレジスタ A_2 TGRA_2 16 H'FE78 TPU_2 16 2 

タイマジェネラルレジスタ B_2 TGRB_2 16 H'FE7A TPU_2 16 2 

システムコントロールレジスタ 3 SYSCR3 8 H'FE7D SYSTEM 8 2 

モジュールストップコントロールレジスタ A MSTPCRA 8 H'FE7E SYSTEM 8 2 

モジュールストップコントロールレジスタ B MSTPCRB 8 H'FE7F SYSTEM 8 2 

キーボードマトリクス割り込みレジスタ B KMIMRB 8 H'FE81 

（RELOCATE＝1時)

INT 8 2 

ポート 6プルアップ MOSコントロールレジスタ P6PCR 8 H’FE82 

（RELOCATE＝1時）

PORT 8 2 
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キーボードマトリクス割り込みレジスタ A KMIMRA 8 H’FE83 

（RELOCATE＝1時）

INT 8 2 

ウェイクアップセンスコントロールレジスタ A WUESCRA 8 H’FE84 INT 8 2 

ウェイクアップ入力割り込みステータスレジスタ A WUESRA 8 H’FE85 INT 8 2 

ウェイクアップイネーブルレジスタ WUEER 8 H’FE86 INT 8 2 

インタラプトコントロールレジスタ D ICRD 8 H’FE87 INT 8 2 

I2Cバスコントロールレジスタ_2 ICCR_2 8 H’FE88 IIC_2 8 2 

I2Cバスステータスレジスタ_2 ICSR_2 8 H’FE89 IIC_2 8 2 

I2Cバスコントロール初期化レジスタ_2 ICRES_2 8 H’FE8A IIC_2 8 2 

I2Cバスコントロール拡張レジスタ_2 ICXR_2 8 H’FE8C IIC_2 8 2 

I2Cバスデータレジスタ_2 ICDR_2 8 H’FE8E IIC_2 8 2 

第 2スレーブアドレスレジスタ_2 SARX_2 8 H’FE8E IIC_2 8 2 

I2Cバスモードレジスタ_2 ICMR_2 8 H’FE8F IIC_2 8 2 

スレーブアドレスレジスタ_2 SAR_2 8 H’FE8F IIC_2 8 2 

ウェイクアップセンスコントロールレジスタ B WUESCRB 8 H’FE96 INT 8 2 

ウェイクアップ入力割り込みステータスレジスタ B WUESRB 8 H’FE97 INT 8 2 

フラッシュコードコントロールステータス 

レジスタ 

FCCS 8 H'FEA8 ROM 8 2 

フラッシュプログラムコードセレクトレジスタ FPCS 8 H'FEA9 ROM 8 2 

フラッシュイレースコードセレクトレジスタ FECS 8 H'FEAA ROM 8 2 

フラッシュキーコードレジスタ FKEY 8 H'FEAC ROM 8 2 

フラッシュマットセレクトレジスタ FMATS 8 H'FEAD ROM 8 2 

フラッシュトランスファデスティ 

ネーションアドレスレジスタ 

FTDAR 8 H’FEAE ROM 8 2 

タイマスタートレジスタ TSTR 8 H’FEB0 TPU共通 8 2 

タイマシンクロレジスタ TSYR 8 H’FEB1 TPU共通 8 2 

キーボードコントロールレジスタ 1_0 KBCR1_0 8 H’FEC0 PS2_0 8 2 

キーボードデータバッファ送信データレジスタ_0 KBTR_0 8 H’FEC1 PS2_0 8 2 

キーボードコントロールレジスタ 1_1 KBCR1_1 8 H’FEC2 PS2_1 8 2 

キーボードデータバッファ送信データレジスタ_1 KBTR_1 8 H’FEC3 PS2_1 8 2 

タイマ XYコントロールレジスタ TCRXY 8 H’FEC6 TMR_XY 8 2 

タイマコントロールレジスタ_Y TCR_Y 8 H’FEC8 

（RELOCATE＝1時）

TMR_Y 8 2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ_Y TCSR_Y 8 H’FEC9 

（RELOCATE＝1時）

TMR_Y 8 2 

タイムコンスタントレジスタ A_Y TCORA_Y 8 H’FECA 

（RELOCATE＝1時）

TMR_Y 8 2 

タイムコンスタントレジスタ B_Y TCORB_Y 8 H’FECB 

（RELOCATE＝1時）

TMR_Y 8 2 
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タイマカウンタ_Y TCNT_Y 8 H’FECC 

（RELOCATE＝1時）

TMR_Y 8 2 

I2Cバスコントロール拡張レジスタ_0 ICXR_0 8 H’FED4 IIC_0 8 2 

キーボードコントロールレジスタ H_0 KBCRH_0 8 H’FED8 PS2_0 8 2 

キーボードコントロールレジスタ L_0 KBCRL_0 8 H’FED9 PS2_0 8 2 

キーボードデータバッファレジスタ_0 KBBR_0 8 H’FEDA PS2_0 8 2 

キーボードコントロールレジスタ 2_0 KBCR2_0 8 H’FEDB PS2_0 8 2 

キーボードコントロールレジスタ H_1 KBCRH_1 8 H’FEDC PS2_1 8 2 

キーボードコントロールレジスタ L_1 KBCRL_1 8 H’FEDD PS2_1 8 2 

キーボードデータバッファレジスタ_1 KBBR_1 8 H’FEDE PS2_1 8 2 

キーボードコントロールレジスタ 2_1 KBCR2_1 8 H’FEDF PS2_1 8 2 

I2Cバスコントロール初期値レジスタ_0 ICRES_0 8 H’FEE6 IIC_0 8 2 

インタラプトコントロールレジスタ A ICRA 8 H’FEE8 INT 8 2 

インタラプトコントロールレジスタ B ICRB 8 H’FEE9 INT 8 2 

インタラプトコントロールレジスタ C ICRC 8 H’FEEA INT 8 2 

IRQステータスレジスタ ISR 8 H’FEEB INT 8 2 

IRQセンスコントロールレジスタ H ISCRH 8 H’FEEC INT 8 2 

IRQセンスコントロールレジスタ L ISCRL 8 H’FEED INT 8 2 

アドレスブレークコントロールレジスタ ABRKCR 8 H’FEF4 INT 8 2 

ブレークアドレスレジスタ A BARA 8 H’FEF5 INT 8 2 

ブレークアドレスレジスタ B BARB 8 H’FEF6 INT 8 2 

ブレークアドレスレジスタ C BARC 8 H’FEF7 INT 8 2 

IRQイネーブルレジスタ 16 IER16 8 H’FEF8 INT 8 2 

IRQステータスレジスタ 16 ISR16 8 H’FEF9 INT 8 2 

IRQセンスコントロールレジスタ 16H ISCR16H 8 H’FEFA INT 8 2 

IRQセンスコントロールレジスタ 16L ISCR16L 8 H’FEFB INT 8 2 

IRQセンスポートセレクトレジスタ 16 ISSR16 8 H’FEFC INT 8 2 

IRQセンスポートセレクトレジスタ ISSR 8 H’FEFD INT 8 2 

スタンドバイコントロールレジスタ SBYCR 8 H’FF84 SYSTEM 8 2 

ローパワーコントロールレジスタ LPWRCR 8 H’FF85 SYSTEM 8 2 

モジュールストップコントロールレジスタ H MSTPCRH 8 H’FF86 SYSTEM 8 2 

モジュールストップコントロールレジスタ L MSTPCRL 8 H’FF87 SYSTEM 8 2 

シリアルモードレジスタ_1 SMR_1 8 H’FF88 SCI_1 8 2 

ビットレートレジスタ_1 BRR_1 8 H’FF89 SCI_1 8 2 

シリアルコントロールレジスタ_1 SCR_1 8 H’FF8A SCI_1 8 2 

トランスミットデータレジスタ_1 TDR_1 8 H’FF8B SCI_1 8 2 

シリアルステータスレジスタ_1 SSR_1 8 H’FF8C SCI_1 8 2 

レシーブデータレジスタ_1 RDR_1 8 H’FF8D SCI_1 8 2 

スマートカードモードレジスタ_1 SCMR_1 8 H’FF8E SCI_1 8 2 
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レジスタ名称 略称 ビット

数 

アドレス モジュール データ 

バス幅 

アクセス

ステート数

タイマコントロール／ステータスレジスタ_0 TCSR_0 8 H’FFA8（ライト時） WDT_0 16 2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ_0 TCSR_0 8 H’FFA8（リード時） WDT_0 8 2 

タイマカウンタ_0 TCNT_0 8 H’FFA8（ライト時） WDT_0 16 2 

タイマカウンタ_0 TCNT_0 8 H’FFA9（リード時） WDT_0 8 2 

ポート A出力データレジスタ PAODR 8 H’FFAA 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート A入力データレジスタ PAPIN 8 H’FFAB（リード時）

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート Aデータディレクションレジスタ PADDR 8 H’FFAB（ライト時）

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 1プルアップ MOSコントロールレジスタ P1PCR 8 H’FFAC 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 2プルアップ MOSコントロールレジスタ P2PCR 8 H’FFAD 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 3プルアップ MOSコントロールレジスタ P3PCR 8 H’FFAE 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 1データディレクションレジスタ P1DDR 8 H’FFB0 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 2データディレクションレジスタ P2DDR 8 H’FFB1 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 1データレジスタ P1DR 8 H’FFB2 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 2データレジスタ P2DR 8 H’FFB3 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 3データディレクションレジスタ P3DDR 8 H’FFB4 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 4データディレクションレジスタ P4DDR 8 H’FFB5 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 3データレジスタ P3DR 8 H’FFB6 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 4データレジスタ P4DR 8 H’FFB7 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 5データディレクションレジスタ P5DDR 8 H’FFB8 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 6データディレクションレジスタ P6DDR 8 H’FFB9 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 5データレジスタ P5DR 8 H’FFBA 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 6データレジスタ P6DR 8 H’FFBB 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 
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レジスタ名称 略称 ビット

数 

アドレス モジュール データ 

バス幅 

アクセス

ステート数

ポート B出力データレジスタ PBODR 8 H’FFBC 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 8データディレクションレジスタ P8DDR 8 H’FFBD（ライト時）

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート B入力データレジスタ PBPIN 8 H’FFBD（リード時）

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 7入力データレジスタ P7PIN 8 H’FFBE（リード時）

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート Bデータディレクションレジスタ PBDDR 8 H’FFBE（ライト時）

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 8データレジスタ P8DR 8 H’FFBF 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 9データディレクションレジスタ P9DDR 8 H’FFC0 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

ポート 9データレジスタ P9DR 8 H’FFC1 

（PORTS＝0時） 

PORT 8 2 

インタラプトイネーブルレジスタ IER 8 H’FFC2 INT 8 2 

シリアルタイマコントロールレジスタ STCR 8 H’FFC3 SYSTEM 8 2 

システムコントロールレジスタ SYSCR 8 H’FFC4 SYSTEM 8 2 

モードコントロールレジスタ MDCR 8 H’FFC5 SYSTEM 8 2 

バスコントロールレジスタ BCR 8 H'FFC6 BSC 8 2 

ウェイトステートコントロールレジスタ WSCR 8 H'FFC7 BSC 8 2 

タイマコントロールレジスタ_0 TCR_0 8 H’FFC8 TMR_0 8 2 

タイマコントロールレジスタ_1 TCR_1 8 H’FFC9 TMR_1 8 2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ_0 TCSR_0 8 H'FFCA TMR_0 8 2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ_1 TCSR_1 8 H'FFCB TMR_1 8 2 

タイムコンスタントレジスタ A_0 TCORA_0 8 H'FFCC TMR_0 16 2 

タイムコンスタントレジスタ A_1 TCORA_1 8 H'FFCD TMR_1 16 2 

タイムコンスタントレジスタ B_0 TCORB_0 8 H'FFCE TMR_0 16 2 

タイムコンスタントレジスタ B_1 TCORB_1 8 H'FFCF TMR_1 16 2 

タイマカウンタ_0 TCNT_0 8 H'FFD0 TMR_0 16 2 

タイマカウンタ_1 TCNT_1 8 H'FFD1 TMR_1 16 2 

I2Cバスコントロールレジスタ_0 ICCR_0 8 H'FFD8 IIC_0 8 2 

I2Cバスステータスレジスタ_0 ICSR_0 8 H'FFD9 IIC_0 8 2 

I2Cバスデータレジスタ_0 ICDR_0 8 H'FFDE IIC_0 8 2 

第 2スレーブアドレスレジスタ_0 SARX_0 8 H'FFDE IIC_0 8 2 

I2Cバスモードレジスタ_0 ICMR_0 8 H'FFDF IIC_0 8 2 

スレーブアドレスレジスタ_0 SAR_0 8 H'FFDF IIC_0 8 2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ TCSR_1 8 H'FFEA（ライト時） WDT_1 16 2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ TCSR_1 8 H'FFEA（リード時） WDT_1 8 2 
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レジスタ名称 略称 ビット

数 

アドレス モジュール データ 

バス幅 

アクセス

ステート数

タイマカウンタ_1 TCNT_1 8 H'FFEA（ライト時） WDT_1 16 2 

タイマカウンタ_1 TCNT_1 8 H'FFEB（リード時） WDT_1 8 2 

タイマコントロールレジスタ_X TCR_X 8 H'FFF0 TMR_X 8 2 

タイマコントロールレジスタ_Y TCR_Y 8 H'FFF0 

（RELOCATE＝0時)

TMR_Y 8 2 

キーボードマトリクス割り込みレジスタ B KMIMRB 8 H'FFF1 

（RELOCATE＝0時)

INT 8 2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ_X TCSR_X 8 H'FFF1 TMR_X 8 2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ_Y TCSR_Y 8 H'FFF1 

（RELOCATE＝0時)

TMR_Y 8 2 

ポート 6プルアップ MOSコントロールレジスタ P6PCR 8 H'FFF2 

（RELOCATE＝0、

PORTS＝0時) 

PORT 8 2 

インプットキャプチャレジスタ R TICRR 8 H'FFF2 TMR_X 8 2 

タイムコンスタントレジスタ A_Y TCORA_Y 8 H'FFF2 

（RELOCATE＝0時)

TMR_Y 8 2 

インプットキャプチャレジスタ F TICRF 8 H'FFF3 TMR_X 8 2 

タイムコンスタントレジスタ B_Y TCORB_Y 8 H'FFF3 

（RELOCATE＝0時)

TMR_Y 8 2 

キーボードマトリクス割り込みレジスタ A KMIMRA 8 H'FFF3 

（RELOCATE＝0時)

INT 8 2 

タイマカウンタ_X TCNT_X 8 H'FFF4 TMR_X 8 2 

タイマカウンタ_Y TCNT_Y 8 H'FFF4 

（RELOCATE＝0時)

TMR_Y 8 2 

タイムコンスタントレジスタ C TCORC 8 H'FFF5 TMR_X 8 2 

タイムコンスタントレジスタ A_X TCORA_X 8 H'FFF6 TMR_X 8 2 

タイムコンスタントレジスタ B_X TCORB_X 8 H'FFF7 TMR_X 8 2 

タイマコネクションレジスタ I TCONRI 8 H'FFFC TMR_X 8 2 

タイマコネクションレジスタ S TCONRS 8 H'FFFE TMR_X、 

TMR_Y 

8 2 
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25.2 レジスタビット一覧 
内蔵周辺モジュールのレジスタのアドレスとビット名を以下に示します。 

16ビットレジスタは、8ビットずつ 2段で表しています。 
 

レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール

RSTSR － － － － － － － PORF SYSTEM 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMCNT_0 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMMLCM_0 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMICR_0 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMICRF_0 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCMCSR_0 OVF MAXOVF CMF CKSEG ICPF MINUDF MCICTL － 

TCMCR_0 CST POCTL CPSPE IEDG TCMMDS CKS2 CKS1 CKS0 

TCMIER_0 OVIE MAXOVIE CMIE TCMIPE ICPIE MINUDIE CMMS － 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMMINCM_0 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCM_0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMCNT_1 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMMLCM_1 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMICR_1 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMICRF_1 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCMCSR_1 OVF MAXOVF CMF CKSEG ICPF MINUDF MCICTL － 

TCMCR_1 CST POCTL CPSPE IEDG TCMMDS CKS2 CKS1 CKS0 

TCMIER_1 OVIE MAXOVIE CMIE TCMIPE ICPIE MINUDIE CMMS － 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMMINCM_1 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCM_1 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMCNT_2 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMMLCM_2 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMICR_2 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCM_2 
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レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMICRF_2 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCMCSR_2 OVF MAXOVF CMF CKSEG ICPF MINUDF MCICTL － 

TCMCR_2 CST POCTL CPSPE IEDG TCMMDS CKS2 CKS1 CKS0 

TCMIER_2 OVIE MAXOVIE CMIE TCMIPE ICPIE MINUDIE CMMS － 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCMMINCM_2 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCM_2 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 ADDRA 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 ADDRB 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 ADDRC 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 ADDRD 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 ADDRE 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 ADDRF 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 ADDRG 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 ADDRH 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

ADCSR ADF ADIE ADST － CH3 CH2 CH1 CH0 

ADCR TRGS1 TRGS0 SCANE SCANS CKS1 CKS0 ADSTCLR － 

A/D変換器

FRBR bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

FTHR bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

FDLL bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

FIER － － － － EDSSI ELSI ETBEI FRBFI 

FDLH bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

FIIR FIFOE1 FIFOE0 － － INTID2 INTID1 INTID0 INTPEND 

FFCR RCVRTRIG1 RCVRTRIG0 － － DMAMODE XMITFRST RCVRFRST FIFOE 

FLCR DLAB BREAK STICKPARITY EPS PEN STOP CLS1 CLS0 

FMCR － － － LOOPBACK OUT2 OUT1 RTS DTR 

FLSR RXFIFOERR TEMT THRE BI FE PE OE DR 

FMSR DCD RI DSR CTS DDCD TERI DDSR DCTS 

FSCR bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

SCIF 
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レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール

SCIFCR SCIFOE1 SCIFOE0 － OUT2LOOP CKSEL1 CKSEL0 SCIFRST REGRST SCIF 

PWMREG0_A bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMPRE0_A bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMREG1_A bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMPRE1_A bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMREG2_A bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMPRE2_A bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMREG3_A bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMPRE3_A bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMREG4_A bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMPRE4_A bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMREG5_A bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMPRE5_A bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMCKCR_A CLK1 CLK0 － － － － － － 

PWMOUTCR_A CNTMD45B CNTMD23B PWM5E PWM4E PWM3E PWM2E PWM1E PWM0E 

PWMMDCR_A CNTMD01B CNTMD01A PWMSL5 PWMSL4 PWMSL3 PWMSL2 PWMSL1 PWMSL0 

PWMPCR_A PH5S PH4S PH3S PH2S PH1S PH0S CNTMD45A CNTMD23A 

PWMU_A 

PWMREG0_B bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMPRE0_B bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMREG1_B bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMPRE1_B bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMREG2_B bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMPRE2_B bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMREG3_B bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMPRE3_B bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMREG4_B bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMPRE4_B bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMREG5_B bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMPRE5_B bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

PWMCKCR_B CLK1 CLK0 － － － － － － 

PWMOUTCR_B CNTMD45B CNTMD23B PWM5E PWM4E PWM3E PWM2E PWM1E PWM0E 

PWMMDCR_B CNTMD01B CNTMD01A PWMSL5 PWMSL4 PWMSL3 PWMSL2 PWMSL1 PWMSL0 

PWMPCR_B PH5S PH4S PH3S PH2S PH1S PH0S CNTMD45A CNTMD23A 

PWMU_B 

TCR_1 － CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 

TMDR_1 － － － － MD3 MD2 MD1 MD0 

TIOR_1 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 

TIER_1 TTGE － TCIEU TCIEV － － TGIEB TGIEA 

TSR_1 TCFD － TCFU TCFV － － TGFB TGFA 

TPU_1 
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レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCNT_1 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TGRA_1 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TGRB_1 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TPU_1 

PECX PECX7 PECX6 PECX5 PECX4 PECX3 PECX2 PECX1 PECX0 

PECY PECY7 PECY6 PECY5 PECY4 PECY3 PECY2 PECY1 PECY0 

PECZ PECZ7 PECZ6 PECZ5 PECZ4 PECZ3 PECZ2 PECZ1 PECZ0 

SMBUS 

LADR1H bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 

LADR1L bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

LADR2H bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 

LADR2L bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

SCIFADRH bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 

SCIFADRL bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

LADR4H bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 

LADR4L bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

IDR4 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

ODR4 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

STR4 DBU47 DBU46 DBU45 DBU44 C/D4 DBU42 IBF4 OBF4 

HICR4 － LPC4E IBFIE4 － － － － － 

SIRQCR2 IEDIR3 IEDIR4 IRQ11E4 IRQ10E4 IRQ9E4 IRQ6E4 SMIE4 － 

SIRQCR3 SELIRQ15 SELIRQ14 SELIRQ13 SELIRQ8 SELIRQ7 SELIRQ5 SELIRQ4 SELIRQ3 

LPC 

P4NCE P47NCE P46NCE P45NCE P44NCE P43NCE P42NCE P41NCE P40NCE 

P4NCMC P47NCMC P46NCMC P45NCMC P44NCMC P43NCMC P42NCMC P41NCMC P40NCMC 

P4NCCS － － － － － P4NCCK2 P4NCCK1 P4NCCK0 

P6NCE P67NCE P66NCE P65NCE P64NCE P63NCE P62NCE P61NCE P60NCE 

P6NCMC P67NCMC P66NCMC P65NCMC P64NCMC P63NCMC P62NCMC P61NCMC P60NCMC 

P6NCCS － － － － － P6NCCK2 P6NCCK1 P6NCCK0 

PCNCE PC7NCE PC6NCE PC5NCE PC4NCE PC3NCE PC2NCE PC1NCE PC0NCE 

PCNCMC PC7NCMC PC6NCMC PC5NCMC PC4NCMC PC3NCMC PC2NCMC PC1NCMC PC0NCMC 

PCNCCS － － － － － PCNCCK2 PCNCCK1 PCNCCK0 

PGNCE PG7NCE PG6NCE PG5NCE PG4NCE PG3NCE PG2NCE PG1NCE PG0NCE 

PGNCMC PG7NCMC PG6NCMC PG5NCMC PG4NCMC PG3NCMC PG2NCMC PG1NCMC PG0NCMC 

PGNCCS － － － － － PGNCCK2 PGNCCK1 PGNCCK0 

PHPIN － － PH5PIN PH4PIN PH3PIN PH2PIN PH1PIN PH0PIN 

PHDDR － － PH5DDR PH4DDR PH3DDR PH2DDR PH1DDR PH0DDR 

PORT 
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レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール

PHODR － － PH5ODR PH4ODR PH3ODR PH2ODR PH1ODR PH0ODR 

PHNOCR － － PH5NOCR PH4NOCR PH3NOCR PH2NOCR PH1NOCR PH0NOCR 

PTCNT0 － － － － － － － EXCLS 

PTCNT1 IIC2BS IIC2AS － － － － － － 

PTCNT2 － － － TxD1RS RxD1RS － PORTS － 

P9PCR － － P95PCR P94PCR P93PCR P92PCR P91PCR P90PCR 

PGNOCR PG7NOCR PG6NOCR PG5NOCR PG4NOCR PG3NOCR PG2NOCR PG1NOCR PG0NOCR 

PFNOCR PF7NOCR PF6NOCR PF5NOCR PF4NOCR PF3NOCR PF2NOCR PF1NOCR PF0NOCR 

PCNOCR PC7NOCR PC6NOCR PC5NOCR PC4NOCR PC3NOCR PC2NOCR PC1NOCR PC0NOCR 

PDNOCR PD7NOCR PD6NOCR PD5NOCR PD4NOCR PD3NOCR PD2NOCR PD1NOCR PD0NOCR 

PORT 

TWR0MW bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR0SW bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR1 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR2 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR3 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR4 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR5 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR6 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR7 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR8 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR9 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR10 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR11 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR12 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR13 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR14 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TWR15 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

IDR3 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

ODR3 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

STR3*2 IBF3B OBF3B MWMF SWMF C/D3 DBU32 IBF3A OBF3A 

STR3*3 DBU37 DBU36 DBU35 DBU34 C/D3 DBU32 IBF3 OBF3 

HICR5 OBEIE OBEI － － SCIFE － － － 

LADR3H bit15 bi14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 

LADR3L bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 ― bit1 TWRE 

SIRQCR0 Q/C UPSEL IEDIR SMIE3B SMIE3A SMIE2 IRQ12E1 IRQ1E1 

SIRQCR1 IRQ11E3 IRQ10E3 IRQ9E3 IRQ6E3 IRQ11E2 IRQ10E2 IRQ9E2 IRQ6E2 

IDR1 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

ODR1 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

LPC 
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レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール

STR1 DBU17 DBU16 DBU15 DBU14 C/D1 DBU12 IBF1 OBF1 

SIRQCR4 － － － － SCSIRQ3 SCSIRQ2 SCSIRQ1 SCSIRQ0 

IDR2 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

ODR2 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

STR2 DBU27 DBU26 DBU25 DBU24 C/D2 DBU22 IBF2 OBF2 

HISEL SELSTR3 SELIRQ11 SELIRQ10 SELIRQ9 SELIRQ6 SELSMI SELIRQ12 SELIRQ1 

HICR0 LPC3E LPC2E LPC1E FGA20E SDWNE PMEE LSMIE LSCIE 

HICR1 LPCBSY CLKREQ IRQBSY LRSTB SDWNB PMEB LSMIB LSCIB 

HICR2 GA20 LRST SDWN ABRT IBFIE3 IBFIE2 IBFIE1 ERRIE 

HICR3 LFRAME CLKRUN SERIRQ LRESET LPCPD PME LSMI LSCI 

LPC 

WUEMRB WUEMR7 WUEMR6 WUEMR5 WUEMR4 WUEMR3 WUEMR2 WUEMR1 WUEMR0 

WUEMRA WUEMR15 WUEMR14 WUEMR13 WUEMR12 WUEMR11 WUEMR10 WUEMR9 WUEMR8 

INT 

PGODR PG7ODR PG6ODR PG5ODR PG4ODR PG3ODR PG2ODR PG1ODR PG0ODR 

PGPIN PG7PIN PG6PIN PG5PIN PG4PIN PG3PIN PG2PIN PG1PIN PG0PIN 

PGDDR PG7DDR PG6DDR PG5DDR PG4DDR PG3DDR PG2DDR PG1DDR PG0DDR 

PFODR PF7ODR PF6ODR PF5ODR PF4ODR PF3ODR PF2ODR PF1ODR PF0ODR 

PEPIN － － － PE4PIN PE3PIN PE2PIN PE1PIN PE0PIN 

PFPIN PF7PIN PF6PIN PF5PIN PF4PIN PF3PIN PF2PIN PF1PIN PF0PIN 

PFDDR PF7DDR PF6DDR PF5DDR PF4DDR PF3DDR PF2DDR PF1DDR PF0DDR 

PCODR PC7ODR PC6ODR PC5ODR PC4ODR PC3ODR PC2ODR PC1ODR PC0ODR 

PDODR PD7ODR PD6ODR PD5ODR PD4ODR PD3ODR PD2ODR PD1ODR PD0ODR 

PCPIN PC7PIN PC6PIN PC5PIN PC4PIN PC3PIN PC2PIN PC1PIN PC0PIN 

PCDDR PC7DDR PC6DDR PC5DDR PC4DDR PC3DDR PC2DDR PC1DDR PC0DDR 

PDPIN PD7PIN PD6PIN PD5PIN PD4PIN PD3PIN PD2PIN PD1PIN PD0PIN 

PDDDR PD7DDR PD6DDR PD5DDR PD4DDR PD3DDR PD2DDR PD1DDR PD0DDR 

PORT 

TCR_0 CCLR2 CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 

TMDR_0 － － BFB BFA MD3 MD2 MD1 MD0 

TIORH_0 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 

TIORL_0 IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 

TIER_0 TTGE － － TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA 

TSR_0 － － － TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCNT_0 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TGRA_0 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TGRB_0 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TPU_0 
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レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TGRC_0 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TGRD_0 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TPU_0 

TCR_2 － CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 

TMDR_2 － － － － MD3 MD2 MD1 MD0 

TIOR_2 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 

TIER_2 TTGE － TCIEU TCIEV － － TGIEB TGIEA 

TSR_2 TCFD － TCFU TCFV － － TGFB TGFA 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TCNT_2 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TGRA_2 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 TGRB_2 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TPU_2 

SYSCR3 － EIVS RELOCATE － － － － － 

MSTPCRA MSTPA7 MSTPA6 MSTPA5 MSTPA4 MSTPA3 MSTPA2 MSTPA1 MSTPA0 

MSTPCRB MSTPB7 MSTPB6 MSTPB5 MSTPB4 MSTPB3 MSTPB2 MSTPB1 MSTPB0 

SYSTEM 

KMIMRB KMIMR7 KMIMR6 KMIMR5 KMIMR4 KMIMR3 KMIMR2 KMIMR1 KMIMR0 INT 

P6PCR P67PCR P66PCR P65PCR P64PCR P63PCR P62PCR P61PCR P60PCR PORT 

KMIMRA KMIMR15 KMIMR14 KMIMR13 KMIMR12 KMIMR11 KMIMR10 KMIMR9 KMIMR8 

WUESCRA WUE15SC WUE14SC WUE13SC WUE12SC WUE11SC WUE10SC WUE9SC WUE8SC 

WUESRA WUE15F WUE14F WUE13F WUE12F WUE11F WUE10F WUE9F WUE8F 

WUEER WUEAE WUEBE － － － － － － 

ICRD ICRD7 ICRD6 ICRD5 ICRD4 ICRD3 ICRD2 ICRD1 ICRD0 

INT 

ICCR_2 ICE IEIC MST TRS ACKE BBSY IRIC SCP 

ICSR_2 ESTP STOP IRTR AASX AL AAS ADZ ACKB 

ICRES_2 － － － － CLR3 CLR2 CLR1 CLR0 

ICXR_2 STOPIM HNDS ICDRF ICDRE ALIE ALSL FNC1 FNC0 

SARX_2 SVAX6 SVAX5 SVAX4 SVAX3 SVAX2 SVAX1 SVAX0 FSX 

ICDR_2 ICDR7 ICDR6 ICDR5 ICDR4 ICDR3 ICDR2 ICDR1 ICDR0 

SAR_2 SVA6 SVA5 SVA4 SVA3 SVA2 SVA1 SVA0 FS 

ICMR_2 MLS WAIT CKS2 CKS1 CKS0 BC2 BC1 BC0 

IIC_2 

FCCS － － － FLER － － － SCO 

FPCS － － － － － － － PPVS 

FECS － － － － － － － EPVB 

FKEY K7 K6 K5 K4 K3 K2 K1 K0 

FMATS MS7 MS6 MS5 MS4 MS3 MS2 MS1 MS0 

ROM 
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レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール

FTDAR TDER TDA6 TDA5 TDA4 TDA3 TDA2 TDA1 TDA0 ROM 

TSTR － － － － － CST2 CST1 CST0 

TSYR － － － － － SYNC2 SYNC1 SYNC0 

TPU共通 

KBCR1_0 KBTS PS KCIE KTIE － KCIF KBTE KTER 

KBTR_0 KBT7 KBT6 KBT5 KBT4 KBT3 KBT2 KBT1 KBT0 

KBCR1_1 KBTS PS KCIE KTIE － KCIF KBTE KTER 

KBTR_1 KBT7 KBT6 KBT5 KBT4 KBT3 KBT2 KBT1 KBT0 

PS2 

TCRXY － － CKSX CKSY － － － － TMR_XY 

TCR_Y CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0 

TCSR_Y CMFB CMFA OVF ICIE OS3 OS2 OS1 OS0 

TCORA_Y bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCORB_Y bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCNT_Y bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TMR_Y 

ICXR_0 STOPIM HNDS ICDRF ICDRE ALIE ALSL FNC1 FNC0 IIC_0 

KBCRH_0 KBIOE KCLKI KDI KBFSEL KBIE KBF PER KBS 

KBCRL_0 KBE KCLKO KDO － RXCR3 RXCR2 RXCR1 RXCR0 

KBBR_0 KB7 KB6 KB5 KB4 KB3 KB2 KB1 KB0 

KBCR2_0 － － － － TXCR3 TXCR2 TXCR1 TXCR0 

PS2_0 

KBCRH_1 KBIOE KCLKI KDI KBFSEL KBIE KBF PER KBS 

KBCRL_1 KBE KCLKO KDO － RXCR3 RXCR2 RXCR1 RXCR0 

KBBR_1 KB7 KB6 KB5 KB4 KB3 KB2 KB1 KB0 

KBCR2_1 － － － － TXCR3 TXCR2 TXCR1 TXCR0 

PS2_1 

ICRES_0 － － － － CLR3 CLR2 CLR1 CLR0 IIC_0 

WUESCRB WUE7SC WUE6SC WUE5SC WUE4SC WUE3SC WUE2SC WUE1SC WUE0SC 

WUESRB WUE7F WUE6F WUE5F WUE4F WUE3F WUE2F WUE1F WUE0F 

ICRA ICRA7 ICRA6 ICRA5 ICRA4 ICRA3 ICRA2 ICRA1 ICRA0 

ICRB ICRB7 ICRB6 ICRB5 ICRB4 ICRB3 ICRB2 ICRB1 ICRB0 

ICRC ICRC7 ICRC6 ICRC5 ICRC4 ICRC3 ICRC2 ICRC1 ICRC0 

ISR IRQ7F IRQ6F IRQ5F IRQ4F IRQ3F IRQ2F IRQ1F IRQ0F 

ISCRH IRQ7SCB IRQ7SCA IRQ6SCB IRQ6SCA IRQ5SCB IRQ5SCA IRQ4SCB IRQ4SCA 

ISCRL IRQ3SCB IRQ3SCA IRQ2SCB IRQ2SCA IRQ1SCB IRQ1SCA IRQ0SCB IRQ0SCA 

ABRKCR CMF － － － － － － BIE 

BARA A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 

BARB A15 A14 A13 A12 A11 A10 A9 A8 

BARC A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 － 

IER16 IRQ15E IRQ14E IRQ13E IRQ12E IRQ11E IRQ10E IRQ9E IRQ8E 

ISR16 IRQ15F IRQ14F IRQ13F IRQ12F IRQ11F IRQ10F IRQ9F IRQ8F 

ISCR16H IRQ15SCB IRQ15SCA IRQ14SCB IRQ14SCA IRQ13SCB IRQ13SCA IRQ12SCB IRQ12SCA 

INT 
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ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール

ISCR16L IRQ11SCB IRQ11SCA IRQ10SCB IRQ10SCA IRQ9SCB IRQ9SCA IRQ8SCB IRQ8SCA 

ISSR16 ISS15 ISS14 ISS13 ISS12 ISS11 ISS10 ISS9 ISS8 

ISSR ISS7 － － － － － － － 

INT 

SBYCR SSBY STS2 STS1 STS0 － SCK2 SCK1 SCK0 

LPWRCR DTON LSON NESEL EXCLE － － － － 

MSTPCRH MSTP15 MSTP14 MSTP13 MSTP12 MSTP11 MSTP10 MSTP9 MSTP8 

MSTPCRL MSTP7 MSTP6 MSTP5 MSTP4 MSTP3 MSTP2 MSTP1 MSTP0 

SYSTEM 

SMR_1*1 C/A 

(GM) 

CHR 

(BLK) 

PE 

(PE) 

O/E 

(O/E) 

STOP 

(BCP1) 

MP 

(BCP0) 

CKS1 

(CKS1) 

CKS0 

(CKS0) 

BRR_1 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

SCR_1 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0 

TDR_1 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

SSR_1*1 TDRE 

(TDRE) 

RDRF 

(RDRF) 

ORER 

(ORER) 

FER 

(ERS) 

PER 

(PER) 

TEND 

(TEND) 

MPB 

(MPB) 

MPBT 

(MPBT) 

RDR_1 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

SCMR_1 － － － － SDIR SINV － SMIF 

SCI_1 

TCSR_0 OVF WT/IT TME － RST/NMI CKS2 CKS1 CKS0 

TCNT_0 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

WDT_0 

PAODR PA7ODR PA6ODR PA5ODR PA4ODR PA3ODR PA2ODR PA1ODR PA0ODR 

PAPIN PA7PIN PA6PIN PA5PIN PA4PIN PA3PIN PA2PIN PA1PIN PA0PIN 

PADDR PA7DDR PA6DDR PA5DDR PA4DDR PA3DDR PA2DDR PA1DDR PA0DDR 

P1PCR P17PCR P16PCR P15PCR P14PCR P13PCR P12PCR P11PCR P10PCR 

P2PCR P27PCR P26PCR P25PCR P24PCR P23PCR P22PCR P21PCR P20PCR 

P3PCR P37PCR P36PCR P35PCR P34PCR P33PCR P32PCR P31PCR P30PCR 

P1DDR P17DDR P16DDR P15DDR P14DDR P13DDR P12DDR P11DDR P10DDR 

P2DDR P27DDR P26DDR P25DDR P24DDR P23DDR P22DDR P21DDR P20DDR 

P1DR P17DR P16DR P15DR P14DR P13DR P12DR P11DR P10DR 

P2DR P27DR P26DR P25DR P24DR P23DR P22DR P21DR P20DR 

P3DDR P37DDR P36DDR P35DDR P34DDR P33DDR P32DDR P31DDR P30DDR 

P4DDR P47DDR P46DDR P45DDR P44DDR P43DDR P42DDR P41DDR P40DDR 

P3DR P37DR P36DR P35DR P34DR P33DR P32DR P31DR P30DR 

P4DR P47DR P46DR P45DR P44DR P43DR P42DR P41DR P40DR 

P5DDR － － － － － P52DDR P51DDR P50DDR 

P6DDR P67DDR P66DDR P65DDR P64DDR P63DDR P62DDR P61DDR P60DDR 

P5DR － － － － － P52DR P51DR P50DR 

P6DR P67DR P66DR P65DR P64DR P63DR P62DR P61DR P60DR 

PBODR PB7ODR PB6ODR PB5ODR PB4ODR PB3ODR PB2ODR PB1ODR PB0ODR 

PBPIN PB7PIN PB6PIN PB5PIN PB4PIN PB3PIN PB2PIN PB1PIN PB0PIN 

PORT 



25. レジスタ一覧 

Rev.2.00  2009.09.18  25-26 

RJJ09B0473-0200  

レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール

P8DDR － P86DDR P85DDR P84DDR P83DDR P82DDR P81DDR P80DDR 

P7PIN P77PIN P76PIN P75PIN P74PIN P73PIN P72PIN P71PIN P70PIN 

PBDDR PB7DDR PB6DDR PB5DDR PB4DDR PB3DDR PB2DDR PB1DDR PB0DDR 

P8DR － P86DR P85DR P84DR P83DR P82DR P81DR P80DR 

P9DDR P97DDR P96DDR P95DDR P94DDR P93DDR P92DDR P91DDR P90DDR 

P9DR P97DR P96DR P95DR P94DR P93DR P92DR P91DR P90DR 

PORT 

IER IRQ7E IRQ6E IRQ5E IRQ4E IRQ3E IRQ2E IRQ1E IRQ0E INT 

STCR IICX2 － IICX0 IICE FLSHE IICS ICKS1 ICKS0 

SYSCR － － INTM1 INTM0 XRST NMIEG KINWUE RAME 

MDCR EXPE － － － － MDS2 MDS1 MDS0 

SYSTEM 

BCR － ICIS0 BRSTRM BRSTS1 BRSTS0 － IOS1 IOS0 

WSCR － － ABW AST WMS1 WMS0 WC1 WC0 

BSC 

TCR_0 CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0 

TCR_1 CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0 

TCSR_0 CMFB CMFA OVF ADTE OS3 OS2 OS1 OS0 

TCSR_1 CMFB CMFA OVF － OS3 OS2 OS1 OS0 

TCORA_0 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCORA_1 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCORB_0 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCORB_1 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCNT_0 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCNT_1 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TMR_0、 

TMR_1 

ICCR_0 ICE IEIC MST TRS ACKE BBSY IRIC SCP 

ICSR_0 ESTP STOP IRTR AASX AL AAS ADZ ACKB 

ICDR_0 ICDR7 ICDR6 ICDR5 ICDR4 ICDR3 ICDR2 ICDR1 ICDR0 

SARX_0 SVAX6 SVAX5 SVAX4 SVAX3 SVAX2 SVAX1 SVAX0 FSX 

ICMR_0 MLS WAIT CKS2 CKS1 CKS0 BC2 BC1 BC0 

SAR_0 SVA6 SVA5 SVA4 SVA3 SVA2 SVA1 SVA0 FS 

IIC_0 

TCSR_1 OVF WT/IT TME PSS RST/NMI CKS2 CKS1 CKS0 

TCNT_1 bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

WDT_1 

TCR_X CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0 

TCSR_X CMFB CMFA OVF ICF OS3 OS2 OS1 OS0 

TICRR bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TICRF bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCNT_X bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCORC bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCORA_X bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TMR_X 
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ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール

TCORB_X bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

TCONRI － － － ICST － － － － 

TMR_X 

TCONRS TMRX/Y － － － － － － － TMR_X、 

TMR_Y 

【注】 *1 通常モードとスマートカードインタフェースモードで一部ビット名が異なります。 

  ( )：スマートカードインタフェースモード時のビット名 

 *2 TWRE＝1または SELSTR3＝0の場合です。 

 *3 TWRE＝0で SELSTR3＝1の場合です。 
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25.3 各動作モードにおけるレジスタの状態 
 
レジスタ略称 リセット 高速／中速 ウォッチ スリープ モジュール 

ストップ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール

RSTSR 初期化* － － － － － SYSTEM 

TCMCNT_0 初期化 － － － － － 

TCMMLCM_0 初期化 － － － － － 

TCMICR_0 初期化 － － － － － 

TCMICRF_0 初期化 － － － － － 

TCMCSR_0 初期化 － － － － － 

TCMCR_0 初期化 － － － － － 

TCMIER_0 初期化 － － － － － 

TCMMINCM_0 初期化 － － － － － 

TCM_0 

TCMCNT_1 初期化 － － － － － 

TCMMLCM_1 初期化 － － － － － 

TCMICR_1 初期化 － － － － － 

TCMICRF_1 初期化 － － － － － 

TCMCSR_1 初期化 － － － － － 

TCMCR_1 初期化 － － － － － 

TCMIER_1 初期化 － － － － － 

TCMMINCM_1 初期化 － － － － － 

TCM_1 

TCMCNT_2 初期化 － － － － － 

TCMMLCM_2 初期化 － － － － － 

TCMICR_2 初期化 － － － － － 

TCMICRF_2 初期化 － － － － － 

TCMCSR_2 初期化 － － － － － 

TCMCR_2 初期化 － － － － － 

TCMIER_2 初期化 － － － － － 

TCMMINCM_2 初期化 － － － － － 

TCM_2 

ADDRA 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

ADDRB 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

ADDRC 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

ADDRD 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

ADDRE 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

ADDRF 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

ADDRG 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

ADDRH 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

ADCSR 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

ADCR 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

A/D変換器 
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FRBR 初期化 － － － － － 

FTHR － － － － － － 

FDLL 初期化 － － － － － 

FIER 初期化 － － － － － 

FDLH 初期化 － － － － － 

FIIR 初期化 － － － － － 

FFCR 初期化 － － － － － 

FLCR 初期化 － － － － － 

FMCR 初期化 － － － － － 

FLSR 初期化 － － － － － 

FMSR － － － － － － 

FSCR 初期化 － － － － － 

SCIFCR 初期化 － － － － － 

SCIF 

PWMREG0_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMPRE0_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMREG1_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMPRE1_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMREG2_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMPRE2_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMREG3_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMPRE3_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMREG4_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMPRE4_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMREG5_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMPRE5_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMCKCR_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMOUTCR_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMMDCR_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMPCR_A 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMU_A 

PWMREG0_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMPRE0_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMREG1_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMPRE1_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMREG2_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMPRE2_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMREG3_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMU_B 
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PWMPRE3_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMREG4_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMPRE4_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMREG5_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMPRE5_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMCKCR_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMOUTCR_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMMDCR_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMPCR_B 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

PWMU_B 

TCR_1 初期化 － － － － － 

TMDR_1 初期化 － － － － － 

TIOR_1 初期化 － － － － － 

TIER_1 初期化 － － － － － 

TSR_1 初期化 － － － － － 

TCNT_1 初期化 － － － － － 

TGRA_1 初期化 － － － － － 

TGRB_1 初期化 － － － － － 

TPU_1 

PECX 初期化 － － － － － 

PECY 初期化 － － － － － 

PECZ 初期化 － － － － － 

SMBUS 

LADR1H 初期化 － － － － － 

LADR1L 初期化 － － － － － 

LADR2H 初期化 － － － － － 

LADR2L 初期化 － － － － － 

SCIFADRH 初期化 － － － － － 

SCIFADRL 初期化 － － － － － 

LADR4H 初期化 － － － － － 

LADR4L 初期化 － － － － － 

IDR4 初期化 － － － － － 

ODR4 初期化 － － － － － 

STR4 初期化 － － － － － 

HICR4 初期化 － － － － － 

SIRQCR2 初期化 － － － － － 

SIRQCR3 初期化 － － － － － 

LPC 

P4NCE 初期化 － － － － － 

P4NCMC 初期化 － － － － － 

P4NCCS 初期化 － － － － － 

P6NCE 初期化 － － － － － 

PORT 
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P6NCMC 初期化 － － － － － 

P6NCCS 初期化 － － － － － 

PCNCE 初期化 － － － － － 

PCNCMC 初期化 － － － － － 

PCNCCS 初期化 － － － － － 

PGNCE 初期化 － － － － － 

PGNCMC 初期化 － － － － － 

PGNCCS 初期化 － － － － － 

PHPIN 初期化 － － － － － 

PHDDR 初期化 － － － － － 

PHODR 初期化 － － － － － 

PHNOCR 初期化 － － － － － 

PTCNT0 初期化 － － － － － 

PTCNT1 初期化 － － － － － 

PTCNT2 初期化 － － － － － 

P9PCR 初期化 － － － － － 

PGNOCR 初期化 － － － － － 

PFNOCR 初期化 － － － － － 

PCNOCR 初期化 － － － － － 

PDNOCR 初期化 － － － － － 

PORT 

TWR0MW 初期化 － － － － － 

TWR0SW 初期化 － － － － － 

TWR1 初期化 － － － － － 

TWR2 初期化 － － － － － 

TWR3 初期化 － － － － － 

TWR4 初期化 － － － － － 

TWR5 初期化 － － － － － 

TWR6 初期化 － － － － － 

TWR7 初期化 － － － － － 

TWR8 初期化 － － － － － 

TWR9 初期化 － － － － － 

TWR10 初期化 － － － － － 

TWR11 初期化 － － － － － 

TWR12 初期化 － － － － － 

TWR13 初期化 － － － － － 

TWR14 初期化 － － － － － 

TWR15 初期化 － － － － － 

LPC 
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IDR3 初期化 － － － － － 

ODR3 初期化 － － － － － 

STR3 初期化 － － － － － 

HICR5 初期化 － － － － － 

LADR3H 初期化 － － － － － 

LADR3L 初期化 － － － － － 

SIRQCR0 初期化 － － － － － 

SIRQCR1 初期化 － － － － － 

IDR1 初期化 － － － － － 

ODR1 初期化 － － － － － 

STR1 初期化 － － － － － 

SIRQCR4 初期化 － － － － － 

IDR2 初期化 － － － － － 

ODR2 初期化 － － － － － 

STR2 初期化 － － － － － 

HISEL 初期化 － － － － － 

HICR0 初期化 － － － － － 

HICR1 初期化 － － － － － 

HICR2 － － － － － － 

HICR3 － － － － － － 

LPC 

WUEMRB 初期化 － － － － － 

WUEMRA 初期化 － － － － － 

INT 

PGODR 初期化 － － － － － 

PGPIN － － － － － － 

PGDDR 初期化 － － － － － 

PFODR 初期化 － － － － － 

PEPIN － － － － － － 

PFPIN － － － － － － 

PFDDR 初期化 － － － － － 

PCODR 初期化 － － － － － 

PDODR 初期化 － － － － － 

PCPIN － － － － － － 

PCDDR 初期化 － － － － － 

PDPIN － － － － － － 

PDDDR 初期化 － － － － － 

PORT 
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TCR_0 初期化 － － － － － 

TMDR_0 初期化 － － － － － 

TIORH_0 初期化 － － － － － 

TIORL_0 初期化 － － － － － 

TIER_0 初期化 － － － － － 

TSR_0 初期化 － － － － － 

TCNT_0 初期化 － － － － － 

TGRA_0 初期化 － － － － － 

TGRB_0 初期化 － － － － － 

TGRC_0 初期化 － － － － － 

TGRD_0 初期化 － － － － － 

TPU_0 

TCR_2 初期化 － － － － － 

TMDR_2 初期化 － － － － － 

TIOR_2 初期化 － － － － － 

TIER_2 初期化 － － － － － 

TSR_2 初期化 － － － － － 

TCNT_2 初期化 － － － － － 

TGRA_2 初期化 － － － － － 

TGRB_2 初期化 － － － － － 

TPU_2 

SYSCR3 初期化 － － － － － 

MSTPCRA 初期化 － － － － － 

MSTPCRB 初期化 － － － － － 

SYSTEM 

KMIMRB 初期化 － － － － － INT 

P6PCR 初期化 － － － － － PORT 

KMIMRA 初期化 － － － － － 

WUESCRA 初期化 － － － － － 

WUESRA 初期化 － － － － － 

WUEER 初期化 － － － － － 

ICRD 初期化 － － － － － 

INT 

ICCR_2 初期化 － － － － － 

ICSR_2 初期化 － － － － － 

ICRES_2 初期化 － － － － － 

ICXR_2 初期化 － － － － － 

ICDR_2 － － － － － － 

SARX_2 初期化 － － － － － 

ICMR_2 初期化 － － － － － 

SAR_2 初期化 － － － － － 

IIC_2 
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FCCS 初期化 － － － － － 

FPCS 初期化 － － － － － 

FECS 初期化 － － － － － 

FKEY 初期化 － － － － － 

FMATS 初期化 － － － － － 

FTDAR 初期化 － － － － － 

ROM 

TSTR 初期化 － － － － － 

TSYR 初期化 － － － － － 

TPU共通 

KBCR1_0 初期化 － － － － － 

KBTR_0 初期化 － － － － － 

KBCR1_1 初期化 － － － － － 

KBTR_1 初期化 － － － － － 

PS2 

TCRXY 初期化 － － － － － TMR_XY 

TCR_Y 初期化 － － － － － 

TCSR_Y 初期化 － － － － － 

TCORA_Y 初期化 － － － － － 

TCORB_Y 初期化 － － － － － 

TCNT_Y 初期化 － － － － － 

TMR_Y 

ICXR_0 初期化 － － － － － IIC_0 

KBCRH_0 初期化 － － － － － 

KBCRL_0 初期化 － － － － － 

KBBR_0 初期化 － － － － － 

KBCR2_0 初期化 － － － － － 

PS2_0 

KBCRH_1 初期化 － － － － － 

KBCRL_1 初期化 － － － － － 

KBBR_1 初期化 － － － － － 

KBCR2_1 初期化 － － － － － 

PS2_1 

ICRES_0 初期化 － － － － － IIC_0 

WUESCRB 初期化 － － － － － 

WUESRB 初期化 － － － － － 

ICRA 初期化 － － － － － 

ICRB 初期化 － － － － － 

ICRC 初期化 － － － － － 

ISR 初期化 － － － － － 

ISCRH 初期化 － － － － － 

ISCRL 初期化 － － － － － 

ABRKCR 初期化 － － － － － 

INT 
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BARA 初期化 － － － － － 

BARB 初期化 － － － － － 

BARC 初期化 － － － － － 

IER16 初期化 － － － － － 

ISR16 初期化 － － － － － 

ISCR16H 初期化 － － － － － 

ISCR16L 初期化 － － － － － 

ISSR16 初期化 － － － － － 

ISSR 初期化 － － － － － 

INT 

SBYCR 初期化 － － － － － 

LPWRCR 初期化 － － － － － 

MSTPCRH 初期化 － － － － － 

MSTPCRL 初期化 － － － － － 

SYSTEM 

SMR_1 初期化 － － － － － 

BRR_1 初期化 － － － － － 

SCR_1 初期化 － － － － － 

TDR_1 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

SSR_1 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

RDR_1 初期化 － 初期化 － 初期化 初期化 

SCMR_1 初期化 － － － － － 

SCI_1 

TCSR_0 初期化 － － － － － 

TCNT_0 初期化 － － － － － 

WDT_0 

PAODR 初期化 － － － － － 

PAPIN － － － － － － 

PADDR 初期化 － － － － － 

P1PCR 初期化 － － － － － 

P2PCR 初期化 － － － － － 

P3PCR 初期化 － － － － － 

P1DDR 初期化 － － － － － 

P2DDR 初期化 － － － － － 

P1DR 初期化 － － － － － 

P2DR 初期化 － － － － － 

P3DDR 初期化 － － － － － 

P4DDR 初期化 － － － － － 

P3DR 初期化 － － － － － 

P4DR 初期化 － － － － － 

P5DDR 初期化 － － － － － 

P6DDR 初期化 － － － － － 

PORT 
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レジスタ略称 リセット 高速／中速 ウォッチ スリープ モジュール 

ストップ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール

P5DR 初期化 － － － － － 

P6DR 初期化 － － － － － 

PBODR 初期化 － － － － － 

PBPIN － － － － － － 

P8DDR 初期化 － － － － － 

P7PIN － － － － － － 

PBDDR 初期化 － － － － － 

P8DR 初期化 － － － － － 

P9DDR 初期化 － － － － － 

P9DR 初期化 － － － － － 

PORT 

IER 初期化 － － － － － INT 

STCR 初期化 － － － － － 

SYSCR 初期化 － － － － － 

MDCR 初期化 － － － － － 

SYSTEM 

BCR 初期化 － － － － － 

WSCR 初期化 － － － － － 

BSC 

TCR_0 初期化 － － － － － 

TCR_1 初期化 － － － － － 

TCSR_0 初期化 － － － － － 

TCSR_1 初期化 － － － － － 

TCORA_0 初期化 － － － － － 

TCORA_1 初期化 － － － － － 

TCORB_0 初期化 － － － － － 

TCORB_1 初期化 － － － － － 

TCNT_0 初期化 － － － － － 

TCNT_1 初期化 － － － － － 

TMR_0、 

TMR_1 

ICCR_0 初期化 － － － － － 

ICSR_0 初期化 － － － － － 

ICDR_0 － － － － － － 

SARX_0 初期化 － － － － － 

ICMR_0 初期化 － － － － － 

SAR_0 初期化 － － － － － 

IIC_0 

TCSR_1 初期化 － － － － － 

TCNT_1 初期化 － － － － － 

WDT_1 

TCR_X 初期化 － － － － － 

TCSR_X 初期化 － － － － － 

TMR_X 



25. レジスタ一覧 

Rev.2.00  2009.09.18  25-37

  RJJ09B0473-0200 

レジスタ略称 リセット 高速／中速 ウォッチ スリープ モジュール 

ストップ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール

TICRR 初期化 － － － － － 

TICRF 初期化 － － － － － 

TCNT_X 初期化 － － － － － 

TCORC 初期化 － － － － － 

TCORA_X 初期化 － － － － － 

TCORB_X 初期化 － － － － － 

TCONRI 初期化 － － － － － 

TMR_X 

TCONRS 初期化 － － － － － TMR_X、 

TMR_Y 

【注】 * RSTSRの PORFビットは端子リセットのみ初期化可能です。 
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25.4 レジスタ選択条件 
 

下位アドレス レジスタ名称 レジスタ選択条件 モジュール名 

H'F900 P1DDR 

H'F901 P2DDR 

H'F902 P1DR 

H'F903 P2DR 

H'F904 P1PIN（リード） 

H'F905 P2PIN（リード） 

H'F906 P1PCR 

H'F907 P2PCR 

H'F910 P3DDR 

H'F911 P4DDR 

H'F912 P3DR 

H'F913 P4DR 

H'F914 P3PIN（リード） 

H'F915 P4PIN（リード） 

H'F916 P3PCR 

PORTS＝1 PORT 

H'F91B P4NCE 

H'F91D P4NCMC 

H'F91F P4NCCS 

条件なし PORT 

H'F920 P5DDR 

H'F921 P6DDR 

H'F922 P5DR 

H'F923 P6DR 

H'F924 P5PIN（リード） 

H'F925 P6PIN（リード） 

PORTS＝1 

H'F927 P6PCR PORTS＝1、RELOCATE＝0 

H'F92B P6NCE 

H'F92D P6NCMC 

H'F92F P6NCCS 

H'F931 P8DDR 

H'F933 P8DR 

H'F934 P7PIN（リード） 

H'F935 P8PIN（リード） 

H'F940 P9DDR 

H'F942 P9DR 

H'F944 P9PIN（リード） 

H'F946 P9PCR 

H'F950 PADDR 

PORTS＝1 

PORT 
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下位アドレス レジスタ名称 レジスタ選択条件 モジュール名 

H'F951 PBDDR 

H'F952 PAODR 

H'F953 PBODR 

H'F954 PAPIN（リード） 

H'F955 PBPIN（リード） 

H'F957 PBPCR 

H'F960 PCDDR 

H'F961 PDDDR 

H'F962 PCODR 

H'F963 PDODR 

H'F964 PCPIN（リード） 

H'F965 PDPIN（リード） 

H'F966 PCPCR 

H'F967 PDPCR 

H'F968 PCNOCR 

H'F969 PDNOCR 

H'F96A PCNCE 

H'F96C PCNCMC 

H'F96E PCNCCS 

H'F971 PFDDR 

H'F973 PFODR 

H'F974 PEPIN（リード） 

H'F975 PFPIN（リード） 

H'F977 PFPCR 

H'F979 PFNOCR 

H'F980 PGDDR 

H'F981 PHDDR 

H'F982 PGODR 

H'F983 PHODR 

H'F984 PGPIN（リード） 

H'F985 PHPIN（リード） 

H'F987 PHPCR 

H'F988 PGNOCR 

H'F989 PHNOCR 

H'F98A PGNCE 

H'F98C PGNCMC 

H'F98E PGNCCS 

PORTS＝1 PORT 
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下位アドレス レジスタ名称 レジスタ選択条件 モジュール名 

H'FB35 RSTSR 条件なし SYSTEM 

H'FBC0 TCMCNT_0 

H'FBC2 TCMMLCM_0 

H'FBC4 TCMICR_0 

H'FBC6 TCMICRF_0 

H'FBC8 TCMCSR_0 

H'FBC9 TCMCR_0 

H'FBCA TCMIER_0 

H'FBCC TCMMINCM_0 

TCM_0 

H'FBD0 TCMCNT_1 

H'FBD2 TCMMLCM_1 

H'FBD4 TCMICR_1 

H'FBD6 TCMICRF_1 

H'FBD8 TCMCSR_1 

H'FBD9 TCMCR_1 

H'FBDA TCMIER_1 

H'FBDC TCMMINCM_1 

MSTPB1＝0 

TCM_1 

H'FBE0 TCMCNT_2 

H'FBE2 TCMMLCM_2 

H'FBE4 TCMICR_2 

H'FBE6 TCMICRF_2 

H'FBE8 TCMCSR_2 

H'FBE9 TCMCR_2 

H'FBEA TCMIER_2 

H'FBEC TCMMINCM_2 

MSTPB2＝0 TCM_2 

H'FC00 ADDRA 

H'FC02 ADDRB 

H'FC04 ADDRC 

H'FC06 ADDRD 

H'FC08 ADDRE 

H'FC0A ADDRF 

H'FC0C ADDRG 

H'FC0E ADDRH 

H'FC10 ADCSR 

H'FC11 ADCR 

MSTP9＝0 A/D変換器 
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下位アドレス レジスタ名称 レジスタ選択条件 モジュール名 

H'FC20 FRBR 

H'FC20 FTHR 

H'FC20 FDLL 

H'FC21 FIER 

H'FC21 FDLH 

H'FC22 FIIR 

H'FC22 FFCR 

H'FC23 FLCR 

H'FC24 FMCR 

H'FC25 FLSR 

H'FC26 FMSR 

H'FC27 FSCR 

H'FC28 SCIFCR 

MSTPB3＝0 SCIF 

H'FD00 PWMREG0_A 

H'FD01 PWMPRE0_A 

H'FD02 PWMREG1_A 

H'FD03 PWMPRE1_A 

H'FD04 PWMREG2_A 

H'FD05 PWMPRE2_A 

H'FD06 PWMREG3_A 

H'FD07 PWMPRE3_A 

H'FD08 PWMREG4_A 

H'FD09 PWMPRE4_A 

H'FD0A PWMREG5_A 

H'FD0B PWMPRE5_A 

H'FD0C PWMCKCR_A 

H'FD0D PWMOUTCR_A 

H'FD0E PWMMDCR_A 

H'FD0F PWMPCR_A 

MSTPB0＝0 PWMU_A 

H'FD10 PWMREG0_B 

H'FD11 PWMPRE0_B 

H'FD12 PWMREG1_B 

H'FD13 PWMPRE1_B 

MSTPB0＝0 PWMU_B 
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下位アドレス レジスタ名称 レジスタ選択条件 モジュール名 

H'FD14 PWMREG2_B 

H'FD15 PWMPRE2_B 

H'FD16 PWMREG3_B 

H'FD17 PWMPRE3_B 

H'FD18 PWMREG4_B 

H'FD19 PWMPRE4_B 

H'FD1A PWMREG5_B 

H'FD1B PWMPRE5_B 

H'FD1C PWMCKCR_B 

H'FD1D PWMOUTCR_B 

H'FD1E PWMMDCR_B 

H'FD1F PWMPCR_B 

MSTPB0＝0 PWMU_B 

H'FD40 TCR_1 

H'FD41 TMDR_1 

H'FD42 TIOR_1 

H'FD44 TIER_1 

H'FD45 TSR_1 

H'FD46 TCNT_1 

H'FD48 TGRA_1 

H'FD4A TGRB_1 

MSTP1＝0 TPU_1 

H'FD60 PECX 

H'FD61 PECY 

H'FD63 PECZ 

MSTP4＝0 SMBUS 

H'FDC0 LADR1H 

H'FDC1 LADR1L 

H'FDC2 LADR2H 

H'FDC3 LADR2L 

H'FDC4 SCIFADRH 

H'FDC5 SCIFADRL 

H'FDD4 LADR4H 

H'FDD5 LADR4L 

H'FDD6 IDR4 

H'FDD7 ODR4 

H'FDD8 STR4 

H'FDD9 HICR4 

H'FDDA SIRQCR2 

H'FDDB SIRQCR3 

MSTP0＝0 LPC 
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下位アドレス レジスタ名称 レジスタ選択条件 モジュール名 

H'FE00 P6NCE 

H'FE01 P6NCMC 

H'FE02 P6NCCS 

H'FE03 PCNCE 

H'FE04 PCNCMC 

H'FE05 PCNCCS 

H'FE06 PGNCE 

H'FE07 PGNCMC 

H'FE08 PGNCCS 

PHPIN（リード） H'FE0C 

PHDDR（ライト） 

H'FE0D PHODR 

H'FE0E PHNOCR 

PORTS＝0 

H'FE10 PTCNT0 

H'FE11 PTCNT1 

H'FE12 PTCNT2 

条件なし 

H'FE14 P9PCR 

H'FE16 PGNOCR 

H'FE19 PFNOCR 

H'FE1C PCNOCR 

H'FE1D PDNOCR 

PORTS＝0 

PORT 

TWR0MW H'FE20 

TWR0SW 

H'FE21 TWR1 

H'FE22 TWR2 

H'FE23 TWR3 

H'FE24 TWR4 

H'FE25 TWR5 

H'FE26 TWR6 

H'FE27 TWR7 

H'FE28 TWR8 

H'FE29 TWR9 

H'FE2A TWR10 

H'FE2B TWR11 

H'FE2C TWR12 

H'FE2D TWR13 

H'FE2E TWR14 

H'FE2F TWR15 

MSTP0＝0 LPC 
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下位アドレス レジスタ名称 レジスタ選択条件 モジュール名 

H'FE30 IDR3 

H'FE31 ODR3 

H'FE32 STR3 

H'FE33 HICR5 

H'FE34 LADR3H 

H'FE35 LADR3L 

H'FE36 SIRQCR0 

H'FE37 SIRQCR1 

H'FE38 IDR1 

H'FE39 ODR1 

H'FE3A STR1 

H'FE3B SIRQCR4 

H'FE3C IDR2 

H'FE3D ODR2 

H'FE3E STR2 

H'FE3F HISEL 

H'FE40 HICR0 

H'FE41 HICR1 

H'FE42 HICR2 

H'FE43 HICR3 

MSTP0＝0 LPC 

H'FE44 WUEMRB 

H'FE45 WUEMRA 

条件なし INT 

H'FE46 PGODR 

PGPIN（リード） H'FE47 

PGDDR（ライト） 

H'FE49 PFODR 

H'FE4A PEPIN（リード）（ライト禁止） 

H'FE4B PFPIN（リード） 

H'FE4C PCODR 

H'FE4D PDODR 

PCPIN（リード） H'FE4E 

PCDDR（ライト） 

PDPIN（リード） H'FE4F 

PDDDR（ライト） 

PORTS＝0 PORT 

H'FE50 TCR_0 

H'FE51 TMDR_0 

H'FE52 TIORH_0 

H'FE53 TIORL_0 

MSTP1＝0 TPU_0 
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下位アドレス レジスタ名称 レジスタ選択条件 モジュール名 

H'FE54 TIER_0 

H'FE55 TSR_0 

H'FE56 TCNT_0 

H'FE58 TGRA_0 

H'FE5A TGRB_0 

H'FE5C TGRC_0 

H'FE5E TGRD_0 

TPU_0 

H'FE70 TCR_2 

H'FE71 TMDR_2 

H'FE72 TIOR_2 

H'FE74 TIER_2 

H'FE75 TSR_2 

H'FE76 TCNT_2 

H'FE78 TGRA_2 

H'FE7A TGRB_2 

MSTP1＝0 

TPU_2 

H'FE7D SYSCR3 

H'FE7E MSTPCRA 

H'FE7F MSTPCRB 

条件なし SYSTEM 

H'FE81 KMIMRB INT 

H'FE82 P6PCR PORT 

H'FE83 KMIMRA 

RELOCATE＝1 

H'FE84 WUESCRA 

H'FE85 WUESRA 

H'FE86 WUEER 

H'FE87 ICRD 

条件なし 

INT 

H'FE88 ICCR_2 

H'FE89 ICSR_2 

H'FE8A ICRES_2 

H'FE8C ICXR_2 

MSTPB4＝0 

H'FE8E ICDR_2 ICCR_2の ICE＝1

H'FE8E SARX_2 ICCR_2の ICE＝0

H'FE8F ICMR_2 ICCR_2の ICE＝1

H'FE8F SAR_2 

 

ICCR_2の ICE＝0

IIC_2 

H'FE96 WUESCRB 

H'FE97 WUESRB 

条件なし INT 

H'FEA8 FCCS 

H'FEA9 FPCS 

H'FEAA FECS 

FLSHE＝1 ROM 
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下位アドレス レジスタ名称 レジスタ選択条件 モジュール名 

H'FEAC FKEY 

H'FEAD FMATS 

H'FEAE FTDAR 

FLSHE＝1 ROM 

H'FEB0 TSTR 

H'FEB1 TSYR 

MSTP1＝0 TPU共通 

H'FEC0 KBCR1_0 

H'FEC1 KBTR_0 

H'FEC2 KBCR1_1 

H'FEC3 KBTR_1 

MSTP2＝0 PS2 

H'FEC6 TCRXY MSTP8＝0 TMR_XY 

H'FEC8 TCR_Y 

H'FEC9 TCSR_Y 

H'FECA TCORA_Y 

H'FECB TCORB_Y 

H'FECC TCNT_Y 

 RELOCATE＝1 TMR_Y 

H'FED4 ICXR_0 MSTP4＝0 IIC_0 

H'FED8 KBCRH_0 

H'FED9 KBCRL_0 

H'FEDA KBBR_0 

H'FEDB KBCR2_0 

H'FEDC KBCRH_1 

H'FEDD KBCRL_1 

H'FEDE KBBR_1 

H'FEDF KBCR2_1 

MSTP2＝0 PS2 

H'FEE6 ICRES_0 MSTP4＝0、STCRの IICE＝1 IIC_0 

H'FEE8 ICRA 

H'FEE9 ICRB 

H'FEEA ICRC 

H'FEEB ISR 

H'FEEC ISCRH 

H'FEED ISCRL 

H'FEF4 ABRKCR 

H'FEF5 BARA 

H'FEF6 BARB 

H'FEF7 BARC 

H'FEF8 IER16 

条件なし INT 
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下位アドレス レジスタ名称 レジスタ選択条件 モジュール名 

H'FEF9 ISR16 

H'FEFA ISCR16H 

H'FEFB ISCR16L 

H'FEFC ISSR16 

H'FEFD ISSR 

条件なし INT 

SBYCR RELOCATE＝0、STCRの FLSHE＝0H'FF84 

SBYCR RELOCATE＝1 

LPWRCR RELOCATE＝0、STCRの FLSHE＝0H'FF85 

LPWPCR RELOCATE＝1 

MSTPCRH RELOCATE＝0、STCRの FLSHE＝0H'FF86 

MSTPCRH RELOCATE＝1 

MSTPCRL RELOCATE＝0、STCRの FLSHE＝0H'FF87 

MSTPCRL RELOCATE＝1 

SYSTEM 

MSTP6＝0 SMR_1 

RELOCATE＝1 

H'FF88 

SMR_1 

 

RELOCATE＝0 

STCRの IICE＝0 

  BRR_1 

RELOCATE＝1 

H'FF89 

BRR_1 

 

RELOCATE＝0 

STCRの IICE＝0 

H'FF8A SCR_1 

H'FF8B TDR_1 

H'FF8C SSR_1 

H'FF8D RDR_1 

  

SCMR_1 RELOCATE＝1 H'FF8E 

SCMR_1 

 

RELOCATE＝0 

STCRの IICE＝0 

SCI_1 

TCSR_0 H'FFA8 

TCNT_0（ライト） 

H'FFA9 TCNT_0（リード） 

条件なし WDT_0 

H'FFAA PAODR 

PAPIN（リード） H'FFAB 

PADDR（ライト） 

H'FFAC P1PCR 

H'FFAD P2PCR 

H'FFAE P3PCR 

H'FFB0 P1DDR 

PORTS＝0 PORT 
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下位アドレス レジスタ名称 レジスタ選択条件 モジュール名 

H'FFB1 P2DDR 

H'FFB2 P1DR 

H'FFB3 P2DR 

H'FFB4 P3DDR 

H'FFB5 P4DDR 

H'FFB6 P3DR 

H'FFB7 P4DR 

H'FFB8 P5DDR 

H'FFB9 P6DDR 

H'FFBA P5DR 

H'FFBB P6DR 

H'FFBC PBODR 

P8DDR（ライト） H'FFBD 

PBPIN（リード） 

P7PIN（リード） H'FFBE 

PBDDR（ライト） 

H'FFBF P8DR 

H'FFC0 P9DDR 

H'FFC1 P9DR 

PORTS＝0 PORT 

H'FFC2 IER 条件なし INT 

H'FFC3 STCR 

H'FFC4 SYSCR 

H'FFC5 MDCR 

条件なし SYSTEM 

H'FFC6 BCR 

H'FFC7 WSCR 

条件なし BSC 

H'FFC8 TCR_0 

H'FFC9 TCR_1 

H'FFCA TCSR_0 

H'FFCB TCSR_1 

H'FFCC TCORA_0 

H'FFCD TCORA_1 

H'FFCE TCORB_0 

H'FFCF TCORB_1 

H'FFD0 TCNT_0 

H'FFD1 TCNT_1 

MSTP12＝0 TMR_0、 

TMR_1 
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下位アドレス レジスタ名称 レジスタ選択条件 モジュール名 

ICCR_0 MSTP4＝0、RELOCATE＝0 

STCRの IICE＝1 

H'FFD8 

ICCR_0 MSTP4＝0、RELOCATE＝1 

ICSR_0 MSTP4＝0、RELOCATE＝0 

STCRの IICE＝1 

H'FFD9 

ICSR_0 MSTP4＝0、RELOCATE＝1 

IIC_0 

ICDR_0 ICCR_0の 

ICE＝1 

SARX_0 

MSTP4＝0、 

RELOCATE＝0 

STCRの 

IICE＝1 

ICCR_0の 

ICE＝0 

ICDR_0 MSTP4＝0、RELOCATE＝1、 

ICCR_0の ICE＝1 

H'FFDE 

SARX_0 MSTP4＝0、RELOCATE＝1、 

ICCR_0の ICE＝0 

ICMR_0 ICCR_0の 

ICE＝1 

SAR_0 

MSTP4＝0、 

RELOCATE＝0 

STCRの 

IICE＝1 

ICCR_0の 

ICE＝0 

ICMR_0 MSTP4＝0、RELOCATE＝1、 

ICCR_0の ICE＝1 

H'FFDF 

SAR_0 MSTP4＝0、RELOCATE＝1、 

ICCR_0の ICE＝0 

 

TCSR_1 H'FFEA 

TCNT_1（ライト） 

H'FFEB TCNT_1（リード） 

条件なし WDT_1 

TCR_X MSTP8＝0、RELOCATE＝1 

TCR_X TCONRSの

TMRX/Y＝0 

TMR_X H'FFF0 

TCR_Y 

MSTP8＝0、 

RELOCATE＝0 

SYSCRの 

KINWUE＝0 
TCONRSの

TMRX/Y＝1 

TMR_Y 

KMIMRB RELOCATE＝0 

SYSCRの KINWUE＝1 

INT 

TCSR_X MSTP8＝0、RELOCATE＝1 

TCSR_X TCONRSの

TMRX/Y＝0 

TMR_X 

H'FFF1 

TCSR_Y 

MSTP8＝0、 

RELOCATE＝0 

SYSCRの 

KINWUE＝0 
TCONRSの

TMRX/Y＝1 

TMR_Y 
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下位アドレス レジスタ名称 レジスタ選択条件 モジュール名 

P6PCR RELOCATE＝0、PORTS＝0 

SYSCRの KINWUE＝1 

PORT 

TICRR MSTP8＝0、RELOCATE＝1 

TICRR TCONRSの

TMRX/Y＝0 

TMR_X 

H'FFF2 

TCORA_Y 

MSTP8＝0、 

RELOCATE＝0 

SYSCRの 

KINWUE＝0 

TCONRSの

TMRX/Y＝1 

TMR_Y 

KMIMRA RELOCATE＝0 

SYSCRの KINWUE＝1 

INT 

TICRF MSTP8＝0、RELOCATE＝1 

TICRF TCONRSの

TMRX/Y＝0 

TMR_X 

H'FFF3 

TCORB_Y 

MSTP8＝0、 

RELOCATE＝0 

SYSCRの 

KINWUE＝0 

TCONRSの

TMRX/Y＝1 

TMR_Y 

TCNT_X MSTP8＝0、RELOCATE＝1 

TCNT_X TCONRSの

TMRX/Y＝0 

TMR_X H'FFF4 

TCNT_Y 

MSTP8＝0、 

RELOCATE＝0 

SYSCRの 

KINWUE＝0 

TCONRSの

TMRX/Y＝1 

TMR_Y 

TCORC MSTP8＝0、RELOCATE＝1 H'FFF5 

TCORC MSTP8＝0、RELOCATE＝0 

SYSCRの KINWUE＝0 

TCONRSの TMRX/Y＝0 

TMR_X 

TCORA_X MSTP8＝0、RELOCATE＝1 H'FFF6 

TCORA_X MSTP8＝0、RELOCATE＝0 

SYSCRの KINWUE＝0 

TCONRSの TMRX/Y＝0 

 

TCORB_X MSTP8＝0、RELOCATE＝1 H'FFF7 

TCORB_X MSTP8＝0、RELOCATE＝0 

SYSCRの KINWUE＝0 

TCONRSの TMRX/Y＝0 

 

H'FFFC TCONRI MSTP8＝0  

H'FFFE TCONRS MSTP8＝0 TMR_X, TMR_Y 
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25.5 レジスタアドレス一覧（モジュール別） 
モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

INT WUEMRB 8 H'FE44 2 2 

INT WUEMRA 8 H'FE45 8 2 

INT KMIMRB 8 H'FE81 

（RELOCATE＝1時） 

8 2 

INT KMIMRA 8 H'FE83 

（RELOCATE＝1時） 

8 2 

INT WUESCRA 8 H'FE84 8 2 

INT WUESRA 8 H'FE85 8 2 

INT WUEER 8 H'FE86 8 2 

INT ICRD 8 H'FE87 8 2 

INT WUESCRB 8 H'FE96 8 2 

INT WUESRB 8 H'FE97 8 2 

INT ICRA 8 H'FEE8 8 2 

INT ICRB 8 H'FEE9 8 2 

INT ICRC 8 H'FEEA 8 2 

INT ISR 8 H'FEEB 8 2 

INT ISCRH 8 H'FEEC 8 2 

INT ISCRL 8 H'FEED 8 2 

INT KMIMRB 8 H'FFF1 

（RELOCATE＝0時） 

8 2 

INT ABRKCR 8 H'FEF4 8 2 

INT BARA 8 H'FEF5 8 2 

INT BARB 8 H'FEF6 8 2 

INT BARC 8 H'FEF7 8 2 

INT IER16 8 H'FEF8 8 2 

INT ISR16 8 H'FEF9 8 2 

INT ISCR16H 8 H'FEFA 8 2 

INT ISCR16L 8 H'FEFB 8 2 

INT ISSR16 8 H'FEFC 8 2 

INT ISSR 8 H'FEFD 8 2 

INT IER 8 H'FFC2 8 2 

INT KMIMRA 8 H'FFF3 

（RELOCATE＝0時） 

8 2 

BSC BCR 8 H'FFC6 8 2 

BSC WSCR 8 H'FFC7 8 2 

PORT P1DDR 8 H'F900 

（PORTS＝1時） 

8 2 
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モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

PORT P2DDR 8 H'F901 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P1DR 8 H'F902 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P2DR 8 H'F903 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P1PIN 8 H'F904（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P2PIN 8 H'F905（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P1PCR 8 H'F906 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P2PCR 8 H'F907 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P3DDR 8 H'F910 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P4DDR 8 H'F911 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P3DR 8 H'F912 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P4DR 8 H'F913 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P3PIN 8 H'F914（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P4PIN 8 H'F915（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P3PCR 8 H'F916 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P4NCE 8 H'F91B 8 2 

PORT P4NCMS 8 H'F91D 8 2 

PORT P4NCCS 8 H'F91F 8 2 

PORT P5DDR 8 H'F920 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P6DDR 8 H'F921 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P5DR 8 H'F922 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P6DR 8 H'F923 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P5PIN 8 H'F924（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 
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モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

PORT P6PCR 8 H'F927（PORTS＝1、 

RELOCATE＝0時） 

8 2 

PORT P6PIN 8 H'F925（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P6NCE 8 H'F92B 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P6NCMC 8 H'F92D 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P6NCCS 8 H'F92F 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P8DDR 8 H'F931 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P8DR 8 H'F933 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P7PIN 8 H'F934（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P8PIN 8 H'F935（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P9DDR 8 H'F940 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P9DR 8 H'F942 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P9PIN 8 H'F944（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P9PCR 8 H'F946 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PADDR 8 H'F950 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PBDDR 8 H'F951 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PAODR 8 H'F952 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PBODR 8 H'F953 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PAPIN 8 H'F954（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PBPIN 8 H'F955（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PBPCR 8 H'F957 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PCDDR 8 H'F960 

（PORTS＝1時） 

8 2 
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モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

PORT PDDDR 8 H'F961 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PCODR 8 H'F962 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PDODR 8 H'F963 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PCPIN 8 H'F964（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PDPIN 8 H'F965（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PCPCR 8 H'F966 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PDPCR 8 H'F967 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PCNOCR 8 H'F968 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PDNOCR 8 H'F969 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PCNCE 8 H'F96A 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PCNCMC 8 H'F96C 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PCNCCS 8 H'F96E 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PFDDR 8 H'F971 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PFODR 8 H'F973 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PEPIN 8 H'F974（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PFPIN 8 H'F975（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PFPCR 8 H'F977 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PFNOCR 8 H'F979 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PGDDR 8 H'F980 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PHDDR 8 H'F981 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PGODR 8 H'F982 

（PORTS＝1時） 

8 2 
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モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

PORT PHODR 8 H'F983 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PGPIN 8 H'F984（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PHPIN 8 H'F985（リード時） 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PHPCR 8 H'F987 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PGNOCR 8 H'F988 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PHNOCR 8 H'F989 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PGNCE 8 H'F98A 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PGNCMC 8 H'F98C 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT PGNCCS 8 H'F98E 

（PORTS＝1時） 

8 2 

PORT P6NCE 8 H'FE00 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P6NCMC 8 H'FE01 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P6NCCS 8 H'FE02 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PCNCE 8 H'FE03 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PCNCMC 8 H'FE04 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PCNCCS 8 H'FE05 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PGNCE 8 H'FE06 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PGNCMC 8 H'FE07 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PGNCCS 8 H'FE08 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PHPIN 8 H'FE0C 

（リード時） 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PHDDR 8 H'FE0C 

（ライト時） 

（PORTS＝0時） 

8 2 
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モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

PORT PHODR 8 H'FE0D 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PHNOCR 8 H'FE0E 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PTCNT0 8 H'FE10 8 2 

PORT PTCNT1 8 H'FE11 8 2 

PORT PTCNT2 8 H'FE12 8 2 

PORT P9PCR 8 H'FE14 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PGNOCR 8 H'FE16 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PFNOCR 8 H'FE19 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PCNOCR 8 H'FE1C 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PDNOCR 8 H'FE1D 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PGODR 8 H'FE46 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PGPIN 8 H'FE47 

（リード時） 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PGDDR 8 H'FE47 

（ライト時） 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PFODR 8 H'FE49 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PEPIN 8 H'FE4A 

（リード時） 

（ライト禁止） 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PFPIN 8 H'FE4B 

（リード時） 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PFDDR 8 H'FE4B 

（ライト時） 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PCODR 8 H'FE4C 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PDODR 8 H'FE4D 

（PORTS＝0時） 

8 2 
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モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

PORT PCPIN 8 H'FE4E 

（リード時） 

（PORTS＝0時） 

 

8 

2 

PORT PCDDR 8 H'FE4E 

（ライト時） 

（PORTS＝0時） 

 

8 

2 

PORT PDPIN 8 H'FE4F 

（リード時） 

（PORTS＝0時） 

 

8 

2 

PORT PDDDR 8 H'FE4F 

（ライト時） 

（PORTS＝0時） 

 

8 

2 

PORT P6PCR 8 H'FE82 

（RELOCATE＝1時） 

8 2 

PORT PAODR 8 H'FFAA 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PAPIN 8 H'FFAB（リード時） 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PADDR 8 H'FFAB（ライト時） 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P1PCR 8 H'FFAC 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P2PCR 8 H'FFAD 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P3PCR 8 H'FFAE 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P1DDR 8 H'FFB0 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P2DDR 8 H'FFB1 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P1DR 8 H'FFB2 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P2DR 8 H'FFB3 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P3DDR 8 H'FFB4 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P4DDR 8 H'FFB5 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P3DR 8 H'FFB6 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P4DR 8 H'FFB7 

（PORTS＝0時） 

8 2 



25. レジスタ一覧 

Rev.2.00  2009.09.18  25-58 

RJJ09B0473-0200  

モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

PORT P5DDR 8 H'FFB8 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P6DDR 8 H'FFB9 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P5DR 8 H'FFBA 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P6DR 8 H'FFBB 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PBODR 8 H'FFBC 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P8DDR 8 H'FFBD（ライト時） 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PBPIN 8 H'FFBD（リード時） 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P7PIN 8 H'FFBE（リード時） 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT PBDDR 8 H'FFBE（ライト時） 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P8DR 8 H'FFBF 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P9DDR 8 H'FFC0 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P9DR 8 H'FFC1 

（PORTS＝0時） 

8 2 

PORT P6PCR 8 H'FFF2 

（RELOCATE＝0時） 

（PORTS＝0時） 

8 2 

TCM_0 TCMCNT_0 16 H'FBC0 16 2 

TCM_0 TCMMLCM_0 16 H'FBC2 16 2 

TCM_0 TCMICR_0 16 H'FBC4 16 2 

TCM_0 TCMICRF_0 16 H'FBC6 16 2 

TCM_0 TCMCSR_0 8 H'FBC8 8 2 

TCM_0 TCMCR_0 8 H'FBC9 8 2 

TCM_0 TCMIER_0 8 H'FBCA 8 2 

TCM_0 TCMMINCM_0 16 H'FBCC 16 2 

TCM_1 TCMCNT_1 16 H'FBD0 16 2 

TCM_1 TCMMLCM_1 16 H'FBD2 16 2 

TCM_1 TCMICR_1 16 H'FBD4 16 2 

TCM_1 TCMICRF_1 16 H'FBD6 16 2 

TCM_1 TCMCSR_1 8 H'FBD8 8 2 

TCM_1 TCMCR_1 8 H'FBD9 8 2 
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モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

TCM_1 TCMIER_1 8 H'FBDA 8 2 

TCM_1 TCMMINCM_1 16 H'FBDC 16 2 

TCM_2 TCMCNT_2 16 H'FBE0 16 2 

TCM_2 TCMMLCM_2 16 H'FBE2 16 2 

TCM_2 TCMICR_2 16 H'FBE4 16 2 

TCM_2 TCMICRF_2 16 H'FBE6 16 2 

TCM_2 TCMCSR_2 8 H'FBE8 8 2 

TCM_2 TCMCR_2 8 H'FBE9 8 2 

TCM_2 TCMIER_2 8 H'FBEA 8 2 

TCM_2 TCMMINCM_2 16 H'FBEC 16 2 

PWMU_A PWMREG0_A 8 H'FD00 8 2 

PWMU_A PWMPRE0_A 8 H'FD01 8 2 

PWMU_A PWMREG1_A 8 H'FD02 8 2 

PWMU_A PWMPRE1_A 8 H'FD03 8 2 

PWMU_A PWMREG2_A 8 H'FD04 8 2 

PWMU_A PWMPRE2_A 8 H'FD05 8 2 

PWMU_A PWMREG3_A 8 H'FD06 8 2 

PWMU_A PWMPRE3_A 8 H'FD07 8 2 

PWMU_A PWMREG4_A 8 H'FD08 8 2 

PWMU_A PWMPRE4_A 8 H'FD09 8 2 

PWMU_A PWMREG5_A 8 H'FD0A 8 2 

PWMU_A PWMPRE5_A 8 H'FD0B 8 2 

PWMU_A PWMCKCR_A 8 H'FD0C 8 2 

PWMU_A PWMOUTCR_A 8 H'FD0D 8 2 

PWMU_A PWMMDCR_A 8 H'FD0E 8 2 

PWMU_A PWMPCR_A 8 H'FD0F 8 2 

PWMU_B PWMREG0_B 8 H'FD10 8 2 

PWMU_B PWMPRE0_B 8 H'FD11 8 2 

PWMU_B PWMREG1_B 8 H'FD12 8 2 

PWMU_B PWMPRE1_B 8 H'FD13 8 2 

PWMU_B PWMREG2_B 8 H'FD14 8 2 

PWMU_B PWMPRE2_B 8 H'FD15 8 2 

PWMU_B PWMREG3_B 8 H'FD16 8 2 

PWMU_B PWMPRE3_B 8 H'FD17 8 2 

PWMU_B PWMREG4_B 8 H'FD18 8 2 

PWMU_B PWMPRE4_B 8 H'FD19 8 2 

PWMU_B PWMREG5_B 8 H'FD1A 8 2 

PWMU_B PWMPRE5_B 8 H'FD1B 8 2 
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モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

PWMU_B PWMCKCR_B 8 H'FD1C 8 2 

PWMU_B PWMOUTCR_B 8 H'FD1D 8 2 

PWMU_B PWMMDCR_B 8 H'FD1E 8 2 

PWMU_B PWMPCR_B 8 H'FD1F 8 2 

TPU_0 TCR_0 8 H'FE50 8 2 

TPU_0 TMDR_0 8 H'FE51 8 2 

TPU_0 TIORH_0 8 H'FE52 8 2 

TPU_0 TIORL_0 8 H'FE53 8 2 

TPU_0 TIER_0 8 H'FE54 8 2 

TPU_0 TSR_0 8 H'FE55 8 2 

TPU_0 TCNT_0 16 H'FE56 16 2 

TPU_0 TGRA_0 16 H'FE58 16 2 

TPU_0 TGRB_0 16 H'FE5A 16 2 

TPU_0 TGRC_0 16 H'FE5C 16 2 

TPU_0 TGRD_0 16 H'FE5E 16 2 

TPU_1 TCR_1 8 H'FD40 8 2 

TPU_1 TMDR_1 8 H'FD41 8 2 

TPU_1 TIOR_1 8 H'FD42 8 2 

TPU_1 TIER_1 8 H'FD44 8 2 

TPU_1 TSR_1 8 H'FD45 8 2 

TPU_1 TCNT_1 16 H'FD46 16 2 

TPU_1 TGRA_1 16 H'FD48 16 2 

TPU_1 TGRB_1 16 H'FD4A 16 2 

TPU_2 TCR_2 8 H'FE70 8 2 

TPU_2 TMDR_2 8 H'FE71 8 2 

TPU_2 TIOR_2 8 H'FE72 8 2 

TPU_2 TIER_2 8 H'FE74 8 2 

TPU_2 TSR_2 8 H'FE75 8 2 

TPU_2 TCNT_2 16 H'FE76 16 2 

TPU_2 TGRA_2 16 H'FE78 16 2 

TPU_2 TGRB_2 16 H'FE7A 16 2 

TPU共通 TSTR 8 H'FEB0 8 2 

TPU共通 TSYR 8 H'FEB1 8 2 

TMR_0 TCR_0 8 H'FFC8 8 2 

TMR_0 TCSR_0 8 H'FFCA 8 2 

TMR_0 TCORA_0 8 H'FFCC 16 2 

TMR_0 TCORB_0 8 H'FFCE 16 2 

TMR_0 TCNT_0 8 H'FFD0 16 2 
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モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

TMR_1 TCR_1 8 H'FFC9 8 2 

TMR_1 TCSR_1 8 H'FFCB 8 2 

TMR_1 TCORA_1 8 H'FFCD 16 2 

TMR_1 TCORB_1 8 H'FFCF 16 2 

TMR_1 TCNT_1 8 H'FFD1 16 2 

TMR_X TCR_X 8 H'FFF0 8 2 

TMR_X TCSR_X 8 H'FFF1 8 2 

TMR_X TICRR 8 H'FFF2 8 2 

TMR_X TICRF 8 H'FFF3 8 2 

TMR_X TCNT_X 8 H'FFF4 8 2 

TMR_X TCORC 8 H'FFF5 8 2 

TMR_X TCORA_X 8 H'FFF6 8 2 

TMR_X TCORB_X 8 H'FFF7 8 2 

TMR_X TCONRI 8 H'FFFC 8 2 

TMR_Y TCR_Y 8 H'FEC8 

（RELOCATE＝1時） 

8 2 

TMR_Y TCSR_Y 8 H'FEC9 

（RELOCATE＝1時） 

8 2 

TMR_Y TCORA_Y 8 H'FECA 

（RELOCATE＝1時） 

8 2 

TMR_Y TCORB_Y 8 H'FECB 

（RELOCATE＝1時） 

8 2 

TMR_Y TCNT_Y 8 H'FECC 

（RELOCATE＝1時） 

8 2 

TMR_Y TCR_Y 8 H'FFF0 

（RELOCATE＝0時） 

8 2 

TMR_Y TCSR_Y 8 H'FFF1 

（RELOCATE＝0時） 

8 2 

TMR_Y TCORA_Y 8 H'FFF2 

（RELOCATE＝0時） 

8 2 

TMR_Y TCORB_Y 8 H'FFF3 

（RELOCATE＝0時） 

8 2 

TMR_Y TCNT_Y 8 H'FFF4 

（RELOCATE＝0時） 

8 2 

TMR_XY TCRXY 8 H'FEC6 8 2 

TMR_X TCONRI 8 H'FFFC 8 2 

TMR_X、 

TMR_Y 

TCONRS 8 H'FFFE 8 2 

WDT_0 TCSR_0 8 H'FFA8（ライト時） 16 2 

WDT_0 TCSR_0 8 H'FFA8（リード時） 8 2 
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モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

WDT_0 TCNT_0 8 H'FFA8（ライト時） 16 2 

WDT_0 TCNT_0 8 H'FFA9（リード時） 8 2 

WDT_1 TCSR_1 8 H'FFEA（ライト時） 16 2 

WDT_1 TCSR_1 8 H'FFEA（リード時） 8 2 

WDT_1 TCNT_1 8 H'FFEA（ライト時） 16 2 

WDT_1 TCNT_1 8 H'FFEB（リード時） 8 2 

SCI_1 SMR_1 8 H'FF88 8 2 

SCI_1 BRR_1 8 H'FF89 8 2 

SCI_1 SCR_1 8 H'FF8A 8 2 

SCI_1 TDR_1 8 H'FF8B 8 2 

SCI_1 SSR_1 8 H'FF8C 8 2 

SCI_1 RDR_1 8 H'FF8D 8 2 

SCI_1 SCMR_1 8 H'FF8E 8 2 

IIC_0 ICXR_0 8 H'FED4 8 2 

IIC_0 ICCR_0 8 H'FFD8 8 2 

IIC_0 ICSR_0 8 H'FFD9 8 2 

IIC_0 ICDR_0 8 H'FFDE 8 2 

IIC_0 SARX_0 8 H'FFDE 8 2 

IIC_0 ICMR_0 8 H'FFDF 8 2 

IIC_0 SAR_0 8 H'FFDF 8 2 

IIC_2 ICCR_2 8 H'FE88 8 2 

IIC_2 ICSR_2 8 H'FE89 8 2 

IIC_2 ICRES_2 8 H'FE8A 8 2 

IIC_2 ICXR_2 8 H'FE8C 8 2 

IIC_2 ICDR_2 8 H'FE8E 8 2 

IIC_2 SARX_2 8 H'FE8E 8 2 

IIC_2 ICMR_2 8 H'FE8F 8 2 

IIC_2 SAR_2 8 H'FE8F 8 2 

IIC_0 ICRES_0 8 H'FEE6 8 2 

PS2_0 KBCR1_0 8 H'FEC0 8 2 

PS2_0 KBTR_0 8 H'FEC1 8 2 

PS2_0 KBCRH_0 8 H'FED8 8 2 

PS2_0 KBCRL_0 8 H'FED9 8 2 

PS2_0 KBBR_0 8 H'FEDA 8 2 

PS2_0 KBCR2_0 8 H'FEDB 8 2 

PS2_1 KBCR1_1 8 H'FEC2 8 2 

PS2_1 KBTR_1 8 H'FEC3 8 2 

PS2_1 KBCRH_1 8 H'FEDC 8 2 
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モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

PS2_1 KBCRL_1 8 H'FEDD 8 2 

PS2_1 KBBR_1 8 H'FEDE 8 2 

PS2_1 KBCR2_1 8 H'FEDF 8 2 

LPC LADR1H 8 H'FDC0 8 2 

LPC LADR1L 8 H'FDC1 8 2 

LPC LADR2H 8 H'FDC2 8 2 

LPC LADR2L 8 H'FDC3 8 2 

LPC SCIFADRH 8 H'FDC4 8 2 

LPC SCIFADRL 8 H'FDC5 8 2 

LPC LADR4H 8 H'FDD4 8 2 

LPC LADR4L 8 H'FDD5 8 2 

LPC IDR4 8 H'FDD6 8 2 

LPC ODR4 8 H'FDD7 8 2 

LPC STR4 8 H'FDD8 8 2 

LPC HICR4 8 H'FDD9 8 2 

LPC SIRQCR2 8 H'FDDA 8 2 

LPC SIRQCR3 8 H'FDDB 8 2 

LPC TWR0MW 8 H'FE20 8 2 

LPC TWR0SW 8 H'FE20 8 2 

LPC TWR1 8 H'FE21 8 2 

LPC TWR2 8 H'FE22 8 2 

LPC TWR3 8 H'FE23 8 2 

LPC TWR4 8 H'FE24 8 2 

LPC TWR5 8 H'FE25 8 2 

LPC TWR6 8 H'FE26 8 2 

LPC TWR7 8 H'FE27 8 2 

LPC TWR8 8 H'FE28 8 2 

LPC TWR9 8 H'FE29 8 2 

LPC TWR10 8 H'FE2A 8 2 

LPC TWR11 8 H'FE2B 8 2 

LPC TWR12 8 H'FE2C 8 2 

LPC TWR13 8 H'FE2D 8 2 

LPC TWR14 8 H'FE2E 8 2 

LPC TWR15 8 H'FE2F 8 2 

LPC IDR3 8 H'FE30 8 2 

LPC ODR3 8 H'FE31 8 2 

LPC STR3 8 H'FE32 8 2 

LPC HICR5 8 H'FE33 8 2 
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モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

LPC LADR3H 8 H'FE34 8 2 

LPC LADR3L 8 H'FE35 8 2 

LPC SIRQCR0 8 H'FE36 8 2 

LPC SIRQCR1 8 H'FE37 8 2 

LPC IDR1 8 H'FE38 8 2 

LPC ODR1 8 H'FE39 8 2 

LPC STR1 8 H'FE3A 8 2 

LPC SIRQCR4 8 H'FE3B 8 2 

LPC IDR2 8 H'FE3C 8 2 

LPC ODR2 8 H'FE3D 8 2 

LPC STR2 8 H'FE3E 8 2 

LPC HISEL 8 H'FE3F 8 2 

LPC HICR0 8 H'FE40 8 2 

LPC HICR1 8 H'FE41 8 2 

LPC HICR2 8 H'FE42 8 2 

LPC HICR3 8 H'FE43 8 2 

A/D変換器 ADDRA 16 H'FC00 16 2 

A/D変換器 ADDRB 16 H'FC02 16 2 

A/D変換器 ADDRC 16 H'FC04 16 2 

A/D変換器 ADDRD 16 H'FC06 16 2 

A/D変換器 ADDRE 16 H'FC08 16 2 

A/D変換器 ADDRF 16 H'FC0A 16 2 

A/D変換器 ADDRG 16 H'FC0C 16 2 

A/D変換器 ADDRH 16 H'FC0E 16 2 

A/D変換器 ADCSR 8 H'FC10 8 2 

A/D変換器 ADCR 8 H'FC11 8 2 

SCIF FRBR 8 H'FC20 8 2 

SCIF FTHR 8 H'FC20 8 2 

SCIF FDLL 8 H'FC20 8 2 

SCIF FIER 8 H'FC21 8 2 

SCIF FDLH 8 H'FC21 8 2 

SCIF FIIR 8 H'FC22 8 2 

SCIF FFCR 8 H'FC22 8 2 

SCIF FLCR 8 H'FC23 8 2 

SCIF FMCR 8 H'FC24 8 2 

SCIF FLSR 8 H'FC25 8 2 

SCIF FMSR 8 H'FC26 8 2 

SCIF FSCR 8 H'FC27 8 2 
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モジュール レジスタ略称 ビット数 アドレス データバス幅 アクセス 

ステート数 

SCIF SCIFCR 8 H'FC28 8 2 

SMBUS PECX 8 H'FD60 8 2 

SMBUS PECY 8 H'FD61 8 2 

SMBUS PECZ 8 H'FD63 8 2 

ROM FCCS 8 H'FEA8 8 2 

ROM FPCS 8 H'FEA9 8 2 

ROM FECS 8 H'FEAA 8 2 

ROM FKEY 8 H'FEAC 8 2 

ROM FMATS 8 H'FEAD 8 2 

ROM FTDAR 8 H'FEAE 8 2 

SYSTEM RSTSR 8 H'FB35 8 2 

SYSTEM SYSCR3 8 H'FE7D 8 2 

SYSTEM MSTPCRA 8 H'FE7E 8 2 

SYSTEM MSTPCRB 8 H'FE7F 8 2 

SYSTEM SBYCR 8 H'FF84 8 2 

SYSTEM LPWRCR 8 H'FF85 8 2 

SYSTEM MSTPCRH 8 H'FF86 8 2 

SYSTEM MSTPCRL 8 H'FF87 8 2 

SYSTEM STCR 8 H'FFC3 8 2 

SYSTEM SYSCR 8 H'FFC4 8 2 

SYSTEM MDCR 8 H'FFC5 8 2 
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26. 電気的特性 

26.1 絶対最大定格 
絶対最大定格を表 26.1に示します。 

 
表 26.1 絶対最大定格 

項  目 記号 定格値 単位 

電源電圧* VCC －0.3～+4.3 V 

入力電圧（ポート 7、D、A、G、PE4、PE2～PE0、P97、

P52以外） 

Vin －0.3～VCC + 0.3  

入力電圧（ポート A、G、PE4、PE2～PE0、P97、P52） Vin －0.3～+7.0  

入力電圧（ポート D（PD3～PD0）で AN入力非選択時） Vin －0.3～VCC + 0.3  

入力電圧（ポート D（PD3～PD0）で AN入力選択時） Vin －0.3～VCC + 0.3と- 0.3～AVCC + 0.3の 

いずれか低い電圧 

 

入力電圧（ポート 7） Vin －0.3～AVCC + 0.3  

リファレンス電源電圧 AVref －0.3～AVCC + 0.3  

アナログ電源電圧 AVCC －0.3～+4.3  

アナログ入力電圧 VAN －0.3～AVCC + 0.3  

動作温度 Topr －20～+75 ℃ 

動作温度（FLASHメモリ書き込み／消去時） Topr 0～+75  

保存温度 Tstg －55～+125  

【使用上の注意】 

絶対最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

印加電圧が 4.3Vを超えないように注意してください。 

【注】 * VCC端子への印加電圧です。 

  VCL端子には電圧を印加しないでください。 
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26.2 DC特性 
DC特性を表 26.2に示します。また、出力許容電流値、バス駆動特性を表 26.3、表 26.4に示します。 

 
表 26.2 DC特性（1） 

条件：VCC＝3.0V～3.6V、AVCC*1＝3.0V～3.6V、AVref*1＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS*1＝0V 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

P67～P60、 

IRQ15～IRQ0、 

（1） VT
－ VCC×0.2 － － V  

KIN15～KIN0、 

WUE15～WUE0 

 VT
＋ － － VCC×0.7   

シュミット 

トリガ入力電圧 

ExIRQ15～ExIRQ6  VT
＋－VT

－ VCC×0.05 － －   

RES、NMI、MD2、MD1、ETRST （2） VIH VCC×0.9 － VCC + 0.3   

EXTAL   VCC×0.7 － VCC + 0.3   

ポート 7   AVCC×0.7 － AVCC + 0.3   

ポート A、G、PE4、PE2～PE0、

P97、P52 

  VCC×0.7 － 5.5   

入力 High 

レベル電圧 

上記（1）（2）以外の入力端子   VCC×0.7 － VCC + 0.3   

RES、MD2、MD1、ETRST （3） VIL - 0.3 － VCC×0.1   入力 Low 

レベル電圧 NMI、EXTALほか、 

上記（1）（3）以外の入力端子 

 - 0.3 － VCC×0.2   

出力 High 全出力端子（ポート A、G、P97、 VOH VCC－0.5 － －  IOH＝- 200μA

レベル電圧 P52を除く）  VCC－1.0 － －  IOH＝－1mA 

 ポート A、G、P97、P52*2  0.5 － －  IOH＝- 200μA

出力 Low 全出力端子*3 VOL － － 0.4  IOL＝1.6mA 

レベル電圧 ポート 1、2、3、C、D  － － 1.0  IOL＝5mA 

入力リーク電流 RES ｜Iin｜ － － 10.0 μA 

 NMI、MD2、MD1、ETRST、 

PE0～PE2、PE4 

 － － 1.0  

Vin＝0.5～ 

VCC－0.5V 

 ポート 7  － － 1.0  Vin＝0.5～

AVCC－0.5V 

スリーステート 

リーク電流 

（オフ状態） 

ポート 1～6 

ポート 8、9、A～D、PE3、F、G、H 

｜ITSI｜ － － 1.0  Vin＝0.5～ 
VCC－0.5V 
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表 26.2 DC特性（2） 
条件：VCC＝3.0V～3.6V、AVCC*1＝3.0V～3.6V、AVref*1＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS*1＝0V  

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

入力プルアップ 

MOS電流 

ポート 1～3、P95～P90 

ポート 6、B～D、F、H 

- Ip 20 － 150 μA Vin＝0V 

入力容量 すべての端子 Cin － － 10 pF Vin＝0V 

       f＝1MHz 

       Ta＝25℃ 

消費電流*4 通常動作時 ICC － 25 40 mA VCC＝3.0V～3.6V 

f＝25MHz、全モジュール 

動作時、高速モード 

 スリープ時  － 20 35  VCC＝3.0V～3.6V 

f＝25MHz 

 スタンバイ時  － 35 70 μA Ta≦50℃ 

   － － 200  Ta＞50℃ 

アナログ A/D変換中 AICC － 1 2 mA  

電源電流 A/D変換待機時  － 0.01 5 μA AVCC＝3.0V～3.6V 

リファレンス A/D変換中 AIref － 1 2 mA  

電源電流 A/D変換待機時  － 0.01 5 μA AVref＝3.0V～AVCC 

VCC開始電圧 VCCSTART － 0 0.8 V  

VCC立ち上がり勾配 SVCC － － 20 ms/V  

【注】 *1 A/D変換器を使用しない場合でも、AVCC､AVref､AVSS端子は開放しないでください。 

A/D変換器を使用しない場合でも、AVCC、AVref端子は電源（VCC）に接続し、3.0V～3.6Vの範囲の電圧を印加

してください。このとき、AVref ≦ AVCCとしてください。 

 *2 ポート A、G、P97、P52およびこれらの端子と兼用の周辺機能出力端子は、NMOSプッシュプル出力です。 

Highレベルを出力するためには、プルアップ抵抗を外付けする必要があります。 

 *3 IICS＝0、ICE＝0および KBIOE＝0の場合です。バス駆動機能を選択した場合の Lowレベル出力は別に定めます。 

 *4 消費電流値は VIH min＝VCC－0.2V、VIL max＝0.2Vの条件下で、すべての出力端子を無負荷状態にして、さらに

内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 
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表 26.2 DC特性（3）LPC機能使用時 
条件：VCC＝3.0V～3.6V、VSS＝0V 

項 目 記号 min. max. 単位 測定条件 

入力 Highレベル電圧 P37～P30、 

P82～P80、 

PB1～PB0 

VIH VCC×0.5 － V  

入力 Lowレベル電圧 P37～P30、 

P82～P80、 

PB1～PB0 

VIL － VCC×0.3 V  

出力 Highレベル電圧 P37、P33～P30、 

P82～P80、 

PB1～PB0 

VOH VCC×0.9 － V IOH＝- 0.5mA

出力 Lowレベル電圧 P37、P33～P30、 

P82～P80、 

PB1～PB0 

VOL － VCC×0.1 V IOL＝1.5mA 

 
表 26.3 出力許容電流値 

条件：VCC＝3.0V～3.6V、VSS＝ 0V 

項  目 記号 min. typ. max. 単位 

出力 Lowレベル許容電流 

（1端子あたり） 

SCL0、SDA0、SCLA～SCLD、SDAA

～SDAD、 

PS2AC～PS2BC、PS2AD～PS2BD、

PA7～PA4（バス駆動機能選択） 

IOL － － 8 mA 

 ポート 1、2、3、C、D  － － 5  

 上記以外の出力端子  － － 2  

出力 Lowレベル許容電流（総和） ポート 1、2、3、C、Dの総和 ΣIOL － － 40  

 上記を含む、全出力端子の総和  － － 60  

出力 Highレベル許容電流 

（1端子あたり） 

全出力端子 - IOH － － 2  

出力 Highレベル許容電流（総和） 全出力端子の総和 Σ- IOH － － 30  

【注】 1. LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は表 26.3の値を超えないようにしてください。 

 2. ダーリントントランジスタや、LEDを直接駆動する場合には、図 26.1、図 26.2に示すように出力に必ず電流制

限抵抗を挿入してください。 
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表 26.4 バス駆動特性 
条件：VCC＝3.0V～3.6V、VSS＝0V 
対象端子：SCL0、SDA0、SCLA～SCLD、SDAA～SDAD（バス駆動機能選択） 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

シュミット VT
－ VCC×0.3 － － V  

トリガ入力電圧 VT
＋ － － VCC×0.7   

 VT
＋
－VT

－ VCC×0.05 － －   

入力 Highレベル電圧 VIH VCC×0.7 － 5.5   

入力 Lowレベル電圧 VIL - 0.5 － VCC×0.3   

出力 Low VOL － － 0.5  IOL＝8mA 

レベル電圧  － － 0.4  IOL＝3mA 

入力容量 Cin － － 10 pF Vin＝0V、f＝1MHz、Ta＝25℃ 

スリーステートリーク 

電流（オフ状態） 

｜ITSI｜ － － 1.0 μA Vin＝0.5～VCC－0.5V 

 
条件：VCC＝3.0V～3.6V、VSS＝0V 
対象端子：PS2AC～PS2BC、PS2AD～PS2BD、PA7～PA4（バス駆動機能選択） 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

出力 Low VOL － － 0.5 V IOL＝8mA 

レベル電圧  － － 0.4  IOL＝3mA 

 

LSI

2k

 

図 26.1 ダーリントントランジスタ駆動回路例 
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LSI

1 3

C D
LED

600

 

図 26.2 LED駆動回路例 

 

26.3 AC特性 
図 26.3に AC特性測定条件を示します。 

3V

RL

RHC

LSI

C 30pF  

RL 2.4k

RH 12k

Low  0.8V

High  1.5V

 

図 26.3 出力負荷回路 

 

26.3.1 クロックタイミング 
表 26.5にクロックタイミングを示します。ここで規定するクロックタイミングは、クロック出力（φ）と、

クロック発振器（水晶）と外部クロック入力（EXTAL端子）の発振安定時間です。外部クロック入力（EXTAL

端子および EXCL端子）タイミングの詳細については、「第 23章 クロック発振器」を参照してください。 
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表 26.5 クロックタイミング 
条件 A：VCC＝3.0V～3.6V、VSS＝0V、φ＝8MHz～10MHz 
条件 B：VCC＝3.0V～3.6V、VSS＝0V、φ＝10MHz～25MHz 

条件 A 条件 B 項 目 記号

min. max. min. max. 

単位 参照図

クロックサイクル時間 tcyc 100 125 40 100 ns 図 26.4

クロック Highレベルパルス幅 tCH 30 － 12 －   

クロック Lowレベルパルス幅 tCL 30 － 12 －   

クロック立ち上がり時間 tCr － 20 － 5   

クロック立ち下がり時間 tCf － 20 － 5   

リセット発振安定時間（水晶） tOSC1 20 － 20 － ms 図 26.5

ソフトウェアスタンバイ発振安定時間（水晶） tOSC2 8 － 8 －  図 26.6

外部クロック出力安定遅延時間 tDEXT 500 － 500 － μs 図 26.5

 

tCrtCL

tCftCH

tcyc

 

図 26.4 システムクロックタイミング 

 

tOSC1

EXTAL

VCC

RES

tDEXT

 

図 26.5 発振安定時間タイミング 
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tOSC2

NMI

IRQi

( i = 0 15 )

KINi

( i = 0 15 )

WUEi

( i = 0 15)

PS2AC PS2BC  

図 26.6 発振安定時間タイミング（ソフトウェアスタンバイからの復帰） 

 

26.3.2 制御信号タイミング 
表 26.6に制御信号タイミングを示します。サブクロック（φ＝32.768kHz）で動作可能な外部割り込みは、

NMI、IRQ15～IRQ0、KIN15～KIN0、WUE15～WUE0、PS2A、PS2Bのみです。 
 

表 26.6 制御信号タイミング 
条件：VCC＝3.0V～3.6V、VSS＝0V、φ＝32.768kHz、8MHz～最大動作周波数 

項 目 記号 min. max. 単位 測定条件

RESセットアップ時間 tRESS 200 － ns 図 26.7 

RESパルス幅 tRESW 20 － tcyc  

NMIセットアップ時間 tNMIS 150 － ns 図 26.8 

NMIホールド時間 tNMIH 10 －   

NMIパルス幅 

（ソフトウェアスタンバイモードからの復帰時） 

tNMIW 200 －   

IRQセットアップ時間 

（IRQ15～IRQ0、KIN15～KIN0、WUE15～WUE0） 

tIRQS 150 －   

IRQホールド時間 

（IRQ15～IRQ0、KIN15～KIN0、WUE15～WUE0） 

tIRQH 10 －   

IRQパルス幅 

（IRQ15～IRQ0、KIN15～KIN0、WUE15～WUE0） 

（ソフトウェアスタンバイモードからの復帰時） 

tIRQW 200 －   
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tRESW

tRESStRESS

RES

 

図 26.7 リセット入力タイミング 

 

tIRQS

IRQ

tIRQH

tNMIS tNMIH

tIRQS

IRQ

NMI

IRQi

(i  0 15)

tNMIW

tIRQW

tIRQS tIRQH

KINi

(i  0 15)

WUEi

(i  0 15)

tIRQW

 

図 26.8 割り込み入力タイミング 
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26.3.3 内蔵周辺モジュールタイミング 
表 26.7～表 26.9に内蔵周辺モジュールタイミングを示します。サブクロック動作時（φ＝32.768kHz）に

動作可能な内蔵周辺モジュールは、I/Oポート、外部割り込み（NMI、IRQ15～IRQ0、KIN15～KIN0、WUE15

～WUE0、PC2A～PC2B）、ウォッチドッグタイマ（WDT_1）のみです。 
 

表 26.7 内蔵周辺モジュールタイミング（1） 
条件：VCC＝3.0V～3.6V、VSS＝0V、φ＝32.768kHz*1、φ＝8MHz～最大動作周波数 

項 目 記号 min. max. 単位 測定条件

I/O 出力データ遅延時間*2 tPWD － 50 ns 図 26.9 

ポート 入力データセットアップ時間 tPRS 30 －   

 入力データデータホールド時間 tPRH 30 －   

TPU タイマ出力遅延時間 tTOCD － 50 ns 図 26.10

 タイマ入力セットアップ時間 tTICS 30 －   

 タイマクロック入力セットアップ時間 tTCKS 30 －  図 26.11

 タイマクロック 単エッジ指定 tTCKWH 1.5 － tcyc  

 パルス幅 両エッジ指定 tTCKWL 2.5 －   

TMR タイマ出力遅延時間 tTMOD － 50 ns 図 26.12

 タイマリセット入力セットアップ時間 tTMRS 30 －  図 26.14

 タイマクロック入力セットアップ時間 tTMCS 30 －  図 26.13

 タイマクロック 単エッジ指定 tTMCWH 1.5 － tcyc  

 パルス幅 両エッジ指定 tTMCWL 2.5 －   

TCM TCM入力セットアップ時間 tTCMS 30 － ns 図 26.15

 TCMクロック入力セットアップ時間 tTCMCKS 30 －  

 TCMクロックパルス幅 tTCMCKW 1.5 － tcyc 

図 26.16

PWMU パルス出力遅延時間 tPWOD － 50 ns 図 26.17

SCI 入力クロック 調歩同期 tScyc 4 － tcyc 図 26.18

 サイクル クロック同期  6 －   

 入力クロックパルス幅 tSCKW 0.4 0.6 tScyc  

 入力クロック立ち上がり時間 tSCKr － 1.5 tcyc  

 入力クロック立ち下がり時間 tSCKf － 1.5   

 送信データ遅延時間（クロック同期） tTXD － 50 ns 図 26.19

 受信データセットアップ時間（クロック同期） tRXS 50 －   

 受信データホールド時間（クロック同期） tRXH 50 －   

【注】 *1  サブクロック動作時に使用可能な内蔵周辺モジュールのみ 

 *2  P52、P97、ポート A、G以外 
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9 A H

tPRS 

T1 T2

tPWD 

tPRH

6 8 9
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図 26.9 I/Oポート入出力タイミング 

*

*

 *  TIOCA0 TIOCA2 TIOCB0 TIOCB2 TIOCC0 TIOCD0

tTOCD

tTICS

 

図 26.10 TPU入出力タイミング 

TCLKA

TCLKD
tTCKWL tTCKWH

tTCKS tTCKS

 

図 26.11 TPUクロック入力タイミング 

tTMOD

TMO_0 TMO_1

TMO_X TMO_Y  

図 26.12 8ビットタイマ出力タイミング 
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tTMCStTMCS

TMI_0 TMI_1

TMI_X TMI_Y

tTMCWHtTMCWL  

図 26.13 8ビットタイマクロック入力タイミング 

tTMRS

TMI_0 TMI_1

TMI_X TMI_Y  

図 26.14 8ビットタイマリセット入力タイミング 

tTCMS

TCMCYI

TCMMCI  

図 26.15 TCM入力セットアップ時間 

tTCMCKS

TCMCKI

tTCMCKWtTCMCKW  

図 26.16 TCMクロック入力タイミング 

PWMU5A PWMU0A  

PWMU5B PWMU0B

tPWOD

 

図 26.17 PWMU、PWMX出力タイミング 
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tScyc

tSCKrtSCKW

SCK1

tSCKf

 

図 26.18 SCKクロック入力タイミング 

SCK1

TxD1

RxD1

tTXD

tRXHtRXS

 

図 26.19 SCI入出力タイミング／クロック同期式モード 
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表 26.8 PS2タイミング 
条件：VCC＝3.0～3.6V、VSS＝0V、φ＝8MHz～最大動作周波数 

項 目 記号 規格値 単位 測定条件 備考 

  min. typ. max.    

KCLK、KD出力立ち下がり時間 tKBF － － 250 ns  図 26.20

KCLK、KD入力データホールド時間 tKBIH 150 － － ns   

KCLK、KD入力データセットアップ時間 tKBIS 150 － － ns   

KCLK、KD出力遅延時間 tKBOD － － 450 ns   

KCLK、KDの容量性負荷 Cb － － 400 pF   

【注】 KCLK、KDを出力する場合には、図 26.20に示すように出力に必ずプルアップ抵抗を外付けしてください。 
 

1

KCLK/KD*

KCLK/KD*

tKBIS tKBIH

b

tKBF

2 a

KCLK/KD*

tKBOD

* KCLK 

    KD

PS2AC PS2BC

PS2AD PS2BD  

図 26.20 PS2タイミング 
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表 26.9 I2Cバスタイミング  
条件：VCC＝3.0V～3.6V、VSS＝0V、φ＝8MHz～最大動作周波数 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件

SCL入力サイクル時間 tSCL 12 － － tcyc 図 26.21

SCL入力 Highパルス幅 tSCLH 3 － －   

SCL入力 Lowパルス幅 tSCLL 5 － －   

SCL、SDA入力立ち上がり時間 tSr － － 7.5*   

SCL、SDA入力立ち下がり時間 tSf － － 300 ns  

SCL、SDA入力スパイクパルス除去時間 tSP － － 1 tcyc  

SDA入力バスフリー時間 tBUF 5 － －   

開始条件入力ホールド時間 tSTAH 3 － －   

再送開始条件入力セットアップ時間 tSTAS 3 － －   

停止条件入力セットアップ時間 tSTOS 3 － －   

データ入力セットアップ時間 tSDAS 0.5 － －   

データ入力ホールド時間 tSDAH 0 － － ns  

SCL、SDAの容量性負荷 Cb － － 400 pF  

【注】 * I2Cモジュールで使用するクロックの選択により、17.5tcycとすることが可能です。 
 

tBUF 

tSTAH tSTAS 
tSP tSTOStSCLH 

tSCLL 
tSf tSr

tSCL tSDAH

tSDAS

P* S* Sr* P*

VIH 

VIL 

SDA0

SDAA

SDAD

SCL0

SCLA

SCLD

* S P Sr

S 

P 

Sr  

図 26.21 I2Cバスインタフェース入出力タイミング 
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表 26.10 LPCタイミング 
条件：VCC＝3.0V～3.6V、VSS＝0V、φ＝8MHz～最大動作周波数 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

入力クロックサイクル tLcyc 30 － － ns 図 26.22 

入力クロックパルス幅（H） tLCKH 11 － －   

入力クロックパルス幅（L） tLCKL 11 － －   

送信信号遅延時間 tTXD 2 － 11   

送信信号フローティング遅延時間 tOFF － － 28   

受信信号セットアップ時間 tRXS 7 － －   

受信信号ホールド時間 tRXH 0 － －   

 

LCLK

LAD3 LAD0,

SERIRQ, CLKRUN

LAD3 LAD0,

SERIRQ,  CLKRUN

LFRAME

tTXD

tRXHtRXS

tOFF

LAD3 LAD0,

SERIRQ  CLKRUN

tLcyc
tLCKH

LCLK

tLCKL

 

図 26.22 LPCインタフェース（LPC）タイミング 

 

0.4Vcc

50pF

 

図 26.23 テスタ測定条件 



26. 電気的特性 

Rev.2.00  2009.09.18  26-17

  RJJ09B0473-0200 

表 26.11 JTAGタイミング 
条件：VCC＝3.0V～3.6V、VSS＝0V、φ＝8MHz～最大動作周波数 

項 目 記号 min. max. 単位 測定条件 

ETCKクロックサイクル時間 tTCKcyc 40* 125* ns 

ETCKクロック Highレベルパルス幅 tTCKH 12 －  

ETCKクロック Lowレベルパルス幅 tTCKL 12 －  

ETCKクロック立ち上がり時間 tTCKr － 5  

ETCKクロック立ち下がり時間 tTCKf － 5  

図 26.24 

ETRSTパルス幅 tTRSTW 20 － tcyc 図 26.25 

リセットホールド遷移パルス幅 tRSTHW 3 －   

ETMSセットアップ時間 tTMSS 20 － ns 

ETMSホールド時間 tTMSH 20 －  

ETDIセットアップ時間 tTDIS 20 －  

ETDIホールド時間 tTDIH 20 －  

ETDOデータ遅延時間 tTDOD － 20  

図 26.26 

【注】 * ただし、tcyc ≦ tTCKcyc 
 

ETCK

tTCKH tTCKf

tTCKcyc

tTCKL tTCKr  

図 26.24 JTAG ETCKタイミング 

ETRST

ETCK

tTRSTW

RES tRSTHW

 

図 26.25 リセットホールドタイミング 
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図 26.26 JTAG入出力タイミング 

 

26.4 A/D変換特性 
A/D変換特性を表 26.12に示します。 

 
表 26.12 A/D変換特性（AN11～AN0入力） 

条件：VCC＝3.0V～3.6V、AVCC＝3.0V～3.6V、AVref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝8MHz～最大動作周波数 

項 目 min. typ. max. 単 位 

分解能  10  ビット 

変換時間 － － 4.0* μs 

アナログ入力容量 － － 20 pF 

許容信号源インピーダンス － － 5 kΩ 

非直線性誤差 － － ±7.0 LSB 

オフセット誤差 － － ±7.5  

フルスケール誤差 － － ±7.5  

量子化誤差 － － ±0.5  

絶対精度 － － ±8.0  

【注】 Avrefは、AVCCと同じタイミングか、AVCCより後に電源を立ち上げてください。 

 * 40ステートで最大動作周波数のとき（ADCLK＝10MHz）。 
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26.5 フラッシュメモリ特性 
表 26.13にフラッシュメモリ特性を示します。 

 
表 26.13 フラッシュメモリ特性 

条件：VCC＝3.0V～3.6V、AVCC＝3.0V～3.6V、AVref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V 

 Ta＝0～+75℃（書き込み／消去時の動作温度範囲） 

項目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

書き込み時間*1*2*4 tP － 1 10 ms/128バイト  

消去時間*1*2*4 tE － 40 130 ms/4Kバイト  

  － 300 800 ms/32Kバイト  

書き込み時間（総和）*1*2*4 ∑tP － 1.4 4 s/96Kバイト Ta＝25℃ 

消去時間（総和）*1*2*4 ∑tE － 1.4 4 s/96Kバイト Ta＝25℃ 

書き込み、消去時間（総和）*1*2*4 ∑tPE － 2.9 8 s/96Kバイト Ta＝25℃ 

書き換え回数 NWEC 100*3 1000 － 回  

データ保持時間*4 tDRP 10 － － 年  

【注】 *1 書き込み、消去時間はデータに依存します。 

 *2 書き込み、消去時間にはデータ転送時間は含みません。 

 *3 書き換え後のすべての特性を保証する min.回数です。（保証は 1～min.値の範囲） 

 *4 書き換えが min.値を含む仕様範囲内で行われたときの特性です。 
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26.6 パワーオンリセット特性 
表 26.14にパワーオンリセット特性を示します。 

 

表 26.14 パワーオンリセット回路の電気的特性 
条件：VCC＝3.0V～3.6V、VSS＝0V 

項目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

パワーオンリセット検知電圧 Vpor 2.65 2.80 2.95 V  

パワーオンリセット時間 Tpor 20 － 60 ms  

VCC立ち上がり勾配 SVCC － － 20 ms/V  

電源オフ時間* Tvoff 200 － － μs  

【注】 パワーオンリセットを使用する場合、RES端子を Highレベル（3.0V以上）にしてください。 

 * パワーオンリセット検知電圧のmin値以下に VCCが低下した時間です。 
 

Vpor

Vcc

Tpor

Tvoff

Tpor

"L"

 

図 26.27 パワーオンリセット回路の電気的特性 
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26.7 使用上の注意事項 
VCC端子と VSS端子の間にはバイパスコンデンサ、VCL端子と VSS端子の間には内部降圧安定化用のコ

ンデンサを接続する必要があります。図 26.28に接続例を示します。 

VCL Vcc

VCL

0.1 F 0.47 F 1 2

VCC

0.1 F

0.47 F

1

2

VCLVCC

Vcc

VSSVSS

0.01 F10 F

 

図 26.28 VCC端子と VCL端子のコンデンサ接続方法 
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付録 

A. 各処理状態における I/Oポートの状態 
 

表 A.1 各処理状態における I/Oポートの状態 

ポート名 

端子名 

リセット ソフトウェア 

スタンバイ 

モード 

ウォッチ 

モード 

スリープ 

モード 

プログラム 

実行状態 

ポート 1 T keep keep keep 入出力ポート 

ポート 2 T keep keep keep 入出力ポート 

ポート 3 T keep keep keep 入出力ポート 

ポート 4 T keep keep keep 入出力ポート 

ポート 5 T keep keep keep 入出力ポート 

ポート 6 T keep keep keep 入出力ポート 

ポート 7、E4～E1 T T T T 入力ポート 

ポート 8 T keep keep keep 入出力ポート 

ポート 97 T keep keep keep 入出力ポート 

ポート 96 

φ、 

EXCL 

T [DDR＝1]H 

[DDR＝0]T 

EXCL入力／ 

keep 

[DDR＝1] 

クロック出力 

[DDR＝0]T 

クロック出力／ 

EXCL入力／ 

入力ポート 

ポート 95～90 T keep keep keep 入出力ポート 

ポート A～D、 

F、G、H 

T keep keep keep 入出力ポート 

ポート E0 T T ExEXCL入力／T T ExEXCL入力／ 

入力ポート 

【記号説明】 

 H ：Highレベル 

 L ：Lowレベル 

 T ：ハイインピーダンス 

 keep ：入力ポートはハイインピーダンス（DDR＝0、PCR＝1の場合、入力プルアップ MOSは ON状態を保持） 

 出力ポートは保持 

 なお、端子により内蔵周辺モジュールが初期化され、DDR、DRで決まる入出力ポートとなる場合があります。 

 DDR ：データディレクションレジスタ 
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B. 型名一覧 
 

製品分類 製品型名 マーク型名 パッケージ（コード） 

F2112TE25V PTQP0144LC-A（TFP-144V）

F2112BG25V PLBG0176GA-A（BP-176V） 

H8S/2112 フラッシュメモリ版 R4F2112 

F2112LP25V PTLG0145JB-A（TLP-145V） 
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C. 外形寸法図 
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図 C.1 外形寸法図（TFP-144V） 
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D. 未使用端子の処理について 
未使用端子の処理を表 D.1に示します。 

 
表 D.1 未使用端子の処理例 

端子名 端子処理例 

RES （リセット端子として必ず使用） 

ETRST （リセット端子として必ず使用） 

MD2、MD1 （モード端子として必ず使用） 

NMI • 抵抗を介して Vccに接続（プルアップ） 

EXTAL （クロック端子として必ず使用） 

XTAL （クロック端子として必ず使用） 

ポート 1 

ポート 2 

ポート 3 

ポート 4 

ポート 5 

ポート 6 

ポート 8 

ポート 9 

ポート A 

ポート B 

ポート C 

ポート D 

ポート F 

ポート G 

ポート H 

• 端子ごとに抵抗を介して Vccに接続（プルアップ）または抵抗を介して Vssに接続（プルダウン）

ポート 7 • 端子ごとに抵抗を介して AVccに接続（プルアップ）または抵抗を介して AVssに接続（プルダウン）

ポート E • 端子ごとに抵抗を介して Vccに接続（プルアップ） 

 



Rev.2.00  2009.09.18  索引-1 

  RJJ09B0473-0200 

索引 

【数字／記号】 
16ビットカウントモード ..................................... 12-20 
16ビットサイクルメジャーメントタイマ 
（TCM） ................................................................. 11-1 
16ビットタイマパルスユニット............................. 10-1 
8ビット PWMタイマ（PWMU）............................. 9-1 
8ビットタイマ（TMR） ......................................... 12-1 

【Ａ】 
A/D変換器 .............................................................. 20-1 
A/D変換器の起動.................................................. 10-45 
ADI ........................................................................ 20-10 

【Ｂ】 
Bcc .......................................................................... 2-21 

【Ｃ】 
CMIA ..................................................................... 12-23 
CMIAY................................................................... 12-23 
CMIB ..................................................................... 12-23 
CMIBY................................................................... 12-23 

【Ｅ】 
EA拡張部................................................................ 2-23 
EEPMOV命令......................................................... 2-32 
ERI1 ...................................................................... 14-51 

【Ｆ】 
FIFO内蔵シリアルコミュニケーション 
インタフェース（SCIF）........................................ 15-1 
FOVI...................................................................... 11-17 

【Ｈ】 
H8S/2140Bグループ互換ベクタモード .........6-14, 6-19 

【Ｉ】 
I/Oポート.................................................................. 8-1 
I2Cバスデータフォーマット ................................. 16-25 
ICIA ....................................................................... 11-17 
ICIX ....................................................................... 12-23 
IICI ........................................................................ 16-46 

【Ｌ】 
LPCインタフェースのクロック起動要求 ............. 19-48 

【Ｍ】 
MCU動作モード .......................................................3-1 

【Ｏ】 
OCIA......................................................................11-17 
OCIB......................................................................11-17 
OVI ........................................................................12-23 
OVIY......................................................................12-23 

【Ｐ】 
PWMモード ..........................................................10-35 

【Ｒ】 
RAM ........................................................................21-1 
RXI1 ......................................................................14-51 

【Ｓ】 
SMBusバスデータフォーマット.............................17-3 

【Ｔ】 
TCI0V ....................................................................10-44 
TCI1U....................................................................10-44 
TCI1V ....................................................................10-44 
TCI2U....................................................................10-44 
TCI2V ....................................................................10-44 
TEI1.......................................................................14-51 
TGI0A ....................................................................10-44 
TGI0B ....................................................................10-44 
TGI0C....................................................................10-44 
TGI0D....................................................................10-44 
TGI1A ....................................................................10-44 
TGI1B ....................................................................10-44 
TGI2A ....................................................................10-44 
TGI2B ....................................................................10-44 
TXI1.......................................................................14-51 

【Ｗ】 
WOVI.......................................................................13-9 

【あ】 
アドレスマップ .........................................................3-7 
アドレス空間 .............................................................2-5 
アドレッシングモード.............................................2-24 
イミディエイト .......................................................2-26 
インターバルタイマモード .....................................13-8 



Rev.2.00  2009.09.18  索引-2 

RJJ09B0473-0200  

インタフェース ....................................................... 14-1 
インプットキャプチャ動作 ................................... 12-22 
ウォッチドッグタイマ（WDT） ............................. 13-1 
ウォッチドッグタイマモード.................................. 13-7 
ウォッチモード ..................................................... 24-10 
エクステンドレジスタ .............................................. 2-8 
エラープロテクト ................................................. 22-43 
オーバフロー........................................................... 13-7 
オーバランエラー ................................................. 14-25 
オペレーションフィールド ..................................... 2-23 
オンボードプログラミング ................................... 22-22 
オンボードプログラミングモード ........................ 22-22 

【か】 
外部クロック........................................................... 23-3 
書き込み／消去インタフェース .............................. 22-6 
書き込み／消去インタフェースパラメータ .......... 22-14 
書き込み／消去インタフェースレジスタ.............. 22-10 
拡張ベクタモード ................................................... 6-19 
各動作モードでの LSIの内部状態 .......................... 24-7 
各ポートのレジスタ構成........................................... 8-6 
カスケード接続 ..................................................... 12-20 
キーボードバッファコントロールユニット 
（PS2） .................................................................. 18-1 
クロック同期式モード .......................................... 14-33 
クロック発振器 ....................................................... 23-1 
コンディションコードレジスタ ................................ 2-8 
コンディションフィールド ..................................... 2-23 
コンペアマッチカウントモード ............................ 12-21 
コンペアマッチによる波形出力 ............................ 10-28 

【さ】 
算術演算命令........................................................... 2-16 
システム制御命令 ................................................... 2-22 
実効アドレス..................................................2-24, 2-27 
シフト命令 .............................................................. 2-18 
周辺機能端子の移動 ................................................ 8-38 
出力データレジスタ ................................................ 8-10 
出力バッファ制御 ................................................... 8-15 
シリアルコミュニケーションインタフェース 
（SCI） ................................................................... 14-1 
シリアルデータ受信 .............................................. 14-25 
シリアルデータ送信 .............................................. 14-23 
シリアルフォーマット .......................................... 16-26 
シングルモード ....................................................... 20-8 
水晶発振子 .............................................................. 23-2 
スキャンモード ....................................................... 20-8 
スタックポインタ ..................................................... 2-7 
スピード測定モード .............................................. 11-13 
スマートカード ....................................................... 14-1 
スマートカードインタフェース ............................ 14-41 
スリープモード ....................................................... 24-9 

絶対アドレス ...........................................................2-25 
ソフトウェアスタンバイモード ..............................24-9 
ソフトウェアプロテクト .......................................22-42 

【た】 
ダウンロードパスフェイルリザルトパラメータ ...22-16 
端子機能 ..................................................................1-17 
調歩同期式モード..................................................14-17 
通信プロトコル .....................................................22-47 
低消費電力状態 .......................................................24-1 
ディスプレースメント付きレジスタ間接 ................2-24 
データディレクションレジスタ ................................8-7 
データレジスタ .........................................................8-8 
データ転送命令 .......................................................2-15 
動作モード別端子機能一覧 .....................................1-11 
トグル出力 ............................................................10-29 
トレースビット .........................................................2-8 

【な】 
内部ブロック図 .........................................................1-7 
入力データレジスタ ..................................................8-8 
ノイズキャンセライネーブルレジスタ....................8-11 
ノイズキャンセラ判定制御レジスタ .......................8-11 
ノイズキャンセル周期設定レジスタ .......................8-12 
ノイズ除去回路 .....................................................16-45 

【は】 
ハードウェアプロテクト .......................................22-42 
バスコントローラ（BSC） .......................................7-1 
バッファ動作 .........................................................10-32 
パリティエラー .....................................................14-25 
汎用レジスタ .............................................................2-7 
ビットレート .........................................................14-13 
ビット操作命令 ..............................................2-19, 2-31 
ピン配置図 ................................................................1-8 
ブートモード ................................................22-3, 22-22 
ブートモードの標準シリアル通信 
インタフェース仕様 ..............................................22-45 
付加パルス ..............................................................9-18 
フラッシュイレースブロックセレクト 
パラメータ ............................................................22-21 
フラッシュパス／フェイルパラメータ..................22-16 
フラッシュプログラム／イレース周波数 
パラメータ ............................................................22-19 
フラッシュマット構成.............................................22-4 
フラッシュマルチパーパスアドレスエリア 
パラメータ ............................................................22-20 
フラッシュマルチパーパスデータ 
デスティネーションパラメータ ............................22-21 
フラッシュメモリ....................................................22-1 
プリデクリメントレジスタ間接 ..............................2-25 
プルアップ MOSコントロールレジスタ...................8-9 



Rev.2.00  2009.09.18  索引-3 

  RJJ09B0473-0200 

フレーミングエラー .............................................. 14-25 
プログラムカウンタ .................................................. 2-8 
プログラムカウンタ相対......................................... 2-26 
ブロック構成........................................................... 22-5 
ブロック転送命令 ................................................... 2-22 
プロテクト ............................................................ 22-42 
分岐命令.................................................................. 2-21 
ベクタアドレスの切り替え ..................................... 6-43 
変換時間.................................................................. 20-9 
ポート Nch-ODコントロールレジスタ ................... 8-13 
ポストインクリメントレジスタ間接 ............................ 2-25 

【ま】 
マルチプロセッサ通信機能 ................................... 14-28 
命令セット .............................................................. 2-13 
メモリ間接 .............................................................. 2-26 
モード遷移図........................................................... 24-6 
モジュールストップモード ................................... 24-11 

【や】 
ユーザブートマット ................................... 22-37, 22-44 
ユーザブートモード .............................................. 22-34 
ユーザプログラムモード..............................22-3, 22-26 
ユーザマット.............................................. 22-37, 22-44 

【ら】 
ライタモード................................................22-3, 22-45 
リセット.................................................................... 5-6 
リセット例外処理 ..................................................... 5-6 
例外処理.................................................................... 5-1 
例外処理ベクタテーブル....................................5-2, 5-4 
レジスタ 

ABRKCR ............................................................ 6-7 
ADCR............................................................... 20-7 
ADCSR ............................................................ 20-5 
ADDR............................................................... 20-4 
BAR.................................................................... 6-7 
BCR ................................................................... 7-1 
BRR ............................................................... 14-13 
DDR ................................................................... 8-7 
DPFR ............................................................. 22-16 
DR...................................................................... 8-8 
FCCS ............................................................. 22-10 
FDLH................................................................ 15-5 
FDLL ................................................................ 15-5 
FEBS.............................................................. 22-21 
FECS ............................................................. 22-12 
FFCR ............................................................... 15-8 
FIER................................................................. 15-6 
FIIR .................................................................. 15-6 
FKEY.............................................................. 22-12 

FLCR................................................................15-8 
FLSR ..............................................................15-11 
FMATS ...........................................................22-13 
FMCR.............................................................15-10 
FMPAR...........................................................22-20 
FMPDR ..........................................................22-21 
FMSR .............................................................15-14 
FPCS..............................................................22-11 
FPEFEQ.........................................................22-19 
FPFR..............................................................22-16 
FRBR ...............................................................15-4 
FRSR ...............................................................15-4 
FSCR .............................................................15-16 
FTDAR ...........................................................22-13 
FTHR................................................................15-5 
FTSR................................................................15-5 
HICR ................................................................19-6 
HISEL.............................................................19-38 
ICCR ..............................................................16-10 
ICDR ................................................................16-6 
ICMR ................................................................16-9 
ICR .....................................................................6-6 
ICRES ............................................................16-21 
ICSR...............................................................16-17 
ICXR...............................................................16-22 
IDR .................................................................19-19 
IER ...................................................................6-10 
ISCR...................................................................6-8 
ISR ...................................................................6-11 
KBBR ...............................................................18-9 
KBCR1 .............................................................18-4 
KBCR2 .............................................................18-5 
KBCRH.............................................................18-6 
KBCRL .............................................................18-8 
KBTR................................................................18-9 
KMIMR .............................................................6-13 
KMIMRA...........................................................6-13 
LADR..............................................................19-15 
LPWRCR..........................................................24-3 
MDCR ................................................................3-2 
MSTPCR ..........................................................24-4 
NCCS ...............................................................8-12 
NCE..................................................................8-11 
NCMC ..............................................................8-11 
NOCR...............................................................8-13 
ODR ......................................................8-10, 19-20 
PCR....................................................................8-9 
PECX ...............................................................17-2 
PECY ......................................................17-2, 17-3 
PFCR ...............................................................8-38 
PIN .....................................................................8-8 



Rev.2.00  2009.09.18  索引-4 

RJJ09B0473-0200  

PTCNT0 ........................................................... 23-1 
PTCNT2 ............................................................. 3-6 
PWMCONA........................................................ 9-5 
PWMCONB........................................................ 9-5 
PWMCONC........................................................ 9-7 
PWMCOND........................................................ 9-8 
PWMPRE......................................................... 9-10 
PWMREG ........................................................ 9-12 
RDR ................................................................. 14-4 
RSR ................................................................. 14-4 
RSTSR............................................................... 4-3 
SAR.................................................................. 16-7 
SARX ............................................................... 16-7 
SBYCR............................................................. 24-2 
SCIFADR ....................................................... 19-37 
SCIFCR.......................................................... 15-16 
SCMR ............................................................ 14-12 
SCR ................................................................. 14-7 
SIRQCR ......................................................... 19-26 
SMR ................................................................. 14-5 
SSR.................................................................. 14-9 
STCR ................................................................. 3-3 
STR................................................................ 19-20 
SYSCR........................................................3-2, 4-4 
SYSCR3............................................................. 3-5 
TCMCNT.......................................................... 11-5 
TCMCR ............................................................ 11-8 
TCMCSR.......................................................... 11-6 
TCMICR ........................................................... 11-6 
TCMICRF......................................................... 11-6 
TCMIER ........................................................... 11-9 
TCMMINCM ..................................................... 11-5 
TCMMLCM....................................................... 11-5 

TCNT.....................................................10-22, 13-4 
TCONRI..........................................................12-14 
TCONRS ........................................................12-15 
TCR.........................................................10-7, 12-7 
TCRXY ...........................................................12-15 
TCSR .............................................4-6, 12-10, 13-4 
TDR..................................................................14-4 
TGR................................................................10-22 
TICRF.............................................................12-14 
TICRR ............................................................12-14 
TIER ...............................................................10-19 
TIOR...............................................................10-10 
TMDR...............................................................10-9 
TSR ................................................................10-20 
TSTR..............................................................10-23 
TSYR..............................................................10-23 
TWR...............................................................19-20 
WER.................................................................6-16 
WSCR ................................................................7-2 
WUESCR .........................................................6-16 
WUESR............................................................6-16 

レジスタフィールド ................................................2-23 
レジスタ間接 ...........................................................2-24 
レジスタ直接 ...........................................................2-24 
論理演算命令 ...........................................................2-18 

【わ】 
割り込みコントローラ...............................................6-1 
割り込みマスクビット...............................................2-8 
割り込み要求マスクレベル .......................................2-8 
割り込み例外処理......................................................5-8 
割り込み例外処理ベクタテーブル...........................6-22 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16

H8S/2112  

 2008  3  10 Rev.1.00 

 2009  9  18 Rev.2.00

  

100-0004  2-6-2

  

© 2009. Renesas Technology Corp., All rights reserved. Printed in Japan.  



100-0004 2-6-2 

E-Mail: csc@renesas.com

       

100-0004 2-6-2 ( )

190-0023 2-2-23 ( )

980-0013 1-1-20 ( )

970-8026 120 ( )

312-0034 832-2 ( )

950-0087 1-4-2 ( )

390-0815 1-2-11 ( )

460-0008 4-2-29 ( )

541-0044 4-1-1 ( )

920-0031 3-1-1 ( )

730-0036 5-25 ( )

812-0011 2-17-1 ( )

(03) 5201-5350

(042) 524-8701

(022) 221-1351

(0246) 22-3222

(029) 271-9411

(025) 241-4361

(0263) 33-6622

(052) 249-3330

(06) 6233-9500

(076) 233-5980

(082) 244-2570

(092) 481-7695

http://www.renesas.com

Colophon 9.1 



 

 

 



神奈川県川崎市中原区下沼部1753 〒211-8668

H8S/2112 グループ

RJJ09B0473-0200

ハードウェアマニュアル


	表紙�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	本資料ご利用に際しての留意事項����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	製品ご使用上の注意事項��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	このマニュアルの使い方��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	本版で改訂された箇所���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	目次�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1. 概要��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.1 特長�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.1.1 用途�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.1.2 仕様概要���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	1.2 製品一覧�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.3 ブロック図����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.4 端子説明�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.4.1 ピン配置図��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.4.2 動作モード別端子機能一覧�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.4.3 端子機能���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	2. CPU�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.1 特長�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.1.1 H8S/2600 CPUとH8S/2000 CPUとの相違点�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	2.2 CPU動作モード�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.3 アドレス空間���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.4 レジスタの構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.4.1 汎用レジスタ�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.4.2 プログラムカウンタ（PC）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.4.3 エクステンドレジスタ（EXR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.4.4 コンディションコードレジスタ（CCR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.4.5 CPU内部レジスタの初期値������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	2.5 データ形式����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.5.1 汎用レジスタのデータ形式�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.5.2 メモリ上でのデータ形式��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	2.6 命令セット����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.6.1 命令の機能別一覧�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.6.2 命令の基本フォーマット��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	2.7 アドレッシングモードと実効アドレスの計算方法�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.7.1 レジスタ直接　Rn����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.7.2 レジスタ間接　@ERn��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.7.3 ディスプレースメント付きレジスタ間接　@（d:16,ERn）/@（d:32,ERn）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.7.4 ポストインクリメントレジスタ間接@ERn+/プリデクリメントレジスタ間接@-ERn��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.7.5 絶対アドレス　@aa:8/@aa:16/@aa:24/@aa:32����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.7.6 イミディエイト　#xx:8/#xx:16/#xx:32����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.7.7 プログラムカウンタ相対　@（d:8, PC）/@（d:16, PC）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.7.8 メモリ間接　@@aa:8�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.7.9 実効アドレスの計算方法��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	2.8 処理状態�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.9 使用上の注意事項�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.9.1 TAS命令��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.9.2 STM/LDM命令����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.9.3 ビット操作命令������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.9.4 EEPMOV命令�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	3. MCU動作モード��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.1 動作モードの選択�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.2 レジスタの説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.2.1 モードコントロールレジスタ（MDCR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.2.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.2.3 シリアルタイマコントロールレジスタ（STCR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.2.4 システムコントロールレジスタ3（SYSCR3）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.2.5 ポートコントロールレジスタ2（PTCNT2）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	3.3 各動作モードの説明������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.3.1 モード2���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	3.4 アドレスマップ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	4. リセット������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.1 リセットの種類��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.2 入出力端子����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.3 レジスタの説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.3.1 リセットステータスレジスタ（RSTSR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.3.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.3.3 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	4.4 端子リセット���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.5 パワーオンリセット������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.6 ウォッチドッグタイマリセット�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.7 リセット発生要因の判定����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	5. 例外処理������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.1 例外処理の種類と優先度����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.2 例外処理要因とベクタテーブル�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.3 リセット�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.3.1 リセット例外処理�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.3.2 リセット直後の割り込み��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.3.3 リセット解除後の内蔵周辺機能�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	5.4 割り込み例外処理�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.5 トラップ命令例外処理�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.6 例外処理後のスタックの状態��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.7 使用上の注意事項�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	6. 割り込みコントローラ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.1 特長�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.2 入出力端子����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.3 レジスタの説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.3.1 インタラプトコントロールレジスタA～D（ICRA～ICRD）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.3.2 アドレスブレークコントロールレジスタ（ABRKCR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.3.3 ブレークアドレスレジスタA～C（BARA～BARC）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.3.4 IRQセンスコントロールレジスタ（ISCR16H、ISCR16L、ISCRH、ISCRL）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.3.5 IRQイネーブルレジスタ（IER16、IER）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.3.6 IRQステータスレジスタ（ISR16、ISR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.3.7 IRQセンスポートセレクトレジスタ16（ISSR16）IRQセンスポートセレクトレジスタ（ISSR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.3.8 キーボードマトリクス割り込みマスクレジスタ（KMIMRA、KMIMRB）ウェイクアップイベント割り込みマスクレジスタ（WUEMRA、WUEMRB）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.3.9 ウェイクアップセンスコントロールレジスタ（WUESCRA、WUESCRB）ウェイクアップ入力割り込みステータスレジスタ（WUESRA、WUESRB）ウェイクアップイネーブルレジスタ（WUEER）

	6.4 割り込み要因���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.4.1 外部割り込み要因�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.4.2 内部割り込み要因�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	6.5 割り込み例外処理ベクタテーブル������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.6 割り込み制御モードと割り込み動作�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.6.1 割り込み制御モード0���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.6.2 割り込み制御モード1���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.6.3 割り込み例外処理シーケンス������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.6.4 割り込み応答時間�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	6.7 アドレスブレーク�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.7.1 特長�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.7.2 ブロック図��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.7.3 動作説明���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.7.4 使用上の注意事項�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	6.8 使用上の注意事項�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.8.1 割り込みの発生とディスエーブルとの競合������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.8.2 割り込みを禁止している命令������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.8.3 EEPMOV命令実行中の割り込み���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.8.4 ベクタアドレスの切り替え�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.8.5 ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード時の外部割り込み端子について�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.8.6 ノイズキャンセラの切り替え������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.8.7 IRQステータスレジスタ（ISR）について����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	7. バスコントローラ（BSC）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.1 レジスタの説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.1.1 バスコントロールレジスタ（BCR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.1.2 ウェイトステートコントロールレジスタ（WSCR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	8. I/Oポート����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.1 レジスタの説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.1.1 データディレクションレジスタ（PnDDR）（n＝1～6、8、9、A～D、F～H）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.1.2 データレジスタ（PnDR）（n＝1～6、8、9）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.1.3 入力データレジスタ（PnPIN）（n＝1～9、A～H）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.1.4 プルアップMOSコントロールレジスタ（PnPCR）（n＝1～3、6、9、B～D、F、H）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.1.5 出力データレジスタ（PnODR）（n＝A～D、F～H）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.1.6 ノイズキャンセライネーブルレジスタ（PnNCE）（n＝4、6、C、G）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.1.7 ノイズキャンセラ判定制御レジスタ（PnNCMC）（n＝4、6、C、G）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.1.8 ノイズキャンセル周期設定レジスタ（PnNCCS）（n＝4、6、C、G）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.1.9 ポートNch-ODコントロールレジスタ（PnNOCR）（n＝C、D、F、G、H）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.1.10 出力バッファのMOS状態������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	8.2 端子機能�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.1 ポート1���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.2 ポート2���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.3 ポート3���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.4 ポート4���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.5 ポート5���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.6 ポート6���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.7 ポート7���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.8 ポート8���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.9 ポート9���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.10 ポートA��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.11 ポートB��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.12 ポートC��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.13 ポートD��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.14 ポートE��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.15 ポートF��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.16 ポートG��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.17 ポートH��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	8.3 周辺機能端子の移動������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.3.1 ポートコントロールレジスタ0（PTCNT0）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.3.2 ポートコントロールレジスタ1（PTCNT1）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.3.3 ポートコントロールレジスタ2（PTCNT2）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	9. 8ビットPWMタイマ（PWMU）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.1 特長�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.2 入出力端子����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.3 レジスタの説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.3.1 PWMクロックコントロールレジスタ（PWMCKCR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.3.2 PWM出力コントロールレジスタ（PWMOUTCR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.3.3 PWMモードコントロールレジスタ（PWMMDCR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.3.4 PWM位相コントロールレジスタ（PWMPCR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.3.5 PWMプリスケーララッチレジスタ（PRELAT）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.3.6 PWMデューティ設定ラッチレジスタ（REGLAT）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.3.7 PWMプリスケーラレジスタ0～5（PWMPRE0～PWMPRE5）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.3.8 PWMデューティ設定レジスタ0～5（PWMREG0～PWMREG5）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	9.4 動作説明�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.4.1 単パルスモード（8ビット、12ビット、16ビット）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.4.2 パルス分割モード�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	9.5 使用上の注意事項�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.5.1 モジュールストップモードの設定����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.5.2 16/12ビット単パルスPWMタイマ使用上の注意点������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	10. 16ビットタイマパルスユニット（TPU）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.2 入出力端子���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.1 タイマコントロールレジスタ（TCR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.2 タイマモードレジスタ（TMDR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.3 タイマI/Oコントロールレジスタ（TIOR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.4 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.5 タイマステータスレジスタ（TSR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.6 タイマカウンタ（TCNT）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.7 タイマジェネラルレジスタ（TGR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.8 タイマスタートレジスタ（TSTR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.9 タイマシンクロレジスタ（TSYR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	10.4 バスマスタとのインタフェース������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.4.1 16ビットレジスタ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.4.2 8ビットレジスタ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	10.5 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.5.1 基本動作��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.5.2 同期動作��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.5.3 バッファ動作������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.5.4 PWMモード������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.5.5 位相計数モード�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	10.6 割り込み要因��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.6.1 割り込み要因と優先順位�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.6.2 A/D変換器の起動���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	10.7 動作タイミング�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.7.1 入出力タイミング����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.7.2 割り込み信号タイミング�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	10.8 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.8.1 入力クロックの制限事項�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.8.2 周期設定上の注意事項��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.8.3 TCNTのライトとクリアの競合���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.8.4 TCNTのライトとカウントアップの競合�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.8.5 TGRのライトとコンペアマッチの競合������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.8.6 バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.8.7 TGRのリードとインプットキャプチャの競合���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.8.8 TGRのライトとインプットキャプチャの競合���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.8.9 バッファレジスタのライトとインプットキャプチャの競合����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.8.10 オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアの競合�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.8.11 TCNTのライトとオーバフロー／アンダフローの競合����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.8.12 入出力端子の兼用���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.8.13 モジュールストップモード時の設定�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	11. 16ビットサイクルメジャーメントタイマ（TCM）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2 入出力端子���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.1 TCMタイマカウンタ（TCMCNT）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.2 TCM周期上限レジスタ（TCMMLCM）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.3 TCM周期下限レジスタ（TCMMINCM）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.4 TCMインプットキャプチャレジスタ（TCMICR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.5 TCMインプットキャプチャバッファレジスタ（TCMICRF）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.6 TCMステータスレジスタ（TCMCSR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.7 TCMコントロールレジスタ（TCMCR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.8 TCMインタラプトイネーブルレジスタ（TCMIER）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	11.4 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.4.1 タイマモード������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.4.2 周期測定モード�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	11.5 割り込み要因��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.6 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.6.1 TCMCNTライトとカウントアップの競合����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.6.2 TCMMLCMのライトとコンペアマッチの競合��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.6.3 インプットキャプチャとTCMICRリードの競合�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.6.4 周期測定モード時のエッジ検出とレジスタ（TCMMLCM、TCMMINCM）ライトの競合�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.6.5 周期測定モードのエッジ検出とTCMCRのTCMMDSビットクリアの競合�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.6.6 TCMCKIとTCMMCIの設定��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.6.7 モジュールストップモードの設定���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	12. 8ビットタイマ（TMR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.2 入出力端子���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.3 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.3.1 タイマカウンタ（TCNT）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.3.2 タイムコンスタントレジスタA（TCORA）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.3.3 タイムコンスタントレジスタB（TCORB）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.3.4 タイマコントロールレジスタ（TCR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.3.5 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.3.6 タイムコンスタントレジスタC（TCORC）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.3.7 インプットキャプチャレジスタR、F（TICRR、TICRF）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.3.8 タイマコネクションレジスタI（TCONRI）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.3.9 タイマコネクションレジスタS（TCONRS）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.3.10 タイマXYコントロールレジスタ（TCRXY）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	12.4 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.4.1 パルス出力�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	12.5 動作タイミング�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.5.1 TCNTのカウントタイミング����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.5.2 コンペアマッチ時のCMFA、CMFBフラグのセットタイミング������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.5.3 コンペアマッチ時のタイマ出力タイミング�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.5.4 コンペアマッチによるカウンタクリアタイミング��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.5.5 TCNTの外部リセットタイミング��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.5.6 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	12.6 TMR_0、TMR_1のカスケード接続�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.6.1 16ビットカウントモード������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.6.2 コンペアマッチカウントモード����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	12.7 TMR_Y、TMR_Xのカスケード接続�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.7.1 16ビットカウントモード������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.7.2 コンペアマッチカウントモード����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.7.3 インプットキャプチャ動作������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	12.8 割り込み要因��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.9 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.9.1 TCNTのライトとカウンタクリアの競合�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.9.2 TCNTのライトとカウントアップの競合�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.9.3 TCORのライトとコンペアマッチの競合�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.9.4 コンペアマッチA、Bの競合�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.9.5 内部クロックの切り替えとTCNTの動作�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.9.6 カスケード接続時のモード設定����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.9.7 モジュールストップモードの設定���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	13. ウォッチドッグタイマ（WDT）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.2 入出力端子���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.3 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.3.1 タイマカウンタ（TCNT）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.3.2 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	13.4 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.4.1 ウォッチドッグタイマモード�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.4.2 インターバルタイマモード������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	13.5 割り込み要因��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.6 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.6.1 レジスタアクセス時の注意事項����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.6.2 タイマカウンタ（TCNT）のライトとカウントアップの競合��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.6.3 CKS2～CKS0ビットの書き換え�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.6.4 PSSビットの書き換え�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.6.5 ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードの切り替え�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	14. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.2 入出力端子���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.3 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.3.1 レシーブシフトレジスタ（RSR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.3.2 レシーブデータレジスタ（RDR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.3.3 トランスミットデータレジスタ（TDR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.3.4 トランスミットシフトレジスタ（TSR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.3.5 シリアルモードレジスタ（SMR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.3.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.3.7 シリアルステータスレジスタ（SSR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.3.8 スマートカードモードレジスタ（SCMR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.3.9 ビットレートレジスタ（BRR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	14.4 調歩同期式モードの動作���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.4.1 送受信フォーマット���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.4.2 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.4.3 クロック��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.4.4 SCIの初期化（調歩同期式）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.4.5 シリアルデータ送信（調歩同期式）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.4.6 シリアルデータ受信（調歩同期式）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	14.5 マルチプロセッサ通信機能��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.5.1 マルチプロセッサシリアルデータ送信�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.5.2 マルチプロセッサシリアルデータ受信�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	14.6 クロック同期式モードの動作�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.6.1 クロック��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.6.2 SCIの初期化（クロック同期式）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.6.3 シリアルデータ送信（クロック同期式）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.6.4 シリアルデータ受信（クロック同期式）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.6.5 シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	14.7 スマートカードインタフェースの動作説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.7.1 接続例���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.7.2 データフォーマット（ブロック転送モード時を除く）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.7.3 ブロック転送モード���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.7.4 受信データサンプリングタイミングと受信マージン�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.7.5 初期設定��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.7.6 シリアルデータ送信（ブロック転送モードを除く）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.7.7 シリアルデータ受信（ブロック転送モードを除く）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.7.8 クロック出力制御����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	14.8 割り込み要因��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.8.1 通常のシリアルコミュニケーションインタフェースモードにおける割り込み��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.8.2 スマートカードインタフェースモードにおける割り込み�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	14.9 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.9.1 モジュールストップモードの設定���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.9.2 ブレークの検出と処理��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.9.3 マーク状態とブレークの送り出し���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.9.4 受信エラーフラグと送信動作（クロック同期式モードのみ）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.9.5 TDRへのライトとTDREフラグの関係�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.9.6 モード遷移時の動作���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.9.7 SCK端子からポート端子への切り替え������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.9.8 送信、受信、送受信中のレジスタ書き込みの注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	15. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.2 入出力端子���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.1 レシーブシフトレジスタ（FRSR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.2 レシーブバッファレジスタ（FRBR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.3 トランスミッタシフトレジスタ（FTSR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.4 トランスミッタホールディングレジスタ（FTHR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.5 ディバイザラッチH、L（FDLH、FDLL）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.6 割り込みイネーブルレジスタ（FIER）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.7 割り込み識別レジスタ（FIIR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.8 FIFO制御レジスタ（FFCR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.9 ライン制御レジスタ（FLCR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.10 モデム制御レジスタ（FMCR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.11 ラインステータスレジスタ（FLSR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.12 モデムステータスレジスタ（FMSR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.13 スクラッチパッドレジスタ（FSCR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.14 SCIFコントロールレジスタ（SCIFCR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	15.4 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.4.1 ボーレート�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.4.2 調歩同期式通信の動作��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.4.3 SCIFの初期化����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.4.4 フロー制御を行った送受信������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.4.5 LPCインタフェースからのデータ送受信�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	15.5 割り込み要因��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.6 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.6.1 SCLKにLCLKを選択した場合の低消費電力モード�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.6.2 シリアル送受信中のFLCRアクセス�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	16. I2Cバスインタフェース（IIC）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.2 入出力端子���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.1 I2Cバスデータレジスタ（ICDR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.2 スレーブアドレスレジスタ（SAR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.3 第2スレーブアドレスレジスタ（SARX）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.4 I2Cバスモードレジスタ（ICMR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.5 I2Cバスコントロールレジスタ（ICCR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.6 I2Cバスステータスレジスタ（ICSR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.7 I2Cバスコントロール初期化レジスタ（ICRES）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.8 I2Cバスコントロール拡張レジスタ（ICXR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	16.4 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.1 I2Cバスデータフォーマット����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.2 初期設定��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.3 マスタ送信動作�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.4 マスタ受信動作�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.5 スレーブ受信動作����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.6 スレーブ送信動作����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.7 IRICセットタイミングとSCL制御������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.8 ノイズ除去回路�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.9 内部状態の初期化����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	16.5 割り込み要因��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.6 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.6.1 モジュールストップモードの設定���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	17. SMBus 2.0インタフェース（SMBUS）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.2 入出力端子���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.3 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.3.1 PEC演算データ入力レジスタ（PECX）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.3.2 PEC演算データ再入力レジスタ（PECY）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.3.3 PEC演算結果出力レジスタ（PECZ）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	17.4 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.4.1 SMBus 2.0データフォーマット������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.4.2 PEC演算モジュールの使用方法���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	17.5 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.5.1 モジュールストップモードの設定���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	18. キーボードバッファコントロールユニット（PS2）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.2 入出力端子���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.3 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.3.1 キーボードコントロールレジスタ1（KBCR1）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.3.2 キーボードバッファコントロールレジスタ2（KBCR2）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.3.3 キーボードコントロールレジスタH（KBCRH）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.3.4 キーボードコントロールレジスタL（KBCRL）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.3.5 キーボードデータバッファレジスタ（KBBR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.3.6 キーボードバッファ送信データレジスタ（KBTR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	18.4 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.1 受信動作��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.2 送信動作��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.3 受信中断動作������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.4 KCLKI、KDIリードタイミング�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.5 KCLKO、KDOライトタイミング�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.6 KBFセットタイミングとKCLK制御������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.7 受信タイミング�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.8 データ受信中の動作���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.9 KCLK立ち下がり割り込みの動作��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.10 1st KCLK立ち下がり割り込みの動作���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	18.5 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.5.1 KBIOEセットとKCLK立ち下がりエッジ検出�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.5.2 KDOビット（KBCRL）によるKD出力と自動送信によるKD出力の関係�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.5.3 モジュールストップモードの設定���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.5.4 中速モード�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.5.5 送信完了フラグ（KBTE）について�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	19. LPCインタフェース（LPC）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.2 入出力端子���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.1 ホストインタフェースコントロールレジスタ0、1（HICR0、HICR1）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.2 ホストインタフェースコントロールレジスタ2、3（HICR2、HICR3）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.3 ホストインタフェースコントロールレジスタ4（HICR4）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.4 ホストインタフェースコントロールレジスタ5（HICR5）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.5 LPCチャネル1アドレスレジスタH、L（LADR1H、LADR1L）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.6 LPCチャネル2アドレスレジスタH、L（LADR2H、LADR2L）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.7 LPCチャネル3アドレスレジスタH、L（LADR3H、LADR3L）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.8 LPCチャネル4アドレスレジスタH、L（LADR4H、LADR4L）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.9 入力データレジスタ1～4（IDR1～IDR4）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.10 出力データレジスタ1～4（ODR1～ODR4）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.11 双方向データレジスタ0～15（TWR0～TWR15）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.12 ステータスレジスタ1～4（STR1～STR4）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.13 SERIRQコントロールレジスタ0（SIRQCR0）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.14 SERIRQコントロールレジスタ1（SIRQCR1）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.15 SERIRQコントロールレジスタ2（SIRQCR2）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.16 SERIRQコントロールレジスタ3（SIRQCR3）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.17 SERIRQコントロールレジスタ4（SIRQCR4）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.18 SCIFアドレスレジスタ（SCIFADRH、SCIFADRL）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.19 ホストインタフェースセレクトレジスタ（HISEL）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	19.4 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.4.1 LPCインタフェースの起動�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.4.2 LPCのI/Oサイクル�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.4.3 GATE A20����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.4.4 LPCインタフェースのシャットダウン機能（LPCPD）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.4.5 LPCインタフェースのシリアル割り込み動作（SERIRQ）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.4.6 LPCインタフェースのクロック起動要求�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.4.7 LPCインタフェースからSCIF制御������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	19.5 割り込み要因��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.5.1 IBFI1、IBFI2、IBFI3、IBFI4、OBEI、ERRI���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.5.2 SMI、HIRQ1、HIRQ3、HIRQ4、HIRQ5、HIRQ6、HIRQ7、HIRQ8、HIRQ9、HIRQ10、HIRQ11、HIRQ12、HIRQ13、HIRQ14、HIRQ15���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	19.6 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.6.1 データアクセスの競合��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	20. A/D変換器���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.2 入出力端子���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.3 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.3.1 A/DデータレジスタA～H（ADDRA～ADDRH）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.3.2 A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.3.3 A/Dコントロールレジスタ（ADCR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	20.4 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.4.1 シングルモード�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.4.2 スキャンモード�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.4.3 入力サンプリングとA/D変換時間��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	20.5 割り込み要因��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.6 A/D変換精度の定義����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.7 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.7.1 モジュールストップモードの設定���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.7.2 許容信号源インピーダンスについて��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.7.3 絶対精度への影響����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.7.4 アナログ電源端子他の設定範囲����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.7.5 ボード設計上の注意事項�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.7.6 ノイズ対策上の注意事項�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.7.7 モジュールストップモードの設定���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	21. RAM������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22. フラッシュメモリ�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.2 モード遷移図��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3 フラッシュメモリマット構成�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.4 ブロック構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.5 書き込み／消去インタフェース������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.6 入出力端子���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.7 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.7.1 書き込み／消去インタフェースレジスタ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.7.2 書き込み／消去インタフェースパラメータ�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	22.8 オンボードプログラミング��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.8.1 ブートモード������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.8.2 ユーザプログラムモード�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.8.3 ユーザブートモード���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.8.4 内蔵プログラム、書き込みデータの格納可能領域��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	22.9 プロテクト���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.9.1 ハードウェアプロテクト�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.9.2 ソフトウェアプロテクト�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.9.3 エラープロテクト����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	22.10 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.11 ライタモード�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.12 ブートモードの標準シリアル通信インタフェース仕様�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.13 使用上の注意事項�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	23. クロック発振器��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.1 発振回路����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.1.1 水晶発振子を接続する方法������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.1.2 外部クロックを入力する方法�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	23.2 デューティ補正回路�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.3 サブクロック入力回路����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.4 サブクロック波形成形回路��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.5 クロック選択回路������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.6 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.6.1 発振子に関する注意事項�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.6.2 ボード設計上の注意事項�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	24. 低消費電力状態��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.1 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.1.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.1.2 ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.1.3 モジュールストップコントロールレジスタH、L、A、B （MSTPCRH、MSTPCRL、MSTPCRA、MSTPCRB）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	24.2 モード間遷移とLSIの状態�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.3 中速モード���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.4 スリープモード�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.5 ソフトウェアスタンバイモード������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.6 ウォッチモード�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.7 モジュールストップモード��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.8 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.8.1 I/Oポートの状態���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.8.2 発振安定待機中の消費電流������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	25. レジスタ一覧���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.1 レジスタアドレス一覧（アドレス順）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.2 レジスタビット一覧�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.3 各動作モードにおけるレジスタの状態���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.4 レジスタ選択条件������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.5 レジスタアドレス一覧（モジュール別）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	26. 電気的特性����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	26.1 絶対最大定格��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	26.2 DC特性����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	26.3 AC特性����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	26.3.1 クロックタイミング���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	26.3.2 制御信号タイミング���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	26.3.3 内蔵周辺モジュールタイミング����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	26.4 A/D変換特性�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	26.5 フラッシュメモリ特性����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	26.6 パワーオンリセット特性���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	26.7 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	付録�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	A. 各処理状態におけるI/Oポートの状態����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	B. 型名一覧������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	C. 外形寸法図�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	D. 未使用端子の処理について����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	索引�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	奥付�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	住所一覧���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	裏表紙����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������



